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凡
例

一
、
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
山
形
屋

版
本
（
一
一
七
―
一
八
）

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・

刊

（
一
六
八
九
）
版
本
（
特
一
―
一
九
一
〇
）

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
八
年
版
本

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・
元
禄
八
年

（
一
七
八
九
）

版
本
（
特
一
―
一
六
一
四
）

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
政
元
年
版
本

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・
寛
政
元
年

皇
都
書
林
九
皐
堂
刊

『
三
才
図
会
』

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・
明
・
萬
暦
三
七
年
（
一
六
〇
九
）
版
本
〈
子
―
七
〉

寛
永
十
四
年
版
本

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
版
本
〈
特
一
―
三
〇
二
四
〉

『
本
草
綱
目
』

承
応

二
年
版
本

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
版
本
〈
特
一
―
八
六
二
〉

『
本
草
綱
目
』

寛
文

九
年
版
本

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
版
本
〈
特
一
―
八
九
五
〉

『
本
草
綱
目
』

利
用
し
た
画
面
が
国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
の
テ
キ
ス
ト
は
、
注
に
て
記
す
。

二
、
本
文
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字
体
に
改
め
、
常
用
漢
字
表
に
あ
る
も
の
は
新
字
体
を
用
い
、
な
い
も
の
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。
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序
章第

一
節

問
題
の
所
在
と
本
研
究
の
意
義

一
、
中
村
惕
斎
原
撰
『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
四
種

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊
、
中
村
惕
斎
（
寛
永
六
〈
一
六
二
九
〉
～
元
禄
十
五
〈
一
七
〇
二

）
撰
『
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻
（
以
下
、
初
版
本
と
略
称
す
）
は
、
日

〉

本
最
初
の
絵
入
り
百
科
事
典
で
あ
る

。
初
版
刊
行
後
、
増
補
改
訂
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
今
日
に
伝
存
す
る
『
訓
蒙
図
彙
』
の
主
要
な
版
本
に
、
次
の
四
種
類
が
あ

（1

）

る
。

①
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊

初
版
『
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻

②
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
刊

『
増
補
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻

③
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
刊

増
補
改
訂
版
『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
』
二
一
巻

④
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
刊

増
補
改
訂
版
『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
大
成
』
二
一
巻

①
初
版
本
は
、
半
丁
に
上
下
一
対
の
二
項
目
を
配
し
、
十
七
部
一
四
八
四
項
目
か
ら
な
り
、
掲
出
語
の
一
項
目
に
一
図
を
配
し
、
和
名
・
異
名
・
漢
文
体
の
簡
潔
な

注
解
を
付
す
。
ま
ま
、
解
説
を
付
け
な
い
場
合
も
あ
る
。

寛
文
八
年
版
本
は
、
項
目
・
本
文
の
内
容
・
図
像
の
図
柄
が
初
版
本
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
改
変
す
る
箇
所
も
あ
り
、
版
面
構
成
が
大
き
く
変
容
す
る
。
半
丁
に
四

②

縮
刷
さ
れ
た
の
は
、

項
目
を
配
し
、
図
像
を
縮
小
し
、
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
の
組
み
合
わ
せ
が
変
え
ら
れ
、
一
部
の
図
像
に
は
着
色
さ
れ
た
版
本
が
確
認
さ
れ
る
。

廉
価
版
を
作
成
す
る
事
で
出
版
費
用
の
削
減
を
図
っ
た
こ
と
で
、
ま
た
、

彩
色
を
加
え
る
事
で
、
購
買
意
欲
を
そ
そ
っ
た
と
考
え
ら
れ

安
価
に
見
ら
れ
な
い
た
め
に
、

木
村
陽
二
郎
氏
は
寛
文
八
年
版
本
が
「
初
版
の
後
、
二
年
後
に
出
て
い
る
か
ら
初
版
の
評
判
が
よ
っ
か
た
こ
と
が
わ
か
る
」
と
し

「
初
版
本
よ
り
一
般
に
流
布
し

る
。

、

た
」
と
述
べ
ら
れ
た

。

（2

）

③
元
禄
版
本
は
、
項
目
を
大
き
く
増
補
改
訂
し
、
巻
二
一
・
雑
類
の
一
巻
分
を
増
補
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
形
式
を
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
頭
書
と
し
、
本
文

半
丁
に
六
項
目
を
配
置
す
る
こ
と
が
多
く
、
一
項
目
ご
と
の
版
面
が
さ
ら
に
縮
小
さ
れ

の
内
容
を
新
た
に
し
た
。
図
像
は
ほ
ぼ
初
版
本
を
踏
襲
し
て
い
る
が
縮
小
し
、
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た
。

、

、

。

、

。

④
寛
政
版
本
は

項
目
を
さ
ら
に
増
補
改
訂
し

下
河
辺
拾
水
に
よ
っ
て
新
た
に
描
か
れ
た
図
像
を
掲
載
す
る

版
面
構
成
も
ま
た

さ
ら
に
大
き
く
改
訂
さ
れ
た

①
初
版
本
、
②
寛
文
八
年
版
本
、
③
元
禄
版
本
ま
で
は
一
項
目
に
一
図
を
付
し
て
い
た
が
、
④
寛
政
版
本
は
見
開
き
一
面
に
、
複
数
の
項
目
の
図
像
を
集
約
す
る
こ
と

が
多
い
。

二
、
研
究
史

中
村
惕
斎
（
寛
永
六
年
〈
一
六
二
九
〉
～
元
禄
十
五
〈
一
七
〇
二

）
は
、
京
都
の
朱
子
学
者
で
あ
る
。
主
な
著
作
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

〉

『

』

、『

』

、『

』

、『

』

、『

』

、『

』

四
書
示
蒙
句
解

二
八
巻

訓
蒙
図
彙

二
〇
巻

詩
経
示
蒙
句
解

十
八
巻

小
学
示
蒙
句
解

十
巻

近
思
録
示
蒙
句
解

十
四
巻

近
思
録
鈔
説

、『

』

、『

』

、『

』

、『

』

、『

』

、『

』

十
四
巻

孝
経
示
蒙
句
解

一
巻

入
学
紀
綱

一
巻

筆
記
周
易
本
義

十
六
巻

筆
記
礼
紀
集
説

十
五
巻

筆
記
易
学
啓
蒙

四
巻

愼
終
疏
節

、『

』

、『

』

、『

』

、『

』

、『

』

、『

』

、

二
巻

追
遠
疏
節

一
巻

筆
記
詩
集
伝

十
六
巻

筆
記
太
極
図
説
解

三
巻

筆
記
律
呂
新
書
説

三
巻

比
売
鑑

三
二
巻

天
文
考
要

三
巻

『
三
器
通
考
』
六
巻

校
堂
以
外
に
お
け
る
高
等
学
術
の
普
及
を
目
指
し
た
『
漢
籍
国
字
解
全
書
』
全
二
五
巻
は
、
漢
学
の
隆
盛
す
る
江
戸
時
代
に
お
け
る
国
字
解
書
の
最
も
優
秀
な
も
の

を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
中
村
惕
齋
が
講
じ
た
も
の
が
次
の
よ
う
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
最
も
多
い
。

『
大
学
示
蒙
句
解

『
中
庸
示
蒙
句
解

『
論
語
示
蒙
句
解

『
孟
子
示
蒙
句
解

『
詩
経
示
蒙
句
解

『
小
学
示
蒙
句
解

『
近
思
録
示
蒙
句
解
』

』

』

』

』

』

』

同
全
書
を
刊
行
し
た
早
稲
田
大
学
出
版
部
は
、
熊
沢
蕃
山
・
中
村
惕
齋
の
「
小
解

「
示
蒙
句
解
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

」

蕃
山
、
惕
齋
共
に
学
殖
の
豊
富
な
る
が
上
に
、
兼
て
国
文
を
善
く
せ
し
を
以
て
、
巧
に
経
典
の
微
旨
を
発
揮
し
て
餘
薀
な
き
に
至
ら
し
め
た
り
。
故
に
小
解
と
云

ひ
、
示
蒙
句
解
と
云
ふ
が
如
き
極
度
の
謙
辞
を
以
て
其
書
に
題
せ
し
に
も
拘
ら
ず
、
国
字
解
書
中
の
優
秀
な
る
も
の
と
し
て
広
く
上
下
に
行
は
れ
、
以
て
幕
末
に

及
べ
た
り

。

（3

）

中
村
惕
斎
の
多
く
の
著
書
の
う
ち
、
絵
入
り
百
科
事
典
と
し
て
重
要
な
も
の
は

『
訓
蒙
図
彙
』
で
あ
る
。

、

『
訓
蒙
図
彙
』
に
関
す
る
研
究
は
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

第
一
に
、
博
物
学
、
生
物
学
の
視
点
か
ら
の
研
究
で
あ
る
。

『
訓
蒙
図
彙
』
に
つ
い
て
、
白
井
光
太
郎
氏
は
「
是
我
邦
動
植
庶
物
の
写
生
刊
行
の
初
な
り
」
と
述
べ

「
元
禄
来
朝
の
独
逸
人
ケ
ム
ペ
ル
此
書
を
得
て
之
を
珍
と
し

、
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其
著
書
に
引
用
せ
り
」
と
し

、
上
野
益
三
氏
は

「
こ
の
書
の
動
植
物
の
部
は
、
わ
が
国
最
初
の
刊
本
動
植
物
図
譜
と
い
え
よ
う
」
と
さ
れ
た

。
ま
た
、
日
本

（4

（5

）

）

、

学
士
院
編
『
明
治
前
日
本
生
物
学
史
』
は

『
訓
蒙
図
彙
』
の
図
に
つ
い
て
、
若
干
の
も
の
を
除
け
ば
、
動
物
の
形
態
を
科
学
的
に
表
現
す
る
の
に
成
功
し
、
す
ぐ
れ
た

、

動
物
図
譜
を
な
し
て
い
る
と
評
価
し
、
ド
イ
ツ
人
ケ
ム
プ
ア
ー
（
ケ
ン
ペ
ル
）
が

『
訓
蒙
図
彙
』
の
第
二
版
を
得
て
珍
重
し
た
こ
と
を
あ
げ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ケ

、

ム
プ
ア
ー
（
ケ
ン
ペ
ル
）
の
著
『
日
本
誌
』
第
一
巻
に
は

『
訓
蒙
図
彙
』
か
ら
採
っ
た
と
見
ら
れ
る
図
が
七
五
に
及
び
、
そ
の
中
に
は
動
物
の
図
が
四
〇
あ
り
、
寺
島

、

良
安
撰
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
動
物
の
図
も

『
訓
蒙
図
彙
』
か
ら
借
用
す
る
も
の
が
頗
る
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

。

、

（6

）

ま
た
、
杉
本
勲
氏
は

『
訓
蒙
図
彙
』
が
林
羅
山
撰
『
多
識
編
』
に
勝
り
、
自
然
物
は
も
と
よ
り
産
業
技
術
に
関
す
る
図
示
ま
で
行
き
と
ど
い
た
文
献
で
あ
る
と
評
価

、

し

『
訓
蒙
図
彙
』
の
産
業
技
術
に
関
す
る
項
目
を
論
じ
ら
れ
た

。

、

（7

）

第
二
に

『
訓
蒙
図
彙
』
の
書
誌
学
研
究
で
あ
る
。

、

木
村
陽
二
郎
氏
は

『
訓
蒙
図
彙
』
の
成
立
背
景
、
版
本

『
三
才
図
会
』
と
の
比
較
、
挿
絵
画
家
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た

。
小
林
祥
次
郎
氏
は

『
訓
蒙
図
彙
』

、

、

、

（8

）

の
諸
本
を
詳
細
に
考
察
し

『
訓
蒙
図
彙
』
の
内
容
、
撰
者
中
村
惕
斎
を
紹
介
さ
れ
た

。
勝
又
基
氏
は
『
訓
蒙
図
彙
』
の
変
遷
を
辿
り

「

訓
蒙
図
彙
』
が
様
々
な

、

、
『

（9

）

形
で
時
代
の
需
要
・
雰
囲
気
を
取
り
入
れ
て
変
容
し
、
命
脈
を
保
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
た

。
ま
た
、
大
空
社
刊
『
訓
蒙
図
彙
集
成
』
全
二
五
巻
（
一

（1
0

）

九
九
八
～
二
〇
〇
二
年
）
は

『
訓
蒙
図
彙
』
と
こ
れ
に
類
す
る
絵
入
り
百
科
事
典
を
三
〇
種
収
録
し
た
。

、

第
三
に
、
百
科
事
典
と
い
う
視
点
か
ら
の
『
訓
蒙
図
彙
』
の
分
類
、
項
目
の
構
成
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

杉
本
つ
と
む
氏
は

訓
蒙
図
彙

の
分
類
門
名
は

三
才
図
会

か
ら
の
影
響
が
大
き
い
と
し

動
植
物

天
文

地
理

の
項
目
が
自
然
関
係
で

衣
服

宝

、『

』

『

』

、

、「

」「

」

、「

」「

」「

」

、

。

貨

器
用

の
項
目
が
人
間
の
生
活
と
直
接
的
に
繋
が
り

自
然
と
人
間
の
調
和
が
と
れ
て
い
る
理
想
的
な
人
間
・
社
会
環
境
を
意
識
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
（

）

1
1

、『

』

、『

』

「

」

、「

」「

」「

」「

」

、

「

」「

」「

」

八
木
清
治
氏
は

訓
蒙
図
彙

は

三
才
図
会

の

鳥
獣
類

を

畜
獣

禽
鳥

龍
魚

虫
介

の
四
つ
に
細
か
く
類
別
し

ま
た

米
穀

菜
蔬

果
蓏

さ

い

そ

か

ら

の
諸
類
を
新
た
に
設
け
、
そ
の
背
景
に

『
本
草
綱
目
』
に
刺
激
さ
れ
た
本
草
学
の
流
行
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た

。
伊
藤
真
実
子
氏
は

『
訓
蒙
図
彙
』
が
『
三

、

、

（1
2

）

』

。

、『

』

、『

』

、

才
図
会

を
参
照
し
て
十
七
部
の
分
類
を
立
て
た
と
述
べ
ら
れ
た

勝
又
基
氏
は

訓
蒙
図
彙

の
部
立
と
立
項
に
着
目
し

三
才
図
会

を
参
照
し
つ
つ
も

（

）

1
3

抽
象
的
な
こ
と
が
ら
や
人
の
行
い
を
対
象
と
す
る
人
事
に
関
す
る
部
立
を
採
用
せ
ず
、
人
事
よ
り
も
事
物
、
個
別
性
よ
り
も
一
般
性
を
重
視
し
た
立
項
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
示
唆
さ
れ
た

。

（1
4

）

第
四
に

『
訓
蒙
図
彙
』
の
図
像
の
出
典
研
究
で
あ
る
。

、

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
が
『
訓
蒙
図
彙
』
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
上
野
益
三
氏
と
勝
又
基
氏
の
研
究
が
あ
る
。
上
野
氏
は

「
無
論
『
本
草
綱
目
』
そ
の
他
の

、

中
国
の
本
の
図
を
模
刻
し
た
も
の
も
少
な
か
ら
ず
入
っ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
そ
の
図
は
よ
く
統
一
さ
れ
て
い
る
」
と
し

勝
又
氏
は

「

本
草
綱
目
』
の
図

（1
5

、）

、
『
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な
ど
は
『
訓
蒙
図
彙
』
に
影
響
を
与
え
た
書
の
一
つ
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
さ
れ
た

。

（1
6

）

、『

』

『

』

「

」

、

、

。

、

ま
た

三
才
図
会

の
図
像
が

訓
蒙
図
彙

巻
四

人
物

の
異
国
人
物
の
図
像
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は

杉
本
氏

勝
又
氏
の
指
摘
が
あ
る

杉
本
氏
は

訓
蒙
図
彙

蒙
古

粛
慎

の
図
像
が

三
才
図
会

か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
提
示
さ
れ

勝
又
氏
は

訓
蒙
図
彙

呂
宋

天
竺

長
臂

長

『

』「

」「

」

『

』

、

、『

』「

」「

」「

」「

（

）

1
7

」

『

』

。

、

、『

』「

」

（

）

脚

の
図
像
の
情
報
源
が

三
才
図
会

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た

ま
た

海
野
一
隆
氏
は

訓
蒙
図
彙

凡
例

に
掲
出
さ
れ
な
い
正
保
二
年

一
六
四
五

（

）

1
8

刊
『
万
国
総
図
・
万
国
人
物
図
』
の
人
物
図
が

『
訓
蒙
図
彙
』
の
人
物
図
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
論
じ
ら
れ
た

。

、

（1
9

）

第
五
に

『
訓
蒙
図
彙
』
に
収
録
し
た
語
彙
、
和
名
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。

、

、『
〈

〉

〈

〉

、

、

、

、

、

佐
藤
茂
氏
は

蒙

と

蒙

に
関
す
る
言
葉
を
分
析
し

目
録
の
中
に
付
し
た
門
名
の
説
明
を
検
討
し

ま
た

国
立
国
語
研
究
所
蔵
本

正
宗
敦
夫
文
庫
本

慶
應
三
年
本
を
比
較
検
討
し
、
巻
一
「
天
文
」
か
ら
巻
九
「
器
用
二
」
の
和
名
を
考
察
さ
れ
た

。

（2
0

）

2

第
六
に

後
世
の
絵
本
へ
の
影
響
に
つ
い
て

石
上
阿
希
氏
は

訓
蒙
図
彙

な
ど
の
百
科
事
典
的
作
品
が
西
川
祐
信
の
絵
本
制
作
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る

、

、

、『

』

（

。

1

）現
在
、
石
上
阿
希
氏
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
近
世
絵
入
り
百
科
事
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
築
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

、

試
作
版
は
、
二
〇
一
七
年
七
月
に
公
開
さ
れ
た
。
石
上
氏
は

『
訓
蒙
図
彙

「
人
物
図
」
と
江
戸
中
期
の
上
方
に
お
け
る
出
版
に
つ
い
て
論
じ

「
訓
蒙
図
彙
も
の
」
を

、

』

、

通
史
的
に
捉
え
る
研
究
、
あ
る
い
は
個
別
の
事
象
、
表
象
の
伝
播
・
展
開
に
つ
い
て
『
訓
蒙
図
彙
』
を
踏
ま
え
た
研
究
史
を
整
理
し
、
多
く
の
有
意
義
な
課
題
を
提
示

さ
れ
た

。

（2
2

）
相
田
満
氏
は
『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本
の
書
名
が
伝
統
的
幼
学
書
『
蒙
求
』
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
り

『
蒙
求

「
蒙
求
序
」
の
次
の
一
文
に
「
訓

ま
た
、

、

』

蒙
」
の
語
の
出
典
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

。

(
2
3
)

周

易

曰
、
有

童

蒙
求

我

之
義

、
李
公
子
以

其

文

砕

、
不

敢

軽

伝

達

識

者

、
所

務

而
已
、
故

以

蒙

求

為

名

＿

＿

＿

＿

ニ

ル

ニ

ノ

ノ

ナ
ル
ヲ

テ

シ
ク

ヘ

ノ

ニ

ハ

ム
ル

ニ

ニ

ヲ

シ
テ

二

レ

一

二

一

三

二

一

レ

二

一

レ

訓

蒙
レ

題

其

首

。

ト

ス

ノ

ニ

二

一

（

周
易
』
に
曰
く
、
童
蒙
、
我
に
求
む
る
の
義
有
り
、
李
公
子
其
の
文
の
砕
な
る
を
以
て
、
敢
へ
て
軽
し
く
達
識
の
者
に
伝
へ
ず
。
務
む
る
所
は
、
蒙
に
訓
ゆ
る

『
の
み
。
故
に
『
蒙
求
』
を
以
て
名
と
為
し
て
其
の
首
に
題
す

）。

ま
た
、
相
田
氏
は
『
蒙
求
』
が
『
千
字
文
』
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本
の
内
容
も
ま
た

『
蒙
求
』
と
同
じ
く
『
千
字
文
』
の
意
匠

、

、

を
倣
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

。

(
2
4
)
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三
、
問
題
の
所
在
と
本
研
究
の
意
義

『
訓
蒙
図
彙
』
を
対
象
と
す
る
研
究
は
、
近
年
益
々
活
性
化
し
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
存
在
す
る
。

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
の
増
補
改
訂
の
実
態
に
つ
い
て
、
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

第
一
に
、

本
研
究
は
、
初
め
て

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
初
版
本
か
ら
元
禄
版
本
へ
、
元
禄
版
本
か
ら
寛
政
版
本
へ
の
増
補
改
訂
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
。

、

第
二
に

『
三
才
図
会
』
か
ら
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
項
目
の
レ
ベ
ル
で
の
詳
細
な
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
次
に
、
図
像
の
影
響

、

関
係
に
つ
い
て
、
個
別
な
事
象
の
指
摘
は
あ
る
も
の
の

『
訓
蒙
図
彙
』
全
巻
が
『
三
才
図
会
』
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の
か
と
い
う
全
体
像
は
い
ま
だ
、
十
分
に
把

、

握
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
三
才
図
会
』
の
項
目
・
図
像
を
悉
皆
調
査
し
、
出
典
論
に
よ
る
比
較
研
究
を
通
し
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

、

、

の
『
三
才
図
会
』
の
引
用
手
法
・
引
用
態
度
を
明
ら
か
に
し

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
ど
の
よ
う
に
『
三
才
図
会
』
を
活
用
し
つ
つ
、
項
目
・
図
像
を
再
編
成
し
た
の

、

か
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
三
に

『
本
草
綱
目
』
か
ら
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
、
個
別
な
項
目
の
検
討
に
止
ま
っ
て
お
り
、
受
容
の
具
体
相
は
い
ま
だ
検
討
さ
れ
て
い

、

な
い
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
の
項
目
・
図
像
を
悉
皆
調
査
し

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
参
看
し
た
『
本
草
綱
目
』
版
本
の
系

、

、

統

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
・
本
文
を
ど
の
よ
う
に
引
用
し
た
の
か
を
解
明
す
る
。

、第
四
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
版
面
構
成
と
項
目
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。

、

本
研
究
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
初
版
本
の
版
面
に
、
半
丁
に
上
下
一
対
に
配
し
た
項
目
は
、
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
が
そ
れ
ぞ
れ
対
の
形
式
と
し
て
番
え
ら

、

れ
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
検
討
を
加
え
る
。
ま
た

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
初
版
本
の
掲
出
語
が
四
字
句
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
版
面
構
成
・
項
目
の
配
列
に
工
夫
を

、

凝
ら
す
と
と
も
に
、
内
容
の
豊
か
さ
を
重
視
す
る
こ
と
を
論
じ

『
訓
蒙
図
彙
』
が
幼
学
書
と
絵
入
り
百
科
事
典
の
性
格
を
兼
ね
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

、

本
論
文
は

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
の
増
補
改
訂

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
出
典

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
独
自
の
版
面
構
成
と
い
う
三
点
に
着
目
し
、
書
誌
学
的
研

、

、

、

、『

』

、『

』

『

』『

』

、

究
と
出
典
論
的
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

訓
蒙
図
彙

版
本
の
増
補
改
訂
の
実
態

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
主
要
な
出
典

三
才
図
会

本
草
綱
目

の
受
容

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
独
自
の
版
面
構
成
と
項
目
の
配
列
を
検
討
し
、
近
世
絵
入
り
百
科
事
典
の
基
礎
的
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
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注（

）
杉
本
勲
『
近
世
実
学
史
の
研
究

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
三
月

。

』

）

1

木
村
陽
二
郎
「
中
村
惕
斎
の
訓
蒙
図
彙
に
つ
い
て

（

教
養
学
科
紀
要
』
第
五
巻
、
一
九
七
三
年
三
月

。

（
２
）

」
『

）

（

）

『

』

『

』
、

『

』『

』『

』（

、

）
。

３

先
哲
遺
著

漢
籍
国
字
解
全
書

第
一
巻

熊
澤
蕃
山
講

孝
経

中
村
惕
齋
講

大
学

中
庸

論
語

早
稻
田
大
学
出
版
部

一
九
〇
九
年
十
一
月

（
４
）
白
井
光
太
郎
「
支
那
及
日
本
本
草
学
の
沿
革
及
本
草
学
家
の
伝
記

（

岩
波
講
座
生
物
学
』
第
三
回
配
本
、
一
九
三
〇
年
四
月

。
同
氏

『
本
草
学
論
攷
』
第

」
『

）

、

一
冊
（
春
陽
堂
、
一
九
三
三
年
七
月

。）

（
５
）
上
野
益
三
『
日
本
博
物
学
史

（
星
野
書
店
、
一
九
四
八
年

。

』

）

（

）
日
本
学
士
院
編
『
明
治
前
日
本
生
物
学
史
』
第
一
巻
（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
〇
年

。

６

）

（

）
注
（

）
に
同
じ
。

７

1

（
８
）
木
村
陽
二
郎
「
中
村
惕
斎
の
訓
蒙
図
彙
に
つ
い
て

（

教
養
学
科
紀
要
』
第
五
巻
、
一
九
七
三
年
三
月

。

」
『

）

（
９
）
小
林
祥
次
郎
「
解
題

（
近
世
文
学
資
料
類
従

参
考
文
献
編
四
『
訓
蒙
図
彙

、
勉
誠
社
、
一
九
七
六
年
一
月)

。
同
氏
「
解
説

『
江
戸
の
イ
ラ
ス
ト
辞
典

訓

」

』

」

蒙
図
彙

（
勉
誠
出
版
、
二
一
〇
二
年
十
月

。

』

）

（

）
勝
又
基
「
江
戸
の
百
科
事
典
を
読
む
―
『
訓
蒙
図
彙
』
の
変
遷
」(

『
月
刊
し
に
か
』
第
十
一
巻
、
第
三
号
、
二
○
○
三
年
三
月

。）

10
（

）
杉
本
つ
と
む
「
解
説

（

訓
蒙
図
彙
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
五
年
七
月

。
同
氏
「
中
村
惕
斎
と
『
訓
蒙
図
彙
』
―
本
草
学
を
絵
筆
に
描
く

（

日
本

」
『

）

」
『

11
本
草
学
の
世
界
―
自
然
・
医
薬
・
民
俗
語
彙
の
探
究

（
八
坂
書
房
、
二
〇
一
一
年
九
月

。

』

）

（

）
八
木
清
治
「
経
験
的
実
学
の
展
開

（

日
本
の
近
世
・
第
十
三
巻

儒
学
・
国
学
・
洋
学

、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
七
月

。

」
『

』

）

12
（

）
伊
藤
真
実
子
氏
「

世
紀
日
本
の
知
の
潮
流
―
江
戸
後
期
～
明
治
初
期
の
百
科
事
典
、
博
物
学
、
博
覧
会
―

（

1
9

世
紀
研
究

、1
9

世
紀
学
会
、
二
〇
一
二
年

」
『

』

13

19

三
月

。）

（

）
勝
又
基
「
絵
入
り
百
科
事
典
の
工
夫
―
『
訓
蒙
図
彙
』
と
『
和
漢
三
才
図
会

（

教
養
の
浸
透
―
江
戸
の
出
版
文
化
と
い
う
回
路

、
勉
誠
出
版
、
二
○
一
三

』
」
『

』

14
年
十
一
月

。）

（

）
注
（
５
）
に
同
じ
。

15
（

）
勝
又
基
「

訓
蒙
図
彙
』
解
題

（

江
戸
時
代
図
説
百
科

訓
蒙
図
彙
の
世
界

『
訓
蒙
図
彙
集
成
・
別
巻
「
解
説
・
解
題
・
語
彙
索
引

』
所
収
、
大
空
社
、
二

『

」
『

』
、

」

16
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○
○
二
年
十
二
月

。）

（

）
注
（

）
に
同
じ
。

17

11

（

）
注
（

）
に
同
じ
。

18

14

（

）
海
野
一
隆
「
江
戸
時
代
刊
行
の
東
洋
系
民
族
図
譜
の
嚆
矢

（

日
本
古
書
通
信
』
第
八
九
六
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月

。

」
『

）

19
（

）
佐
藤
茂
「

訓
蒙
〉
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
―
語
彙
に
つ
い
て
の
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
―

（

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要

国
語
・
国
文
学
編
』

〈

」
『

20
第
七
巻
、
第
一
号
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
、
一
九
八
三
年
三
月

。
同
氏
「

<

訓
蒙>

の
語
彙
―

語
彙
に
つ
い
て
の
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
―

（

国
語

）

」
『

国
文
学
』
第
二
四
号
、
福
井
大
学
国
語
学
会
、
一
九
八
四
年
九
月

。
同
氏
「

訓
蒙
図
彙
』
の
語
彙
―
和
名
を
中
心
と
し
て
（
３
）
―

（

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心

）

『

」
『

女
子
大
学
紀
要

国
語
・
国
文
学
編
』
第
一
○
巻
、
第
一
号
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
、
一
九
八
六
年
三
月

。
同
氏
「

訓
蒙
図
彙
』
の
語
彙
（
６
）
―

）

『

和
名
を
中
心
と
し
て
の
考
察
―

（

古
典
研
究
』
第
十
四
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
、
一
九
八
七
年
一
月

。
同
氏
「

訓
蒙
図
彙
』
の
語
彙
（
７
）
―
和

」
『

）

『

名
を
中
心
と
し
て
の
考
察
―

（

古
典
研
究
』
第
十
五
号
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
、
一
九
八
八
年
三
月

。

」
『

）

（

）

「

『

』

『

』

」（

『

』

石
上
阿
希

訓
蒙
図
彙
と
祐
信
春
本
・
絵
本
―

色
ひ
い
な
形

か
ら

百
人
女
郎
品
定

ま
で

石
上
阿
希
編

祐
信
を
読
む
―
西
川
祐
信
研
究
会
論
文
集

21
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
三
月

。）

（

）
石
上
阿
希
『
訓
蒙
図
彙
』
考
序
論
―
絵
入
百
科
事
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
と
も
に

（
郭
南
燕
、
将
基
面
貴
巳
編
『
南
太
平
洋
か
ら
見
る
日
本
研
究
―
歴
史
、

」

22
政
治
、
文
学
、
芸
術
』
人
間
文
化
研
究
機
構
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
八
年
三
月

。）

（

）
相
田
満

研
究
発
表
「

訓
蒙
図
彙
』
の
意
匠
と
変
容
―
幼
学
・
啓
蒙
書
か
ら
百
科
全
書
へ
の
変
容
を
位
置
づ
け
る

（
広
領
域
連
携
型
基
幹
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『

」

23
異
分
野
融
合
に
よ
る
「
総
合
書
物
学
」
の
構
築
：
文
化
・
情
報
の
結
節
点
と
し
て
の
図
像

絵
入
り
百
科
事
典
研
究
会
、
二
〇
一
九
年
八
月
七
日､

於
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー

。
以
下
の
「
蒙
求
序
」
の
引
用
は

『
標
題
徐
状
元
補
注
蒙
求
』
上
之
本
［
随
心
院
蔵
慶
長
木
活
字
乙
本
］
相
田
氏
の
翻
刻
に
拠
る
。

）

、

（

）
注
（

）
に
同
じ
。

24

23
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第
二
節

本
研
究
の
方
法
と
構
成

一
、
研
究
の
方
法

本
論
文
は
、
こ
れ
ら
四
種
の
『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
に
つ
い
て
、
次
の
三
つ
の
視
点
か
ら
検
討
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
の
書
誌
学
的
研
究
で
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
の
書
誌
、
初
版
本
か
ら
元
禄
版
本
へ
、
元
禄
版
本
か
ら
寛
政
版
本
へ
の
増
補
改
訂
の

、

。

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

具
体
的
な
論
の
展
開
に
際
し
て
は
、
藏
中
し
の
ぶ
氏
の
版
本
の
研
究
の
方
法
を
敷
衍
し
た
。
同
氏
は

『
和
漢
朗
詠
集
』
版
本
の
和
歌
本
文
の
特
徴
、
版
本
の
版
行
の

、

状
況
を
考
察
さ
れ
た

ま
た

同
氏
は

和
漢
朗
詠
集

の
絵
入
り
版
本
の
二
系
統
に
着
目
し

詩
句
本
文
の
画
題
と
挿
絵
の
絵
画
表
現
と
の
関
係
を
考
察
し

和

(
1
)

。

、

、『

』

、

、『

漢
朗
詠
集
』
の
絵
画
化
の
方
法
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
と
も
に

絵
入
り
版
本
の
挿
絵
も
ま
た
、
連
想
語
を
生
み
出
す
素
材
と
し
て
機
能
し
て
い
た
」

、「
付
合
語
同
様
、

、「
『

』

、

」

。

と
し

和
漢
朗
詠
集

絵
入
り
版
本
の
刊
行
自
体
が

俳
諧
に
お
け
る
伝
統
的
な
縦
題
の
再
認
識
の
ひ
と
つ
の
表
現
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る

と
指
摘
さ
れ
た(

2
)

第
二
は

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
の
出
典
論
的
研
究
で
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
を
対
象
と
し

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
依
拠
す
る
『
三
才
図
会

『
本
草
綱
目
』

、

。

、

』

の
項
目
・
本
文
・
図
像
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
成
立
を
論
じ
る
。

、

研
究
の
方
法
と
し
て
、
清
朝
考
証
学
の
系
譜
を
引
く
和
漢
比
較
文
学
の
「
出
典
論
」
の
方
法
を
用
い
て

『
訓
蒙
図
彙
』
各
項
目
の
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
を
詳
細
に

、

比
較
検
討
し
、
実
証
的
な
文
献
学
の
研
究
を
め
ざ
す
。

藏
中
し
の
ぶ
氏
は
、
引
用
書
目
研
究
の
意
義
と
そ
の
重
要
性
、
具
体
的
な
方
法
論
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

引
用
書
目
研
究
は
、
典
籍
の
源
泉
と
な
る
出
典
群
と
そ
の
書
目
を
め
ぐ
る
出
典
体
系
を
解
明
す
る
方
法
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
出
典
の
引
用
状
況
を
一
字

一
句
ま
で
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
類
聚
編
纂
書
の
分
類
・
配
列
の
体
系
・
構
造
と
い
っ
た
編
者
の
編
纂
の
手
法
、
さ
ら
に
は
編
纂
意
識
を
あ
き
ら
か

す
る
こ
と
が
で
き
る

。

(
3
)

藏
中
氏
は
、
古
代
の
金
石
文
・
高
僧
伝
を
中
心
に
、
①
出
典
論
（
通
時
的
・
時
間
的
な
タ
テ
の
知
的
体
系
の
継
承
関
係
論
）
と
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
（
共
時
的
・
空

間
的
な
ヨ
コ
の
人
的
関
係
論
）
と
い
う
二
つ
の
視
座
か
ら

「
大
安
寺
文
化
圏
」
と
い
う
概
念
を
提
示
し
、
日
本
古
代
の
「
伝
」
の
生
成
と
そ
の
基
盤
を
解
明
さ
れ
て
い

、

る

。

(4
)第
三
は

『
訓
蒙
図
彙
』
の
版
面
構
成
と
項
目
の
配
列
で
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
分
類
に
着
目
し
、
一
項
目
の
内
部
の
下
位
分
類
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
ま

、

。
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た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目
の
配
列
に
つ
い
て
、
半
丁
の
上
下
一
対
の
項
目
は
対
語
形
式
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
掲
出
語
は
四
字
句
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

、
明
ら
か
に
す
る
。

具
体
的
な
論
の
展
開
に
際
し
て
は
、
相
田
満
氏
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
理
論
を
敷
衍
し
た
。
相
田
氏
は
、
和
漢
階
層
語
彙
オ
ン
ト
ロ
ジ
と
い
う
概
念
を
提
出
し
、
次
の
よ
う

に
述
べ
、

紙
上
の
世
界
で
は
、
有
史
以
来
、
日
本
や
中
国
で
幾
度
も
編
纂
さ
れ
た
、
類
概
念
（
分
類
用
概
念
語
彙
）
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
古
典
的
な
辞
書
・
辞
典
（
＝

類
書
）
が
、
き
わ
め
て
継
承
性
の
強
い
形
で
、
良
質
な
「
オ
ン
ト
ロ
ジ
（
知
識
概
念
木

」
の
宝
庫
と
な
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た

。

）

（5

）

事
物
を
「
類

（
近
似
す
る
も
の
）
概
念
で
集
積
し
、
整
理
・
体
系
化
し
た
類
書
や
辞
典
類
な
ど
の
和
漢
古
典
籍
を
「
類
聚
編
纂
物
」
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
分
類
・
構

」

「
類
書

「
辞
書
」
な
ど
の
類
聚
編
纂
物
の
特
徴
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

造
の
分
析
の
視
点
と
方
法
を
提
示
さ
れ
た

。
相
田
氏
は

（6

）

、

」

階
層
的
構

そ
れ
ら
の
書
物
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
前
近
代
の
日
本
に
お
け
る
諸
概
念
が
、
一
定
の
指
針
の
も
と
に
整
理
・
分
類
さ
れ
、
上
位
―
下
位
関
係
を
な
す

造
を
持
つ
分
類
用
概
念
語
彙
を
含
む
見
出
し
語
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

。

（7

）

近
年
、

相
田
氏
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
理
論
を
敷
衍
し
、
明
・
李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
と
近
世
の
古
辞
書
・
絵
入
り
百
科
事
典
と
の
比
較

藏
中
し
の
ぶ
氏
の
出
典
研
究
と、

『

』

、

『

』

、

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
郭
崇
氏
は

貝
原
益
軒
撰

大
和
本
草

の
引
用
書
目
の
悉
皆
調
査
に
基
づ
き

最
多
の
引
用
文
献

本
草
綱
目

の
出
典
研
究
を
行
い

『
大
和
本
草
』
の
分
類
と
配
列
の
体
系
・
構
造
を
分
析
し
、
そ
の
独
自
性
を
支
え
る
貝
原
益
軒
の
「
民
生
日
用
」
の
思
想
の
成
立
を
論
じ
た

楊
亜
麗
氏
は
、
寺

（8

。
）

島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
図
会
』
一
〇
五
巻
の
引
用
書
目
九
七
〇
種
の
悉
皆
調
査
に
基
づ
き
、
最
多
の
引
用
例
を
も
つ
『
本
草
綱
目
』
と
の
比
較
研
究
を
行
い

『
和
漢
三

、

才
図
会

「
△
按
～
」
を
は
じ
め
と
す
る
増
補
部
分
に
、
元
禄
十
年
、
人
見
必
大
撰
『
本
朝
食
鑑
』
を
数
多
く
間
接
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た

。

』

（9

）

本
論
文
は

『
訓
蒙
図
彙
』
の
書
誌
学
的
研
究
、
出
典
研
究
を
ふ
た
つ
の
柱
と
し
、
主
た
る
典
拠
『
三
才
図
会

『
本
草
綱
目
』
と
の
比
較
研
究
に
よ
っ
て

『
訓
蒙
図

、

』

、

彙
』
の
項
目
・
本
文
・
図
像
と
い
っ
た
構
成
を
検
討
し

『
訓
蒙
図
彙
』
が
ど
の
よ
う
に
『
三
才
図
会

『
本
草
綱
目
』
を
継
承
・
改
変
し
た
の
か
と
い
う
引
用
手
法
を

、

』

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
百
科
事
典
『
訓
蒙
図
彙
』
の
独
自
の
版
面
構
成
と
項
目
の
配
列
と
い
っ
た
編
纂
の
意
識
と
手
法
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
本
論
文
の
構
成

序
章
で
は
、
本
研
究
の
対
象
『
訓
蒙
図
彙
』
の
概
略
を
述
べ

『
訓
蒙
図
彙
』
に
関
す
る
従
来
の
研
究
史
を
整
理
概
観
し
、
現
存
す
る
『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
四
種
を
扱

、
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本
論
文
で
用
い
た
方
法
で
あ
る
出
典
論
と
オ
ン
ト
ロ
ジ
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
本
論
文
の
構
成
を
述
べ
た
。

う
本
研
究
の
意
義
を
述
べ
た
。
ま
た
、

序
章第

一
節

問
題
の
所
在
と
本
研
究
の
意
義

一
、
中
村
惕
斎
原
撰
『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
四
種

二
、
研
究
史

三
、
問
題
の
所
在
と
本
研
究
の
意
義

第
二
節

本
研
究
の
方
法
と
構
成

一
、
研
究
の
方
法

二
、
本
論
文
の
構
成

を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
た
。
ま
ず
、

『
訓
蒙
図
彙
』

を

第
一
章
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
四
種
の
書
誌

撰
者
中
村
惕
斎
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
、
方
針
で

①
初
版
本

、

、

「
叙

「
凡
例
」
を
解
読
し
、
考
察
を
加
え
た
。
次
に
、
二
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
、
②
寛
文
八
年
版
本
は
、
ど
の

編
纂
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
惕
齋
が
自
ら
書
き
記
し
た

」

よ
う
に
刊
行
さ
れ
、
そ
の
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
・
版
面
構
成
が
ど
の
よ
う
に
①
初
版
本
を
踏
襲
、
改
変
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
初
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
二
九

年
後
、
惕
齋
が
数
え
年
六
七
歳
の
時
に
、
③
元
禄
八
年
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
惕
齋
が
③
元
禄
版
本
の
刊
行
に
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
書
誌
、
出
版
状
況
の

調
査
を
通
し
て
、
検
討
を
加
え
た
。
最
後
に
、
①
初
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
一
二
三
年
後
、
惕
齋
が
没
後
八
七
年
の
時
に
、
④
寛
政
元
年
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
④
寛
政

の
成
立
背
景
、
刊
行
の
経
緯
を
探
っ
て
み
た
い
。

版
本
の
新
た
に
増
補
さ
れ
た
「
序

「
跋
」
を
解
読
し
、
④
寛
政
版
本

」

第
一
章

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
の
書
誌

第
一
節

寛
文
六
年
版
本
の
書
誌

第
二
節

寛
文
八
年
版
本
の
書
誌

第
三
節

元
禄
八
年
版
本
の
書
誌

第
四
節

寛
政
元
年
版
本
の
書
誌

第
二
章
で
は
、
①
初
版
本
か
ら
③
元
禄
版
本
へ
、
③
元
禄
版
本
か
ら
④
寛
政
版
本
へ
の
増
補
改
訂
の
実
態
を
考
察
し
た
。

元
禄
版
本
が
ど
の
よ
う
に
①
初
版
本
を
増
補
改
訂
し
た
の
か
を
検
討
し
た
。
寛
文
年
間
か
ら
元
禄
年
間
に
か
け
て
、
版
本
の
大
衆
化
が
進
ん
で
い

第
一
節
で
は
、
③

版
面
の
縮
小
に
よ
る
項
目
の
細
分
化
の
分
析
を
通
し

る

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
も
ま
た
、
大
衆
化
の
道
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
文
形
式
、
項
目
の
増
補
改
訂
、

。
て
、

論
じ
た
。

③
元
禄
版
本
の
特
徴
、
刊
行
の
意
図
を
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第
二
節
で
は
、
④
寛
政
版
本
が
ど
の
よ
う
に
③
元
禄
版
本
を
増
補
改
訂
し
た
の
か
を
検
討
し
た
。
項
目
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
④
寛
政
版
本
が
ど
の
よ
う
な
編
纂

意
図
で
、
③
元
禄
版
本
の
増
補
改
訂
を
修
復
し
、
①
初
版
本
へ
回
帰
し
た
の
か
を
論
じ
た
。

第
二
章

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
の
変
遷

第
一
節

初
版
本
か
ら
元
禄
版
本
へ
―
大
衆
化
の
位
相
を
め
ぐ
っ
て
―

一
、
元
禄
版
本
の
文
体
・
書
体
・
本
文
形
式

二
、
元
禄
版
本
の
項
目
の
増
補
改
訂

三
、
項
目
の
細
分
化

四
、
項
目
の
統
合

第
二
節

元
禄
版
本
か
ら
寛
政
版
本
へ
―
初
版
本
へ
の
回
帰
―

一
、
寛
政
版
本
の
項
目
の
増
補
改
訂

二
、
元
禄
版
本
の
項
目
の
統
合

三
、
元
禄
版
本
の
増
補
項
目
の
削
除

第
三
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
を
対
象
と
し
て
考
察
し
た
。

、

明
・
万
暦
三
七
年

一
六
〇
九

刊

王
圻

王
思
義
撰

三
才
図
会

一
〇
六
巻
と

の
比
較
研
究
を
行
っ
た

従
来

三

第
三
章
で
は

訓
蒙
図
彙

初
版
本
と

、

『

』

（

）

、

、

『

』

。

、『『
三

才
図
会
』
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

『
訓
蒙
図
彙
』
全
巻
が
『
三
才
図
会
』
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

、

、

才
図
会
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目
・
図
像
の
悉
皆
調
査
を
行
い

『
三
才
図
会
』
が
『
訓
蒙
図
彙
』

に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
証
し
た
。

、

初
版
本

部
立
・
分
類
・
項
目
を
比
較
検
討
し

『
訓
蒙
図
彙
』

と
『
三
才
図
会
』
が
一
致
す
る
項
目
数
、
一
致
す
る
項
目
の
分
布
を
検
討
し
た
。

第
一
節
で
は
、

初
版
本

、

第
二
節
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』

の
図
像
の
う
ち

『
三
才
図
会
』
の
図
像
と
類
似
性
が
高
い
図
像
を
抽
出
し
、
そ
の
特
徴
を
検
討
し
た
。

、

、

初
版
本

第
三
節
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
引
用
手
法
を
分
類
・
整
理
し
た
上

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
統
合
し

、

、

た
り

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
採
用
し
、
さ
ら
に
同
類
の
図
像
を
増
加
す
る
引
用
手
法
を
と
っ
た
理
由
に
つ
い
て
論
じ
た
。

、

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
細
分
化
す
る
引
用
手
法
を
と
っ
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

第
四
節
で
は
、

第
五
節
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
向
き
を
改
変
し
た
り

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
し
た
り
す
る
理
由
に
つ
い
て
考
察
し

、

、

た
。第

三
章

『
三
才
図
会
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
比
較
研
究

第
一
節

『
三
才
図
会
』
か
ら
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
へ

第
二
節

『
三
才
図
会

「
儀
制
」
部
の
図
像
の
影
響

』

一

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
影
響

二

『
三
才
図
会

「
儀
制
」
部
の
図
像
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

、

、

』
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第
三
節

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
下
位
分
類
と
そ
の
図
像
化

一
、
百
科
事
典
の
分
類
に
注
目
す
る
意
義

二

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
下
位
分
類
の
図
像
化

三

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
統
合

、

、

四

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
採
用
と
一
項
目
内
の
同
類
の
事
物
の
増
加

、

第
四
節

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
細
分
化

第
五
節

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
構
図
の
改
変

一
、
向
き
の
改
変

二
、
構
図
の
改
変

第
四
章
で
は
、
明
・

李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
五
二
巻
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
比
較
研
究
を
行
っ
た
。
従
来

『
本
草
綱
目
』

万
暦
二
四
年
（
一
五
九
六
）
刊
、

、

が
『
訓
蒙
図
彙
』
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
個
別
な
項
目
の
検
討
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
の
項
目
・
図
像
の
悉
皆

、

調
査
を
行
い

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
ど
の
よ
う
に
『
本
草
綱
目
』
を
受
容
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
考
証
し
た
。

、

第
一
節
で
は
、
項
目
を
比
較
検
討
し

『
訓
蒙
図
彙
』

と
『
本
草
綱
目
』
が
一
致
す
る
項
目
数
、
一
致
す
る
項
目
の
分
布
を
検
討
し
た
。

、

初
版
本

第
二
節
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
か
ら

『
本
草
綱
目
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
図
像
を
抽
出
し

『
本
草
綱
目
』
の
和
刻
本
三
種
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、

、

、

、

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
『
本
草
綱
目
』
ど
の
系
統
の
版
本
を
参
看
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
し
た
。

第
三
節
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
引
用
手
法
を
分
類
・
整
理
し
た
。

、

（
一

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
を
採
用
し
、
さ
ら
に
同
類
の
図
像
を
増
加
す
る
：
二
項
目

）

（
二

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
向
き
を
改
変
す
る
：
八
項
目

）

（
三

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
す
る
：
四
項
目

）

第
四
節
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
巻
十
二
「
畜
獣
」
と
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
を
比
較
検
討
し
、
類
似
す
る
記
述
を
も
つ
他
の
類
書
を
視
野
に
入
れ
つ
つ

『
訓

、

、

蒙
図
彙
』
初
版
本
の
本
文
の
典
拠
を
考
察
し
た
。
特
に
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
と
類
似
性
が
高
い
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
猴

「
貒

「
麢
」
の
本
文
と
そ
の
典
拠
を

」

」

検
討
し

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
本
文
が
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
を
忠
実
に
引
用
し
た
可
能
性
を
論
じ
る
と
と
も
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
ど
の
よ
う
に
『
本
草

、

、

綱
目
』
の
本
文
を
引
用
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
し
た
。

第
五
節
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
に
お
け
る
「
狒
狒
」
の
異
名
を
比
較
検
討
し
、
初
版
本
「
狒
狒
」
の
本
文
は

『
本
草
綱
目
』
の
本
文
の
み

、

、

な
ら
ず
、
こ
れ
ら
を
駆
使
し
て
考
証
を
加
え
た
李
時
珍
の
説
を
き
わ
め
て
厳
密
に
踏
襲
し
、
尊
重
す
る
姿
勢
を
も
つ
こ
と
を
論
じ
た
。
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第
六
節
で
は

「
狒
狒
」
の
図
像
を
取
り
上
げ

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
ど
の
よ
う
に
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
に
記
し
た
「
狒
狒
」
の
特
徴
を
忠
実
に
図
像
化
し

、

、

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
論
じ
た
。

第
四
章

『
本
草
綱
目
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
比
較
研
究

第
一
節

『
本
草
綱
目
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目

一

『
本
草
綱
目
』
の
伝
来
と
そ
の
和
刻
本

二

『
本
草
綱
目
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目

、

、

第
二
節

『
本
草
綱
目
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像

一

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
凡
例
」
に
お
け
る
図
像

二

『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
の
図
像
の
二
系
統

、

、

三

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
参
看
し
た
『
本
草
綱
目
』
版
本
の
系
統

、

第
三
節

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
引
用
手
法

一

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
採
用
と
一
項
目
内
の
同
類
の
事
物
の
増
加

二

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
構
図
の
改
変

、

、

第
四
節

『
本
草
綱
目
』
異
名
・
梵
名
・
本
文
の
引
用

一

『
本
草
綱
目
』
の
異
名
・
梵
名
の
引
用

二

『
本
草
綱
目
』
の
本
文
の
引
用

、

、

第
五
節

『
本
草
綱
目
』
李
時
珍
の
考
証
の
引
用

第
六
節

『
本
草
綱
目
』
の
本
文
の
図
像
化
―
「
狒
狒
」
を
め
ぐ
っ
て
―

第
五
章
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
版
面
構
成
を
考
察
し
た
。

、

第
一
節
で
は
、
中
村
惕
斎
が
「
凡
例
」
に
記
し
た
「
属
対
」
に
注
目
す
る

「
属
対
」
は
、
も
と
も
と
詩
文
述
作
の
際
に
、
語
や
句
を
連
ね
て
対
語
や
対
句
を
作
る
こ

。

と
で
あ
る
が
。
中
村
惕
斎
が
い
う
「
属
対
」
と
は
、
何
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
版
面
の

掲
出
語
・
本
文
・
図
像
・
版
面
構
成
の
詳

半
丁
に
上
下
に
配
さ
れ
る
項
目
の

「
属
対
」
の
内
実
を
論
じ
た
。

細
な
分
析
を
通
し
て
、

第
二
節
で
は
、
中
村
惕
斎
が
「
叙
」
に
記
し
た
「
四
言
千
字
」
に
注
目
す
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
掲
出
語
を
四
字
毎
に
切
り
離
し
て
、
配
列
順
に
並
べ
る
と
、

。

き
れ
い
に
揃
う

掲
出
語
・
本
文
・
図
像
・
版
面
構
成
の
詳
細
な
分
析
を
通
し
て
、

の
「
四
字
句
群
」
の
特
徴
を
論
じ
た
。

四
字
句
群
に
な
る
。

初
版
本

第
五
章
「

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
版
面
構
成
」

『

第
一
節

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
お
け
る
「
属
対
」
―
上
下
一
対
の
構
成
―
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一
、
掲
出
語
の
「
属
対
」

二
、
本
文
・
図
像
の
「
属
対
」

三

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
「
属
対
」
の
意
義

、

第
二
節

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
お
け
る
四
字
句
の
構
成

一
、
四
字
句
の
対
応
群

二
、
成
獣
・
幼
獣
の
対
応
群

三
、
部
首
対
応
群

終
章
で
は
本
研
究
の
結
論
を
総
括
し
、
巻
末
に
、
附
表
一
～
五
を
掲
載
す
る
。

終
章

幼
学
書
か
ら
江
戸
の
絵
入
り
百
科
事
典
へ

第
一
節
「
附
」
項
目

第
二
節
『
千
字
文

『
蒙
求
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

』

第
三
節

『
訓
蒙
図
彙
』
の
刊
行
の
意
義

附
表
一
、
現
存
『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
書
目
集
覧

附
表
二

『
三
才
図
会
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
初
版
本
の
項
目
対
照
一
覧

、

附
表
三

『
本
草
綱
目
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
初
版
本
の
項
目
対
照
一
覧

、

附
表
四

『
本
草
綱
目

「
獣
」
類
と
『
訓
蒙
図
彙
』
巻
十
二
「
畜
獣
」
の
本
文
対
照

、

』

附
表
五

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
初
版
本
の
四
字
句
群

、

注

「

和
漢
朗
詠
集
』
版
本
の
本
文
―
和
歌
の
版
本
独
自
異
文

寛
永
三
系
統
を
中
心
に

付
、
現
存
『
和
漢
朗
詠
集
』
版
本
書
目
集
覧
―

（

大
東
文

（
１
）
藏
中
し
の
ぶ

『

」
『

=

化
大
学
紀
要

、
第
二
八
号
、
一
九
九
〇
年
三
月

。

』

）

和
漢
朗
詠
集
』
絵
入
り
版
本
「
立
春

「
早
春
」
の
詩
題
と
画
題

（

日
本
古
代
文
学
と
東
ア
ジ
ア

、
二
〇
〇
四
年
三
月

。
同
「

和
漢
朗
詠

（
２
）
藏
中
し
の
ぶ
「
『

」

」
『

』

）

『

集
』
絵
入
り
版
本
と
『
俳
諧
類
船
集
』
─
付
合
語
に
お
け
る
縦
題
と
古
典
回
帰

（

水
門
』
第
二
八
号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
四
月

。

」
『

）
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（
３
）
藏
中
し
の
ぶ
「
小
特
集

古
辞
書
と
近
世
絵
入
り
百
科
事
典
」
扉
（

水
門
』
第
二
九
号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
一
二
月

。

『

）

（
４
）
藏
中
し
の
ぶ
『
奈
良
朝
漢
詩
文
の
比
較
文
学
的
研
究
』
所
収
、
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
三
年
七
月

。
同
「
渡
来
僧
と
大
安
寺
文
化
圏
―
新
羅
僧
・
元
暁
と
淡
海
三

）

船
―

（

ア
ジ
ア
遊
学
』
第
四
号
、
勉
誠
出
版
、
一
九
八
四
年
十
月

。
同
「
古
代
寺
院
に
お
け
る
「
伝
」
と
「
像
」
の
制
作
活
動
―
長
安
と
平
城
京
の
諸
寺
院
間

」
『

）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―

（

考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
七
〇
五
号
、
二
〇
一
七
年

。
同
氏
編
『
古
代
の
文
化
圏
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
竹
林
舎
、
二
〇
一
七
年
十
月
）

」
『

）

』

等
。相

田
満
『
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
二
月

。

（
５
）

』

）

（
６
）
相
田
満
『
時
空
間
と
オ
ン
ト
ロ
ジ
で
見
る
和
漢
古
典
学

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
三
月

、
同
「
和
漢
階
層
語
彙
オ
ン
ト
ロ
ジ
の
蓄
積
・
検
証
・
活
用
ー
そ

』

）

の
問
題
点
と
可
能
性
ー

（

情
報
処
理
学
会
論
文
集

じ
ん
も
ん
こ
ん
二
〇
〇
六
』
第
十
七
号
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月

。
同
氏
に
よ
る
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研

」
『

）

究
費
補
助
金
基
盤
研
究
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
四
月
～
二
〇
一
一
年
三
月
の
「
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
モ
デ
ル
の
応
用

、
二
〇
一
一
年
四
月
～
二
〇
一
六
年

」

三
月
の
「
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
モ
デ
ル
の
高
次
・
具
現
化
」
等
が
あ
る
。

（
７
）
注
（
５
）
に
同
じ
。

郭
崇
「

大
和
本
草
』
の
出
典
研
究
―
『
本
草
綱
目
』
と
の
比
較
を
中
心
に
―

（
二
〇
一
八
年
度
大
東
文
化
大
学
博
士

。

（
８
）

論
文

『

」

）

楊
亜
麗
「

和
漢
三
才
図
会
』
の
出
典
研
究
―
『
本
草
綱
目

『
本
朝
食
鑑
』
と
の
比
較
を
中
心
に
―

（
二
〇
一
九
年
度
大
東
文
化
大
学
博
士

。

（
９
）

論
文

『

』

」

）
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第
一
章

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
の
書
誌

第
一
節

寛
文
六
年
初
版
本
の
書
誌

天
文
・
地
理
・
居
處
・
人
物
・
身
體
・
衣
服
・
宝
貨
・
器
用
・
畜
獣
・
禽
鳥
・
龍
魚
・
蟲

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
年
、
中
村
惕
斎
撰
『
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻
は
、

介
・
米
穀
・
菜
蔬
・
果
蓏
・
樹
竹
・
花
草
の
十
七
部
か
ら
成
り
、
一
四
八
四
項
目
を
収
録
し
、
項
目
ご
と
に
一
図
を
配
し
、
一
四
八
四
の
図
像
を
収
載
す
る
。
各
項
目

に

。
ま
ま
、
解
説
を
付
け
な
い
場
合
も
あ
る
。

和
名
・
異
名
・
漢
文
体
の
簡
潔
な
注
解
を
付
す

『
惕
斎
先
生
行
状
』
お
よ
び
柴
田
篤
氏
の
惕
斎
の
伝
記
研
究
に
よ
れ
ば
、
惕
斎
に
は
妻
の
富
田
氏
と
の
間
に
二
男
一
女
が
あ
り
、
他
に
庶
長
子
が
あ
っ
た

『
訓
蒙
図

。

彙
』
初
版
版
本
刊
行
の
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
は
、
惕
斎
は
数
え
年
三
八
歳
で
、
長
男
清
平
は
九
歳
で
あ
る
。
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
、
門
人
の
増
謙
益

夫
が
撰
述
し
た
惕
斎
の
伝
記
で
あ
る
『
惕
斎
先
生
行
状
』
で
は
、
惕
斎
の
児
女
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

先
生
娶
富
田
甚
左
衛
門
政
次
之
家
女
、
先
二
年
没
、
生
二
男
一
女
。
家
名
清
平
、
称
平
太
郎
、
先
殇
。
次
男
名
之
淳
、
称
善
二
郎
。
家
女
名
安
娘
、
適
木
下
弥
一

右
衛
門

名
重
武
。
有
庶
長
子
、
名
之
淑
、
称
茂
一
郎
、
号
玉
林
（
後
略
）

。

(
1
)

（
先
生
富
田
甚
左
衛
門
政
次
の
家
女
を
娶
り
、
先
ん
ず
る
こ
と
二
年
に
し
て
没
し
、
二
男
一
女
を
生
む
。
家
名
は
清
平
、
平
太
郎
と
称
し
、
先
に
殇
す
。
次
男
名

さ
き

は
之
淳
、
善
二
郎
と
称
す
。
家
女
名
は
安
娘
、
木
下
弥
一
右
衛
門

名
は
重
武
に
適
く
。
庶
長
子
有
り
、
名
は
之
淑
、
茂
一
郎
と
称
し
、
玉
林
と
号
す

）。

ゆ

柴
田
篤
氏
は
、
惕
斎
の
長
男
清
平
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
惕
斎
三
〇
歳
の
年
に
長
子
清
平
が
誕
生
し
て
い
る

（
中
略
）
肉
身
の
不
幸
が
あ
い
継
い
だ
が
、
中
で
も
最
大
の
不
幸
は
、
寛
文
六
年
に

。

九
歳
の
清
平
が
躄
疾
に
罹
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
病
因
に
よ
っ
て
両
脚
の
自
由
が
失
わ
れ
た
の
か
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
病
床
に
あ
る
こ

と
八
年
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
八
月
三
十
日
、
清
平
が
遂
に
こ
の
世
を
去
る
。
弱
冠
十
七
歳
で
あ
っ
た

。

(
2)

こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
て
、
中
村
惕
斎
の
手
に
よ
る
「
叙

「
凡
例
」
を
読
み
解
き

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
初
版
本
（
以
下
、
初
版
本
と
略
称
す
）
の
編
纂

」

、

意
図
・
編
纂
方
針
を
分
析
す
る
。
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一
、
中
村
惕
斎
「
叙
」
攷

名
称
と
事
物
の
対
応
・
図
像
の
利
便
性
を
述
べ
、
児
女
の
啓
蒙
・
対
照
之
制
・
四
言
千
字
、
お
よ
び
「
複
名

・

同
文
を
相
避
く

・

附
す
る
者
」
の
規

惕
斎
は
、

」
「

」
「

定
と
い
っ
た
編
纂
意
図
・
編
纂
方
針
を
示
し
、
自
分
へ
の
戒
め
を
記
し
た
。
以
下
、
考
察
の
都
合
上
、
本
文
、
訓
み
下
し
文
、
大
意
、
語
釈
の
順
で
記
し
て
い
く
。

【
本
文

】
①

夫
学

須

愛

日

也

無

用
之
辯

不

急

之
察

君

子
棄

而
不

治

然

力

行

之
餘

遊

藝

之
際

、
凡
典

籍
所

載

之
品

物
、
欲

ハ

ク

ム

ヲ

ノ

ハ

テ

メ

ド
モ

ノ

マ

ノ

タ

ノ

ス
ル

レ

レ

レ

レ

。

、

、

。

、

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

窮

其
微

意

之
所

寓

、
則
必
因

其

名

以
審

其
象

、
以
察

其

情

矣
。
夫

子
以

多

識

鳥

獣
草

木

之
名

、
為

ス
ル
ト
キ
ハ

ン
ト

ノ

ヲ

ス
ル

テ

二

ニ
シ

ヲ

ニ
ス

ヲ

ク

ヲ

ノ

ヲ

レ

二

一
レ

二

一

二

一

二

一

三

二

一

＿

＿

＿

＿

_
_

学

詩

之
一

益

、
蓋
為

之

也
。
名

義

情

状

皆
可

以

訓

釋

認

之

若

夫

形

象
儀

文

則
不

如

驗

于

ル
コ
ト

ノ

ヲ

ト

ナ
ラ
ン

カ

ハ

ヲ

ム

ヲ

キ
ハ

ノ

ノ

カ

ム
ル
カ

二

レ

一

レ

下

二

一

上
レ

二

一

レ

下

二

＿

＿

＿

＿

＿

＿

。

、

図

之
亮

於

是

乎
後

世
有

百

薬

之
図

有

六

経

之
図

而
至

有

三

才

之
図

焉

近

又
得

一

巻

雑

字

書

画
対

照

ニ

ナ
ル
ニ

ニ

ノ

テ

ノ

ニ

ノ

コ
ロ

タ
リ

ノ

一

上

レ

二

一

二

レ

二

一

下

。

、

、

。

・

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

。

シ
テ

ス
ル

ニ

ヲ

以
便

于
啓

蒙

者

矣

二

一

上

＿

【
訓
み
下
し
文
】

。

、

、

。

、

、

、

夫
れ
学
は
須
く
日
を
愛
む
べ
き
な
り

無
用
の
辯

不
急
の
察
は

君
子
棄
て
て
治
め
ず

然
ど
も
力
行
の
餘
ま

遊
藝
の
際
だ

凡
そ
典
籍
の
載
す
る
所
の
品
物

お
し

ひ

あ
い

其
の
微
意
の
寓
す
る
所
を
窮
め
ん
と
欲
す
る
と
き
は
、
則
ち
必
ず
其
の
名
に
因
り
て
以
て
其
の
象
を
審
ら
か
に
し
、
以
て
其
の
情
を
察
ら
か
に
す
。
夫
子
多
く
鳥
獣

草
木
の
名
を
識
る
を
以
て
、
詩
を
学
ぶ
の
一
益
と
為
る
こ
と
、
蓋
し
之
が
為
め
な
ら
ん
や
。
名
義
・

情

状

は
皆
訓
釋
を
以
て
之
を
認
む
べ
し
。
夫
の
形
象
・
儀

じ
ょ
う
じ
ょ
う

か

文
の
若
き
は
、
則
ち
図
に

驗

む
る
が

亮

な
る
に
如
か
ず
。
是
に
於
い
て
後
世
百
薬
の
図
有
り
、
六
経
の
図
有
り
て
、
三
才
の
図
有
る
に
至
る
。
近
ご
ろ
又
一
巻

た
め
し

あ
き
ら
か

の
雑
字
・
書
画
対
照
し
て
以
て
啓
蒙
に
便
ず
る
者
を
得
た
り
。

【
大
意
】

そ
も
そ
も
、
学
問
は
一
日
一
日
を
大
切
に
す
べ
き
で
あ
る
。
役
立
た
な
い
論
争
、
急
が
な
い
考
察
を
、
君
子
は
採
ら
な
い
。
し
か
し
、
勉
学
す
る
隙
間
、
学
問
す
る

あ
い
だ
に
、
お
よ
そ
典
籍
に
載
っ
て
い
る
様
々
な
物
の
、
わ
ず
か
に
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
所
を
窮
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
必
ず
そ
の
名
称
に
よ
っ
て
、
そ
の
形
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を
審
ら
か
に
し
、
そ
の
も
の
の
実
情
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
孔
子
は
多
く
鳥
獣
草
木
の
名
を
知
る
の
を
、
詩
を
学
ぶ
こ
と
の
一
つ
の
利
益
と
す
る
。
思
う
に
こ
れ
が

そ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
物
事
の
名
称
と
意
味
、
実
際
の
あ
り
さ
ま
は
皆
訓
詁
と
注
釈
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
形
や
文
字
の
手
本
に
つ
い
て
は
、
図
で
確
か
め
た
ほ

う
が
よ
い
。
そ
こ
で
、
後
世
に
百
薬
の
図
が
あ
り
、
六
経
の
図
が
あ
っ
て
、
三
才
の
図
が
あ
る
に
至
る
。
近
ご
ろ
、
又
一
巻
の
雑
字
・
書
画
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
以

て
啓
蒙
に
使
う
も
の
が
あ
っ
た
。

【
語
釈
】

○
力
行
：
つ
と
め
て
行
う
。
困
難
に
た
え
て
、
た
ゆ
ま
ず
に
励
む

『
中
庸
』
に
「
子
曰

『
好

学
近

乎
知

、
力
行
近

乎
仁

、
知

恥
近

乎
勇

（
後
略

」
と
あ

。

、

）

レ

二

一

二

一

レ

二

一

る
。
知
・
仁
・
勇
が
三
達
徳
と
さ
れ
て
い
る
。
孔
子
は
「
好
ん
で
学
問
す
る
も
の
は
、
ほ
ぼ
知
徳
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
て
も
よ
く
、
た
え
ず
こ
れ
に
励
む

も
の
は
、
ほ
ぼ
仁
徳
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
て
も
よ
く

（
自
分
の
徳
が
人
に
及
ば
な
い
の
を
）
恥
と
知
っ
て
（
道
に

も
の
は
）
ほ
ぼ
勇
徳
を
修
め

、

奮
起
す
る

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
て
も
よ
い
」
と
教
え
る
。

○
餘
：
ひ
ま
。

○
遊
藝
：
学
問
。

○
際
：
あ
い
だ
。

〇
品
物
：
様
々
な
物
。
品
：
た
く
さ
ん
、
様
々
。

○
夫
子
：
孔
子
。

夫

子
以

多

識

鳥

獣
草

木

之
名

、
為

学

詩

之
一

益

：
孔
子
は
多
く
鳥
獣
草
木
の
名
を
知
る
こ
と
を
、
詩
を
学
ぶ
こ
と
こ
と
の
一
つ
の
利

○

＿

＿

＿

＿

三

二

一

二

レ

一

ク

ヲ

ノ

ヲ

ル
コ
ト

ノ

ヲ

ト

益
と
す
る

「
多
識
鳥
獣
草
木
之
名
」
は
詩
を
学
ぶ
副
産
物
で
、
博
学
多
識
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る

『
論
語
・
陽
貨
』
に
「
子
曰

『
小
子
、
何
莫

学

夫
詩

。
詩

。

。

、

レ

二

一

可

以
興

、
可

以
観

、
可

以
群

、
可

以
怨

。
邇

之
事

父
、
遠

之
事

君
、
多
識

於
鳥
獣
草
木
之
名

」
と
あ
る
。

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

レ

レ

レ

二

一

』

○
名
義
：
名
前
と
意
義
。

〇

情

状

：
実
際
の
あ
り
さ
ま
。

じ
ょ
う
じ
ょ
う

○
訓
釋
：
訓
詁
と
注
釈
。
あ
る
字
句
の
意
味
を
そ
の
文
章
に
そ
っ
て
解
釈
し
た
も
の
。

○
形
象
儀
文
：
形
状
と
文
字
。
文
字
。
形
象
：
け
い
し
ょ
う
。
か
た
ち
、
様
子
、
あ
り
さ
ま
。

○
験
：
た
め
す
。
名
称
と
実
物
が
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
実
際
に
調
べ
て
確
か
め
る
。
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○
百
薬
之
図
：
絵
入
薬
物
書
、
本
草
書
。

○
六
経
之
図
：
紹
興
二
五
年
（
一
一
五
五
）
成
立
、
南
宋
・
楊
甲
撰
『
六
経
図
』
六
巻
は
、
六
経
の
中
に
地
理
関
係
の
こ
と
を
地
図
に
し
た
も
の
で
、
三
二
二
図
を
掲

載
し
て
い
る
。
ま
た
、
時
代
が
下
る
が
、

清
・
徐
雪
樵
撰
『
毛
詩
名
物
図
説
』
が
あ
る
。

乾
隆
三
六
年

(

一
七
七
一)

序
、

○
三
才
之
図
：
明
・
万
暦
三
七
年
（
一
六
〇
九
）
刊
、
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
図
会
』
一
○
六
巻
。
事
物
を
天
・
地
・
人
の
「
三
才
」
に
分
類
し
、
各
項
目
に
解
説

お

う

き

文
と
図
像
を
付
す
絵
入
り
の
類
書
。

○
雑
字
書
画
：

四
言
雑
字

『
六
言
雑
字
』
等
が
あ
る
。
児
童
が
学
ぶ
塾
で
使
わ
れ
て
い
る
蒙
学
書
で
あ
る
。
明
代
刊
本
の
複
製
版
と
思
わ
れ
る
大
正
九
年
刊
『
魁
本

『

』

対
相
四
言
雑
字
』
が
あ
り

「
洪
武
辛
亥
孟
秋
吉
日

金
陵
王
氏
勤
有
書
堂
新
刊
」
と
あ
る
。
一
文
字
の
掲
出
語
を
四
つ
並
べ
て
、
傍
ら
に
図
像
を
付
し
て
い
る
。

、

右
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

名
称
と
品
物
の
対
応
を
明
確
に
す
る
必
要
性
を
い
い
、
孔
子
が
多
く
鳥
獣
草
木
の
名
を
知
る
こ
と
を

『
詩
経
』
を
学
ぶ
こ
と
の
一
助
と
す
る
と
い
う
こ
と

惕
斎
は
、

、

を
傍
証
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
そ
の
つ
づ
き
に
、
図
像
の
利
便
性
と
重
要
性
に
つ
い
て

「
夫
の
形
象
・
儀
文
の
若
き
は
、
則
ち
図
に

驗

む
る
が

亮

な
る
に
如
か

、

か

た
め
し

あ
き
ら
か

ず
」
と
記
す
。

文
字
で
表
現
す
る
訓
詁
と
注
釈
よ
り
、
図
像
の
ほ
う
が
一
目
瞭
然
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
図

物
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
図
に
勝
る
こ
と
は
な
い
。

入
り
の
書
物
と
し
て

「
百
薬
の
図

「
六
経
の
図

「
三
才
の
図
」
を
あ
げ
た
。

、

」

」

【
本
文
②
】

ニ

ニ

ニ

ク

ノ

キ

フ

ニ

ノ

キ

ク

テ

ノ

ニ

シ

ヲ

ル
ニ

シ

吾

家

有

児
女

、
皆
方

垂

髫
焉
。
内

無

姆

可

従

、
外

無

傅

可

就

。
乃
倣

対

照

之
制

、
連

綴

四

言
千

字

、
副

以

_

二

二

一
レ

二

一
レ

二

一

二

一

一

＿

＿

＿

＿

＿

国

字

、
傍

以

画

象

而
授

之

矣
。
児
女
盡

日

翫

覧

不

釋

焉
。
自

後
、
稍
睹

物

呼

名

、
聞

名

辯

物

、
以
至

略

二

一

二

一

レ

レ

レ

レ

レ

レ

三

＿

＿

＿

ヲ

ル
ニ

シ
テ

ヲ

ヲ

ス

シ
テ

テ

ヨ
リ

テ

ヲ

ヒ

ヲ

テ

ヲ

シ
テ

ヲ

_
_

マ
マ

ニ

ヲ

ノ

タ
モ

ノ

ニ

ノ

ケ
ハ

ノ

ニ

ノ

ヲ
ヤ

ル
コ

識

字

様

。
噫

藝

文

之
学

、
猶
及

于
実

践

之
暇

而
多

識

之
資

、
又
得

于
文

学

之
餘

況
此
閑

雑

之
事

乎

但

用

二

一

二

一

二

一

＿

＿

＿

＿

＿

＿

、

、

。

。

、

テ

、

、

。

、

。

ト

ヲ

ル
ト
キ
ハ

ニ

ト

コ
ト

キ
カ

ノ

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

レ

レ

之

当

其
可

則
亦
不

為

無

所

補
焉

微

物
之
難

棄
也

如

斯

＿

【
訓
み
下
し
文
】

吾
が
家
に
児
女
有
り
、
皆
方
に
垂
髫
た
り
。
内
に
姆
の
従
ふ
べ
き
無
く
、
外
に
傅
の
就
く
べ
き
無
し
。
乃
ち
対
照
の
制
に
倣
ひ
て
、
四
言
千
字
を
連
綴
し
、
副
ふ
る
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に
国
字
を
以
て
し
、
傍
る
に
画
象
を
以
て
し
て
之
を
授
く
。
児
女
盡
日
翫
覧
し
て
釋
て
ず
。
自
後
、
稍
物
を
睹
て
名
を
呼
び
、
名
を
聞
き
て
物
を
辯
し
て
、
以
て
略

た
だ

字
様
を
識
る
に
至
る
。
噫
、
藝
文
の
学
だ
も
猶
ほ
実
践
の
暇
に
及
び
て
、
多
識
の
資
け
は
、
又
文
学
の
餘
に
得
る
。
況
ん
や
此
の
閑
雑
の
事
を
や
。
但
だ
、
之
を
用

あ
あ

た
す

ゐ
る
こ
と
、
其
の
可
に
当
る
と
き
は
、
則
ち
亦
た
補
ふ
所
無
し
と
為
さ
ず
。
微
物
の
棄
て
難
き
こ
と
や
、
斯
の
如
き
か
。

か
く

【
大
意
】

吾
が
家
に
児
女
が
い
る
。
皆
ま
だ
幼
い
。
内
に
従
う
べ
き
女
の
師
匠
が
な
く
、
外
に
就
く
べ
き
後
見
人
も
な
い
。
そ
こ
で
自
分
で
、
昔
か
ら
あ
っ
た
照
ら
し
合
わ
せ

る
と
い
う
方
法
に
倣
い
、
版
面
の
上
下
一
対
の
項
目
を
対
照
的
に
配
置
し
、
四
言
千
字
を
連
ね
続
い
て
、
横
に
平
仮
名
を
置
き
、
傍
ら
に
図
像
を
付
け
加
え
て
与
え

た
。
児
女
は
一
日
中
、
そ
れ
を
手
元
か
ら
離
さ
な
い
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
す
る
と
、
物
を
見
て
名
を
呼
び
、
名
を
聞
い
て
物
を
見
別
け
て
、
ほ
ぼ
字
を
知
る
よ
う
に

な
っ
た
。
あ
あ
、
文
芸
の
学
習
さ
え
も
、
や
は
り
本
来
す
べ
き
実
践
の
暇
に
及
び
、
多
く
の
知
識
は
、
ま
た
学
問
の
合
間
か
ら
得
る
。
ま
し
て
こ
の
取
る
に
足
ら
な

い
細
や
か
な
こ
と
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
書
物
を
使
う
こ
と
に
適
当
な
時
、
ま
た
補
う
所
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
細
や
か
な
物
で
も
棄
て
難
い
の

は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
か
。

【
語
釈
】

○
垂

髫
：
子
供
の
垂
れ
た
髪
。
さ
げ
か
み
。
ま
た
、
髪
を
そ
の
よ
う
に
し
た
子
供
。
幼
い
時
。

す
い
ち
ょ
う女

中
村
惕
斎
撰

比
売
鑑
』
の
藤
井
懶
惕
序
に
「
是
以
本
邦
人
或
為
譯
之
、
或
別
自
撰
。
並
行
于
世
。
必
当
使

」
と

○
姆
：

の
師
匠
。

『

姆
有
以
授
之
、
所
以
成
女
正
也

あ
る
。

○
傅
：
も
り
。
も
り
や
く
。
後
見
人
。
貴
人
の
子
を
養
育
す
る
任
に
あ
た
る
人
。

○
対
照
之
制
：
二
つ
の
事
物
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
方
法
。
版
面
の
上
下
一
対
の
項
目
を
対
照
的
に
配
置
す
る
こ
と
。

○
四
言
千
字
：

千
字
文

。
幼
学
書
。
諸
本
あ
る
が
、
最
も
流
布
し
て
い
る
の
は
、
南
朝
梁
・
周
興
嗣
（

）
が
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
中
両
国

『

』

四
七
〇
～
五
二
一

に
お
い
て
、
幼
学
書
・
手
習
い
の
書
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
、
奈
良
時
代
の
習
書
木
簡
の
出
土
例
も
あ
る
。
周
興
嗣
の
『
千
字
文
』
一
巻
は
、
重
複
し
な
い
千
字
を
四

言
古
詩
二
五
〇
句
に
作
っ
た
も
の
で

「
天
地
玄
黄
、
宇
宙
洪
荒
」
に
始
ま
り

「
謂
語
助
者
、
焉
哉
乎
也
」
に
終
わ
る
。

、

、

○
国
字
：
漢
字
に
対
し
て
仮
名
を
さ
す
。
和
字
と
も
い
う
。
こ
の
用
法
は
江
戸
時
代
が
中
心
で
あ
る
。

子
曰
、
弟
子
入
則
孝
、
出
則
弟
、
謹
而

〇
藝

文

之
学

、
猶
及

于
実

践

之
暇

而
多

識

之
資

、
又
得

于
文

学

之
餘

：

論
語
・
学
而
』
に
「

＿

＿

＿

＿

ノ

タ
モ

ノ

ニ

ノ

ケ
ハ

ノ

ニ

テ
二

一

二

一

、

『
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」
と
あ
る
。

信
、
汎
愛
衆
而
親
仁
、
行
有
餘
力
、
則
以
学
文

○
多
識
：
多
く
の
知
識
を
有
す
る
こ
と
。

○
閑
雑
：
細
や
か
、
重
要
で
な
い
。

微

物
之
難

棄
也

如

斯

児
女
盡

日

翫

覧

不

釋

焉

に
照
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〇

、

：
前
掲

＿

＿

コ
ト

キ
カ

ノ

ス

シ
テ

テ

レ

レ

レ

_

マ
マ

右
か
ら
、
児
女
の
啓
蒙
・

対
照
之
制

・

四
言
千
字
」
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

「

」
「

第
一
に
、
惕
斎
は
、
自
分
の
児
女
の
啓
蒙
の
た
め
に

『
訓
蒙
図
彙
』
を
編
纂
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
先
述
の
と
お
り
、
初
版
版
本
刊
行
の
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）

、

に
は
、
惕
斎
は
数
え
年
三
八
歳
で
、
長
男
清
平
は
九
歳
で
あ
る

「
吾
が
家
に
児
女
有
り
、
皆
方
に
垂
髫
た
り
」
と
い
う
記
述
と
符
合
す
る
。

。

第
二
に

対
照
の
制
に
倣
ひ
て
」
と
は
、
版
面
の
上
下
一
対
の
項
目
を
対
照
的
に
配
す
る
こ
と
を
さ
す
も
の
で
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
の
版
面
は
、
上
下
一
対
の
掲

、

。

「

出
語
・
本
文
・
図
像
が
、
三
位
一
体
と
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
第
五
章
第
一
節
で
詳
述
す
る
。

、「

」

、

。

。

第
三
に

四
言
千
字
を
連
綴
し

と
は

初
版
本
の
版
面
に
大
き
く
掲
げ
た
掲
出
語
四
言
千
字
の
こ
と
を
さ
す

初
版
本
の
掲
出
語
が
四
字
句
構
成
に
な
っ
て
い
る

こ
れ
に
つ
い
て
、
第
五
章
第
二
節
で
詳
述
す
る
。

【
本
文
③
】

夫
比

隣
有

書

肆

、
一
閲

欲

梓

之

。
初
以

非

所

嘗

期

辞

之

。
然

以

屢

請

不

已

、
故
不

得

固

拒

之

＿

＿

二

一

レ

レ

レ

レ

二

一

レ

二

一
レ

レ

二

一
レ

シ
テ

ニ
セ
ン
ト

ヲ

ル
ヲ

ニ

テ

ス
ル

ス

ヲ

ド
モ

テ

ル
ヲ

マ

ク

コ
ト
ヲ

_
_

。

、

。

、

、

。

ヲ

ニ

テ

ヌ
ル
コ
ト

ヲ

テ

テ

ノ

ル
コ
ト

ニ
シ
テ

ク

ヲ

於

是

重

修
有

日
而
成
焉

列

図

凡

一

千

其

間
有

複

名

者

而
該

字

一

千
一

百
有
六

十

而
相

避

同

文

矣

レ

レ

レ

一

レ

二

一

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

_
_

ヲ

附

者
又
四

百
餘

図
、
通

編
分

為

十

七
類
二

十

巻

、
簽

曰

訓

蒙

図

彙

。

ス
ル

テ

ト

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

二

一

二

一

ト

シ
テ

【
訓
み
下
し
文
】

夫
れ
比
隣
に
書
肆
有
り
、
一
閲
し
て
之
を
梓
に
せ
ん
と
欲
す
。
初
は
嘗
て
期
す
る
所
に
非
ら
ざ
る
を
以
て
之
を
辞
す
。
然
れ
ど
も
屢
請
ひ
て
已
ま
ざ
る
を
以
て
、
故

に
固
く
之
を
拒
む
こ
と
を
得
ず
。
是
に
於
て
、
重
修
し
て
日
有
り
て
成
る
な
り
。
図
を
列
ぬ
る
こ
と
凡
て
一
千
、
其
の
間
に
複
名
の
者
有
り
て
、
字
を
該
る
こ
と
一

千
一
百
有
六
十
に
し
て
同
文
を
相
避
く
。
附
す
る
者
又
四
百
餘
図
、
通
編
分
ち
て
十
七
類
二
十
巻
と
為
し
、
簽
し
て
『
訓
蒙
図
彙
』
と
曰
ふ
。
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【
大
意
】

さ
て
、
我
が
家
の
隣
に
書
肆
が
有
る
が
、
書
肆
の
者
は
、
こ
れ
を
一
閲
し
て
、
上
梓
し
た
が
っ
た
。
私
は
初
め
刊
行
を
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
辞
退

し
た
。
し
か
し
、
し
ば
し
ば
請
い
求
め
ら
れ
た
の
で
、
固
く
拒
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
重
ね
て
編
修
し
、
時
間
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。
図
を
列
ね

て
す
べ
て
一
千
で
あ
り
、
そ
の
間
に
二
字
掲
出
語
が
あ
っ
て
、
掲
出
語
の
文
字
数
を
一
千
一
百
六
十
に
数
え
、
重
複
す
る
漢
字
を
相
避
け
た
。
各
巻
の
巻
末
に
附
と

し
て
ま
た
四
百
餘
り
の
図
が
あ
る
。
全
体
は
十
七
類
二
十
巻
に
分
け
て
作
っ
た
。
簽
を
つ
け
て

『
訓
蒙
図
彙
』
と
い
う
。

、

右
か
ら

「
対
照
之
制

「
複
名

・

同
文
を
相
避
く

・

附
す
る
者
」
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
詳
細
は
、
第
五
章
、
終
章
を
参
照
さ
れ
た
い

。

、

」

」
「

」
「

）

第
一
に

「
対
照
之
制
」
と
は
、
版
面
の
上
下
一
対
の
項
目
を
対
照
的
に
配
置
す
る
こ
と
で
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
版
面
は
、
上
下
一
対
の
掲
出
語
・
本
文

、

。

・
図
像
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
い
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
対
語
の
形
式
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
幼
学
書
『
蒙
求

『
千
字
文
』
の
伝
統
を
踏
襲
し
て

。

』

い
る
。

第
二
に
、
一
千
の
図
を
列
挙
す
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
一
項
目
に
一
図
を
付
す
た
め
、
一
千
の
図
は
、
一
千
の
項
目
と
対
応
す
る
。

。

第
三
に
、
こ
の
一
千
の
項
目
の
掲
出
語
で
あ
る
。
複
名
と
は
、
二
字
漢
語
を
さ
す

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
一
字
掲
出
語
も
あ
り
、
漢
字
二
字
か
ら
な
る
二
字
掲

。

出
語
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ

「
同
文
を
相
避
く
」
と
し
て
、
重
複
す
る
文
字
の
使
用
を
避
け
た
。

、

「
四
言
千
字
を
連
綴
し

「
同
文
を
相
避
く
」
と
い
う
特
質
は

『
千
字
文
』
に
通
じ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
本
文
に
収
録
す
る
項
目
数
は
一
千
、

」

、

第
四
に
、
さ
ら
に
、
四
〇
〇
餘
り
の
図
を
付
し
、
十
七
類
二
十
巻
と
し
て
構
成
し
た
と
い
う
。
実
際
に
版
本
を
確
認
し
た
結
果

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
は
、
一
四

、

八
四
項
目
か
ら
な
り
、
惕
斎
が
「
叙
」
で
記
し
た
こ
と
と
符
合
す
る
。

【
本
文
④
】カ

セ
ン

ノ

ル

ル

ニ

テ

ヲ

セ

モ

レ

マ

コ
ト
ヲ

ル
コ
ト

ヲ

ル

ラ

シ
テ

ト
キ

奈

何

其
所

纂

名

物

出

於
億

度

者

雖

別

之

不

混

而

猶
不

免

間

有

強

所

不

知

且
印

而
行

_

レ

二

一

二

レ

一
レ

レ

二

一
レ

レ

レ

レ

＿

＿

、

、

、

、

之

則
遺

惑

千
人

之
罪

実

莫

得

辞

焉

深

恨

謀

始

之
不

謹

而
今
剞

劂

之
事
已

就

緒

則
無

以
及

ハ

ヲ

ル
ノ

ヲ

ニ

ニ

テ

ス
ル
コ
ト

ク

コ
ト

ヲ

シ
テ

マ

ノ

ニ

ト
キ
ハ

ニ

コ
ト
ヲ

レ

二

一

二

一

レ

レ

レ

二

、

、

、

、

、

＿

矣

斯

不

得

已

耳

何

敢
逃

識

者

之
譏

唯
恐

不

識

者
採

之

不

擇

也

乃
叙

纂

輯

之
所

由

并

コ
ト

レ

ル

コ
ト
ヲ

ソ

ン

ル

ノ

ヲ

ク
ハ

ル

ラ

テ

ヲ

ン
コ
ト
ヲ

ハ

シ

ノ

ヲ

ル

一

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

二

一
レ

。

。

。

、

。

、

_

＿
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、

。

。

ニ

シ
テ

ヲ

ク
ト

ニ

ス

條

其
凡

例

以
属

于
肆

云

寛

文
丙

午
秋
七

月
惕

齋
識

二

一

二

一

＿

＿

＿

＿

＿

【
訓
み
下
し
文
】

奈
何
に
か
せ
ん
其
の

纂

る
所
の
名
物
、
億
度
に
出
る
者
、
之
を
別
け
て
混
ぜ
ず
と
雖
も
、
而
も
猶
ほ
間
ま
知
ら
ざ
る
所
を
強
る
こ
と
有
る
こ
と
を
免
れ
ず
、
且
つ

あ
つ
む

ま

印
し
て
之
を
行
ふ
と
き
は
、
則
ち
惑
ひ
を
千
人
に
遺
る
の
罪
、
実
に
得
て
辞
す
る
こ
と
莫
く
、
深
く
恨
む
、
始
を
謀
る
こ
と
の
謹
ま
ず
し
て
今
剞
劂
の
事
已
に
緒
に

き

け

つ

就
く
と
き
は
、
則
以
て
及
ぶ
こ
と
無
き
こ
と
を
。
斯
れ
已
む
こ
と
を
得
ざ
る
の
み
。
何
ぞ
敢
て
識
る
者
の
譏
り
を
逃
れ
ん
。
唯
恐
く
は
、
識
ら
ざ
る
者
、
之
を
採
り

こ

の
が

て
擇
ば
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
乃
ち
纂
輯
の
由
る
所
を
叙
し
、
并
に
其
の
凡
例
を
條
し
て
、
以
て
肆
に
属
く
と
云
ふ
。
寛
文
丙
午
秋
七
月
惕
齋
識
す
。

【
大
意
】

い
っ
た
い
、
そ
の

纂

た
名
物
は
、
た
び
た
び
出
て
く
る
も
の
は
、
分
け
て
混
ぜ
な
い
よ
う
に
し
て
も
、
や
は
り
稀
に
知
ら
な
い
う
ち
に
、
混
ざ
っ
て
し
ま
う
こ
と

あ
つ
め

実
に
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
最
初
に
計
画
し

を
避
け
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
印
刷
し
て
こ
れ
を
刊
行
す
る
際
に
は
、
多
く
の
人
に
間
違
い
を
残
し
て
し
ま
う
罪
を
、

。

た
と
き
に
慎
重
で
な
か
っ
た
こ
と
を

深
く
恨
む

今
刊
行
の
事
業
が
も
う
始
ま
っ
て
し
ま
う
と

悔
い
て
も
及
ば
な
い
の
で
あ
る

、

。

、

。
こ
れ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

ど
う
し
て
敢
え
て
識
者
の
譏
り
を
逃
が
れ
ら
れ
よ
う
か
。
た
だ
、
識
ら
な
い
者
が
こ
れ
を
採
っ
て
選
ば
な
い
こ
と
を
恐
れ
る
。
さ
て
、
こ
の
書
物
の
編
纂
理
由
を
述

べ
、
ま
た
そ
の
凡
例
を
箇
条
書
き
に
し
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
書
肆
に
委
ね
る
と
い
う
。
寛
文
丙
午
秋
七
月
惕
齋
記
す
。

【
語
釈
】

○
億
度
：
た
び
た
び
。

謀
始

始
め
を
謀
る
こ
と
。
す
べ
て
の
事
態
を
想
定
し
て
よ
く
計
画
す
る
こ
と

『
易
経
・
訟
』
に
「
君
子
以
作

事
謀

始
」
と
あ
る
。

〇

：

。

レ

レ

○
剞
劂
：
版
木
を
彫
る
こ
と
。
上
梓
。
出
版
。

き

け

つ

○
寛
文
丙
午
：
寛
文
六
年
、
一
六
六
六
年
。

〇
就
緒
：
緒
に
就
く
。
物
事
が
始
ま
る
。

し
ょ惕

斎
は
、

請
い
求
め
ら
れ
た

当
初
、

長
男
清
平
（
八
歳
）
の
た
め
に
私
的
に
編
ま
れ
た
も
の
を
刊
行
す
る
つ
も
り
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
書
肆
の
人
に
し
ば
し
ば
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の
で
、
固
く
拒
む
こ
と
が
で
き
ず
、
刊
行
す
る
こ
と
に
い
た
る
。
書
物
の
刊
行
は
、
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
学
者
と
し
て
の
惕
斎
は
、
間
違
っ
た

内
容
を
後
世
に
残
す
こ
と
を
恐
れ
て
自
戒
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
惕
斎
の
学
者
と
し
て
の
自
覚
を
読
み
取
れ
る
。

実
際
に
、
初
版
本
の
刊
行
後
、

の
存
命
中
、
惕
齋
の
没
後
に
、
次
の
よ
う
な
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

増
補
改
訂
版
が
何
回
も
刊
行
さ
れ
た
。
惕
齋

惕
齋
が
生
ま
れ
る
。

寛
永
六

（
一
六
二
九
）

①
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊

初
版
『
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻

②
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
刊

『
増
補
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻

③
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
刊

増
補
改
訂
版
『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
』
二
一
巻

惕
齋
が
没
す
。

元
禄
十
五
（
一
七
〇
二
）

④
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
刊

増
補
改
訂
版
『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
大
成
』
二
一
巻

惕
斎
自
ら
が
述
べ
る
よ
う
に
、
①
初
版
本
の
分
類
・
構
成
に
は
未
だ
改
善
の
余
地
を
残
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

二
、
中
村
惕
斎
「
凡
例
」
攷

、

、

、

、

、

「

」「

」

。

惕
斎
は
、
掲
出
語
の
漢
字
表
記

掲
出
語
の
立
て
方

異
称
・
和
名

図
像

引
用
書
目

本
文
に
出
る

今
按

或
曰

の
規
定
と
い
っ
た
編
纂
方
針
を
記
し
た

【
本
文
①
】

＿

＿

＿

＿

＿

＿

一

、

、

。

。

凡
此

編
事

物

之
名

称

雖

皆
以

漢

字

題

之

而

実

以

和

名

為

主

蓋
本

邦
中

華
風

土

之
殊

如

乾

象
坤

_

＿

＿

＿

ノ

ヲ

ス
ト

ニ

モ

ハ

ヲ

ト

ノ

ナ
ル

キ
タ
モ

下

二

上
レ

一

レ

一

二

二

ノ

ノ

ノ

シ
モ

カ
ラ

ノ

ス
ル

ン
ヤ

シ
テ

ス
ル
コ

儀

之
名

状
飛
潛
動
植

之
形

色

猶
不

必

同

矣

況
人

俗
工

技

之
所

習

堂

宇
服

器
之
所

制

豈
得

牽

強

而
合

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

一

ニ

二

、

。

、

、

_

レ

レ

ト
ヲ

ヲ

テ

ノ

ニ

テ

ノ

ク

ル

ヲ

ク

ニ

ク

ツ

ヲ

ク
ル

一
レ

一
レ

ル
レ

之

故
隨

国

俗

称

呼

各
取

漢

字

之
事

義
形

状
近

似

者

以
名

之

観

者
須

先

知

之

其
未

得

以
名

。

、

、

。

。

＿

＿

＿

＿

＿

一

二

レ

二

_
_



- 25 -

、

、

。

レ

一

下

二

一

上

レ

レ

レ

之

之
字

者

欲

題

以

和

名

続

之

然

未

暇

及

此

ニ

ヲ

ヲ
ハ

ス
ル
ニ

シ
テ

ヲ

ン
ト

ニ

ド
モ

ア
ラ

ニ

ニ

＿

レ

【
訓
み
下
し
文
】

一

凡
そ
此
の
編
事
物
の
名
称
、
皆
漢
字
を
以
て
之
に
題
す
と
雖
も
、
而
も
実
は
和
名
を
以
て
主
と
為
す
。
蓋
し
本
邦
中
華
風
土
の
殊
な
る
。
乾
象
坤
儀
の
名
状
・

飛
潛
動
植
の
形
色
の
如
き
だ
も
、
猶
ほ
必
ず
し
も
同
じ
か
ら
ず
。
況
や
人
俗
工
技
の
習
ふ
所
、
堂
宇
服
器
の
制
す
る
所
、
豈
に
牽
強
し
て
之
を
合
す
る
こ
と
を

得
ん
や
。
故
に
国
俗
の
称
呼
に
隨
ひ
て
、
各
漢
字
の
事
義
形
状
近
く
似
る
者
を
取
り
て
、
以
て
之
に
名
づ
く
。
観
る
者
は
須
く
先
づ
之
を
知
る
べ
し
。
其
の
未

だ
以
て
之
に
名
づ
く
る
の
字
を
得
ざ
る
者
を
ば
、
題
す
る
に
和
名
を
以
て
し
て
之
に
続
け
ん
と
欲
す
る
も
、
然
ど
も
未
だ
此
に
及
ぶ
に
暇
あ
ら
ず
。

い
と
ま

【
大
意
】

一

凡
そ
こ
の
書
物
は
、
事
物
の
名
称
は
す
べ
て
漢
字
で
掲
出
し
た
が
、
内
容
は
和
名
を
中
心
と
す
る
。
思
う
に
日
本
と
中
国
の
風
土
は
異
な
る
。
万
物
の
名
前
と

か
た
ち
、
鳥
・
魚
な
ど
の
動
植
物
の
か
た
ち
と
色
で
さ
え
も
、
な
お
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
ま
し
て
民
間
の
風
習
、
職
人
の
習
い
、
殿
堂
・
衣
服
・
器
具

の
決
ま
り
ご
と
は
、
ど
う
し
て
無
理
矢
理
合
わ
せ
ら
れ
よ
う
か
。
故
に
日
本
の
風
俗
習
慣
に
お
け
る
呼
び
名
に
従
い
、
意
味
・
か
た
ち
の
近
似
す
る
漢
字
を
取

り
、
そ
れ
を
も
っ
て
名
づ
け
る

（
こ
の
本
を
）
見
る
人
は
、
ま
ず
こ
の
方
針
に
つ
い
て
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。
そ
の
ふ
さ
わ
し
い
漢
字
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

。

た
も
の
は
、
和
名
で
掲
出
し
、
こ
れ
に
続
け
よ
う
と
し
た
が
、
着
手
す
る
暇
が
な
か
っ
た
。

【
語
釈
】

○
乾
象
坤
儀
：
万
物
。
天
地
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
。
乾
象
：
天
。
坤
儀
：
地
。

○
名
状
：
名
称
と
か
た
ち
。

○
形
色
：
か
た
ち
と
色
。

○
飛
潛
動
植
：
空
に
飛
ぶ
鳥
・
水
に
潜
む
魚
等
の
動
植
物
。

○
人
俗
：
民
間
の
風
俗
習
慣
。
社
会
の
風
潮
、
雰
囲
気
。

○
工
技
：
職
人
。
技
術
。

○
堂
宇
：
殿
堂
。
堂
の
の
き
。
ま
た
、
堂
の
建
物

「
宇
」
は
、
の
き
の
意
。

。
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○
器
：
器
具
。
道
具
。

○
所
制
：
制
す
る
と
こ
ろ
。
決
ま
り
に
な
っ
た
お
き
て
。
決
ま
り
ご
と
。

○
事
義
形
状
：
意
義
。
事
：
も
の
ご
と
。
事
義
：
意
味
合
い
。
意
義
。
形
状
：
人
や
物
の
形
や
あ
り
さ
ま
。

○
国
俗
：
国
の
風
俗
習
慣
。
国
風
。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
お
け
る
、
事
物
の
名
称
・
掲
出
語
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

惕
斎
は
、
日
本
と
中
国
の
風
土
の
相
違
を
明
確
に
意
識
し
て
い
る
。
初
版
本
の
掲
出
語
は
、
す
べ
て
漢
字
で
表
記
す
る
が
、
実
は
和
名
を
主
と
す
る
。
掲
出
語
の
漢

字
は
あ
く
ま
で
も

「
国
俗
の
称
呼
」
に
従
っ
て
、
意
味
・
か
た
ち
の
近
似
す
る
漢
字
で
、
そ
の
事
物
を
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。

、

【
本
文
②
】

一

凡
一

事

而
数

名

者

、
以

正

名

為

標

、
而
注

異

名

于
其

下

。
或

為

拘

于
属

対

、
或

為

避

于
重

字

、
題

＿

＿

＿

＿

＿

＿

ニ
シ
テ

ナ
ル

ハ

ヲ

テ

ト

ス

ヲ

ニ

ハ

ル
カ

ハ

ニ

カ
ル
カ

ニ

二

一

レ

二

一

レ

二

一

レ

二

一

_

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

ス
ル
ニ

ス
ル
ト
キ
ハ

ヲ

ス
ル
ニ

シ
テ

ヲ

レ

カ

レ

ト

ヲ

レ
ト

ニ
シ
テ

ニ
シ
テ

以

異

名

、
則
注

以

正

名

曰
某

也
、
曰
某

之
一

名
曰
某

、
謂

之

某

。
若
一

類

而
殊

品
一

體

而
分

二

一

二

一

二

一

_
_

_

支

者

則
注

中
隔

圏

而
附

之

標

題

為

綱

而
餘

皆
為

目

也

其
所

図

倶

主

正

者

若
併

画

附

ス
ル

ハ

テ
ヽ

ヲ

ヲ

ヲ

テ

ト

ヲ

ル
ナ
リ

ト

ス
ル

ニ

ト
ス

ナ
ル

ヲ

ニ

ト
キ
ハ

ス
ル

、

、

。

、

。

＿

＿

レ

レ

レ

レ

レ

二

一

二

者

則
就

図

中

識

別

之

。

ヲ

テ

ニ

ス

ヲ

一

二

一

一

＿

＿

【
訓
み
下
し
文
】

一

凡
そ
一
事
に
し
て
数
名
な
る
者
は

「
正
名
」
を
以
て
標
と
為
し
て

「
異
名
」
を
其
の
下
に
注
す
。
或
い
は
「
属
対
」
に
拘
る
が
為
、
或
い
は
「
重
字
」
に
避

、

、

が
る
が
為
に

題
す
る
に

異
名

を
以
て
す
る
と
き
は

則
ち
注
す
る
に

正
名

を
以
て
し
て
曰
く

某
れ
也

曰
く

某
が
一
名
は
曰
く

某
れ

之

、

」

、

「

」

「

」
、

「

、

」
、「

「

」

。

、

、

。

を
某
れ
と
謂
ふ

と

若
し
一
類
に
し
て
殊
品
一
體
に
し
て
分
支
す
る
者
は

則
ち
注
中

圏
を
隔
て
て
之
を
附
け

標
題
を
綱
と
為
て
餘
を
皆
目
と
為
る
な
り

し

す

其
の
図
す
る
所
、
倶
に
正
な
る
者
を
主
と
す
。
若
し
併
に
附
す
る
者
を
画
く
と
き
は
則
ち
図
中
に
就
き
て
之
を
識
別
す
。

し
る

と
も

【
大
意
】
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一

お
よ
そ
名
前
が
複
数
あ
る
も
の
は
、
正
式
な
名
前
を
見
出
し
と
し
て
、
異
名
を
そ
の
下
に
注
釈
を
記
す
。
あ
る
い
は
対
句
に
こ
だ
わ
る
た
め
、
あ
る
い
は
重
複

す
る
文
字
を
避
け
る
た
め
に
、
異
名
を
見
出
し
と
す
る
と
き
は
、
正
式
名
称
を
「
某
で
あ
る

「
某
の
一
名
は
某
と
い
う

「
こ
れ
を
某
と
い
う
」
と
注
記
し

」
、

」
、

た
。
も
し
同
類
の
も
の
に
異
な
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
注
釈
の
中
に
圏
を
隔
て
て
附
記
し
、
見
出
し
を
綱
と
し
て
そ
の
他
を
目
と
す
る
。
そ
の
描
く
と

こ
ろ
は
、
と
も
に
正
式
な
も
の
を
主
と
す
る
。
も
し
附
記
す
る
も
の
を
描
く
と
き
は
、
す
な
わ
ち
図
の
中
で
こ
れ
を
区
別
す
る
。

【
語
釈
】

○
正
名
：
正
式
な
名
前
。
本
名
。

○
異
名
：
本
来
の
名
称
以
外
の
名
。
別
名
。
異
称
。

○
属
対
：
ぞ
く
た
い
。
版
面
に
配
す
る
上
下
一
対
の
二
項
目
の
掲
出
語
が
対
語
に
な
る
こ
と
。
も
と
も
と
は
、
詩
文
述
作
の
際
に
、
語
や
句
を
連
ね
て
対
語
や
対
句
を

作
る
こ
と
を
さ
す

「
属
」
は

「
つ
ら
ね
る

「
作
る
」
こ
と
を
い
い
、
文
章
を
作
る
意
味
の
「
属
文
」
等
の
用
例
が
あ
る
。

。

、

」

○
重
字
：
重
複
す
る
文
字
。

○
一
類
而
殊
品
、
一
體
而
分
支
者
：
同
じ
類
の
中
で
分
か
れ
る
も
の
。
一
體
：
関
係
が
密
接
で
、
全
体
が
一
つ
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

掲
出
語
の
立
て
方
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に
、
基
本
的
に
、
正
式
名
称
を
掲
出
語
と
す
る
。

第
二
に

属
対

に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
り

重
複
す
る
文
字
を
避
け
る
た
め
に

異
名

を
掲
出
語
と
す
る
と
き
は

本
文
で
は

正
名

を

某
で
あ
る

某

、「

」

、

、「

」

、

「

」

「

」
、「

の
一
名
は
某
と
い
う

「
こ
れ
を
某
と
い
う
」
等
と
注
記
す
る
。

」
、

第
三
に

「
標
題
」
と
は
掲
出
語
で

「
餘
」
と
は

「
分
支
す
る
者
」
で
あ
る
。
掲
出
語
が
「
綱
」
で
あ
り
、
上
位
で
あ
る

「
餘
」
が
「
目
」
で
あ
り
、
下
位
に
あ

、

、

、

。

た
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
項
目
の
内
部
に
階
層
構
造
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
（
第
三
章
第
三
節
参
照

。）

【
本
文
③
】

ノ

ハ

ノ

ス
ル

ヲ

ト

ハ

ク

ニ

キ

ニ

ヲ

ク

ニ

モ

ト
キ
ハ

一

諸

品

名

称

大

抵
漢

字

以

方

俗

従

来
熟

知
慣

用

者

為

標

異

称

以

近

俗

宜

今

者

属

之

其
和

名

亦
有

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

、

、

、

二

一

レ

二

レ

レ

一

レ

_
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。

。

二

一

レ

レ

二

一

二

一
レ

俗

呼

則
必
採

之

不

避

鄙

俚
猥

雑

皆
欲

穉

童
蒙

士

易

暁

＿

＿

＿

＿

＿

、

テ

ヲ

ケ

ヲ

シ
テ
ナ
リ

ノ

カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ

リ

【
訓
み
下
し
文
】

一

諸
品
の
名
称
、
大
抵
漢
字
は
方
俗
の
従
り
て
来
た
る
熟
知
慣
用
す
る
者
を
以
て
標
と
為
す
。
異
称
は
俗
に
近
く
今
に
宜
き
者
を
以
て
之
に
属
く
。
其
の
和
名
も

よ

亦
俗
呼
有
る
と
き
は
、
則
ち
必
ず
之
を
採
り
て
鄙
俚
・
猥
雑
を
避
け
ず
。
皆
穉
童
・
蒙
士
の
暁
り
易
か
ら
ん
こ
と
を
欲
し
て
な
り
。

ぞ

こ

う

さ
と

【
大
意
】

一

も
ろ
も
ろ
の
事
物
の
名
称
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
漢
字
は
地
方
風
俗
に
お
い
て
従
来
か
ら
よ
く
知
ら
れ
、
使
わ
れ
た
も
の
を
見
出
し
と
す
る
。
異
称
に
つ
い
て

。

、

、

。

は
俗
に
近
く
今
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
こ
れ
に
続
い
て
記
す

そ
の
和
名
も
ま
た
俗
称
が
あ
る
と
き
は

必
ず
そ
れ
を
採
用
し
て

方
言
や
俗
語
も
避
け
な
い

そ
れ
は
み
な
幼
い
子
供
や
無
学
な
人
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
つ
く
ろ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

【
語
釈
】

○
方
俗
：
地
方
の
風
俗
。
土
地
ご
と
の
風
習
。

○
熟
知
：
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

○
属
く
：
つ
づ
く
。
続
く
。
前
の
事
項
の
後
ろ
に
並
べ
る
。

○
俗
呼
：
俗
な
称
呼
。

○
鄙
俚
：
言
葉
が
泥
臭
い
。
あ
か
ぬ
け
し
な
い
。
や
ぼ
っ
た
い
。

○
猥
雑
：
体
裁
が
悪
く
、
雑
然
と
し
て
い
る
。
下
品
。

○
穉
童
：
幼
い
児
童
。
穉
：
稺
。
幼
い
。
同
稚
。

○
蒙
士
：
学
が
浅
く
、
無
知
な
人
。

○
暁
：
さ
と
る
。
わ
か
る
。

掲
出
語
・
異
称
・
和
名
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
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第
一
に
、
掲
出
語
は
、
慣
用
の
漢
字
を
用
い
る
。

第
二
に

「
異
称

、
す
な
わ
ち
別
名
に
つ
い
て
、
俗
に
近
く
、
今
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
と
る
。

、

」

第
三
に
、
和
名
に
つ
い
て
、
方
言
・
俗
語
を
避
け
ず
に
、
本
文
に
記
す
。
こ
れ
は
子
供
・
知
識
の
少
な
い
人
々
に
対
す
る
配
慮
で
あ
る
。

【
本
文
④
】

_

一

諸

品

形

狀
、
並

象

茲

邦

風

俗
土

産

矣
。
凡
所

目

撃

者

、
便
筆

而
摹

之

。
或

拠

画

家

之
所

写
、
或

審

問

識

＿

＿

＿

＿

＿

＿

ノ

ニ

ノ

ニ

ノ

ス
ル

ハ

シ
テ

ス

ヲ

ハ

リ

ノ

ニ

ハ

ニ

ヒ

二

二

レ

二

レ

＿

一

一

二

ニ

シ
テ

シ
テ

ニ

ス

ヲ

ニ

ト
キ
ハ

ノ

キ

ヒ

ニ
セ

ニ

ノ

ヲ

ヲ

ド

者

、
然

後
命

工

描

成

之

。
其

間

、
有

本

土

所

無

及

有
無
未

審

、
則
並

以

異

邦

風

物

補

之

。
然

一

二

一

一

＿

レ

二

レ

ル
コ
ト
一
レ

二

レ

＿

＿

_

＿

＿

し

か

モ

ノ

ニ

ル

ノ

ノ

ニ

ル

シ
テ

キ
ヲ
ヤ

コ
ト

ヲ

ル

タ

豊

偉
之
體

非

小

図

所

能

容

繊

密

之
文

非

曲

鑿

所

能

鐫

況
只
墨

印

而
無

施

暈

彩

乎

所

得

止

＿

＿

＿

＿

＿

＿

、

、

、

。

。

三

二

三

二

レ

二

一

レ

＿

＿

一

一

。

ヽ

タ
ル

依

稀

疎

影
耳

＿

＿

【
訓
み
下
し
文
】

一

諸
品
の
形
状
、
並
に
茲
の
邦
の
風
俗
土
産
に
象
る
。
凡
そ
目
撃
す
る
所
の
者
は
、
便
筆
し
て
之
を
摹
す
。
或
い
は
画
家
の
写
す
所
に
拠
り
、
或
い
は
審
ら
か
に

識
る
者
に
問
ひ
、
然
し
て
後
に
工
に
命
じ
て
之
を
描
成
す
。
其
の
間
に
、
本
土
の
無
き
所
及
び
有
無
未
だ
審
ら
か
に
せ
ざ
る
こ
と
有
る
と
き
は
、
則
ち
並
に
異

邦
の
風
物
を
以
て
之
を
補
ふ
。
然
ど
も
豊
偉
の
體
、
小
図
の
能
く
容
る
所
に
非
ら
ず
、
繊
密
の
文
、
曲
鑿
の
能
く
鐫
る
所
に
非
ら
ず
。
況
ん
や
只
墨
印
し
て
暈

彩
を
施
す
こ
と
無
き
を
や
。
得
る
所
止
依
稀
た
る
疎
影
の
み
。

【
大
意
】

一

も
ろ
も
ろ
の
事
物
の
か
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
国
の
風
俗
や
土
地
の
産
物
の
形
と
な
っ
て
表
れ
る
。
大
抵
目
に
し
た
も
の
を
模
写
し
た
。
あ
る
い
は
画
家
が

写
し
た
絵
に
依
拠
し
た
。
あ
る
い
は
そ
れ
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
に
問
い
質
し
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
画
工
に
描
か
せ
た
。
ま
た
、
そ
の
間
、
日
本
に
な
い
も

の
や
あ
る
か
ど
う
か
未
だ
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
ど
ち
ら
も
外
国
の
風
物
で
補
い
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
き
く
て
美
し
い
事
物
の
す

が
た
は
小
さ
い
図
で
十
分
に
示
す
こ
と
は
難
し
く
、
緻
密
な
文
様
は
穿
鑿
で
彫
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
た
だ
の
墨
印
で
彩
り
を
施
せ
な
い
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
で
き
た
も
の
は
た
だ
ぼ
ん
や
り
と
し
た
残
影
の
み
で
あ
る
。
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【
語
釈
】

○
諸
品
：
も
ろ
も
ろ
の
事
物
。
品
：
事
物
。

○
形
狀
：
か
た
ち
。

○
土
産
：
土
地
の
産
物
。

ど

さ

ん

○
象
：
か
た
ど
る
。
か
た
ち
を
写
し
取
る
。
な
ぞ
ら
え
る
。
似
る
。

○
便
筆
：
筆
を
と
っ
て
、
描
く
。

○
摹
：
う
つ
す
。
ま
ね
て
描
く
。
ス
ケ
ッ
チ
。
ガ
ッ
サ
ン
。

○
審
：
つ
ま
び
ら
か
。
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
る
さ
ま
。
詳
し
い
さ
ま
。

○
工
：
絵
師
。
工
人
。

こ
う
じ
ん

○
豊
偉
之
體
：
大
き
く
て
美
し
い
事
物
の
す
が
た
。
豊
：
容
姿
が
美
し
い
さ
ま
。
體
：
事
物
の
形
や
あ
り
さ
ま
。

○
能
：
能
く
。
よ
く
。
十
分
に
。

○
容
：
収
め
入
れ
る
。

○
曲
鑿
：
き
ょ
く
さ
く
。
曲
が
っ
て
い
る
鑿
。
版
木
を
彫
る
道
具
の
こ
と
を
さ
す
。
鑿
：
の
み
。
木
材
や
石
材
な
ど
に
穴
を
あ
け
る
工
具
。

○
鐫
：
ほ
る
。
彫
る
。
き
る
。

○
依
稀
：
明
ら
か
で
な
い
さ
ま
。
ほ
の
か
な
さ
ま
。
か
す
か
な
さ
ま
。
ぼ
ん
や
り
と
す
る
さ
ま
。

○
疎
影
：
ま
ば
ら
な
影
。

図
像
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に
、
基
本
的
に
は
、
惕
斎
の
目
撃
す
る
も
の
を
模
写
す
る
。

第
二
に
、
画
家
の
写
し
た
絵
に
拠
る
。

第
三
に

「
識
者
」
に
尋
ね
た
こ
と
を
画
工
に
描
か
せ
る
。

、

第
四
に
、
日
本
本
土
に
な
い
も
の
や
有
無
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
は
、
主
に
中
国
等
の
「
異
邦
の
風
物
」
に
よ
っ
て
補
う
。
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【
本
文
⑤
】

一

引

證

之
図

書

漢

字

以

三

才

図

農

政

全

書
及

諸

家

本

草

之
図

説

為

主

凡
訓

詁
注

疏
稗

史
雑

編

中

有

明

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

ノ

ハ

ヒ

ノ

ノ

ヲ

ト

ノ

ト
キ
ハ

、

会

、

、

二

一

レ

二

徴

則
採

摭

以
裨

益

矣
。
国

書

以

源

氏

和

名

集

為

本

以

林

氏

多

識

編

之

。
凡
類

編
、
雑

抄
如

字

鏡

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

一

二

二

、

、

、

継

シ
テ

ス

ハ

カ

ヲ

シ

ト

カ

ヲ

ニ

キ

一

レ

一

レ

二

＿

＿

＿

嚢
下

用

之
等

、
並

参

之

補

之

学
節

ノ

ノ

ニ

へ

ニ

ヲ

一

レ

レ

嚢
下

用

之
等

、
並

参

之

補

之

。

【
訓
み
下
し
文
】

、

『

』『

』

、

、

、

一

引
證
の
図
書

漢
字
は

三
才
図
会

農
政
全
書

及
び
諸
家
の
本
草
の
図
説
を
以
て
主
と
為
し

凡
そ
訓
詁
・
注
・
稗
史
・
雑
編
の
中

明
徴
有
る
と
き
は

則
ち
採
摭
し
て
以
て
裨
益
す

国
書
は

源
氏
が

和
名
集

を
以
て
本
と
為
し

林
氏
が

多
識
編

を
以
て
之
に
継
ぐ

凡
そ
類
編

雑
抄
は

字
鏡

。

、

『

』

、

『

』

。

、

『

。

、

『

』

、

『

』

。

、

『

』『
マ
マ

嚢

『
下
学

『
節
用
』
等
の
如
き
、
並
び
に
之
に
参
ヘ
、
之
を
補
ふ
。

』

』

【
大
意
】

一

引
用
文
献
は
、
中
国
の
書
物
で
は
『
三
才
図
会

『
農
政
全
書
』
及
び
諸
家
の
本
草
の
図
説
を
主
と
し
、
お
よ
そ
字
書
・
注
釈
書
・
稗
史
・
雑
編
の
中
に
明
ら

』

は

い

し

、

。

『

』

、

『

』

か
な
証
拠
が
あ
る
と
き
は

則
ち
採
用
し
て
こ
の
本
の
撰
述
の
助
け
と
し
た

わ
が
国
の
書
物
で
は
源
氏
撰

和
名
抄

を
基
本
と
し
て

林
氏
撰

多
識
編

で
そ
れ
を
補
っ
た
。
あ
わ
せ
て
『
字
鏡
集

『
壒
嚢
抄

『
下
学
集

『
節
用
集
』
等
の
よ
う
な
類
編
雑
抄
の
も
の
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
こ
の
本
の
内
容
を
補

』

』

』

っ
た
。

【
語
釈
】

○
引
證
：
事
実
や
著
作
を
引
用
し
て
根
拠
と
す
る
こ
と
。

○
三
才
図
會
：
明
・
万
暦
三
七
年
（
一
六
〇
九
）
刊
、
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
図
会
』
一
○
六
巻
。
天
・
地
・
人
の
三
才
に
及
ぶ
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
、
天
文
・
地
理

お

う

き

・
人
物
・
時
令
・
宮
室
・
器
用
・
身
体
・
衣
服
・
人
事
・
儀
制
・
珍
宝
・
文
史
・
鳥
獣
・
草
木
の
十
四
類
に
分
類
す
る
絵
入
り
の
類
書
、
百
科
事
典
。

○
農
政
全
書
：
明
・
崇
禎
一
二
年
（
一
六
三
九
）
刊
、
徐
光
啓
撰
『
農
政
全
書
』
六
〇
巻

『
斉
民
要
術

『
農
書
』
と
並
べ
て
中
国
三
大
農
書
と
さ
れ
る
。
農
本
、
田

。

』

じ

ょ

こ

う

け

い
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制
、
農
事
、
水
利
、
農
器
、
樹
芸
、
蚕
桑
、
蚕
桑
広
類
、
種
植
、
牧
養
、
製
造
、
荒
政
の
十
二
部
門
か
ら
な
る
。

○
本
草
の
図
説
：
絵
入
の
薬
物
書
、
本
草
書
。
中
国
の
本
草
書
の
代
表
的
な
も
の
に
、
南
朝
・
永
元
二
年
（
五
〇
〇
）
頃
、
陶
弘
景
撰
『
本
草
集
注
』
三
巻
、
唐
・
蘇

『

』

、

（

）

『

』

、

（

）

『

』

、

敬
等
撰

新
修
本
草

二
〇
巻

宋
・
嘉
祐
七
年

一
〇
六
二

蘇
頌
撰

図
経
本
草

二
○
巻

宋
・
元
祐
五
年

一
〇
九
〇

唐
慎
微
撰

証
類
本
草

三
一
巻

明
・
万
暦
二
四
年
（
一
五
九
六
）
李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
五
二
巻
等
が
あ
る
。

○
訓
詁
：
古
い
こ
と
ば
の
意
味
を
解
釈
す
る
こ
と
。
字
句
の
解
釈
。
訓
：
字
句
の
解
釈
。
詁
：
古
語
。

○
注
疏
：
注
釈
書
。
注
：
古
書
を
注
釈
す
る
文
字
。
疏
：
注
を
解
釈
す
る
文
字
。

○
稗
史
：

正
史
」
に
対
し
て
）
公
認
さ
れ
な
い
歴
史
。
重
要
で
な
い
事
柄
を
記
し
た
歴
史
。
ま
た
、
民
間
の
歴
史
。

（
「

○
雜
編
：
種
々
雑
多
な
内
容
の
文
章
を
集
め
た
本
。

○
明
徴
：
明
ら
か
な
証
拠
。
ま
た
、
証
拠
な
ど
に
照
ら
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

○
裨
益
：
助
け
と
な
り
、
役
立
つ
こ
と
。

ひ

え

き

○
和
名
集
：
承
平
年
間
（
九
三
一
～
九
三
八

、
源
順
撰
『
和
名
類
聚
抄

。
現
存
す
る
日
本
最
古
の
意
味
分
類
体
の
漢
和
辞
書
。
漢
語
を
部
門
別
に
掲
出
し
、
漢
文
で

）

』

音
義
を
記
し
、
万
葉
仮
名
で
和
訓
を
付
し
、
掲
出
語
に
考
証
と
注
釈
を
加
え
て
い
る
。
十
巻
本
系
と
廿
巻
本
系
の
伝
本
が
存
在
す
る
。
江
戸
期
に
、
廿
巻
本
と
し
て
元

和
三
年
（
一
六
一
七
）
那
波
道
圓
に
よ
る
古
活
字
版
が
刊
行
さ
れ
、
十
巻
本
を
底
本
と
す
る
狩
谷
棭
斎
に
よ
る
『
箋
注
和
名
類
聚
抄
』
が
撰
述
さ
れ
た
。

な

ば

ど

う

え

ん

○
多
識
編
：
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
刊
、
林
羅
山
撰
『
多
識
編
』
五
巻

『
本
草
綱
目
』
に
収
録
さ
れ
た
漢
名
に
和
訓
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

。

○
字
鏡
：
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）
以
前
成
立
、
菅
原
為
長
撰
『
字
鏡
集
』
か
。
鎌
倉
時
代
の
国
語
辞
書
。
伝
本
に
二
〇
巻
本
と
七
巻
本
が
あ
る
。
永
正
五
年
（
一
五

す

が

わ

ら

の
た
め

な

が

〇
八
）
写
の
『
字
鏡
抄
』
と
天
文
一
六
年
（
一
五
四
七
）
写
の
『
字
鏡
鈔
』
と
い
う
二
種
の
写
本
が
伝
わ
る
。

○

嚢
：
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）

○

嚢
：
文
安
三
年
（
一
四
四
六

、
僧
行
誉
撰
『
壒
嚢
鈔
』
七
巻
。
室
町
中
期
の
類
書
。
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
は
十
五
巻
本
の
版
本
が
版
行
さ
れ
た
。

マ
マ

○
下
学
：
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
東
麓
破
衲
撰

『
下
学
集
』
二
巻
。
室
町
時
代
の
意
味
分
類
体
の
国
語
辞
書
。
漢
語
を
掲
出
語
し
、
漢
文
で
解
説
を
加
え
、
読
み
を

、

と

う

ろ

く

の

は

の

う

片
仮
名
で
付
す
。

○
節
用
：
十
五
世
紀
半
ば
頃
成
立

『
節
用
集

。
室
町
中
期
の
国
語
辞
書
。
漢
語
を
イ
ロ
ハ
順
に
分
け
、
そ
の
内
部
に
さ
ら
に
意
味
分
類
し
て
配
列
す
る
。
掲
出
語
に

、

』

音
訓
お
よ
び
簡
単
な
注
記
を
付
す
。

○
叅
へ
：
し
ら
べ
る
。
検
証
す
る
。
く
ら
べ
て
調
べ
る
。
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惕
齋
は
、
漢
籍
・
和
書
の
引
用
書
目
を
次
の
よ
う
に
掲
出
し
た
。

漢
籍
：

三
才
図
会

・

農
政
全
書

・

諸
家
本
草
之
図
説
」

『

』
『

』
「

和
書
：

源
氏
和
名
集

和
名
類
聚
抄

・

林
氏
多
識
編

多
識
編

・

字
鏡

字
鏡
集

・

嚢

壒
嚢
鈔

・

下
学

下
学
集

・

節
用

「

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）
「

「

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）
「

「

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）
「

」

マ
マ

（

節
用
集

）

『

』

【
本
文
⑥
】

若
質

諸

華

人

歸

化

者

問

諸

交

遊

博

物

者

咨

諸

技

術

親

事

者

詢

諸

樵

漁

處

野

者

合

シ

ヲ

ノ

ス
ル

ニ

ニ

ヒ

ヲ

ノ

キ

ニ

ニ

ヒ

ヲ

ノ

ス
ル

ヲ

ニ

ヒ

ヲ

ノ

ル

ニ

ニ

二

レ

一

レ

一

レ

一

レ

一

＿

＿

＿

＿

、

、

、

、

二

二

二

二

一

二

二

二

一

＿

＿

＿

＿

＿

攷

而
獨

断

之

則
必
称

今

按

以
別

之

其
未

審

者

称

或

曰

以
備

叅

閱

矣

敢
正

其

名

シ
テ

ス
ル
ト
キ
ハ

ヲ

シ
テ

ト

ツ

ヲ

ナ
ラ

ハ

シ
テ

ト

ニ

ス
ト
ナ
ン
ヤ

ヲ

。

。

、

。

一

レ

一

一

ル
レ

＿

。

。

。

也
哉

即
以

疑

傅

之

耳

辨

明
揀

擇

之

在

人

也

レ

レ

一

レ

ヲ

ニ

ヲ

ス
ル
コ
ト
ハ

ヲ

ニ

二

三

＿

＿

【
訓
み
下
し
文
】

若
し
く
は
諸
を
華
人
の
化
に
歸
す
る
者
に
質
し

諸
を
交
遊
の
物
に
博
き
者
に
問
ひ

諸
を
技
術
の
事
を

親

す
る
者
に
咨
ひ

諸
を
樵

漁
の
野
に
處
る
者
に
詢

、

、

、

き

た
だ

み
ず
か
ら

と

し
ょ
う
ぎ
ょ

お

と

ひ
、
合
攷
し
て
之
を
獨
断
す
る
と
き
は
、
則
ち
必
ず
「
今
按
」
と
称
し
て
以
て
之
を
別
つ
。
其
の
未
だ
審
ら
か
な
ら
ざ
る
者
は

「
或
曰
」
と
称
し
て
以
て
叅

、

閱
に
備
ふ
。
敢
て
其
の
名
を
正
す
と
な
ん
や
。
即
ち
疑
を
以
て
之
を
傳
ふ
る
の
み
。
之
を
辨
明
、
揀
擇
す
る
こ
と
は
人
に
在
る
な
り
。

【
大
意
】ま

た
、
収
録
内
容
に
つ
い
て
中
国
人
の
日
本
に
帰
化
し
た
人
に
尋
ね
、
友
達
で
博
識
の
者
に
問
い
、
技
術
関
係
の
仕
事
に
携
わ
る
人
に
聞
き
、
木
こ
り
や
漁
師

、

、

、

「

」

と
い
っ
た
野
で
生
業
を
営
む
人
に
聞
い
た
り
し
て

そ
れ
ら
の
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
察
し
て

そ
の
内
容
に
つ
い
て
自
分
で
判
断
す
る
と
き
は

必
ず

今
按

と
記
し
て
区
別
す
る
。
そ
の
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
も
の
は

「
或
曰
」
と
称
し
て
参
看
に
備
え
る
。
敢
え
て
そ
の
名
を
正
す
こ
と
を
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
疑
い
が
あ

、

る
こ
と
を
伝
え
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
を
判
断
、
選
択
す
る
こ
と
は
、
こ
の
本
を
読
む
人
自
身
が
行
う
こ
と
で
あ
る
。

【
語
釈
】
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○
質
：
た
だ
す
。
た
ず
ね
て
明
ら
か
に
す
る
。
質
問
す
る
。

○
交
遊
：
友
達
。
つ
き
合
っ
て
い
る
友
達
。

○
辨
明
：

是
非
を
）
明
ら
か
に
す
る

（

○
揀
擇
：
か
ん
た
く
。
選
ぶ
。
選
び
出
す
。

「
今
按

「
或
曰
」
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

」

第
一
に
、
惕
齋
は
、
た
だ
上
記
の
和
漢
の
典
籍
を
参
看
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
記
述
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
事
に
携
わ
る
人
々
に
も
尋
ね
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と

を
合
わ
せ
て
考
察
し
て
、
自
分
の
判
断
と
な
る
内
容
を
記
す
場
合
は

「
今
按
」
と
記
し
て
区
別
す
る
。

、

第
二
に
、
未
詳
の
も
の
を
「
或
曰
」
と
称
し
て
参
考
に
あ
げ
る
。

三
、
む
す
び

撰
者
中
村
惕
斎
の
「
叙

「
凡
例
」
を
通
し
て
、
①
初
版
本
の
編
纂
意
図
・
編
纂
方
針
が
、
童
蒙
の
啓
発
を
主
眼
と
し

『
蒙
求

『
千
字
文
』
に
倣
い
、
名
称
と
事
物

」

、

』

の
対
応
を
重
視
す
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

参
考
文
献

『
新
釈
漢
文
大
系

・
大
学
中
庸

（
明
治
書
院
、
一
九
六
七
年
）

』

2

鈴
木
由
次
郎
等
『
朱
子
学
大
系

・
四
書
集
注
（
下

（
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
四
年
）

）
』

8

比
売
鑑

鳥
取
県
立
図
書
館

栗
谿
文
庫
デ
ジ
タ
ル

一
七
）

『

（』

D
IG

-TO
K

T-

『
新
釈
漢
文
大
系

・
論
語

（
明
治
書
院
、
一
九
六
〇
年
）

』

1

土
田
健
次
郎
訳
注
『
論
語
集
注

（
平
凡
社
、
二
一
○
五
年
）

』
4

『
新
釈
漢
文
大
系

・
易
経
（
上

（
明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
）

）
』

23

小
林
祥
次
郎
「
林
羅
山
と
本
草
学
」
―
「
多
識
編
」
の
た
め
に

（

小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
第
七
号
、
一
九
七
五
年
三
月

。

」
『

）
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注

五
弓
雪
窓
編
『
事
実
文
編
二

（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
七
九
年
三
月

。

（
１
）

』

）

柴
田
篤
・
辺
土
名
朝
邦
『
中
村
惕
斎
・
室
鳩
巣

（

叢
書
・
日
本
の
思
想
家
十
一
』
所
収
、
一
九
八
三
年
十
二
月

。

（
２
）

』
『

）
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第
二
節

寛
文
八
年
版
本
の
書
誌

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
二
年
後
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
年
に
、
縮
刷
版
『
増
補
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。

寛
文
八
年
版
本
は
、
項
目
・
本
文
の
内
容
・
図
像
の
図
柄
が
初
版
本
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
改
変
す
る
箇
所
も
あ
り
、
版
面
構
成
が
大
き
く
変
容
す
る
。

第
一
に
、
寛
文
八
年
版
本
は
、
半
丁
に
四
項
目
を
配
し
、
図
像
を
縮
小
し
、
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
の
組
み
合
わ
せ
が
変
え
ら
れ
て
い
る
（

参

図
１
・
図
２
・
図
３

縮
刷
さ
れ
た
の
は
、
廉
価
版
を
作
成
す
る
事
で
出
版
費
用
の
削
減
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
刊
記
に

照

。
初
版
本
に
比
べ
て
、
半
丁
に
よ
り
多
く
の
項
目
を
配
し
た
。

）
「

」

。

「

」

、

山
形
屋

と
あ
る
版
本
が
複
数
確
認
さ
れ
る

寛
文
六
年
初
版
本
も

山
形
屋

と
記
す
版
本
が
あ
る
た
め

（

）

附
表
１

現
存

訓
蒙
図
彙

版
本
書
目
集
覧

『

』

参
照

同
じ
書
肆
で
縮
刷
版
を
刊
行
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

彩
色
を
加
え
る
事
で
、
購
買
意

第
二
に
、
寛
文
八
年
版
本
は
、
一
部
の
図
像
に
は
着
色
さ
れ
た
版
本
が
確
認
さ
れ
る
（

参
照

。
安
価
に
見
ら
れ
な
い
た
め
に
、

図
４

）

欲
を
そ
そ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
使
わ
れ
る
色
数
が
三
～
四
色
程
度
な
の
で
、
手
彩
色
さ
れ
た
丹
緑
本
の
一
種
に
加
え
て
も
良
か
ろ
う
。

寛
文
八
年
版
本
の
流
布
状
況
に
つ
い
て
、
木
村
陽
二
郎
氏
は
が
「
初
版
の
後
、
二
年
後
に
出
て
い
る
か
ら
初
版
の
評
判
が
よ
っ
か
た
こ
と
が
わ
か
る
」
と

第
三
に
、

し

「
初
版
本
よ
り
一
般
に
流
布
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
た

。

、

（1

）

二
年
後
に
縮
刷
版
を
刊
行
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
縮
刷
版
の
刊
行
は
、
版
本
の
受
容
層

以
上
の
こ
と
か
ら

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
を
刊
行
し
た
山
形
屋
は
、

、

の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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1

寛
文
六
年
初
版
本

巻
四
人
物

2

寛
文
六
年
初
版
本

巻
四
人
物

3

寛
文
八
年
版
本

巻
四
人
物
（
架
蔵
）
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注（
１
）
木
村
陽
二
郎
「
中
村
惕
斎
の
訓
蒙
図
彙
に
つ
い
て

（

教
養
学
科
紀
要
』
第
五
巻
、
一
九
七
三
年
三
月

。

」
『

）

4

寛
文
八
年
版
本

巻
二
地
理
（
架
蔵
）
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第
三
節

元
禄
八
年
版
本
の
書
誌

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
二
九
年
後
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
年
に
、
中
村
惕
斎
が
六
七
歳
（
数
え
年
）
の
時
に
、
増
補
改
訂
版
『
頭
書
増
補
訓
蒙

図
彙
』
二
一
巻
（
以
下
、
元
禄
版
本
と
略
す
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

柴
田
篤
氏
の
作
ら
れ
た
中
村
惕
斎
の
「
略
年
譜
」
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

。

（1

）

貞
享
元

一
六
八
四

伏
見
郷
京
町
八
閭
に
移
る
。
交
名
を
伸
二
郎
と
改
め
、
外
部
の
人
と
の
通
交
を
絶
ち
、
著
述
に
専
念
す
。
藤
井

斎
の
『
本
朝
孝
子

懶

56

伝
』
に
後
叙
を
記
す
。

（
中
略
）

元
禄
元

一
六
八
八

『
入
学
紀
綱
』
を
著
す
。
こ
の
頃
か
ら
『
講
学
筆
記
』
の
執
筆
を
始
め
る
。
六
月
、
宇
保
淡
菴
歿
す
。

60

（
中
略
）

一
六
九
五

二
山
伯
養
の
『
朱
王
学
弁
』
に
序
文
を
記
す
。

8

67

（
中
略
）

一
六
九
八

東
九
条
宇
賀
辻
村
に
移
る
。

11

70

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
年
に
、
中
村
惕
斎
は
、
伏
見
郷
に
住
ん
で
、
著
述
に
専
念
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、

元
禄
版
本
は
、
中
村
惕
斎
「
叙
」
を
「
増
補
訓
蒙
図
彙
叙
」
と
し
て
踏
襲
す
る
が
、
文
末
の
「
惕
齋
識
」
を
「
暢
齋
識
」
に
変
え
た
。
書
体
が
同
じ
く
楷
書
体
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
小
林
祥
次
郎
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
叙
の
最
後
の
著
者
の
名
が
「
暢
齋
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
惕

巻
頭
に
惕
斎
の
叙
を
存
し
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
版
と
同
じ
で
あ
る
が
、

斎
の
関
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
で
刊
行
し
た
も
の
と
考
え
た
い

。

（2

）

勝
又
基
氏
は
、
京
都
の
本
屋
仲
間
記
録
『
済
帳
標
目
』
に

『
訓
蒙
図
彙
首
書
』
の
重
版
事
件
を
記
す
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
元
禄
版
本
を
「
無
許
可
の
重
版
本
」
と
さ

、

れ
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
こ
の
重
版
問
題
は
、
本
書
の
増
訂
者
に
つ
い
て
も
自
ず
と
示
唆
す
る
所
が
あ
ろ
う
。
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
元
禄
八
年
に
は

『
訓
蒙
図
彙
』
の
編
者
・
中
村
惕

、

斎
は
関
与
し
て
い
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

。

（3

）
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次
に
、
元
禄
版
面
の
版
面
構
成
、
本
文
形
式
、
項
目
に
つ
い
て
、
増
補
改
訂
し
た
と
こ
ろ
を
確
認
し
た
い
。

第
一
に
、
元
禄
版
本
は
、
半
丁
に
配
す
る
項
目
数
が
増
え
た
。
初
版
本
で
は
、
半
丁
に
上
下
一
対
の
二
項
目
を
配
す
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
元
禄
版
本
で
は
、
半

丁
に
六
つ
の
項
目
を
配
す
る
こ
と
が
多
く
、
四
つ
の
項
目
を
配
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
し
て
、
図
像
が
小
さ
く
な
っ
た
。
ま
た
、
同
一
項
目
の
図
柄
は
、
初
版
本
の

図
像
を
踏
襲
し
て
い
る
。
寛
文
八
年
版
本
に
比
べ
て
、
書
型
が
小
型
に
な
り
、
図
像
が
よ
り
小
さ
く
な
っ
た
。
項
目
の
版
面
の
さ
ら
な
る
縮
小
も
ま
た
、
出
版
費
用
の

削
減
を
は
か
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
元
禄
版
本
の
本
文
形
式
が
頭
書
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
頭
書
は
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
、
漢
字
に
振
り
仮
名
を
付
す
こ
と
も
多
い
。
書
体
が
行
草
書

体
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
元
禄
版
本
は
、
初
版
本
に
比
べ
て
、
各
巻
に
項
目
を
増
補
し
、
さ
ら
に
巻
二
一
「
雑
類
」
の
一
巻
分
を
増
補
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
元
禄
版
本
の
巻

末
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

如

今

訓
蒙
図
彙

者
、
以

仮
名

字

加

頭
書

、
艾

繁

、
補

闕

、
便

于
童
蒙

。
且
亦

雑

類

一

篇
新

添

者

也
。

＿

＿

ノ

ハ

ノ

ヲ

ヘ

ヲ

リ

ヲ

ヒ

ク
ル
ヲ

リ
ス

ニ

タ

ノ

ス
ル

二

二

二

一

一

レ

レ

一

＿

＿

＿

（
如
今
の
『
訓
蒙
図
彙
』
は
、
仮
名
の
字
を
以
て
頭
書
を
加
へ
、
繁
を
艾
り
、
闕
く
る
を
補
ひ
、
童
蒙
に
便
り
す
。
且
つ
亦
た
雑
類
の
一
篇
新
添
す
る
者
な
り

）。

す
な
わ
ち
、
仮
名
の
文
字
で
頭
書
を
加
え
て
、
繁
雑
の
内
容
を
切
り
、
欠
け
る
も
の
を
補
い
、
幼
童
や
無
学
の
人
々
に
も
わ
か
り
や
す
く
て
便
利
で
、
ま
た
、
雑
類
の

一
巻
を
新
た
に
添
え
た
と
い
う
。
こ
の
記
述
は
、
元
禄
版
本
の
編
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
元
禄
版
本
は
、
中
村
惕
斎
「
凡
例
」
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
書
体
も
同
じ
く
楷
書
体
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
書
肆
の
人
は
、
原
撰
者
の
中
村
惕
斎
の
許
可
を
得
ず
、
版
権
を
犯
し
、
増
補
改
訂
版
を
作
っ
て
刊
行
し
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
項
目
の
版
面
を

さ
ら
に
縮
小
し
、
本
文
形
式
を
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
頭
書
に
変
え
た
の
は
、
庶
民
に
読
み
や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
高
い
販
売
数
を
狙
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
も
と
も
と
中
村
惕
斎
が
児
女
へ
の
愛
情
を
込
め
て
撰
述
し
た
『
訓
蒙
図
彙
』
は
、
つ
い
に
利
益
を
求
め
る
商
売
人
に
利
用
さ
れ
て
い
た
物
語
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。

注１

柴
田
篤
・
辺
土
名
朝
邦
『
中
村
惕
斎
・
室
鳩
巣

（

叢
書
・
日
本
の
思
想
家
十
一
』
所
収
、
一
九
八
三
年
十
二
月

。

（

）

』
『

）
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（

）
小
林
祥
次
郎
「
解
題

（
近
世
文
学
資
料
類
従

参
考
文
献
編
四
『
訓
蒙
図
彙

、
勉
誠
社
、
一
九
七
六
年
一
月)

。
同
氏
「
解
説

『
江
戸
の
イ
ラ
ス
ト
辞
典

訓

２

」

』

」

蒙
図
彙

（
勉
誠
出
版
、
二
一
〇
二
年
十
月

。

』

）

（
３
）
勝
又
基
「

訓
蒙
図
彙
』
解
題

（

江
戸
時
代
図
説
百
科

訓
蒙
図
彙
の
世
界

『
訓
蒙
図
彙
集
成
・
別
巻
「
解
説
・
解
題
・
語
彙
索
引

』
所
収
、
大
空
社
、
二

『

」
『

』
、

」

○
○
二
年
十
二
月

。）
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第
四
節

寛
政
元
年
版
本
の
書
誌

一
、
寛
政
版
本
梗
概

1

（
１
）
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
版

2

（
２
）
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
版

3

（
３
）
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
版
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『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
九
四
年
後
、
す
な
わ
ち
初
版
本
の
刊
行
か
ら
一
二
三
年
後
、

（
一
七
八
九
）
に
、
増
補
改
訂
版
『
頭
書
増
補
訓

寛
政
元
年

蒙
図
彙
大
成
』
二
一
巻
（
以
下
、
寛
政
版
本
と
略
す
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
寛
政
版
本
の
体
裁
は
、
初
版
本
、
元
禄
版
本
と
大
き
く
異
な
る
。

第
一
に
、
初
版
本
と
元
禄
版
本
は
、
い
ず
れ
も
一
項
目
に
一
図
を
付
し
、
項
目
と
本
文
と
の
対
応
関
係
が
版
面
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
初
版
本
は
、
項
目
と
項

、

、

、

。

、

、

、

「

」

目
の
間
に

枠
で
区
切
り

本
文
と
図
像
の
間
も

枠
で
区
切
る

元
禄
版
本
は

項
目
の
図
像
の
間
に

枠
で
区
切
り

図
像
の
上
に
そ
の
項
目
の
本
文
―

頭
書

―
を
配
す
る
。
一
方
、
寛
政
版
本
は
、
半
丁
も
し
く
は
見
開
き
一
面
に
、
複
数
の
項
目
の
図
像
を
集
約
す
る
こ
と
が
多
い
。
複
数
の
項
目
の
図
像
を
一
つ
の
大
き
な
場

面
に
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
図
が
物
語
風
に
変
容
す
る
。
寛
政
版
本
の
図
３
は
、
八
駿
図
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
寛
政
版
本
の
版
面
は
、
図
像
が
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
る
。
初
版
本
か
ら
寛
政
版
本
に
か
け
て
、
図
像
の
重
要
性
と
役
割
が
一
層
大
き
く
な
っ
た
と

4

5

6
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考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
寛
政
版
本
の
本
文
は
、
元
禄
版
本
と
同
じ
く
頭
書
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
見
開
き
一
面
の
下
段
の
図
像
が
必
ず
し
も
上
段
の
頭
書
と
対
応
し
な
い
。

寛
政
版
本
の
巻
五
「
身
体
」
の
見
開
き
一
面
の
版
面
で
あ
る
、
図
４
、
５
、
６
を
例
に
し
て
検
討
を
加
え
た
い
。
寛
政
版
本
の
頭
書
の
特
徴
を
も
う
少
し
深
く
理
解
す

る
た
め
に
、
表
１
を
用
意
し
た
。
表
１
は
、
図
４
、
５
、
６
の
版
面
の
図
像
と
頭
書
の
項
目
を
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
１
・

訓
蒙
図
彙
』
寛
政
版
本
の
図
像
と
頭
書

『

所
在

図
像

頭
書

毛
、
顱
、
骨
、
腹
、
背
、

図
４

二
丁
ウ
・
三
丁
オ

手
、
脚
、
指
、
拳
、
乳
、

手
、
脚
、
指
、
拳
、
乳

肋
、
心
、
肺
、
脾

肋
、
心
、
肺
、
脾
、

図
５

三
丁
ウ
・
四
丁
オ

腎
、
肝
、

腎
、
肝

膽
、
小
腸
、
大
腸
、
胃
、

包
絡
、
膀
胱
、
臓
腑
、
胞
胎

膽
、
小
腸
、
大
腸
、
胃
、

包
絡
、
膀
胱
、
臓
腑
、
胞
胎

図
６

四
丁
ウ
・
巻
六
一
丁
オ

×

表
１
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
ず
、
版
面
図
４
で
は

「
肋

「
心

「
肺

「
脾
」
の
図
像
は
、
図
４
の
二
丁
ウ
・
三
丁
オ
の
見
開
き
一
面
に
掲
載
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
頭
書
は
、
い
ず
れ
も
版

、

」

」

」

面
図
５
の
三
丁
ウ
・
四
丁
オ
に
掲
載
さ
れ
る
。

次
に

「
膽

「
小
腸

「
大
腸

「
胃

「
包
絡

「
膀
胱

「
臓
腑

「
胞
胎
」
の
図
像
は
、
版
面
図
５
の
三
丁
ウ
・
四
丁
オ
の
見
開
き
一
面
に
掲
載
さ
れ
る
が
、
そ
れ

、

」

」

」

」

」

」

」

ら
の
頭
書
は
い
ず
れ
も
版
面
図
６
の
四
丁
ウ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
寛
政
版
本
で
は
、
同
一
項
目
の
図
像
と
頭
書
は
、
同
じ
版
面
に
収
め
ら
れ
な
い
現
象
が
確
認
さ
れ
る
。
寛
政
版
本
は
、
版
面
の
ほ
と
ん
ど
の
ス
ペ
ー
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、

。

、

。

、

、

、

ス
を
図
像
に
配
分
し

図
像
を
重
視
し
て
い
る

中
村
惕
斎
の
原
著
で
あ
る
初
版
本
は

名
称
と
事
物
の
対
応
を
重
視
す
る

一
方

寛
政
版
本
は

そ
れ
と
異
な
り

図
像
だ
け
で
も
読
者
に
楽
し
め
る
よ
う
な
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。

第
四
に
、
寛
政
版
本
は
、
初
版
本
、
元
禄
版
本
に
比
べ
て

「
序

「
跋
」
等
を
増
補
し
て
い
る
。
表
２
は
、
初
版
本
、
元
禄
版
本
、
寛
政
版
本
の
構
成
、
説
明
文
、

、

」

体
裁
を
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
２
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
、
元
禄
版
本
、
寛
政
版
本

『

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
版

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
版

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
版

戊
申
冬
十
一
月
望
越
前
力
丸
光
「
序
」

寛
文
丙
午
秋
七
月
惕
斎
「
叙
」

寛
文
丙
午
秋
七
月
惕
斎
「
叙
」

寛
文
丙
午
秋
七
月
惕
斎
「
叙
」

構
成

天
明
元
辛
丑
之
夏
謙
翁
「
三
才
千
字
文
序
」

惕
斎
「
凡
例
」

惕
斎
「
凡
例
」

「
凡
例
」

「
目
録
」

「
目
録
」

「
目
録
」

巻
一

天
文

―
巻
二
○

花
草

巻
一

天
文

―
巻
二
○

花
草

巻
二
一

雑
類

巻
一
「
天
文
」
―
巻
二
○
「
花
草

、
巻
二
一
「
雑
類
」

「

」

「

」

「

」

「

」
、

「

」

」

己
酉
四
月
春
荘
瑞
隆
「
跋
」

説
明
文

漢
文
体
・
楷
書

平
仮
名
漢
字
交
じ
り
文
・
行
草
書
体

平
仮
名
漢
字
交
じ
り
文
・
行
草
書
体

体
裁

一
図
に
一
項
目

一
図
に
一
項
目

一
図
に
一
項
目
も
し
く
は
複
数
の
項
目

表
２
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
ず
、
初
版
本
、
元
禄
版
本
に
比
べ
て
、
寛
政
版
本
は
、
戊
申
冬
十
一
月
望
越
前
力
丸
光
「
序

、
天
明
元
辛
丑
之
夏
謙
翁
「
三
才
千
字
文
序

、
己
酉
四
月
春
荘
瑞

」

」

隆
「
跋
」
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
元
禄
版
本
と
寛
政
版
本
は
、
と
も
に
初
版
本
の
撰
者
惕
斎
の
手
に
よ
る
「
叙
」
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た
、
元
禄
版
本
は
、
初
版
本
と
同
じ
く
楷
書
体
で
あ
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る
が
、
寛
政
版
本
は
、
そ
れ
を
行
草
書
体
に
変
え
た
。
ま
た
、
寛
政
版
本
は
、
越
前
力
丸
光
「
序

、
惕
斎
「
叙

、
謙
翁
「
三
才
千
字
文
序
」
の
書
体
が
そ
れ
ぞ
れ
異

」

」

な
り
、
区
別
さ
れ
て
い
る
工
夫
が
み
ら
れ
る
。

惕

ま
た
、
元
禄
版
本
は
、
初
版
本
の
惕
齋
の
手
に
よ
る
「
凡
例
」
の
内
容
を
踏
襲
し
、
書
体
も
初
版
本
の
楷
書
体
を
踏
襲
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
寛
政
版
本
は
、

斎
「
凡
例
」
を
踏
襲
し
、
す
べ
て
の
漢
字
に
振
り
仮
名
を
付
け

「
三
才
千
字
文
」
に
関
す
る
内
容
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。
書
体
は
同
じ
く
楷
書
体
で
あ
る
。

、

寛
文
版
本
・
中
村
惕
齋
「
叙
」

元
禄
版
本
・
中
村
惕
斎
「
叙
」

寛
政
版
本
・
巻
首

寛
政
版
本
・
中
村
惕
斎
「
叙
」

寛
政
版
本
・
越
前
力
丸
光
「
序
」

寛
政
版
本
・
謙
翁
「
三
才
千
字
文
序
」
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ま
た
、
寛
政
版
本
の
巻
首
に
付
さ
れ
た
書
肆
の
紹
介
の
文
句
は
、
子
供
た
ち
が
こ
の
書
を
通
し
て

事
物
の
名
称
を
わ
き
ま
え
、
文
字
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
効

、

果
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

【
本
文
】

此
書
は
、
天
文
・
地
理
大
か
た
よ
り
、
よ
の
中
の
と
り
お
こ
な
ふ
わ
ざ
、
ま
た
草
木
の
葉
の
し
げ
り
、
花
の
う
つ
く
し
き
も
や
う
、
ど
り
・
け
も
の
、
と
く
あ
り

て
、
す
が
た
、
ま
事
に
お
も
し
ろ
く
、
か
き
つ
ら
ね
、
わ
ら
は
べ
の
も
て
あ
そ
び
し
て
、
も
の
の
な
を
わ
か
ち
、
文
字
を
覚
ゆ
る
、
ち
か
み
ち
と
す
。

皇
都
書
肆

九
皐
堂

梓
行

【
大
意
】

こ
の
書
は
、
天
文
・
地
理
の
ほ
と
ん
ど
の
事
柄
か
ら
、
世
の
中
で
行
う
営
み
、
お
よ
び
草
木
の
茂
る
さ
ま
、
花
の
美
し
い
様
子
、
鳥
・
獣
に
は
（
そ
れ
ぞ
れ
）
生

ま
れ
つ
き
の
性
質
が
あ
り
、
姿
が
非
常
に
風
情
が
あ
る
の
で
、
あ
れ
こ
れ
並
べ
て
描
き
、
子
供
達
が
興
じ
楽
し
ん
で
、
物
の
名
を
区
別
し

（
そ
れ
が
子
供
た
ち
に

、

と
っ
て
）
文
字
を
覚
え
る
近
道
と
な
る
の
で
あ
る
。

皇
都
書
肆

九
皐
堂

梓
行

こ
こ
か
ら
先
は

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
政
版
本
に
増
補
さ
れ
た
、
越
前
力
丸
光
「
序

、
天
明
元
辛
丑
之
夏
謙
翁
「
三
才
千
字
文
序

、
己
酉
四
月
春
荘
瑞
隆
「
跋
」
を
読

、

」

」

み
解
き
、
寛
政
版
本
の
成
立
背
景
、
編
纂
意
図
を
分
析
し
た
い
。

二
、
越
前
力
丸
光
撰
「
増
補
訓
蒙
図
彙
序
」
攷

、

、

、

。

、

、

、

、

越
前
力
丸
光

す
な
わ
ち
力
丸
東
山
は

幼
児
の
教
育
の
重
要
性

学
問
の
導
き
と
寛
政
版
本
の
価
値
を
述
べ
た

以
下

考
察
の
都
合
上

本
文

訓
み
下
し
文

大
意
、
語
釈
の
順
で
記
し
て
い
く
。

【
本
文
①
】

レ

二

一

レ

レ

蓋
聞

、
陋

巷
無

術
之
徒

育

子

、
乳
哺
含

飴
之
餘

、
動

輒

喋
々

乎
。
無

稽
之
説
以

不

已

。
惟

襁

褓

ク

ノ

ス
ル

ヲ

リ

モ
ス
レ
バ

チ

タ
ル

テ

シ

ヲ

ト

マ

レ

ノ

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

引

伸

怪

乱
之
事

所
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熟

、

、

ス
ル

リ

ト

ク
ノ

ニ

ル
ト
キ
ハ

ト

チ

レ

ル
ト

コ
ト
ヲ

ノ

ニ

フ

シ

ヲ

レ
ド
モ

為

性

、
附

朱

之
物

為

丹

、
則

我

恐

癖
姦

疾
之
子
弟
、
出

其

間

云

。
昔

者
婦
人
身

子

、
自

持
有

レ

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

三

＿

＿

＿

レ

レ

レ

二

一

レ

レ

ハ
ラ
ム

厳

、
猶
且

堤

防

視

聴

或

不

正

。
及

其
已

生

、
雖

不

知
不

識
、
擇

人

、
使

為

之

則

。
故

邪

色
不

染

ナ
ル

ツ

ス

ノ

ン
カ
ト

シ

ニ

ル
ヽ
ニ

ト

ン
デ

ヲ

ム

サ

レ
ガ

リ
ヲ

ニ

二

一
レ

二

一

二

レ

一
レ

レ

レ

一

レ

＿

＿

＿

二

モ
シ
ク
ハ

焉
。
淫

聲
無

觸

焉
。
唯

善
是

傚

。
所

謂
嬉

戯
之
設

礼

容

、
有

本

焉
乎
。
本
立

而
道
生

、
根
固

而
材
成

。
自

古
記

之
。

＿

＿

＿

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

ル
ヽ

ぐ

レ

フ

ル

ヲ

テ

シ

シ
テ

ル

ン
カ

ヅ
ノ
コ
ト

【
訓
み
下
し
文
】

蓋
し
聞
く
、
陋
巷
無
術
の
徒
の
子
を
育
す
る
を
、
乳
哺
含
飴
の
餘
り
、
動
も
す
れ
ば
輒
ち
喋
々
た
る
や
。
無
稽
の
説
以
て
怪
乱
の
事
を
引
伸
し
て
已
ま
ず
と
。
惟
れ

襁
褓
の
熟
す
る
所
、
性
と
為
り
、
朱
に
附
く
の
物
、
丹
と
為
る
と
き
は
、
則
ち
我
れ

襁
褓
の
熟
す
る
所
、
性
と
為
り
、
朱
に
附
く
の
物
、
丹
と
為
る
と
き
は
、
則
ち
我
れ

癖
姦
疾
の
子
弟
、
其
の
間
に
出
づ
る
こ
と
を
恐
る
と
云
ふ
。
昔
婦
人
子
を
身

む
。
自
持
厳
な
る
有
れ
ど
も
、
猶
ほ
且
つ
視
聴
の
或
は
正
し
か
ら
ざ
ら
ん
か
と
堤
防
す
。
其
の
已
に
生
る
る
に
及
び
て
、
知
ら
ず
識
ら
ず
と
雖
も
、
人
を
擇
ん
で
、

之
が
則
を
為
さ
し
む
。
故
に
邪
色
染
め
ず
。
淫
聲
觸
る
る
こ
と
無
し
。
唯
だ
善
の
み
是
れ
傚
ふ
。
謂
ふ
所
の
嬉
戯
の
礼
容
を
設
る
、
本
づ
の
こ
と
有
ら
ん
か
。
本
立

（
と
）

ち
て
道
生
じ
、
根
固
く
し
て
材
成
る
。
古
よ
り
之
を
記
す
。

【
大
意
】

思
う
に
、
聞
く
こ
と
に
は
、
む
さ
苦
し
い
裏
町
に
住
む
無
学
の
人
が
、
嬰
児
の
養
育
、
年
寄
り
の
暇
つ
ぶ
し
の
時
に
、
絶
え
ず
語
り
か
け
る
こ
と
で
子
弟
を
教
え
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
根
拠
の
な
い
説
で
怪
異
の
事
を
押
し
広
め
て
や
ま
な
い
。
赤
ん
坊
が
聞
く
と
も
な
く
、
大
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
話
に
馴
染
ん
で

盗
癖
や

く
る
。
赤
ん
坊
の
馴
染
ん
だ
も
の
が
、
本
性
と
な
る
こ
と
は
、
ま
た
朱
に
触
れ
た
も
の
が
赤
く
な
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
我
は
、

あ
る
説
に
よ
れ
ば
、
昔
婦
人
が
子
を
孕
む
時
、
自
分
を
厳
し
く
戒
め
る

悪
病
の
あ
る
子
弟
が
そ
う
い
う
所
か
ら
出
現
す
る
こ
と
を
、
心
配
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
は
、
も
し
か
し
た
ら
正
し
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
警
戒
す
る
。
子
供
が
す
で
に
生
れ
た
ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち

「
こ
の
人
で
あ
る
」
と
先
生
を
選
ん
で
、
そ
の
人
を
規
範
と
し
て
子
供
に
習
わ
せ
る
。
そ
こ
で
、
子
供
は
不
正
な
こ
と
に
染
ま
な
い
。
だ
ら
し
な
い
こ
と
に

、

も
触
れ
さ
せ
な
い
。
子
供
た
ち
は
、
よ
い
こ
と
だ
け
を
真
似
す
る

『
史
記
・
孔
子
世
家
』
に
い
う
と
こ
ろ
の
、
遊
び
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
礼
儀
を
身
に
つ
け
る
と

。

い
う
の
は
、
基
礎
の
知
識
を
習
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
根
本
が
立
て
ば
道
が
生
じ
、
根
元
が
固
け
れ
ば
い
い
材
料
と
な
る
。
古
く
か
ら
こ
の
教
え
を
記
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

【
語
釈
】

〇
陋
巷
：
狭
く
て
む
さ
く
る
し
い
裏
町
。

〇
無
術
之
徒
：
学
問
が
な
い
人
。

〇
乳
哺
：
乳
を
与
え
て
嬰
児
を
養
育
す
る
こ
と
。
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〇
含
飴
：
含
飴
弄
孫
、
が
ん
い
ろ
う
そ
ん

「
飴
を
含
ん
で
孫
を
弄
ぶ
」
と
も
読
む
。
飴
を
舐
め
な
が
ら
孫
と
戯
れ
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
年
老
い
て
仕
事
を
止
め
た
後

。

に
、
気
楽
な
生
活
を
過
ご
す
様
子

『
後
漢
書
・
明
徳
馬
皇
后
紀
』
に
「
吾
但
当
含
飴
弄
孫
、
不
能
復
関
政
矣
」
と
あ
る
。

。

〇
動
輒
：
や
や
も
す
れ
ば
す
な
わ
ち
。
あ
る
状
況
に
な
り
や
す
い
さ
ま
。
と
も
す
れ
ば
。
や
や
も
す
る
と

〇
喋
々
：
絶
え
ず
に
し
ゃ
べ
る
こ
と
。

〇
無
稽
：
根
拠
が
な
く
、
で
た
ら
め
な
こ
と
。

〇
引
伸
：
一
つ
の
事
や
意
味
か
ら
、
ほ
か
の
事
や
意
味
に
押
し
広
め
る
こ
と
。

〇

『
論
語
・
述
而
』
に
「
子
不

語

怪
・
力
・
乱
・
神

」
と
あ
る
。

怪
乱
：
怪
異
の
こ
と
。

レ

二

一

〇
襁
褓
：
き
ょ
う
ほ
う
。
赤
ん
坊
。
襁
は
赤
ん
坊
を
背
負
う
帯
。
褓
は
赤
ん
坊
を
覆
う
衣
。

〇
附
朱
之
物
為
丹
：
朱
に
触
れ
た
も
の
が
赤
く
な
る
。
丹
：
赤
色
。

〇〇

麻
姦
疾
之
子
弟
：
拙
く
て
劣
っ
て
い
る
若
者
。

〇

：
せ
つ
。
竊
。
窃
。
盗
む
こ
と
。
麻
：
麻
で
作
っ
た
衣
類
。

〇

麻
：
衣
服
を
盗
む
。
姦
：
か
ん
。
不
正
な
心
を

持
っ
て
、
悪
賢
い
。
疾
：
病
。
姦
疾
：
不
正
な
心
で
悩
み
苦
し
む
こ
と
。
子
弟
：
子
と
弟
。
集
団
の
中
の
若
者
。

〇
堤
防
：
用
心
深
く
警
戒
す
る
。

〇
則
：
の
り
。
規
範
、
法
則
。

〇
不
知
不
識
：
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
。

〇
習
本
：
基
礎
の
も
の
、
基
礎
の
知
識
を
習
う
。

〇
觸
：
触
。
触
れ
る
。

〇

：

史
記
』
巻
四
七
「
孔
子
世
家
」
に
「

」
と
あ
る
。
礼
容
：
礼
儀
正
し
い
こ
と
。

所
謂
嬉
戯
之
設
礼
容

孔
子
為
兒
嬉
戲
、
常
陳
俎
豆
、
設
礼
容

『

〇
本
立
而
道
生
：
根
本
が
立
て
ば
道
が
生
じ
る

『
論
語
・
学
而
』
に
「
有
子
曰

『
其
為

人
也
、
孝
弟
而
好

犯

上
者
、
鮮
矣
。
不

好

犯

上
而
好

作

乱
者
、
未

。

、

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

之
有

也
。
君
子
務

本
。
本
立
而
道
生
。
孝
弟
也
者
、
其
為

仁
之
本

與
！

」
と
あ
る
。

二

一

レ

二

一

』

レ

レ

レ

〇
根
固

而
材
成

：
根
元
が
固
け
れ
ば
い
い
材
料
と
な
る
。
宋
・
林
逋
『
省
心
録
』
に
「
木
有

所

養
、
則
根

本
固

而
枝

葉
茂

。
栋

梁
之
材
成

。
水
有

シ
テ

ル

フ

シ
テ

シ

ル

＿

＿

＿

マ
マ

所

養
、
則
泉

源
壮

而
流

派
長

、
灌

溉
之
利
博

。
人
有

所

養
、
則
志

気
大

、
而
識

見
明

」
と
あ
る
。

レ

レ

レ

＿

＿

＿

＿

＿

ニ
シ
テ

ク

シ

ニ
シ
テ

ナ
リ

幼
児
の
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

、

、

、

。

、

、

幼
児
は

環
境
に
影
響
さ
れ
や
す
く

周
り
の
大
人
か
ら
聞
い
た
話
が

自
然
に
そ
の
人
の
本
性
と
な
る

も
し
根
拠
の
な
い
話

怪
異
の
事
ば
か
り
聞
か
せ
た
ら

そ
の
子
供
の
成
長
に
は
不
利
で
あ
る
。
昔
の
人
も
、
子
供
の
教
育
を
重
視
し
、
子
供
に
信
頼
さ
れ
る
先
生
だ
け
に
習
わ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
子
供
は
不
正
な
こ
と

押
さ

等
に
染
ま
な
い
で
す
む
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
遊
び
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
礼
儀
を
身
に
つ
け
、
基
礎
の
知
識
を
習
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
根
本
な
こ
と
を
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。

え
れ
ば
、
そ
の
人
の
人
生
の
道
も
開
い
て
く
る

【
本
文
②
】

今
夫

道

徳
之
広
、
皆
本

于
文

字

、
而
問

其
津

、
則

学

者
以

識

字

為

本

。
無

論

、
而

筆

研
。
之
於

孩

提

、

レ

ヒ
テ

ニ

フ
ト
キ
ハ

ヲ

チ

ル
コ
ト

ヲ

ト

レ
ド
モ

ル

ニ

＿

＿

＿

＿

＿

＿

二

一

二

一

レ

レ

レ

二

一

二

一

美

ノ

メ

ク

キ
ガ

シ

キ
ガ

リ
ハ

ル

ル
ニ

ノ

ル

ド

リ

シ

ツ

ル

其

始

若

苦

若

辛

。
自

非

有

善

誘

在

、
殆

不

可

得
。
於

是
有

若

中

村

氏
訓

蒙
図

彙
之
術

、
可

謂

善

誨
不

レ

レ

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

二

一

レ

＿

＿

＿

＿

＿

＿

カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ

倦
者

。
頃

又
其
増

補
刻
成

。
其
人
使

余

讃

一

辞

、
余
一

披

巻

閲

之

。
数

與
方

名

不

容

言

、
啓

蒙
之
要

訣
、
記

学
之

レ

三

二

一

レ

レ

レ

レ

ノ
ト

ロ

ル

ヲ
シ
テ

ヲ

タ
ビ

キ

ヲ

ス

ヲ

ト

ト
ハ

レ

ヲ

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

捷

径
、
上

自

雲

行
雨

施
之
略

、
下

至

鳥

飛
魚

躍
之
状

、
品

物
畢

陳

、
図

象
可

愛

。
設
令

有

陋

巷
無

術
之
徒

、
当

諸

無

ミ

モ

ニ

ク

ネ

ス

ム
モ

ラ

テ

レ
ヲ

二

一

二

一

レ

レ

二

一

下

モ
シ

稽
之
説
・
引

伸

怪

乱

者

為

顧

復
之
資

、
則

襁

褓

為

性
、
附

朱

之
物

為

丹
、
乃
古
之
道

之
不

遠

。
文

之
習

之

二

一

上

二

一

レ

レ

レ

レ

レ

ス
ル

ヲ

ノ
ニ

ス
ト
キ
ハ

ト

チ

ノ

ク
ノ

ニ

ハ

ノ

カ
ラ

ノ

ノ

＿

＿

＿

所

熟

十
一
月
望
。

所

導

、
自

然
向

立

身
之
階

梯

、
亦
何

疑

。
盛
哉

時

乎
。
時
也
。
此

為

序

。
戊

申

冬

レ

二

一

レ

ビ
ク

ン
モ

ニ

ゾ

ン

ナ
ル
カ
ト
キ

カ

レ
ヲ

ト

ノ

ノ

＿

＿

＿

＿

越
前
力
丸
光
撰

【
訓
み
下
し
文
】

今
夫
れ
道
徳
の
広
さ
、
皆
文
字
に
本
づ
ひ
て
、
其
の
津
を
問
ふ
と
き
は
、
則
ち
学
者
は
字
を
識
る
こ
と
を
以
て
本
と
為
す
。
美
論
無
く
、
而
れ
ど
も
筆
研
す
。
之
孩

提
に
於
け
る
、
其
の
始
め
苦
き
が
若
く
、
辛
き
が
若
し
。
善
誘
の
在
る
有
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
殆
ど
得
べ
か
ら
ず
。
是
に
於
い
て

若

中
村
氏
『
訓
蒙
図
彙
』

こ
こ

カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ

の
術
有
り
。
謂
ひ
つ
べ
し
。
善
く
誨
え
て
倦
ま
ざ
る
者
と
。
頃
ろ
又
其
の
増
補
刻
り
成
る
。
其
の
人

余
を
し
て
一
辞
を
讃
せ
し
め
、
余
一
た
び
巻
を
披
き
、
之
を
閲

す
。
数
と
方
名
と
は
言
を
容
れ
ず
、
啓
蒙
の
要
訣
、
記
学
の
捷
径
、
上
は
雲
行
雨
施
の
略
よ
り
、
下
は
鳥
飛
・
魚
躍
の
状
に
至
る
ま
で
、
品
物
畢
く
陳
ね
、
図
象
愛

す
べ
し
。
設
陋
巷
無
術
の
徒
を
有
ら
し
む
も
、
諸
れ
を
無
稽
の
説
・
怪
乱
を
引
伸
す
る
者
に
当
た
り
て
顧
復
の
資
と
為
す
と
き
は
、
則
ち
襁
褓
の
熟
す
る
所
は
性
と

モ
シ

為
り
、
朱
に
附
く
の
物
は
丹
と
為
し
、
乃
ち
古
の
道
の
遠
か
ら
ず
。
文
の
習
の
導
く
所
、
自
然
に
立
身
の
階
梯
に
向
か
ん
も
、
亦
何
ぞ
疑
わ
ん
。
盛
な
る
が
時
か
。

時
な
り
。
此
れ
を
序
と
為
す
。
戊
申
の
冬
の
十
一
月
望
。

越
前
力
丸
光
撰

【
大
意
】

そ
も
そ
も
道
徳
の
広
さ
は
、
す
べ
て
文
字
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
道
を
探
る
と
き
は
、
学
者
は
字
を
知
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
高
論
が
な
い
が
文
章
で
述
作
す

る
。
二
、
三
歳
く
ら
い
の

辛
か
っ
た
り
す
る
よ
う
で
あ
る
。
良
い
教
え
が
な
け
れ
ば
、
子
供
は
文
字
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

幼
児
の
場
合
、
初
め
は
苦
し
ん
だ
り
、

出
来
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
中
村
氏
の
撰
と
な
る
『
訓
蒙
図
彙
』
の
手
立
て
が
あ
る
。
中
村
氏
は
、
飽
き
ず
に
良
く
教
え
導
く
人
と
言
え
よ
う
。
近
頃
、
ま
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た
そ
の
増
補
版
が
彫
り
上
が
る
。
書
肆
の
人
は
、
私
に
一
言
の
賞
讃
の
言
葉
を
依
頼
し
た
。
私
は
一
度
こ
の
書
物
を
あ
け
て
閲
覧
し
た
。
増
補
版
の
収
録
す
る
項
目

の
数
と
掲
出
語
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
充
実
し
て
お
り
、
啓
蒙
の
肝
心
な
と
こ
ろ
も
き
ち
ん
と
押
え
て
い
て
、
字
を
覚
え
る
近
道
に
な
っ
て
い
る
。
上
は
雲
行
・
雨

施
の
大
体
な
様
子
よ
り
、
下
は
鳥
飛
・
魚
躍
の
姿
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
物
事
を
漏
れ
な
く
連
ね
て
い
て
、
図
像
も
可
愛
ら
し
い
。
た
と
え
陋
巷
無
術
の
人
が
い
る

に
し
て
も
、
こ
の
書
物
を
こ
れ
ら
無
稽
の
説
・
怪
乱
を
押
し
広
め
る
人
々
に
あ
て
て
、
彼
ら
の
子
育
て
の
一
助
と
し
て
用
い
る
と
き
は
、
す
な
わ
ち
、
赤
ん
坊
の
馴

と
な
り
、
朱
に
触
れ
た
も
の
は
赤
く
な
り
、
か
く
し
て
古
の
道
も
（
そ
の
子
か
ら
）
遠
く
な
い
の
で
あ
る
。

染
ん
だ
も
の
が
本
性

学
門
の
習
い
の
導
く
と
こ
ろ
が
、
自
然
に
立
身
の
手
ほ
ど
き
に
向
か
う
こ
と
も
、
ま
た
ど
う
し
て
疑
お
う
か
。
い
い
え
、
何
も
疑
う
こ
と
が
な
い
。
こ
の
書
の
刊
行

は
、
栄
え
る
時
期
で
あ
ろ
う
か
。
時
宜
に
適
う
い
い
時
で
あ
る
。
こ
れ
を
序
と
す
る
。
戊
申
の
冬
の
十
一
月
望
。

越
前
力
丸
光
撰

【
語
釈
】

。「

」

。

、

、

。

、

。

〇
雲
行
雨
施
：
う
ん
こ
う
う
し

雲
行
き
雨
施
す

と
訓
み
下
し
文
す
る

雲
が
流
れ

雨
が
降
り

万
物
を
潤
す
恩
恵
を
施
す
こ
と

ま
た

天
下
太
平
の
た
と
え

之
、
使

〇
問
津
：
船
着
き
場
を
問
う
こ
と
。
転
じ
て
、
学
問
の
手
引
き
を
た
ず
ね
る
こ
と
。
津
：
船
着
き
場

『
論
語
・
微
子
』
に
「
长
沮
・
桀
溺
耦
而
耕
。
孔
子
過

。

レ

津
焉

、
晋
・
陶
渊
明
『
桃
花
源
』
に
「
後
遂
无
問
津
者
」
と
あ
る
。

二

一
レ

子
路
问

」

〇
美
論
：
高
論
、
立
派
な
理
論
。

〇
筆
研
：
筆
と
硯
。
転
じ
て
、
文
章
述
作
の
こ
と
。

〇
孩
提
：
二
、
三
歳
く
ら
い
の
幼
児
。
み
ど
り
ご
。
お
さ
な
ご
。

〇
善
誘
：
よ
く
教
え
導
く
こ
と
。
教
育
。

〇
術
：
方
法
、
手
立
て
。

〇
善
誨
不
倦
：
善
く
誨
え
て
倦
ま
ず
。
手
抜
き
せ
ず
、
人
を
教
え
導
く
こ
と
。
相
手
が
理
解
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
飽
き
ず
に
教
え
る
こ
と
。
誨
：
教
え
る

こ
と
。

〇
要
訣
：
物
事
の
肝
要
で
、
コ
ア
な
内
容
。
秘
訣
。

〇
記
字
：
字
を
覚
え
る
。

〇
捷
径
：
し
ょ
う
け
い
。
近
道
。

〇
略
：
お
お
ら
か
の
さ
ま
。
だ
い
た
い
。

〇
状
：
情
状
、
か
た
ち
、
姿
。
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〇
品
物
：
様
々
な
物
。
品
：
た
く
さ
ん
、
様
々
。

〇
畢
：
こ
と
ご
と
く
。
漏
れ
る
こ
と
な
く
、
全
部
。

〇
可
愛
：
人
々
を
喜
ば
せ
る
。
か
わ
い
ら
し
い
。

我
復

我

出
入
腹

我
」
と
あ
る
。

〇
顧
復
：
親
が
子
供
に
目
を
か
け
、
庇
護
す
る
こ
と
。
厚
く
子
供
を
愛
し
て
、
育
て
る
こ
と

『
詩
経
・
小
雅
・
蓼
莪
』
に
「
顧

。

レ

レ

レ

文
：
文
字
で
書
き
し
る
し
た
書
物
等
。
学
問
。

〇

身
行

道
、
揚

名
於

〇
立
身
：
身
を
修
め
、
徳
を
磨
き
、
人
格
を
完
成
さ
せ
、
立
派
な
人
物
に
な
る
こ
と
。
一
人
前
に
な
る
こ
と

『
孝
経
・
開
宗
明
義
章
』
に
「
立

。

レ

レ

二

孝
之
終
也
」
と
あ
る
。

後
世

、
以
顕

父
母

、

一

二

一

〇
階
梯
：
か
い
て
い
。
も
と
は
、
梯
子
段
、
は
し
ご
だ
ん
の
意
。
転
じ
て
、
学
問
な
ど
の
手
ほ
ど
き
、
ま
た
、
そ
の
入
門
書
。

〇
時
也
：
ち
ょ
う
ど
時
節
が
来
て
い
る
。

〇
戊
申
：
天
明
八
年
、
一
七
八
八
年

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
政
版
本
が
刊
行
さ
れ
る
一
年
前
。

。

〇
望
：
も
ち
。
陰
暦
で
、
月
の
十
五
日
。
満
月
の
日
。

〇
越
前
力
丸
光
：
力
丸
東
山
。
名
は
之
光
、
字
は
公
暉
、
号
は
東
山
、
松
園
で
あ
る

『
越
前
人
物
誌
』
に

「
東
山
越
前
に
生
れ
学
を
好
み
、
京
師
に
流
浪
し
、
初
め

。

、

伏
原
に
古
学
を
学
び
、
那
波
魯
堂
の
性
理
学
を
学
び
、
詩
文
を
巧
み
に
書
を
能
す
、
和
漢
兵
法
を
講
究
し
て
大
に
尚
武
の
道
を
進
張
せ
ん
と
て
著
書
に
自
説
を
述
ぶ
、

（

）

、

」

。『

』「

」

、

帷
を
京
師
白
山
町
に
下
し
て
青
松
塾
と
称
す

中
略

文
化
十
二
年
十
月
廿
四
日
卒
す

京
都
智
恩
寺
に
葬
る

と
あ
る

若
越
墓
碑
め
ぐ
り

力
丸
東
山
墓

に

「
福
井
人
、
京
都
に
住
し
、
詩
文
を
能
く
し
、
兵
学
に
精
し
、
文
化
十
二
年
十
月
廿
四
日
歿
す
、
享
年
五
十
九
」
と
あ
る
。

学
問
の
導
き
と
寛
政
版
本
の
価
値
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

、

、

。

『

』

、

、

。

学
問
に
は

文
字
を
識
る
こ
と
は

基
本
な
こ
と
で
あ
る

中
村
惕
斎
撰

訓
蒙
図
彙

は

子
供
た
ち
に
と
っ
て

文
字
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
ち
ょ
う
ど
い
い

今
、
そ
の
増
補
版
が
彫
り
上
が
り
、
そ
の
内
容
が
充
実
し
て
お
り
、
図
像
も
可
愛
ら
し
い
。
啓
蒙
の
要
の
部
分
を
押
さ
え
て
い
る
た
め
、
文
字
を
覚
え
る
近
道
に
な
っ

て
い
る
。

た
と
え
無
学
で
無
稽
の
説
・
怪
乱
の
事
を
押
し
広
め
る
人
々
が
い
る
に
し
て
も
、
も
し
そ
れ
ら
の
人
々
が
こ
の
書
を
子
育
て
に
用
い
た
ら
、
環
境
に
影
響
さ
れ
や
す
い

幼
児
で
も
、

学
問
の
習
い
の
正
し
い
導
き
が
、
自
然
に
立
身
出
世
の
手
ほ
ど
き
に
な
る
。
要
す
る
に
、
力

な
ん
と
古
の
道
も
（
そ
の
子
か
ら
）
遠
く
な
い
の
で
あ
る
。

、

『

』
、

『

』

、

。

丸
光
は

増
補
版

訓
蒙
図
彙

す
な
わ
ち

訓
蒙
図
彙

寛
政
版
本
を
学
問
の
入
門
書
と
し

幼
児
の
教
育
に
大
い
に
役
立
つ
書
物
と
し
て
褒
め
称
え
た
の
で
あ
る
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三
、
謙
翁
撰
「
三
才
千
字
文
序
」
攷

こ
の
序
で
重
要
な
の
は
、
初
版
本
の
「
四
言
千
文
」
を
揮
毫
し
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
考
察
の
都
合
上
、
本
文
、
大
意
、
語
釈
の
順
で
記
し
て
い
く
。

【
本
文
】

先
人
の
智
あ
る
は
自
然
也
。
見
聞
す
る
所
を
心
に
記
し
て
事
物
の
理
を
弁
ふ
る
に
賢
愚
の
別
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
馴
る
に
随
ひ
て
、
其
端
を
覚
ら
ざ
る
者
な
し
。
学

問
の
優
劣
他
な
し
。
只
識
と
不
識
と
に
あ
り
。
近
世
惕
斎
先
生
訓
蒙
図
彙
を
著
て
、
童
蒙
に
便
す
。
則
人
を
し
て
品
物
の
名
象
を
識
し
め
ん
と
す
る
而
已
。
吾
家
の

児
女
輩
、
此
書
を
玩
で
、
先
生
の
餘
澤
を
蒙
る
事
少
か
ら
ず
。
故
に
能
書
生
某
に
属
し
、
書
中
の
四
言
千
文
を
筆
を
し
め
、
剞
劂
に
附
し
て
世
に
伝
へ
、
童
子
を
し

て
是
を
玩
し
め
、
傍
書
学
に
便
せ
ん
と
す
。
就
中
本
書
に
考
へ
て
図
画
・
訳
文
を
見
時
は
、
童
稚
の
識
を
博
く
す
る
の
一
助
な
ら
ず
や
。

天
明
元
辛
丑
之
夏
謙
翁
序

【
大
意
】

古
人
が
智
慧
を
持
つ
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
を
心
の
中
に
覚
え
て
、
事
物
の
理
を
わ
き
ま
え
る
の
に
賢
明
と
愚
痴
の
区
別
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
慣
れ
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
一
端
を
わ
き
ま
え
な
い
人
が
い
な
い
。
学
問
の
優
劣
は
ほ
か
に
な
い
。
た
だ
識
る
こ
と
と
識
ら
な
い
こ
と
に
あ
る
だ
け
で

あ
る
。
近
頃
、
惕
斎
先
生
が
『
訓
蒙
図
彙
』
を
著
し
て
、
童
蒙
に
便
利
な
よ
う
に
す
る
。
す
な
わ
ち
人
々
に
事
物
の
名
称
と
形
状
を
認
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
だ
け
で

あ
る
。
吾
が
家
の
子
供
た
ち
は
、
こ
の
書
物
を
興
じ
楽
し
ん
で
、
惕
齋
先
生
の
恩
沢
を
蒙
る
こ
と
が
少
く
な
い
。
故
に
能
書
生
某
に
依
頼
し
、
揮
毫
さ
せ

『
訓
蒙
図

、

彙
』
の
中
の
四
言
千
文
を
書
か
せ
、
こ
れ
を
刊
行
し
て
後
世
に
伝
え
、
子
供
に
賞
翫
さ
せ
、
そ
の
合
間
に
習
字
に
便
利
な
よ
う
に
す
る
。
と
り
わ
け
本
書
に
考
へ
て

図
画
・
説
明
文
を
見
る
時
は
、
子
供
の
見
識
を
広
げ
る
の
一
助
で
は
な
い
か
。

天
明
元
辛
丑
の
夏
謙
翁
序

【
語
釈
】

〇
覚
：
わ
き
ま
え
る
。
感
じ
と
る
。
意
識
す
る
。

〇
識
：
道
理
を
知
る
こ
と
。
物
事
を
知
り
分
け
る
。

〇
童
蒙
：
ま
だ
道
理
を
知
ら
な
い
子
供
。
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〇
餘
澤
：
お
か
げ
。
先
達
の
恩
沢
、
恩
恵
。

〇
能
書
生
：
文
字
を
巧
み
に
書
け
る
人
。

〇
属
：
属
す
る
。
依
頼
す
る
。

〇
天
明
元
辛
丑
：
天
明
元
年
（
一
七
八
一

。）

『
三
才
千
字
文
序
』
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

「

」

、

『

』
、

「

」

、「

」

。

「

」

「

」

謙
翁

は

中
村
惕
斎
撰

訓
蒙
図
彙

す
な
わ
ち
初
版
本
の
中
の

四
言
千
文

を

能
書
生
某

に
揮
毫
さ
せ
た

こ
の

三
才
千
字
文
序

を

謙
翁

が
記
し
た
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
は
、
寛
政
版
本
の
刊
行
に
先
立
つ
こ
と
八
年
で
あ
る
。

四
、
春
荘
端
隆
撰
「
跋
」
攷

端
春
荘
は
、
図
像
の
重
要
性

『
訓
蒙
図
彙
』
の
価
値
、
寛
政
版
本
の
刊
行
の
背
景
を
述
べ
た
。
以
下
、
考
察
の
都
合
上
、
本
文
、
訓
み
下
し

春
荘
端
隆
、
す
な
わ
ち

、

文
、
大
意
、
語
釈
の
順
で
記
し
て
い
く
。

【
本
文
①
】

、

、

、

、

、

。

、

、

夫

宮-

室
衣-

冠
動-

植
飛-

沈

凡-

百
器-

用

以

文-

字

写-

貌
其
状

則
苦-

搜
力-

索

劣

得

其
彷
彿

求

之
図-

繪

則
一-

目
瞭-

然

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

ヲ

ス
カ
ニ

ヲ

ニ

。

、

、

、

。

、

、

。

思
已

過

半

矣

故
古-

人
之
講

学

必
也
右-

書
左-

図

図-
書
並

称

所

従-

来

尚

矣

惕-

斎
先-

生
所

著
図-

彙

其
意

所

属

蓋
亦
在

乎
此

ニ

ニ

シ

ノ

レ

レ

二

一

レ

レ

二

一

_

其

書
奚

翅
訓-

導
童-

蒙

云

爾
。
雖

宿-

儒
老-

学

、
亦
有

資

以
広

致-

格
之
識

。
家

珎
人

藏
、
良

有

以
哉
。

ノ

ソ

テ

ニ

_
_

_
_

二

一

二

一

三

二

一

レ

【
訓
み
下
し
文
】

夫
れ
宮
室
・
衣
冠
・
動
植
・
飛
沈
、
凡
百
器
用
、
文
字
を
以
て
、
其
の
状
を
写
貌
す
れ
ば
、
則
ち
苦
搜
力
索
す
る
も
、
劣
ず
か
に
其
の
彷
彿
を
得
。
之
を
図
繪
に
求

む
れ
ば
、
則
ち
一
目
瞭
然
、
思
已
に
半
に
過
ぐ
。
故
に
古
人
の
学
を
講
ず
る
に
、
必
ず
や
右
書
左
図
な
り
。
図
書
並
び
称
し
、
従
り
て
来
る
所
尚
し
。
惕
斎
先
生
著

よ

ひ
さ

す
所
の
図
彙
、
其
の
意
の
属
す
る
所
、
蓋
し
亦
た
此
に
在
り
。
其
の
書
奚
ぞ
翅
に
童
蒙
を
訓
導
す
る
の
み
な
ら
ん
や
。
宿
儒
・
老
学
と
雖
も
、
亦
た
資
け
て
以
て
致

た
だ

格
の
識
を
広
む
る
こ
と
有
り
。
家
珎
と
し
、
人
藏
む
こ
と
、
良
に
以
有
り
。

い
え
ち
ん

お
さ

ま
こ
と

ゆ
え



- 55 -

【
大
意
】

そ
も
そ
も
居
室
・
服
装
・
動
植
物
・
魚
鳥
、
も
ろ
も
ろ
の
器
具
、
文
字
で
そ
の
様
子
を
描
写
す
る
と
、
す
な
わ
ち
、
苦
労
し
て
相
応
し
い
言
葉
を
探
し
て
も
、
わ
ず

か
に
そ
の
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
さ
ま
を
得
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
の
形
状
を
絵
図
に
よ
っ
て
求
め
れ
ば
、
す
な
わ
ち
一
目
瞭
然
で
、
考
え
て
み
た
ら
大
体
の
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
れ
故
、
古
代
の
人
が
学
問
を
講
ず
る
と
き
に
は
、
必
ず
右
に
解
説
文
、
左
に
絵
図
な
の
で
あ
る
。
絵
図
と
解
説
文
を
並
べ
て
論
じ
る
こ
と
は
、
従
来
古

。

『

』

、

。

、

。（

、

く
か
ら
続
い
て
い
る

思
う
に
惕
斎
先
生
が

訓
蒙
図
彙

を
著
す
意
図
も

ま
た
こ
こ
に
あ
る

そ
の
書
は

ど
う
し
て
た
だ
童
蒙
を
教
え
導
く
の
み
か

い
や

そ
う
で
は
な
い

）
長
年
学
問
に
励
む
儒
者
・
年
老
い
た
学
者
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
こ
の
書
に
よ
っ
て
格
物
致
知
の
知
識
を
広
め
る
こ
と
が
あ
る

（
人
々
が
そ
の
書

。

。

を
）
家
の
珍
宝
と
し
、
そ
れ
を
珍
蔵
す
る
こ
と
は
、
確
か
に
理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
。

【
語
釈
】

〇
飛
沈
：
空
を
飛
ぶ
鳥
と
水
に
沈
む
魚
。

〇
凡
百
：
は
ん
は
く
、
は
ん
ば
く
。
か
ず
か
ず
、
も
ろ
も
ろ
の
意
。

〇
写
貌
：
描
写
す
る
。

〇
劣
：
わ
ず
か
に
。
少
し
だ
け
。

〇
彷
彿
：
姿
が
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
さ
ま
。

二

一

レ

〇
思
已
過
半
：
思
い
已
に
半
ば
に
過
ぐ
。
大
体
な
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
を
洞
察
で
き
る

『
易
経
・
繫
辞
下
』
に
「
知
者

。

観

其
彖
辞

、
則
思
過

半
矣
」
と
あ
る
。

〇
尚
：
ひ
さ
し
。
ひ
さ
し
い
、
ふ
る
い
、
遠
い
。
ず
っ
と
続
い
て
古
い
。

〇
奚
翅
：
け
い
い
。
な
ん
ぞ
た
だ
に
。
何
但
。
翅
と
啻
と
音
通
、
翅
は
啻
の
仮
借

「
ど
う
し
て
た
だ
に
～
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い

「
～
ど
こ
ろ
か
、
～
も
」

。

」
、

食
之
重
者
、
與

禮
之
軽
者

、
而
比

之
、
奚
翅
食
重

」
と
あ
り

『
孟
子
集
注
』
に
「
翅
、
與

啻
同
、
古
字
通
用

（
中
略
）

の
意

『
孟
子
・
告
子
下
』
に
「
取

。

三

二

一

レ

レ

。

、

。

（
後
略

」
と
あ
る
。
奚
：
な
ん
ぞ
。
ど
う
し
て
。
な
ぜ
。
反
語
を
表
わ
す
助
辞
。

奚
翅
、
猶

言

何
但

レ

二

一

。

）

〇
爾
：
の
み
。

〇
宿
儒
：
宿
学
。
宿
碩
。
長
年
の
経
験
を
積
ん
だ
儒
者
。

〇
老
学
：
年
老
い
た
学
者
。

〇
致
格
：
致
知
格
物

『
大
学
』
に
「

物
」
と
あ
る

「
知
を
致
す
は
物
に
格
る
に
在
り
」
の
意
。
窮
極
の
目
的
が
「
平
天
下
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
至
る

。

。

致

知
在

格

レ

レ

レ

い
た

た
め
に
、
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
・
斉
家
・
治
国
を
必
要
と
す
る
。
朱
子
に
よ
れ
ば

「
致
と
は
、
推
し
極
め
る
の
意
。
知
は
識
と
同
じ
で
あ
る
。
わ
が
知

、
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識
を
推
し
極
め
て
、
そ
の
知
る
所
が
尽
さ
な
い
こ
と
が
な
い
こ
と
を
欲
す
る
の
で
あ
る
。
格
は
至
る
で
あ
る
。
物
は
事
と
同
じ
で
あ
る
。
事
物
の
理
に
窮
め
至
っ
て
、

そ
の
極
所
の
到
ら
な
い
こ
と
が
な
い
こ
と
を
欲
す
る
の
で
あ
る
」
と
。

物
に
い
た
る
」
と
訓
じ
、
個
々
の
事
物
に
つ
い
て
の
道
理
を
徹
底
的
に
究
明
す
る
こ
と
。
王
陽
明
に
よ
れ
ば

「
物
を
た
だ
す
」
と
訓
じ
、
対
象
に
向
か
う
心
の
動
き
を

、

正
し
く
す
る
こ
と
。

〇
珎
：
珍
に
同
じ
。

図
像
の
重
要
性
と
中
村
惕
斎
撰
『
訓
蒙
図
彙
』
の
価
値
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

図
像
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
た
め
、
古
く
か
ら
絵
図
と
解
説
文
を
並
べ
て
学
問
を
講
ず
る
伝
統
が
あ
る
。
惕
斎
が
『
訓
蒙
図
彙
』
を
著
す
意
図
も
、
こ
の
よ

第
一
に
、

う
な
伝
統
を
踏
襲
し
て
い
る
。

第
二
に
、
中
村
惕
斎
撰
『
訓
蒙
図
彙
』
は
、
た
だ
童
蒙
を
教
え
導
く
だ
け
で
な
く
、
長
年
学
問
に
励
む
儒
者
・
年
老
い
た
学
者
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
こ
の
書
に
よ
っ

て
格
物
致
知
の
知
識
を
広
め
る
こ
と
が
あ
る
。

第
三
に
、
以
上
の
理
由
で
、
人
々
が
『
訓
蒙
図
彙
』
を
家
の
珍
宝
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
当
時
『
訓
蒙
図
彙
』
の
評
判
が
良
か
っ
た
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。

【
本
文
②
】

従

寛-

文

逮

今

、
殆

百
幾
十
年
、
版
已

就

刓-

缺

、
今

玆
寛-

政
己-

酉
額

田

氏
主-

人
嘱

下

河

邊

氏

、
移-

写
舊
様

、
再-

刻
剞-

劂
、
而

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

ニ

ト

ニ

ニ

ヲ

_
_

_
_

_
_

ニ

コ
ト

フ

ロ

ニ

ニ

精-

工
縝-

密
、
視

舊

有

倍

焉
。
刻

成
、
請

余
以

一-
語

、
余

謂

、
近

有

春-

朝-

齋
山

城
名-

所
図-

会

、
亦
以

図-

繪
之
故

、
盛

行

乎
世

レ

レ

レ

二

一

二

一

二

一

二

_
_

_

、
朝-

摺
暮-

印
、
洛-

陽
紙

貴
。
彼

実

不

過

一-

臥-

遊

之
具

而
已
。
猶

且
見

賞
如

斯
。
況

之
大

有

益
之
書
、
非

徒

供

於
目-

翫

也
。
則

一

レ

二

一

レ

レ

レ

三

二

一

_
_

ハ

ニ

ノ

ニ

ヤ

ニ

ニ

ニ

必
與

彼
並
馳
、
而
超-

乗
過
此
、
如

指

諸
掌

。
余
預

為

額
田
翁

作

賀
、
翁
其

記

而
験

之
。

レ

レ

二

一

二

一

レ

レ

ニ

シ
メ

ノ

レ

シ
テ

セ
ヨ

己
酉
四
月

春
荘
端
隆

【
訓
み
下
し
文
】

寛
文
よ
り
今
に
逮
び
て
、
殆
ど
百
幾
十
年
な
り
。
版
已
に
刓
缺
に
就
く
。
今
玆
に
寛
政
己
酉
額
田
氏
主
人

下
河
邊
氏
に
嘱
し
、
舊
様
を
移
写
し
、
再
刻
・
剞
劂
し
、

お
よ

而
も
精
工
縝
密
な
り
。
舊
に
視
べ

倍
す
る
こ
と
有
り
。
刻
り
成
り
、
余
に
請
ふ
に
一
語
を
以
て
す
。
余
謂
ふ
、
近
ろ
春
朝
齋
山
城
名
所
図
会
有
る
も
、
亦
た
図
繪

、
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の
故
を
以
て
、
世
に
盛
ん
に
行
は
れ
、
朝
摺
り
暮
印
、
洛
陽
紙
貴
し
。
彼
は
実
に
一
臥
遊
の
具
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
猶
ほ
且
つ

況
ん

賞
め
ら
る
こ
と
斯
く
の
如
し
。

や
之
大
に
益
有
る
の
書
、
徒
に
目
翫
に
供
ふ
る
に
非
ざ
ら
ん
や
。
則
ち
必
ず
彼
と
並
び
に
馳
せ
、
而
も
超
乗
し
、
此
に
過
ぐ
こ
と
、
諸
を
掌
に
指
す
が
如
し
。
余
預

こ
れ

じ
め
額
田
翁
の
為
賀
を
作
り
、
翁
其
れ
記
し
て
之
を
験
せ
よ
。

己
酉
四
月

春
荘
端
隆

【
大
意
】

（

訓
蒙
図
彙
』
が
刊
行
さ
れ
た
）
寛
文
年
間
か
ら
今
に
至
っ
て
、
大
体
百
何
十
年
経
っ
た
。
元
の
版
木
が
す
で
に
す
り
減
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今
、
こ
こ
に
寛

『
政
己
酉
の
年
、
額
田
氏
主
人
が
下
河
邊
氏
に
依
頼
し
、
寛
文
年
間
の
書
の
様
子
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
り
、
再
び
版
木
を
彫
り
直
し
、
刊
行
し
た
。
し
か
も
、
細
工
が

精
緻
で
、
た
く
み
で
あ
る
。
寛
文
年
間
に
倍
す
る
精
緻
さ
で
あ
る
。
版
木
が
彫
り
上
が
る
と
、
私
に
一
言
書
か
せ
た
。
私
が
思
う
に
、
近
ご
ろ
竹
原
春
朝
齋
画
図
の

山
城
名
所
図
会
が
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
図
繪
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
た
め
、
世
の
中
に
盛
ん
に
行
わ
れ
、
短
い
間
に
再
版
が
印
刷
さ
れ
、
風
靡
し
て
広
く
流
布
し

て
い
る
。
そ
れ
は
実
は
た
だ
臥
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
道
具
に
過
ぎ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ほ
ど
褒
美
さ
れ
て
い
る
。
ま
し
て
や
こ
の
大
い
に
役
立
つ

書
物
が
、
単
純
に
目
で
楽
し
む
も
の
で
は
な
い
の
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
必
ず
山
城
名
所
図
会
と
並
び
に
名
を
馳
せ
、
し
か
も
、
そ
れ
を
乗
り
超
え
て

そ
れ
に
勝
る
の
は
、
こ
れ
を
掌
に
指
す
よ
う
に
明
ら
か
で
あ
る
。
私
は
前
も
っ
て
額
田
翁
の
た
め
に
祝
辞
を
つ
く
り
、
額
田
翁
は
そ
れ
を
記
し
て
こ
の
こ
と
を
実
現

し
、
検
証
せ
よ
。

己
酉
四
月

春
荘
端
隆

【
語
釈
】

〇
刓
缺
：
版
木
が
す
り
減
る
こ
と
。
破
損
。
磨
損
す
る
こ
と
。
磨
耗
す
る
こ
と
。

〇
下
河
邊
：
下
河
邊
拾
水
。

〇
嘱
：
し
ょ
く
す
。
依
頼
す
る
。
属
す
る
。

〇
移
写
：
転
写
。
書
・
図
絵
を
そ
の
ま
ま
紙
に
写
し
取
る
こ
と
。

〇
逮
：
お
よ
ぶ
。
あ
る
時
期
に
達
す
る
。

〇
己
酉
：
寛
政
元
年
（
一
七
八
九

。）

〇
剞
劂
：
版
木
を
彫
っ
て
、
印
刷
す
る
こ
と
。
上
梓
。
刊
行
。

〇
春
朝
齋
山
城
名
所
図
会
：
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊
、
秋
里
籬
島
撰
、
竹
原
春
朝
斎
画
『
都
名
所
図
会
』
六
巻
。
山
城
国
の
名
所
旧
跡
の
来
歴
に
、
多
く
の
風
景

画
を
添
え
た
地
誌
。
刊
行
後
、
好
評
を
博
し
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
続
編
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
寛
政
か
ら
天
保
に
か
け
て
約
七
〇
種
が
刊
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行
さ
れ
て
い
る
。

〇
洛
陽
紙
貴
：
著
作
が
一
時
期
に
風
靡
し
、
広
く
流
布
す
る
こ
と
の
た
と
え

『
晋
書
・
巻
九
十
二
・
文
苑
伝
・
左
思
伝
』
に
「
於
是
豪
貴
之
家
競
相
伝
写
、
洛
陽
為
之

。

紙
貴
」
と
あ
り
、
左
思
が
『
三
都
賦
』
を
完
成
し
た
後
、
多
く
の
人
た
ち
は
、
競
い
て
伝
写
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
洛
陽
の
紙
の
価
格
が
高
く
な
っ
た
故
事
が
あ
る
。

〇
臥
遊
：
臥
し
て
遊
ぶ
こ
と
。
横
に
な
っ
た
ま
ま
、
山
水
画
を
眺
め
て
、
そ
の
地
に
遊
ん
だ
よ
う
な
楽
し
み
を
味
わ
う
こ
と
。

「

。

、『

。

、

』

〇
如
指
諸
掌
：
諸
掌
を
指
す
よ
う
に

た
や
す
い

論
語
・
八
佾

に

、

。『

』

或
問

禘
之
説

子
曰

不

知
也

知

其
説

者
之
於

天
下

也

其
如

示
諸
斯
乎
！

二

一

レ

二

一

二

一

レ

」
と
あ
る
。

指

其
掌

二

一

。

〇
超
乗
：
乗
り
越
え
る
こ
と
。

端
春
荘
。
名
は
隆
、
字
は
文
仲
で
あ
る
。
享
保
十
七
（
一
七
三
二
）
～
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇

。
江
戸
中
期
の
漢
学
者
。
書
賈
を
業
と
し
て
、
天
明
八

〇
春
荘
端
隆
：

）

年
の
火
災
で
家
産
を
失
い
、
困
窮
に
な
っ
た

（
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
自
序
、
角
田
九
華
撰
『
近
世
叢
語
』
に

「
端
春
荘
罹
災
蕩
尽
家
産
（
中
略
）
端
春
荘
、
名

。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

隆

字
文
仲

江
都
人

遷
家
京
師

隠
于
賈

家
甚
貧
而
作
詩
自
適

頗
有
詩
才

為
人
卑
謙

遠
名
以
故

世
希
知
者

與
僧
六
如
親
善

毎
得
詩

即
有
字
不
穏

六
如
」
と
あ
る
。
著
作
に
『
春
荘
遺
稿
』
が
あ
る
。

輒
往
詢
之

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
政
版
本
の
刊
行
の
背
景
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

『
訓
蒙
図
彙
』
が
刊
行
さ
れ
た
寛
文
年
間
か
ら
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
至
っ
て
、
大
体
百
何
十
年
経
っ
た
。
元
の
版
木
が
す
で
に
す
り
減
る
よ
う
に
な

第
一
に
、

っ
て
い
る
。

第
二
に
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九

、
額
田
氏
主
人
が
絵
師
下
河
邊
拾
水
に
依
頼
し
、
初
版
本
に
倣
っ
て
絵
図
を
描
き
直
さ
せ
た
。
そ
う
し
て
、
再
び
版
木
を
彫
り
直

）

し
、
刊
行
し
た
。

第
三
に
、
寛
政
版
本
が
刊
行
さ
れ
る
九
年
前
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
、
秋
里
籬
島
撰
、
竹
原
春
朝
斎
画
『
都
名
所
図
会
』
六
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
好
評
を
博

し
た
た
め
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
続
編
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
名
所
図
会
で
さ
え
も
風
靡
し
て
広
く
流
布
す
る
な
ら
、
こ
の
役

立
つ
『
訓
蒙
図
彙
』
が
、
よ
り
広
く
流
布
す
る
だ
ろ
う
と
春
荘
端
隆
は
予
言
す
る
。
書
肆
の
人
は

『
訓
蒙
図
彙
』
を
狙
い
目
と
し
て
、
増
補
版
を
刊
行
し
た
こ
と
が
読

、

み
取
れ
る
。五

、
む
す
び

中
村
惕
斎
撰
『
訓
蒙
図
彙

、
す
な
わ
ち
初
版
本
は
、
当
時
の
人
々
に
珍
重
さ
れ
て
お
り
、
童
蒙
を
教
え
導
く
だ
け
で
な
く
、
長
年
学
問
に
励
む
学
者
に
も
役
立
つ
書

』
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と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、
初
版
本
の
一
二
三
年
後
、
元
禄
版
本
の
九
四
年
後
に
成
立
し
た
寛
政
版
本
は
、
童
蒙
の
識
字
と
学
問
の
導
き
を
目
指
し
つ
つ
、
図

像
・
版
面
を
一
新
し
た

『
訓
蒙
図
彙
』
は
、
原
著
の
初
版
本
か
ら
、
時
代
に
応
じ
て
、
大
き
な
変
容
を
遂
げ
つ
つ
、

生
命
力
を
見
せ
て
い
る
。

。

強
靱
な

ま
た

『
国
書
総
目
録

『
古
典
籍
総
合
目
録

、
国
文
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
っ
て

『
訓
蒙
図
彙
』
の
版
本
を
整
理
し
て
示

、

』

』

、

附
表
一

現
存

訓

し
た

現
存
す
る
版
本
の
書
誌
の
概
略
に
つ
い
て
は

藏
中
し
の
ぶ
氏

現
存

和
漢
朗
詠
集

版
本
書
目
集
覧

を
参
看
し
て
作
成
し
た

。

、

「

『

』

」

、

（

）

1

『

を
参
照
さ
れ
た
い
。

蒙
図
彙
』
版
本
書
目
集
覧

参
考
文
献

『
新
釈
漢
文
大
系

・
論
語

（
明
治
書
院
、
一
九
六
〇
年
五
月
）

』

1

『
後
漢
書
（
巻
十
上

（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
五
月
）

）
』

『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集

第
九
集

（
汲
古
書
院
、
一
九
七
四
年
一
月
）

』

『
世
界
古
典
文
学
全
集
第

巻
・
陶
淵
明

文
心
雕
龍

（
一
九
六
八
年
十
二
月
）

』

25

『
新
釈
漢
文
大
系

・
詩
経
（
中

（
明
治
書
院
、
一
九
九
八
年
十
二
月
）

）
』

111

『
新
釈
漢
文
大
系

・
孝
経

（
明
治
書
院
、
一
九
八
六
年
六
月
）

』

35

福
田
源
三
郎
『
越
前
人
物
誌
（
中
巻

（
玉
雪
堂
、
一
九
一
〇
年
七
月
）

）
』

『
若
越
墓
碑
め
ぐ
り

（
若
越
掃
苔
会
、
一
九
三
二
年
六
月
）

』

『
新
釈
漢
文
大
系

・
易
経
下

（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
）

』

63

『
新
釈
漢
文
大
系

・
孟
子

（
明
治
書
院
、
一
九
六
二
年
六
月
）

』

4

簡
野
道
明
補
註
『
補
註
孟
子
集
註

（
明
治
書
院
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
）

』

『
晋
書
（
巻
九
二

（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
十
一
月
）

）
』

『
新
釈
漢
文
大
系

・
論
語

（
明
治
書
院
、
一
九
六
〇
年
五
月
）

』

1

『
朱
子
学
大
系
第

巻
・
四
書
集
注
（
上

（
明
徳
書
院
、
一
九
七
四
年
四
月
）

）
』

7

『
近
世
叢
語
』
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
（
五
二
―
一
二
―
一
―
四
）
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注

「

和
漢
朗
詠
集
』
版
本
の
本
文
―
和
歌
の
版
本
独
自
異
文

寛
永
三
系
統
を
中
心
に

付
、
現
存
『
和
漢
朗
詠
集
』
版
本
書
目
集
覧
―

（

大
東
文

（
１
）
藏
中
し
の
ぶ

『

」
『

=
化
大
学
紀
要

、
第
二
八
号
、
一
九
九
〇
年
三
月

。

』

）
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第
二
章

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
の
変
遷

第
一
節

初
版
本
か
ら
元
禄
版
本
へ
―
大
衆
化
の
位
相
を
め
ぐ
っ
て
―

『
訓
蒙
図
彙
』
の
現
存
が
確
認
さ
れ
る
版
本
は
、
次
の
四
種
で
あ
る
。

①
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊

初
版
『
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻

②
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
刊

『
増
補
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻

③
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
刊

増
補
改
訂
版
『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
』
二
一
巻

④
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
刊

増
補
改
訂
版
『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
大
成
』
二
一
巻

①
寛
文
六
年
初
版
本
（
以
下
、
初
版
本
と
略
称
す
）
の
版
面
構
成
は
半
丁
に
上
下
一
対
の
二
項
目
を
配
し
、
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
が
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
対
語

形
式
に
な
っ
て
い
る

。
ま
た
、
掲
出
語
は
四
字
句
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
項
目
の
配
列
は
、
四
字
句
群
の
う
ち
、
一
字
掲
出
語
を
四
語
並
べ
る
項
目
が
版
面
の
見
開

(
1
)

き
に
配
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

。

(
2)

寛
文
八
年
版
本
は
、
版
面
構
成
が
大
き
く
変
容
し
、
項
目
・
本
文
の
内
容
・
図
像
の
図
柄
は
初
版
本
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
ま
ま
改
変
す
る
箇
所
も
あ
る
。
半
丁
に

②

、

四
項
目
を
配
し

図
像
を
縮
小
し

掲
出
語
・
本
文
・
図
像
の
組
み
合
わ
せ
が
変
え
ら
れ

一
部
の
図
像
に
は
着
色
さ
れ
た
版
本
が
確
認
さ
れ
る

、

、

、

。
縮
刷
さ
れ
た
の
は

廉
価
版
を
版
行
し
て
出
版
費
用
の
削
減
を
は
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

彩
色
を
加
え
る
こ
と
で
、
購
買
意
欲
を
そ
そ
っ
た
も
の
と
考

安
価
に
見
え
な
い
よ
う
、

木
村
陽
二
郎
氏
は
、
寛

え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
彩
色
に
使
用
さ
れ
る
色
数
は
三
～
四
色
程
度
な
の
で
、
手
彩
色
さ
れ
た
丹
緑
本
の
一
種
に
加
え
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。

「

、

」

、「

」

。

文
八
年
版
本
が

初
版
の
後

二
年
後
に
出
て
い
る
か
ら
初
版
の
評
判
が
よ
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

と
し

初
版
本
よ
り
一
般
に
流
布
し
た

と
述
べ
ら
れ
た(

3
)

半
丁
に
六
項
目
を
配
置
す
る
こ
と
が
多
く
、
項

③
元
禄
版
本
は
、
項
目
を
大
き
く
増
補
し
、
本
文
を
一
新
し
、
図
像
は
ほ
ぼ
初
版
本
を
踏
襲
し
て
い
る
が
縮
小
し
、

目
の
版
面
を
さ
ら
に
縮
小
し
た
。

以
下
、
①
初
版
本
か
ら
③
元
禄
版
本
へ
の
増
補
改
訂
の
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
り

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
の
大
衆
化
の
過
程
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

、

一
、
元
禄
版
本
の
文
体
・
書
体
・
本
文
形
式



- 62 -

久
田
行
雄
氏
は
、
楷
書
体
、
行
草
書
体
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

楷
書
体
で
書
か
れ
た
書
物
は
、
普
段
か
ら
楷
書
体
を
読
む
機
会
を
有
し
た
知
識
層
な
ら
と
も
か
く
、
そ
れ
以
外
の
市
井
の
人
々
に
と
っ
て
は
読
む
上
で
困
難
が
あ

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
近
世
に
お
い
て
行
草
書
体
漢
字
が
日
用
の
書
体
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

。

(
4
)

で
、
一
部
の
漢
字
に
平
仮
名
の
読
み
を
付
し
て
い
る

「
訓
蒙
」
と
は
い
う
も
の
の
、
書
籍
と
し
て
の
格
を
保

中
村
惕
斎
の
原
著
①
初
版
本
の
本
文
は
、
楷
書
体
漢
文

。

つ
た
め
に
楷
書
体
漢
文
を
用
い
、
ま
た
、
童
蒙
を
配
慮
し
て
難
読
の
漢
字
に
ル
ビ
を
付
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
③
元
禄
版
本
の
本
文
は
、
行
草
書
体
の
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
、
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
に
平
仮
名
の
読
み
を
付
し
て
い
る
。
以
下
、
同
時
代
の
出
版
状
況
か

ら
、
③
元
禄
版
本
の
意
義
を
考
察
す
る
。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
刊
行
後
、
天
和
四
年
（
一
六
八
四
）
刊
、
湯
浅
得
之
撰
『
武
具
訓
蒙
図
彙
』
を
は
じ
め

「
〇
〇
訓
蒙
図
彙
」
と
称
す
る
追
随
作
、
パ
ロ
デ
ィ
作

、

が
続
出
す
る
。
ま
た
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
以
降

『
家
内
重
宝
記
』
を
は
じ
め
、
啓
蒙
を
旨
と
す
る
各
種
「
重
宝
記
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た

『
節
用
集
』
を

、

、

中
心
と
す
る
辞
書
類
も
、
膨
大
な
数
の
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
同
時
代
の
版
本
の
本
文
の
文
体
、
漢
字
書
体
を
整
理
し
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

一

『
訓
蒙
図
彙
』
お
よ
び
そ
の
追
随
作
（
大
空
社
『
訓
蒙
図
彙
集
成
』
で

種
を
収
録
）

、

30

本
文
の
文
体

漢
字
書
体

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊

中
村
惕
斎

『
訓
蒙
図
彙
』

漢
文
体

楷
書
体

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
刊

湯
浅
得
之

『
武
具
訓
蒙
図
彙
』

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

楷
書
体

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
刊

永
井
如
瓶
撰
・
菱
川
師
宣
画
『
難
字
訓
蒙
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊

吉
田
半
兵
衛
撰
・
画
『
好
色
訓
蒙
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊

奥
田
松
柏
軒
撰
・
吉
田
半
兵
衛
画
『
女
用
訓
蒙
図
彙
』
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

著
者
不
明

『
能
之
訓
蒙
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
刊

蒔
絵
師
源
三
郎
画
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

土
佐
秀
信
画
『
仏
像
図
彙
』

漢
文
体
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

楷
書
体

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
刊

中
村
甚
之
丞
『
増
補
画
引
和
玉
篇
図
彙
』

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

楷
書
体
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元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

刊

著
者
不
明

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
刊

著
者
不
明

『
立
花
訓
蒙
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
刊

平
住
専
庵
撰
・
橘
守
国
画
『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

（
巻
四
人
物
の
万
国
人
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
）

享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
刊

中
村
三
近
子
撰
・
橘
守
国
画
『
謡
曲
画
誌
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
刊

西
笠

『
歳
旦
訓
蒙
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
刊

百
草
舎
芝
立
撰
・
東
鶏
等
画
『
暗
夜
訓
蒙
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
刊

伊
良
子
光
顕
『
外
科
訓
蒙
図
彙
』

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

楷
書
体

天
明
九
年
（
一
七
八
九
）
刊

山
東
京
伝
『
新
造
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
刊

下
河
辺
拾
水
画
『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
大
成
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊

細
川
半
蔵
『
機
巧
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
刊
松
好
斎
半
平
衛
画
『
劇
場
楽
屋
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
刊

松
好
斎
半
平
衛
画
『
楽
屋
図
会
拾
遺
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
刊

式
亭
三
馬
撰
・
勝
川
春
英
等
画
『
戯
場
訓
蒙
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

山
東
京
伝
『
奇
妙
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

曲
亭
馬
琴
撰
・
歌
川
豊
広
画
『
阴
兼
阳
珍
紋
図
彙
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体
（
ほ
ぼ
平
仮
名
）

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
刊

北
尾
重
政
画
『
花
鳥
写
真
図
彙
』

言
葉
に
振
仮
名

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇)

刊

多
賀
谷
環
中
仙
撰
・
川
枝
豊
信
画
『
璣
訓
蒙
鏡
草
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

二
、
重
宝
記
（
長
友
千
代
治
編
『
重
宝
記
資
料
集
成
』
で

種
を
収
録
）

200

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
刊

『
家
内
重
宝
記
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
刊

『
昼
夜
重
宝
記
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊

艸
田
寸
木
子
『
女
重
宝
記
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体
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元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
刊

『
諸
人
重
宝
記
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
刊

『
人
倫
重
宝
記
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
板

『
新
刊
古
今
外
科
調
宝
記
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
板

『
鍼
灸
重
宝
記
綱
目
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

楷
書
体

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
板

『
改
補
外
科
調
宝
記
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
板

『
骨
継
療
治
重
宝
記
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

楷
書
体

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
板

『
鍼
灸
日
用
重
宝
記
』

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

楷
書
体

三
、
辞
書
（
大
空
社
『
節
用
集
大
系
』
で

点
を
収
録
）

120

明
応

五
年
（
一
四
九
六
）
刊

『
節
用
集
』

片
仮
名
の
読
み
に
楷
書

慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
四

『
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書

説
明
文
は
行
草
書
漢
文

）

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
刊

易
林
本
『
節
用
集
』

漢
文
体

楷
書
体

慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
刊

『
節
用
集
』

片
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

元
和

三
年
（
一
六
一
七
）
刊

『
下
学
集
』

漢
文
体

楷
書
体

寛
永
六

年
（
一
六
二
九
）
刊

『
二
躰
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

寛
永
七
年

（
一
六
三
〇
）
刊

『
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書

説
明
文
は
行
草
書
漢
文

寛
永
九
年

（
一
六
三
二
）
刊

『
二
躰
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
行
草
書
漢
文

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
刊

『
二
体
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
行
草
書
漢
文

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
刊

『
真
草
二
行
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
行
草
書
漢
文

正
保

三
年
（
一
六
四
六
）
刊

『
真
草
二
行
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
行
草
書
漢
文

慶
安

三
年
（
一
六
五
〇
）
刊

『
真
草
二
行
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
行
草
書
漢
文

慶
安

四
年
（
一
六
五
一
）
刊

『
真
草
二
躰
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
行
草
書
漢
文

『
真
草
二
行
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
行
草
書
漢
文
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寛
文

四
年
（
一
六
六
四
）
刊

『
真
草
二
行
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
行
草
書
漢
文

寛
文

五
年
（
一
六
六
五
）
刊

『
真
草
二
行
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
楷
書
漢
文

寛
文

十
年
（
一
六
七
〇
）
刊

『
頭
書
増
補
二
行
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
楷
書
漢
文

（

）

頭
書
は
漢
文
平
仮
名
交
じ
り
文

延
宝

二
年
（
一
六
七
四
）
刊

『
二
行
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
楷
書

行
草
書
漢
文

/

序

『
翰
墨
節
用
』

楷
書
体

説
明
文
は
楷
書
漢
文

延
宝

八
年
（
一
六
八
〇
）
刊

『
合
類
節
用
集
』

片
仮
名
の
読
み
に
楷
書

説
明
文
は
楷
書
漢
文

『
新
刊
節
用
集
大
全
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
楷
書
漢
文
、
漢
字
片

仮
名
交
じ
り
文

貞
享

二
年
（
一
六
八
五
）
刊

『
頭
書
増
補
節
用
集
大
全
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
楷
書
漢
文

（

）

頭
書
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

貞
享

三
年
（
一
六
八
六
）
刊

『
広
益
二
行
節
用
集
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
行
草
書
漢
文

貞
享

四
年
（
一
六
八
七
）
刊

『
頭
書
増
補
節
用
集
大
全
』

平
仮
名
の
読
み
に
行
草
書
・
楷
書
二
体

説
明
文
は
楷
書
、
行
草
書
漢
文

（

）

頭
書
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

元
禄

八
年
（
一
六
九
五
）
刊

『
頭
書
大
成
節
用
集
』

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

行
草
書
体

享
保

二
年
（
一
七
一
七
）
刊
槇
島
昭
武
『
書
言
字
考
節
用
集
』

片
仮
名
の
読
み
に
楷
書
体

説
明
文
楷
書
体
漢
文

（
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
序
）

右
掲
出
書
目
を
一
覧
す
れ
ば

『
訓
蒙
図
彙
』
の
追
随
作
の
本
文
は
、
楷
書
体
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
な
っ
て
い
る
武
具
、
仏
像
、
医
学
関
係
の
稀
な
例
を
除
け

、

ば
、
ほ
と
ん
ど
が
行
草
書
体
の
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
で
、
③
元
禄
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
重
宝
記
も
、
医
学
関
係
の
稀
な
例
を

除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
行
草
書
体
の
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
。
ま
た
、
貞
享
年
間
（
一
六
八
四
～
一
六
八
七

、
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
三
）
に
は
、

）

頭
書
を
付
し
た
『
節
用
集
』
の
版
本
が
多
数
刊
行
さ
れ
た

。
そ
の
頭
書
も
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
が
行
草
書
体
の
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
。
③
元
禄
版
本
が
頭
書

(
5
)

の
本
文
形
式
を
と
っ
た
の
は

『
節
用
集
』
等
の
辞
書
類
の
頭
書
の
形
式
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

、
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長
友
千
代
治
氏
は
、
元
禄
期
の
出
版
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

元
禄
期
に
は
、
出
版
本
屋
が
四
民
中
・
下
層
の
人
び
と
を
購
読
者
に
設
定
し
、
内
容
を
漢
字
文
か
ら
平
仮
名
交
じ
り
文
に
し
て
読
み
や
す
く
し
、
書
型
も
大
本
型

か
ら
小
本
型
へ
移
し
て
扱
い
や
す
く
し
、
内
容
書
型
と
も
に
庶
民
を
対
象
に
し
た
本
造
り
を
進
め
て
い
る

。

(
)

6

寛
文
か
ら
元
禄
へ
、
教
養
が
公
家
や
武
家
の
人
に
限
定
さ
れ
た
時
期
を
経
て
、
よ
り
広
い
階
層
に
広
が
っ
て
ゆ
く
な
か
で
『
訓
蒙
図
彙
』
の
版
本
も
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
変
貌
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

二
、
元
禄
版
本
の
項
目
の
増
補
改
訂

『

』

、

、

「

」

「

」
、

「

」

「

」
、

現
存
す
る

訓
蒙
図
彙

の
版
種
を
悉
皆
調
査
し
た
結
果

①
初
版
本
と
比
較
す
る
と

③
元
禄
版
本
は
巻
八

器
用
一

の

三
絃

巻
九

器
用
二

の

鈇

巻
十
八
「
果
蓏
」
の
「
白
柹
」
の
三
項
目
を
削
除
し
て
い
る
。

表
１
は
①
初
版
本
を
基
準
に
し
て
、
③
元
禄
版
本
が
増
補
し
た
項
目
を
巻
ご
と
に
整
理
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
１
・
元
禄
版
本
の
増
補
項
目

凡
例

元
禄
版
本
に
は
同
じ
掲
出
語
が
何
度
も
掲
出
さ
れ
る
が
、
図
像
が
異
な
り
、
異
な
る
項
目
を
示
す
場
合
、
順
位
に
よ
っ
て
、

を
付
し
た
。
例
え
ば
、
掲
出
語

a
b
c
d

「
殻
」
は
四
回
掲
出
さ
れ
る
が
、
初
出
を
「
殻

、
そ
の
後
に
掲
出
さ
れ
る
も
の
を
順
次
「
殻

「
殻

「
殻

」
と
し
て
示
し
た
。

」

」

」

a

b

c

d

な
お
、
巻
毎
に
増
補
さ
れ
た
項
目
の
数
を
算
用
数
字
（
）
で
記
し
た
。

「

」

、

、

、

、

、

、

、

、

（

）

巻
一

天
文

：
太
極

国
常
立
尊

陰
陽

盤
古
氏

秋
津
洲

日
本
国

倭
国

氷
柱

雹

９

巻
二
「
地
理
」
無
し

「

」

、

、

、

、

、

（

）

巻
三

居
処

：
蟆
股

瑞
籬

護
摩
堂

雪
打

蹴
鞠

栈
敷

６

巻
四
「
人
物

：
遊
女
、
薦
僧
、
相
撲
使
、
駕
輿
丁
、
浪
人
、
扇
工
、
烏
帽
子
折
、
櫛
引
、
傀
儡
師
、
鏡
造
、
伯
楽
、
馬
借
、
大
原
黒
木
女
、
車
借
、
土
器
師
、
問

」

、

（

）

丸

針
磨

17
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「

」

、

（

）

巻
五

身
体

：
小
腸

大
腸

２

「

」

、

、

、

、

、

、

、

（

）

巻
六

衣
服

：
唐
冠

緌

帽
子

缁
布
冠

道
服

嚢

縁
道
絹

降
緒

８

「

」

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

（

）

巻
七

宝
貨

：
熨
斗
目

紅
染

加
賀
絹

繻
珍

高
麗
織

八
丈
嶋

繻
子

温
石

滑
石

麒
麟
血

鱉
甲

木
綿
襻

弊

13

「

」

、

（

）

巻
八

器
用
一

：
挑
燈

香
毯

２

「

」

、

、

、

、

、

、

（

）

巻
九

器
用
二

：
銅
雀
幢

短
刀

壺
箙

平
箙

䡄

轄

車
蓋

７

「

」

、

、

、

、

、

、

、

、

、

（

）

巻
十

器
用
三

：
鉄
搭

竹
杷

鉄
束

浮
漚
釘

樚
櫨

爐
工
臺

戸

土
圭

障
子

案
山
子

10

巻
十
一
「
器
用
四

：
穵
子
、
注
子
、
鼎
爐
、
香
匙
、
飯
匙
、
茶
匙
、
薬
匙
、
飯
臿
、
臺
盤
、
盏
盤
、
酒
桶
、
酒
槽
、
馬
槽
、
汲
桶
、
摺
疊
椅
、
鈴
、
杵

、
筁
、

」

b

羽
子
板

押
桶

酒
帘

紙
手

和
卓

要

鎹

㡠
褙

鎖

短
冊

魚
箸

啄
木

柳
筥

抽
匣

皺
皮

滴
器

煙
盃

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

（

）
36

巻
十
二

畜
獣

：
牛
角

狸
力

狌
狌

猙

猼
訑

６

「

」

、

、

、

、

（

「

」

、

、

、

、

、

「

」

、

、

、

、

（

）

巻
十
三

禽
鳥

鳥

鸞

萑
鶏

鷓
鴣

萑

鳥
＋
戎

䲴

鵺

喚
子
鳥

姑
獲
鳥

鴰

鶸

石
食
鳥

鸒

畢
方

竦
斯

数
斯

䴅

蠻
蠻

「

」

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

巻
十
三

禽
鳥

：
比

「

」

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

（

）
18

巻
十
四
「
龍
魚

：
青
前
、
魥
、
小
鮦
、
魚
子
、
鱓

、
乾
鱖
、
魴
鮄
、
鯣
、
鱒
、
鰣

、
鱠
残
魚
、
鯃
、
鯡
、
鰤
、
鯄
、
魚
＋
子
、
鯟
鯑
、
鱈
、
鲣
、
烏
賊

、

」

b

b

b

鱲
子
、
矢
幹
魚
、
魚
虎
、
鰚
魚
、
人
魚

（

）
25

巻
十
五
「
虫
介
」

巻
十
五
「
虫
介

：
田
螺
、
梭
、
車
渠
、
帽
貝
、
蠁
、
殻

、
殻

、
殻

、
蛇
蛻
、
蟬
蛻
、
介
、

巻
十
五
「
虫
介

、
吉
丁
虫
、
鑾
虫
、
芋
蠋
、
蛅
蟴
、
蠛
蠓
、
虫
＋
芊

虫
、

b

c

d

屎
蛆

（

）
19

巻
十
六
「
米
穀

：
煎
餅
、
焼
餅
、
炬
籹
、
酢
漿

（
４
）

」

巻
十
七
「
菜
蔬

：
狗
脊
、
草
薢

（
２
）

」

巻
十
八
「
果
蓏

：
紫
糖
、
氷
糖

（
２
）

」

巻
十
九
「
樹
竹

：
楓
、
榧
、
無
節
竹
、
椋

（
４
）

」

巻
二
〇
「
花
草

：
建
蘭
、
蜀
葵
、
錦
葵
、
桜
草
、
萃
蔓
、
他
偷
、
萩
、
秋
海
棠

（
８
）

」

巻
二
一
「
雑
類

：
右
弼
金
剛
、
持
国
天
王
、
左
輔
金
剛
、
増
長
天
王
、
廣
目
天
王
、
毘
沙
門
天
王
、
辨
才
天
女
、
布
袋
、
大
黒
天
、
蛭
子
、
福
禄
壽
、
壽
老
人
、

」

天
人
、
迦
陵
頻
、
猩
々

、
天
狗
、
誕
生
佛
、
出
山
釈
迦
、
山
越
如
来
、
維
摩
居
士
、
初
祖
達
磨
、
傅
大
士
、
聖
徳
太
子
、
天
台
大
師
、
傅
教

b

大
師
、
元
三
大
師
、
龍
猛
菩
薩
、
弘
法
大
師
、
六
祖
大
師
、
臨
済
大
師
、
洞
山
大
師
、
栄
西
禅
師
、
道
元
禅
師
、
鑑
真
和
尚
、
行
基
菩
薩
、
役

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

行
者

善
導
大
師

親
鸞
上
人

法
然
上
人

日
蓮
上
人

孔
子

老
子

寒
山
子

太
公
望

拾
得
子

許
由

費
長
房

琴
高

上
利
釰
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蝦
蟇
仙
人
、
初
平
、
鐵
柺
仙
人

（

）
52

表
１
か
ら
、
元
禄
版
本
の
増
補
項
目
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に
、
元
禄
版
本
は
、
巻
二
「
地
理
」
を
除
い
て
、
各
巻
に
増
補
項
目
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
巻
二
一
「
雑
類
」
の
一
巻
分
を
増
補
す
る
。
巻
二
一
「
雑
類
」

巻
頭
に
は
、

此
部
に
は
諸
天
神
仙
そ
の
ほ
か
諸
祖
師
散
聖
の
類
を
し
る
す

と

七
福
神
を
は
じ
め
、
仏
教
・
儒
家
・
道
家
の
祖
師
、
民
間
信
仰
の

中
村
惕
斎
は
排
仏
の
儒
学
者
で
あ

記
し
、
庶
民
の
信
仰
を
集
め
た

諸
天
神
仙
等
を
収
め
て
い
る
。

っ
た
た
め
か
、
初
版
本
に
は
仏
教
関
係
の
項
目
を
積
極
的
に
取
入
れ
て
い
な
い

。
元
禄
版
本
刊
行
時
に
は
、
中
村
惕
斎
は
ま
だ
存
命
し
て
い
る
。
し
か
し
、
元
禄
版

(
)

7

本
が
仏
教
の
守
護
神
・
諸
祖
師
を
多
数
増
補
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
村
惕
斎
自
身
が
元
禄
版
本
の
編
纂
に
は
関
与
し
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
元
禄
版
本
は
、
初
版
本
が
「
獣
」
に
分
類
し
て
い
た
「
猩
々
」
を

「
獣
」
以
外
に
、
巻
二
一
「
雑
類
」
に
も
再
掲
し
、
謡
曲
『
猩
猩
』
を
意
識
し
た
新
た
な

、

図
像
を
加
え
た

。

(
)

8

第
二
に
、

空
想
上
の

別
稿
に
論
じ
た
よ
う
に
、

巻
十
二
「
畜
獣
」
の
末
尾
に
増
補
さ
れ
た
五

元
禄
版
本
は
、

動
物
を
増
補
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

元
禄
版
本

項
目
「
狸
力

狌
狌

「
猙

「
猼
訑

」

」

」

」

「

項
目
「
狸
力

狌
狌

「
猙

「
猼
訑

「

項
目
「
狸
力

狌
狌

「
猙

「
猼
訑

」
は
『
山
海
経
』
を
出
典
と
し
、
そ
の
本
文
は
い
ず
れ
も
「
も
ろ
こ
し
」
で
始
ま
る
。
巻
十
三
「
禽
鳥
」
の
増
補
項
目

蠻
蠻

中
村
惕
斎
原
撰
の
初
版
本
は

麒

の
う
ち

も
ろ
こ
し

で
始
ま
る
五
項
目
も

山
海
経

を
出
典
と
す
る

畢
方

竦
斯

数
斯

䴅

で
あ
る

、「

」

、『

』

「

」「

」「

」「

」「

」

。

(
)

9

「

麟

「
獬
豸

「
騶
虞

「
鳳
凰

「
蛟

「
龍
」
等
の
瑞
獣
を
除
い
て
、
空
想
上
の
動
物
を
一
切
掲
載
し
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
、
中
村
惕
斎
が
元
禄
版
本
の
編
纂
に
関
わ

」

」

」

」

」

ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

元
禄
版
本
に
お
い
て
、

一
般
の
人
々
の
興
味
関
心
を
引
く
内
容

大
衆
化
の
一
側
面

民
間
信
仰
、
空
想
上
の
動
物
等
、

が
増
補
さ
れ
た
こ
と
は

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
の

、

を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

三
、
項
目
の
細
分
化

元
禄
版
本
に
は
、
一
見
、
増
補
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
項
目
の
内
容
を
詳
細
に
比
較
す
る
と
、
実
際
に
は
、
初
版
本
の
項
目
を
細
分
化
し
た
項
目
が
確
認
さ
れ

る
。
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例
え
ば
、
初
版
本
巻
五
「
身
体
」
の
「
腸
」
の
項
の
図
像
に
は
、
二
つ
の
小
さ
な
図
「
小
腸

「
大
腸
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
元
禄
版
本
で
は

「
腸
」
の
項

」

、

を
立
て
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
「
小
腸

「
大
腸
」
の
二
項
目
を
別
に
立
て
て
い
る
。
つ
ま
り
、
初
版
本
「
腸
」
の
一
項
目
を
、

元
禄
版
本
は
「
小
腸

「
大
腸
」
の
二
項

」

」

目
に
細
分
化
し
た
の
で
あ
る
。

調
査
に
基
づ
い
て
、
元
禄
版
本
が
初
版
本
の
項
目
を
細
分
化
す
る
手
法
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

（
一
）
初
版
本
の
一
項
目
→
元
禄
版
本
の
二
項
目

（
二
）
初
版
本
の
一
項
目
→
元
禄
版
本
の
三
項
目

（
三
）
初
版
本
の
一
項
目
→
元
禄
版
本
の
四
項
目

（
四
）
初
版
本
の
一
項
目
→
元
禄
版
本
の
五
項
目

（
一
）
初
版
本
の
一
項
目
→
元
禄
版
本
の
二
項
目

表
２
は
、
初
版
本
の
一
項
目
を
元
禄
版
本
が
二
項
目
に
細
分
化
し
た
例
を
整
理
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
２-

１
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
一
項
目
→
元
禄
版
本
二
項
目

『

初
版
本
「
腸
」

→
元
禄
版
本
①
「
小
腸

・
②
「
大
腸
」

（
巻
五
身
体
）

」

（
巻
六
衣
服
）

初
版
本
「
冠
」

→
元
禄
版
本
③
「
冠

・

④
「
唐
冠
」

」

（
巻
六
衣
服
）

初
版
本
「
纓
」

→
元
禄
版
本
⑤
「
纓

・

⑥
「
緌
」

」

（
巻
六
衣
服
）

初
版
本
「
帽
」

→
元
禄
版
本
⑦
「
帽

・

⑧
「
帽
子
」

」

（
巻
八
器
用
一
）

初
版
本
「
提
燈
」
→
元
禄
版
本
⑨
「
提
燈

・
⑩
「
挑
燈
」

」

（
巻
八
器
用
一
）

初
版
本
「
香
爐
」
→
元
禄
版
本
⑪
「
香
爐

・
⑫
「
香
毯
」

」

（

）

初
版
本
「
幢
」

→
元
禄
版
本
⑬
「
幢

・

⑭
「
銅
雀
幢

巻
九
器
用
二

」

」（

）

初
版
本
「
刀
」

→
元
禄
版
本
⑮
「
刀

・

⑯
「
短
刀
」

巻
九
器
用
二

」

（

）

初
版
本
「
釘
」

→
元
禄
版
本
⑰
「
釘

・

⑱
「
浮
漚
釘

巻
十
器
用
三

」

」
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（

）

初
版
本
「
箍
束
」
→
元
禄
版
本
⑲
「
箍
束

・
⑳
「
鉄
束
」

巻
十
器
用
三

」

（

）

初
版
本
「
轆
轤
」
→
元
禄
版
本
㉑
「
轆
轤

・
㉒
「
樚
櫨
」

巻
十
器
用
三

」

笄

笄

「
穵
子
」

（

）

初
版
本
「

」

→
元
禄
版
本
㉓
「

・

㉔

巻
十
一
器
用
四

」
瓶

「
注
子
」

（

）

初
版
本
「
瓶
」

→
元
禄
版
本
㉕
「

・

㉖

巻
十
一
器
用
四

」

「

」

（

）

初
版
本
「
鼎
」

→
元
禄
版
本
㉗
「
鼎

・

㉘

鼎
爐

巻
十
一
器
用
四

」

「
酒

」

（

）

初
版
本
「
槽
」

→
元
禄
版
本
㉙
「
馬
槽

・
㉚

槽

巻
十
一
器
用
四

」

「
汲
桶
」

（

）

初
版
本
「
缶
」

→
元
禄
版
本
㉛
「
缶

・

㉜

巻
十
一
器
用
四

」

「

」

（

）

初
版
本
「
鈴
杵
」
→
元
禄
版
本
㉝
「
鈴
杵

・
㉞

杵
ｂ

巻
十
一
器
用
四

」

（

）

初
版
本
「
角
」

→
元
禄
版
本
㉟
「
角

・

㊱
「
牛
角
」

巻
十
二
畜
獣

」

螺

㊲
「
螺

螺

（

）

初
版
本
「

」

→
元
禄
版
本

・

㊳
「
田

」

巻
十
五
虫
介

」

「
介
」

（

）

初
版
本
「
甲
」

→
元
禄
版
本
㊴
「
甲

・

㊵

巻
十
五
虫
介

」

「
蝉

」

（

）

初
版
本
「
蛻
」

→
元
禄
版
本
㊶
「
蛇
蛻

・
㊷

蛻

巻
十
五
虫
介

」

「
建

」

（

）

初
版
本
「
蘭
」

→
元
禄
版
本
㊸
「
蘭

・

㊹

蘭

巻
二
〇
花
草

」

表
２-

２
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
一
項
目
→
元
禄
版
本
二
項
目

『

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

①
小
腸

②
大
腸

腸



- 71 -

冠

③
冠

④
唐
冠

纓

⑤
纓

⑥
緌
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帽

⑦
帽

⑧
帽
子

提
燈

⑨
提
燈

⑩
挑
燈
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香
爐

⑪
香
爐

⑫
香
毬

幢

⑬
幢

⑭
銅
雀
幢
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刀

⑮
刀

⑯
短
刀

釘

⑰
釘

⑱
浮
漚
釘
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箍
束

⑲
箍
束

⑳
鉄
束

轆
轤

㉑
轆
轤

㉒
樚
櫨
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笄

㉓
笄

㉔
穵
子

瓶

㉕
瓶

㉖
注
子
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鼎

㉗
鼎

㉘
鼎
爐

槽

㉙
馬
槽

㉚
酒
槽
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缶

㉛
缶

㉜
汲
桶

鈴
杵

㉝
鈴

㉞
杵
b
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角

㉟
角

㊱
牛
角

螺

㊲
螺

㊳
田
螺
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甲

㊴
甲

㊵
介

蛻

㊶
蛇
蛻

㊷
蝉
蛻
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蘭

㊸
蘭

㊹
建
蘭

紙
幅
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
次
の
三
例
の
み
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
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初
版
本
「
腸
」
→
元
禄
版
本
①
「
小
腸

・
②
「
大
腸
」

」

初
版
本
「
角
」
→
元
禄
版
本
㉟
「
角
」

・
㊱
「
牛
角
」

初
版
本
「

」
→
元
禄
版
本

」

・
㊳
「
田

」

螺

㊲
「
螺

螺

（
１
）
初
版
本
「
腸
」
→
元
禄
版
本
①
「
小
腸

・
②
「
大
腸
」

」

ま
ず
、
初
版
本
「
腸
」
の
本
文
に
は
、
和
名
「
は
ら
わ
た

、
別
の
表
記
「
膓
」
を
記
し
、
そ
の
後
に
、
○
を
付
し
て
、
大
腸
、
小
腸
に
注
を
つ
け
る
。

」

ち
や
う

は
ら
わ
た
、
膓
同
。
〇
大

腸

肺
之
府
也
。
小

腸

ほ
そ
わ
た
、
心
之
府
也
。

＿

＿

ハ

ハ

ち
や
う

だ
い
ち
や
う

せ
う
ち
や
う

次
に
、
元
禄
版
本
「
小
腸

「
大
腸
」
の
本
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

」

府

伝
て
膀
胱
に
い
づ
。

小
腸
は
心
の
臓
の

な
り
。
色
あ
か
し
。
小
便
こ
れ
よ
り

大
腸
は
肺
の
臓
の
府
な
り
。
腰
に
あ
り
。
十
六
回
あ
り
。
色
し
ろ
し
は
ら
わ
た
。

大
腸

「
小
腸
」
の
注
解
を
踏
襲
し
た
う
え
、
新
た
な
内
容
を
増
補
し
た
。
元
禄
版
本
「
小
腸
」
の
本
文
は
、
そ
の
色
に

元
禄
版
本
の
本
文
は
、
初
版
本
に
お
け
る
「

」

言
及
し

「
小
便
こ
れ
よ
り

元
禄
版
本
「
大
腸
」
の
本
文
は

「
大
腸
」
の
身
体
に
あ
る
位
置
、
形
状
、

、

、

伝
て
膀
胱
に
い
づ
」
と
し
て

「
小
腸
」
の
役
目
を
注
解
し
た
。

、

色
に
関
す
る
内
容
を
新
た
に
増
補
し
た
。
ま
た
、
元
禄
版
本
「
小
腸

「
大
腸
」
の
図
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
初
版
本
「
腸
」
の
図
像
の
う
ち
の
「
小
腸

「
大
腸
」
を
踏
襲

」

」

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
元
禄
版
本
は
、
初
版
本
の
図
像
に
あ
げ
る
二
種
類
の
腸
を
、
二
つ
の
項
目
「
小
腸

「
大
腸
」
に
分
け
て
掲
載
し
、
本
文
の
説
明
注
解
を
書
き
添
え
た

」

の
で
あ
る
。

（
２
）
初
版
本
「
角
」
→
元
禄
版
本
㉟
「
角

・
㊱
「
牛
角
」

」

初
版
本
「
角
」
の
本
文
は
、
和
名
「
つ
の
」
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。

ま
ず
、

こ
れ
に
対
し
て
、
元
禄
版
本
「
角

「
牛
角
」
の
本
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

」

「
角

：
角
は
あ
ら
そ
ふ
と
よ
め
り
。
け
た
物
角
を
も
つ
て
あ
ら
そ
ふ
也
。
鹿
は
夏
至
に
角
を
ち

」

て
秋
分
に
生
ず
。

「
牛
角

：
水
牛
の
角
は
う
つ
は
も
の
に
つ
く
る
。
角
の
最
上
に
み
へ
た
り
。

」
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「
角
」

ま
ず

「
角
」
の
別
の
訓
「
あ
ら
そ
ふ
」
を
あ
げ
、
そ
の
訓
の
由
来
、
語
源
を
注
す
る
。
次
に
、
鹿
の
角
が
夏
至
に
落
ち
て
、
秋
分
に

元
禄
版
本

の
本
文
は
、

、

生
ず
る
こ
と
を
注
す
る
。

「
牛
角
」
の
本
文
は
、
水
牛
の
角
で
器
物
を
作
る
と
し
て
そ
の
用
途
を
注
し
、
さ
ら
に
水
牛
の
角
が
「
角
の
最
上
」
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。
こ
れ
ら
は

元
禄
版
本

い
ず
れ
も
新
た
に
増
補
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、
初
版
本
の
「
角
」
の
図
像
に
は
、
三
種
類
の
角
が
描
か
れ
、
注
記
が
な
く
、
本
文
に
も
説
明
注
解
が
な
い
。
初
版
本
は
事
物
の
名
前
と
物
と
の
対
応
を
重
視

し
、
説
明
注
解
を
簡
潔
に
し
て
い
る
。
原
撰
者
中
村
惕
斎
は
、
図
像
を
見
て
、
す
ぐ
に
そ
の
物
を
理
解
す
る
効
果
を
期
し
て
、
あ
え
て
注
記
・
注
解
を
施
さ
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
元
禄
版
本
「
角

・

牛
角
」
の
図
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
初
版
本
「
角
」
の
図
像
の
一
部
に
あ
た
る
小
さ
な
図
を
踏
襲
し
て
い
る
。
元
禄
版
本
「
角
」
の
図
像
は

」
「

鹿
の
角
と
思
し
き
も
の
で

「
牛
角
」
の
図
像
は
大
小
二
種
類
の
牛
の
角
で
あ
る
。

、

つ
ま
り
、
元
禄
版
本
は
、
初
版
本
の
図
像
に
あ
げ
る
三
種
類
の
角
を

「
鹿
の
角
」
と
二
種
類
の
「
牛
の
角
」
と
認
識
し
、
二
項
目
「
角

「
牛
角
」
を
立
て
、
よ
り

、

」

詳
し
い
注
解
を
付
し
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
初
版
本
「

」
→
元
禄
版
本

・
㊳
「
田

」

螺

㊲
「
螺

螺

」

初
版
本
「

」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、

螺

つ
ひ
。
蠃
、
蟸
並
同
。
総
名
也
。
〇
海
螺
、
今
俗
云
さ
ざ
へ
、
或
曰
甲
螺
、
曰
莿
螺
。
〇
田
螺
、
た
に
し
。

」

、「

」「

」

、「

」

。

、

「

」
、

初
版
本

の
本
文
は

和
名

○
を
付
し
て

「

」

、

「

、

螺

つ
ひ

を
あ
げ

蠃

蟸

と
同
じ
と
し

総
名

で
あ
る
こ
と
を
注
す
る

そ
の
後
に

二
種
類
の

螺

す
な
わ
ち
「
海
螺

「
田
螺
」
の
和
名
、
別
名
を
注
す
る
。

」

元
禄
版
本

」
の
本
文
は

「

「
結
核

、
胸
の
う
ち
の
「
鬱
気
し
て
の
び
ざ
る
」
こ
と
を
治
す
こ
と
を
注
解
す
る
。

次
に
、

「
螺

瘰
癧

、

」

」

螺
は
瘰
癧
結
核
、
む
ね
の
う
ち
鬱
気
し
て
の
び
ざ
る
（
を
）
治
。
蠃
、
蟸
同
。

さ
ざ
い

る
い
れ
き

う

つ

き

「
田

」
の
本
文
は

「
小
便
」
に
利
し

「
目
の
痛
を
治
す
」
こ
と
を
注
解
す
る
。

ま
た
、
元
禄
版
本

螺

、

、

螺
は
小
便
を
利
し
、
目
の
痛
を
治
。

田た

に

し

つ
ま
り
、
元
禄
版
本

・

田

」
の
本
文
は
、
初
版
本

」
の
本
文
を
踏
襲
せ
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
薬
効
を
記
し
て
い
る
。
夙
に
勝
又
基
氏
が
指
摘
さ
れ
た

「
螺

螺

「
螺

」
「

よ
う
に
、
元
禄
版
本
は

「
動
植
物
な
ど
の
章
で
は
特
に
薬
効
に
関
す
る
記
述
が
多
い

。

、

」

（1
0

）
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螺

螺
が
描
か
れ
て
い
る
。
版
面
の

左
側
に
刺
が
生
え
て
い
る
三
つ
の
螺
は

ま
た
、
初
版
本
「

」
の
図
像
に
は
、
二
種
類
の

右
側
の
五
つ
の
螺
は
「
田
螺
」
で
あ
り
、

、

「

」

「

」

、

「

」

。

、

「

」

、

海
螺

刺
が
生
え
て
い
る
二
つ
の
螺
が
描
か
れ

初
版
本

螺

の
図
像
の
う
ち
の
三
つ
の

海
螺

か
ら

で
あ
ろ
う

一
方

元
禄
版
本

螺

の
図
像
に
は

二
つ
を
踏
襲
し
た
。
元
禄
版
本
「
田
螺
」
の
図
像
は
、
初
版
本
「
螺
」
の
図
像
の
う
ち
の
五
つ
の
「
田
螺
」
か
ら
、
三
つ
を
踏
襲
し
た
。
一
項
目
ご
と
の
版
面
の
ス
ペ
ー

ス
が
小
さ
く
な
っ
た
た
め
、
螺
の
個
数
を
減
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
田

」
に
分
け
て
掲
載
し
、
本
文
を
薬
効
の
記
述
に
書
き
換
え
た

こ
の
よ
う
に
、
元
禄
版
本
は
、
初
版
本
の
図
像
に
あ
げ
る
二
種
類
の
螺
を
、
二
つ
の
項
目
「
螺

螺

」

の
で
あ
る
。

（
二
）
初
版
本
の
一
項
目
→
元
禄
版
本
の
三
項
目

表
３
は
、
初
版
本
の
一
項
目
を
元
禄
版
本
が
三
項
目
に
細
分
化
し
た
例
を
整
理
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
３-

１
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
一
項
目
→
元
禄
版
本
三
項
目

『

初
版
本
「

」

→
元
禄
版
本

・

（
巻
九
器
用
二
）

箙

㊺
「
箙

・
㊻
「
平
箙

㊼
「
壷
箙

」

」

」
（

）

初
版
本
「
杷
」

→
元
禄
版
本
㊽
「
杷

・
㊾
「
鉄
搭

・
㊿
「
竹
杷

巻
十
器
用
三

」

」

」

盤

「
盤

「
臺
盤

・

「
盞
盤

（

）

初
版
本
「

」

→
元
禄
版
本

・

巻
十
一
器
用
四

」

」

」

51

52

53

葵

「
葵

「
蜀
葵

・

「
錦
葵

（

）

初
版
本
「

」

→
元
禄
版
本

・

巻
二
〇
花
草

」

」

」

54

55

56

表
３-

２
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
一
項
目
→
元
禄
版
本
三
項
目

『

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

箙

㊺
箙

㊻
平
箙

㊼
壷
箙
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杷

㊽
杷

㊿
竹
杷

㊾
鉄
搭

盤

盤

臺
盤

盞
盤

51

52

53
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葵

葵

蜀
葵

錦
葵

54

55

56

紙
幅
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
次
の
一
例
の
み
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。



- 87 -

初
版
本
「

」
→
元
禄
版
本

・

（
巻
九
器
用
二
）

箙

㊺
「
箙

・
㊻
「
平
箙

㊼
「
壷
箙

」

」

」

初
版
本
「

」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

箙

や
な
ぐ
ひ
。
胡
簏
、
箶
簏
亦
同
。
今
按
、
ゑ
び
ら
亦
同
。

「

」

、

「

」
、

「

。

、

初
版
本

の
本
文
は

和
名

別
名

こ
れ
ら
は

箙

や
な
ぐ
ひ

胡
簏

箶
簏

を
あ
げ

今
按

と
し
て

ゑ
び
ら

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
注
す
る

」「

」

、「

」

、「

」

「
箙
」
と
い
う
総
称
に
対
す
る
注
解
で
あ
る
。
ま
た
、

箙

箙

ひ
ら
や
な
ぐ
ひ

「
つ
ぼ

い
ず
れ
も

初
版
本
「

」
の
図
像
に
は
、
三
種
類
の
「

」
が
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「

」

や
な
ぐ
ひ

「
ゑ
び
ら
」
の
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
初
版
本

箙

は
、
本
文
は
「
箙
」
全
体
に
対
す
る
注
解
で
あ
る
が
、
図
像
は
個
別
に
具
体
的
な
三
種

」

「

」

類
の
箙
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

元
禄
版
本
「

」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

箙

箙
は
、
弓
矢
を
も
つ
う
つ
は
物
也
。
獣
皮
を
も
つ
て
つ
く
る
。
胡
籙
も
同
じ
。
箙
に
矢
を
さ
す
事
廿
四
す
ぢ
、
又
五
筋
も
さ
す
也
。

箙

箙

弓
矢
を
も
つ
う
つ
は
物

胡

元
禄
版
本

の
本
文
は

ま
ず

の
用
途

と
記
す

次
に

そ
の
原
材
料
が
獣
皮
で
あ
る
こ
と
を
注
す
る

ま
た

別
名

「

」

、

「

」

「

」

。

、

。

、

「

籙

箙
」
に

。

」
を
あ
げ
る
。
さ
ら
に

「

二
十
四
筋
の
矢
を
さ
し
、
ま
た
五
筋
の
矢
を
さ
す
こ
と
も
あ
る
と
注
す
る

、

ま
た
、
元
禄
版
本
「

」
の
本
文
は

「

」
の
名
前
の
由
来
、
用
途
を
記
し
て
い
る
。

平
箙

平
箙

、

平
箙
は
、
か
た
ち
平
な
る
ゆ
へ
の
名
な
り
。
弓
矢
を
入
る
物
也
。

ま
た
、

「
壷
箙
」
の
本
文
に
は

箙

ゑ
ひ
ら

。

元
禄
版
本

「
壺

」
の
用
途
、
名
前
の
由
来
を
記
し
、
別
名
「

」
を
あ
げ
る

、

壷
箙
は
弓
矢
を
も
つ
も
の
な
り
。
か
た
ち
壷
の
ご
と
く
な
る
ゆ
へ
、
つ
ぼ
や
な
ぐ
ゐ
と
な
づ
く
。
ゑ
ひ
ら
と
も
い
ふ
。

、

「

」

、

、

。

、

「

」「

」「

」

、

、

、

つ
ま
り

初
版
本

箙

の
本
文
は

和
名

別
名
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る

一
方

元
禄
版
本
の
三
項
目

箙

平
箙

壷
箙

の
本
文
は

そ
の
用
途

材
料

名
前
の
由
来
等
を
書
き
加
え
る
。

ま
た
、
元
禄
版
本
の
三
項
目
「
箙

「
平
箙

「
壷
箙
」
の
図
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
初
版
本
の
「
箙
」
の
図
像
の
う
ち
の
「
ゑ
び
ら

ひ
ら
や
な
ぐ
ひ

「
つ
ぼ
や
な
ぐ

」

」

」

」

「

ひ
」
を
踏
襲
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
元
禄
版
本
は
、
初
版
本
の
図
像
に
あ
げ
る
三
種
類
の

を
、
三
項
目

よ
り
詳
し
い
説
明
注
解

箙

「
箙

「
平
箙

「
壷
箙
」
に
分
け
て
掲
載
し
、
本
文
で

」

」

を
付
し
た
の
で
あ
る
。



- 88 -

（
三
）
初
版
本
の
一
項
目
→
元
禄
版
本
の
四
項
目

次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

初
版
本
の
一
項
目
を
元
禄
版
本
が
四
項
目
に
細
分
化
し
た
例
は
、

初
版
本
「

」
→
元
禄
版
本

「
殻

」

殻

・

「
殻

・

「
殻

」

殻

・
「

」

」

57

a

58

b

59

c

60

d

初
版
本
「

」
の
一
項
目
が
、
元
禄
版
本
で
は

「
殻

」

殻

・

「
殻

・

「
殻

」
の
四
項
目
に
細
分
化
さ
れ
た
過
程
を
示
し
た
も
の

表
４
は
、

殻

・
「

」

」

57

a

58

b

59

c

60

d

で
あ
る
。

表
４
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
殻
」
→
元
禄
版
本
「
殻

「
殻

「
殻

「
殻

」

『

」

」

」

a

b

c

d

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

殻

殻

殻

59

c

57

a

【

翻
字
】

元
禄
版
本

「

」

殻
a

殻
は
か
ら
な
り
。
蚌
螺
の
た

ぐ
ひ
の
か
ら
な
り
。
か
き
が

い
の
か
ら
を
牡
蛎
と
な
つ

く
。
よ
く
盗
汗
を
と
む
る
な

り
。

「

」

殻
b

右
に
同
じ
。
は
ま
く
り
の
か

ら
を
玄
明
粉
と
い
ふ
。
よ
く

痰
を
治
す
。

「

」

殻
c

右
に
同
じ
。
又
厴
と
も
書
べ

し
。
ば
い
の
ふ
た
な
り
。
甲

。

。

香
と
も
い
ふ

た
き
物
に
入
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殻

殻

60

d

58

b

表
４
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
ず
、
初
版
本
「
殻
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

か
ら
、
㱿
、

＋
殳

並
同
。
虫
之
皮
甲
也
。
今
按
、
蚌
螺
之
属
謂
之

＋
殳
。
○
厴
、
今
按
、
か
ひ
の
ふ
た
。

壳

壳

か
ら

、
別
の
表
記
「
㱿

「

＋
殳
」
を
あ
げ

「
虫
」
の
「
皮
甲
」
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た

「
今
按
」
と
し
て

「
蚌
螺
」
の

初
版
本
「
殻
」
の
本
文
は
、
和
名
「

」

」

、

、

、

壳

「

」

、

類
の
皮
甲
を

＋
殳

と
い
う
と
注
す
る

さ
ら
に

厴

を
あ
げ

今
按

と
し
て

和
名

か
ひ
の
ふ
た

を
記
す

ま
た

「

」

。

、
「

」

、「

」

、

「

」

。

、

壳

初
版
本

殻

の
図
像
に
は

幾
種
類
の
「
殻
」
か
ら
な
る
が
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
な
い
。

、

「

」

、

「

」

、

、

」

。

要
す
る
に

そ
の
一
種
で
あ
る

初
版
本

殻

の
項
は

本
文
は
主
に

殻

全
体
に
対
す
る
注
解
で
あ
り

個
別
な
殻
に
つ
い
て

厴

を
あ
げ
る
に
留
ま
る

「

図
像
に
は
、
各
種
の
「
殻
」
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
な
「
殻
」
に
つ
い
て
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も
な
く
、
本
文
で
の
説
明
注
解
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

次
に
、

」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

元
禄
版
本
「
殻
a

蚌
螺
の
た
ぐ
ひ
の
か
ら
な
り
。
か
き
が
い
の
か
ら
を
牡
蛎
と
な
つ
く
。
よ
く
盗
汗
を
と
む
る
な
り
。

殻
は
か
ら
な
り
。」

の
本
文
は

「
殻
」
の
和
名
「
か
ら
」
を
記
し

「
蚌
螺
」
の
類
の
殻
で
あ
る
と
し
、
総
称
と
し
て
の
「
殻
」
を
注
す
る
。
ま
た
、
そ
の
一
種
と

元
禄
版
本
「
殻

、

、

a

し
て

「
か
き
が
い
」
の
殻
を
「
牡
蛎
」
と
名
づ
く
と
し

「
盗
汗
」
を
止
め
る
薬
効
を
記
す
。

」
の
図
像
は
、
初
版
本
「
殻
」
の
図
像
の
う
ち
の
右

、

、

元
禄
版
本
「
殻
a

下
に
あ
る
二
つ
の
殻
を
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
図
柄
は
、
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
か
き
が
い
」
の
殻

「
牡
蛎
」
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
よ
う

、

【
翻
字
】

「
殻
」

、

、

。

か
ら

㱿

＋
殳

並
同

壳

虫
之
皮
甲
也
。
今
按
、
蚌
螺

。

、

之
属
謂
之

＋
殳

○
厴

壳

今
按
、
か
ひ
の
ふ
た
。

【

翻
字
】

元
禄
版
本

殻

」

「
「

d

右
に
同
じ
。
あ
わ
ひ
の
貝
の

か
ら
を
石
決
明
と
い
ふ
。
薬

に
つ
か
い
て
、
目
の
い
た
み

を
治
し
、
は
な
ぢ
を
と
む
る

な
り
。
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に
み
え
る
。

ま
た
、

の
本
文
に
は

「
殻
」
の
一
種
で
あ
る
「
は
ま
く
り
」
の
殻
を
あ
げ
、
別
名
「
玄
明
粉
」
を
記
し
、
そ
の
薬
効
を
記
す
。

元
禄
版
本
の
「
殻

」

、

b

右
に
同
じ
。
は
ま
く
り
の
か
ら
を
玄
明
粉
と
い
ふ
。
よ
く
痰
を
治
す
。

の
図
像
は

「
は
ま
く
り
の
か
ら

、
す
な
わ
ち
蛤
の
殻
で
あ
ろ
う
。

元
禄
版
本
の
「
殻

」

、

」

b「
殻

」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
元
禄
版
本

c

右
に
同
じ
。
又
厴
と
も
書
べ
し
。
ば
い
の
ふ
た
な
り
。
甲
香
と
も
い
ふ
。
た
き
物
に
入
。

」

。

、
「

」

、

「

」

、

。

元
禄
版
本

厴

と
い
う
表
記
を
記
す

ま
た

ば
い

の
蓋
で
あ
る
と
し

別
名

甲
香

を
記
し

焚
き
物
の
材
料
と
す
る
と
い
う

「

」

、「

殻

の
本
文
に
は

c

元
禄
版
本

「
ば
い
」
の
蓋
、
す
な
わ
ち
「
甲
香
」
で
あ
ろ
う
。

「
殻

」
の
図
像
は
、

c

ま
た
、
元
禄
版
本
「

「
殻
」
の
一
種
で
あ
る

あ
わ
ひ
の
貝
」
の
殻
を
あ
げ
、
別
名
「
石
決
明
」
を
記
し
、
そ
の
薬
効
を
記
す
。

殻

」
の
本
文
は

「

、

d

右
に
同
じ
。
あ
わ
ひ
の
貝
の
か
ら
を
石
決
明
と
い
ふ
。
薬
に
つ
か
い
て
、
目
の
い
た
み
を
治
し
、
は
な
ぢ
を
と
む
る
な
り
。

元
禄
版
本
「

あ
わ
ひ
の
貝
」
の
殻
、
す
な
わ
ち
「
石
決
明
」
で
あ
ろ
う
。

殻

」
の
図
像
は

「、

d

ま
た
、
元
禄
版
本
「
殻

「
殻

「
殻

「
殻

」
の
図
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
初
版
本
「
殻
」
の
図
像
の
一
部
分
を
踏
襲
し
て
い
る
。

」

」

」

a

b

c

d

、

「

「

」

、

「

」「

」

要
す
る
に

殻

総
名

殻

を
説
明
し

そ
の
一
種

殻

殻

元
禄
版
本
は

は

か
き
が
い

を
あ
げ
て

図
像
で
そ
れ
を
示
し
た

元
禄
版
本

、

」

、

「

」

、

。

a

b

c

「
殻

」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
種
の
「
殻
」
を
本
文
で
説
明
し
、
図
像
で
示
し
た
。

d
こ
の
よ
う
に
、
元
禄
版
本
は
、
初
版
本
で
明
確
に
示
さ
な
か
っ
た
各
種
の
「
殻
」
を
、
四
種
類
の
異
な
る
「
殻
」
と
し
て
判
別
し
、
四
項
目
に
分
け
て
掲
載
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
薬
効
も
し
く
は
そ
の
他
の
効
用
を
記
し
た
。
元
禄
版
本
の
動
植
物
の
本
文
は
、
薬
効
に
関
す
る
記
述
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
も
確
認
さ
れ
る
。

（
四
）
初
版
本
の
一
項
目
→
元
禄
版
本
の
五
項
目

次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

初
版
本
の
一
項
目
を
元
禄
版
本
が
五
項
目
に
細
分
化
し
た
例
は
、

初
版
本
「
匙
」
→
元
禄
版
本

「
香
匙

・

「
飯
匙

・

「
茶
匙

・

「
薬
匙

」

」

」

」

初
版
本
「
匙
」
→
元
禄
版
本

「
香
匙

・

「
飯
匙

・

「
茶
匙

・

「
薬
匙

・

「
飯

初
版
本
「
匙
」
→
元
禄
版
本

「
香
匙

・

「
飯
匙

・

「
茶
匙

・

「
薬
匙

」

61

62

63

64

65

表
５
は
、
初
版
本
「
匙
」
の
一
項
目
が
、
元
禄
版
本
で
は

「
香
匙

・

「
飯
匙

・

「
茶
匙

・

「
薬
匙

」

」

」

」

初
版
本
「
匙
」
の
一
項
目
が
、
元
禄
版
本
で
は

「
香
匙

・

「
飯
匙

・

「
茶
匙

・

「
薬
匙

・

「
飯

初
版
本
「
匙
」
の
一
項
目
が
、
元
禄
版
本
で
は

「
香
匙

・

「
飯
匙

・

「
茶
匙

・

「
薬
匙

」
の
五
項
目
に
細
分
化
さ
れ
た
過
程

61

62

63

64

65
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を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
５
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
匙
」
→
元
禄
版
本
「
香
匙

「
薬
匙

「
茶
匙

「
飯
匙

『

」

」

」

」

表
５
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
匙
」
→
元
禄
版
本
「
香
匙

「
薬
匙

「
茶
匙

「
飯
匙

「
飯

表
５
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
匙
」
→
元
禄
版
本
「
香
匙

「
薬
匙

「
茶
匙

「
飯
匙

」

『
訓
蒙
図
彙
』

版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

初

匙

香
匙

薬
匙

茶
匙

61

64

63

飯
匙

飯

62

65

【
翻
字
】

「
匙
」

か
ひ
。
香
匙
、
薬
匙
、
茶

匙

飯
匙
等
也

、

。

匙

飯
匙
等
也

○
飯

、

。

、

今
按

い
ひ
か
ひ

同

、、

。

、

。

【
翻
字
】

香
匙

香
匙
は
、
香
す
く
い
。

「

：」

「
飯
匙

：
飯
匙
は
、
律
僧
禅
家
に
用
る

」

も
の
な
り
。
飯
を
す
く
ひ
く

ふ
物
。

「
茶
匙

：
茶
匙
は
、
茶
板
な
り
。

」

「
薬
匙

：
薬
匙
は
、
医
薬
に
も
ち

」

ゆ
る
薬
匙
な
り
。

「
飯

」

「
飯

：
飯

「
飯

は
今
い
ふ
い
ゐ
が
ひ
な

り
。
り
。

同
。
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表
５
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
ず
、
初
版
本
「
匙
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

か
ひ
。
香
匙
、
薬
匙
、
茶
匙
、
飯
匙
等
也
。
○
飯

か
ひ
。
香
匙
、
薬
匙
、
茶
匙
、
飯
匙
等
也
。
○
飯

、
今
按
、
い
ひ
か
ひ
。

か
ひ
。
香
匙
、
薬
匙
、
茶
匙
、
飯
匙
等
也
。
○
飯

同
。

初
版
本
「
匙
」
の
本
文
は
、
和
名
「
か
ひ
」
を
あ
げ

「
香
匙

「
薬
匙

「
茶
匙

、

」

」

」

初
版
本
「
匙
」
の
本
文
は
、
和
名
「
か
ひ
」
を
あ
げ

「
香
匙

「
薬
匙

「
茶
匙

「
飯
匙
」
等
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
匙
の
一
種
で
あ
る
「
飯

初
版
本
「
匙
」
の
本
文
は
、
和
名
「
か
ひ
」
を
あ
げ

「
香
匙

「
薬
匙

「
茶
匙

」
を
あ
げ
、
和

名
「
い
ひ
か
ひ
」
を
記
し

」
と
同
じ
と
注
す
る
。
つ
ま
り
、
初
版
本
の
本
文

、

名
「
い
ひ
か
ひ
」
を
記
し

「

は
、
主
に
「
匙
」
全
体
に
対
す
る
注
解
の
中
で
、
五
種
類
の
匙
の
名
称
を
あ
げ
、
個

別
に
は
、
そ
の
う
ち
の
一
種
で
あ
る
「
飯

別
に
は
、

」
だ
け
を
注
解
し
た
。

初
版
本
「
匙
」
の
図
像
に
は
、
五
種
類
の
匙
が
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
香
匙

「
薬
匙

「
茶
匙

「
飯
匙

」

」

」

」

初
版
本
「
匙
」
の
図
像
に
は
、
五
種
類
の
匙
が
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
香
匙

「
薬
匙

「
茶
匙

「
飯
匙

「
飯

初
版
本
「
匙
」
の
図
像
に
は
、
五
種
類
の
匙
が
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
香
匙

「
薬
匙

「
茶
匙

「
飯
匙

」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
元
禄
版
本
の
五
項
目
「
香
匙

「
飯
匙

「
茶
匙

「
薬
匙

」

」

」

」

次
に
、
元
禄
版
本
の
五
項
目
「
香
匙

「
飯
匙

「
茶
匙

「
薬
匙

「
飯

次
に
、
元
禄
版
本
の
五
項
目
「
香
匙

「
飯
匙

「
茶
匙

「
薬
匙

」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
香
匙

：
香
匙
は
、
香
す
く
い
。

」

「
飯
匙

：
飯
匙
は
、
律
僧
禅
家
に
用
る
も
の
な
り
。
飯
を
す
く
ひ
く
ふ
物
。

」

「
茶
匙

：
茶
匙
は
、
茶
板
な
り
。

」

「
薬
匙

：
薬
匙
は
、
医
薬
に
も
ち
ゆ
る
薬
匙
な
り
。

」

「
飯

」

「
飯

：
飯

「
飯

は
今
い
ふ
い
ゐ
が
ひ
な
り
。

「
飯

同
。

そ
の
う
ち

香
匙

飯
匙

茶
匙

薬
匙

の
四
項
目
の
本
文
は

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
を
記
し
て
い
る

元
禄
版
本

の
本
文
は

和
名

い
ゐ
が
ひ

、「

」「

」「

」「

」

、

。

「

」

、

「

そ
の
う
ち

香
匙

飯
匙

茶
匙

薬
匙

の
四
項
目
の
本
文
は

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
を
記
し
て
い
る

元
禄
版
本

飯

、「

」「

」「

」「

」

、

。

「

」

、

「

」

を
記
し

」
と
同
じ
と
注
し
、
初
版
本
「
匙
」
の
本
文
に
記
し
た

、

、

を
記
し

「

を
記
し

」
と
同
じ
と
注
し
、
初
版
本
「
匙
」
の
本
文
に
記
し
た

「
飯

を
記
し

」
と
同
じ
と
注
し
、
初
版
本
「
匙
」
の
本
文
に
記
し
た

」
の
注
解
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。

ま
た
、
元
禄
版
本
「
茶
匙

・

」
の
図
柄
は
、
ほ
ぼ
初
版
本
「
匙
」
の
図
像
の
う
ち
の
「
茶
匙

」
「

」

ま
た
、
元
禄
版
本
「
茶
匙

・

飯

ま
た
、
元
禄
版
本
「
茶
匙

・

」
の
図
柄
は
、
ほ
ぼ
初
版
本
「
匙
」
の
図
像
の
う
ち
の
「
茶
匙

「
飯

ま
た
、
元
禄
版
本
「
茶
匙

・

」
の
図
柄
は
、
ほ
ぼ
初
版
本
「
匙
」
の
図
像
の
う
ち
の
「
茶
匙

」
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た
、
元
禄
版
本
「
香
匙
」
の

図
柄
は
、
ほ
ぼ
初
版
本
「
匙
」
の
図
像
の
う
ち
の
「
飯
匙
」
と
同
じ
で
あ
り
、
元
禄
版
本
「
飯
匙
」
の
図
柄
は
、
ほ
ぼ
初
版
本
「
匙
」
の
図
像
の
う
ち
の
「
香
匙
」
と

同
じ
で
あ
る
。
元
禄
版
本
が
編
纂
さ
れ
た
と
き

「
香
匙

「
飯
匙
」
の
図
像
を
間
違
っ
て
入
れ
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
元
禄
版
本
「
薬
匙
」

、

」

の
図
像
に
は
、
二
種
類
の
薬
匙
が
描
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
右
側
の
薬
匙
は
、
初
版
本
「
匙
」
の
図
像
の
う
ち
の
「
薬
匙
」
を
踏
襲
し
、
左
側
の
薬
匙
は
、
元
禄
版
本

で
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
元
禄
版
本
は
、
初
版
本
「
匙
」
の
本
文
と
図
像
に
あ
げ
る
五
種
類
の
匙
を
、
五
つ
の
項
目
「
香
匙

「
飯
匙

「
茶
匙

「
薬
匙

」

」

」

」

こ
の
よ
う
に
、
元
禄
版
本
は
、
初
版
本
「
匙
」
の
本
文
と
図
像
に
あ
げ
る
五
種
類
の
匙
を
、
五
つ
の
項
目
「
香
匙

「
飯
匙

「
茶
匙

「
薬
匙

「
飯

こ
の
よ
う
に
、
元
禄
版
本
は
、
初
版
本
「
匙
」
の
本
文
と
図
像
に
あ
げ
る
五
種
類
の
匙
を
、
五
つ
の
項
目
「
香
匙

「
飯
匙

「
茶
匙

「
薬
匙

」
に
細
分
化

し
、
本
文
を
増
補
し
た
。
細
分
化
さ
れ
た
五
項
目
の
図
像
は
、
初
版
本
「
匙
」
の
図
像
に
依
拠
し
な
が
ら
も
、
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
な
い
。
初
版
本
の
当
該
小

図
を
間
違
え
て
入
れ
替
え
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
当
該
小
図
を
採
用
し
て
さ
ら
に
同
類
の
も
の
の
図
を
増
補
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
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『

』

、

、

、

。

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
版
面
の
大
半
は

半
丁
に
二
項
目
の
み
を
配
す
る
た
め

一
項
目
の
図
像
の
ス
ペ
ー
ス
が
大
き
く

複
数
の
小
図
を
収
め
る
こ
と
が
多
い項

目

寛
文
八
年
版
本
は
半
丁
に
四
項
目
を
配
し
、
図
像
を
縮
小
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
元
禄
版
本
で
は
半
丁
に
六
項
目
を
配
す
る
こ
と
が
多
く
、
寛
文
八
年
版
本
よ
り

の
版
面
が
さ
ら
に
縮
小
さ
れ
た
。

版
本
の
一
項
目
に
収
め
て
い
た
複
数
の
小
図
を
、

元
禄
版
本
は
、
限
ら
れ
た
版
面
で
複
数
の
図
を
収
め
き
れ
な
い
た
め
、
元
来
、
初

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
項
目
の
細
分
化
と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
て
掲
載
し

元
禄
版
本
の
半
丁
に
配
す
る
項
目
数
が
、
さ
ら
に
増
え
る
の
は
、

の
た
め
の
措
置
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
版
面
構
成
の
変
遷
は
、
頭
書
と
い
う

出
版
費
用
の
削
減

を
一
に
し
、
大
衆
化
の
一
環
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

本
文
の
記
述
形
式
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
と
い
う
文
体
、
行
草
書
体
と
い
う
書
体
と
軌

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
は
、
版
本
大
衆
化
の
波
に
乗
っ
て
、
元
禄
版
本
で
は
一
項
目
の
版
面
が
縮
小
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
さ
ら
に
、
元
禄
版
本
の
項
目
の
細

分
化
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
項
目
の
統
合

項
目
を
統
合
す
る
こ
と
も
み
ら
れ
る
。

元
禄
版
本
が
初
版
本
の

表
６
は
、
初
版
本
の
二
項
目
を
元
禄
版
本
が
一
項
目
に
統
合
し
た
例
を
整
理
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
６-

１
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
二
項
目
→
元
禄
版
本
一
項
目

『

初
版
本
「
柺

「
杖
」

→
元
禄
版
本
「
杖

（
巻
十
一
器
用
四
）

」

」（

）

初
版
本
「
升

「
合
」

→
元
禄
版
本
「
升

巻
十
一
器
用
四

」

」

表
６-

２
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
二
項
目
→
元
禄
版
本
一
項
目

『

『
訓
蒙
図
彙
』

版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
版
本

初
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柺

杖

杖

合

升

升
【
翻
字
】

「

」
柺今

按
、
か
せ
づ
え
、

今
按
、
か
せ
づ
え
、

同
。
枴

杖
也
。

【
翻
字
】

「

」
杖つ

え
。
有
鳩
杖
、
は
と
の
つ
え
、
藜

杖
、
あ
か
ざ
の
つ
え
、
竹
杖
、
藤
杖

等
。
禅
家
有
拄
杖
。

【
翻
字
】

「

」
杖鳩

杖
は
鳩
は
物
に
む
せ
ぬ
鳥
な
り
。
よ
つ

て
老
人
の
物
に
む
せ
ぬ
た
め
と
て
、
杖
の

頭
に
鳩
の
形
を
き
さ
み
た
る
を
鳩
杖
と
い

ふ
な
り
。
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紙
幅
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
次
の
一
例
の
み
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

初
版
本
の
「
柺

「
杖
」
→
元
禄
版
本
「
杖

（
巻
十
一
器
用
四
）

」

」

ま
ず
、
初
版
本
「
柺
」
の
本
文
に
は

「
今
按
」
と
し
て
和
名
「
か
せ
づ
え
」
を
あ
げ

」
に
同
じ
と
し

、

、

、

ま
ず
、
初
版
本
「
柺
」
の
本
文
に
は

「
今
按
」
と
し
て
和
名
「
か
せ
づ
え
」
を
あ
げ

「

ま
ず
、
初
版
本
「
柺
」
の
本
文
に
は

「
今
按
」
と
し
て
和
名
「
か
せ
づ
え
」
を
あ
げ

」
に
同
じ
と
し

「
枴
杖
」
で
あ
る
こ
と
を
注
す
る
。

今
按
、
か
せ
づ
え
、

今
按
、
か
せ
づ
え
、

同
。
枴
杖
也
。

初
版
本
「
柺
」
の
図
像
に
は

「
柺
」
が
一
つ
描
か
れ
て
い
る
。

、

次
に
、
初
版
本
「
杖
」
の
本
文
に
は
、
和
名
「
つ
え
」
を
あ
げ
、
各
種
の
杖
の
名
称
を
羅
列
す
る
。

つ
え
。
有
鳩
杖
、
は
と
の
つ
え
、
藜
杖
、
あ
か
ざ
の
つ
え
、
竹
杖
、
藤
杖
等
。
禅
家
有
拄
杖
。

初
版
本
「
杖
」
の
図
像
は
、
三
種
類
の
「
杖
」
か
ら
な
る
。
左
側
は
拄
杖
で
、
真
ん
中
は
鳩
杖
で
、
右
側
は
、
藜
杖
か
竹
杖
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
元
禄
版
本
「
杖
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

鳩
杖
は
鳩
は
物
に
む
せ
ぬ
鳥
な
り
。
よ
つ
て
老
人
の
物
に
む
せ
ぬ
た
め
と
て
、
杖
の
頭
に
鳩
の
形
を
き
さ
み
た
る
を
鳩
杖
と
い
ふ
な
り
。

元
禄
版
本
「
杖
」
の
本
文
は
、
頭
に
鳩
の
形
が
刻
ま
れ
た
「
鳩
杖
」
の
由
来
を
注
す
る
。
鳩
が
む
せ
な
い
鳥
な
の
で

「
鳩
杖
」
は
、
年
寄
り
が
飲
食
の
時
に
む
せ
な

、

い
こ
と
を
祝
う
た
め
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

「

」

、

。

、

「

」

。

「

」

、

「

」

元
禄
版
本

杖

の
図
像
は

四
種
の
杖
か
ら
な
る

一
番
右
側
は

初
版
本

柺

の
図
像
を
踏
襲
す
る

そ
の
左
側
に
あ
る
三
種
の

杖

は

初
版
本

杖

の
項
の
図
像
を
踏
襲
す
る
。
右
か
ら
二
番
目
の
図
に
「
あ
か
さ
の
つ
え
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
版
本
の
撰
者
は
、
こ
れ
を
「
あ
か
さ
の
つ

【
翻
字
】

「

」
升

斗
は
と
ま
す
。
十
龠
を
合

升
は
一
升
、
ま
す
。

と
し
、
十
合
を
升
と
し
、
十
升
を
斗
と
し
、
十

斗
を
斛
と
す
。
槩
は
、
と
か
き
と
も
、
ま
す
か

き
と
も
、
又
斗
格
と
書
く
へ
し
。

【
翻
字
】

「

」
合

、

、

、

十
龠
為
合

十
合
為
升

十
升
為
斗

。

、

。

十
斗
為
斛

斗
又
作
㪷

斛
又
曰
石

【
翻
字
】

「
升
」

ま
す
。
〇
斗
、
俗
云
、
と
ま
す
。

槩
、
と
か
き
、
ま
す
か
き
。
概
斗

格
並
同
。
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え

、
す
な
わ
ち
「
藜
杖
」
と
し
て
捉
え
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

」

、

、

、

「

」「

」

「

」

、

「

」

こ
の
よ
う
に

元
禄
版
本
は

一
項
目
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

初
版
本

柺

杖

の
二
項
目
の
図
像
を
一
項
目

杖

に

初
版
本

升

「
合
」
の
二
項
目
を
一
項
目
「
升
」
に
統
合
し
た
。
こ
れ
は
、
元
禄
版
本
の
撰
者
は

「
柺

「
杖

「
升

「
合
」
の
意
味
の
関
連
度
が
高
い
と
認
識
し
た
か
ら
で
あ
ろ

、

」

」
、

」

う
。

五
、
む
す
び

寛
文
年
間
か
ら
元
禄
年
間
に
か
け
て
、
版
本
の
大
衆
化
が
進
み

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
も
ま
た
、
大
衆
化
の
道
を
た
ど
っ
た
。
そ
の
経
緯
と
特
徴
は
、
次
の
よ
う
に

、

総
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
元
禄
版
本
の
本
文
は
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
頭
書
に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
に
振
り
仮
名
を
付
し
、
書
体
も
日
用
の
書
体
で
あ
る
行
草
書
体
を
用

い
る
こ
と
に
な
っ
た
。

空
想
上
の
動
物
を
多
数
増
補
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

第
二
に
、
元
禄
版
本
は
、
原
撰
者
・
中
村
惕
斎
が
積
極
的
に
は
採
用
し
な
か
っ
た
仏
教
の
守
護
神
・
諸
祖
師
、

元
禄
版
本
が

一
般
の
庶
民
の

中
村
惕
斎
が
元
禄
版
本
の
編
纂
に
関
与
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、

民
間
信
仰
や
空
想
上
の
動
物
等
を
増
補
し
た
こ
と
は
、

。

興
味
関
心
を
引
く
た
め
の
方
策
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
販
売
数
を
増
や
す
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

出
版
費
用
の
削
減
を
は
か
っ
て
、
項
目
の
版
面
を
か
な
り
縮
小
し
た
。
こ
の
版
面
の
節
約
が
、
掲
載
項
目
の
細
分
化
を
生
み
出
す
こ
と
に
な

第
三
に
、
元
禄
版
本
は

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
に
、
元
禄
版
本
の
本
文
は
、
必
ず
し
も
初
版
本
を
踏
襲
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
初
版
本
に
は
な
か
っ
た
内
容
を
新
た
に
増
補
す
る
こ
と
が
多
く
、
注
記
注
解

が
詳
細
に
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
庶
民
の
需
要
に
応
え
た
措
置
で
あ
ろ
う
。

第
五
に
、
元
禄
版
本
の
各
項
目
の
図
像
は
、
基
本
的
に
初
版
本
の
図
像
を
踏
襲
す
る
。
た
だ
し
、
初
版
本
の
図
像
を
間
違
え
て
入
れ
替
え
る
こ
と
、
初
版
本
の
図
像

を
採
用
し
て
さ
ら
に
同
類
の
も
の
の
図
像
を
増
補
す
る
こ
と
も
存
在
す
る
。

項
目
を
統
合
す
る
こ
と
も
稀
な
が
ら
、
確
認
さ
れ
る
。

第
五
に
、
元
禄
版
本
は
、
初
版
本
の

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
は
、
版
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
新
た
な
意
匠
に
よ
っ
て
、
大
衆
化
の
道
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。



- 97 -

注（
１
）
拙
稿
「

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
版
本
の
属
対

（

語
学
教
育
研
究
論
叢
』
第
三
七
号
、
二
○
二
〇
年
三
月

。

『

」
『

）

（
２
）
拙
稿
「

（

水
門
』
第
二
九
号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九

幼
学
書
・
手
習
い
書
と
『
訓
蒙
図
彙
』
―
寛
文
版
本
の
四
字
句
・
上
下
一
対
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『

年
十
二
月

。）

木
村
陽
二
郎
「
中
村
惕
斎
の
訓
蒙
図
彙
に
つ
い
て

（

教
養
学
科
紀
要
』
第
五
巻
、
一
九
七
三
年
三
月

。

（
３
）

」
『

）

（
４
）
久
田
行
雄
「
近
世
板
本
に
お
い
て
併
用
さ
れ
た
楷
書
体
漢
字
と
平
仮
名
―
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
史
的
研
究

（

日
本
語
の
研
究
』
第
十
五
巻
、
二
号
、
二
〇
一

」
『

九
年
八
月

。）
久
岡
明
穂
氏｢

近
世
節
用
集
に
お
け
る
教
養
の
浸
透
―
頭
書
と
付
録
を
中
心
に
―

（

浸
透
す
る
教
養
―
江
戸
の
出
版
文
化
と
い
う
回
路
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一

（
５
）

」
『

三
年
十
一
月

。）「

」（

『

』

（

）
６

長
友
千
代
治

日
本
近
世
に
お
け
る
出
版
と
読
書
―
読
書
層
の
拡
大
と
出
版
の
変
移
―

松
塚
俊
三
ほ
か
編

識
字
と
読
書
―
リ
テ
ラ
シ
ー
の
比
較
社
会
史
―

昭
和
堂
、
二
〇
一
〇
年
三
月

。）

」「

」「

」

（

）

、

、

「

」

「

」「

」「

」「

」

、

「

」

「

７

初
版
本
は

仏
教
関
係
の
項
目
と
し
て

巻
四

人
物

に

僧

尼

佛

薩

の
四
項
目

巻
十
一

器
用
四

の
末
尾
に

佛
龕

佛
座

花
鬘

「
寶
蓋

「
木
魚

「
鈴
杵

「
寶
螺

「
錫
杖

「
手
爐

「
数
珠
」
の
十
項
目
を

。
排
仏
の
た
め

「
器
用
」
の
末
尾
に
配
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

」

」

」

」

」

」

、

収
録
し
て
い
る

仏
教
関
係
の
項
目
を
完
全
に
取
入
れ
な
い
の
で
な
く
、
最
低
限
収
め
る
こ
と
に

中
村
惕
斎
が
こ
れ
ら
を
基
本
知
識
と
し
て
知
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、

と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

拙
稿
「

訓
蒙
図
彙
』
寛
政
版
本
の
増
補
改
訂
―
寛
文
六
年
初
版
本
へ
の
回
帰
―

（

外
国
語
学
研
究
』
第
二
二
号
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
刊
行
予
定

。

（
８
）

『

」
『

）

（
９
）
注
（
８
）
に
同
じ
。

（

）
勝
又
基
「
江
戸
の
百
科
事
典
を
読
む
―
『
訓
蒙
図
彙
』
の
変
遷

（

月
刊
し
に
か
』
第
十
一
巻
、
第
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月

。

」
『

）

10
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第
二
節

元
禄
版
本
か
ら
寛
政
版
本
へ
―
初
版
本
へ
の
回
帰
―

前
節
で
は
、
①
初
版
本
か
ら
③
元
禄
版
本
へ
の
増
補
改
訂
の
実
態
を
考
察
し
た
。
で
は
、

惕
斎
が
没
後
八
七
年
、
③
元
禄
版
本
の
約
百
年
後
に
成
立
し
た
④
寛
政

版
本
は
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
増
補
改
訂
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
、
寛
政
版
本
の
項
目
の
増
補
改
訂

『
訓
蒙
図
彙
』
④
寛
政
版
本
は
、
③
元
禄
版
本
に
比
べ
、
項
目
を
さ
ら
に
増
補
改
訂
し
、
下
河
辺
拾
水
に
よ
っ
て
て
新
た
に
描
か
れ
た
図
像
を
掲
載
す
る
。
版
面
構

成
も
ま
た
、
さ
ら
に
大
き
く
改
訂
さ
れ
た
。
①
初
版
本
、
②
寛
文
八
年
版
本
、
③
元
禄
版
本
ま
で
は
一
項
目
に
一
図
を
付
し
て
い
た
が
、
④
寛
政
版
本
は
見
開
き
一
面

に
、
複
数
の
項
目
の
図
像
を
集
約
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
各
項
目
の
本
文
は
、
頭
書
の
形
式
で
図
像
の
上
に
羅
列
す
る
。

以
下
、

か
ら
④
寛
政
版
本
へ
の
増
補
改
訂
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
し
、
④
寛
政
版
本
が
①
初
版
本
へ
と
回
帰
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す

③
元
禄
版
本

る
。表

１
は
、
①
初
版
本
を
基
準
と
し
て
、
③
元
禄
版
本
が
増
補
し
た
項
目
と
削
除
し
た
項
目
、
お
よ
び
③
元
禄
版
本
を
基
準
と
し
て
、
④
寛
政
版
本
が
増
補
し
た
項
目
と

削
除
し
た
項
目
を
、
巻
ご
と
に
整
理
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
１
・

訓
蒙
図
彙
』
項
目
の
増
補
改
訂
―
初
版
本
か
ら
寛
政
版
本
へ
―

『

①
初
版
本
か
ら
③
元
禄
版
本
へ

③
元
禄
版
本
か
ら
④
寛
政
版
本
へ

増
補
項
目

削
除
項
目

増
補
項
目

削
除
項
目

太
極
、
国
常
立
尊
、
陰
陽
、
盤
古
氏
、
秋
津
洲
、
日
本
国
、
倭

巻
一
・
天
文

（
計

）

国
、
氷
柱
、
雹

9
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巻
二
・
地
理

嶽
、
峠
、
森
、
沼
、
藪

（
計

）
5

巻
三
・
居
処

（
計

）

蟆
股
、
瑞
籬
、
護
摩
堂
、
雪
打
、
蹴
鞠
、
栈
敷

6

、

、

、

、

、

、

、

巻
四
・
人
物

遊
女

薦
僧

相
撲
使

駕
輿
丁

浪
人

扇
工

烏
帽
子
折

、

、

、

、

、

、

、

櫛
引

傀
儡
師

鏡
造

伯
楽

馬
借

大
原
黒
木
女

車
借

（
計

）

土
器
師
、
問
丸
、
針
磨

17

小
腸
、
大
腸

腸

巻
五
・
身
体

唐
冠
、
緌
、
帽
子
、
缁
布
冠
、
道
服
、
嚢
、
縁
道
絹
、
降
緒

巻
六
・
衣
服

（
計

）
8

、

、

、

、

、

、

、

巻
七
・
宝
貨

熨
斗
目

紅
染

加
賀
絹

繻
珍

高
麗
織

八
丈
嶋

繻
子

（
計

）

温
石
、
滑
石
、
麒
麟
血
、
鱉
甲
、
木
綿
襻
、
弊

13

絃

絃

巻
八
・
器
用
一

挑
燈
、
香
毯

三

三

巻
九
・
器
用
二

銅
雀
幢
、
短
刀
、
壺
箙
、
平
箙
、
䡄
、
轄
、
車
蓋

鈇

（
計

）
7

樚
櫨

巻
十
・
器
用
三

鉄
搭

竹
杷

鉄
束

浮
漚
釘

樚
櫨

爐
工
臺

戸

土
圭

、

、

、

、

、

、

、

、

（
計

）

障
子
、
案
山
子

10
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土
瓶

穵
子

巻
十
一
・

穵
子
、
注
子
、
鼎
爐
、
香
匙
、
飯
匙
、
茶
匙
、
薬
匙
、
飯
臿
、

柺
、
杖
、

器
用
四

碁
盤
、
盏
盤
、
酒
桶
、
酒
槽
、
馬
槽
、
汲
桶
、
摺
疊
椅
、
鈴
、

合
、
槽
、

（
計

杵

筁

羽
子
板

押
桶

酒
帘

紙
手

和
卓

要

鎹

鈴
杵

、

、

、

、

、

、

、

、

、

b
㡠
褙

鎖

短
冊

魚
箸

啄
木

柳
筥

抽
匣

皺
皮

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

）
5

（
計

）

滴
器
、
煙
盃

36

巻
十
二
・
畜
獣

（
計

）

牛
角

狸
力

狌
狌

猙

牛
角
、
狸
力
、
狌
狌
、
猙
、
猼
訑
、

、

、

、

、

、

、

、

6

猼
訑
、

猼
訑
、

（
計

）
6

巻
十
三
・
禽
鳥

比

鳥
、
鸞
、
萑
鶏
、
鷓
鴣
、
萑

鳥
＋
戎
、
䲴
、
鵺
、
喚
子

巻
十
三
・
禽
鳥

鶲
、
鶖
、
羽
斑
鷸
、
鴋
、
鶁
、
椋
鳥
、
菊

萑
鶏
、
鷓
鴣
、
鵺
、
喚
子

戴
、
文
鳥
、
四
十
雀
、
山
雀
、
小
雀
、
繍

鳥
、
姑
獲
鳥
、
石
食
鳥
、

鳥

姑
獲
鳥

鴰

鶸

石
食
鳥

鸒

畢
方

竦
斯

数
斯

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

䴅
、
蠻
蠻
（
計

）

眼
児
、
尾
長
、
駒
鳥
、
九
官
、
風
鳥
、
喉

畢
方

竦
斯

數
斯

䴅

18

紅
鳥

深
山
頬
白

黄
雀

蒼
鷺

葦
雀

蠻
蠻
（
計

）

、

、

、

、

、

11

雉
鳩
、
犳
鴫
、
都
鳥
、
音
呼
（
計

）
25

巻
十
四
・
龍
魚

鱪
、
河
蝦

烏
賊

、
人
魚

青
前
、
魥
、
小
鮦
、
魚
子
、
鱓

、
乾
鱖
、
魴
鮄
、
鯣
、
鱒
、

b

b

鰣

、
鱠
残
魚
、
鯃
、
鯡
、
鰤
、
鯄
、
魚
＋
子
、
鯟
鯑
、
鱈
、

b

（

）

鲣

烏
賊

鱲
子

矢
幹
魚

魚
虎

鰚
魚

人
魚

、

、

、

、

、

、

計

b

25

、

、

、

、

巻
十
五
・
虫
介

燈
蛾
、
殻
、
蛻
（
計

）

蠁

殻

殻

殻

田
螺

梭

車
渠

帽
貝

蠁

殻

殻

殻

蛇
蛻

蛻

、

、

、

、

、

、

、

、

、

b

c

d

3

a

b

c

蟬
蛻
、
介
、

、
吉
丁
虫
、
鑾
虫
、
芋
蠋
、
蛅
蟴
、
蠛
蠓
、
虫

殻

、
蛇
蛻
、
蟬
蛻
（
計

d

（
計

）

）

＋
芊

虫
、
屎
蛆

19

7
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巻
十
六
・
米
穀

（
計

）

煎
餅
、
焼
餅
、
炬
籹
、
酢
漿

4

菜
蔬

蒟
蒻

巻
十
七
・

狗
脊
、
草
薢

紫
糖
、
氷
糖

白
柹

巻
十
八
・
果
蓏

巻
十
九
・
樹
竹

（
計

）

錦
帯
花
、
箬

榧

楓
、
榧
、
無
節
竹
、
椋

4

巻
二
〇
・
花
草

計

芙
蓉
、
剪
秋
羅
、
剪
春
羅
、
胡
蝶
花
、
杜

剪
羅
、
石
蒜

建
蘭

蜀
葵

錦
葵

桜
草

萃
蔓

他
偷

萩

秋
海
棠

、

、

、

、

、

、

、

（

）

若
、
菖
蒲
、
矍
麦
（
計

）

8

7

、

、

、

巻
二
一
・
雑
類

韋
馱
天
、
鐘
馗
、
伏
義
、
神
農
、
倉
頡
、

猩
々

天
狗

傅
大
士

右
弼
金
剛

持
国
天
王

左
輔
金
剛

増
長
天
王

廣
目
天
王

、

、

、

、

、

b

皇
帝
、
不
動
明
王
、
巨
霊
人
、
張
九
哥
、

元
三
大
師
、
弘
法
大
師
、

毘
沙
門
天
王

辨
才
天
女

布
袋

大
黒
天

蛭
子

福
禄
壽

、

、

、

、

、

、

西
王
母

通
玄

衣
通
姫

人
麿

赤
人

臨
済
大
師
、
洞
山
大
師
、

壽
老
人
、
天
人
、
迦
陵
頻
、
猩
々

、
天
狗
、
誕
生
佛
、
出
山

、

、

、

、

、

b

白
楽
天

東
坡

晋
王
羲
之

小
野
道
風

栄
西
禅
師
、
道
元
禅
師
、

釈
迦
、
山
越
如
来
、
維
摩
居
士
、
初
祖
達
磨
、
傅
大
士
、
聖
徳

、

、

、

、

琴
、
香
、
蹴
鞠
、
目
利
、
筭
術
、
諸
礼
、

鑑
真
和
尚
、
行
基
菩
薩
、

太
子
、
天
台
大
師
、
傅
教
大
師
、
元
三
大
師
、
龍
猛
菩
薩
、
弘

弓
、
馬
、
釰
銜
、
囲
碁
、
将
碁
、
茶
湯
、

親
鸞
上
人
、
法
然
上
人
、

法
大
師
、
六
祖
大
師
、
臨
済
大
師
、
洞
山
大
師
、
栄
西
禅
師
、

、

（

）

道
元
禅
師
、
鑑
真
和
尚
、
行
基
菩
薩
、
役
行
者
、
善
導
大
師
、

立
花
、
山
伏
、
鷹
匠
、
能
、
狂
言
、
浄
留

日
蓮
上
人

初
平

計
15

理
太
夫
、
三
絃
、
小
弓
、
芝
居
役
者
、
人

親
鸞
上
人

法
然
上
人

日
蓮
上
人

孔
子

老
子

寒
山
子

、

、

、

、

、

、

形
芝
居
、
軽
業
、
鉢
敲
、
鹿
嶋
事
觸
、
猿

太
公
望
、
拾
得
子
、
許
由
、
費
長
房
、
琴
高
、
上
利
釰
、
蝦
蟇

（
計

）

舞
、
万
歳
楽
（
計

）

仙
人
、
初
平
、
鐵
柺
仙
人

52

45
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表
１
の
巻
二
一
雑
類
に
注
目
す
る
と
、
④
寛
政
版
本
は
③
元
禄
版
本
を
改
訂
す
る
箇
所
が
多
い
。
つ
ま
り
、
④
寛
政
版
本
は
、
③
元
禄
版
本
と
は
異
な
る
基
準
で
項

目
を
取
捨
選
択
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
③
元
禄
版
本
を
基
準
と
し
て
、
④
寛
政
版
本
の
改
訂
の
過
程
を
検
討
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
④
寛
政
版
本
が
、
③
元
禄
版
本
の
項
目
を
統
合
、
ま

た
は
削
除
し
て
い
る
状
況
を
検
証
し
、
こ
れ
ら
④
寛
政
版
本
の
改
訂
が
、
い
ず
れ
も
①
初
版
本
へ
の
回
帰
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

二
、
元
禄
版
本
の
項
目
の
統
合

前
節
に
述
べ
た
と
お
り
、
③
元
禄
版
本
は
、
①
初
版
本
の
項
目
を
細
分
化
し
て
い
た

。
一
方
、
④
寛
政
版
本
の
次
の
項
目
に
は
、
③
元
禄
版
本
が
①
初
版
本
を
細

(
1
)

分
化
し
た
項
目
を
再
び
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
①
初
版
本
の
形
式
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

①
初
版
本
「
轆
轤
」
→
③
元
禄
版
本
「
轆
轤

「
樚
櫨
」
→
④
寛
政
版
本
「
轆
轤
」

」

笄
」

笄

「
穵
子
」

→
④
寛
政
版
本
「
笄
」

①
初
版
本
「

→
③
元
禄
版
本
「

」

①
初
版
本
「
角
」

→
③
元
禄
版
本
「
角

「
牛
角
」

→
④
寛
政
版
本
「
角
」

」

①
初
版
本
「
殻
」

→
③
元
禄
版
本
「
殻

「
殻

「
殻

「
殻

」
→
④
寛
政
版
本
「
殻
」

」

」

」

a

b

c

d

①
初
版
本
「
蛻
」

→
③
元
禄
版
本
「
蛇
蛻

「
蝉
蛻
」
→
④
寛
政
版
本
「
蛻
」

」

紙
幅
の
都
合
上
、
以
下
の
例
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

表
２
は
、
①
初
版
本
「
轆
轤
」
の
一
項
目
が
、
③
元
禄
版
本
で
は
「
轆
轤

「
樚
櫨
」
の
二
項
目
に
細
分
化
さ
れ
、
さ
ら
に
再
び
、
④
寛
政
版
本
で
は
「
轆
轤
」
一
項

」

目
へ
と
改
訂
さ
れ
た
過
程
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
２
・
①
初
版
本
「
轆
轤
」
→
③
元
禄
版
本
「
轆
轤

「
樚
櫨
」
→
④
寛
政
版
本
「
轆
轤
」

」

④
寛
政
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
①
初
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
③
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
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轆
轤
（
巻
十
・
器
用
三
）

轆
轤
（
巻
十
・
器
用
三
）

樚
櫨
（
巻
十
・
器
用
三
）

轆
轤
（
巻
十
・
器
用
）

轆
轤

「
轆
轤

「
樚
櫨
」
の

に
細
分
化
す
る
。

表
２
か
ら
、
第
一
に
、
①
初
版
本
「

」
を
、
③
元
禄
版
本
は

二
項
目

」

ま
ず
、
①
初
版
本

轆
轤

本
文
は
和
名
「
く
る
ま
き
」
を
あ
げ

「

注
す
る
。

「

」

鹿
盧

「
樚
櫨
」
と
同
じ
と

、

」

く
る
ま
き
。
鹿
盧
、
樚
櫨
並
同
。

①
初
版
本
「

」

滑
車

釣
瓶

滑
車

轆
轤

の
図
像
に
は
「
轆
轤

「

」
の
二
つ
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
に
井
戸
の
上
に
縄
を
巻
い
た
轆
轤
、
そ
の
右
に

を
上
下
す
る
た
め
の

」

で
あ
る
。

「
轆
轤
」
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

次
に
、
③
元
禄
版
本

轆
轤
は
水
を
く
む
と
き
、
つ
る
べ
を
か
く
る
具
な
り
。
く
る
ま
き
と
い
ふ
。
又
独
楽
さ
い
く
に
轆
轤
と
い
ふ
物
有
。

轆
轤

本
文

轆
轤

の
用
途

水
を
く
む
と
き

つ
る
べ
を
か
く
る
具
な
り

を
具
体
的
に
注
し

和
名

く
る
ま
き

を
記
す

ま
た

独

③
元
禄
版
本

は

「

」

「

」

「

、

」

、

「

」

。

、「

、

楽
さ
い
く
（
独
楽
細
工

」
に
も
「
轆
轤
」
が
あ
る
と
注
す
る
。

）

滑
車
の
み
を
描
く
。
こ
の
図
像
が
①
初
版
本

の
右
に
描
か
れ
た
滑
車
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま

③
元
禄
版
本
「
轆
轤
」
の
図
像
は

「
轆
轤
」
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は
、

を
上
下
す
る
た
め
の

「
轆
轤
」
と
し
て
掲
出
し
た
の
で
あ
る
。

り
、
③
元
禄
版
本

釣
瓶

滑
車
を
、
別
に

ま
た
、
③
元
禄
版
本
「
樚
櫨
」
の
本
文
は

「
樚
櫨
」
の
用
途
「
水
を
く
む
物
」
を
記
す
。

、

樚
櫨

図
の
ご
と
し
。
水
を
く
む
物
。

③
元
禄
版
本

左
の
部
分
を
踏
襲
し
、
別
に
「

」
を
掲
出
す
る
。

「
樚
櫨
」
の
図
像
は
、
①
初
版
本
「
轆
轤
」
の

樚
櫨

「
轆
轤

「
樚
櫨
」
の

が
、
④
寛
政
版
本
で
は
、
再
び
「
轆
轤
」
一
項
目
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ

第
二
に
、
③
元
禄
版
本
の

二
項
目

」

る
。

「
轆
轤
」
本
文

③
元
禄
版
本

轆
轤
は
水
を
く
む
と
き
、
つ
る
べ
を
か
く
る
具
な
り
。
く
る
ま
き
と
い
ふ
。
又
独
楽
さ
い
く
に
轆
轤
と
い
ふ
物
有
。

④
寛
政
版
本
「
轆
轤
」
本
文

轆
轤
は
水
を
く
む
つ
る
べ
に
か
く
る
具
な
り
。
く
る
ま
き
と
い
ふ
。
独
楽
ざ
い
く
に
轆
轤
と
い
ふ
物
あ
り
。

字
句
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
④
寛
政
版
本
は
③
元
禄
版
本
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。

両
者
の
本
文
は

「

」
の
図
像
は
、
版
面
の
左
上
に
あ
る
。
④
寛
政
版
本
「

」
の
図

④
寛
政
版
本
の
各
項
目
の
図
像
は
、
半
丁
も
し
く
は
見
開
き
一
面
に
集
約
さ
れ
て
い
る

轆
轤

轆
轤

。

像
は
、
①
初
版
本
と
同
じ
く

滑
車
」
は
や
や
形
が
異
な
る
。

二
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。
左
の
水
を
汲
む
装
置
の
図
像
は
①
初
版
本
と
同
じ
だ
が
、
右
の
「

以
上
の
こ
と
か
ら
、
④
寛
政
版
本
は
、
本
文
は
③
元
禄
版
本
の
本
文
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
項
目
は
③
元
禄
版
本
の
立
て
た
二
項
目
を
一
項
目
に
統
合
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。

笄
」
が
、
③
元
禄
版
本

「
穵
子
」
の

さ
ら
に
再
び
、
④
寛
政
版
本
で
は
「
笄
」
一
項
目
へ
と

表
３
は
、
①
初
版
本
の
一
項
目
「

で
は
「
筭

二
項
目
に
細
分
化
さ
れ
、

」

過
程
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

改
訂
さ
れ
た

笄
」

笄

「
穵
子
」

笄
」

表
３
・
①
初
版
本
「

→
③
元
禄
版
本
「

→
④
寛
政
版
本
「

」

④
寛
政
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
①
初
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
③
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
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（
巻
十
一
・
器
用
四
）

（
巻
十
一
・
器
用
四
）

（
巻
十
一
・
器
用
四
）

（
巻
十
一
・
器
用
四
）

笄

笄

穵
子

笄

表
３
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

「

は
「

細
分
化
す
る
。

第
一
に
、
①
初
版
本

笄
」
を
、
③
元
禄
版
本

笄

「
穵
子
」
の
二
項
目
に

」

ま
ず
、
①
初
版
本

笄
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「

か
ん
ざ
し
。
〇
今
按
、
〇
抿
子
、
か
み
か
き
、
か
う
が
い
、
楴
同
。
穵
子
、
み
ヽ
か
き
、
穵
耳
也
。

①
初
版
本

笄
」
の
本
文
に
は
、
和
名
「
か
ん
ざ
し
」
を
あ
げ
る
。
そ
の
後
に

「
今
按
」
と
し
て
、
別
名
「
抿
子

、
和
名
「
か
み
か
き

「
か
う
が
い
」
を
あ
げ
、

「

、

」

」

「
楴
」
と
同
じ
と
注
す
る
。
そ
の
後
に

笄
」
と
類
似
す
る
「
穵
子
」
を
あ
げ
、
和
名
「
み
ヽ
か
き
」
を
記
し

「
穵
耳
」
で
あ
る
と
注
す
る
。

、

、

「

①
初
版
本

笄
」
の
図
像
に
は
、
三
種
類
の
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。
右
下
は
「
抿
子

、
左
側
は
笄
、
一
番
上
の
も
の
は
「
穵
子
」
で
あ
ろ
う
。

「

」

次
に
、
③
元
禄
版
本
「
笄
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

笄
は
、
女
の
髪
に
さ
す
具
な
り
。
楴
同
。
抿
子
、
か
う
が
い
。

③
元
禄
版
本
「
笄
」
の
本
文
は

「
女
の
髪
に
さ
す
具
」
で
あ
る
と
記
し
て
、
そ
の
用
途
を
注
解
し
た
。
ま
た

「
楴
」
と
同
じ
と
注
す
る
。
さ
ら
に

「
抿
子
」
を
あ

、

、

、
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げ
、
そ
の
和
名
「
か
う
が
い
」
を
記
す
。

③
元
禄
版
本
「
笄
」
の
図
像
は
、
二
種
類
の
笄
か
ら
な
り
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
「
笄

「
か
ん
さ
し

「
か
う
か
い
」
と
あ
り
、
①
初
版
本
「
笄
」
の
図
像
の
う
ち
の
右

」

」

下
の
「
抿
子

、
左
側
の
笄
の
図
柄
を
踏
襲
し
て
い
る
。

」

ま
た
、
③
元
禄
版
本
「
穵
子
」
の
本
文
は
、
和
名
「
み
ヽ
か
き
」
を
記
す
に
と
ど
ま
る
。

穵
子
は
、
み
ヽ
か
き
な
り
。

要
す
る
に
、
③
元
禄
版
本
は

笄

「
抿
子
」
を
同
類
の
も
の
と
し
て
認
識
し
、
そ
れ
ら
の
本
文
・
図
像
を
、
一
項
目
「
笄
」
に
入
れ
た

「
穵
子
」
を
別
の
物
と
し

、

。

「

」

て
認
識
し
た
た
め
、
別
の
項
目
「
穵
子
」
を
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
③
元
禄
版
本
の
版
面
か
ら
確
認
す
る
と

笄

「
穵
子
」
の
二
項
目
が
隣
に
配
置
さ
れ

、「

」
と

て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
も
、
③
元
禄
版
本
は

笄

「
穵
子
」
を
全
く
異
な
る
も
の
と
し
て
認
識
し
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

、「

」
と

原
著
の
①
初
版
本
で
は
、
中
村
惕
斎
は

笄
」
と
い
う
一
項
目
を
立
て
て
、
図
像
に
「
穵
子
」
を
含
む
三
つ
の
小
図
を
描
い
た
。
惕
斎
は

「
穵
子
」
を
「
笄
」
と

、

、

「

同
類
の
も
の
と
し
て
認
識
し
た
の
に
対
し
、
③
元
禄
版
本
の
撰
者
は
、
①
初
版
本
に
あ
げ
た
三
つ
の
小
図
を
捉
え
直
し
て
、
項
目
の
立
て
方
ま
で
変
え
た
の
で
あ
る
。

「

が
、
④
寛
政
版
本
で
は
再
び
「

」
一
項
目
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
③
元
禄
版
本
の
二
項
目

笄

「
穵
子
」

笄

」

笄

「
笄
」
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
③
元
禄
版
本
「
穵
子
」
の
本
文
の
記
述
を
取
り
入
れ
な
い
。

④
寛
政
版
本
「

」
の
本
文
は
、
③
元
禄
版
本

笄
は
、
女
の
髪
に
さ
す
具
な
り
。
楴
同
。
抿
子
、
か
う
が
い
。

④
寛
政
版
本
「

」
の
図
像
は
、
半
丁
の
下
に
あ
り
、
三
種
類
の

が
描
か
れ
、
そ
の
図
柄
が
、
①
初
版
本
と
異
な
り
、
絵
師
下
河
辺
拾
水
の
描
き
直
し
た
も
の
で

笄

笄

笄

笄

「
穵
子
」
の
図
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
し
て
お
き

あ
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
「

「
か
ん
ざ
し

「
か
う
が
い
」
と
あ
る
。
④
寛
政
版
本
「

」
の
図
像
に
は

」

」

、

た
い
。

「

」

、

「

」

、

。

し
た
が
っ
て

④
寛
政
版
本

の
項
は

本
文
で

図
像
で

、

「

」

、

笄

穵
子

に
関
す
る
記
述
を
削
除
し

穵
子

の
図
を
削
除
す
る
代
わ
り

三
種
類
の
笄
を
描
く

④
寛
政
版
本
の
撰
者
は
、
③
元
禄
版
本
が

笄

「
穵
子
」
を
全
く
異
な
る
二
項
目
を
立
て
た
こ
と
に
対
し
て
、
異
議
を
持
つ
た
め
、
項
目
の
立
て
方
を
変
え
た
と

「

」
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
④
寛
政
版
本
「
笄
」
の
本
文
は
、
③
元
禄
版
本
「
笄
」
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
た
め
、
も
し
図
像
に
「
穵
子
」
を
入
れ
る
と
、
本
文
と
図

像
の
整
合
性
が
取
れ
な
く
な
り
、
違
和
感
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
④
寛
政
版
本
「
笄
」
は
、
図
像
に
は
「
穵
子
」
の
図
を
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

表
４
は
、
①
初
版
本
の
一
項
目
「
角
」
が
、
③
元
禄
版
本
で
は
「
角

「
牛
角
」
の
二
項
目
に
細
分
化
さ
れ
、
さ
ら
に
再
び
、
④
寛
政
版
本
で
は
「
角
」
一
項
目
へ
と

」

改
訂
さ
れ
た
過
程
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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表
４
・
①
初
版
本
「
角
」
→
③
元
禄
版
本
「
角

「
牛
角
」
→
④
寛
政
版
本
「
角
」

」

④
寛
政
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
①
初
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
③
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』

（
巻
十
二
・
畜
獣
）

（
巻
十
二
・
畜
獣
）

（
巻
十
二
・
畜
獣
）

（
巻
十
二
・
畜
獣
）

角

角

牛
角

角

表
４
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

「
角

は
「
角

細
分
化
す
る
。

第
一
に
、
①
初
版
本

」
を
、
③
元
禄
版
本

「
牛
角
」
の
二
項
目
に

」

「
角
」
本
文
に
は
、
和
名
「
つ
の
」
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。

ま
ず
、
①
初
版
本
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の
「
角
」
の
図
像
に
は
、
三
種
類
の
角
が
描
か
れ
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
右
下
は
鹿
の
角
と
覚
し
き
も
の
で
、
左
上
は
大
小
二
種
類

①
初
版
本

の
牛
の
角
と
覚
し
き
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
③
元
禄
版
本
の
二
項
目
「
角

「
牛
角
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

」

角
は
あ
ら
そ
ふ
と
よ
め
り
。
け
た
物
角
を
も
つ
て
あ
ら
そ
ふ
な
り
。
鹿
は
夏
至
に
角
を
ち
て
秋
分
に
生
ず
。

水
牛
の
角
は
う
つ
わ
も
の
に
つ
く
る
。
角
の
最
上
に
み
へ
た
り
。

「
角
」

本
文
は
、
別
の
読
み
「
あ
ら
そ
ふ
」
を
あ
げ
、
そ
の
読
み
の
語
源
を
注
し
、
ま
た
、
鹿
の
角
に
つ
い
て
注
解
す
る
。
③
元
禄
版
本
「
牛
角
」

③
元
禄
版
本

の

の
本
文
は
、
水
牛
の
角
の
用
途
を
注
し
、
そ
れ
を
「
角
の
最
上
」
と
す
る
。

③
元
禄
版
本
「
角
」
の
図
柄
は
、
①
初
版
本
「
角
」
の
図
像
の
う
ち
、
鹿
の
角
と
覚
し
き
も
の
を
踏
襲
し
て
い
る
。
③
元
禄
版
本
「
牛
角
」
の
図
柄
は
、
①
初
版
本

「
角
」
の
図
像
の
う
ち
、
大
小
二
種
類
の
牛
の
角
と
覚
し
き
も
の
を
踏
襲
し
て
い
る
。

、

、

、「

」

「

」

、

「

」「

」

要
す
る
に

③
元
禄
版
本
は

①
初
版
本
の
図
像
に
あ
げ
る
三
種
類
の
角
を

鹿
の
角

と
二
種
類
の

牛
の
角

と
し
て
認
識
し

二
つ
の
項
目

角

牛
角

を
立
て
て
、
よ
り
詳
し
い
説
明
注
解
を
付
し
た
の
で
あ
る
。

の
二
項
目

「
牛
角
」
が
、
④
寛
政
版
本
で
は
再
び
「
角
」
一
項
目
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
③
元
禄
版
本

「
角
」

④
寛
政
版
本
「
角
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

角
は
あ
ら
そ
ふ
と
よ
め
り
。
け
だ
物
角
を
も
つ
て
あ
ら
そ
ふ
な
り
。
鹿
は
夏
至
に
角
お
ち
て
秋
分
に
生
ず
。
鹿
角
、
水
牛
の
角

器
に
つ
く
る
。

「
角
」
と
「
牛
角
」
の
本
文
を
合
体
し
、
少
し
改
変
し
た
。

④
寛
政
版
本
「
角
」
の
本
文
は
、
③
元
禄
版
本

「
角
」
の
図
像
は
、
半
丁
の
左
上
に
あ
り
、
三
種
類
の
角
が
描
か
れ
、
①
初
版
本
「
角
」
の
図
柄
を
踏
襲
し
て
い
る
。

④
寛
政
版
本

要
す
る
に
、
④
寛
政
版
本
「
角
」
の
項
は
、
本
文
は
、
③
元
禄
版
本
に
基
づ
き
な
が
ら
、
少
し
改
変
し
、
項
目
は
、
③
元
禄
版
本
の
二
項
目
を
一
項
目
に
統
合
し
、
①

初
版
本
と
同
じ
よ
う
な
項
目
の
立
て
方
に
戻
っ
た
。

表
５
は
、
①
初
版
本
の
一
項
目
「
殻
」
が
、
③
元
禄
版
本
で
は
「
殻

「
殻

「
殻

「
殻

」
の
四
項
目
に
細
分
化
さ
れ
、
さ
ら
に
再
び
、
④
寛
政
版
本
で
は

」

」

」

a

b

c

d

「
殻
」
一
項
目
へ
改
訂
さ
れ
た
過
程
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
５
・
①
初
版
本
「
殻
」
→
③
元
禄
版
本
「
殻

「
殻

「
殻

「
殻

」
→
④
寛
政
版
本
「
殻
」

」

」

」

a

b

c

d
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④
寛
政
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
①
初
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
③
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』

殻
（
巻
十
五
・
虫
介
）

殻

（
巻
十
五
・
虫
介
）

殻

（
巻
十
五
・
虫
介
）

殻
（
巻
十
五
・
虫
介
）

59

c

57

a

殻

（
巻
十
五
・
虫
介
）

殻

（
巻
十
五
・
虫
介
）

60

d

58

b

表
５
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に
、
①
初
版
本
の
一
項
目
「
殻
」
が
、
③
元
禄
版
本
の
四
項
目
「
殻

「
殻

「
殻

「
殻

」
に
細
分
化
さ
れ
た
。

」

」

」

a

b

c

d

ま
ず
、
①
初
版
本
「
殻
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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か
ら
、
㱿
、

＋
殳

並
同
。
虫
之
皮
甲
也
。
今
按
、
蚌
螺
之
属
謂
之

＋
殳
。
○
厴
、
今
按
、
か
ひ
の
ふ
た
。

壳

壳

①
初
版
本
「
殻
」
の
項
は
、
本
文
は
主
に
「
殻
」
全
体
に
対
す
る
注
解
で
あ
り
、
個
別
な
殻
に
つ
い
て
、

厴
」
を
あ
げ
る
に
留
ま
る
。
図
像
に

そ
の
一
種
で
あ
る
「

は
、
各
種
の
「
殻
」
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
な
「
殻
」
に
つ
い
て
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も
な
く
、
本
文
で
の
説
明
注
解
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

次
に
、
③
元
禄
版
本
「
殻

「
殻

「
殻

「
殻

」
の
本
文
を
一
覧
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

」

」

」

a

b

c

d

③
元
禄
版
本
「
殻

：
殻
は
か
ら
な
り
。
蚌
螺
の
た
ぐ
ひ
の
か
ら
な
り
。
か
き
が
い
の
か
ら
を
牡
蛎
と
な
つ
く
。
よ
く
盗
汗
を
と
む
る
な
り
。

」
a

③
元
禄
版
本
「
殻

：
右
に
同
じ
。
は
ま
く
り
の
か
ら
を
玄
明
粉
と
い
ふ
。
よ
く
痰
を
治
す
。

」
b

③
元
禄
版
本
「
殻

：
右
に
同
じ
。
又
厴
と
も
書
べ
し
。
ば
い
の
ふ
た
な
り
。
甲
香
と
も
い
ふ
。
た
き
物
に
入
。

」
c

③
元
禄
版
本
「
殻

：
右
に
同
じ
。
あ
わ
ひ
の
貝
の
か
ら
を
石
決
明
と
い
ふ
。
薬
に
つ
か
い
て
、
目
の
い
た
み
を
治
し
、
は
な
ぢ
を
と
む
る
な
り
。

」
d

「

「

」

、

「

」「

」「

」

③
元
禄
版
本
は

は

か
き
が
い

を
あ
げ
て

図
像
で
そ
れ
を
示
し
た

③
元
禄
版
本

、

」

、

「

」

、

。

殻

総
名

殻

を
説
明
し

そ
の
一
種

殻

殻

殻

a

b

c

d

は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
種
の
「
殻
」
を
本
文
で
説
明
し
、
図
像
で
示
し
た
。

③
元
禄
版
本
「
殻

「
殻

「
殻

「
殻

」
の
図
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
①
初
版
本
「
殻
」
の
図
像
の
一
部
分
を
踏
襲
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、

」

」

」

a

b

c

d

要
す
る
に
、
③
元
禄
版
本
は
、
①
初
版
本
で
明
確
に
示
さ
な
か
っ
た
各
種
の
「
殻
」
を
、
四
種
類
の
異
な
る
「
殻
」
と
し
て
判
別
し
、
四
項
目
に
分
け
て
掲
載
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
薬
効
も
し
く
は
そ
の
他
の
効
用
を
記
し
た
。

第
二
に
、
③
元
禄
版
本
の
四
項
目
「
殻

「
殻

「
殻

「
殻

」
が
、
④
寛
政
版
本
で
は
再
び
「
殻
」
一
項
目
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。

」

」

」

a

b

c

d

「
殻
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

④
寛
政
版
本蚌

螺
の
類
の
惣
名
也
。
蛤
の
か
ら
を
玄
明
粉
と
い
ふ
。
痰
を
治
す
。
は
い
の
ふ
た
を
甲
香
と
い
ふ
。
又
厴
と
も
書
。
た
き
物
に
入
。
鰒
の
貝
の
か
ら
を
石

殻
は
、

決
明
と
云
。
目
の
痛
を
治
し
、
は
な
ぢ
を
と
む
。
又
か
き
貝
の
か
ら
を
牡
蛎
と
な
づ
く
。
よ
く
盗
汗
を
と
む
る
。

「
殻
」
の
本
文
は
、

か
き
が
い
の

④
寛
政
版
本

③
元
禄
版
本
「
殻

「
殻

「
殻

「
殻

」
の
本
文
の
内
容
を
合
体
し
、
③
元
禄
版
本
「
殻

」
で
あ
げ
た
「

」

」

」

a

b

c

d

a

」
を
一
番
後
に
移
動
し
た
。

か
ら
」
す
な
わ
ち
「
牡
蛎

④
寛
政
版
本
「
殻
」
の
図
像
は
、
半
丁
の
右
上
に
あ
り
、
各
種
の
殻
を
一
ま
と
ま
り
に
し
て
示
し
、
図
柄
は
、
①
初
版
本
を
踏
襲
し
た
。
ま
た
、
各
種
の
殻
の
配
置

も
、
①
初
版
本
に
倣
っ
て
い
る
が
、
隣
の
項
目
の
図
像
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、
少
し
の
ず
れ
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
①
初
版
本
に
あ
っ
た
右
側
の
丸
い
「
殻
」
が
消
え

し
た
が
っ
て
、
④
寛
政
版
本
は
、
本
文
は
、
③
元
禄
版
本
に
基
づ
き
、
少
し
改
変
し
、
項
目
は
、
③
元
禄
版
本
の

た
。
版
面
の
切
れ
目
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

四
項
目
を
一
項
目
に
統
合
し
、
①
初
版
本
と
同
じ
よ
う
な
項
目
の
立
て
方
に
戻
っ
た
。
ま
た
、
図
像
は
、
①
初
版
本
と
わ
ず
か
な
相
違
が
あ
る
。
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④
寛
政
版
本
は
、
③
元
禄
版
本
が
細
分
化
し
た
項
目
を
統
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。

以
上
、

で
は
、
な
ぜ
④
寛
政
版
本
は
、
③
元
禄
版
本
の
細
分
化
し
た
項
目
を
統
合
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
③
元
禄
版
本
が
①
初
版
本
の
項
目
を
細
分
化
し
た
の
は
、
項
目
の
版
面
を
縮
小
す
る
た
め
で
あ
っ
た

。
し
か
し
、
④
寛
政
版
本
で
は
、
図
像
が
版
面

(
)

2

に
占
め
る
割
合
と
ス
ペ
ー
ス
が
大
き
く
な
っ
た
。
こ
れ
が
新
た
な
画
面
構
成
、
図
像
効
果
を
工
夫
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
版
面
構
成
の
大

③
元
禄
版
本
の
細
分
化
し
た
項
目
を
統
合
す
る
素
地
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

き
な
改
訂
は
、
④
寛
政
版
本
が

ま
た
、
③
元
禄
版
本
が
細
分
化
し
た
項
目
の
本
文
に
は
、
随
所
に
重
複
が
み
ら
れ
る
。
④
寛
政
版
本
の
撰
者
は
、
③
元
禄
版
本
の
こ
の
欠
陥
を
認
識
し
た
う
え
で
、
項

目
の
立
て
方
を
改
訂
し
、
項
目
の
統
合
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
元
禄
版
本
の
増
補
項
目
の
削
除

③
元
禄
版
本
が
増
補
し
た
項
目
を
④
寛
政
版
本
が
削
除
す
る
方
法
に
は
、
次
の
二
つ
の
類
型
が
あ
る
。

（
一
）
③
元
禄
版
本
の
重
複
し
た
項
目
を
削
除
す
る

（
二
）
③
元
禄
版
本
に
増
補
さ
れ
た
空
想
上
の
動
物
の
項
目
を
削
除
す
る

（
一
）
の
用
例
は

「
鰞
鰂

「
猩
猩
」
の
二
例
で
あ
る
。

、

」

鰞
鰂

さ
ら
に
④
寛
政
版
本

改

表
６
は
、
①
初
版
本
の
一
項
目
「

」
が
、
③
元
禄
版
本
で
は
「
烏
賊

「
烏
賊

」
の
二
項
目
と
さ
れ
、

が
こ
れ
を
「
烏
賊
」
一
項
目
に

」

b

過
程
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

訂
し
た

表
６
・
①
初
版
本
「

」
→
③
元
禄
版
本
「
烏
賊

「
烏
賊

」
→
④
寛
政
版
本
「
烏
賊
」

鰞
鰂

」

b

④
寛
政
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
①
初
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
③
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』

鰞
鰂
（
巻
十
四
・
龍
魚
）

（
巻
十
四
・
龍
魚
）

（
巻
十
四
・
龍
魚
）

（
巻
十
四
・
龍
魚
）

烏
賊

烏
賊

烏
賊

b
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表
６
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に
、
①
初
版
本

鰞
鰂
」
の
一
項
目
を
立
て
る
の
に
対
し
て
、
③
元
禄
版
本
は

「

。

は

「

烏
賊
」
の
項
を
二
回
掲
出
し
た

、

、

ま
ず
、
①
初
版
本
「
鰞
鰂
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

い
か
。
烏
賊
也
。
烏
鰂
、
墨
魚
、
䌫
魚
並
同
。
〇
柔
魚
、
今
按
、
あ
を
り
い
か
。

管
、
或
云
、
尺
八
い
か
。

い
か
。
烏
賊
也
。
烏
鰂
、
墨
魚
、
䌫
魚
並
同
。
〇
柔
魚
、
今
按
、
あ
を
り
い
か
。

管
、
或
云
、
尺
八
い
か

明
鮝
、
す
る
め
。
烏
賊
骨
、
い
か
の
か
う
。

①
初
版
本
「
鰞
鰂
」
の
本
文
に
は
、
和
名
「
い
か
」
を
あ
げ

「
烏
賊
」
で
あ
る
と
し

「
烏
鰂

「
墨
魚

「
䌫
魚
」
に
同
じ
と
注
す
る
。
ま
た

「
鰞
鰂
」
の
一
種
と

、

、

」

」

、

し
て

柔
魚

を
あ
げ

今
按

と
し
て

そ
の
和
名

あ
を
り
い
か

を
記
す

ま
た

鰞
鰂

の
一
種
と
し
て

管

を
あ
げ

或
云

と
し
て
別
名

、「

」

、「

」

、

「

」

。

、「

」

」

、「

」

「

、「

」

、「

」

、

「

」

。

、「

」

、「

し
て

柔
魚

を
あ
げ

今
按

と
し
て

そ
の
和
名

あ
を
り
い
か

を
記
す

ま
た

鰞
鰂

の
一
種
と
し
て

管

を
あ
げ

或
云

と
し
て
別
名

尺

八
い
か
」
を
記
す
。
ま
た
、
乾
物
で
あ
る
「
明
鮝
」
を
「
す
る
め
」
と
し

「
烏
賊
骨
」
を
「
い
か
の
か
う
」
と
注
す
る
。

、

次
に
、
③
元
禄
版
本
「
烏
賊
」
の
本
文
は
、
①
初
版
本
と
異
な
り
、
薬
効
を
記
す
。

烏
賊
は
気
を
ま
し
、
志
を
つ
よ
く
し
、
人
に
益
有
。
月
経
を
通
ず
。
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③
元
禄
版
本
「
烏
賊
」
の
図
像
は
、
①
初
版
本
「
鰞
鰂
」
の
図
像
を
踏
襲
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
③
元
禄
版
本
「
烏
賊

」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

b

鰞
鰂
、
墨
魚
、
䌫
魚
、
小
史
魚
並
同
。
柔
魚
、
あ
を
り
い
か
。

管
は
或
云
、
尺
八
い
か
。

③
元
禄
版
本
「
烏
賊

」
の
本
文
は

「
鰞
鰂

「
墨
魚

「
䌫
魚

「
小
史
魚
」
と
同
じ
と
注
す
る
。
ま
た

「
柔
魚
」
を
あ
げ
、
和
名
「
あ
を
り
い
か
」
を
記
す
。
ま

、

」

」

」

、

b

た

管
」
を
あ
げ

「
或
云
」
と
し
て
別
名
「
尺
八
い
か
」
を
記
す

、

、

た

「

。

③
元
禄
版
本
「
烏
賊

」
の
本
文
は
、
①
初
版
本
の
内
容
を
踏
襲
し

「
小
史
魚
」
と
い
う
別
名
を
加
え
た
。
ま
た
、
①
初
版
本
に
あ
っ
た
「
明
鮝
、
す
る
め

「
烏
賊

、

」

b

骨
、
い
か
の
か
う
」
の
部
分
を
削
除
し
た
。

③
元
禄
版
本
「
烏
賊

」
の
図
像
は
、
①
初
版
本
「
鰞
鰂
」
と
異
な
り
、
姿
を
変
え
た
二
匹
の
「
烏
賊
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

b

も
う
一
つ
注
目
し
た
い
こ
と
は
掲
出
語
で
あ
る
。
①
初
版
本
で
は

「
烏
賊
」
を
掲
出
語
と
せ
ず

鰞
鰂
」
を
掲
出
語
と
し
て
い
る
。
中
村
惕
斎
は

「
凡
例
」
に
お

、

、

、

「

い
て
、
掲
出
語
に
つ
い
て
次
の
よ
う
述
べ
て
い
る
。

ニ
シ
テ

ナ
ル

ハ

ヲ

テ

ト

ス

ヲ

ニ

ハ

ル
カ

ハ

ニ

カ
ル
カ

ニ

ス

凡
一

事

而
数

名

者

、
以

正

名

為

標

、
而
注

異

名

于
其

下

。
或

為

拘

于
属

対

、
或

為

避

于
重

字

、
題

＿

＿

＿

＿

＿

＿

二

一

レ

二

一

レ

二

一

レ

二

一

_

以

異

名

、
則
注

以

正

名

曰
某

也
、
曰
某

之
一

名
曰
某

、
謂

之

某

。

ル
ニ

ス
ル
ト
キ
ハ

ヲ

ス
ル
ニ

シ
テ

ヲ

レ

カ

レ

ト

ヲ

レ
ト

二

一

二

一

二

一

＿

＿

＿

_

（
凡
そ
一
事
に
し
て
数
名
な
る
者
は

「
正
名
」
を
以
て
標
と
為
し
て

「
異
名
」
を
其
の
下
に
注
す
。
或
い
は
「
属
対
」
に
拘
る
が
為
、
或
い
は
「
重
字
」
に
避

、

、

が
る
が
為
に
、
題
す
る
に

異
名
」
を
以
て
す
る
と
き
は
、
則
ち
注
す
る
に
「
正
名
」
を
以
て
し
て
曰
く
「
某
れ
也

、
曰
く
「
某
が
一
名
は
曰
く
、
某
れ

「
之

「

」

」
、

を
某
れ
と
謂
ふ
」
と

）。

、『

』

、

、

「

」

、

「

」

。

こ
れ
に
よ
れ
ば

訓
蒙
図
彙

は

名
前
が
複
数
あ
る
も
の
は

基
本
的
に
は
正
式
な
名
前

正
名

を
掲
出
語
と
し
て
あ
げ

そ
の
下
に

異
名

を
注
記
す
る

し
か
し

「
属
対
」
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
り

「
重
文
」
を
避
け
る
た
め
に

「
異
名
」
を
掲
出
語
と
す
る
と
き
は

「
正
名
」
を
「
某
で
あ
る

「
某
の
一
名
は
某
と
い

、

、

、

、

」
、

う

「
こ
れ
を
某
と
い
う
」
等
と
注
記
す
る
。
①
初
版
本
「

」
の
本
文
に

「

「
正
名
」
す
な
わ
ち
正
式
名
称
を
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

」
、

、

鰞
鰂

烏
賊
也
」
と
い
う
の
は
、

終
章
で
詳
述
す
る
が
、
①
初
版
本
の
項
目
は
す
べ
て

項
目
あ
る
が
、
本
文
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
掲
出
語
は

項
目
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
仮
に
本
文
項
目
と
称
し
て

1484

1000

お
く
。
そ
の
後
に
、
各
巻
末
に
「
附
」
字
を
付
し
た
項
目
が

項
目
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
附
」
項
目
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

484

の
本
文
項
目
の
掲
出
語
に
は
、
重
複
す
る
文
字
は
ま
っ
た
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方

「
附
」
を
付
す
各
巻
末
の
「
附
」
項
目

項
目
に
は
、
本
文
項
目
と

、

484

1000
重
複
す
る
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

①
初
版
本
「
鰞
鰂
」
は
、
巻
十
四
「
龍
魚
」
に
あ
る
本
文
項
目
で
あ
る
。
ま
た
、
①
初
版
本
巻
十
三
「
禽
鳥
」
に
「
烏
」
の
項
が
あ
る
。
中
村
惕
斎
は
、
そ
の
「
烏
」
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の
漢
字
と
重
複
し
な
い
よ
う
に

「
烏
賊
」
を
避
け
て

「
鰞
鰂
」
を
掲
出
語
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

、

、

一
方
、
③
元
禄
版
本
は
、
①
初
版
本
「
鰞
鰂
」
の
掲
出
語
を
採
用
せ
ず
、
正
式
名
称
「

」
を
掲
出
語
と
し
た
。
本
文
も
、
①
初
版
本
「
鰞
鰂
」
の
本
文
を
踏
襲

烏
賊

せ
ず
、
薬
効
の
み
を
記
す
。
さ
ら
に
、
③
元
禄
版
本
は
、
巻
十
四
「
龍
魚
」
の
末
尾
の
に
、
増
補
し
た
項
目
を
示
す
。
中
に
は
「

」
の
項
が
あ
る

「

」

烏
賊

烏
賊

。

b

b

の
本
文
は
、
①
初
版
本
「
鰞
鰂
」
の
本
文
の
内
容
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
図
柄
を
変
え
た
。

こ
の
よ
う
に
、

「

」
を
二
回
掲
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
と
図
像
を
異
に
し
た
。

③
元
禄
版
本
は

烏
賊

、

の
二
回
掲
出
し
た

烏
賊
」
の
項
を
、
一
項
目
に
戻
し
た
。

第
二
に
、
④
寛
政
版
本
は
、
③
元
禄
版
本

「

「
烏
賊
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

④
寛
政
版
本

烏
賊
は
気
を
ま
し
、
志
を
つ
よ
く
し
、
人
に
益
あ
り
。
月
経
を
通
す
。

「
烏
賊
」
の
本
文
は
、
仮
名
遣
い
等
の
さ
さ
や
か
な
変
動
の
ほ
か
、
③
元
禄
版
本
「
烏
賊
」
の
本
文
を
踏
襲
す
る
。

④
寛
政
版
本

④
寛
政
版
本
「
烏
賊
」
の
図
像
は
、
半
丁
の
右
下
に
あ
り
、
そ
の
図
柄
が
①
初
版
本
「
鰞
鰂
」
の
図
像
、
③
元
禄
版
本
「
烏
賊
」
の
図
像
と
図
柄
が
同
じ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
④
寛
政
版
本
は
、
③
元
禄
版
本
「

・

③
元
禄
版
本
「
烏
賊

」
の
本
文
・
図
像
を
削
除
し
た
。
そ
の
結
果
、

烏
賊
」
の
掲
出
語
・
本
文

図
像
を
踏
襲
し
、

b

④
寛
政
版
本
は
、
掲
出
語
の
相
違
の
ほ
か
、
①
初
版
本
と
同
じ
よ
う
な
項
目
の
立
て
方
に
戻
っ
た
。
④
寛
政
版
本
は
、
③
元
禄
版
本
の
増
補
し
た
「
烏
賊

」
の
項
を
重

b

複
項
目
と
認
識
し
た
た
め
、
そ
れ
を
削
除
し
た
で
あ
ろ
う
。

表
７
は
、
①
初
版
本
の
一
項
目
「
猩
猩
」
が
、
③
元
禄
版
本
で
は
「
猩
々

「
猩
々

」
二
項
目
と
さ
れ
、
さ
ら
に
④
寛
政
版
本
が
こ
れ
を
「
猩
猩
」
一
項
目
に
改
訂

」

b

し
た
過
程
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
７
・

訓
蒙
図
彙
』
①
初
版
本
「
猩
猩
」
→
③
元
禄
版
本
「
猩
々

「
猩
々

」
→
④
寛
政
版
本
「
猩
猩
」

『

」

b

④
寛
政
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
①
初
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』
③
元
禄
版
本

『
訓
蒙
図
彙
』

猩
猩
（
巻
十
二
・
畜
獣
）

猩

（
巻
十
二
・
畜
獣
）

猩

（
巻
二
一
・
雑
類
）

猩
猩
（
巻
十
二
・
畜
獣
）

々

々
b
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表
７
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

猩
猩

「
猩
々

「
猩
々

」

さ
れ
た
。

第
一
に
、
①
初
版
本
「

」
の
一
項
目
は
、
③
元
禄
版
本
で
は

の
二
項
目
と

」

b

初
版
本
巻
十
二
畜
獣

の
本
文
は
、
別
名
「
狌
狌
」
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。

①

「
猩
猩
」

又
作
狌
狌
。

元
禄
版
本
の

「
猩
々
」
は
、
図
像
は

「
猩
猩
」
の
図
像
を
踏
襲
す
る
が
、
本
文
は
猩
猩
の
色
、
耳
、
面
、
足
、
酒
を
好
む
こ
と
、
そ
の
血
を

③

巻
十
二
畜
獣

初
版
本

を
詳
細
に
注
す
る
。

染
色
に
用
い
る
こ
と

猩
猩
は
、
黄
毛
は
さ
る
、
白
耳
は
豕
の
ご
と
し
。
人
面
人
足
。
酒
を
こ
の
む
。
血
を
と
り
て
染
。

々

本
文
が
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
③
元
禄
版
本
の
巻
二
一
雑
類
の
「
猩

」
b

猩
々
能
言
と
あ
り
。
形
猿
に
似
て
人
の
面
の
ご
と
し
。
声
小
児
の
こ
と
く
に
し
て
、
酒
を
好
む
と
か
や
。

「
猩
々

」
本
文
は
、
猩
猩
が
言
葉
を
話
す
こ
と
、
そ
の
形
、
面
、
声
に
つ
い
て
説
明
し
、
酒
を
好
む
こ
と
を
詳
し
く
注
す
る
。

③
元
禄
版
本

b

③
元
禄
版
本
「
猩
々

」
の
図
像
は
、
人
の
姿
で
柄
杓
を
肩
に
か
け
、
目
線
の
先
に
は
酒
の
壷
が
あ
り
、
図
像
の
左
に
杯
と
こ
れ
を
支
え
る
台
と
覚
し
き
も
の
が
あ

b
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り
、
謡
曲
『
猩
猩
』
を
想
起
さ
せ
る
図
像
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
③
元
禄
版
本
は
、
①
初
版
本
で
は
「
獣
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
「
猩
々
」
を

「
獣
」
以
外
に
も
、
諸
天

、

神
仙
・
諸
祖
師
等
を
収
め
巻
二
一
雑
類
も
「
猩
々
」
を
再
掲
し
、
謡
曲
『
猩
猩
』
を
意
識
し
た
新
た
な
図
像
を
加
え
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
③
元
禄
版
本
の
増
補
し
た
巻
二
一
雑
類

「
猩
々

」
が
、
④
寛
政
版
本
で
は
削
除
さ
れ
た
。

の

b

元
禄
版
本
の

「
猩
々
」
本
文
は
、

③

巻
十
二
畜
獣

猩
猩
は
、
黄
毛
は
さ
る
、
白
耳
は
豕
の
ご
と
し
。
人
面
人
足
。
酒
を
こ
の
む
。
血
を
と
り
て
染
。

④
寛
政
版
本
の

「
猩
猩
」
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

巻
十
二
・
畜
獣

猩
猩
は
、
海
中
に
す
む
獣
也
。
毛
色
黄
に
し
て
さ
る
の
ご
と
し
。
耳
白
く
、
面
と
足
は
、
人
の
ご
と
く
に
て
酒
を
こ
の
む
。
血
を
と
り
て
染
。

④
寛
政
版
本
「
猩
猩
」
本
文
は
「
海
中
に
す
む
獣
」
と
注
し
、
元
禄
版
本
「
猩
々
」
の
本
文
の
内
容
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
、
記
述
を
若
干
改
変
す
る
。
耳
が
白
い
こ
と
を

記
し
て

「
豕
の
ご
と
し
」
を
削
除
し
た
の
で
あ
る
。

、

「

」

、

。

、

、

。

④
寛
政
版
本

猩
猩

の
図
像
は

海
岸
に
坐
る
と
い
う
新
た
な
構
図
で
あ
る

こ
れ
は
①

③
元
禄
版
本
と
は
異
な
る

ま
っ
た
く
新
た
な
図
像
で
あ
る

初
版
本

項
目
は
③
元

つ
ま
り
、
④
寛
政
版
本
は
、
本
文
は
③
元
禄
版
本
の
本
文
を
あ
る
程
度
踏
襲
す
る
が
、
若
干
の
改
訂
を
施
す
。
掲
出
語
は
①
初
版
本
の
表
記
に
戻
し
、

禄
版
本
の
重
複
し
た
項
目
を
削
除
し
て
体
裁
を
整
え
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
③
元
禄
版
本
に
増
補
さ
れ
た
空
想
上
の
動
物
の
項
目
を
削
除
す
る
例

勝
又
基
氏
は
、
④
寛
政
版
本
の
項
目
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

元
禄
版
『
訓
蒙
図
彙
』
で
初
め
て
立
項
さ
れ
た
項
目
の
う
ち

「
人
魚
」
や
、
中
国
の
「
狸
力

「

「

「

」
と
い
っ
た
鳥
獣
の
項
目
が
再
び
漏
れ
た

、

」

」

」

猙

竦
斯

畢
方

辺
り
に
一
つ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る

。

（3

）

巻
十
二
「
畜
獣

、
巻
十
三
「
禽
鳥

、
巻
十
四
「
龍
魚
」
に

『
山
海
経
』
に
記
さ
れ
た
怪
物
、
空
想
上
の

巻

③
元
禄
版
本
は
、

動
物
を
増
補
し
た
。
③
元
禄
版
本
の

」

」

、

十
二
「
畜
獣
」
の
末
尾
に
、
次
の
五
項
目
「
狸
力

狌
狌

「
猙

「
猼
訑

」

」

」

」

「

十
二
「
畜
獣
」
の
末
尾
に
、
次
の
五
項
目
「
狸
力

狌
狌

「
猙

「
猼
訑

「

十
二
「
畜
獣
」
の
末
尾
に
、
次
の
五
項
目
「
狸
力

狌
狌

「
猙

「
猼
訑

」
を
増
補
し
た
。
そ
れ
ら
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

柜
山
に

狗
の
ほ
ゆ
る
が
ご
と
し
。

「
狸
力

：
も
ろ
こ
し

狸
力
と
い
ふ
け
た
物
有
。
豚
に
に
て
、
け
つ
め
有
。
こ
ゑ

」

狌
狌

：
も
ろ
こ
し

狌
々
と
な
づ
く
。
こ
れ
を
く
ら
へ
は
、
よ
く
は
し
る
。

「

鵲
山
に
け
だ
物
あ
り
。
さ
る
に
に
て
、
白
き
耳
有
。
人
の
ご
と
く
に
は
し
る
。

」

「
猙

：

も
ろ
こ
し
章

と
い
ふ
山
に
猙
と
い
ふ
け
だ
物
あ
り
。
豹
の
こ
と
し
。
五
の
尾
一
の
角
あ
り
。
こ
ゑ
石
を
う
つ
が
ご
と
し
。

」

莪

「
猼
訑

：
も
ろ
こ
し
基
山
に
猼
訑
と
い
ふ
け
た
物
有
。
羊
の
こ
と
し
。
九
の
尾
四
の
耳
あ
り
。
目
は
せ
な
か
に
あ
り
。

」
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「

」

「

：
も
ろ
こ
し
三
危
と
い
ふ
山
に

「

と
い
ふ
け
た
物
あ
り
。
牛
の
こ
と
し
。
白
き
身
、
四
の
角
有
。
毛
は
蓑
を
か
う
ふ
る
が
ご
と
し
。

、

「

」

。

、

『

』

「

」

」「

」

こ
れ
ら
の
本
文
は

い
ず
れ
も

も
ろ
こ
し

で
始
ま
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る

こ
の
五
項
目
は

い
ず
れ
も

山
海
経

に
記
さ
れ
た

狸
力

狌
狌

猙

「

「
猼
訑
」

「
猼
訑

「

「
猼
訑

」
を
出
典
と
す
る
。
④
寛
政
版
本
は
、
こ
の
五
項
目
を
す
べ
て
削
除
し
て
い
る
。

巻
十
三
「
禽
鳥
」
に
増
補
し
た
項
目
の
う
ち

「
も
ろ
こ
し
」
で
始
ま
る
項
目
が
、
次
の
と
お
り
あ
る
。

ま
た
、
③
元
禄
版
本
に
、

、

「
畢
方

：
も
ろ
こ
し
章

山
に
畢
方
と
い
ふ
鳥
あ
り
。
鶴
の
ご
と
し
。
一
の
あ
し
、
あ
か
き
文
あ
り
。
あ
を
き
質
、
白
き
く
ち
は
し
あ
り
。

」

莪
の

「
竦
斯

：
も
ろ
こ
し

竦
斯
と
云
鳥
あ
り
。
雉
の
こ
と
し
。
人
の
面
な
り
。
人
を
み
る
と
き
は
、
お
ど
る
。
み
つ
か
ら
名
を
よ
ぶ
。

」

灌
題
と
い
ふ
山
に

皐
塗
る
の
山
に

と
い
ふ
鳥
あ
り
。
鴟
に
に
た
り
。
人
の
あ
し
あ
り
。
こ
れ
を
く
へ
は

癭
を
生
す
。

「
数
斯

：
も
ろ
こ
し

数
斯

、

」

「

鵲
の
こ
と
し
。
白
き
身
、
あ
か
き
尾
、
六
の
足
あ
り
。

䴅

：

も
ろ
こ
し
大
行
山
に
䴅
と
い
ふ
鳥
あ
り
。

」

「
蠻
蠻

蠻
と
い
ふ
鳥
あ
り
。
鳬
に
に
た
り
。
一
翼
一
目
な
り
。
な
ら
び
と
ぶ
。

」：
も
ろ
こ
し
崇
吾
の
山
に

こ
の
五
項
目
も
『
山
海
経
』
を
出
典
と
す
る
「
畢
方

「
竦
斯

「
数
斯

「
䴅

「

」
で
あ
る
。
④
寛
政
版
本
は
こ
れ
ら
も
ま
た
削
除
し
て
い
る
。
④
寛
政
版
本

」

」

」

」

蠻
蠻

は
『
山
海
経
』
に
依
拠
す
る
空
想
上
の
動
物
を
い
っ
さ
い
掲
載
し
な
い
方
針
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
三
才
図
会
』
は
、
空
想
上
の
動
物
を
多
数
掲
載
し
て
い
る
。
し
か
し

『
訓
蒙
図
彙
』
①
初
版
本
は
「
麒
麟

「
獬
豸

「
騶
虞

「
鳳
凰

「
蛟

「
龍
」
等
の
瑞
獣
を

、

」

」

」

」

」

除
い
て
、
空
想
上
の
動
物
は
一
切
掲
載
し
な
い
。
④
寛
政
版
本
が
空
想
上
の
動
物
を
削
除
し
た
こ
と
は
、
①
初
版
本
の
撰
者
中
村
惕
斎
の
本
意
に
回
帰
し
た
こ
と
な
る
。

、

。

「

」「

」

、

、

。

で
は
な
ぜ
寛
政
版
本
は

こ
の
よ
う
な
増
補
改
訂
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
か

寛
政
版
本
の

序

跋

を
通
し
て

そ
の
編
纂
方
針

刊
行
背
景
を
検
討
し
た
い

④
寛
政
版
本
の
越
前
力
丸
光
撰
「
増
補
訓
蒙
図
彙
序
」
は
①
初
版
本
の
中
村
惕
斎
撰
『
訓
蒙
図
彙
』
を
啓
蒙
書
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

自

非

有

善

誘

在

、
殆

不

可

得
。
於

是
有

若

中

村

氏
訓

蒙
図

彙
之
術

、
可

謂

善

誨
不

倦
者

。

リ
ハ

ル

ル
ニ

ノ

ル

ド

リ

シ

ツ

ル

ノ
ト

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

二

一

レ

レ

＿

＿

＿

＿

＿

＿

カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ

（
善
誘
の
在
る
有
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
殆
ど
得
べ
か
ら
ず
。
是
に
於
い
て

若

中
村
氏
『
訓
蒙
図
彙
』
の
術
有
り
。
謂
ひ
つ
べ
し
。
善
く
誨
え
て
倦
ま
ざ
る

こ
こ

カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ

者
と

）。

春
荘
端
隆

が
童
蒙
を
教
導
す
る
だ
け
で
な
く
、
深
く
学
問
を
研
鑽
し
た
学
者
に
も
有
益
な
書
と
し
て
高
く
評
価
し
、
当

④
寛
政
版
本
の

「
跋
」
も
ま
た
、
①
初
版
本

時
の
人
々
に
珍
重
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、

惕-

斎
先-

生
所

著
図-

彙
、
其
意

所

属
、
蓋
亦
在

乎
此

。
其

書
奚

翅
訓-
導
童-

蒙

云

爾
。
雖

宿-

儒
老-

学

、
亦
有

資

以
広

致-

格
之
識

。

レ

レ

二

一

二

一

二

一

三

二

一

ノ

ノ

ソ

テ

_
_

家

珎
人

藏
、
良

有

以
哉
。

_
_

ニ

レ
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（
惕
斎
先
生
著
す
所
の
図
彙
、
其
の
意
の
属
す
る
所
、
蓋
し
亦
た
此
に
在
り
。
其
の
書
奚
ぞ
翅
に
童
蒙
を
訓
導
す
る
の
み
。
宿
儒
・
老
学
と
雖
も
、
亦
た
資
け
て

た
だ

以
て
致
格
の
識
を
広
む
る
こ
と
有
り
。
家
珎
と
し
、
人
藏
む
こ
と
、
良
に
以
有
り

）。

い
え
ち
ん

お
さ

ま
こ
と

ゆ
え

刊
行
背
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

従

寛-
文

逮

今

、
殆

百
幾
十
年
、
版
已

就

刓-

缺

、
今

玆
寛-

政
己-

酉
額

田

氏
主-

人
嘱

下

河

邊

氏

、
移-

写
舊
様

、
再-

刻
剞-

劂
、

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

ニ

ト

ニ

ニ

ヲ

_
_

_
_

_
_

而
精-

工
縝-
密
、
視

舊

有

倍

焉
。
刻

成
、
請

余
以

一-

語

、
余

謂

、
近

有

春-

朝-

齋
山

城
名-

所
図-

会

、
亦
以

図-

繪
之
故

、
盛

行

乎

レ

レ

レ

二

一

二

一

二

一

二

ニ

コ
ト

フ

ロ

ニ

_
_

_

世

、
朝-

摺
暮-
印
、
洛-

陽
紙

貴
。

ニ
一

_

（
寛
文
よ
り
今
に
逮
び
て
、
殆
ど
百
幾
十
年
な
り
。
版
已
に
刓
缺
に
就
く
。
今
玆
に
寛
政
己
酉
額
田
氏
主
人
下
河
邊
氏
に
嘱
し
、
舊
様
を
移
写
し
、
再
刻
・
剞
劂

お
よ

し
、
而
も
精
工
縝
密
な
り
。
舊
に
視
べ

倍
す
る
こ
と
有
り
。
刻
り
成
り
、
余
に
請
ひ
て
一
語
以
て
す
。
余
謂
ふ
、
近
ろ
春
朝
齋
山
城
名
所
図
会
有
る
も
、
亦

、

た
図
繪
の
故
を
以
て
、
世
に
盛
ん
に
行
は
れ
、
朝
摺
り
暮
印
、
洛
陽
紙
貴
し

）。

初
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
寛
文
年
間
か
ら
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
至
っ
て
、
百
何
十
年
経
り
、
元
の
版
木
が
す
り
減
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う

つ
ま
り
、
①

し
て
、
額
田
氏
主
人
が
絵
師
下
河
邊
拾
水
に
依
頼
し
、
①
初
版
本
に
倣
っ
て
絵
図
を
描
き
直
さ
せ
、
再
び
版
木
を
彫
り
直
し
た
。
ま
た
、
④
寛
政
版
本
が
刊
行
さ
れ
る

九
年
前
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
、
秋
里
籬
島
撰
、
竹
原
春
朝
斎
画
『
都
名
所
図
会
』
六
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
好
評
を
博
し
た
た
め
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）

に
続
編
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
名
所
図
会
が
風
靡
し
て
い
る
な
か
、
書
肆
の
人
は

『
訓
蒙
図
彙
』
を
狙
い
目
と
し
て
、
増
補
版
を
刊
行
し
た
こ
と
が

、

読
み
取
れ
る
。

四
、
む
す
び

④
寛
政
版
本

④
寛
政
版
本
は
、
③
元
禄
版
本
が
細
分
化
し
た
項
目
を
統
合
し
、
増
補
し
た
た
め
に
重

の
増
補
改
訂
の
特
徴
が
次
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
た
。
第
一
に
、

④
寛
政
版
本
は

「
序

「
跋
」
で
は
、
③
元

複
が
生
じ
た
項
目
を
削
除
し
た
。
第
二
に
、
空
想
上
の
動
物
を
削
除
し
た
。
第
三
に
、
版
面
構
成
が
大
き
く
変
容
し
た
。

、

」

禄
版
本
を
言
及
せ
ず
、
中
村
惕
斎
の
原
著
①
初
版
本
を
大
い
に
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
④
寛
政
版
本
が
③
元
禄
版
本
を
黙
殺
し
、
③
元
禄
版
本
に
よ
る
増
補
改

訂
を
修
復
し
て
、
①
初
版
本
へ
回
帰
し
よ
う
と

し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

志
向

『
訓
蒙
図
彙
』
は
、
初
版
の
際
に

刊
行
の
百
何
十
年
後
も
、
童
蒙
な
い
し
学
者
に
有
益
な
書
物
と
し
て
高
評
さ
れ
、

絵
入
り
百
科
事
典

好
評
を
博
す
の
み
な
ら
ず
、

大
き
な
変
容
を
遂
げ
つ
つ
、
幅
広
く
享
受
さ
れ
て
い
た
。
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注（
１
）
拙
稿
「

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
初
版
本
か
ら
元
禄
版
本
へ
―
大
衆
化
の
位
相
を
め
ぐ
っ
て
―

（

文
化
・
情
報
の
結
節
点
と
し
て
の
図
像
論
文
集
（
仮

、

『

」
『

）
』

晃
洋
書
房
、
二
〇
二
一
年
三
月
刊
行
予
定

。）

（
２
）
注
（
１
）
に
同
じ
。

（
３
）
勝
又
基
「
江
戸
の
百
科
事
典
を
読
む
―
『
訓
蒙
図
彙
』
の
変
遷

（

月
刊
し
に
か
』
第
十
一
巻
、
第
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月

。

」
『

）
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第
三
章

『
三
才
図
会
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
の
比
較
研
究

第
一
節

『
三
才
図
会
』
か
ら
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
へ

第
二
部
で
は
、
初
版
本
を
対
象
と
し
て
、
出
典
論
的
研
究
を
行
う
。

中
村
惕
斎
は

「
凡
例
」
に
お
い
て
、
引
用
書
目
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

、

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

引

之
図

書

漢

字

以

三

才

図

農

政

全

書
及

諸

家

本

草

之
図

説

為

主

凡
訓

詁
注

疏
稗

史
雑

編

中

有

明

證

、

会

、

、

ノ

ハ

ヒ

ノ

ノ

ヲ

ト

ノ

ト
キ
ハ

二

一

レ

二

徴

則
採

摭

以
裨

益

矣
。
国

書

以

源

氏

和

名

集

為

本

以

林

氏

多

識

編

之

。
凡
類

編
、

抄
如

字

一

二

二

、

、

、

継

雑

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

シ
テ

ス

ハ

カ

ヲ

シ

ト

カ

ヲ

ニ

キ

一

レ

一

レ

二

徴

則
採

摭

以
裨

益

矣
。
国

書

以

源

氏

和

名

集

為

本

以

林

氏

多

識

編

之

。
凡
類

編
、

抄
如

字

鏡

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

嚢
下

用

之
等

、
並

参

之

補

之

。

＿

＿

学
節

ノ

ノ

ニ

へ

ニ

ヲ

一

レ

レ

（
引
證
の
図
書
、
漢
字
は
『
三
才
図
会

『
農
政
全
書
』
及
び
諸
家
の
本
草
の
図
説
を
以
て
主
と
為
し
、
凡
そ
訓
詁
・
注
疏
・
稗
史
・
雑
編
の
中
、
明
徴
有
る
と
き

』

、

。

、

『

』

、

『

』

。

、

『

』

は

則
ち
採
摭
し
て
以
て
裨
益
す

国
書
は

源
氏
が

和
名
集

を
以
て
本
と
為
し

林
氏
が

多
識
編

を
以
て
之
に
継
ぐ

凡
そ
類
編

雑
抄
は

字
鏡

『

嚢

『
下
学

『
節
用
』
等
の
如
き
、
並
び
に
之
に
参
ヘ
、
之
を
補
ふ

』

』

。

『

嚢

『
下
学

『
節
用
』
等
の
如
き
、
並
び
に
之
に
参
ヘ
、
之
を
補
ふ

）

マ
マ

「
凡
例
」
で
中
村
惕
斎
が
自
ら
あ
げ
た
漢
籍
・
和
書
の
引
用
書
目
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

漢
籍
：

三
才
図
会

・

農
政
全
書

・

諸
家
の
本
草
の
図
説
」

『

』
『

』
「

和
書
：

源
氏
和
名
集

和
名
類
聚
抄

・

林
氏
多
識
編

多
識
編

・

字
鏡

字
鏡
集

・

嚢

壒
嚢
鈔

・

下
学

下
学
集

・

節
用

「

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）
「

「

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）
「

「

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）

」（
『

』
）
「

」（
『

』
）
「

」

マ
マ

（

節
用
集

）

『

』

こ
の
う
ち
、
先
学
に
よ
っ
て

『
三
才
図
会
』
の
大
き
な
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

、

部
立
と
分
類
に
つ
い
て
、
杉
本
つ
と
む
氏
は

『
訓
蒙
図
彙
』
の
分
類
門
名
が
『
三
才
図
会
』
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

。
八
木
清
治
氏
は
、

、

（1

）

『
訓
蒙
図
彙
』
が
『
三
才
図
会

「
鳥
獣
類
」
を

「
畜
獣

「
禽
鳥

「
龍
魚

「
虫
介
」
の
四
つ
に
細
か
く
類
別
し
、
ま
た
「
米
穀

「
菜
蔬

「
果
蓏
」
の
諸
類
を
新
た

』

、

」

」

」

」

」

さ

い

そ

か

ら

に
設
け
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
背
景
に
『
本
草
綱
目
』
に
刺
激
さ
れ
た
本
草
学
の
流
行
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
ら
れ
た

。
伊
藤
真
実
子
氏
は

『
訓
蒙
図
彙
』
が

（2

）

、

『
三
才
図
会
』
を
参
照
し
て
十
七
部
の
分
類
を
立
て
た
と
さ
れ
た

。
勝
又
基
氏
は

『
訓
蒙
図
彙
』
が

『
三
才
図
会
』
を
参
照
し
つ
つ
も
、
抽
象
的
な
事
柄
や
人

（3

）

、

、

の
行
い
を
対
象
と
す
る
人
事
に
関
す
る
部
立
を
採
用
し
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

。

（4

）
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こ
の
よ
う
に

『
三
才
図
会
』
が
『
訓
蒙
図
彙
』
の
分
類
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
は
進
展
し
て
き
た
が
、
各
項
目
の
レ
ベ
ル
に
い
た
る
ま
で
の
詳
細
な
検
討

、

部
立
・
項
目
の

は
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
右
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
三
才
図
会
』
の
項
目
を
悉
皆
調
査
し
、

、

面
か
ら

『
三
才
図
会
』
が
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
与
え
た
影
響
を
再
検
討

。

、

す
る

明
・
万
暦
三
七
年
（
一
六
〇
九
）
刊
、
王
圻
・
王
思
義
撰
『
三
才
図
会
』
一
〇
六
巻
は
図
入
り
の
類
書
で
あ
り
、
宇
宙
全
般
の
事
物
を
天
地
人
の
「
三
才
」
に
分
類

し
、
各
項
目
に
解
説
文
と
図
像
を
付
す
。
そ
の
構
成
は
お
お
む
ね
左
に
図
・
右
に
文
、
も
し
く
は
上
に
文
・
下
に
図
と
い
う
体
裁
を
と
る
。
収
録
し
た
図
像
は
六
一
二

五
図
に
お
よ
ん
で
お
り
、
図
像
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
、
本
書
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

大
庭
脩
氏
の
研
究
に
基
づ
い
て

、
楊
亜
麗
氏
は

『
三
才
図
会
』
が
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
、
初
め
て
日
本
に
伝
来
し
、
そ
の
後
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、

（5

）

、

し
ば
し
ば
輸
入
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
た

。

（6

）

『
三
才
図
会
』
は
、
全
体
を

。

十
四
類
に
分
類
し
、
そ
の
構
成
・
配
列
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（7

）

「
天
」
部
：

天
文
」
四
巻

「

「
地
」
部
：

地
理
」
十
六
巻

「

」

」

「

」

「

」

「

」

」

「

」

「

」

「

」

「

」

「

「

「

人

部
：

人
物

十
四
巻
・

時
令

四
巻
・

・

・

宮
室

四
巻

器
用

十
二
巻
・

身
体

七
巻
・

衣
服

三
巻
・

人
事

十
巻

儀
制

八
巻
・

珍
宝

二
巻
・

文
史
」
四
巻
・

鳥
獣
」
六
巻
・

草
木
」
十
二
巻

「

「

「

は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
部
立
を
基
準
と
し
て

『
三
才
図
会
』
の
部
立
と
分
類
を
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
厳
密
に
は
対
応
し
な
い
点
も
あ
る
が
、

表
１

、

、

お
お
よ
そ
類
似
す
る
も
の
を
対
照
し
て
示
し
た
。

附
表
二

『
三
才
図
会
』
と
『
訓
蒙
図

ま
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目
を
基
準
と
し
て

『
三
才
図
会
』
と
対
応
さ
れ
る
項
目
を
巻
ご
と
に
対
照
し
て
示
し
た
。

、

、

を
参
照
さ
れ
た
い
。

彙
』
初
版
本
の
項
目
対
照
一
覧

に
基
づ
き
、
そ
の
中
に

『
三
才
図
会
』
と
対
応
さ
れ
る
項
目
を
「
一
致
項
目
」
と
数
え
て
、

附
表
二

『
三
才
図
会
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目
対
照
一
覧

、

表
１
に
示
し
た
。

１

※
部
立
名
の
前
の
算
用
数
字
は
、
順
位
を
表
わ
す
。

表

・

三
才
図
会
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

『
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『
三
才
図
会
』

『
訓
蒙
図
彙
』

一
致
項
目
数

『
訓
蒙
図
彙
』
総
項
目
数

天
文
四
巻

巻
一
～
四

天
文

1

1

6

36

地
理
十
六
巻

巻
一
～
十
六

地
理

2

2

4

60

宮
室
四
巻

巻
一
～
四

居
処

5

3

24

62

人
物
十
四
巻

巻
一
～
十
四

人
物

3

4

12

80

身
体
七
巻

巻
一
～
六
、
巻
七
人
相
類

身
体

7

5

15

36

衣
服
三
巻

巻
一
～
三

衣
服

8

6

16

52

珍
宝
二
巻

巻
一
～
二

宝
貨

11

7

17

52

器
用
一

巻
一
古
器
、
巻
二
古
器
類
、
巻
三
楽
器
類
、
巻
四
舞
器
・
射

8

器
用
十
二
巻

器
用
二

侯
・
舟
類
、
巻
五
車
輿
類
・
漁
類
、
巻
六
～
八
兵
器
類
、
巻

6

9

147

438

器
用
三

九
蠶
織
類
、
巻
十
農
器
類
、
巻
十
一
（
題
な
し

、）

10
器
用
四

巻
十
二
什
器
類

11

巻
三
～
四
獣
類

畜
獣

12

40

64

巻
一
～
二
鳥
類

禽
鳥

13

46

76
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鳥
獣
六
巻

13

龍
魚

14

28

64

巻
五
～
六
鱗
介
類

虫
介

15

38

108

巻
十
一
菓
類
・
穀
類

米
穀

16

8

36

巻
十
蔬
類

菜
蔬

17

21

56

草
木
十
二
巻

巻
十
一
菓
類
・
穀
類

果
蓏

14

18

26

52

巻
八
～
九
木
類

樹
竹

19

20

84

巻
一
～
七
草
類
、
巻
十
二
花
卉
類

花
草

20

72

128

×
×

×

時
令
四
巻

巻
一
～
四

4

×
×

×

人
事
十
巻

巻
一
～
十

9

×
×

×

儀
制
八
巻

巻
一
～
八

10

×
×

×

巻
一
易
図
・
附
擬
玄
図
・
皇
極
経
世
図
、
巻
二
詩
経
図
・
書

経
図
・
礼
記
図
・
周
礼
図
、
巻
三
春
秋
図
・
廻
文
図
・
詩
餘

文
史
四
巻

12

図
譜
上
、
巻
四
詩
餘
図
譜
中
・
詩
餘
図
譜
下
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計

計

540

1484

表

か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

1
第
一
に
、
部
立
に
つ
い
て
で
あ
る
。

『
三
才
図
会
』
の
各
部
類
は
複
数
の
巻
か
ら
な
る
。
一
方

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

「
器
用
」
の
部
以
外
は
、
一
巻
の
み
で
あ
る
。

ま
ず
、

、

、

次
に

『
三
才
図
会

「
鳥
獣
」
六
巻
に
は
、
下
位
分
類
が
あ
り
、
巻
一
～
二
「
鳥
類

、
巻
三
～
四
「
獣
類

、
巻
五
～
六
「
鱗
介
類
」
を
立
て
る
。
一
方

『
訓
蒙
図

、

』

」

」

、

彙
』
初
版
本
は

「
畜
獣

「
禽
鳥

「
龍
魚

「
虫
介
」
の
部
を
立
て
る
。
つ
ま
り

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
三
才
図
会

「
鳥
獣
」
六
巻
の
下
位
分
類
に
あ
た
る
も

、

」

」

」

、

、

』

の
を
部
と
し
て
昇
格
さ
せ
た
。

ま
た

『
三
才
図
会

「
草
木
」
十
二
巻
に
は
、
下
位
分
類
が
あ
り
、
巻
一
～
七
「
草
類

、
巻
八
～
九
「
木
類

、
巻
十
「
蔬
類

、
巻
十
一
「
菓
類
・
穀
類

、
巻
十
二

、

』

」

」

」

」

「
花
卉
類
」
を
立
て
る
。
一
方

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

「
米
穀

「
菜
蔬

「
果
蓏

「
樹
竹

「
花
草
」
の
部
を
立
て
る
。
厳
格
に
は
対
応
し
な
い
点
も
あ
る
が
、
全

、

、

」

」

」

」

、『

』

、『

』「

」

。

、『

』

体
的
に
は

訓
蒙
図
彙

初
版
本
は

三
才
図
会

草
木

十
二
巻
の
下
位
分
類
に
あ
た
る
も
の
を
部
と
し
て
昇
格
さ
せ
た
と
言
え
よ
う

こ
こ
か
ら

訓
蒙
図
彙

初
版
本
は

『
三
才
図
会
』
よ
り
一
層
鳥
獣
草
木
を
重
要
視
し
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

、

中
村
惕
斎
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
叙
」
で
、
鳥
獣
草
木
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

、

。

夫

子
以

多

識

鳥

獣
草

木

之
名

為

学

詩

之
一

益

、
蓋
為

之

也

＿

＿

＿

＿

三

二

一

二

レ

一

レ

ク

ヲ

ノ

ヲ

ル
コ
ト

ノ

ヲ

ト

メ
ナ
ラ
ン

カ

（
夫
子
多
く
鳥
獣
草
木
の
名
を
識
る
を
以
て
、
詩
を
学
ぶ
の
一
益
と
為
る
こ
と
、
蓋
し
之
が
為
め
な
ら
ん

）。

こ
の
一
文
の
出
典
は
『
論
語
・
陽
貨
』
で
あ
る
。
孔
子
は
多
く
鳥
獣
草
木
の
名
を
識
る
こ
と
が
詩
を
学
ぶ
こ
と
の
一
つ
の
利
益
と
す
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
中
村
惕
斎

は
、
鳥
獣
草
木
を
重
視
す
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
編
纂
に
お
い
て
、
鳥
獣
草
木
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

。

さ
ら
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
三
才
図
会
』
の
「

人
事

「
儀
制

「
文
史
」
の
部
を
採
用
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で

『
訓
蒙
図
彙
』
は
『
三
才
図
会
』

、

、

」

」

、

時
令

「」

を
参
照
し
つ
つ
も
、
人
事
に
関
わ
る
部
立
に
つ
い
て
は
採
用
し
な
い
方
針
を
採
っ
た
と
い
う
勝
又
氏
の
指
摘
は
、
妥
当
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
一
致
す
る
項
目
に
つ
い
て
で
あ
る
。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
三
才
図
会
』
で
は
一
致
す
る
項
目
が

項
目
あ
り

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
総
項
目
数
の

％
に
お
よ
び
、
す
べ
て
の
巻
に
分

ま
ず
、

、

540

36

布
す
る
。

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
三
才
図
会
』
と
一
致
す
る
項
目
が
、
殊
に
器
用
、
動
植
物
の
部
に
集
中
し
て
い
る
。

次
に

『、

、
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『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
三
才
図
会
』
の
部
立
を
対
照
し
、
両
者
に
共
通
す
る
部
立
を
直
線
で
つ
な
い
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
平
行
線
は
順
番
が
一
致

表
２
は

す
る
こ
と
、
交
差
す
る
線
は
順
番
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
を
表
す
。

※
部
立
名
の
前
の
算
用
数
字
は
、
順
位
を
表
わ
す
。

表
２
・

『
訓
蒙
図
彙
』

『
三
才
図
会
』
と

初
版
本
の
部
立
の
配
列

』会図才

文

理

物

令

室

用

体

服

事

制

宝

史

獣

木

三

天

地

人

時

宮

器

身

衣

人

儀

珍

文

鳥

草

『

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

』彙

用

図

器

蒙

文

理

処

物

体

服

貨

獣

鳥

魚

介

穀

蔬

蓏

竹

草

11

訓

天

地

居

人

身

衣

宝

畜

禽

龍

虫

米

菜

果

樹

花

～

『

1
2
3
4
5
6
7
8

12
13
14
15
16
17
18
19
20
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表
２
か
ら
み
れ
ば

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の

『
訓
蒙
図
彙
』
初

、

「
居
処

「
人
物

「
器
用
」
の
部
は

『
三
才
図
会
』
の
配
列
順
と
少
し
異
な
る
が
、
全
体
的
に
は

」

」

、

、

版
本
の
部
立
の
配
列
順
は

『
三
才
図
会
』
と
大
差
が
な
い
。

、

以
上
、

『
訓
蒙

部
立
、
項
目
、
部
立
の
配
列
順
か
ら

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
構
成
を
、
引
用
書
目
『
三
才
図
会
』
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
考
察
し
て
き
た

、

。

図
彙
』
初
版
本
の
部
立
と
分
類
は

『
三
才
図
会
』
の
大
き
な
影
響
の
も
と
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

『
三
才
図
会
』
に
比
べ
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、

、

、

、

。

鳥
獣
草
木
を
重
視
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ
る

注（

）
杉
本
つ
と
む
「
解
説

（

訓
蒙
図
彙
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
五
年
七
月

。
同
氏
「
中
村
惕
斎
と
『
訓
蒙
図
彙
』
―
本
草
学
を
絵
筆
に
描
く

（

日
本

１

」
『

）

」
『

本
草
学
の
世
界
―
自
然
・
医
薬
・
民
俗
語
彙
の
探
究

（
八
坂
書
房
、
二
〇
一
一
年
九
月

。

』

）

（

）
八
木
清
治
「
経
験
的
実
学
の
展
開

（

日
本
の
近
世
・
第
十
三
巻

儒
学
・
国
学
・
洋
学

、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
七
月

。

２

」
『

』

）

（

）
伊
藤
真
実
子
氏
「

世
紀
日
本
の
知
の
潮
流
―
江
戸
後
期
～
明
治
初
期
の
百
科
事
典
、
博
物
学
、
博
覧
会
―

（

世
紀
研
究

、

世
紀
学
会
、
二
〇
一
二
年

３

」
『

』

19

19

19

三
月

。）

（

）
勝
又
基
「
絵
入
り
百
科
事
典
の
工
夫
―
『
訓
蒙
図
彙
』
と
『
和
漢
三
才
図
会

（

浸
透
す
る
教
養
―
江
戸
の
出
版
文
化
と
い
う
回
路

、
勉
誠
出
版
、
二
○
一

４

』
」
『

』

三
年
十
一
月

。）

（
５
）
大
庭
脩
「
東
北
大
学
狩
野
文
庫
架
蔵
の
御
文
庫
目
録

（

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
紀
要
３

、
一
九
七
〇
年
三
月

、
同
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の

」
『

』

）

研
究

（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
六
七
年
三
月

、
同
『
舶
載
書
目

（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
七
二
年
一
月

。

』

）

』

）

（
６
）
楊
亜
麗
「

和
漢
三
才
図
会
』
の
出
典
研
究
―
『
本
草
綱
目

『
本
朝
食
鑑
』
と
の
比
較
を
中
心
―
」
第
一
章
第
一
節
（
大
東
文
化
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
九
年

『

』

九
月

。）

（
７
）
注
（
６
）
に
同
じ
。
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第
二
節

『
三
才
図
会

「
儀
制
」
部
の
図
像
の
影
響

』

明
・
王
圻
・
王
思
義
撰
『
三
才
図
会
』
一
〇
六
巻
が

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
夙
に
杉
本
つ
と
む
氏
、
勝
又
基
氏
の
指
摘
が
あ

、

る
。
杉
本
氏
は
初
版
本
巻
四
「
人
物
」
の
「
蒙
古

「
粛
慎
」
の
図
像
が
『
三
才
図
会
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ

、
勝
又
氏
は
初
版
本
巻
四
「
人

」

（1

）

」

「

」「

」「

」「

」

『

』

。

、

「

」

「

」

物

の

呂
宋

天
竺

長
臂

長
脚

の
図
像
の
情
報
源
が

三
才
図
会

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

ま
た

勝
又
氏
は
初
版
本
巻
三

居
処

の

亭

（

）

2

を
例
と
し
て

「
居
処
」
部
の
図
像
が
日
本
の
風
土
に
即
し
て
書
き
換
え
、
日
本
化
さ
せ
た
も
の
が
多
い
と
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

、

魚
介
類
に
関
す
る
図
は
実
物
を
も
と
に
書
き
換
え
た
よ
う
だ

。

（3

）

こ
れ
ら
先
学
の
御
指
摘
は
い
ず
れ
も
首
肯
さ
れ
る
が
、
個
別
の
部
門
、
項
目
に
留
ま
っ
て
い
る
。

初
版
本
全
巻
は
、
総
体
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
影
響
を
摂
取
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像

図
に
着
目
す
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像

図
と
『
三
才
図
会
』
の
図
像

図
の
中
か
ら
、
両
者
に
共
通
す
る
す
べ
て

、

。

1484

1484

6125

の
図
像
を
調
査
し
、
そ
の
中
か
ら
類
似
性
が
き
わ
め
て
高
く

『
三
才
図
会
』
が
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
図
像

図
を
抽
出
し
て

、

32

検
討
を
加
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
、
個
別
の
指
摘
に
留
ま
り
、
影
響
関
係
が
な
い
と
さ
れ
て
き
た
『
三
才
図
会
』
の
図
像
が

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
も
意
識

、

的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
影
響

、

表
１
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
三
才
図
会
』
に
共
通
す
る
図
像
の
う
ち
、
特
に
図
像
の
類
似
性
が
き
わ
め
て
高
く
、
両
者
の
間
に
影
響
関
係
が
想
定
さ
れ
る

、

32

項
目
を
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
１
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
一
致

『

所
在

人
物
巻
十
二
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項
目

高
麗
国

女
真
国

天
竺
国

占
城
国

会図才三彙図蒙訓項
目

①
朝
鮮

②
粛
慎

③

天
竺

④
占
城

所
在

巻
四
人
物

所
在

身
体
巻
一

身
体
巻
二

項
目

肺
図

脾
図

腎
図

肝
図
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会図才三彙図蒙訓項
目

⑤
肺

⑥
脾

⑦
腎

⑧
肝

所
在

巻
五
身
体

所
在

身
体
巻
二

身
体
巻
一

衣
服
巻
一

項
目

胃

大
帯

深
衣
掩
袷
図

膽
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会図才三彙図蒙訓項
目

⑨

⑩
胃

⑪
帯

⑫
深
衣

膽

所
在

巻
五
身
体

巻
六
衣
服

所
在

器
用
巻
十
二
・
什
器
類

器
用
巻
三
・
楽
器
類

器
用
巻
十
二
・
什
器
類

器
用
巻
六
・
兵
器
類

項
目

如
意

大
瑟

投
壷

戚
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会図才三彙図蒙訓項
目

⑬
如
意

⑭
瑟

⑮
投
壷

⑯
鈇

所
在

巻
八
器
用
一

巻
九
器
用
二

所
在

器
用
巻
六
・
兵
器
類

器
用
巻
七
・
兵
器
類

器
用
巻
一
・
古
器

項
目

揚

黒
漆
弩

合
砲

巵
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会図才三彙図蒙訓項
目

⑰
鉞

⑱
弩

⑲
砲

⑳
巵

所
在

巻
九
器
用
二

巻
十
一
・
器
用
四

所
在

器
用
巻
一
・
古
器

器
用
巻
十
二
・
什
器
類

儀
制
巻
四
「
国
朝
儀
杖
図
下
」

器
用
巻
一
・
古
器

項
目

爵

鉢

唾
壷

温
壷
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会図才三彙図蒙訓項
目

㉑
爵

㉒
鉢

㉓
唾
壷

㉔
温
壷

所
在

巻
十
一
・
器
用
四

鳥
獣
巻
三
・
獣
類

鳥
獣
巻
四
・
獣
類

所
在

器
用
巻
一
・
古
器

儀
制
巻
四
「
国
朝
儀
杖
図
下
」

簠

水
罐

騶
虞

貘

項
目
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会図才三彙図蒙訓

簠

水
罐

騶
虞

貘

項
目

㉕

㉖

㉗

㉘

巻
十
二
畜
獣

所
在

巻
十
一
・
器
用
四

所
在

鳥
獣
巻
一
・
鳥
類

鳥
獣
巻
四
・
獣
類

鳥
獣
巻
三
・
獣
類

孔
雀

項
目

狼

豹

麕
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会図才三彙図蒙訓

麞

孔
翠

項
目

㉙
狼

㉚
豹

㉛

㉜

巻
十
二
畜
獣

巻
十
三
禽
鳥

所
在

表
１
の
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
類
似
性
が
高
い
図
像
の
項
目
の
分
布
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

巻
四
「
人
物
」
４
・
巻
五
「
身
体
」
６
・
巻
六
「
衣
服
」
２
・
巻
八
「
器
用
一
」
３
・
巻
九
「
器
用
二
」
４
・
巻
十
一
「
器
用
四
」
７
・
巻
十
二
「
畜
獣
」
５
・
巻

十
三
「
禽
鳥
」
１
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表
１
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
最
も
多
く
採
用
す
る
の
は
「
器
用
」
部
で
あ
る
。

、

第
二
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
は
『
三
才
図
会

「
儀
制
」
部
は
存
在
し
な
い
が

「
儀
制
」
部
の
図
像
を
参
照
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。

、

』

、

二

『
三
才
図
会

「
儀
制
」
部
の
図
像
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

、

』

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
三
才
図
会
』
に
共
通
し
、
特
に
類
似
性
の
高
い
図
像
と
し
て
、
表
１
に
示
し
た
㉓
唾
壷
、
㉖
水
罐
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
二
項
目
は

『
三
才
図
会

「
儀
制
」
部
に
属
す
る
。
勝
又
氏
は
、
初
版
本
は

『
三
才
図
会
』
の
「
儀
制
」
等
、
人
事
に
関
す
る
部
立
を
採
用
し
な
い
と
し
て
、

、

』

、

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

『
三
才
図
会
』
の
う
ち
人
事
に
関
す
る
部
立
て
は
『
訓
蒙
図
彙
』
に
採
ら
れ
な
か
っ
た

。

（5

）

、

、『

』

「

」

「

」

。

、

し
か
し

表
１
の
図
像
か
ら

訓
蒙
図
彙

初
版
本
は
㉓

唾
壷

・
㉖

水
罐

の
図
像
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う

す
な
わ
ち

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
『
三
才
図
会

「
儀
制
」
部
を
部
立
と
し
て
は
採
用
し
な
い
が

「
儀
制
」
部
巻
四
㉓
「
唾
壷

・
㉖
「
水
罐
」
の
図
像
は
採
用
し
て
い
る
の
で

』

、

」

あ
る
。

さ
ら
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
三
才
図
会

「
儀
制
」
の
部
の
図
像
を
再
編
成
し
て
い
る
。
表
３
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
香
爐

・

香
盒

・

纛
」
の
図

、

、

』

、

」
「

」
「

像
を
『
三
才
図
会
』
と
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
３
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
香

「
香
盒
」
と
『
三
才
図
会
』

『

」
爐

所
在

儀
制
巻
四
「
国
朝
儀
杖
図
下
」

儀
制
巻
三
「
国
朝
儀
杖
図
上
」

項
目

皂
纛

香
爐

香
盒
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会図才三彙図蒙訓項
目

纛

香
爐

香
盒

所
在

巻
八
・
器
用
一

巻
九
・
器
用
二

表
３
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
香
爐
」
の
図
像
に
は
四
種
類
の
香
爐
が
描
か
れ
る
。
右
上
の
香
爐
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

、

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
香
盒
」
の
図
像
に
は
五
種
類
の
香
盒
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
下
の
香
盒
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

、
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『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
纛
」
の
図
像
に
は
二
種
類
の
纛
が
描
か
れ
て
い
る
。
右
側
の
纛
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

、

こ
の
こ
と
か
ら

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
『
三
才
図
会

「
儀
制
」
部
の
図
像
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
従
来

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

、

』

、

は
『
三
才
図
会

「
儀
制
」
等
の
人
事
に
関
す
る
部
立
を
採
用
し
な
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
詳
細
に
検
討
す
る
と

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
『
三
才
図
会

「
儀
制
」
部

』

、

』

の
図
像
「
香
爐

・

香
盒

・

纛
」
を
あ
き
ら
か
に
摂
取
模
倣
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

」
「

」
「

三
、
む
す
び

以
上

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
収
載
さ
れ
る

の
図
像
の
う
ち

『
三
才
図
会
』
の
図
像

図
と
類
似
性
の
高
い

項
目
の
図
像
を
抽
出
し
て
検
討
を
加
え
た
結
果
、

、

、

1484

6125

32

次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

第
一
に
、
初
版
本
が
『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
最
も
多
く
採
用
し
た
の
は

「
器
用
」
部
で
あ
る
。

、

第
二
に
、
初
版
本
は

『
三
才
図
会

「
儀
制
」
の
部
を
採
用
し
な
い
。
従
来
、
初
版
本
は
『
三
才
図
会

「
儀
制
」
等
の
人
事
に
関
す
る
部
立
を
採
用
し
な
い
と
さ
れ

、

』

』

て
き
た
が
、
初
版
本
は
『
三
才
図
会

「
儀
制
」
部
の
図
像
㉓
「
唾
壷

・
㉖
「
水
罐

・

香
爐

・

香
盒

・

纛
」
を
明
ら
か
に
摂
取
し
て
い
た
。

』

」

」
「

」
「

」
「

こ
の
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
は

「
儀
制
」
部
を
は
じ
め

『
三
才
図
会
』
の
画
像
の
甚
大
な
影
響
の
も
と
に
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

、

、

、

注（
１
）
杉
本
つ
と
む
「
解
説

（

訓
蒙
図
彙
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
五
年
七
月

。

」
『

）

（
２
）
勝
又
基
「
絵
入
り
百
科
事
典
の
工
夫
―
『
訓
蒙
図
彙
』
と
『
和
漢
三
才
図
会

（

浸
透
す
る
教
養
―
江
戸
の
出
版
文
化
と
い
う
回
路

、
勉
誠
出
版
、
二
○
一
三

』」
『

』

年
十
一
月

。）

（
３
）
同
前
。

（

）

「
『

』

『

』

」（
『

』

、

）
。

４

拙
稿

訓
蒙
図
彙

寛
文
版
本
と

本
草
綱
目

承
応
・
万
治
系
統
版
本
―
図
像
の
分
析
か
ら
―

語
学
教
育
研
究
論
叢

第
三
六
号

二
〇
一
九
年
三
月

旧
稿
で
は
巻
十
三
「
禽
鳥
」
部
「
孔
翠
」
を
漏
し
た
が
、
こ
こ
で
補
訂
す
る
。

（
５
）
注
（
２
）
に
同
じ
。
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第
三
節

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
下
位
分
類
と
そ
の
図
像
化

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
単
に
踏
襲
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
手
法
で
再
編
成
し
て
い
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
三
才
図

、

。

会
』
の
図
像
を
悉
皆
調
査
し

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
引
用
手
法
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

、

（
一

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
統
合
す
る
：
五
項
目

（
巻
五
「
身
体

、
巻
六
「
衣
服

、

）

）

」

」

巻
十
「
器
用
三

、
巻
十
一
「
器
用
四

」

」

（
二

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
図
像
の
一
部
分
と
し
て
採
用
す
る
：
九
項
目

）

（
巻
六
「
衣
服

、
巻
八
「
器
用
一

、
巻
九
「
器
用
二

、
巻
十
一
「
器
用

）

」

」

」

」

（
三

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
細
分
化
す
る
：
七
項
目

（
巻
一
「
天
文

、
巻
十
「
器
用
三

）

）

」

」

巻
八

器
用
一

巻
十

器
用
三

巻
十
一

器
用
四

巻
十
二

畜
獣

巻
十
三

禽

（

）『

』

（

四

三
才
図
会

の
図
像
の
向
き
を
改
変
す
る
：
十
二
項
目

「

」
、

「

」
、

「

」
、

「

」
、

「

）

鳥

、
巻
十
六
「
米
穀

」

」

（
五

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
す
る
：
六
項
目

（
巻
四
「
人
物

、
巻
九
「
器
用
二

、

巻
十
四
「
龍
魚

）

）

」

」

」

巻
十
二
「
畜
獣

、」

ま
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
で
は
、
一
つ
の
項
目
の
内
部
に
下
位
分
類
が
存
在
し
、
し
か
も
そ
れ
が
図
像
化
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
よ
う
な
下
位
分
類
の
図
像

、

化
が

（
一

（
二
）
の
引
用
手
法
を
生
み
だ
し
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

、

）一
、
百
科
事
典
の
分
類
に
注
目
す
る
意
義

相
田
満
氏
は
、
和
漢
階
層
語
彙
オ
ン
ト
ロ
ジ
と
い
う
概
念
を
提
出
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、

紙
上
の
世
界
で
は
、
有
史
以
来
、
日
本
や
中
国
で
幾
度
も
編
纂
さ
れ
た
、
類
概
念
（
分
類
用
概
念
語
彙
）
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
古
典
的
な
辞
書
・
辞
典
（
＝

類
書
）
が
、
き
わ
め
て
継
承
性
の
強
い
形
で
、
良
質
な
「
オ
ン
ト
ロ
ジ
（
知
識
概
念
木

」
の
宝
庫
と
な
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た

。

）

（1

）

「
類
書

「
辞
書
」
な
ど
の
類
聚
編
纂
物
の
特
徴
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

」

階
層
的
構

そ
れ
ら
の
書
物
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
前
近
代
の
日
本
に
お
け
る
諸
概
念
が
、
一
定
の
指
針
の
も
と
に
整
理
・
分
類
さ
れ
、
上
位
―
下
位
関
係
を
な
す

造
を
持
つ
分
類
用
概
念
語
彙
を
含
む
見
出
し
語
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

。

（2

）

の
部
類
用
の
見
出
し
語
で
、
部
立
名
、
項
目
名
、
掲
出
語
を
含
む
。

分
類
用
概
念
語
彙
は
、
和
漢
古
典
籍
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の
特
性
と
意
義
を
検
証
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

近
年
、
相
田
氏
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
理
論
を
敷
衍
し
て
、
日
本
の
古
辞
書
・
本
草
書
・
百
科
事
典

郭
崇
氏
は
、
貝
原
益
軒
撰
『
大
和
本
草
』
の
下
位
分
類
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て

『
大
和
本
草
』
は
最
上
位
に
「
類
」
を
立
て

「
類
」
の
下
位
分
類
と
し
て
表
面
に
現
れ
な
い
分
類
を
立
て
て
い
た
。
例
え
ば

「
穀
」
類
の
下
位

、

、

、

分
類
に
「
稲

「
大
豆

「
麦

「
稷
粟
」
四
種
が
内
在
し
て
い
る

（
中
略
）
益
軒
が
『
大
和
本
草
』
で
採
っ
た
配
列
の
順
位
は
、
民
用
に
利
あ
る
こ
と
を
基
準
と

」

」

」

。

す
る
も
の
で
あ
っ
た

。

（3

）

楊
亜
麗
氏
は
、
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
構
成
と
配
列
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、
先
行
す
る
『
本
草
綱
目

『
本
朝
食
鑑
』
の
内
容
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
、
項
目
の
類
似
性
に
し
た
が
っ
て
、
新
た
な
分
類
概
念
を
生

』

、

。

、

。

み
だ
し

配
列
順
を
改
訂
し
た

そ
れ
は
童
蒙
に
向
け
た
絵
入
り
百
科
事
典
と
し
て

読
者
が
項
目
を
判
別
し
や
す
い
よ
う
に
と
い
う
独
自
の
工
夫
で
あ
っ
た
（

）

4

二

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
下
位
分
類
の
図
像
化

、

一
般
的
に
は

「
分
類
」
が
、
項
目
の
上
位
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
こ
こ
で
は
、
項
目
の
上
位
概
念
で
は
な
く
、
一
項
目
の
内
部
に
存
在
す
る
「
下

、

位
分
類
」
に
注
目
し

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
特
性
と
意
義
を
検
証
す
る
。

、

中
村
惕
斎
は

『
訓
蒙
図
彙

「
凡
例
」
に
お
い
て
、
項
目
の
立
て
方
、
本
文
の
記
述
の
方
法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

、

』

ニ
シ
テ

ニ
シ
テ

ス
ル

ハ

テ
ヽ

ヲ

ヲ

ヲ

テ

ト

ヲ

ル
ナ
リ

ト

ス
ル

ニ

ト
ス

若
一

類

而
殊

品
一

體

而
分

支

者

、
則
注

中
隔

圏

而
附

之

、
標

題

為

綱

而
餘

皆
為

目

也
。
其
所

図

、
倶

主

＿

＿

＿

＿

＿

＿

レ

レ

レ

レ

レ

正

者

。
若
併

画

附

者

則
就

図

中

識

別

之

。

二

一

二

一

二

一

一

ナ
ル

ヲ

ニ

ト
キ
ハ

ス
ル

ヲ

テ

ニ

ス

ヲ

_
_

＿

＿

（
若
し
一
類
に
し
て
殊
品
一
體
に
し
て
分
支
す
る
者
は
、
則
ち
注
中

圏
を
隔
て
て
之
を
附
け
、
標
題
を
綱
と
為
て
餘
を
皆
目
と
為
る
な
り
。
其
の
図
す
る
所
、
倶

し

す

し
る

と
も

に
正
な
る
者
を
主
と
す
。
若
し
併
に
附
す
る
者
を
画
く
と
き
は
則
ち
図
中
に
就
き
て
之
を
識
別
す

）。

一
類
に
し
て
殊
品
一
體
に
し
て
分
支
す
る
者

同
じ
類
の
中
で
分
か
れ
る
も
の
で
あ
る

「
標
題
」
と
は
見
出
し
語
、
掲
出
語
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「

」
と
は
、

。

も
し
同
じ
類
の
中
に
、
分
か
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
注
釈
の
中
に
圏
を
つ
け
て
、
附
記
す
る
。
掲
出
語
を
綱
と
し
て
そ
の
他
を
目
と
す
る
。
図
像
で
描
く
も

の
は
、
み
な
「
正
な
る
者
」
を
主
と
す
る
。
も
し
附
記
す
る
も
の
を
も
併
せ
て
描
く
と
き
は
、
す
な
わ
ち
図
の
中
で
こ
れ
を
区
別
す
る
。
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『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
腸
」
を
例
に
し
て
確
認
す
る
（

。
ま
ず
、
版
面
の
右
上
に
、
見
出
語
、
掲
出
語
「
腸
」
の
字
が
大
き
く
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
下
に

図
１
参
照
）

本
文
が
あ
る
。
本
文
の
文
字
は
少
し
小
さ
め
に
書
か
れ
て
い
る

「
腸
」
の
本
文
に
は
、
和
名
「
は
ら
わ
た
」
を
あ
げ

「
膓
に
同
じ
」
と
し
て
、
別
の
表
記
「
膓
」

。

、
ち
や
う

ち
や
う

を
記
す
。
ま
た
、
○
じ
る
し
を
付
し
て

「
大
腸

「
小
腸
」
を
注
す
る
。

、

」

は
ら
わ
た
、
膓
同
。
〇
大

腸

肺
之
府
也
。
小

腸

ほ
そ
わ
た
、
心
之
府
也
。

＿

＿

ハ

ハ

ち
や
う

だ
い
ち
や
う

せ
う
ち
や
う

こ
の
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
本
文
で
は
、
確
か
に

「
凡
例
」
に
記
し
た
よ
う
に
、
圏
を
付
し
て

「
分
支
す
る

、

、

、

者

を
区
切
っ
て
記
し
て
い
る
。

」次
に

「
腸
」
の
図
像
は
、
上
下
に
並
べ
た
「
小
腸
」
の
図
と
「
大
腸
」
の
図
の
二
つ
の
小
さ
な
図
か
ら
な
る
。
図
像
は
本

、

文
と
も
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

標
題
を
綱
と
為
て
餘
を
皆
目
と
為
る
」
に
注
目
し
た
い

「
標
題
」
は
掲
出
語
の
こ
と
で

「
餘
」
は
、

「
凡
例
」
に
記
す
「

。

、

し

す

「
分
支
す
る
者
」
で
あ
る
。
掲
出
語
が
「
綱
」
で
あ
り
、
上
位
で
あ
る

「
餘
」
が
「
目
」
で
あ
り
、
下
位
に
あ
た
る
。
こ
の

。

『

』

階
層
構
造
を
図
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

よ
う
な

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
一
つ
の
項
目
の
内
部
の

標
題
＝
掲
出
語

＝
「
綱
」
＝
上
位

餘

＝
「
分
支
す
る
者
」
＝
「
目
」
＝
下
位
分
類
に
あ
た
る
も
の

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
腸
」
の
内
部
の
階
層
構
造
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
１
は
、

表
１
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
腸
」
の
階
層
構
造

『

第
一
階
層

第
二
階
層

第
三
階
層

一
項
目
の
内
部
の
下
位
分
類

部
立

項
目
・
掲
出
語

巻
五
「
身
体
」

腸

小
腸

大
腸

1

訓蒙図彙・身体・ 腸」 八丁オ「
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表
１
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

「
腸
」
の
項
が
所
在
す
る
部
立
は
、
巻
五
「
身
体
」
で
、
こ
れ
は
第
一
階
層
で
あ
る
。
第
二
階
層
は
、
項
目
・
掲
出
語
で

「
腸
」
で
あ
る
。
第
三
階
層
は

「
腸
」

、

、

と
い
う
一
つ
の
項
目
の
内
部
の
下
位
分
類
で

「
大
腸

「
小
腸
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
掲
出
語
「
腸
」
が
上
位
で
あ
る

「
大
腸

「
小
腸
」
は
、
本
文
で
○
じ
る
し
を

、

」

。

」

本
文
で
○
じ

隔
て
て
付
し
た
「
分
支
す
る
者
」
で
あ
り

「
腸
」
の
下
の
階
層
に
あ
り
、
下
位
分
類
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、

、

、

る
し
を
付
け
て

「
分
支
す
る
者

、
す
な
わ
ち
下
位
分
類
に
あ
た
る
も
の
を
示
し
た
。

、

」

こ
の
よ
う
に

分
支
す
る
者

図
像
に
描
か
れ
る
こ
と
を
、
仮
に
『
訓
蒙
図

ま
た

「
大
腸

「
小
腸
」
は
、
図
で
描
か
れ
て
い
る
。

「

、
下
位
分
類
に
あ
た
る
も
の
が

、

」

」

、

彙
』
初
版
本
の
下
位
分
類
の
図
像
化
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
下
位
分
類
の
図
像
化
は
、
一
項
目
の
図
像
に
、
複
数
の
小
さ
な
図
を
含
む
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
留
意

し
て
お
き
た
い
。

表
２
は
、
こ
の
よ
う
な
下
位
分
類
の
図
像
化
が
み
ら
れ
る

項
目
を
、
巻
ご
と
に
整
理
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

157

表
２
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
下
位
分
類
の
図
像
化

『

斗
・
弦

巻
一

「
天
文

：

列
宿
・

」

巻
三

「
居
処

：

台
・
廬
・
屋
・
瓦

」

・
臓
腑

巻
五

「
身
体

：

腸

」

巻
六

「
衣
服

：

纓
・
冠
・
幞
・
巾
・
帽
・
笏
・
韈
・
鞋
・
履
・
屐
・
烏
帽
・
幅
巾

」

巻
七

「
宝
貨

：

玉
・
硃
・
硫
・
硝
・
磁
・
砒
・
瑪
瑙
・
硨
磲
・
條
・
革
・
白
粉

」

巻
八

「
器
用
一

：
墨
・
印
・
扇
・
尺
・
磬
・
阮
・
軫
・
柱
・
抱
・
撥
・
水
滴
・
提
燈
・
香
爐
・
香
盒
・
佩
香
・
線
香
・
喇
叭

」

巻
九

「
器
用
二

：
幢
・
幡
・
旗
・
纛
・
刀
・

・
箙
・
笞
・
棒

」

䂎

巻
十

「
器
用
三

：
杈
・
杷
・

槌
・
釘
・
箍
束

」

擔
・

巻
十
一
「
器
用
四

：
屏
・
椅
・
盥
・
鏡
・
剪
・
鑷
・
笄
・
櫛
・
瓶
・
樽
・
鼎
・
鍋
・
燧
・
匙
・
筯
・
碗
・
碟
・
盤
・
盆
・
甕
・
桶
・
槽
・
缶
・
筅
・
帚
・
杖
・
升

」

・
合
・
交
椅
・
鏡
台
・
絹
篩
・
鈴
杵
・
手
爐

巻
十
二
「
畜
獣

：

鼷
・
蹄
・
牙
・
角

」
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巻
十
三
「
禽
鳥

：

雞
・
羽
・
嘴
・
尾
・
練
鵲

」

巻
十
四
「
龍
魚

：

鰭

」

巻
十
五
「
虫
介

：

螺
・

・
蛤
・
貝
・
蛭
・
蛾
・
蝶
・
蛆
・
殻
・
甲
・
蛻

」

蛳

巻
十
六
「
米
穀

：

穂
・
莢
・
餅
・
環
餅

」

巻
十
七
「
菜
蔬

：

蒜
・
苣
・
莧
・
蕈
・
瓢
・
瓣

」

巻
十
八
「
果
蓏

：

柹
・
蔕
・
莍
・
胡
頽
・
沙
糖

」

巻
十
九
「
樹
竹

：

楊
・
篠
・
躑
躅
・
梢
・
葉
・
楊
櫨
・
薛
茘

」

巻
二
〇
「
花
草

：

蘭
・
葵
・
茅
・
菖
・
萍
・
苔
・
藻
・
薔
薇
・
射
干
・
蔓
・
苞
・
葩
・
蕋
・
萼
・
鶏
冠
・
菫
菜
・
愼
火

」

表
２
よ
り
、
下
位
分
類
の
図
像
化
は
、
巻
二
「
地
理

、
巻
四
「
人
物
」
以
外
の
す
べ
て
の
巻
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
は

訓
蒙
図
彙

初
版
本

」

『

』

に
お
い
て
看
過
で
き
な
い
顕
著
な
特
質
で
あ
る

訓
蒙
図
彙

初
版
本
は
、
ほ
と
ん
ど
半
丁
に
二
項
目
の
み
を
配
し
、
一
項
目
の
図
像
の
ス
ペ
ー
ス
が
大
き
い
た
め
、

。『

』

複
数
の
小
さ
な
図
を
描
く
こ
と
に
適
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
版
面
構
成
は
、
一
項
目
内
の
下
位
分
類
の
図
像
化
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
統
合

、

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
お
け
る
『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
統
合
は
、
表
３
に
あ
げ
た
五
例
で
あ
る
。

表
３
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
お
け
る
『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
統
合

『
図

一

腸

巻

巾

』会

一

大

・

唐

図

巻

・

二

・
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才

体

図

巻

頭

三

身

腸

服

幞

小

衣

『』彙

体

図

身

腸

服

蒙

・

㉝

衣

訓

五

・

幞

巻

六

㉞

『

巻

巾

一

搭

』会

一

方

十

鉄

図

巻

・

巻

・

才

服

巾

用

杷

三

衣

坡

器

竹

東

『

【
翻
字
】

「
幞
」

か
う
ぶ
り

幞

頭
な
り

幞

子

。

。

＿

＿

ぼ

く

と

う

し

同
。

【
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
】

幞
頭

唐
巾

【
翻
字
】

「
腸
」

は
ら
わ
た
、

膓

同
。

ち
や
う

。

〇
大

腸

肺
之
府
也

＿

ハ

だ
い
ち
や
う

小

腸

ほ
そ
わ
た
、

＿

ハ

せ
う
ち
や
う

心
之
府
也
。

【
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
】

小
腸

大
腸
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服

』彙

衣

三

図

・

巾

用

蒙

六

㉟

器

訓

巻

・

杷

十

㊱

『

巻

二十

子

』会

巻

注

図

・

・

才

一

瓶

三

巻用

『

器

【
翻
字
】

「
巾
」

頭

巾
也
。
其
制
最

多
。

＿

_

づ

き

ん

。

或
曰
方

者

曰

巾

ナ
ル

ヲ

ト

_

レ

円

者

曰

帽

。

ナ
ル

ヲ

ト

_

レ

【
翻
字
】

「
杷
」

。

、

、

さ
ら
ひ

〇
鉄

搭

俗
云

＿

て

つ

た

う

く
ま
で
。
竹

杷
、
俗
云
、

＿

ち

く

は

こ
の
は
か
き
。

【
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
】

木
杷

鉄
搭

竹
杷
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四

』彙

用

図

器

瓶

蒙

・

㊲

訓

一十

『

巻
紙
幅
の
都
合
上
、
次
の
例
を
あ
げ
て
、
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

「
小
腸
図

「
大
腸
図
」
→
初
版
本

「
腸
」

『
三
才
図
会

㉝

』

」

『
三
才
図
会
』
は

「
小
腸
図

「
大
腸
図
」
と
い
う
二
つ
の
項
目
を
立
て
た
。
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
図
を
付
し
て
い
る
。
一
方

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
一
つ
の
項

、

」

、

「

」

。『

』

「

」

、

「

」「

」

、

「

」「

」

。

目
㉝

腸

を
立
て
る

訓
蒙
図
彙

初
版
本

腸

の
項
は

本
文
は

大
腸

小
腸

に
つ
い
て
注
解
し

図
像
は

小
腸

大
腸

の
二
つ
の
図
か
ら
な
る

ま
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
に
あ
る
「
小
腸

「
大
腸
」
の
図
柄
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
三
才
図
会
』
の
「
小
腸
図

「
大
腸
図
」
の
二
項
目
の
図
像
と
類
似
す
る
。

、

」

」

以
上
か
ら

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
三
才
図
会
』
の
「
小
腸
図

「
大
腸
図
」
の
二
つ
の
項
目
を
統
合
し
て
、
そ
の
図
像
を
も
取
り
入
れ
、
一
つ
の
項
目
「
腸
」
を

、

、

」

立
て
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
統
合
と
い
う
引
用
手
法
が
㉞
か
ら
㊲
に
も
確
認
さ
れ
る
。

、

で
は
な
ぜ
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
統
合
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
全
体
の
版
面
構
成
か
ら
考
察
す

、

、

る
。中

村
惕
斎
は

「
叙
」
に
お
い
て

『
訓
蒙
図
彙
』
の
編
纂
の
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

、

、

吾

家

有

児
女

、
皆
方

垂

髫
焉
。
内

無

姆

可

従

、
外

無

傅

可

就

。
乃
倣

対

照

之
制

、
連

綴

四

言
千

字

、
副

以

_

ニ

ニ

ニ

ク

ノ

キ

フ

ニ

ノ

キ

ク

テ

ノ

ニ

シ

ヲ

ル
ニ

二

二

一
レ

二

一
レ

二

一

二

一

一

＿

＿

＿

＿

＿

【
翻
字
】

「
瓶
」

。

。

。

か
め

缾
同

〇
甖

瓶

子
也

ハ

＿

へ
い

ゑ
い

へ

い

し

長

頸

瓶
也
。
罌
同
。
注
子
。

＿

＿

ゑ
い

ち

う

し

【
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
】

瓶

注
子
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国

字

、
傍

以

画

象

而
授

之

矣
。
児
女
盡

日

翫

覧

不

釋

焉
。
自

後
、
稍
睹

物

呼

名

、
聞

名

辯

物

、
以
至

シ

ヲ

ル
ニ

シ
テ

ヲ

ヲ

ス

シ
テ

テ

ヨ
リ

テ

ヲ

ヒ

ヲ

テ

ヲ

シ
テ

ヲ

二

一

二

一

レ

レ

レ

レ

レ

レ

＿

＿

＿

_
_

マ
マ

略
識

字

様

。

三

二

一

ニ

ヲ

＿

（
吾
が
家
に
児
女
有
り
、
皆
方
に
垂
髫
た
り
。
内
に
姆
の
従
ふ
べ
き
無
く
、
外
に
傅
の
就
く
べ
き
無
し
。
乃
ち
対
照
の
制
に
倣
ひ
て
、
四
言
千
字
を
連
綴
し
、
副

ふ
る
に
国
字
を
以
て
し
、
傍
る
に
画
象
を
以
て
し
て
之
を
授
く
。
児
女
盡
日
翫
覧
し
て
釋
て
ず
。
自
後
、
稍
物
を
睹
て
名
を
呼
び
、
名
を
聞
き
て
物
を
辯
し
て
、

た
だ

以
て
略
字
様
を
識
る
に
至
る

）。

「
対
照
の
制
に
倣
ひ
て
」
と
は
、
版
面
の
上
下
一
対
の
項
目
を
対
照
的
に
配
置
す
る
こ
と
を
さ
す

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
巻
五
「
身
体
」
の
う
ち
の
二
六
項
目

。

以
外
、
半
丁
に
二
つ
の
項
目
が
上
下
に
配
さ
れ
る
。
上
下
一
対
の
掲
出
語
は
、
文
字
数
が
す
べ
て
一
致
す
る
。
も
し
上
の
段
の
掲
出
語
が
一
字
掲
出
語
で
あ
れ
ば
、
下

の
段
の
掲
出
語
も
一
字
掲
出
語
で
、
上
の
段
の
掲
出
語
が
二
字
掲
出
語
で
あ
れ
ば
、
下
の
段
の
掲
出
語
も
二
字
掲
出
語
で
あ
る
。
ま
た
、
初
版
本
の
版
面
は
、
上
下
一

対
の
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
い
る

。

（5

）

「

」

、『

』

。

、

四
言
千
字
を
連
綴
し

と
は

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
版
面
に
大
き
く
掲
げ
た
掲
出
語
四
言
千
字
の
こ
と
を
さ
す

初
版
本
の
掲
出
語
を
四
字
毎
に
切
り
離
し
て

配
列
順
に
並
べ
る
と
、
整
然
と
揃
う
四
字
の
ま
と
ま
り
に
な
る
。
こ
れ
ら
四
字
の
ま
と
ま
り
を
仮
に
「
四
字
句
群
」
と
称
し
て
考
証
を
加
え
た
結
果
、
初
版
本
の
「
四

字
句
群
」
に
は
、
一
字
掲
出
語
を
四
語
並
べ
る
項
目
と
、
二
字
掲
出
語
を
二
語
並
べ
る
項
目
の
二
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
意
味
的
に
緊
密
な
繋
が
り
を
有
す
る
の
み

な
ら
ず
、
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
・
版
面
を
対
照
的
に
配
置
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た

「
四
字
句
群
」
の
う
ち
、
一
字
掲
出
語
を
四
語
並
べ
る
項
目
は
、
版
面
の
見
開

、

き
に
四
項
目
が
配
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

。

（6

）

当
時

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
文
字
を
覚
え
る
こ
と
に
役
立
つ
書
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。

永
七
年
（
一
七
一
〇
）
刊
、
貝
原
益
軒
撰
『
和
俗
童
子
訓
』

、

宝

で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

世
間
通
用
の
文
字
を
知
る
べ
し

（
中
略
）
近
年
刊
行
せ
し
訓
蒙
図
彙
、
和
爾
雅
、
和
字
通
例
書
な
ど
を
え
ら
び
用
ゆ
べ
し

。

。

（7

）

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
政
版
本
に
新
た
に
増
補
さ
れ
た
、
越
前
力
丸
光
に
よ
る
「
増
補
訓
蒙
図
彙
序
」
で
も
、
中
村
惕
斎
撰
『
訓
蒙
図
彙
』
が
文
字
を
知
る
う
え
で
有
益

で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

、

、

、

。

、

。

、

今
夫

道

徳
之
広

皆
本

于
文

字

而
問

其
津

則

学

者
以

識

字

為

本

無

論

而

筆

研

之
於

孩

提

レ

ヒ
テ

ニ

フ
ト
キ
ハ

ヲ

チ

ル
コ
ト

ヲ

ト

レ
ド
モ

ル

ニ

＿

＿

＿

＿

＿

＿

二

一

二

一

レ

レ

レ

二

一

二

一

美

其

始

若

苦

若

辛

。
自

非

有

善

誘

在

、
殆

不

可

得
。
於

是
有

若

中

村

氏
訓

蒙
図

彙
之
術

、
可

謂

善

誨

ノ

メ

ク

キ
ガ

シ

キ
ガ

リ
ハ

ル

ル
ニ

ノ

ル

ド

リ

シ

ツ

レ

レ

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

二

一

レ

＿

＿

＿

＿

＿

＿

カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ

不

倦
者

。
頃

又
其
増

補
刻
成

。

ル

ノ
ト

ロ

ル

レ

＿

今
夫
れ
道
徳
の
広
さ
、
皆
文
字
に
本
づ
ひ
て
、
其
の
津
を
問
ふ
と
き
は
、
則
ち
学
者
は
字
を
識
る
こ
と
を
以
て
本
と
為
す
。
美
論
無
く
、
而
れ
ど
も
筆
研
す
。

（
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之
孩
提
に
於
け
る
、
其
の
始
め
苦
き
が
若
く
、
辛
き
が
若
し
。
善
誘
の
在
る
有
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
殆
ど
得
べ
か
ら
ず
。
是
に
於
い
て

若

中
村
氏
『
訓
蒙

こ
こ

カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ

）

図
彙
』
の
術
有
り
。
謂
ひ
つ
べ
し
。
善
く
誨
え
て
倦
ま
ざ
る
者
と
。
頃
ろ
又
其
の
増
補
刻
り
成
る
。

こ
の
よ
う
な
中
村
惕
斎
の
編
纂
方
針
と
版
面
構
成
を
踏
ま
え
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
統
合
し
た
理
由
に
つ
い
て

「
腸
」
の
項
を
例
に

、

、

し
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
は
、
四
字
句
群
「
心-

肺-

脾-

腎

「
肝-

膽-

腸-

胃
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
版
面
の
見
開
き
に
四
項
目
が
配
さ
れ
て
い
る
。

」

は

「
心

「
肺

「
脾

「
腎
」
の
四
項
目

図
２

、

」

」

」

か
ら
な
る
。
こ
の
四
項
目
の
本
文
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

「
心

：
む
ね
。
こ
こ
ろ
。
火
藏
也
。

」

「
肺

：
ふ
く
ふ
く
し
。
金
藏
也
。

」

「
脾

：
よ
こ
し
。
土
藏
也
。

」

「
腎

：
む
ら
と
。
水
藏
也
。

」

こ
の
四
項
目
の
本
文
は
、
い
ず
れ
も
和
名
を
先

に
あ
げ
、
そ
の
後
に
「
～
藏
也
」
と
記
し
、
中
国

の
伝
統
医
学
・
漢
方
で
注
解
さ
れ
る
と
い
う
点
で

共
通
す
る
。

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
巻
五

身
体

の

臓

『

』

「

」

「

腑
」
の
項
目
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

蔵
府
同
。
肝
、
肺
、
心
、
腎
、
脾

為

五
蔵

ヲ

二

。
大
腸
、
小
膓
、
胃
、
膀
胱
、
三
焦
、
膽

ト
一為

六
府

。

ヲ

ト

二

一

「
肝

「
肺

「
心

「
腎

「
脾
」
を
「
五
蔵
」

」

」

」

」

と
為
す

「
大
腸

「
小
膓

「
胃

「
膀
胱

「
三

。

」

」

」

」

2

「心 「肺 「脾 「腎 （巻五・六丁ウ～七丁オ）」 」 」 」

3

「肝 「膽 「腸 「胃 （巻五・七丁ウ～八丁オ）」 」 」 」
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焦

「
膽
」
を
「
六
府
」
と
為
す
と
い
う
。

の
「
心

「
肺

「
脾

「
腎
」
の
四
項
目
は
、
い
ず
れ
も

「
臓
腑
」
の
「
藏
（
臓

」
に
あ
た
る
。

」

」

」

」

、

）

図
２

は

「
肝

「
膽

「
腸

「
胃
」
の
四
項
目
か
ら
な
る
。
こ
の
四
項
目
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

図
３

、

」

」

」

「
肝

：
き
も
。
木
藏
也
。

」

「
膽

：
ゐ
。
肝
之
府
也
。

」

は
ら
わ
た
、
膓
同
。
〇
大

腸

肺
之
府
也
。
小

腸

ほ
そ
わ
た
、
心
之
府
也
。

「
腸

：」

＿

＿

ハ

ハ

ち
や
う

だ
い
ち
や
う

せ
う
ち
や
う

「
胃

：
く
そ
ぶ
く
ろ
。
脾
之
府
也
。

」

第
一
に

「
肝
」
の
本
文
は
、

の
四
項
目
と
同
じ
く
、
和
名
を
先
に
あ
げ
、
そ
の
後
に
「
～
藏
也
」
と
記
す

「
肝
」
は

「
心

「
肺

「
脾

「
腎
」
と
合
わ
せ

、

。

、

」

」

」

図
２

て

「
五
藏
」
と
な
る
。

、

膽
」
の
本
文
は
、
和
名
「
ゐ
」
を
あ
げ

「
肝
之
府
也
」
と
注
す
る

「
肝
」
の
次
に

膽
」
を
配
し
た
の
は

膽
」
が
「
肝
之
府
」
で
あ
る
た
め
で
あ

第
二
に

「

「

「

、

、

。

、

ろ
う

「
肝
」
に
続
い
て

膽
」
を
配
し
た
意
図
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

。

「

腸

「
膓
」
と
記
す
。
ま
た

「
大
腸
」
が
「

「
小
腸
」
に
和
名

第
三
に

「

」
の
本
文
は
、
和
名
「
は
ら
わ
た
」
を
あ
げ
、
別
の
表

肺
の
府
」
で
あ
る
こ
と
を
注
し

、

、

、

ち
や
う

「
ほ
そ
わ
た
」
を
あ
げ

「

」
で
あ
る
こ
と
を
注
す
る
。

、

心
の
府

第
四
に

「
胃
」
の
本
文
は
、
和
名
「
く
そ
ぶ
く
ろ
」
を
あ
げ

「
脾
の
府
」
で
あ
る
こ
と
を
注
す
る
。

、

、

こ
の
よ
う
に

「
膽

「
腸

「
胃
」
の
三
項
目
は
、
い
ず
れ
も
和
名
を
先
に
あ
げ
、
そ
の
後
に
「
～
之
府
也
」
と
注
記
し
た

「
膽

「
腸
」
の
う
ち
の
「
大
腸

「
小

、

」

」

。

」
、

」

腸

「
胃
」
の
い
ず
れ
も

「
臓
腑
」
の
「
府
（
腑

」
で
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

「
五
藏
」
の
後
に

「
府
」
を
配
す
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

」
、

、

）

。

、

、

版
面
の
見
開
き
に
あ
る
「
肝

「
膽

「
腸

「
胃
」
の
四
項
目
は
、
掲
出
語
が
い
ず
れ
も
漢
字
一
文
字
で

こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の

、

」

」

」

（

）
。

、

、

。

、

「

」

あ
る

先
述
の
と
お
り

半
丁
の
上
下
一
対
の
項
目
の
掲
出
語
は

文
字
数
が
す
べ
て
一
致
す
る

巻
五
・
八
丁
オ
に

下
段
の

胃

図
３

『

』

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の

の
項
は
、
一
字
掲
出
語
で
あ
る
た
め
、
上
の
項
も
一
字
掲
出
語
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

「
小
腸

「
大
腸
」
の
よ
う
な
二
字
掲
出

、

、

」

語
を
立
て
ず

「
腸
」
を
掲
出
語
、
項
目
名
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
一
字
掲
出
語
、
す
な
わ
ち
漢
字
一
文
字
の
「
腸
」
は

「
小
腸

「
大
腸
」
の
よ
う
な
二
字

、

、

」

掲
出
語
よ
り
意
味
範
疇
が
広
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
腸
」
と
い
う
一
項
目
の
内
部
に

「
小
腸

「
大
腸
」
と
い
っ
た
下
位
分
類
を
生
み
出
さ
ず

、

、

」

に
は
い
ら
れ
な
く
な
る
。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

項
目
を
す
べ
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
一
字
掲
出
語
は
、

項
目
、
二
字
掲
出
語
は

項
目
が
確
認
さ
れ
た
。
一
字
掲
出
語
は
、
総
項
目
数
の

1484

856

628

％
を
占
め
る
。

58
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一
方

『
三
才
図
会
』
の
掲
出
語
に
は
、
こ
の
よ
う
な
決
ま
り
が
な
い

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目
を
基
準
と
し
て

『
三
才
図
会
』
と
対
応
さ
れ
る
項
目
を
整
理

、

。

、

し
た
。
そ
の
結
果

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
三
才
図
会
』
で
は
、
対
応
さ
れ
る
項
目
が

項
目
確
認
さ
れ
る
。
そ
の

項
目
の
掲
出
語
の
文
字
数
を
整
理
し
て
示
す

、

540

540

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

初
版
本
の
一
字
掲
出
語
の
項
目
：

項
目

339

（
そ
の
う
ち
の

項
目
が
『
三
才
図
会
』
の
二
字
以
上
の
掲
出
語
に
対
応
す
る

96

例
え
ば
、
初
版
本
巻
一
「
晦
」
―
『
三
才
図
会

「
月
晦
図

）

』

」

初
版
本
の
二
字
掲
出
語
の
項
目
：

項
目

201

（
そ
の
う
ち
の

項
目
が
『
三
才
図
会
』
の
一
字
掲
出
語
に
対
応
す
る

7

例
え
ば
、
初
版
本
巻
三
「
欄
杆
」
―
『
三
才
図
会

「
欄

）

』

」

つ
ま
り
、
初
版
本
の
二
字
掲
出
語
の
項
目
は

『
三
才
図
会
』
の
一
字
掲
出
語
に
対
応
す
る
項
目
が
、

例
し
か
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
初
版
本
の
一
字
掲
出
語
の

、

7

項
目
が

『
三
才
図
会
』
の
二
字
以
上
の
掲
出
語
と
対
応
す
る
例
が

項
目
確
認
さ
れ
、
圧
倒
的
に
多
数
存
在
す
る
。
こ
こ
か
ら

『
三
才
図
会
』
に
比
べ
て
、
初
版
本
の

、

、

96

一
字
掲
出
語
が
多
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

、『

』

、

。

、『

』

こ
の
よ
う
に

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
一
字
掲
出
語
が
多
い
た
め

一
項
目
内
に
下
位
分
類
の
図
像
化
が
生
ず
る

こ
の
下
位
分
類
の
図
像
化
は
ま
た

三
才
図
会

の
図
像
の
統
合
と
い
う
引
用
手
法
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
統
合
す
る
五
例
を
図
示
す
る
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
小
腸
図

「
大
腸
図
」
→
初
版
本

「
腸
」

『
三
才
図
会

㉝

』

」

「

」

｢

唐
巾
」

→
初
版
本

「

」

『
三
才
図
会

幞
頭

㉞

幞

』「
東
坡
巾

「
方
巾
」

→
初
版
本
㉟
「
巾
」

『
三
才
図
会
』

」

「
竹

」

「
鉄

」

→
初
版
本
㊱
「

」

『
三
才
図
会

杷

搭

杷

』「
瓶
」

「
注
子
」

→
初
版
本

「
瓶
」

『
三
才
図
会

㊲

』

こ
の
五
例
の
掲
出
語
か
ら
み
れ
ば

『
三
才
図
会
』
の
掲
出
語
は
、
ほ
と
ん
ど
二
字
掲
出
語
も
し
く
は
三
字
掲
出
語
で
あ
る
の
に
対
し
て

初
版
本
の

、

、『
訓
蒙
図
彙
』

掲
出
語
は
、
す
べ
て
一
字
掲
出
語
で
あ
る
こ
と
が
際
立
つ
。

『
訓
蒙
図
彙
』

「
対
照
の
制
に
倣
ひ
て

「
四
言
千
字
を
連
綴
」
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
こ
の
よ
う
な
編
纂
方
針
に
よ
り

『
訓
蒙
図
彙
』

す
な
わ
ち

初
版
本
は

、

、

」

、
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一
字
掲
出
語
を
多
用
す
る
。
一
字
掲
出
語
の
意
味
範
疇
が
広
い
た
め
、
一
項
目
の
内
部
に
下
位
分
類
を
生
み
出
す
。
絵
入
り
百
科
事
典
で
あ
る
た
め
、
一

初
版
本
は
、

項
目
の
内
部
の
下
位
分
類
に
あ
た
る
も
の
は
、
図
像
に
描
か
れ
た
こ
と
が
多
い
。
そ
の
結
果
、
一
項
目
の
図
像
は
、
複
数
の
同
類
の
事
物
の
図
を
含
む
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
統
合
す
る
と
い
っ
た
引
用
手
法
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

、
四

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
採
用
と
一
項
目
内
の
同
類
の
事
物
の
増
加

、

初
版
本
は
、
一
項
目
の
図
像
に
、
複
数
の
同
類
の
事
物
の
図
を
含
む
こ
と
が
多
い
。
そ
の
複
数
の
小
さ
な
図
の
う
ち
の
一
部
分
は

『
三
才
図
会
』
の

『
訓
蒙
図
彙
』

、

図
像
と
類
似
性
が
高
く
、
影
響
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
一
項
目
の
図
像
で
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
採
用
し
つ
つ
、
さ
ら
に

、

、

こ
の
よ
う
な
例
は
、
九
例
あ
げ
ら
れ
る
。

同
類
の
事
物
の
図
を
増
加
す
る
引
用
手
法
が
存
在
す
る
。

表
４
・

三
才
図
会
』
の
図
像
を
採
用
し
て
さ
ら
に
同
類
の
図
像
を
増
加
す
る
九
例

『

』会

一

三

四

四

図

巻

子

巻

咸

巻

爐

巻

盒

才

服

帽

用

阮

制

香

制

香

三

衣

器

儀

儀

『
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服

一

一

一

』彙

衣

用

用

用

図

・

帽

器

阮

器

爐

器

盒

蒙

六

㊳

・

㊴

・

香

・

香

訓

巻

八

八

㊵

八

㊶

巻

巻

巻

『

二

』会

三

四

四

杖

十

図

巻

叭

巻

纛

巻

吾

巻

刀

才

用

喇

制

皂

制

用

剪

三

器

儀

儀

器

『
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一

二

二

四

』彙

用

用

用

用

図

器

叭

器

纛

器

棒

器

剪

蒙

・

喇

・

㊸

・

㊹

・

㊺

訓

八

㊷

九

九

一

巻

巻

巻

十

『

巻

』会

一

図

巻

才

用

鼎

三

器

『
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四用

』彙

器

図

・

鼎

蒙

一

㊻

訓

十巻

『
以
下
、
表
４
に
あ
げ
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
㊳
「
帽
」
か
ら
㊻
「
鼎
」
ま
で
の
九
項
目
の
本
文
と
図
像
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

、

㊳
「
帽
」
の
本
文
に
は
、
別
名
「

」
を
あ
げ
、
そ
の
か
た
ち
が

。

帽
子

一
様
で
な
い
こ
と
を
記
す

帽
子
也
。
其
制
亦
不

一

。

レ

ナ
ラ

ば

う

し

僧
帽
」
と
い
う
キ
ャ

㊳
「
帽
」
の
図
像
に
は
、
二
種
類
の
帽
子
が
描
か
れ
る
。
右
側
の
帽
子
の
図
柄
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
と
同
じ
で
あ
る
。
左
側
の
帽
子
に
「

、

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
㊳
「
帽
」
の
図
像
は

『
三
才
図
会

「
帽
子
」
の
図
像
を
採
用
し
、
さ
ら
に
同
類
で
か
た
ち
が

プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

、

』

僧
帽

図
像
の
構
成
は
、
本
文
「
其
制
亦
不
一
」
を
説
明
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

異
な
る
「

」
を
加
え
た
。
こ
の
よ
う
な

㊴
「
阮
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

阮

咸
也
。
月

琴
同
。
四

絃
十

二

柱
、
或
五

絃
十

三

柱
。
又
有

月

琴

図

、
與

阮

咸

異
。

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

二

一

二

一

ノ

げ

ん

か

ん

げ

つ

き

ん

（
阮
咸
な
り
。
月
琴
に
同
じ
。
四
絃
十
二
柱
、
或
く
は
五
絃
十
三
柱
な
り
。
又
月
琴
の
図
有
り
、
阮
咸
と
異
な
り

）。

阮
咸

月
琴
」
と
同
じ
と
す
る
。
ま
た

「
四
絃
十
二
柱
」
も
し
く
は
「
五
絃
十
三
柱
」
の
「
阮
」
が
あ
る
こ
と
を
注

㊴
「
阮
」
の
本
文
に
は
、
別
名
「

」
を
あ
げ

「
、

、

す
る
。
ま
た

「
月
琴
」
の
図
が
あ
り
、
そ
の
図
柄
が
「
阮
咸
」
と
異
な
る
こ
と
を
注
す
る
。

、

「

」

、

「

」
、

「

」

。

「

」

、『

』「

」

。

㊴

阮

の
図
像
に
は

右
側
に

左
側
に

が
描
か
れ
る

右
側
の

の
図
柄
は

三
才
図
会

の
図
像
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

阮
咸

月
琴

阮
咸

阮
咸



- 155 -

月
琴

阮
咸

「
阮
咸
」
と
異
な
る

月
琴

本
文
を
説
明
す
る
役
割
を
果

左
側
の
「

」
の
図
柄
は

「

」
と
異
な
る
。
こ
こ
も

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

「

」
の
図
を
示
し
、

、

、

、

た
し
て
い
る
。

香
爐
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㊵
「ひ

と
り
。
薫
盧
同
。
有

香
鼎
、
香

猊
、
香

鴨
等

。
〇
香
毬
、
俗
云
、
ま
は
り
が
う
ろ
。
鉔
同
。

二

一

＿

＿

く

ん

ろ

か
う
て
い

か

う

げ

い

か

う

あ

う

か
う
き
う

き
う

㊵
「

薫
盧

「
香
猊

「
香
鴨
」
と
い
う

香
爐
」
の
本
文
に
は
、
和
名
「
ひ
と
り

、
別
名
「

」
を
あ
げ
る
。
ま
た

「

」

、

㊵
「

薫
盧

香

」

」

香
爐
」
の
本
文
に
は
、
和
名
「
ひ
と
り

、
別
名
「

」
を
あ
げ
る
。
ま
た

「

三
種
類
の
「
香
爐
」
を
記
す
。
さ
ら
に
、

香
毬
」
を
あ
げ
、
俗
称
「

」
を
記
し

「

同
じ
と
注
す
る
。

○
じ
る
し
を
付
し

「

ま
は
り
が
う
ろ

鉔
」
と

、

、

㊵
「

「
香
猊

「
香
鴨

香
毬
」
の

香
爐
」
の
図
像
に
は
、
四
種
類
の
香
爐
が
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「

「

㊵
「

香

」

」

」

香
爐
」
の
図
像
に
は
、
四
種
類
の
香
爐
が
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「

「

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
付
し
、
本
文
の
説
明
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
右
上
の
「
香

」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
付
し
た
図
は

『、

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
右
上
の
「

三
才
図
会
』
の
図
像
と
類
似
す
る
。

香
盒
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㊶
「今

云
、
か
う
ば
こ
。
有

漆

盒
、
磁

盒
、
及
金
銀
銅
錫
等

為

質

。
其
式

様
甚

多
。

二

一
レ

＿

＿

＿

ヲ

ル

ト

_

（
今
云
、
か
う
ば
こ
。
漆
盒
、
磁
盒
、
及
び
金
・
銀
・
銅
・
錫
等
を
質
と
為
る
有
り
。
其
の
式
様
甚
だ
多
し

）。

「

」「

」

「

」

。

、

㊶

か
う
ば
こ

漆
盒

磁
盒

及
び
金
・
銀
・
銅
・
錫
等
を
材
料
と
す
る

香
盒

が
あ
る
こ
と
を
注
す
る

ま
た

香
盒

の
本
文
に
は

俗
称

を
あ
げ

」

、

「

」

、
「

そ
の
か
た
ち
が
多
い
こ
と
を
注
す
る
。

㊶
「

其
の
式
様
甚
だ
多
し
」
の
た
め
、
か
た
ち
を
異
に
す
る
五
種
類
ほ
ど
の
香
盒
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

香
盒
」
の
図
像
に
は
、
五
種
類
の
香
盒
が
描
か
れ
る

「。

そ
の
う
ち
、
左
下
の
香
盒
の
図
柄
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
と
同
じ
で
あ
る
。

図
像
は
、
本
文
を
説
明
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

、

㊷
「
喇
叭
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

頼

叭
同
。
或
云
、
大
角
。

呐
、
喇
叭
、
皆
銅
角
之
類
也
。

口
＋

嗩

ら

は

た
い
か
く

と
う
か
く

頼

叭

大
角

呐

「
喇
叭
」
は
、
と
も
に
「
銅
角
」
の
類
で
あ
る
こ
と
を
注
す

㊷
「
喇
叭
」
の
本
文
に
は
、
別
の
表
記
「
口
＋

、
別
名
「

」
を
あ
げ
る
。
ま
た

「
嗩

」

、

」

る
。㊷

「
喇
叭
」
の
図
像
に
は
、
右
側
に
「
喇
叭

、
左
側
に
「

」
が
描
か
れ
る
。
右
側
の
「

」
の
図
柄
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
と
同
じ
で
あ
る
。
㊷
「
喇

」

、

銅
角

喇
叭

叭
」
の
本
文
に

」
を
描
い
て
示
す
撰
者
の
意
図
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

、「
銅
角
」
に
関
す
る
説
明
注
解
が
あ
る
た
め
、
図
像
に
も
「
銅
角

㊸
「

は
た

皂
纛
」
を
注
す
る
。

纛
」
の
本
文
に
は
、
和
名
「

」
を
あ
げ
、
別
名
「

は
た
。
皂
纛
也
。
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纛
」
の
図
像
に
は
、
二
種
類
の
纛
が
描
か
れ
る
。
右
側
の
纛
の
図
柄
は

『
三
才
図
会

「

の
図
像
と
同
じ
で
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
三
才

㊸
「

皂
纛
」

、

』

。

、

図
会
』
の
纛
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
、
か
た
ち
が
異
な
る
纛
を
描
き
加
え
て
い
る
。

㊹
「

棍

〇
を
付
し

金
吾
」
も
「
棒
」
で
あ
り

「
吾
杖
」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
注

棒
」
の
本
文
に
は
、
俗
称
「
ぼ
う
」
を
あ
げ

「

」
と
同
じ
と
す
る
。
ま
た
、

「

、

、

、

す
る
。俗

云
、
ぼ
う
。
棍
同
。
〇
金
吾

亦
棒
也
。
吾
杖
同
。

モ

こ
ん

き

ん

ご

ご
ち
ゃ
う

棒
」
の
図
像
に
は

「

が
描
か
れ
、
本
文
と
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

『
三
才
図
会

の
図
像
と
同
じ

㊹
「

棒

「
棍

「
吾
杖
」

「
吾
杖
」
の
図
柄
は

「
吾
杖
」

、

』

」

」

、

で
あ
る
。

は
さ
み
」
を
あ
げ
、
別
名
「
剪
刀
」
を
あ
げ
る
。
ま
た

「
剪
子

「
劑
刀
」
と
同
じ
と
注
す
る
。
ま
た

「
今
按
」
と
し
て

「
夾

㊺
「
剪
」
の
本
文
に
は
、
和
名
「

、

」

、

、

剪

「
摺
剪
」
が
あ
る
こ
と
を
注
す
る
。

」
は
さ
み
、
剪
刀
也
。
剪
子
、
劑
刀
並

同
。
今
按
、
有
夾
剪
、
摺
剪
。

_

㊺
「
剪
」
の
図
像
に
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
と
同
じ
で
あ
る
。

、「
夾
剪

「
摺
剪
」
が
描
か
れ
、
本
文
と
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち

「
夾
剪
」
の
図
柄
は

」

、

、

㊻
「
鼎
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

あ
し
が
な
へ
。
か
な
へ
。

同
。
有

、
有

。
古
和

五
味

之
也
。
今
多

焼

炭

、
焚

香

呼

為

爐

二

一

二

一

二

一

レ

一

あ
し
が
な
へ
。
か
な
へ
。

同
。
有

方

あ
し
が
な
へ
。
か
な
へ
。

同
。
有

、
有

円

ス
ル
ノ

ヲ

ク
ハ

キ

ヲ

テ

ヲ

テ

ト

二

一

二

一

二

一

レ

二

あ
し
が
な
へ
。
か
な
へ
。

同
。
有

、
有

。
古
和

五
味

之
也
。
今
多

焼

炭

、
焚

香

呼

為

爐

。

て
い

は
う
て
い

ゑ
ん
て
い

て

い

ろ

（
あ
し
が
な
へ
。
か
な
へ
、

爐
と
為
す

（
あ
し
が
な
へ
。
か
な
へ
、

に
同
じ
。
方

（
あ
し
が
な
へ
。
か
な
へ
、

有
り
、
円

（
あ
し
が
な
へ
。
か
な
へ
、

有
り
。
古
五
味
を
和
す
る
の
な
り
。
今
多
く
は
炭
を
焼
き
、
香
を
焚
き
て
、
呼
び
て

。

（
あ
し
が
な
へ
。
か
な
へ
、

爐
と
為
す

）

㊻
「
鼎
」
の
本
文
に
は
、
和
名
「
あ
し
が
な
へ

「
か
な
へ

鼎
は
、

」

」

㊻
「
鼎
」
の
本
文
に
は
、
和
名
「
あ
し
が
な
へ

「
か
な
へ

、
別
の
表
記
「

」
を
あ
げ
る
。
ま
た

」
が
あ
る
こ
と
を
記
す
。
ま
た
、

、

」

」
を
あ
げ
る
。
ま
た

「
方

」
を
あ
げ
る
。
ま
た

「
円

」
を
あ
げ
る
。
ま
た

」
が
あ
る
こ
と
を
記
す
。
ま
た
、

古

く
は
、
飲
食
物
を
煮
る
も
の
で
あ
り
、
今
は
、
多
く
は
、
炭
を
焼
い
た
り
、
香
を
焚
い
た
り
す
る
こ
と
に
用
い
ら
れ
、

く
は
、
飲
食
物
を
煮
る
も
の
で
あ
り
、
今
は
、
多
く
は
、
炭
を
焼
い
た
り
、
香
を
焚
い
た
り
す
る
こ
と
に
用
い
ら
れ

「

く
は
、
飲
食
物
を
煮
る
も
の
で
あ
り
、
今
は
、
多
く
は
、
炭
を
焼
い
た
り
、
香
を
焚
い
た
り
す
る
こ
と
に
用
い
ら
れ

爐
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
注
す
る
。

㊻
「
鼎
」
の
図
像
に
は
、
四
角
い
と
丸
い
の
二
種
の
鼎
が
描
か
れ

「、

方

有
り
」
の
本
文
の
記
述
と
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

方

有
り
、
円

㊻
「
鼎
」
の
図
像
に
は
、
四
角
い
と
丸
い
の
二
種
の
鼎
が
描
か
れ

「

四
角
い
鼎
の
図
柄

は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

、こ
の
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
各
項
目
の
図
像
は
、
同
類
で
か
た
ち
が
異
な
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
図
で
描
き
、
本
文
の
記
述
と
対
応
す
る
よ
う
な
工
夫
を
凝

、

ら
し
て
い
る
。
ま
た
、
読
者
に
判
別
し
や
す
い
よ
う
に
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
付
す
場
合
も
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
一
項
目
に
描
か
れ
る
複
数
の
小
さ
な
図
の
一
部

。

分
は

『
三
才
図
会
』
か
ら
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
逆
に
言
え
ば

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
一
項
目
内
の
図
像
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
踏
襲
・
採

、

、

、

用
す
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
同
類
の
も
の
を
図
示
し
て
い
る
。
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五
、
む
す
び

初
版
本
は
、

趣
向

上
下
一
対
の
項
目
の
対
照
性
お
よ

以
上
の
こ
と
か
ら

『
訓
蒙
図
彙
』

童
蒙
の
漢
字
習
得
に
便
利
な
よ
う
に
、
掲
出
語
と
版
面
構
成
に

を
凝
ら
し
、

、

し
、
意
味
範
疇
の
広
い
一
字
掲
出
語
を
多
用
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
項
目
の
内
部
に
下
位
分
類
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
一
項
目
内
の
図

び
四
字
句
の
構
成
を
重
視

初
版
本
の
各
項
目
の
図
像
は
、

本
文
と
対
応
す
る
よ
う
な

像
に
及
ん
で
い
る

『
訓
蒙
図
彙
』

同
類
で
か
た
ち
が
異
な
る
も
の
等
を
そ
れ
ぞ
れ
図
示
す
る
傾
向
が
あ
り
、

。

。

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る

を
採
用
し
、
さ
ら
に
同

こ
の
よ
う
な
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
独
自
の
編
纂
方
針
は

（
一

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
統
合
し
た
り

（
二

『
三
才
図
会
』
の
図
像

、

）

、

）

引
用
手
法
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

類
の
図
像
を
増
加
す
る
と
い
う

注（
１
）
相
田
満
『
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
二
月

。

』

）

（
２
）
注
（
１
）
に
同
じ
。

（
３
）
郭
崇
「

大
和
本
草

「
穀
」
類
に
内
在
す
る
下
位
分
類

（

水
門
』
第
二
八
号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
四
月

。

『

』

」
『

）

（
４
）
楊
亜
麗
「

和
漢
三
才
図
会

「
有
鱗
魚
【
河
湖

」
類
の
構
成
と
配
列
―
『
本
草
綱
目

『
本
朝
食
鑑
』
と
の
比
較
か
ら
―

（

東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
研
究
』
第
十

『

』

】

』

」
『

八
号
、
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
日
本
支
部
、
二
〇
一
九
年
七
月

。）

「

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
版
本
の
「
属
対

（

語
学
教
育
研
究
論
叢
』
第
三
七
号
、
二
○
二
〇
年
三
月

。

（
５
）
拙
稿

『

」
」
『

）

「
幼
学
書
・
手
習
い
書
と
『
訓
蒙
図
彙
』
―
寛
文
版
本
の
四
字
句
・
上
下
一
対
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て
―

（

水
門
』
第
二
九
号
、
二
○
一
九
年
十
二
月

。

（
６
）
拙
稿

」
『

）

『
和
俗
童
子
訓
』

静
岡
県
立
図
書
館
葵
文
庫
所
蔵
・
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
永
田
調
兵
衛
刊
版
本
（
Ｋ
〇
八
一
―
六
五
）
に

。

（
７

の
引
用
は
、

拠
る

）
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第
四
節

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
細
分
化

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
細
分
化
す
る
例
を
図
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

日

・

月

・

星
」

『
三
才
図
会

「
虞
書
十
二
章
服
」
→
初
版
本
㊼
「

㊽
「

㊾
「

』

」

」

『
三
才
図
会

「
規
矩
準
縄
」

→
初
版
本

規

・

「
矩

・

「
準

・

「
縄
」

』

」

」

」

㊿
「

51

52

53

表
１
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
三
項
目
「

「

「

『
三
才
図
会
』
の
一
項
目
「
虞
書
十
二
章
服
」
の
図
像
を
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ

、

日

月

星
」
の
図
像
を

」

」

、

る
。

表
１
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
日

「
月

「
星
」
と
『
三
才
図
会
』

『

」

」

虞
書
十
二
章
服

』会

一

図

巻

才

服

三

衣

『
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文

』彙

天

図

・

蒙

一

訓

巻

『

㊼
日

㊽
月

㊾
星

表
１
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に

『
三
才
図
会
』
は

「
衣
服
」
巻
一
、
す
な
わ
ち
「
衣
服
」
の
部
に

「
虞
書
十
二
章
服
」
と
い
う
項
目
が
確
認
さ
れ
る
。
十
二
章
と
は
、
古
代
中
国
の
皇
帝

、

、

、

。『

』「

」

、

。

、「

」「

」

の
専
用
礼
服
で
あ
る
袞
衣
に
使
用
さ
れ
る
模
様
の
こ
と
で
あ
る

三
才
図
会

虞
書
十
二
章
服

の
図
像
は

二
つ
の
半
丁
か
ら
な
る

最
初
の
の
半
丁
に

日

月

と
も
に
雲
形
の
上
に
円

「
晨

「
山

「
龍

「
華
虫

、
次
の
半
丁
に
「
宗
彜

「
藻

「
火

「
粉
米

「
黼

「
黻
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

「
日

「
月
」
は
、

」

」

」

」

」

」

」

」

」

、

」

形
を
配
す
る
構
図
で
あ
る

「

」
に
は
日
中
の
三
足
烏

中
の
兎
が
描
か
れ
る

「

」
は
、
三
つ
の
星
が
線
で
繋
が
り
、
三
角
に
な
っ
て
い
る
構
図
で

。

、

。

日

「
月
」
に
は
月

晨

あ
る
。

日

・

月

・

星
」
の
項
目
が
あ
る
。

日

・

月
」
の
図
像
も
、
と
も
に
雲

第
二
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
巻
一
「
天
文
」
の
う
ち
、
㊼
「

㊽
「

㊾
「

㊼
「

㊽
「

、

」

」

」

形
の
上
に
円
形
を
配
し

「

」
に
は
日
中
の
三
足
烏

中
の
兎
が
描
か
れ
る

「
星
」
の
図
も
、
三
つ
の
星
が
線
で
繋
が
り
、
三
角
に
な
っ
て
い
る
構
図

、

、

。

日

「
月
」
に
は
月

で
あ
り
、
周
り
に
雲
形
が
描
か
れ
て
い
る

日

・

月

・

星
」
お
よ
び
「
斗
」
は
、
版
面
の
見
開
き
に
配
さ
れ
て
い
る
。

。

」

」

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
は
、
㊼
「

㊽
「

㊾
「

中
村
惕
斎
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
の
図
像
の
整
合
性
に
配
慮
し
た
た
め

「
星
」
の
図
像
に
、
雲
形
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

、『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
㊾

こ
の
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
巻
一
「
天
文
」
の
「
日

「
月

「
星
」
は

『
三
才
図
会

「
衣
服
」
巻
一
の
「
虞
書
十
二
章
服
」
の
項
か
ら
細
分
化
さ
れ
た

、

」

」

、

』
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『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
三
才
図
会
』
の
異
な
る
部
類
の
図
像
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
が
存
在
す
る
。
ま
た

。

、

、

像
は
、
全
体
的
に
は

『
三
才
図
会
』
に
比
べ
て
よ
り
精
緻
に
な
っ
て
い
る
。

、

表
２
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
四
項
目
「
規

「
矩

「
準

「
縄
」

『
三
才
図
会
』
の
一
項
目
「
規
矩
準
縄
」
の
図
像
を
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ

、

」

」

」

の
図
像
を
、

る
。

表
２
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
規

「
矩

「
準

「
縄
」
と
『
三
才
図
会
』

『

」

」

」

規
矩
準
縄

類器

』会

古

図

・

才

二

三

巻用

『

器
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三用

』彙

器

図

・

蒙

十

訓

巻

『

規

矩

準

縄

㊿

51

52

53

表
２
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

『

』

、「

」

「

」

、「

」

、「

」「

」「

」「

」

。

、

三
才
図
会

は

器
用

巻
二
・

古
器

に

規
矩
準
縄

と
い
う
項
目
が
あ
り

規
図

矩
図

準
図

縄
図

が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
る

一
方

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
巻
十
・

器
用
三
」
に
、

規

・

「
矩

・

「
準

・

「
縄
」
の
四
項
目
が
あ
り
、
版
面
の
見
開
き
に
配
さ
れ
て
い
る

『
訓
蒙
図

「

」

」

」

。

㊿
「

51

52

53

彙
』
初
版
本
の
こ
の
四
項
目
の
図
柄
は

『
三
才
図
会
』
と
類
似
す
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
四
項
目
「
規

「
矩

「
準

「
縄
」
は

『
三
才
図
会
』
の
一
項
目
「
規

、

。

」

」

」

、

矩
準
縄
」
か
ら
細
分
化
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

『
三
才
図
会
』
に
は
、
三
字
以
上
の
掲
出
語
も
多
数
存
在
す
る
。
一
方

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
掲
出
語
の
文
字
数
が
一
字
、
あ
る
い
は
二
字
で
あ
り
、
三
字
以
上

、

の
掲
出
語
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
初
版
本
の
規
則
性
が

『
三
才
図
会

「
規
矩
準
縄
」
の
項
を

「
規

「
矩

「
準

「
縄
」
の
四
項
目
に
細
分
化
す
る
引
用
手
法
を
生
み

、

』

、

」

」

」

出
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
異
な
る
部
類
に
属
す
る
『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
初
版
本
の
掲
出
語
の
字
数

、

の
規
則
性
に
よ
り

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
細
分
化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

、
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第
五
節

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
構
図
の
改
変

一
、
向
き
の
改
変

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
し
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
図
像
の
向
き
の
改
変
と
構
図
の
改
変
に
分
け
ら
れ
る
。

表
１
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
向
き
を
改
変
し
た
十
二
項
目
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

、

、

表
１
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
お
け
る

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
向
き
の
改
変

『

、

所
在

器
用
巻
十
二
・
什
器
類

器
用
巻
三
・
楽
器
類

項
目

拂
塵

笙

琵
琶

嗩
呐

会図才三
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彙図蒙訓項
目

拂
塵

笙

琵
琶

嗩
呐

54

55

56

57

所
在

巻
八
・
器
用
一

所
在

器
用
巻
十
一

器
用
巻
九
・
蠶
織
類

器
用
巻
十
・
農
器
類

項
目

櫌

紡
車

布
機

條
帚

掃
帚

会図才三
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彙図蒙訓項
目

櫌

紡
車

布
機

帚

58

59

60

61

所
在

巻
十
・
器
用
三

巻
十
一
・
器
用
四

所
在

鳥
獣
巻
三
・
獣
類

鳥
獣
巻
一
・
鳥
類

草
木
巻
十
・
蔬
類

項
目

獅
子

牛

鶴

刀
豆

会図才三



- 165 -

彙図蒙訓項
目

獅
子

牛

鶴

刀
豆

62

63

64

65

所
在

巻
十
二
・
畜
獣

巻
十
三
・
禽
鳥

巻
十
六
・
米
穀

表
１
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

拂
塵

拂

第
一
に

『
三
才
図
会

「

」
の
図
像
に
は
、

、

』

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版

塵
が
逆
さ
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

拂
塵

拂
塵
の
逆
さ
が
直
さ
れ

本

「

」
の
図
像
に
は
、

54
て
い
る
。

拂
塵

拂

『

』「

」

、「

」

、

、

「

」
、

「

三
才
図
会

の
項
は

如
意

の
項
と
隣
接
し
て
お
り

図
像
に
は

上
に

如
意

下
に

『

』

、

「

」
、

「

」

塵

が
描
か
れ
る

一
方

拂
塵

」

（

）
。

、

図
１

訓
蒙
図
彙

初
版
本
に
は

半
丁
の
上
段
に

如
意

下
段
に

の
項
目
が
配
さ
れ
る

。
第
三
章
第
二
節
で
も
示
し
た
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
如
意
」
の
図

（
図
２
）

、

『
訓
蒙
図
彙
』
巻
八
器
用
・

「
如
意
」

「

」

拂
塵

『
三
才
図
会
』
器
用
巻
十
二
・

如
意

「

」

「

」

拂
塵
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柄
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「

「
如
意
」
の
図
像
が

『
三
才
図
会

「

「
如
意
」
の
図
像
に
基

、

、

」

、

』

」

拂
塵

拂
塵

づ
き
な
が
ら
、
項
目
の
配
列
順
、
図
像
の
向
き
を
変
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

琵
琶
」
の
図
像
は
、
真
っ
直
ぐ
に
描
か
れ
た
『
三
才
図
会

」
の
図
像
に
比
べ
て
、
斜
め
に
な
っ
て
い
る
。

第
二
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

「

「
琵
琶

、

』

56

第
三
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
巻
十
「
器
用
三
」
の

櫌
」
の
図
像
は

『
三
才
図
会

櫌
」
の
図
像
に
比
べ
て
、
斜
め
に
な
っ
て
い
る
。
長
柄
の
つ
い
た
道

、

、

』

「

「

58

具
を
斜
め
に
描
く
こ
と
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
巻
十
「
器
用
三
」
に
は
、
処
々
み
ら
れ
る
（

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目
の
図
像
の
枠
は
、

、

）
。

図
３
、
４
、
５

ほ
ぼ
正
方
形
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
細
長
い
も
の
を
斜
め
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
利
用
と
視
覚
効
果
の
向
上
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

钁 「鍤 「鎛 「鏟 （二ウ・三オ）『訓蒙図彙』巻十器用三・「 」 」 」 」

櫌 「杈 「杷 「朳 （三ウ・四オ）『訓蒙図彙』巻十器用三・「 」 」 」 」

」「 」「 」「 」（ ）『 』 「訓蒙図彙 巻十器用三・ 鐇 斧 釿 鐁 十三ウ・十四オ
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第
四
に

獅
子

、

牛
」
の
図
像
は

『
三
才
図
会

獅
子

虎

牛
」
の
図
像
に
比
べ
て
、
向
き
が

、

」

、

』

」
、

」
、

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
巻
十
二
「
畜
獣
」
の

「

「

「

「

「

62

63

左
右
反
対
に
な
っ
て
い
る
。

見
開
き
の
左
半
丁
と
右
半
丁
の
獣
が
す
べ
て
向
き

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
巻
十
二
「
畜
獣
」
に
は
、
半
丁
の
上
下
に
配
さ
れ
る
獣
の
体
の
向
き
が
同
じ
で
あ
り
、

合
っ
て
い
る
（

。
そ
こ
で
、
獣
の
配
列
の
位
置
が
決
ま
れ
ば
、
そ
の
体
の
向
き
も
決
ま
る
こ
と
と
な
る
。
獣
が
向
き
合
う
こ
と
は
、
見
開
き
に
配
す
る

図
６
、
７
、
８
）

項
目
の
図
像
が
左
右
対
称
に
近
く
な
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

豺 「狼 「虎 「豹 （三ウ・四オ）巻十二畜獣・「 」 」 」 」

麒麟 「獬豸 「騶虞 「獅子 （一ウ・二オ）巻十二畜獣・「 」 」 」 」

馬 「駒 「牛 「犢 （四ウ・五オ）巻十二畜獣・「 」 」 」 」
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『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
巻
十
二
「
畜
獣
」
の
図
像
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
項
目
も
あ
れ
ば
、
そ
の
向
き
を
左
右
反
対
に
す
る
項

ま
た
、

、

。

目
も
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
左
右
対
称
の
規
則
性
を
重
視
し

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
自
在
に
活
用
す
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る

。

、

ま
た

巻
十
三
「
禽
鳥
」
も
、
見
開
き
の
左
半
丁
と
右
半
丁
の
鳥
が
ほ
と
ん
ど
向
き
合
っ
て
い
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

鶴
」
の
図

、

。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の

「
64

像
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
向
き
を
左
右
反
対
に
す
る
の
は
、
同
様
な
理
由
で
あ
ろ
う
（

。

、

）

図
９

ま
た

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の

の
図
柄
は

三
才
図
会

の
図
像
と
類
似
し

向
き
が
左
右
反
対
に
な
っ
て
い
る

訓

、『

』

「

、
『

』「

」

、

。『

巻
十
六

米
穀

の

刀
豆

刀
豆

「

」

」

65

巻十三禽鳥・ 鶴 「鸛 「鷹 「鷲 （四ウ・五オ）「 」 」 」 」

巻十六米穀 刀豆 「黎豆 「蠶豆 「燕麥 （八ウ・九オ）・「 」 」 」 」
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巻
十
六
「
米
穀
」
の
八
ウ
・
九
オ
の
見
開
き
に
は
、
右
半
丁
に
「
刀
豆

「
黎
豆
」
を
配
し
、
左
半
丁
に
「
蠶
豆

「
燕
麥
」
を
配
す
る
。
右
半
丁

蒙
図
彙
』
初
版
本
の

」

」

の
「
刀
豆

「
黎
豆
」
の
図
像
全
体
は
、
と
も
に
版
面
の
右
側
に
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
左
半
丁
に
「
蠶
豆

「
燕
麥
」
の
図
像
全
体
は
、
と
も
に
版
面
の
左
側
に
寄
せ
ら

」

」

れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
見
開
き
に
配
さ
れ
る
項
目
の
図
像
は
、
左
右
対
称
の
構
図
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た

笙

、

嗩

紡
車

、

布
機

、

帚
」
の
図
像
が

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
向
き
を
変
え
ら
れ
て
い
る

、

」

」

」

、

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の

「

「

呐

、

「

「

「

」

55

57

59

60

61

の
は
、
版
面
の
視
覚
効
果
、
整
合
性
を
重
視
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

二
、
構
図
の
改
変

表
２
、
表
３
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
す
る
六
項
目
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

、

、

表
２
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
お
け
る

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
構
図
の
改
変
―
そ
の
う
ち
の
五
例

『

、

所
在

人
物
巻
十
二

人
物
巻
十
四

鳥
獣
巻
三
・
獣
類

項
目

匈
奴

長
臂
人

長
脚
国

兎

会図才三
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彙図蒙訓項
目

蒙
古

長
臂

長
脚

兎

66

67

68

69

所
在

巻
四
・
人
物

巻
十
二
・
畜
獣

所
在

鳥
獣
巻
五
・
鱗
介
類

項
目

䲅

会図才三
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彙図蒙訓項
目

河
㹠

70

所
在

巻
十
二
・
畜
獣

表
２
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

、『

』「

」

、

。

、『

』

「

」

『

』「

」

第
一
に

三
才
図
会

匈
奴

の
図
像
に
は

二
人
が
描
か
れ
て
い
る

一
方

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の

蒙
古

の
項
目
の
図
像
に
は

三
才
図
会

匈
奴

66

の
図
像
う
ち
の
一
人
の
み
を
取
り
入
れ
る
。

第
二
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の

「
長
臂

、

「
長
脚
」
の
図
像
は

『
三
才
図
会

「
長
臂
人

「
長
脚
国
」
の
図
像
に
比
べ
て
、
ポ
ー
ズ
が
少
し
異
な
る
。

、

」

、

』

」

67

68

こ
れ
に
つ
い
て
、
勝
又
基
氏
は
、
初
版
本
「
長
臂

「
長
脚
」
が
『
三
才
図
会
』
の
図
像
に
比
べ
て

「
ポ
ー
ズ
を
変
え
た
の
は
枠
の
形
に
合
わ
せ
る
た
め
か

」
と
述

」

、

（1

）

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
的
確
な
指
摘
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

第
三
に

『
三
才
図
会

「
兎
」
の
図
像
に
、
二
匹
の
兎
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

「
兎
」
の
図
像
は
、
そ
の
う
ち
の
一
匹
の
み
を
取
り
入

、

』

、

69

れ
る
。

第
四
に

『
三
才
図
会

「
䲅
」
の
図
像
に
、
二
匹
の
䲅
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

「
河
㹠
」
の
図
像
に
は
、
一
匹
の
み
描
か
れ
、
角
度
も

、

』

、

70
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少
し
異
な
る
。

、『

』

「

」
、

「

」
、

「

」
、

「

」
、

「

」

、『

』「

」「

」「

」

こ
の
よ
う
に

訓
蒙
図
彙

初
版
本

蒙
古

長
臂

長
脚

兎

河
㹠

の
図
像
は

三
才
図
会

匈
奴

長
臂
人

長
脚
国

66

67

68

69

70

「
兎

「
䲅
」
の
図
像
に
基
づ
き
な
が
ら
、
図
像
の
枠
の
形
を
優
先
し
、
ま
た
は
物
事
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
し
た

」

、

の
で
あ
る
。

表
３
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
幢
」
と
『
三
才
図
会
』

『

『
訓
蒙
図
彙
』

『
三
才
図
会
』

所
在

巻
九
・
器
用
二

儀
制
巻
四

項
目

幢

青
龍
幢

羽
葆
幢

71

表
３
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
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第
一
に

『
三
才
図
会

「
儀
制
」
巻
四
の
「
青
龍
幢
」
の
図
像
は
、
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
右
側
の
部
分
に
は
、
龍
と
雲
の
模
様
が
あ
り
、
左
側
の
部
分
は
、
鳥
羽

、

』

の
連
な
っ
た
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。

第
二
に

『
三
才
図
会

「
儀
制
」
巻
四
の
「
羽
葆
幢
」
の
図
像
は
、
丸
い
蓋
の
下
に
、
鳥
羽
の
連
な
っ
た
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。

、

』

第
三
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の

「
幢
」
の
本
文
は
、
和
名
「
は
た
」
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の

「
幢
」
の
図

、

。

巻
九
「
器
用
二
」
の
71

71

像
に
は
、
三
種
類
の
幢
が
描
か
れ
、
右
側
、
左
側
の
幢
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
羽
葆
幢

「
銅
雀
幢
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

「
羽
葆
幢
」
の
図
柄

」

、

は

『
三
才
図
会

「
青
龍
幢
」
の
図
像
と
同
様
に
、
龍
と
雲
の
模
様
が
描
か
れ
て
い
る

「
銅
雀
幢
」
の
図
像
に
は
、
幢
の
頭
に
雀
と
覚
し
き
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。

、

』

。

真
ん
中
に
あ
る
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
付
さ
れ
て
い
な
い
幢
の
図
柄
は

『
三
才
図
会

「
羽
葆
幢
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

、

』

つ
ま
り

『
三
才
図
会
』
は
、
龍
と
雲
の
模
様
の
あ
る
幢
を
「
青
龍
幢
」
と
し
、
鳥
羽
の
綴
り
を
吊
り
下
げ
る
幢
を
「
羽
葆
幢
」
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て

『
訓
蒙
図

、

、

彙
』
初
版
本
は
、
龍
と
雲
の
模
様
の
あ
る
幢
を
「
羽
葆
幢
」
と
し
て
図
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
撰
者
中
村
惕
斎
の
過
ち
で
あ
ろ
う
か
。

三
、
む
す
び

以
上
の
こ
と
か
ら

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
版
面
の
視
覚
的
効
果
を
重
視
し
、
版
面
の
見
開
き
に
配
す
る
項
目
の
図
像
を
左
右
対
称
に
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が

、

明
ら
か
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
に

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
向
き
を
改
変
す
る
引
用
手
法
が
生
じ
た
。
ま
た
、
初
版
本
は
、
図
像
の
枠
の
形
を
優
先
し
、
ま
た
は
物
事
の
特
徴
を
浮
き
彫

、

り
に
す
る
た
め
に

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
し
た
。

、

注
（
１
）
勝
又
基
「
絵
入
り
百
科
事
典
の
工
夫
―
『
訓
蒙
図
彙
』
と
『
和
漢
三
才
図
会

（

浸
透
す
る
教
養
―
江
戸
の
出
版
文
化
と
い
う
回
路

、
勉
誠
出
版
、
二
○
一
三

』」
『

』

年
十
一
月

。）
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第
四
章

明
・
李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

第
一
節

『
本
草
綱
目
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目

初
版
初
版
本

凡
例

に
お
い
て
中
村
惕
斎
は

漢
籍

三
才
図
会

農
政
全
書

和
書

和
名
類
聚
抄

多
識
編

字
鏡
集

壒
嚢
鈔

下

『

』

訓
蒙
図
彙

「

」

、

『

』『

』
、

『

』『

』『

』『

』『

学
集

『
節
用
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
引
用
書
目
を
あ
げ

「
諸
家
の
本
草
の
図
説
」
を
参
看
し
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

』

、

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

引

證

之
図

書
、
漢

字

以

三

才

図

会
農

政

全

書
及

諸

家

本

草

之
図

説

為

主

、
凡
訓

詁
注

疏
稗

史
雑

編

中
、
有

明

ノ

ハ

ヒ

ノ

ノ

ヲ

ト

ノ

ト
キ
ハ

二

一

レ

二

徴

、
則
採

摭

以
裨

益

矣
。
国

書

以

源

氏

和

名

集

為

本

、
以

林

氏

多

識

編

継

之

。
凡
類

編
、
雑

抄
如

字

一

二

二

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

シ
テ

ス

ハ

カ

ヲ

シ

ト

カ

ヲ

ニ

キ

一

レ

一

レ

二

徴

、
則
採

摭

以
裨

益

矣
。
国

書

以

源

氏

和

名

集

為

本

、
以

林

氏

多

識

編

継

之

。
凡
類

編
、
雑

抄
如

字

鏡

徴

、
則
採

摭

以
裨

益

矣
。
国

書

以

源

氏

和

名

集

為

本

、
以

林

氏

多

識

編

継

之

。
凡
類

編
、
雑

抄
如

字

嚢

マ
マ

下

学
節

用

之
等

、
並

参

之

補

之

。

＿

＿

ノ

ノ

ニ

へ

ニ

ヲ

一

レ

レ

（
引
證
の
図
書
、
漢
字
は
『
三
才
図
会

『
農
政
全
書
』
及
び
諸
家
の
本
草
の
図
説
を
以
て
主
と
為
し
、
凡
そ
訓
詁
・
注
疏
・
稗
史
・
雑
編
の
中
、
明
徴
有
る
と
き

』

は

則
ち
採
摭
し
て
以
て
裨
益
す

国
書
は
源
氏
が

和
名
集

を
以
て
本
と
為
し

林
氏
が

多
識
編

を
以
て
之
に
継
ぐ

凡
そ
類
編
雑
抄
は

字
鏡

、

。

『

』

、

『

』

。

『

、

。

『

』

、

『

』

。

『

』『

嚢

『
下
学

『
節
用
』
等
の
如
き
、
並
び
に
之
に
参
ヘ
、
之
を
補
ふ

）

』

』

。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
諸
家
の
本
草
の
図
説
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
具
体
的
に
何
を
指
す
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
勝
又
基
氏
は
「

本
草
綱
目
』
の
図
な
ど
は

『

『
訓
蒙
図
彙
』
に
影
響
を
与
え
た
書
の
一
つ
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

」
と
述
べ

『
訓
蒙
図
彙
』
の
図
と
李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
の
関
係
を
指
摘

（1

）

、

し
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目
も

『
本
草
綱
目
』
か
ら
の
影
響
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

。

、

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
の
項
目
を
悉
皆
調
査
し
、
影
響
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
こ
で
、一

『
本
草
綱
目
』
の
伝
来
と
そ
の
和
刻
本

、『

』

、

（

）

。

。

李
時
珍
撰

本
草
綱
目

五
二
巻
は

明
・
万
暦
二
四
年

一
五
九
六

に
刊
行
さ
れ
た
中
国
本
草
書
の
集
大
成
で
あ
る

十
六
部
六
〇
類
一
八
九
二
項
目
か
ら
な
る

各
項
目
に
次
の
内
容
を
適
宜
記
載
す
る

。

（2

）

【
釋
名
】
別
名
・
名
称
の
由
来
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【
集
解
】
産
地
・
形
態
・
性
状
・
採
集
方
法
等

【
正
誤
】
先
行
文
献
の
誤
謬
の
修
正

【
修
治
】
調
製
加
工
法

【
気
味
】
性
能
・
性
質

【
主
治
】
薬
効

【
発
明
】
薬
理
説
の
解
釈

【
附
方
】
民
間
に
流
布
し
た
処
方

こ
の
う
ち
説
明
が
必
要
な
の
は
【
集
解
】
で
あ
る

【
集
解
】
の
中
に
は
例
え
ば
「
別
録
曰
・
頌
曰
・
時
珍
曰
」
の
よ
う
に

「
歴
代
諸
本
草
家
の
説
を
引
用
す
る
に
あ

。

、

た
り
、
自
己
の
ヨ
ミ
で
適
宜
引
用
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る

」
と
い
う
。
特
に
「
時
珍
曰
」
の
箇
所
は
李
時
珍
自
身
の
注
で
あ
る

。

（

（4
3

）

）

、
、

と
こ
ろ
で

『
本
草
綱
目
』
の
日
本
へ
の
伝
来
の
時
期
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
慶
長
九
年
（
一
六
○
四
）
成
立
の
林
羅
山
撰
『
既
見
書
目
録
』
に

『
本
草
綱
目
』
の
記

、

、

録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
と
真
柳
誠
氏
は
指
摘
さ
れ
た

。

（5

）

明
代
に
成
立
し
た
『
本
草
綱
目
』
の
主
な
版
本
に
「
金
陵
本

「
江
西
本

「
武
林
錢
衙
本
」
等
が
あ
る
。
万
暦
二
四
年
（
一
五
九
六

、
南
京
（
金
陵
）
で
刊
行
さ
れ

」

」

）

た
初
版
本
は

金
陵
本

と
呼
ば
れ
る

万
暦
三
一

一
六
〇
三

江
西
巡
撫
の
夏
良
心
が
校
訂
し
て
出
版
し
た
も
の
は

江
西
本

と
呼
ば
れ
る

崇
禎
十
三
年

一

「

」

。

（

）
、

「

」

。

（

六
四
〇

、
武
林
（
現
、
杭
州
）
で
、
錢
蔚
起
が
江
西
本
を
全
訂
し
、
特
に
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
附
図
を
描
き
直
し
、
之
を
上
・
中
・
下
三
巻
に
分
け
て
改
刻
し
た

）

（6

（7

。

も
の
を
「
武
林
錢
衙
本
」
と
称
す
る

。
杉
本
つ
と
む
氏
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
三
本
が
江
戸
初
期
に
日
本
に
舶
来
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

）

）

本
草
綱
目

の
舶
来
後

林
羅
山
が

本
草
綱
目

に
収
録
さ
れ
た
漢
名
に
和
名
を
記
し
て
本
草
類
の
和
訓
辞
書

多
識
編

を
執
筆
し
た

慶
長
十
七
年

一

『

』

、

『

』

『

』

。

（

（

）

8

六
一
二
）
草
稿
本
が
成
立
し
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
古
活
字
本
『
多
識
編
』
が
刊
行
さ
れ
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一

、
整
版
本
『
新
刊
多
識
編
』
五
巻
が
出
版
さ

）

れ
た

。

（9

）

一
方

『
本
草
綱
目
』
最
初
の
和
刻
本
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
成
立
に
先
立
つ
こ
と
二
九
年
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
刊
行
さ
れ
た

。
他
に
『
訓

、

、

（1
0

）

蒙
図
彙
』
刊
行
以
前
の
『
本
草
綱
目
』
の
和
刻
本
は
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
刊
本
と
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
刊
本
が
あ
る
。
承
応
二
年
版
本
の
本
文
は
寛
永
本
の

版
木
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
も
の
の
、
図
像
は
寛
永
本
の
そ
れ
を
廃
し
、
武
林
錢
衙
本
の
図
像
と
取
り
替
え
た
も
の
で
あ
る

。
万
治
二
年
版
本
は
、
武
林
錢
衙
本
を

（1
1

）

校
訂
加
訓
し
、
重
刻
し
た
も
の
で
あ
る

。
三
種
の
和
刻
本
は
い
ず
れ
も
、
京
都
で
刊
行
さ
れ
た
。

（12

）
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二

『
本
草
綱
目
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目

、

附
表
三

『
本
草
綱
目
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目
を
基
準
と
し
て

『
本
草
綱
目
』
と
対
応
さ
れ
る
項
目
を
巻
ご
と
に
対
照
し
て
示
し
た
。

、

を
参
照
さ
れ
た
い
。

初
版
本
の
項
目
対
照
一
覧

に
基
づ
き
、
そ
の
中
に

『
本
草
綱
目
』
と
対
応
さ
れ
る
項
目
を
「
一
致
項
目
」
と
数
え
て
、

附
表
三

『
本
草
綱
目
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目
対
照
一
覧

、

表
１
に
示
し
た
。

表

・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
の
一
致
す
る
項
目
数

『

1※
掲
出
語
が
異
体
字
で
あ
る
場
合
、
一
致
と
し
て
数
え
る
。
例
え
ば

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「

糖
」
と
『
本
草
綱
目

「

餹
」
を
「
掲
出
語
一
致
」
と
す
る
。

、

』

沙

沙

『
訓
蒙
図
彙
』

36
60
62
80
36
52
52
438
64
76

64

108

36

56

52

84
128

1484

総
項
目
数
数

数

計

0
0
0
0
5
9
27
15
44
55

38

68

26

38

40

43
91

499

目項

掲
出
語
異
な
る

0
0
0
0
5
9

12
11
14
22

33

26
14
14

14

13

17
44
248

致一

掲
出
語
一
致

0
0
0
0
0
0

15
4

30
33

5

21
7

12

24

27

26
47

251

部

部

部

『
本
草
綱
目
』

部

器

石

器

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

人

服

金

服

獣

禽

鱗

虫

介

穀

菜

果

木

草
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文

理

処

物

体

服

貨

用

獣

鳥

魚

介

穀

蔬

蓏

竹

草

『
訓
蒙
図
彙
』

天

地

居

人

身

衣

宝

器

畜

禽

龍

虫

米

菜

果

樹

花

初
版
本

計

1
2
3
4
5
6
7
11
12
13

14

15

16

17

18

19
20

～8

表

か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

1
第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
と
一
致
す
る
項
目
が

項
目
あ
り

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
総
項
目
数
の

％
に
お
よ
ぶ
。

、

、

499

34

第
二
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
巻
七
「
宝
貨

、
お
よ
び
巻
十
二
「
畜
獣
」
か
ら
巻
二
十
「
花
草
」
ま
で
の
動
植
物
の
部
分
は

『
本
草
綱
目
』
の
項
目
と
の
一
致
率

、

」

、

が
高
い
。

こ
の
よ
う
に

『
本
草
綱
目
』
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

、『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目
が

注（

）
勝
又
基
「

訓
蒙
図
彙
』
解
題

（

江
戸
時
代
図
説
百
科

訓
蒙
図
彙
の
世
界

、
大
空
社
、
二
○
○
二
年
十
二
月

。

１

『

」
『

』

）

（
２
）
郭
崇
「

大
和
本
草
』
穀
類
に
内
在
す
る
下
位
分
類
―
『
本
草
綱
目

（

水
門
』
第
二
八
号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
四
月

。

『

』
」
『

）

（
３
）
杉
本
つ
と
む
『
日
本
本
草
学
の
世
界

（
八
坂
書
房
、
二
〇
一
一
年
九
月

。

』

）

（
４
）
宮
下
三
郎
「
本
草
綱
目
の
植
物
用
語

（
木
村
康
一
等
『
新
注
校
定

国
訳
本
草
綱
目
』
第
六
冊
月
報
、
春
陽
堂
書
店
、
一
九
七
四
年

。

」

）

（
５
）
真
柳
誠
「

本
草
綱
目
』
の
日
本
初
渡
来
記
録
と
金
陵
本
の
所
在

（

漢
方
の
臨
床
』
第
四
五
巻
、
第
十
一
号
、
一
九
九
八
年
九
月
、
東
亜
医
学
協
会

。

『

」
『

）

（
６
）
渡
邊
幸
三
「
李
時
珍
の
本
草
綱
目
と
そ
の
版
本

（

東
洋
史
研
究
』
第
十
二
巻
第
四
号
、
一
九
五
三
年
六
月
、
東
洋
史
研
究
会

。
岡
西
為
人
『
本
草
概
説

（
創

」
『

）

』

元
社
、
一
九
七
七
年
十
二
月

。
注
（
３
）
の
前
掲
書
。

）

（
７
）
注
（
３
）
の
前
掲
書
。
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（
８
）
注
（
３
）
の
前
掲
書
。
木
場
貴
俊
「
林
羅
山
に
よ
る
か
み
の
名
物
―
『
多
識
編
』
を
も
と
に
―

（

日
本
研
究
』
第
四
七
集
、
二
○
一
三
年
三
月

。

」
『

）

（
９
）
小
林
祥
次
郎
「
林
羅
山
と
本
草
学
」
―
「
多
識
編
」
の
た
め
に

（

小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
第
七
号
、
一
九
七
五
年
三
月

。

」
『

）

（

）
小
曽
戸
洋
「
和
刻
本
漢
籍
医
書
総
合
年
表
―
出
版
者
名
索
引

（

日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
九
巻
第
四
号
、
一
九
九
三
年
十
二
月

。

」
『

）

10
（

）
注
（
６
）
の
渡
邊
論
文
。

11
（

）
注
（
６
）
の
渡
邊
論
文
。

12
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第
二
節

『
本
草
綱
目
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像

一

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
凡
例
」
に
お
け
る
図
像

、

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
は
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
刊

・
ケ
ン
ペ
ル
撰
『
日
本
誌

、
正
徳
二
年
〈
一
七
一
二
〉
の
「
自
序

、
同
三
年
林
鳳
岡

』

」

（1

）

E

ほ
か
の
「
序
」
を
も
つ
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
多
数
引
用
さ
れ
る
な
ど
、
後
世
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

、

中
村
惕
斎
は

『
訓
蒙
図
彙

「
凡
例
」
に
お
い
て
、
図
像
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

、

』

諸

品

形

狀
、
並

象

茲

邦

風

俗
土

産

矣
。
凡
所

目

撃

者

、
便
筆

而
摹

之

。
或

拠

画

家

之
所

写
、
或

審

問

識

者

＿

＿

＿

＿

＿

＿

ノ

ニ

ノ

ニ

ノ

ス
ル

ハ

シ
テ

ス

ヲ

ハ

リ

ノ

ニ

ハ

ニ

ヒ

二

二

レ

二

レ

＿

一

一

二

_

、
然

後
命

工

描

成

之

。
其

間

、
有

本

土

所

無

及

有
無
未

審

、
則
並

以

異

邦

風

物

補

之

。

ニ

シ
テ

シ
テ

ニ

ス

ヲ

ニ

ト
キ
ハ

ノ

キ

ヒ

ニ
セ

ニ

ノ

ヲ

ヲ

一

二

一

一

＿

レ

二

レ

ル
コ
ト
一
レ

二

レ

＿

＿

_

＿

＿

し

か

（
諸
品
の
形
状
、
並
に
茲
の
邦
の
風
俗
土
産
に
象
る
。
凡
そ
目
撃
す
る
所
の
者
は
、
便
筆
し
て
之
を
摹
す
。
或
い
は
画
家
の
写
す
所
に
拠
り
、
或
い
は
審
ら
か
に

識
る
者
に
問
ひ
、
然
し
て
後
に
工
に
命
じ
て
之
を
描
成
す
。
其
の
間
に
、
本
土
の
無
き
所
及
び
有
無
未
だ
審
ら
か
に
せ
ざ
る
こ
と
有
る
と
き
は
、
則
ち
並
に
異
邦

の
風
物
を
以
て
之
を
補
ふ

）。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
初
版
本
の
図
像
は
、
基
本
的
に
は
惕
斎
自
身
が
直
接
見
聞
し
た
も
の
を
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、
画
家
の
写
し
た
絵
に
依
拠
し
た
り
、

識
者
に
尋
ね
た
こ
と
を
画
家
に
描
か
せ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
本
土
に
な
い
も
の
や
有
無
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
は
、
主
に
中
国
等
の
「
異
邦
の
風
物
」
に

よ
っ
て
補
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
初
版
本
の
図
像
は
、
ど
の
よ
う
な
典
籍
に
依
拠
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
凡
例
」
は
、
引
用
書
目
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
凡
例
」
で
『
訓
蒙
図
彙
』
撰
者
・
中
村
惕
斎
が
自
ら
あ
げ
た
漢
籍
・
和
書
の
引
用
書
目
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

漢
籍
：

三
才
図
会

・

農
政
全
書

・

諸
家
の
本
草
の
図
説
」

『

』
『

』
「

和
書
：
源
氏
が
『
和
名
集
［
抄

・
林
氏
が
『
多
識
編

・

字
鏡
［
集

［
壒
］
嚢
［
鈔

『
下
学
［
集

『
節
用
［
集

］
』

』
『

］
』

］
』

］
』

］

和
書
：
源
氏
が
『
和
名
集
［
抄

・
林
氏
が
『
多
識
編

・

字
鏡
［
集

『

和
書
：
源
氏
が
『
和
名
集
［
抄

・
林
氏
が
『
多
識
編

・

字
鏡
［
集

［
壒
］
嚢
［
鈔

『
下
学
［
集

『
節
用
［
集

』

マ
マ

『
訓
蒙
図
彙
』
が
引
用
す
る
漢
籍
の
う
ち
、
図
像
を
載
せ
る
も
の
は
、
次
の
三
種
で
あ
る
。

明
・
万
暦
三
七
年
（
一
六
〇
九
）
刊
、
王
圻
・
王
思
義
撰
『
三
才
図
会
』
一
〇
六
巻
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明
・
崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）
刊
、
徐
光
啓
撰
『
農
政
全
書
』
六
〇
巻

「
諸
家
本
草
之
図
説
」

こ
れ
ら
漢
籍
の
う
ち

『
三
才
図
会
』
の
図
像
が
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
第
三
章
で
は
考
察
し
た
。

、

「
諸
家
本
草
之
図
説
」
は
特
定
さ
れ
な
い
種
々
の
本
草
書
を
さ
す
と
み
ら
れ
る
が

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
が
『
訓
蒙
図
彙
』
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
上
野
益
三

、

氏
と
勝
又
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
上
野
氏
は

『
訓
蒙
図
彙
』
の
図
像
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

、

図
は
『
本
草
綱
目
』
そ
の
他
の
中
国
の
書
に
載
せ
た
図
の
模
刻
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
よ
く
統
一
さ
れ
て
整
然
と
し
て
い
る

。

（2

）

勝
又
氏
は
「
水
母

「
猩
々
」
の
二
図
と
『
本
草
綱
目
』
の
当
該
図
の
類
似
性
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

」

ま
た
、
凡
例
に
載
る
も
の
以
外
で
も
、
挿
絵
の
参
考
と
し
た
書
物
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
『
訓
蒙
図
彙
』
巻
一
四
「
龍
魚
」
部
「
水
母
」
の

図
は

『
三
才
図
会
』
の
同
一
項
の
図
画
と
は
か
な
り
か
け
離
れ
た
も
の
だ
が
、
明
の
李
時
珍
編
『
本
草
綱
目
』
に
付
さ
れ
た
図
「
本
草
綱
目
図
」
の
同
一
項
と
形

、

状
が
酷
似
す
る
ば
か
り
か
、
水
母
の
下
に
小
蝦
を
配
す
る
と
い
う
構
図
ま
で
も
類
似
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
巻
一
二
「
畜
獣
」
部
の
「
猩
々
」
図
は
、
黒
い
毛

で
覆
わ
れ
た
身
体
や
、
片
手
を
横
に
張
り
出
し
た
ポ
ー
ズ
、
正
面
を
向
い
た
顔
な
ど
が
特
徴
的
だ
が
、
こ
れ
も
『
本
草
綱
目
』
の
図
に
類
似
す
る
こ
と
が
一
目
瞭

然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
本
草
綱
目
』
の
図
な
ど
は
『
訓
蒙
図
彙
』
に
影
響
を
与
え
た
書
の
一
つ
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

。

（3

）

こ
の
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
の
図
像
と
『
本
草
綱
目
』
の
図
像
と
の
関
連
は
、
先
学
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が

『
本
草
綱

、

、

、

目

の
ど
の
系
統
の
版
本
を
参
看
し
た
の
か
は

ま
だ
論
じ
ら
れ
て
い
な
い

そ
こ
で

以
下

複
数
の
版
本
の
図
像
を
比
較
検
討
し
て

訓
蒙
図
彙

初
版
本
が

本

』

、

。

、

、

、『

』

『

草
綱
目
』
の
ど
の
系
統
の
版
本
を
参
看
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二

『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
の
図
像
の
二
系
統

、

『
本
草
綱
目
』
は
十
六
部
六
〇
類
一
八
九
二
項
目
か
ら
な
る
本
草
書
で
あ
る
。
渡
邊
幸
三
氏
は

『
本
草
綱
目
』
明
代
の
版
本
お
よ
び
『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
の
系
統

、

を
整
理
さ
れ
た
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、
明
代
に
伝
存
す
る
版
本
の
う
ち
、
代
表
的
な
も
の
は
、
次
の
三
種
で
あ
る

。

（4

）

明
・
万
暦
二
四
年
（
一
五
九
六
）
刊
、
初
版
本
「
金
陵
本
」

明
・
万
暦
三
一
年
（
一
六
〇
三
）
刊
、
校
訂
本
「
江
西
本
」

明
・
崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
〇
）
刊
、
校
訂
本
「
武
林
錢
衙
本
」



- 181 -

杉
本
つ
と
む
氏
は
、
こ
れ
ら
の
三
種
の
版
本
が
江
戸
初
期
に
日
本
に
舶
来
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

。

（5

）

渡
邊
氏
に
よ
れ
ば
、
初
刊
本
「
金
陵
本
」
と
、
こ
れ
を
継
承
し
た
「
江
西
本
」
の
附
図
（
図
像
）
が
粗
拙
で
あ
る
の
に
対
し
て

「
武
林
錢
衙
本
」
の
附
図
は
は
る
か

、

に
写
実
的
で
あ
る
と
い
う

「
武
林
錢
衙
本
」
は
、
錢
蔚
起
が
「
江
西
本
」
を
全
訂
し
、
特
に
『
本
草
綱
目
』
の
図
像
を
描
き
直
し
、
こ
れ
を
上
・
中
・
下
三
巻
に
分
け

。

て
改
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
刊
行
の
前
後
に
、
次
の
四
種
の
『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
が
版
行
さ
れ
て
い
る

。

、

（6

）

①
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七

『
本
草
綱
目
』
版
本

）

②
承
応

二
年
（
一
六
五
三

『
本
草
綱
目
』
版
本

）

③
万
治

二
年
（
一
六
五
九

『
本
草
綱
目
』
版
本

）

寛
文

六
年
（
一
六
六
六

『
訓
蒙
図
彙
』
刊
行

）

④
寛
文

九
年
（
一
六
六
九

『
本
草
綱
目
』
版
本

）

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
の
図
像
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
を
比
較
検
討
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
③
万
治
二
年
版
本
は
、
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
③
万
治
二
年
版
本
は
、
渡
邊
氏
に
よ
れ
ば

「
武
林
錢
衙
本
」
を
校
訂
加
訓
し
た
重
刻
で
あ
る

。

、

。（7

）

同
氏
に
よ
れ
ば

『
本
草
綱
目
』
最
初
の
和
刻
本
①
寛
永
十
四
年
版
本
は

「
江
西
本
」
系
統
の
訓
点
本
を
祖
本
と
す
る
。
②
承
応
二
年
版
本
は
、
本
文
は
①
寛
永
十

、

、

四
年
版
本
の
版
木
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
も
の
の
、
図
像
は
①
寛
永
版
本
の
そ
れ
を
廃
し
、
写
実
的
な
「
武
林
錢
衙
本
」
の
図
像
に
入
れ
替
え
て
い
る
。
④
寛
文
九
年
版

本
は
③
万
治
二
年
版
本
の
版
木
を
校
改
し
た
も
の
で
あ
る

。
つ
ま
り
、
①
寛
永
十
四
年
版
本
は

「
江
西
本
」
系
統
の
図
像
を
、
②
承
応
二
年
版
本
、
③
万
治
二
年

（8

）

、

版
本
、
④
寛
文
九
年
版
本
の
図
像
は

「
武
林
錢
衙
本
」
の
図
像
を
採
用
し
た
。

、

。

『

』

『

』

、

訓
蒙
図
彙

初
版
本

の
図
像
と

本
草
綱
目

和
刻
本
①
②
④
の
図
像
す
べ
て
を
比
較
対
照
し

ほ
ぼ
一
致
す
る
十
九
の
図
像
を
抽
出
し
た

全
巻
一
四
八
四
項
目

は
、
こ
れ
ら
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
所
収
の
十
九
の
図
像
を
基
準
と
し
て

『
本
草
綱
目
』
①
寛
永
十
四
年
版
本
、
②
承
応
二
年
版
本
、
④
寛
文
九
年
版
本
を
対

表
１

、

照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
１
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
②
④
の
一
致

『

寛
文
九
年
版
本

所
在

見
出

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

『
本
草
綱
目
』
①
寛
永
十
四
年
版
本

『
本
草
綱
目
』
②
承
応
二
年
版
本

『
本
草
綱
目
』
④
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磁
a
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b
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瑪
瑙

c
瑠
璃

d
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・
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玕

宝
貨

e
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水
精

f
緑
青

g
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石
灰

h
豺
i

巻
十
二

・
畜
獣
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鹿
j

兎
k

孔
雀

l
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巻
十
七

・
菜
蔬

薯
蕷

m
蔏
n
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松
子

o

巻
十
八

甘
蔗

p

・
果
蓏
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胡
椒

q
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二
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・
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草
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ま
ず
、

に
あ
げ
た
『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
①
②
④
の
十
九
の
図
像
を
比
較
し
て

『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
の
図
像
の
系
統
を
検
討
し
た
と
こ
ろ

『
本
草
綱
目
』

表
１

、

、

和
刻
本
①
②
④
の
図
像
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に

『
本
草
綱
目
』
①
の
図
像
は
簡
略
で
あ
る
。
一
方
、
そ
れ
と
異
な
り

『
本
草
綱
目
』
②
④
の
図
像
は
、
は
る
か
に
精
緻
で
あ
る
。
な
お

『
本
草
綱
目
』
①

、

、

、

の
図
柄
は
、
全
体
的
に
は
②
④
と
異
な
る
が
、

「
兎

、

「
薯
蕷

、

「
胡
椒

、

「
蘹
香
」
の
五
項
目
は

」

」

」

」

、

の
図
柄
は
、
全
体
的
に
は
②
④
と
異
な
る
が
、

「
兎

、

「
薯
蕷

、

「
蔏

の
図
柄
は
、
全
体
的
に
は
②
④
と
異
な
る
が
、

「
兎

、

「
薯
蕷

、

「
胡
椒

、

「
蘹
香
」
の
五
項
目
は

『
本
草
綱
目
』
①
の
図
が
、
あ
る
程

k

m

n

q

r

度
②
④
と
類
似
す
る
。

第
二
に

『
本
草
綱
目
』
②
と
④
の
図
像
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

、

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
成
立
前
後
の
『
本
草
綱
目
』
四
種
の
和
刻
本
の
図
像
の
典
拠
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

①
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七

『
本
草
綱
目
』
版
本
：

江
西
本
」
系
統
の
図
像
を
採
用

）

「

②
承
応

二
年
（
一
六
五
三

『
本
草
綱
目
』
版
本
：

武
林
錢
衙
本
」
の
図
像
を
採
用

）

「

③
万
治

二
年
（
一
六
五
九

『
本
草
綱
目
』
版
本
：

武
林
錢
衙
本
」
の
図
像
を
採
用

）

「

寛
文

六
年
（
一
六
六
六

『
訓
蒙
図
彙
』
刊
行

）

④
寛
文

九
年
（
一
六
六
九

『
本
草
綱
目
』
版
本
：

武
林
錢
衙
本
」
の
図
像
を
採
用

）

「

こ
れ
に
よ
っ
て

『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
①
～
④
の
図
像
に
は
、
次
の
二
つ
の
系
統
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
Ａ
系
統
・
Ｂ
系
統
と
呼
び
名
を
つ
け
、
図
示
す
る

、

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ａ
系
統
：
①
寛
永
十
四
年
版
本
の
図
像

Ｂ
系
統
：
②
承
応
二
年
刊
本
の
図
像
ー
③
万
治
二
年
版
本
の
図
像
ー
④
寛
文
九
年
版
本
の
図
像

三

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
参
看
し
た
『
本
草
綱
目
』
版
本
の
系
統

、

つ
ぎ
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
本
草
綱
目
』
の
ど
の
版
本
の
図
像
を
参
看
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。

に
あ
げ
た
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
十
九
の
図
像

、

、

表
１

を
『
本
草
綱
目
』
①
②
④
と
対
照
す
る
と
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
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先
述
の
と
お
り
、

「
兎

、

「
薯
蕷

、

「
胡
椒

、

「
蘹
香
」
の
五
項
目
は

」

」

」

」

、

先
述
の
と
お
り
、

「
兎

、

「
薯
蕷

、

「
蔏

先
述
の
と
お
り
、

「
兎

、

「
薯
蕷

、

「
胡
椒

、

「
蘹
香
」
の
五
項
目
は

『
本
草
綱
目
』
Ａ
系
統
①
の
図
柄
が
、
Ｂ
系
統
②
④
と
あ
る
程

k

m

n

q

r

度
類
似
す
る
。
こ
れ
ら
の
五
項
目
に
つ
い
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
柄
は
、
Ｂ
系
統
②
④
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
Ａ
系
統
①
と
も
あ
る
程
度
類
似
す
る
が
、
Ａ
系
統
①

、

と
の
類
似
度
よ
り
、
Ｂ
系
統
②
④
と
の
類
似
度
が
一
層
高
い
。

ま
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
は
、
全
体
的
に
は

『
本
草
綱
目
』
Ａ
系
統
①
と
異
な
り
、
Ｂ
系
統
②
④
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
つ
ま
り

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

、

、

、

の
図
柄
が

『
本
草
綱
目
』
Ｂ
系
統
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
本
草
綱
目
』
Ｂ
系
統
の
図
像
を
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

、

、

、

『
本
草
綱
目
』
Ｂ
系
統
②
③
④
の
刊
行
年
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

②
承
応

二
年
（
一
六
五
三

『
本
草
綱
目
』
版
本

）

③
万
治

二
年
（
一
六
五
九

『
本
草
綱
目
』
版
本

）

寛
文

六
年
（
一
六
六
六

『
訓
蒙
図
彙
』
刊
行

）

④
寛
文

九
年
（
一
六
六
九

『
本
草
綱
目
』
版
本

）

む
ろ
ん

訓
蒙
図
彙

初
版
本
は

本
草
綱
目

④
を
参
看
し
た
可
能
性
が
な
く

本
草
綱
目

②

③
の
い
ず
れ
か
の
図
像
を
参
看
し
た
と
考
え
ら
れ
る

本

、『

』

、『

』

、『

』

、

。『

草
綱
目
』
②
③
の
合
称
を
、
仮
に
『
本
草
綱
目
』

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
は

『
本
草
綱
目
』
承
応
・
万
治

承
応
・
万
治
系
統
版
本
と
呼
ぶ
。
言
い
換
え
れ
ば
、

、

。

系
統
版
本
の
図
像
を
参
看
し
、
踏
襲
し
た
の
で
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
引
用
し
た
図
像
は
鉱
物
、
動
物
、
植
物
を
含
み
、
十
九
に
お
よ
ぶ
。
そ
の
う
ち
、

装
飾
が
つ
け
ら
れ
た

「
瑠

巻
七
「
宝
貨
」
に
あ
る
、

d

璃

、
台
座
が
つ
け
ら
れ
た

「
玻
瓈
」
と

「
琅
玕
」
の
構
図
等
を

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
踏
襲
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

」

、

b

e

四
、
む
す
び

、

、『

』

、『

』

、

以
上

渡
邊
氏
の
諸
本
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
一
四
八
四
の
図
像
か
ら

本
草
綱
目

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
十
九
項
目
の
図
像
を
抽
出
し

『
本
草
綱
目
』
の
和
刻
本
三
種
と
比
較
検
討
し
た
結
果
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
成
立
前
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
四
種
の
図
像
は
、
次
の
二
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。

、

Ａ
系
統
：
①
寛
永
十
四
年
版
本
の
図
像

Ｂ
系
統
：
②
承
応
二
年
刊
本
の
図
像
ー
③
万
治
二
年
版
本
の
図
像
ー
④
寛
文
九
年
版
本
の
図
像
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第
二
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
は

『
本
草
綱
目
』
承
応
・
万
治
系
統
版
本
の
図
像
を
踏
襲
し
て
い
る
。

、

、

な
お
、
こ
こ
で
は

『
本
草
綱
目
』
万
治
二
年
版
本
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

、

注

。

（
１
）
上
野
益
三
『
明
治
前
日
本
生
物
学
史

（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
○
年
十
一
月

』

）

（
２
）
注
（
１
）
の
前
掲
書
。

（
３
）
勝
又
基
「

訓
蒙
図
彙
』
解
題

（

江
戸
時
代
図
説
百
科

訓
蒙
図
彙
の
世
界

、
大
空
社
、
二
○
○
二
年
十
二
月

。

『

」
『

』

）

４

渡
邊
幸
三

李
時
珍
の
本
草
綱
目
と
そ
の
版
本

東
洋
史
研
究

第
十
二
巻
第
四
号

一
九
五
三
年
六
月

東
洋
史
研
究
会

岡
西
為
人

本
草
概
説

創

（

）

「

」（
『

』

、

、

）
。

『

』（

元
社
、
一
九
七
七
年
十
二
月

。）

（
５
）
杉
本
つ
と
む
『
日
本
本
草
学
の
世
界

（
八
坂
書
房
、
二
〇
一
一
年
九
月

。

』

）

（
６
）
注
（
４
）
の
渡
邊
論
文
。

（
７
）
注
（
４
）
の
渡
邊
論
文
。

（
８
）
注
（
４
）
の
渡
邊
論
文
。
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第
三
節

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
引
用
手
法

、『

』

、『

』

。

第
四
章
第
二
節
の

で

訓
蒙
図
彙

初
版
本
に
お
け
る

本
草
綱
目

承
応
・
万
治
系
統
版
本
の
図
像
と
類
似
性
が
き
わ
め
て
高
い
十
九
項
目
が
確
認
さ
れ
た

表
１

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
承
応
・
万
治
系
統
版
本
の
図
像
を
悉
皆
調
査
し
た
結
果

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
を
そ
の
ま
ま
取

、

、

り
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
手
法
で
再
編
成
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
引
用
手
法
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
一

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
を
採
用
し
、
さ
ら
に
同
類
の
図
像
を
増
加
す
る
：
二
項
目

）

（
巻
七
「
宝
貨

、
巻
十
三
「
禽
鳥

）

」

」

（

）『

』

（

「

」
、

「

」
、

「

」
、

「

」
、

「

」
）

二

本
草
綱
目

の
図
像
の
向
き
を
改
変
す
る
：
八
項
目

巻
十
二

畜
獣

巻
十
三

禽
鳥

巻
十
五

虫
介

巻
十
六

米
穀

巻
十
八

果
蓏

（
三

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
す
る
：
四
項
目
（
巻
七
「
宝
貨

、
巻
十
三
「
禽
鳥

、
巻
十
四
「
龍
魚

、
巻
十
五
「
虫
介

）

）

」

」

」

」

一

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
採
用
と
一
項
目
内
の
同
類
の
事
物
の
増
加

、

第
三
章
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に

初
版
本
の
一
項
目
の
図
像
で
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
採
用
し
つ
つ
、
さ
ら
に
同
類
の
事
物
の
図
を
増
加
す

、

、

『
訓
蒙
図
彙
』

る
引
用
手
法
が
存
在
す
る
。
同
様
な
引
用
手
法
は

『
本
草
綱
目
』
に
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
表
１
に
あ
げ
る
二
例
で
あ
る

。

、

（1

）

表
１
・

本
草
綱
目
』
の
図
像
を
採
用
し
て
さ
ら
に
同
類
の
図
像
を
増
加
す
る
二
例

『

』目綱

部

渠

部

鵲

草

介

車

禽

練

本『
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貨

鳥

』彙

宝

禽

鵲

図

・

磲

・

練

蒙

七

硨

三

㉑

訓

巻

⑳

十巻

『
以
下
、
表
１
に
あ
げ
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の

硨
磲
」
と

練
鵲
」
の
本
文
と
図
像
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
。

、

⑳
「

㉑
「

硨
磲
」
の
本
文
に
は

「
車
渠
」
と
同
じ
と
注
す
る
。
ま
た
、
別
名
「
海
扇
」
を
あ
げ
る

「
今
按
」
と
し
て
、
和
名
「
い
た
や
が
ひ
」
を
記
す
。

⑳
「

、

。

車
渠
同
。
一
名
海
扇
。
今
按
、
い
た
や
が
ひ
。

硨
磲
」
の
図
像
に
は
、
二
種
類
の
貝
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
側
の
貝
の
図
柄
は

『
本
草
綱
目

「
車
渠
」
の
図
像
と
同
じ
で
あ
る
。
右
側
の
貝
の
か
た
ち
は
、

⑳
「

、

』

今
で
言
う
と
こ
ろ
の
ホ
タ
テ
貝
の
よ
う
に
見
え
、
本
文
に
あ
げ
た
別
名
「
海
扇
」
を
想
起
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
撰
者
中
村
惕
斎
は
、
右
側
の
貝
を

硨
磲
」
の
一
種
と

「

し
て
認
識
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
、
即
断
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
三
章
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
各
項
目
の
図
像
に
は
、
同

、

類
で
か
た
ち
が
異
な
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
図
示
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

硨
磲
」
の
図
像
に
は
、
か
た
ち
の
異
な
る
貝
が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な

⑳
「

傾
向
を
確
認
さ
れ
よ
う
。

練
鵲
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㉑
「練

雀
、
帯

鳥
並
同
。
俗

所

謂
連

雀

非

此

鳥

。
今
並

図

之

。

＿

＿

ニ

ハ

ニ

ニ

ス

ヲ

_
_

二

一

レ

れ
ん
じ
ゃ
く

た

い

て

う

れ
ん
じ
ゃ
く

（
練
雀
、
帯
鳥
並
び
に
同
じ
。
俗
に
所
謂
連
雀
は
此
の
鳥
に
非
ず
。
今
並
び
に
之
を
図
す

）。
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練
鵲
」
の
本
文
に
は

「
帯
鳥
」
と
同
じ
と
注
す
る
。
ま
た
、
俗
に
い
う
「
連
雀
」
が
こ
の
鳥
で
は
な
い
こ
と
を
注
す
る
。
今
、
こ
れ
を
も
図
示
す
る
と
い
う
。

「

、

練
鵲
」
の
図
像
に
は
、

連
雀

「
練
雀
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
「
練
雀
」
の
図
柄
は

『
本

㉑
「

二
羽
の
鳥
が
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「

」

、

』「

」

。

、『

』

「

」

、

「

」

。

、

草
綱
目

練
鵲

の
図
像
と
同
じ
で
あ
る

つ
ま
り

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の

練
雀

の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
る
図
は

掲
出
語
の

練
鵲

を
さ
す

ま
た

「

「
練

連
雀
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
る
図
は
、
す
な
わ
ち
「
俗
に
所
謂
連
雀
」
の
こ
と
で
あ
り

「
練
鵲
」
と
異
な
る
鳥
で
あ
る
。
撰
者
中
村
惕
斎
は
、
読
者
が

、

鵲
」
を

と
混
同
し
な
い
よ
う
に
、
本
文
に
も
図
像
に
も
丁
寧
に
わ
き
ま
え
た
の
で
あ
る
。

「
俗
に
所
謂
連
雀
」

『
和
名
類
聚
抄
』
廿
巻
本
に
は

「
連
雀
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、

、

『
辨
色
立
成
』
云
、
連
雀
〈
唐
雀
也
。
時
々
群
飛
。
今
案
、
雀
有
黄
雀
・
青
雀
・
白
雀
・
大
雀
等
之
名
、
所
出
未
詳
。
但
今
俗
所
称
者
、
雀
之
有
毛
冠
也
。
是
鳥
希

見
、
疑
異
国
之
鳥
獣

。

〉（2
）

『
和
名
類
聚
抄
』
十
巻
本
に
は

「
雀
〈
連
雀
附

」
と
し
て
、
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

〉

『
楊
氏
漢
語
抄
』
云
、
雀
〈
且
略
反
、
須
々
米

、
連
雀
〈
唐
雀
也

『
辨
色
立
成
』
説
同

。

〉

。

〉（3

）

『
和
名
類
聚
抄
』
廿
巻
本
と
十
巻
本
は
、
い
ず
れ
も

「
連
雀
」
を
「
唐
雀
」
と
注
す
る
。
一
方

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

「
連
雀
」
と
「
練
雀
」
の
区
別
を
図
像

、

、

、

で
一
目
瞭
然
に
示
し
た
の
で
あ
る
。

二

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
構
図
の
改
変

、

第
三
章
第
五
節
で
述
べ
た
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
図
像
の
向
き
の
改

、

、

変
と
構
図
の
改
変
に
分
け
ら
れ
る
。
同
様
に

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
、
図
像
の
向
き
の
改
変
と
構
図
の
改
変
に
分
け
ら
れ
る
。

、

（
一
）
向
き
の
改
変

、『

』

。

、

『

』

、『

』

表
２
は

本
草
綱
目

の
図
像
の
向
き
を
改
変
す
る
八
項
目
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

こ
の
八
項
目
の
図
像
は

い
ず
れ
も

訓
蒙
図
彙

初
版
本
は

本
草
綱
目

の
図
像
の
向
き
を
左
右
反
対
に
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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表
２
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
お
け
る

向
き
の
改
変

『

、『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の

』目綱

部

猩

部

䳇

部

蝶

部

蛛

草

獣

猩

禽

鸚

虫

蛺

虫

蜘

本『

獣

鳥

介

介

』彙

畜

猩

禽

虫

虫

蛛

図

・

猩

・

鵡

・

蝶

・

蜘

蒙

二

㉒

三

鸚

五

㉔

五

㉕

訓

十

十

㉓

十

十

巻

巻

巻

巻

『
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』目綱

部

蝥

部

牛

部

豆

部

櫞

草

虫

斑

虫

天

穀

刀

果

枸

本『

介

介

穀

蓏

』彙

虫

蝥

虫

髪

米

豆

果

櫞

図

・

斑

・

齧

・

刀

・

香

蒙

五

㉖

五

㉗

六

㉘

八

㉙

訓

十

十

十

十

巻

巻

巻

巻

『
表
２
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

㉒
「
猩
猩
」
の
図
像
は

『
本
草
綱
目

「
猩
猩
」
の
図
像
に
比
べ
て
、
向
き
が
左
右
反
対
に
な
っ
て
お
り
、
全

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
巻
十
二
「
畜
獣
」

、

、

』

第
三
章
第
五
節
で
述
べ
た
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
巻
十
二
「
畜
獣
」
に
は
、
半
丁
に
配
さ
れ
る
獣
の
体
の
向
き

体
の
構
図
、
ポ
ー
ズ
が
同
じ
で
あ
る
。

、

㉒
「
猩
猩
」
の
図
像
は

『
本
草
綱
目

「
猩
猩
」
の
図
像
の
向
き

が
同
じ
で
あ
り
、
見
開
き
の
左
半
丁
と
右
半
丁
反
の
獣
が
す
べ
て
向
き
合
っ
て
い
る

『
訓
蒙
図
彙
』

。

、

』

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
巻
十
三
「
禽
鳥
」
も
、
見
開

を
左
右
反
対
に
し
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
全
体
の
版
面
構
成
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（

。
ま
た

図
１
）

、

㉓
「
鸚
鵡
」
の
図
像
は

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
向
き
を
左
右
反
対
に

き
に
あ
る
鳥
が
ほ
と
ん
ど
向
き
合
っ
て
い
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
巻
十
三
「
禽
鳥
」
の

。

、
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。

す
る
の
は
、
同
様
の
理
由
で
あ
ろ
う
（
図
２
）

1

海狗 「海獺 「猩猩 「狒狒 （十六ウ・十七オ）巻十二畜獣・「 」 」 」 」

2

巻十三禽鳥・ 鳳凰 「孔翠 「鸚鵡 「杜鵑 （一ウ・二オ）「 」 」 」 」

3

巻十五虫介・ 「蛙 「蛾 「蝶 （六ウ・七オ）「 」 」 」 」蜗
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、『

』

「

」
、

「

」
、

「

」
、

「

」

、『

』「

」
「

」
「

」

第
二
に

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
巻

㉔

蝶

㉕

蜘
蛛

㉖

斑
蝥

㉗

齧
髪

の
図
柄
は

本
草
綱
目

蛺
蝶

蜘
蛛

斑
蝥

十
五

虫
介

の

「

」

「
天
牛
」
の
図
像
と

見
開
き
の
左
半
丁
と
右
半
丁
反
の
虫
の
配
置
の
対
応
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

類
似
し
、
向
き
が
左
右
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

4

巻十五虫介・ 螽 「 「蜘蛛 「 蟷 （十五ウ・十六オ）「 」 」 」 」蝽 螲

5

巻十五虫介・ 馬蜂 「斑蝥 「叩頭 「齧髪 （二三ウ・二四オ）「 」 」 」 」

6

巻十八果蓏・ 香櫞 「茘支 「葧臍 「慈姑 （八ウ・九オ）「 」 」 」 」
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」「

」「

」「

」

。

」「

」

、

。

「

」「

」

図
３
は
、「

「

蜗

蛙

蛾

蝶

の
四
項
目
か
ら
な
る

右
半
丁
の

蜗

蛙

の
図
像
全
体
は

版
面
の
右
側
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る

左
半
丁
の

蛾

蝶

の
図
像
全
体
は
、
版
面
の
左
側
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

図
４
は
、「

」「

」「

」「

」

。

」「

」

、

。

「

螽

蜘
蛛

螲
蟷

の
四
項
目
か
ら
な
る

右
半
丁
の

螽

の
図
像
は

版
面
の
右
側
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る

左
半
丁
の

螽

蝽

「

」「

」「

」「

」

。

「

螽

蜘
蛛

螲
蟷

の
四
項
目
か
ら
な
る

右
半
丁
の

螽

蝽

螽

蜘
蛛

螲
蟷

の
四
項
目
か
ら
な
る

右
半
丁
の

螽

の
図
像
は

版
面
の
右
側
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る

左
半
丁
の

螲

蟷
」
は
、
少
し
版
面
の
左
側
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
左
半
丁
の
「
蜘
蛛

「
螲
蟷
」
は
、
と
も
に
右
下
に
向
い
て
い
る
。

」

馬
蜂

斑
蝥

叩
頭

齧
髪

の
四
項
目
か
ら
な
る

右
半
丁
の

馬
蜂

斑
蝥

の
図
像
は

版
面
の
右
側
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る

左
半
丁
の

叩

図
５
は
、「

」「

」「

」「

」

。

「

」「

」

、

。

「

頭

「
齧
髪
」
の
図
像
は
、
版
面
の
左
側
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

「
齧
髪

「
斑
蝥
」
の
図
像
は
、
虫
が
と
も
に
枝
に
と
ま
っ
て
い
る
点
が
共
通
し
、
対
照
的
な
構

」

、

」

図
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
に

巻
十
六
「
米
穀
」
の
㉘
「

の

類
似
し
、
向
き
が
左
右
反
対
に
な
っ
て
い
る
。

、『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の

刀
豆
」

図
柄
は

『
本
草
綱
目

「
刀
豆
」
の
図
像
と

、

』

巻

見
開
き
に
配
さ
れ
る
項
目
の
図
像
は
、
向
き
合
う
よ
う
な
版
面
構
成
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
第
三
章
第
五
節

参
照

。
ま
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の

図

）

、

10

十
八
「
果
蓏
」
の
㉙
「
香
櫞
」
の

「

櫞
」
の
図
像
の
向
き
を
左
右
反
対
に
す
る
の
も
、
同
様
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（

。

図
柄
が

『
本
草
綱
目

枸

、

』

図
６
）

（
二
）
構
図
の
改
変

表
３
は

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
す
る
四
項
目
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

、

表
３
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
お
け
る

の
改
変

『

、『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
構
図

』目綱

部

瑚

部

部

䖳

部

鶏

蟹

草

石

珊

禽

鱗

海

虫

本

金

『
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貨

鳥

介

魚

』彙

宝

瑚

禽

虫

龍

母

鶏

水

蟹

図

・

珊

・

・

・

蒙

七

三

五

㉝

㉚

㉛

四

㉜

訓

巻

十

十

十

巻

巻

巻

『
表
３
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に

『
本
草
綱
目

「
珊
瑚
」
の
図
像
に
、
珊
瑚
の
み
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
㉚
「
珊
瑚
」
の
図
像
に
は
、
瓶
に
挿
し
た
珊
瑚
が
描
か

、

』

、

「
玻
瓈
」

れ
て
い
る
。
第
四
章
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
巻
七
「
宝
貨
」
に
あ
る
、
装
飾
が
つ
け
ら
れ
た
「
瑠
璃

、
台
座
が
つ
け
ら
れ
た

、

」

「

」

、『

』

。

「

」

、

、「

」

。『

』

と

の
構
図
は

本
草
綱
目

の
図
柄
を
踏
襲
し
た

巻
七

宝
貨

に

ほ
か
に
装
飾
や
台
座
等
が
つ
け
ら
れ
た
項
目
に

琥
珀

が
あ
る

訓
蒙
図
彙

琅
玕

初
版
本
が

「
珊
瑚
」
の
図
像
に
瓶
を
つ
け
る
の
も
、
そ
の
装
飾
性
を
表
す
こ
と
と
言
え
よ
う
。

、

鶏

㉛
「
鶏
」
の
図
像
に
は

『
本
草

第
二
に

『
本
草
綱
目

「

」
の
図
像
に
は
、
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ
雌
鶏
、
雄
鶏
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

、

』

、

、

図
柄
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
雌
鶏
、
雄
鶏
が
描
か
れ
、
左
に
雌
鶏
、
右
に
雄
鶏
が
描
か
れ
て
い
る

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
枠
は
、
細
長
い
の
に
対
し
て

『
訓

綱
目
』
と

。

、

蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
の
枠
は
、
ほ
ぼ
正
方
形
で
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
図
像
の
枠
に
合
わ
せ
て
、
雌
鶏
、
雄
鶏
の
配
置
を
改
変
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

。

水
母
が
一
つ
あ
り
、
そ
の
下
に
蝦
が
一
匹
あ
る
。
一
方

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
㉜
「
水
母
」
の
図
像
に
は
、
水
母

第
三
に

『
本
草
綱
目

「
海
䖳
」
の
図
像
に
は
、

、

』

、

が
一
つ
あ
り
、
そ
の
下
に
蝦
が
二
匹
あ
る

。

（4

）

表
４
は
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
水
母
」
の
掲
出
語
・
異
名
・
本
文
を
『
本
草
綱
目

と
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

』「
海
䖳
」
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表
４
・

本
草
綱
目

「
海

」
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
水
母
」
の
掲
出
語
・
異
名
・
本
文

『

』

䖳

掲
出
語

異
名

本
文

『

』

。

。

。

訓
蒙
図
彙

也

蚱
蜡
並
與

同

又
曰
海-

蜇
曰
海-

靻
曰

曰
海
月

水
母

海

海-

䖳

石

鏡

䖳

䖳

か

い

さ

さ

さ

か

い

せ

つ

か

い

た

ち

せ
き
き
ゃ
う

か
い
け
つ

海

水
母

水
母

石

鏡

『

』

本
草
綱
目

釋
名

䖳

時
珍
曰

（
中
略
）
或
作
蜡
鮓
者
、
並
非
。

『
異
苑
』
名

也
。

、

石

鏡

表
４
か
ら

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
の
掲
出
語
が
異
な
る
が
、
同
じ
物
を
指
す
こ
と
が
確
認
さ

、

。

、『

』

「

」

『

』

、『

』

れ
る

ま
ず

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
掲
出
語

水
母

は

本
草
綱
目

の
異
名
に
確
認
さ
れ

本
草
綱
目

の
掲
出
語
「
海
䖳
」
は
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
異
名
に
確
認
さ
れ
る
。
次
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
本
文
に

、

「

」「

」

、『

』

。

、

あ
げ
る

海
䖳

石
鏡

の
二
つ
の
異
名
は

本
草
綱
目

の
掲
出
語
と
本
文
に
確
認
さ
れ
る

こ
の
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
本
草
綱
目

「
海
䖳
」
の
項
か
ら
異
名
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

、

』

第
四
に

『
本
草
綱
目

「

」
の
図
像
に
類
似
し
、
蟹
の
鉗
脚
の

、

』

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
㉝
「
蟹
」
の
図
柄
は

蟹

、

『
本
草
綱
目
』
で
は
、
蟹
が
少
し
左
上
に
向
い
て
い
る
。
一
方

『
訓
蒙
図
彙
』

ポ
ー
ズ
や
向
き
が
少
し
異
な
る
。

、

、
蟹
が
右
上
に
向
い
て
い
る
。

初
版
本
で
は

龜

「
鼈

「
蟹

「
鱟
」
の
四
項
目
か
ら
な
る
。
右
半
丁
に

龜

「
鼈
」
が
配
さ
れ
、
と
も
に
左

図
７
は

「

「

、

」

」

」

、

」

に
向
い
て
い
る
。
左
半
丁
に
「
蟹

「
鱟
」
が
配
さ
れ

「
蟹
」
が
右
上
に

「
鱟
」
が
右
下
に
向
い
て
い
る
が
、
全

」

、

、

体
的
に
は
、
と
も
に
右
に
向
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
右
半
丁
と
左
半
丁
の
動
物
は
、
向
き
合
う
よ
う
に
な
っ

向
き
の
改
変
は
、
版
面
の
見
開
き
に
配
す
る
項
目
の

て
い
る
。
し
た
が
っ
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
㉝
「
蟹
」
の

、

図
像
を
左
右
対
称
に
す
る
と
い
う
整
合
性
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

7

巻十五虫介・ 龜 「鼈 「蟹 「鱟 （一ウ・二オ）「 」 」 」 」
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三
、
む
す
び

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、

同
類
で
か
た
ち
が
異
な
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
図
で
描
く

。
ま
た
、
撰
者
中
村
惕
斎
は
、
読
者
が
掲
出

一
項
目
の
図
像
に
、

傾
向
が
あ
る

語
と
異
な
る
事
物
と
混
同
し
な
い
よ
う
に
、
本
文
に
も
図
像
に
も
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
初
版
本
の
編
纂
方
針
が

（
一

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
を
採

、

）

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
動
植
物
の
部
で
は
、
版
面
の
見
開
き
に
配
す
る
項
目
の
図
像
を

用
し
、
さ
ら
に
同
類
の
図
像
を
増
加
す
る
引
用
手
法
を
生
み
出
し
た
。
ま
た
、

左
右
対
称
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
に

（
二

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
向
き
を
改
変
す
る
引
用
手
法
が
生
じ
た
。
ま
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
図
像
化

、

）

、

の
枠
の
か
た
ち
に
合
わ
せ
て

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
し
た
。
ま
た
、
初
版
本
は
、
図
像
の
枠
の
形
を
優
先
し
、
ま
た
は
物
事
の
特
徴
を
浮
き
彫
ら
せ
る

、

た
め
に

（
三

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
し
た
。

、

）

注（

）
表
１
の
『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
使
用
テ
キ
ス
ト
は
承
応
二
年
版
本
〈
特
一
―
八
六
二
〉
で
あ
る
。

１
（
２
）
中
田
祝
夫
編
『
倭
名
類
聚
抄
』
元
和
三
年
古
活
字
版
二
十
巻
本
（
勉
誠
社
、
一
九
七
八
年
三
月

。）

（
３

『
和
名
類
聚
抄
』
十
巻
本
の
使
用
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
諸
本
集
成

倭
名
類
聚
抄
』
所
収
『
箋
注

）倭
名
類
聚
抄

（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
七
月

。

』

）

承
応
二
年
版
本
の
「

」
の
図
を
あ
げ
て
い
る
。
な
お

『
本
草
綱
目
』
寛
永
十
四
年
版
本
の
「

」
の
図
に
は
、
水
母
の
下

（
４
）
表
３
で
は

『
本
草
綱
目
』

海
䖳

海
䖳

、

、

に
蝦
二
匹
描
か
れ
て
い
る
。
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第
四
節

『
本
草
綱
目
』
異
名
・
梵
名
・
本
文
の
引
用

、

『

』

、

、

。

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
本
文
は

ほ
と
ん
ど
出
典
を
記
し
て
い
な
い
た
め

そ
の
本
文
の
出
典
に
関
す
る
研
究
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い

小
林
祥
次
郎
氏
は

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

遺
憾
な
こ
と
に
、
文
中
に
典
拠
や
聴
取
の
こ
と
を
特
記
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
何
に
拠
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る

。

（1

）

そ
こ
で

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
全
巻
の
う
ち

『
本
草
綱
目
』
と
一
致
す
る
項
目
数
が
、
半
分
以
上
を
占
め
る
、
巻
十
二
「
畜
獣
」
を
取
り
上
げ

『
本
草
綱
目
』
と

、

、

、

の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。

『
訓
蒙
図
彙
』
巻
十
二
「
畜
獣
」
の
項
目
を
基
準
と
し
て

『
本
草
綱
目

「
獣
」
部
と

対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
１
は

一
致
す
る
項
目
を

、

、

』

。

表
１
・
『

』

「

」

『

』「

」

訓
蒙
図
彙

巻
十
二

畜
獣

と

本
草
綱
目

獣

部

※
数
字
は
順
位
を
表
す

』目綱草

羊

本

獅

犀

象

熊

貘

豺

狼

虎

豹

馬

牛

豕

鹿

麞

麋

麢

麝

狗

羊

貓

鼠

驢

駝

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

『』彙図

麟

豸

虞

子

蒙

麒

獬

騶

獅

犀

象

熊

貘

豺

狼

虎

豹

馬

駒

牛

犢

豕

豚

鹿

麑

驪

騮

驄

駁

麞

麋

麢

麝

犬

羊

猫

鼠

驢

駝

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34
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『

獺

』目

水

綱

獸

草

猴

獺

鼠

鼠

鼠

鼠

鼠

豬

豬

貓

肭

獺

猩

狒

本

狨

獼

狐

狸

貉

貒

兎

山

貂

鼬

黃

鼹

鼷

野

豪

靈

猬

膃

海

猩

狒

×
×

×
×

×
×

×
×

×

『』彙図

犬

犬

豬

豬

牛

羊

貓

鼠

狗

獺

猩

狒

蒙

猿

猴

狐

狸

貉

貒

兎

獺

貂

鼬

鼯

鼲

鼹

鼷

蹄

騣

牙

角

㺜

獒

野

山

水

綿

靈

蝟

海

海

猩

狒

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

『表
１
か
ら

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
巻
十
二
「
畜
獣
」
六
四
項
目
の
う
ち
、
掲
出
語
が
異
な
る
も
の
を
含
め
、
四
四
項
目
が
『
本
草
綱
目
』
と
一
致
す
る
こ
と
が
確
認

、

さ
れ
る

。。

そ
の
四
四
項
目
の
本
文
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
三
七
項
目
の
本
文
は
『
本
草
綱
目
』
に
確
認
さ
れ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
そ
の
三
七
項
目
の
本
文
を
『
本
草
綱

。

目
』
と
対
照
し
て
示
し
た
。

を
参
照
さ
れ
た
い
。
具
体
的
に
は

『
本
草
綱
目
』

附
表
四

『
本
草
綱
目

「
獣
」
類
と
『
訓
蒙
図
彙
』
巻
十
二
「
畜
獣
」
の
本
文
対
照

』

、

異
名
・
梵
名
・
本
文
の
引
用
が
確
認
さ
れ
る
。

の



- 206 -

「
猴

「
貒

「

」
の
本
文
を
検
討
し
、
そ
の
本
文
の
出
典
を
追
究
す
る
。
検
討
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
本
文
を
『
本
草
綱

以
下
、
典
型
例

」

」

、

麢

』

、

、

。

、「

」

、『

』『

』『

』

目

と
比
較
し

ま
た

類
似
す
る
記
述
を
も
つ
ほ
か
の
類
書
も
参
照
と
し
て
あ
げ
る

具
体
的
に
は

猴

の
項
の
検
討
に

和
名
類
聚
抄

三
才
図
会

爾
雅

郭
璞
注
を

「
貒
」
の
項
の
検
討
に
『
和
名
類
聚
抄

『
廣
韻
』
を

「

」
の
項
の
検
討
に
『
和
名
類
聚
抄

『
大
明
一
統
志
』
を
あ
げ
る
。

、

』

、

』

麢

一

『
本
草
綱
目
』
の
異
名
・
梵
名
の
引
用

、

表
２
は
『
訓
蒙
図
彙

「
猴
」
の
本
文
を
『
本
草
綱
目

『
和
名
類
聚
抄

『
三
才
図
会

『
爾
雅
』
郭
璞
注
と
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る

。

』

』

』

』

（2

）

表
２
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
猴
」
と
『
本
草
綱
目

『
和
名
類
聚
抄

『
三
才
図
会

『
爾
雅
』
郭
璞
注
の
一
致

『

』

』

』

『
訓
蒙
図
彙

「
猴
」

『
本
草
綱
目

「
獼
猴
」

『
和
名
類
聚
抄

「
猨
」

『
三
才
図
会

「
玃
」

『
爾
雅
』
郭
璞

「
玃
」

』

』

』

』

注

【
釋
名
】
沐
猴
〈

史
記

、
為
猴

『
風
土
記
』
云

「
猨
〈

前
略
）

『

』
〉

、

（

〈

説
文

、

『

』
〉

さ
る
。

和
名
佐
流

（
後
略

。

〉
、

」

也
。

『
兼
名
苑
』
云

「
一
名

〈
彌

獼
猴

獼
猴

、

、

侯
二
音

唐
韻

云

猴
猻

音

〉
」
。『

』

、「

〈

、
猢
猻
、

〈

格
古
論

、

孫
、
楊
氏
漢
語
抄
云

」

胡
孫

胡
孫

胡
孫

『

』
〉

〉

王
孫
〈

柳
文

、

『

』〉

馬
留
〈

倦
游
録

、

『

』
〉

、
並
同
。

。

狙

狙時
珍
曰

「
…

、

名

吒
、

書
謂
之

咤

。

梵

摩
斯

梵

摩
斯

」

俗
云
、
ま
し
ら
。

似
猴
而

【
集
解
】
…
時
珍
曰

「
…

、
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者
、

也
。
…
」

大

玃

○

、
や
ま
こ
、

【
附
録
】
玃

音
却
時
珍
曰

「

、

貜
父
善
顧

〈

、
貜
也
。

玃

玃

玃

、

。

貑

老

猴
也
。
生
蜀
西
徼
外
山
中
。

-

、

獼

、

獼

、

似

猴

而
大

似
猴
而
大

似

猴
而
大

似

猴
而
大

テ

ニ

ニ

色
蒼
黑
、
能
人
行
。

色
青
黒
、

色
蒼
黑
。

者

、

能

、

能
貜

、

善

攫

持

人

物

善
攫
持
人
物

攫
持
人

持
人

ク

ス
ル

ヲ
-

-

二

一

也
。

又
善
顧
盼
、

好
顧
盼
。

好
顧
盼
。

故
謂
之
玃
。
…
」

長
七
尺

（
後
略
）

○
貜
音
钁
、
父
音
甫
〉

。

※

『
和
名
類
聚
抄
』
承
平
年
間
（
九
三
一
年
～
九
三
八
）
成
立
。
十
巻
本
と
二
十
巻
本
が
あ
る
。

『
三
才
図
会
』
明
・
万
暦
三
七
年
（
一
六
〇
九
）
刊
行
。
一
〇
六
巻
。

表
２
か
ら

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
猴
」
の
本
文
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

、

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
猴
」
の
本
文
に
あ
る
「
獼
猴

「
胡
孫
」
の
ふ
た
つ
の
異
名
は

『
和
名
類
聚
抄
』
に
確
認
さ
れ
る
。

、

」

、

第
二
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
猴
」
の
本
文
は
、
和
名
、
異
名
「
猢
猻
」
以
外
、
ほ
ぼ
『
本
草
綱
目
』
に
確
認
さ
れ
る
。

、

第
三
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
猴
」
の
本
文
に
あ
る
「
似

猴

而
大

、
善

攫

持

人

物

者
也
（
猴
に
似
て
大
に
、
善
く
人
物
を
攫
持
す
る
者
な
り

」
に

、

）

テ

ニ

ニ

ク

ス
ル

ヲ

-
-

二

一

、『

』

。

、『

』

『

』

「

、

（

、

類
似
す
る
記
述
が

三
才
図
会

に
も
あ
る

し
か
し

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
本
文
は

三
才
図
会

の
本
文

似
獼
猴
而
大

…
能
攫
持
人

獼
猴
に
似
て
大
に

能
く
人
を
攫
持
す
る

」
よ
り

『
本
草
綱
目

「
似
猴
而
大
、
…
善
攫
持
人
物
（
猴
に
似
て
大
に
、
善
く
人
物
を
攫
持
す
る

」
に
近
似
し
て
い
る
。

）

、

』

）

な
お
、
こ
の
記
述
は
『
本
草
綱
目
』
も
『
三
才
図
会
』
も
出
典
を
明
記
し
な
い
が

『
爾
雅
』
郭
璞
注
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
猴
」
の
こ
の

、

。

部
分
の
本
文
を
『
本
草
綱
目

『
三
才
図
会

『
爾
雅
』
郭
璞
注
と
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

』

』

ま
ず

『
三
才
図
会
』
は
『
爾
雅
』
郭
璞
注
と
の
一
致
度
が
高
い
。
つ
ぎ
に

『
本
草
綱
目
』
は
『
爾
雅
』
郭
璞
注
の
「
能
貜
持
人
」
と
異
な
り

「
善
攫
持
人
物
」
と

、

、

、

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
本
文
は
『
爾
雅
』
郭
璞
注
と
も
『
三
才
図
会
』
と
も
異
な
り

『
本
草
綱
目
』
に
近
似
す
る
記
述
を
有
し
て
い
る
。
つ

、

、

ま
り
、
各
類
書
に
共
通
す
る
内
容
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
と
一
致
す
る
形
を
取
っ
て
い
る
。
中
村
惕
斎
は
『
爾
雅
』
郭
璞
注
「

」
の
項

、

玃
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を
直
接
に
参
看
し
た
の
で
は
な
く

『
本
草
綱
目

「
獼
猴
」
の
本
文
を
参
看
し
、
引
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。

、

』

第
四
に
、
梵
名
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
猴
」
の
本
文
に
梵
名
を
記
す
が
、
他
に
梵
名
を
あ
げ
る
の
は
『
本
草
綱
目
』
の
み
で
あ
る

『
和

。

。

名
類
聚
抄
』
や
『
三
才
図
会
』
に
は
梵
名
の
記
述
が
な
い
。

梵
名
の
典
拠
は
『
翻
訳
名
義
集
』
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

『
翻
訳
名
義
集
』
は
宋
・
紹
興
十
三
年
（
一
一
四
三
）
に
成
立
し
た
梵
漢
辞
典
で
、
七
巻
本
と
二
○
巻

。

。

、

。

「

」

「

〈

〉

、

、

。

」

本
が
あ
る

日
本
に
も
も
た
ら
さ
れ

室
町
時
代
と
寛
永
年
間
の
和
刻
本
が
あ
る

同
書

摩
斯
吒

の
項
に

或
麽

上
声

迦
吒

或
末
迦
吒

此
云
獼
猴

…
（

）

3

と
あ
る
。
し
か
し

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
本
文
に
あ
る
「
梵
名
摩
斯
吒
」
は

『
翻
訳
名
義
集
』
よ
り
も
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
「
梵
書
謂
之
摩
斯

咤
」
に
類
似
す

、

、

-

る
。
そ
れ
ゆ
え

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
猴
」
の
本
文
に
出
る
梵
名
は

『
本
草
綱
目
』
を
参
照
し
て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

、

、

そ
れ
に
加
え
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
猴
」
の
本
文
は

『
本
草
綱
目

「
獼
猴
」
と
の
類
似
度
が
極
め
て
高
い
た
め

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
猴
」
の
本
文

、

、

』

、

は

『
本
草
綱
目

「
獼
猴
」
の
内
容
を
参
看
引
用
し
て
撰
述
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

、

』

表
３
は
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
貒
」
の
本
文
を

『
本
草
綱
目

『
和
名
類
聚
抄

『
廣
韻
』
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る

。

、

』

』

（4

）

※
算
用
数
字
は
本
文
に
出
る
順
番
を
表
す
。

表
３
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
貒
」
と
『
本
草
綱
目

『
和
名
類
聚
抄

『
廣
韻
』
の
一
致

『

』

』

『
訓
蒙
図
彙

「
貒
」

『
本
草
綱
目

「
貒
」

『
和
名
類
聚
抄

「
貒
」

『
廣
韻

「
貒
」

』

』

』

』

『

』

、「

〈

、

、

〉

み
。
今
按
、

唐
韻

云

猯

音
端

又
音
旦

和
名
美

み
た
ぬ
き
。

似
豕
而
肥
者
也

。」

、

①
【
釋
名
】

『
蔵
器

。

『
本
草
』
云

「
一
名

〈
歡
屯
二
音

。

獾
㹠

㹠

㹠

獾

獾

、

』

、

〉
」

、
並
同
。

、

猪

豬

獾

獾

【

】

、「

（

）
」

③

集
解

時
珍
曰

貒
即
今

也

後
略

豬
獾

②
【
釋
名

（
前
略
）
時
珍
曰

「

前
略
）

『
爾
雅
』
云
、

】

、
（

○

。

『
爾
雅
』
云

『

』
…

。

「

。

貒
子

曰

貒
子
曰

貒
子

ヲ

ト

レ

貗

貗

貗

、

」

」
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表
３
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
貒
」
の
本
文
に
あ
る
「

㹠
」
と
い
う
異
名
は

『
和
名
類
聚
抄
』
に
確
認
さ
れ
る
。

、

、

獾

第
二
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
貒
」
の
本
文
は
、
和
名
以
外
、
す
べ
て
『
本
草
綱
目
』
に
確
認
さ
れ
る
。

、

第
三
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
貒
」
の
本
文
に
あ
る
「
猪

」
と
い
う
異
名
は

『
本
草
綱
目
』
に
異
体
字
表
記
と
す
る
「
豬

」
が
確
認
さ
れ
る
が

『
和
名
類

、

、

、

獾

獾

聚
抄
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

本
草
綱
目

貒

の

釋
名

に

豬

と
い
う
異
名
を
あ
げ

集
解

に

時
珍
曰

貒
即
今
豬

也

…

と
い
う
李
時
珍
の
注
が
あ
る

ま
た

訓

『

』「

」

【

】

「

」

、【

】

「

、『

。

』
」

。

、『

獾

獾

蒙
図
彙
』
初
版
本
成
立
以
前
の
類
書
や
『
本
草
綱
目
』
以
外
の
本
草
書
に
「
豬

」
を
「
貒
」
の
異
名
と
す
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り

「
豬

」
は
李
時
珍
の

獾

獾

、

独
自
の
判
断
に
よ
っ
て
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
記
述
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
貒
」
の
異
名
で
あ
る
「
猪

」
は

『
本
草
綱
目
』
を
出
典
と
す

、

、

獾

る
可
能
性
が
高
い
。

第
四
に

訓
蒙
図
彙

初
版
本

貒

の
本
文
に
あ
る

貒
子

曰

は

本
草
綱
目

に
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ

廣
韻

に
一
文
字
を
抜
い
た

貒

、『

』

「

」

「

」

、『

』

、『

』「

」

「

ヲ

ト

レ

貗

貗

子

」
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
も

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
本
文
は

『
廣
韻
』
の
本
文
よ
り
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
に
接
近
し
て
い
る
。

貗

、

、

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
貒
」
の
本
文
は

『
本
草
綱
目

「
貒
」
の
本
文
を
参
看
し
て
撰
述
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

、

、

』

二

『
本
草
綱
目
』
の
本
文
の
引
用

、

表
４
は
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「

」
の
本
文
を

『
本
草
綱
目

『
和
名
類
聚
抄

『
明
一
統
志
』
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る

。

麢

、

』

』

（5

）

表
４
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「

」
と
『
本
草
綱
目

『
和
名
類
聚
抄

『
大
明
一
統
志
』
の

一

致

『

』

』

麢

『
訓
蒙
図
彙

「

『
本
草
綱
目

「

羊
」

『
和
名
類
聚
抄

「

羊
」

『
大
明
一
統
志

「
羚
羊
角
」

』

』

』

』

麢

麢

麢

」

『

』

、「

〈

、

②

也
。

爾
雅
注

云

羊

力
丁
反

麢
羊

麢

③③

、

或
作

③

、

①
か
ま
じ
し

俗
云
か
も
じ
し

に
く

和
名
加
萬
之
々

。
…

。

。

。

。

〉

」

④

、
並
同
。

【
釋
名
】

羊
…

羚

羚
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【
集
解
】
時
珍
曰

「
…

、

按
『
寰
宇
志
』
云
、

『

南
高

出
羚
羊
、

安
石
山
出
、

安

石
山

一
角
極
堅
、
能
碎
金
石

。

一
角
而
中
実
極
堅
、

能
碎
金
剛
石
。

』

則
羚
固
有
一
角
者
矣
。
…

ノ

ク

②
此
間

人
多

以

其

為

故
亦
以
名

之

羚
羊

、
西
人
以
作
座

。

二

一

レ

レ

皮

褥

皮

褥

ヲ

ト

ク

ニ

。

。

」

※
『
大
明
一
統
志
』
天
順
五
年
（
一
四
六
一
）
成
立
、
九
〇
巻

『
寰
宇
志
』
即
ち
『
寰
宇
通
志
』
は
、
景
泰
七
年
（
一
四
五
六)

成
立
。
一
一
九
巻
。
天
順
二
年
（
一

。

四
五
八)

に
そ
れ
が
重
修
さ
れ

『
大
明
一
統
志
』
が
成
立
す
る

『
大
明
一
統
志
』
の
成
書
後
『
寰
宇
通
志
』
の
版
が
廃
棄
さ
れ
る
。

、

。

表
４
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「

」
に
あ
げ
る
異
名
「

羊

」
は

、

」

、

麢

麢

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「

」
に
あ
げ
る
異
名
「

羊

「

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「

」
に
あ
げ
る
異
名
「

羊

」
は

『
和
名
類
聚
抄
』
に
確
認
さ
れ
る
。

第
二
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「

」
に
あ
げ
る
異
名
「
羚
」
と
一
致
す
る
「
羚
羊
」
は

『
本
草
綱
目
』
に
確
認
さ
れ
る
。

、

、

麢

第
三
に

訓
蒙
図
彙

初
版
本

に
あ
げ
る

此
間

人
多

以

其
皮

為

褥

此
間
の
人
多
く
其
皮
を
以
て
褥
と
為
す

は

本
草
綱
目

の
本
文

羚

、『

』

「

」

「

。（

）
」

、『

』

「

麢

ノ

ク

ヲ

ト

二

一

レ

羊
皮
、
西
人
以
作
座
褥
（
羚
羊
皮
、
西
人
以
て
座
褥
と
作
す

」
に
類
似
す
る
。

）

『
寰
宇
志

（

寰
宇
通
志

）
の
内
容
を
継
承
し
た
『
大
明
一
統
志

「
羚
羊
角
」
に
「
安
石
山
出
、
一
角
而
中
実
極
堅
、
能
碎
金
剛
石
」
と
あ
り
、
羚
羊
角
に
関
す
る

』
『

』

』

記
述
を
記
す
の
み
で
あ
り
、
羚
羊
の
皮
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
。

『
本
草
綱
目
』
の
【
集
解

「
時
珍
曰
」
に

「
按
『
寰
宇
志
』
云
」
と
し
て
「
羚
羊
角
」
の
記
述
を
引
用
し
た
後
に

「
羚
羊
皮
、
西
人
以
作
座
褥
」
と
い
う
李
時
珍

】

、

、

自
身
の
見
解
を
加
え
た
と
み
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「

」
の
本
文
の
撰
述
に
際
し
て

『
本
草
綱
目

「

羊
」
の
本
文
を
参
看
し
て
撰
述
さ

、

、

』

麢

麢

れ
た
可
能
性
が
高
い
。

三
、
む
す
び
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、『

』

「

」

「

」「

」「

」

。

、

、

以
上

訓
蒙
図
彙

初
版
本
巻
十
二

畜
獣

の

猴

貒

の
本
文
と
そ
の
典
拠
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た

こ
れ
ら
の
項
目
に
お
い
て

中
村
惕
斎
は

麢

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
撰
述
に
際
し
て
『
本
草
綱
目
』
を
参
看
引
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
『
本
草
綱
目
』
の
引
用
に
つ
い
て
、
四
つ
の
引
用
手
法
が
見
ら
れ
る
。
第
一
に

『
本
草
綱
目
』
が
あ
げ
た
梵
名
を
一
部
分
記
載
す
る
。
第

、

二
に
、
各
類
書
に
共
通
す
る
内
容
で
も

『
本
草
綱
目
』
の
本
文
と
特
に
一
致
あ
る
い
は
近
似
し
て
お
り

『
本
草
綱
目
』
を
参
照
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
、

、

、

『
本
草
綱
目
』
の
独
自
異
名
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
。
第
四
に

『
本
草
綱
目
』
に
あ
る
他
の
独
自
本
文
を
記
載
す
る
。

、

絵
入
り
百
科
事
典
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
編
纂
に
お
い
て

【
釋
名

【
集
解

【
附
録
】
に
異
名
、
形
態
な
ど
諸
家
の
説
を
引
用
し
て
記
し
、
李
時
珍
自
身
が
注
を

、

】

】

も
記
し
た
『
本
草
綱
目
』
は
、
格
好
の
資
料
で
あ
っ
た
。

注（
１
）
小
林
祥
次
郎
『
江
戸
の
イ
ラ
ス
ト
辞
典

訓
蒙
図
彙

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
十
月

。

』

）

（
２

『
本
草
綱
目
』
の
引
用
は
、
寛
永
十
四
年
版
本
に
拠
る
。
そ
の
他
の
使
用
テ
キ
ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

）中
田
祝
夫
編
『
和
名
類
聚
抄
』
元
和
三
年
古
活
字
版
二
十
巻
本
（
勉
誠
社
、
一
九
七
八
年

。）

明
・
王
圻
、
王
思
義
編
『
三
才
図
会

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年

。

』

）

郭
璞
注
『
爾
雅
郭
注

（
台
湾
中
華
書
局
、
一
九
七
〇
年

。
な
お

『
和
名
類
聚
抄
』
十
巻
本
と
二
十
巻
本
の
こ
の
部
分
の
本
文
は
大
き
な
異
同
が
な
い
た
め
、
十

』

）

、

巻
本
の
本
文
を
あ
げ
な
い
。

（
３
）
釋
・
法
雲
編
『
翻
譯
名
義
集

（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
五
年

。

』

）

（
４

『
廣
韻
』
は
北
宋
・
大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）
に
成
立
し
た
韻
書
で
、
そ
の
引
用
は
、
宋
・
陳
彭
年
等
『
校
正
宋
本
廣
韻

附
索
引

（
芸
文
印
書
館
、
一
九

）

』

九
四
年
）
に
拠
る
。

（
５

『
大
明
一
統
志
』
の
引
用
は

『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
四
七
二
冊
～
第
四
七
三
冊
所
収

『
明
一
統
志
』
一
～
二
（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
三
～
一
九

）

、

、

八
六
年)

に
拠
る
。
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第
五
節

『
本
草
綱
目
』
李
時
珍
の
考
証
の
引
用

、『

』

、『

』

、

、

、『

』

、

前
節
で
は

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
本
文
が

本
草
綱
目

に
み
え
る
異
名

梵
名

本
文
を
摂
取
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
本
文
が

『
本
草
綱
目
』
の
本
文
を
忠
実
に
引
用
し
た
可
能
性
を
論
じ
た
。

『
本
草
綱
目
』
に
は
、
撰
者
李

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
狒
狒
」
の
本
文
も

『
本
草
綱
目
』
の
本
文
を
引
用
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
た
だ
し

、

、

時
珍
に
よ
る
詳
細
な
考
証
が
施
さ
れ
て
い
る
。
中
村
惕
斎
は

『
本
草
綱
目
』
本
文
の
考
証
を
、
ど
の
よ
う
に
読
み
解
い
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
撰
述
に
あ
た
っ
て
、

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
狒
狒
」
の
本
文
を
『
本
草
綱
目
』
と
対
照
し
た
も
の
で
あ
る

。

表
１

、

（1

）

表

・

訓
蒙
図
彙
』

『
本
草
綱
目
』
に
お
け
る
「
狒
狒
」
の
異
名

１

『

初
版
本
と

狒
狒
」

『
訓
蒙
図
彙

「
狒
狒
」

『
本
草
綱
目

「

』

』

「

。

「

狒
狒

「

」
ⓐ
又
作
「

-

」

」
〉
」

狒
狒
」
、「

「

。

「

〈
與
「
狒
」
同
、
亦
作
「

「

。

「

、

ひ

ひ

ⓑ

〈

山
海
経

、
野
人
〈

方
輿
志

、
人
熊
。

一
名

-

羊

梟
羊

、
䲷

『

』
〉

『

』
〉

け

う

や

う

時
珍
曰

『
爾
雅
』
作
狒

、

。

時
珍
曰

『
爾
雅
』
作
狒

『
説
文
』
作

時
珍
曰

『
爾
雅
』
作
狒

、
從
昌
從
囟
從
禸
、
象
形
。

ⓒ
或
曰

亦
同
。

按
、
郭
璞
謂
、

即
狒
狒
、
稍
似
差
別
、
抑
名
同
物
異
與
。

、
山-

都

山
都

さ

ん

と

表
１
か
ら

『
訓
蒙
図
彙
』

『
本
草
綱
目
』
の

、

初
版
本

掲
出
語
「
狒
狒

、
ⓑ
「
梟
羊

、

」

」

」

初
版
本

掲
出
語
「
狒
狒

、
お
よ
び
異
名
ⓐ
「

初
版
本

掲
出
語
「
狒
狒

、
ⓑ
「
梟
羊

、
ⓒ
「
山
都
」
が
共
通
し
て
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
掲
出
語
「
狒
狒
」
は
『
本
草
綱
目
』
と
一
致
す
る
。

、
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第
二
に

訓
蒙
図
彙

初
版
本
が

又
作

と
し
て
あ
げ
る
異
名
ⓐ

は

本
草
綱
目

で
は

狒

は
同
字
で
あ
り

は
通
行
字
体
と
す
る

、『

』

「

」

」

、『

』

」「

」

」

、『

』

「

」

「

、『

』

「

」

」

、『

』

「

、『

』

「

」

」

、『

』

」「

」

、「

、『

』

「

」

」

、『

』

」「

」

」

。

李
時
珍
の
説
と
し
て

『
爾
雅

「
狒
」
を
あ
げ

『
説
文

」
が
「
昌

「
囟

、

』

、

』

」

」

李
時
珍
の
説
と
し
て

『
爾
雅

「
狒
」
を
あ
げ

『
説
文

「

李
時
珍
の
説
と
し
て

『
爾
雅

「
狒
」
を
あ
げ

『
説
文

」
が
「
昌

「
囟

「
禸
」
に
従
う
象
形
文
字
と
す
る
。

第
三
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
「
一
名
」
と
し
て
あ
げ
る
異
名
ⓑ
「
䲷-

羊
」
の
典
拠
は

『
本
草
綱
目
』
は
『
山
海
経
』
の
「
梟
羊
」
で
あ
る
。

、

、

第
四
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
「
或
曰
」
と
し
て
あ
げ
る
異
名
ⓒ
「
山
都
」
に
つ
い
て

『
本
草
綱
目
』
は
『
山
海
経
』
郭
璞
注
「
俗
呼
之
曰
山
都
」
を
引
く
。

、

、

『
山
海
経
』
云
、
梟
羊
、
人
面
、
長
唇
、
黑
身
、
有
毛
、
反
踵
。
見
人
則
笑
、
笑
則
上
唇
掩
目
。
郭
璞
云
、
交
廣
及
南
康
郡
山
中
、
亦
有
此
物
。
大
者
長
丈
餘
、
俗

呼
為
山
都
。

（

山
海
経
』
に
云
く

「
梟
羊
、
人
面
、
長
唇
に
し
て
、
黒
身
、
毛
有
り
て
反
踵
な
り
。
人
を
見
れ
ば
則
ち
笑
ひ
、
笑
へ
ば
則
ち
上
唇
は
、
目
を
掩
ふ
」
と
。

『

、

郭
璞
云
く

「
交
廣
及
び
南
康
郡
の
山
中
に
も
、
亦
た
此
の
物
有
り
。
大
な
る
も
の
、
長
丈
餘
り
、
俗
に
呼
び
て
『
山
都
』
と
為
す
」
と

）

、

。

た
だ
し
、
李
時
珍
は
、
こ
の
「
山
都
」
を
「
狒
狒
」
と
見
な
し
う
る
か
否
か
、
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

按
、
郭
璞
謂
山
都
即
狒
狒
。
稍
似
差
別
。
抑
名
同
物
異
與
。

（
按
ず
る
に
、
郭
璞
は
「
山
都
」
即
ち
「
狒
狒
」
と
謂
う
。
稍
や
差
別
あ
る
に
似
る
。
抑
そ
も
名
は
同
じ
く
し
て
、
物
は
異
な
る
か

）。

こ
れ
を
参
看
し
た
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

「
山
都
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

、

或
曰
、
山
都
亦
同
。

（
或
曰
、
山
都
亦
た
同
じ

）。

或
曰

「
或
曰
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
こ
で

「

」
に
注
目
し
た
い

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
凡
例
」
に
は

、

。

、

其
未

審

者

、
称

或

曰

以
備

参

閲

矣
。

ル
レ

ナ
ラ

ハ

シ
テ

ト

ニ

二

二

＿

＿

一

一

（
其
の
未
だ
審
ら
か
な
ら
ざ
る
者
は

「
或
曰
」
と
称
し
て
以
て
参
閲
に
備
ふ

）

、

。

「
或
曰
」
と
称
し
て
参
考
に
あ
げ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
本
草
綱
目
』
の
李
時

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
未
詳
の
も
の
を

、

、

珍
の
考
証
を
参
看
し

「
山
都
」
を
「
狒
狒
」
の
異
名
と
し
て
よ
い
か
ど
う
か
、
李
時
珍
自
身
が
迷
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
未
詳
の
も
の
を

、

備
考
と
し
て
あ
げ
る
「
或
曰
」
と
い
う
形
式
で
「
山
都
」
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
狒
狒
」
の
異
名
は

『
本
草
綱
目
』
に
す
べ
て
確
認
さ
れ
た
。
し
か
も
、
李
時
珍
が
疑
義
を
呈
し
た
異
名
「
山
都
」
を

以
上
の
こ
と
か
ら
、

、

「
或
曰
」
と
称
し
て
「

」
な
ど

『
本
草
綱
目
』
の
考
証
を
詳
細
に
読
み
解
き
、
尊
重
し
て
い
る
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
狒
狒
」

参
閲
に
備
ふ

、

。

の
本
文
は

『
本
草
綱
目
』
本
文
の
み
な
ら
ず
、
李
時
珍
の
考
証
ま
で
も
忠
実
に
継
承
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

、
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注（

）『

』

、

、

１

本
草
綱
目

な
お

寛
永
十
四
年
版
本
の
訓
点
に
従
わ
ず

の
本
文
の
引
用
は

本
草
綱
目

寛
永
十
四
年
版
本
に
拠
る

紙
幅
の
関
係
上

訓
点
を
略
す

、『

』

。

、

。

私
に
訓
読
文
を
付
け
た
。
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第
六
節

『
本
草
綱
目
』
の
本
文
の
図
像
化
―
「
狒
狒
」
を
め
ぐ
っ
て
―

渡
邊
幸
三
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
第
四
章
第
二
節
に
お
い
て

『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
①
～
④
の
図
像
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
の
う
ち
、
両
者
に
共
通
す

、

る
十
九
の
図
像
を
抽
出
し
、
比
較
検
討
し
た
結
果

『
本
草
綱
目
』
の
四
種
の
和
刻
本
の
図
像
の
典
拠
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

、

①
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七

『
本
草
綱
目
』
版
本
：

江
西
本
」
系
統
の
図
像
を
採
用

）

「

②
承
応

二
年
（
一
六
五
三

『
本
草
綱
目
』
版
本
：

武
林
錢
衙
本
」
の
図
像
を
採
用

）

「

③
万
治

二
年
（
一
六
五
九

『
本
草
綱
目
』
版
本
：

武
林
錢
衙
本
」
の
図
像
を
採
用

）

「

寛
文

六
年
（
一
六
六
六

『
訓
蒙
図
彙
』
刊
行

）

④
寛
文

九
年
（
一
六
六
九

『
本
草
綱
目
』
版
本
：

武
林
錢
衙
本
」
の
図
像
を
採
用

）

「

こ
れ
に
よ
っ
て

『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
①
～
④
の
図
像
に
は
、
次
の
二
つ
の
系
統

系
統
①
・

系
統
②
③
④
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

、

A

B

Ａ
系
統
：
①
寛
永
十
四
年
版
本
の
図
像

Ｂ
系
統
：
②
承
応
二
年
刊
本
の
図
像
ー
③
万
治
二
年
版
本
の
図
像
ー
④
寛
文
九
年
版
本
の
図
像

ま
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
は

『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
Ｂ
系
統
②
③
の
図
像
を
、
直
接
参
看
し
て
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

。

、

、

(
1
)

、『

』

『

』

、

、

。

、

た
だ
し

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
図
像
と

本
草
綱
目

和
刻
本
Ｂ
系
統
の
図
像
と
の
関
係
は

単
な
る
参
看

踏
襲
に
と
ど
ま
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る

そ
こ
で

以
下

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
を

、
巻
十
二
「
畜
獣
」
に
収
載
す
る
「
狒
狒
」
の
項
を
対
象
と
し
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
本
文

、

、

取
り
上
げ

ヒ

ヒ

と
図
像
の
関
係
を
検
討
す
る
。
た
だ
し
、
③
万
治
二
年
版
本
が
所
在
不
明
の
た
め
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初

、

版
本
の
図
像
を
、
Ａ
系
統
①
寛
永
十
四
年
版
本
、
Ｂ
系
統
③
万
治
二
年
版
本
、
Ｂ
系
統
④
寛
文
九
年
版
本
と
の
比
較
検
討
を
行
う
。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
狒
狒
」
の
図
像
は

『
本
草
綱
目
』
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
受
け
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

、

Ａ
系
統
①
・
Ｂ
系
統
②
④
の
図
像
と
を
比
較
す
る
。

こ
こ
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
と
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、

、

図
Ａ
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

『
本
草
綱
目
』
Ａ
系
統

「

」

図
Ｂ

①

狒
狒
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『
本
草
綱
目
』
Ｂ
系
統
②
「

」

図
Ｃ

狒
狒

『
本
草
綱
目
』
Ｂ
系
統
④
「

」

図
Ｄ

狒
狒

か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

図
Ａ
～
Ｄ

Ａ
系
統
①
、
Ｂ
系

第
一
に

「
狒
狒
」
の
向
き
で
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
右
向
き
で
あ
る
の
に
対
し
て

『
本
草
綱
目
』

、

。

、

左
向
き
で
あ
る
。
図
像
の
向
き
や
位
置
を
左
右
反
対
に
す
る
こ
と
は
、
絵
入
り
百
科
事
典
に
よ
く
見
ら
れ
る
現

統
②
④
は
い
ず
れ
も

象
で
あ
り
、
こ
こ
こ
で
は
特
に
取
り
上
げ
な
い
。

Ａ

第
二
に

「
狒
狒
」
の
毛
髪
で
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
長
髪
の
「
狒
狒
」
の
横
向
き
の
姿
を
描
く

『
本
草
綱
目
』

、

。

。

も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
本
草
綱
目

「
狒
狒
」
本
文
が
『
爾
雅
』
を
引
い
て
、

系
統
①
、
Ｂ
系
統
②
④

』

『
爾
雅
』
云
、
狒
狒
、
如
人
被
髮
、
迅
走
食
人
。

（

爾
雅
』
に
云
く

「
狒
狒
、
人
の
被
髪
す
る
が
如
く
、
迅
く
走
り
て
人
を
食
ふ
」
と

）

『

、

。

と
す
る
記
述
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

Ａ
系
統
①
、
Ｂ
系
統
②
④
は
す
べ
て
「
狒
狒
」

第
三
に

「
狒
狒
」
の
表
情
で
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

『
本
草
綱
目
』

、

。

、

は
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
。

「
狒
狒
」
の
笑
い
に
つ
い
て
は

『
本
草
綱
目
』
本
文
に
『
山
海
経
』
を
引
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

、

『
山
海
経
』
云
、
梟
羊
、
人
面
、
長
唇
、
黑
身
、
有
毛
、
反
踵
。
見
人
則
笑
、
笑
則
上
唇
掩
目
。

（

山
海
経
』
に
云
く

「
梟
羊
、
人
面
、
長
唇
に
し
て
、
黒
身
、
毛
有
り
て
反
踵
な
り
。
人
を
見
れ
ば
則
ち
笑
ひ
、
笑
へ
ば
則

『

、

ち
上
唇
は
、
目
を
掩
ふ

）。

ま
た
、
李
時
珍
の
説
と
し
て

『
方
輿
志
』
を
引
い
て
「
人
に
逢
へ
ば
、
則
ち
笑
ふ
」
と
し
、

、

時
珍
曰
、
按
『
方
輿
志
』
云
、
狒
狒
、
西
蜀
及
処
州
山
中
亦
有
之
、
呼
為
人
熊
。
人
亦
食
其
掌
、
剝
其
皮
。
閩
中
沙
縣
幼
山

有
之
、
長
丈
餘
、
逢
人
則
笑
。
呼
為
山
大
人
。
或
曰
野
人
及
山
魈
也
。

（
時
珍
曰
く

「
按
ず
る
に

『
方
輿
志
』
に
云
く

「
狒
狒
、
西
蜀
及
び
処
州
山
中
に
も
亦
た
之
有
り
、
呼
び
て
「
人
熊
」
と

、

、

、

為
す
。
人
も
亦
た
、
其
の
掌
を
食
ひ
、
其
の
皮
を
剥
ぐ
。
閩
中
沙
縣
幼
山
、
之
有
り
、
長
丈
余
り
。
人
に
逢
へ
ば
、
則
ち
笑

ふ
。
呼
び
て
「
山
大
人
」
と
為
す
。
或
い
は
曰
く

「
野
人
」
及
び
「
山
魈
」
な
り

）

、

」。

図Ｄ 図Ｃ 図Ｂ 図Ａ
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同
じ
く
、
李
時
珍
が
鄧
顕
明
撰
『
南
康
記
』
を
引
い
て
「
人
を
見
れ
ば
輒
ち
目
を
閉
じ
、
口
を
開
き
て
笑
ふ
が
如
し
」
と
あ
る
。

又
鄧
顕
明
『
南
康
記
』
云
、
山
都
、
形
如
昆
侖
人
、
通
身
生
毛
。
見
人
輒
閉
目
、
開
口
如
笑
。
好
在
深
澗
中
翻
石
、
覔
蟹
食
之
。

（
又
、
鄧
顕
明
の
『
南
康
記
』
に
云
く

「
山
都
、
形
ち
昆
侖
人
の
如
く
、
通
身
毛
を
生
ず
。
人
を
見
れ
ば
輒
ち
目
を
閉
じ
、
口
を
開
き
て
笑
ふ
が
如
し
。
好
み
て

、

深
澗
中
に
在
て
石
を
翻
し
て
、
蟹
を
覔
め
て
之
を
食
ふ
」
と

）。

『
本
草
綱
目

『
訓
蒙
図
彙
』
の
「
狒
狒
」
の
笑
み
は
、
こ
れ
ら
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
を
図
像
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

上
唇
が

』

。
『
訓
蒙
図
彙
』
図
Ａ
「
狒
狒
」
の

き
わ
め
て
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
の
は

『
本
草
綱
目
』
所
引
『
山
海
経
』
に
「
笑
へ
ば
則
ち
上
唇
は
、
目
を
掩
ふ
」
と
あ
る
一
文
を
忠
実
に
反
映
し
た
も
の
と
み
ら
れ

、

る
。

Ａ

第
四
に

「
狒
狒
」
の
ポ
ー
ズ
で
あ
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

「
狒
狒
」
が
山
中
の
岩
壁
に
寄
り
か
か
っ
て
座
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

『
本
草
綱
目
』

、

。

、

、

い
ず
れ
も
立
ち
姿
で
あ
る
。

系
統
①
、
Ｂ
系
統
②
④
は

こ
の
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
「
狒
狒
」
が
岩
壁
に
寄
り
か
か
る
ポ
ー
ズ
も
ま
た

『
本
草
綱
目
』
が
典
拠
と
考
え
ら
れ
る

『
本
草
綱
目

「
狒
狒
」
の
「
睡
則
倚
物

、

。

』

（
睡
れ
ば
、
則
ち
物
に
倚
る

」
と
い
う
一
文
に
注
目
し
た
い
。

）

『
山
海
経
』
云
、
梟
羊
、
人
面
、
長
唇
、
黑
身
、
有
毛
、
反
踵
。
見
人
則
笑
、
笑
則
上
唇
掩
目
。
郭
璞
云
、
交
廣
及
南
康
郡
山
中
、
亦
有
此
物
。
大
者
長
丈
餘
、

俗
呼
為
山
都
。
宋
建
武
中
、
獠
人
進
雌
雄
二
頭
。
帝
問
土
人
丁
鑾
鑾
曰
、
其
面
似
人
、
紅
赤
色
、
毛
似
獼
猴
、
有
尾
。
能
人
言
、
如
鳥
聲
。
善
知
生
死
、
力
負
千

鈞
。
反
踵
無
膝
。
睡
則
倚
物
。
獲
人
則
先
笑
而
後
食
之
。
猟
人
因
以
竹
筒
貫
臂
誘
之
、
俟
其
笑
時
、
抽
手
以
錐
釘
其
唇
著
額
、
候
死
而
取
之
。
髪
極
長
、
可
為
頭

髪
。
血
堪
染
靴
及
緋
、
飲
之
使
人
見
鬼
也
。
帝
乃
命
工
図
之
。

（

山
海
経
』
に
云
く

「
梟
羊
、
人
面
、
長
唇
に
し
て
、
黒
身
、
毛
有
り
て
反
踵
な
り
。
人
を
見
れ
ば
則
ち
笑
ひ
、
笑
へ
ば
則
ち
上
唇
は
、
目
を
掩
ふ
」
と
。

『

、

郭
璞
云
く

「
交
廣
及
び
南
康
郡
の
山
中
に
も
、
亦
た
此
の
物
有
り
。
大
な
る
も
の
、
長
丈
餘
り
、
俗
に
呼
び
て
『
山
都
』
と
為
す
。
宋
の
建
武
中
、
獠
人
、
雌
雄

、

二
頭
を
進
る
。
帝
、
土
人
、
丁
鑾
に
問
ふ
。
鑾
曰
く

「
其
の
面
、
人
に
似
て
紅
赤
色
な
り
。
毛
は
獼
猴
に
似
て
、
尾
有
り
。
人
言
を
能
く
し
、
鳥
聲
の
如
し
。
善

、

く
生
死
を
知
る
。
力
、
千
鈞
を
負
ふ
。
反
踵
し
、
膝
無
し
。
睡
れ
ば
、
則
ち
物
に
倚
る
。
人
を
獲
れ
ば
、
則
ち
先
づ
笑
ひ
て
而
し
て
後
に
之
を
食
ふ
。
猟
人
、
因
り

て
竹
筒
を
以
て
臂
を
貫
き
、
之
を
誘
ふ
。
其
の
笑
ふ
時
を
俟
ち
て
、
手
を
抽
き
、
錐
を
以
て
其
の
唇
に
釘
し
、
額
に
著
く
。
死
す
る
を
候
ち
て
之
を
取
る
。
髪
は
極

て
長
く
、
頭
髪
と
為
る
べ
し
。
血
は
、
靴
及
び
緋
を
染
む
に
堪
ふ
。
之
を
飲
め
ば
、
人
を
し
て
鬼
を
見
［
現
］
し
む
る
な
り
」
と
。
帝
、
乃
ち
工
に
命
じ
て
之
を
図

く

）。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
こ
の
一
文
に
拠
っ
て
、
岩
壁
に
寄
り
か
か
る
「
狒
狒
」
の
ポ
ー
ズ
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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し
た
が
っ
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
は

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
と
本
文
に
密
接
に
依
拠
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
『
本

、

、

。

草
綱
目
』
の
本
文
を
参
看
引
用
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
、
す
で
に
第
四
章
第
四
節
で
も
論
証
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く

『
本
草
綱
目
』
本
文
と
図
像
自
体
が
対
応

、

し
て
い
る
。
こ
れ
を
参
看
し
た
中
村
惕
斎
は
、
よ
り
緊
密
に
『
本
草
綱
目
』
本
文
の
考
証
を
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
図
像
に
反
映
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

以
上

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

図
像

、
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
狒
狒
」
の
本
文
と
図
像
に
つ
い
て
、
出
典
『
本
草
綱
目
』
と
の
関
係
を
検
討
し
て
き
た

「
狒
狒
」
の

。

は

『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
Ｂ
系
統
の
図
像
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
本
文
分
析
の
上
で
、
新
た
な
図
像
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の

、
二
点
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
狒
狒
」
の
本
文
は

『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
の
本
文
、
引
用
漢
籍
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
を
駆
使
し
て
考
証
を
加
え
た
李
時
珍
の
説

、

、

中
村
惕
斎
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
撰
述
に
あ
た
っ
て

「
凡
例
」
に
あ
げ
た
と
お
り

「
或
曰
」

を
き
わ
め
て
厳
格
に
踏
襲
し
、
尊
重
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

、

、

、

の
注
記
を
厳
格
に
使
用
し
て
い
た
。

第
二
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

図
像
は

『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
「
狒
狒
」
の
図
像
の
向
き
を
左
右
反
対
に
し
、
さ
ら
に
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
に
示

、

、

「
狒
狒
」
の

さ
れ
た
「
狒
狒
」
の
長
い
毛
髪
、
笑
み
を
浮
か
べ
た
表
情
、
岩
に
寄
り
か
か
る
ポ
ー
ズ
を

『
本
草
綱
目
』
以
上
に
忠
実
に
図
像
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

、

日
本
最
初
の
絵
入
り
百
科
事
典
『
訓
蒙
図
彙
』
は

「
凡
例
」
に
「
諸
家
の
本
草
の
図
説
」
と
し
て
不
特
定
の
本
草
書
を
あ
げ
る
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し

「
本
草
の

、

、

図
説
」
の
な
か
で
、
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
は
、
李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
で
あ
っ
た
。
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第
五
章

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
版
面
構
成

第
一
節

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
お
け
る
「
属
対
」
―
上
下
一
対
の
構
成
―

杉
本
つ
と
む
氏
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目
の
表
示
形
式
と
し
て
、
掲
出
語
・
和
名
・
注
解
の
表
示
の
類
型
を
分
類
し
て
示
さ
れ
た

。
た
だ
し
、
掲
出
語

、

（1

）

間
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

以
下
、
初
版
本
の
掲
出
語
が
対
語
と
し
て
対
応
し
て
お
り
、
掲
出
語
だ
け
で
は
な
く
、
本
文
の
構
成
・
版
面
の
図
像
も
ま
た
、
対
の
形
式
と
し
て
番
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、
掲
出
語
の
「
属
対
」

『
訓
蒙
図
彙
』
の
三
種
の
版
本
は
、
共
通
し
て
中
村
惕
斎
の
「
凡
例
」
を
掲
載
す
る
。
そ
の
「
凡
例
」
に
お
い
て
、
中
村
惕
斎
は
掲
出
語
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

ニ
シ
テ

ナ
ル

ハ

ヲ

テ

ト

ス

ヲ

ニ

ハ

ル
カ

ハ

ニ

カ
ル
カ

ニ

ス

凡
一

事

而
数

名

者

、
以

正

名

為

標

、
而
注

異

名

于
其

下

。
或

為

拘

于
属

対

、
或

為

避

于
重

字

、
題

＿

＿

＿

＿

＿

＿

二

一

レ

二

一

レ

二

一

レ

二

一

_

以

異

名

、
則
注

以

正

名

曰
某

也
、
曰
某

之
一

名
曰
某

、
謂

之

某

。

ル
ニ

ス
ル
ト
キ
ハ

ヲ

ス
ル
ニ

シ
テ

ヲ

レ

カ

レ

ト

ヲ

レ
ト

二

一

二

一

二

一

＿

＿

＿

_

（
凡
そ
一
事
に
し
て
数
名
な
る
者
は

「
正
名
」
を
以
て
標
と
為
し
て

「
異
名
」
を
其
の
下
に
注
す
。
或
い
は
「
属
対
に
拘
る
」
が
為
、
或
い
は
「
重
字
」
に
避

、

、

こ
だ
わ

の

が
る
が
為
に
、
題
す
る
に

異
名
」
を
以
て
す
る
と
き
は
、
則
ち
注
す
る
に
「
正
名
」
を
以
て
し
て
曰
く
「
某
れ
也

、
曰
く
「
某
が
一
名
は
曰
く
、
某
れ

「
之

「

」

」
、

を
某
れ
と
謂
ふ
」
と

）。

、『

』

、

、

「

」

、

「

」

。

こ
れ
に
よ
れ
ば

訓
蒙
図
彙

は

名
前
が
複
数
あ
る
も
の
は

基
本
的
に
は
正
式
な
名
前

正
名

を
掲
出
語
と
し
て
あ
げ

そ
の
下
に

異
名

を
注
記
す
る

し
か
し

「
属
対
」
に
拘
っ
て
い
た
り

「
重
字
」
を
避
け
る
た
め
に

「
異
名
」
を
掲
出
語
と
す
る
と
き
は

「
正
名
」
を
「
某
で
あ
る

「
某
の
一
名
は
某
と
い
う

、

、

、

、

、

」
、

」

「
こ
れ
を
某
と
い
う
」
等
と
注
記
す
る
。

中
村
惕
斎
の
い
う
「
属
対
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て

『
訓
蒙
図
彙
』
全
体
の
構
成
に
お
い
て

「
属
対
」
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
。

、

、
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「
属
対
」
の
「
属
」
は

「
つ
ら
ね
る

「
作
る
」
こ
と
を
い
い
、
文
章
を
作
る
意
味
の
「
属
文
」
等
の
用
例

、

」

が
あ
る

「
属
対
」
は
、
詩
文
述
作
の
際
に
、
語
や
句
を
連
ね
て
対
語
や
対
句
を
作
る
こ
と
を
い
う
。

。

絵
入
り
百
科
事
典
で
あ
る
『
訓
蒙
図
彙
』
の
版
面
に
は
、
大
き
な
図
像
を
掲
げ
る
。
三
種
の
版
本
の
う
ち
、

初
版
本
の
版
面
（

）
に
は
、
半
丁
に
二
つ
の
項
目
が
上
下
に
配
さ
れ
る
。
こ
の
形
式
を
、
仮
に
私
に
「
上

図
Ａ

」

。

、

。

下
一
対

と
称
す
る
こ
と
と
す
る

こ
の
版
面
全
体
に
は

掲
出
語
・
本
文
・
図
像
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

（

）

2

こ
の
版
面
に

「
属
対
」
は
ど
の
よ
う
に
配
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

、

ま
ず
、
掲
出
語
の
文
字
数
に
注
目
し
た
い
。
初
版
本
の
掲
出
語
は
、
文
字
数
が
一
字
、
あ
る
い
は
二
字
で
あ

り
、
三
字
以
上
の
掲
出
語
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

漢
字
一
字
の
掲
出
語
：
一
字
掲
出
語

漢
字
二
字
の
掲
出
語
：
二
字
掲
出
語

上
下
一
対
の
掲
出
語
は
、
文
字
数
が
す
べ
て
一
致
し
、
対
応
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
上
下
一
対
の
一
字

掲
出
語
に
は
、
巻
一
「
日
・
月
」
が
あ
る
（

。
上
下
一
対
の
二
字
掲
出
語
に
は
、
巻
一
「
日
蝕
・

図
Ａ
）

月
蝕
」
が
あ
る
（

。
つ
ま
り
、
初
版
本
の
版
面
に
は
、
一
字
掲
出
語
が
二
語
一
対
、
あ
る
い
は
二

図
Ｂ
）

字
掲
出
語
が
二
語
一
対
の
よ
う
に
番
え
ら
れ
て
、
版
面
半
丁
の
上
下
に
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

初
版
本

項
目
を
す
べ
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
一
字
掲
出
語
、
二
字
掲
出
語
そ
れ
ぞ
れ
が
対
に
な
っ
て

1484

番
え
ら
れ
て
い
る
例
は
次
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
た
。

一
字
掲
出
語

二
語
一
対
：

項
目

（

対
）

856

428

二
字
掲
出
語

二
語
一
対
：

項
目

（

対
）

628

314

、

、

。

こ
こ
で
は

こ
の
う
ち

二
字
掲
出
語
の
二
語
一
対
の
形
式
三
一
四
対
を
対
象
と
し
て
考
察
を
進
め
る

二
字
掲
出
語
の
二
語
一
対
に
は
、
次
の
よ
う
な
対
応
の
形
式
が
見
ら
れ
る
。

（
一
）
一
字
一
致

（
二
）
部
首
一
致

（
一
）
一
字
一
致

図

巻
一
・
九
オ
）

Ａ
・
①
「
日

「
月

（

」

」

図

巻
一
・
九
ウ
）

Ｂ
・

日
蝕

「
月
蝕

（

「

」

」
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二
字
掲
出
語

対
の
う
ち
、

対
の
掲
出
語
に
は
共
通
す
る
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
巻
一
「
日
蝕
・
月
蝕
」
は
二
字
掲
出
語
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

314

66

一
字
「
蝕
」
字
が
共
通
す
る
（

。
こ
れ
を
「
一
字
一
致
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る

「
一
字
一
致
」
は
、
必
然
的
に
対
語
を
生
む
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

図
Ｂ
）

。

初
版
本
に
は
こ
う
し
た
一
字
一
致
が

対
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
を
一
覧
す
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

66

表
１
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
一
字
一
対
」
の

対

『

66

巻
一
天
文
：

日
蝕
・
月
蝕

（

ウ
）

「

」

9

巻
四
人
物
：

弓
人
・
矢
人

（

オ

・

筆
工
・
硯
工

（

ウ

・

銀
匠
・
漆
匠

（

オ

・

長
臂
・
長
脚

（

ウ

・

小
人
・
長
人

（

オ
）

「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

」

11

13

14

20

21

巻
六
衣
服
：

夾
衣
・
浴
衣

（

ウ

・

雨
衣
・
涎
衣

（

ウ
）

「

」

）
「

」

12

13

巻
七
宝
貨
：

水
精
・
火
精

（

ウ

・

石
灰
・
石
膽

（

ウ
）

「

」

）
「

」

12

13

巻
八
器
用
一
：

燭
臺
・
燭
奴

（

オ

・

燈
籠
・
燈
擎

（

オ

・

方
燈
・
提
燈

（

ウ

・

香
爐
・
香
案

（

ウ

・

佩
香
・
線
香

（

オ

・

銅

「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

17

18

18

19

21

鑼
・
銅
鉢

（

ウ

・

羯
鼓
・
腰
鼓

（

オ
）

」

）
「

」

21

22

巻
九
器
用
二
：

鐵
杷
・
鐵
鞭

（

ウ
）

「

」

19

巻
十
器
用
三
：

蠶
連
・
蠶
簿

（

オ

・

繰
車
・

車

（

ウ

・

攪
車
・
紡
車

（

ウ

・

塘
網
・
撒
網

（

オ

・

趕
網
・
攩
網

（

ウ

・

魚

「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

繀

22

22

23

25

25

梁
・
魚
簄

（

オ

・

絞
車
・
繩
車

（

オ

・

削
刀
・
裁
刀

（

ウ
）

」

）
「

」

）
「

」

26

28

29

巻
十
一
器
用
四
：

温
壷
・
耳
壷

（

ウ

・

湯
鑵
・
水
罐

（

オ

・

銅
銚
・
銅
提

（

オ

・

提
爐
・
提
盒

（

ウ

・

炬
火
・
燎
火

（

オ

・

吹

「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

24

28

29

29

30

筒
・
唧
筒

（

ウ

・

石
燈
・
石
碑

（

オ

・

佛
龕
・
佛
座

（

ウ
）

」

）
「

」

）
「

」

30

34

34

巻
十
二
畜
獣
：

犬
・
獒
犬

（

ウ

・

野
豬
・
山
豬

（

オ

・

海
狗
・
海
獺

（

ウ
）

「

」

）
「

」

）
「

」

㺜

14

15

16

巻
十
三
禽
鳥
：

鶤
雞
・
矮
雞

（

ウ

・

錦
雞
・
綬
雞

（

オ

・

山
雞
・
火
雞

（

ウ

・

竹
雞
・
秧
雞

（

オ

・

青
鳩
・
鳲
鳩

（

ウ

・

角

「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

14

15

15

16

16

鴟
・
怪
鴟

（

オ

・

雲
雀
・
翠
雀

（

ウ

・

山
鵲
・
練
鵲

（

ウ
）

」

）
「

」

）
「

」

17

18

19

巻
十
四
龍
魚
：

鮪
魚
・
鱭
魚

（

オ

・

金
魚
・
梭
魚

（

ウ

・

海
牛
・
海
馬

（

ウ
）

「

」

）
「

」

）
「

」

14

15

16

巻
十
五
虫
介
：

海
燕
・
海
膽

（

ウ

・

烏
蛇
・
銀
蛇

（

オ
）

「

」

）
「

」

21

23

巻
十
六
米
穀
：

刀
豆
・
黎
豆

（

ウ
）

「

」

8
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巻
十
七
菜
蔬
：

冬
瓜
・
醤
瓜

（

ウ

・

胡
瓜
・
絲
瓜

（

オ

・

木
耳
・
石
耳

（

オ
）

「

」

）
「

」

）
「

」

12

13

15

巻
十
八
果
蓏
：

胡
桃
・
胡
椒

（

オ

・

甜
瓜
・
苦
瓜

（

ウ

・

白
柹
・
烏
柹

（

オ
）

「

」

）
「

」

）
「

」

13

13

14

巻
十
九
樹
竹
：

紫
薇
・
紫
荆

（

オ

・

木
蘭
・
木
槵

（

ウ

・

木
・
楡
木

（

オ

・

蘆
竹
・
椶
竹

（

ウ

・

扶
竹
・
紫
竹

「

」

）
「

」

）

」

）
「

」

）
「

」

「

」

）
「

」

）
「

巻
十
九
樹
竹
：

紫
薇
・
紫
荆

（

オ

・

木
蘭
・
木
槵

（

ウ

・

木
・
楡
木

（

オ

・

蘆
竹
・
椶
竹

（

ウ

・

扶
竹
・
紫
竹

（

オ
）

15

17

19

21

22

巻
二
〇
花
草
：

山
丹
・
巻
丹

（

ウ

・

鳳
仙
・
水
仙

（

ウ

・

金
錢
・
金
盞

（

ウ

・

石
帆
・
石
斛

（

ウ
）

「

」

）
「

」

）
「

」

）
「

」

17

18

19

22

こ
の
よ
う
に
、
初
版
本
の
配
列
に
は
、
一
字
一
致
の
対
語
が
意
識
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
こ
の

対
の
一
字
一
致
の
掲
出
語
（
項
目
）
は
、
す
べ
て
「
附
」
項
目
で
あ
る
。

66

初
版
本
の
項
目
は
す
べ
て

項
目
あ
る
が
、
本
文
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
掲
出
語
は

項
目
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
仮
に
本
文
項
目
と
称
し
て

別
稿
に
論
じ
た
よ
う
に
、

1484

1000

お
く
。
そ
の
後
に
、
各
巻
末
に
「
附
」
字
を
付
し
た
項
目
が

項
目
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
附
」
項
目
と
称
す
る
こ
と
と
す
る

。

（3

）

484

の
本
文
項
目
の
掲
出
語
に
は
、
重
複
す
る
文
字
は
ま
っ
た
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

1000一
方

「
附
」
を
付
す
各
巻
末
の
「
附
」
項
目

項
目
に
は
、
本
文
項
目
と
重
複
す
る
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る

。

、

（4

）

484

一
字
一
致
の
掲
出
語
が
、
す
べ
て
「
附
」
項
目
に
存
在
す
る
の
は
、
当
然
と
い
え
よ
う

「
附
」
項
目
の
掲

本
文
項
目
の
掲
出
語
は
、
重
複
文
字
を
含
ま
な
い
の
で
、

。

出
語
に
は
、
本
文
項
目
の
掲
出
語
と
一
字
一
致
す
る
文
字
が
あ
る
。
し
か
も

「
附
」
項
目
同
士
に
も
重
複
す
る
文
字
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
よ

、

う
に
、
初
版
本
は
各
巻
末
の
「
附
」
項
目
に
お
い
て
、
文
字
を
重
複
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
属
対
」
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

、

（
二
）
部
首
一
致

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
掲
出
語
に
み
ら
れ
る
部
首
の
一
致
に
つ
い
て
、
別
稿
で
は
、
初
版
本
は
、
漢
字
の
部
首
が
共
通
す
る
文
字
を
集
め
て
四
字
句
群
を
構
成
す

る
例
が
複
数
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

。
同
様
に
、
部
首
が
一
致
す
る
掲
出
語
を
集
め
て

「
属
対
」
を
作
る
例
も
ま
た
、
複
数
存
在
す
る
。

（5

）

、

表
２
は
初
版
本
の
二
字
掲
出
語
の
う
ち
、
部
首
が
対
応
す
る
二
語
一
対

対
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

31

表
２
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
部
首
一
致
」
の

対

『

31

人
偏
：
俳
優

侏
儒
（
巻
四
人
物
）

-
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月
偏
：
臓
腑

胞
胎
（
巻
五
身
体
）

-
王
偏
：
玻
瓈

瑪
瑙

珊
瑚

琥
珀

琅
玕

玳
瑁
（
巻
七
宝
貨
）

-
-

-
金
偏
：
銅
鑼

銅
鉢
（
巻
八
器
用
一
）

-

口
偏
：
嗩

喇
叭
（
巻
八
器
用
一
）

呐-

犭
偏
：
猩
猩

狒
狒
（
巻
十
二
畜
獣
）

-

鳥
偏
：
鸕
鷀

鶬
鴰

鵁
鶄

鸜
鵒
（
巻
十
三
禽
鳥
）

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

虫
偏
：
蟾
蜍

蝦
蟆

蝌
蚪

蚯
蚓

蠑
螈

蜥
蜴

蝘
蜓

蛞
蝓

蠼
螋

蚰
蜒

蠮
螉

蜻
蛉

蜘
蛛

蟷

螳
蜋

蛣
蜣

蛅
蟖

蚇
蠖

蠐
螬

螲

蛜

（
巻
十
五
虫
介
）

蝛

草
冠
：
蕪
菁

萊
菔

菠
薐

莙
薘

蘩
蔞

薯
蕷

-
-

-
-

蔏

草
冠
：
蕪
菁

萊
菔

菠
薐

莙
薘

蘩
蔞

薯
蕷

蒟
蒻
（
巻
十
七
菜
蔬
）

芭
蕉

薏
苡

茺
蔚

萹
蓄

萍
蓬

茵
蔯
（
巻
二
〇
花
草
）

-
-

-

木
偏
：
枇
杷

枳
椇

楊
梅

棗

栴
檀

椶
櫚

梧
桐

楊
櫨
（
巻
十
九
樹
竹
）

-
-

-
-

梬

『
訓
蒙
図
彙

「
凡
例
」
で
中
村
惕
斎
が
述
べ
る
「
属
対
」
の
基
本
構
造
と
は
、
こ
れ
ら
上
下
一
対
・
一
字
一
致
、
上
下
一
対
・
部
首
一
致
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

』

二
、
本
文
・
図
像
の
「
属
対
」

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
版
面
は
図
像
と
本
文
を
枠
で
区
切
り
、
四
分
の
三
は
図
像
が
占
め
、
掲
出
語
・
本
文
は
四
分
の
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る

『
訓
蒙
図
彙
』

。

が
図
像
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
版
面
の
配
分
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

『
訓
蒙
図
彙
』
の
版
面
を
構
成
す
る
の
は
、
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
で
あ
る
。
掲
出
語
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
三
者
は
、
対
の
形
式
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
版
面
を
構
成
す
る
図
像
自
体
が
対
の
形
式
で
番
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
本
文
が
上
下
で
対
を
成
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。

（
一
）
一
字
一
致
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『
訓
蒙
図
彙
』
に
お
い
て
、
上
下
一
対
の
二
字
掲
出
語
の
う
ち
、
最
も
目
に
付
く
の
は

「
日
蝕
・
月
蝕

「
野
豬
・
山
豬

「
海
狗
・
海
獺
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

、

」

」

は
、
半
丁
の
上
下
に
二
項
目
が
配
さ
れ
て
い
る
。

①
「
日
蝕

「
月
蝕

（
前
掲
図
Ｂ
）

」

」

ま
ず

『
訓
蒙
図
彙
』
巻
之
一
の
「
附
」
項
目
に
は

「
日
蝕
・
月
蝕
」
が
配
さ
れ
て
い
る
（

。

、

、

）

図
Ｂ

第
一
に

「
日
蝕
」
本
文
に
は

『
玄
覧
』
を
引
い
て

「
日
蝕
（
食

」
と
は
月
が
日
光
を
覆
う
こ
と
と
注
さ
れ
る
。

、

、

、

）

日

食
同
。
○
玄

覧

曰
、
日

食

者
、
月

体
掩

日

光

也
。

＿

＿

＿

＿

＿

ニ

ハ

ヲ

二

一

（
日
食
に
同
じ
。
○
『
玄
覧
』
に
曰
く

「
日
食
は
、
月
体
、
日
光
を
掩
ふ
な
り
」
と

）

、

。

第
二
に

「
月
蝕
」
本
文
に
は
、
後
漢
の
天
文
書
、
張
衡
撰
『
霊
憲
』
を
引
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

、

月

食
同
。
○
霊

憲

曰
、
当

日
之
所

衝

、
光
常

不

合
、
即
蔽

於
地

也
。
是

謂
闇

虚

。
在

星

星
微

、
月
過

即
食

。

＿

＿

＿

ニ

テ

フ

ニ

ル
ハ

ル
レ
ハ

ニ

ヲ

ト

ニ
ハ

ニ

ナ
リ

ル
ト
キ
ハ

ス

二

一
レ

レ

二

一

レ

あ

ん

き

ょ

月
食
に
同
じ

『
霊
憲
』
に
曰
く
、
日
の
衝
ふ
所
（
に
）
当
り
て
、
光
、
常
に
合
は
ざ
る
は
、
即
ち
地
に
蔽
る
れ
ば
な
り
。
是
れ
を
「
闇
虚
」
と
謂
ふ
。
星
に
在

（

。

る
に
は
、
星
微
か
な
り
。
月
過
る
と
き
は
、
即
ち
食
す

）。

『
霊
憲
』
に
よ
れ
ば

「
月
蝕
（
食

」
と
は
、
月
が
日
の
向
か
う
所
に
当
た
っ
て
、
光
が
常
に
合
わ
な
い
こ
と
を
い
う
。
そ
れ
は
地
に
覆
わ
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ

、

）

れ
を
「
闇
虚
」
と
い
う
。
闇
虚
が
星
に
あ
る
時
に
は
星
の
光
は
微
か
に
な
り
、
月
を
通
る
時
に
は
月
蝕
が
生
じ
る
。

「
日
蝕
・
月
蝕
」
の
本
文
は
、
い
ず
れ
も
『
訓
蒙
図
彙
』
に
は
珍
し
く
漢
籍
を
引
用
し
て
、
古
代
中
国
の
概
念
で
こ
の
天
体
現
象
を
説
明
す
る
。
一
方
、
両
者
の
図

、

、「

」

「

」

、「

」

「

」

。「

」

「

」「

」

像
は
と
も
に

大
き
な
円
の
中
に
雲
形
を
配
し

日
蝕

は
上
部

月

を
描
き

月

が

日

の
光
を
蔽
う
こ
と
を
示
す

月
蝕

は
上
か
ら

地
影

地

「
日
」
を
描
い
て

「
日
」
の
光
が
「
地
（
球

」
を
照
ら
し
て
「
地
影
」
が
生
じ
、
こ
の
影
が
月
を
覆
う
こ
と
を
示
し
て
、
い
ず
れ
も
本
文
の
説
明
の
役
割
を
果
た
し

、

）

て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら

「
日
蝕

「
月
蝕
」
は
、
上
下
一
対
と
し
て
、
掲
出
語
が
対
語
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
、
図
像
も
対
の
形
式
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て

、

」

い
る

『
訓
蒙
図
彙
』
は
、
対
語
形
式
を
と
っ
て
上
下
一
対
の
版
面
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

。

②
「
野
豬

「
山
豬

（
図
Ｃ
）

」

」

同
様
に

「
豬
」
字
の
一
字
が
一
致
す
る
「
野
豬
・
山
豬
」
の
二
項
目
か
ら
成
る
版
面
（

を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

、

図
Ｃ
）
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第
一
に

「
野
豬
」
の
本
文
に
は
、
和
名
「
く
さ
ゐ
な
き

、
俗
称
「
ゐ
の
し
し
」
を
あ
げ

「
野
猪
」
と
同
じ
と
注
す
る
。

、

」

、

く
さ
ゐ
な
き
。
今
云
、
ゐ
の
し
し
、
野
猪
同
。

や

ち

ょ

第
二
に

「
山
豬
」
の
本
文
は
俗
称
「
や
ま
ぶ
た

、
別
名
「
豪
猪
」
を
あ
げ
る
。

、

」

俗
云
、
や
ま
ぶ
た
。
豪
猪
也
。

が
う
ち
ょ

両
者
の
本
文
の
内
容
は
ほ
ぼ
対
応
し
て
お
り
、
図
像
も

「
野
豬
」
が
走
る
姿

「
山
豬
」
が
立
ち
姿
で
あ
る

、

、

が
、
ど
ち
ら
も
同
種
の
獣
で
あ
る

。

（
図
Ｃ
）

以
上
の
こ
と
か
ら

「
野
豬

「
山
豬
」
も
、
掲
出
語
が
対
語
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
本
文
・
図
像
も

、

」

対
の
形
式
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
ま
た

「
野
豬

「
山
豬
」
は
、
上

、

」

下
一
対
の
獣
と
し
て
、
身
体
全
体
が
同
じ
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
。

③
「
海
狗

「
海
獺

（
図
Ｄ
）

」

」

上
下
一
対
の
二
字
掲
出
語
「
海
狗

「
海
獺
」
は

「
海
」
字
が
一
字
一
致
す
る(

)

。

」

、

図
Ｄ

「
海
狗
」
は
オ
ッ
ト
セ
イ

『
日
本
国
語
大
辞
典

「
膃
肭
臍
」
の
「
語
誌
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

、

』

(

１)

ア
イ
ヌ
語
の

を
中
国
で
膃
肭
と
音
訳
し

そ
の
臍(

ほ
ぞ)

が
薬
用
に
さ
れ

本
草
家
に

海

onnep
、

、

「

狗
腎(

か
い
く
じ
ん)

」
ま
た
は
「
膃
肭
臍
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
が
中
国
の
本
草
書
か
ら
日
本
へ
は
い

っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

(

２)

「
文
明
本
節
用
集
」
に
「
膃
肭
臍

ヲ
ッ
ト
ッ
セ
イ
」
と
あ
り

「
伊
京
集
」
に
は

「
膃
肭
臍

ヲ

、

、

ッ
ト
ッ
サ
イ
」
と
あ
る
。

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙

「
海
狗
」
本
文
に
は
、
和
名
「
う
に
う

、
漢
名
「
膃
肭
獸

、
別
名
「
骨
豽
」
を

、

』

」

」

あ
げ
、
そ
の
腎
臓
を
「
膃
肭
臍
」
と
注
す
る
。

。

う
に
う
。
膃-

肭-

獸
也
。
骨-

豽
同
。
○
其
腎

曰

膃-

肭-

臍

ヲ

二

ト
一

を
つ

と
つ

じ
う

こ
つ

と
つ

を
つ

と
つ

せ
い

（
う
に
う
。
膃
肭
獸
な
り
。
骨
豽
に
同
じ
。
○
其
の
腎
を
膃
肭
臍
と
曰
ふ

）。

第
二
に

「
海
獺
」
本
文
に
は
、
和
名
「
う
み
を
そ
」
を
あ
げ

「
あ
し
か
」
に
比
定
し
、
別
名
「
海
獱

「
海
猵
」
を
示
す
。

、

、

」

Ｃ
・
②
「
野
豬

「
山
豬

（

）

図

巻
十
二
・
十
五
オ

」

」

Ｄ
・
③
「
海
狗

「
海
獺

（

）

図

巻
十
二
・
十
六
ウ

」

」
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う
み
を
そ
。
今
按
、
あ
し
か
。
一
名
海
獱
。
獱
又
作
猵
。

か
い
へ
ん

へ
ん

（
う
み
を
そ
。
今
按
ず
る
に
、
あ
し
か
。
一
名
、
海
獱
。
獱
、
又
、
猵
に
作
る

）。

図
像
に
は
、
両
者
と
も
に
青
海
波
の
上
を
泳
ぐ
姿
が
描
か
れ

「
海
狗
」
は
斑
の
海
狗
一
匹

「
海
獺
」
は
白
い
海
獺
一
匹
が
波
の
上
を
泳
い
で
い
る

「
海
狗

「
海

、

、

。

」

獺
」
の
対
応
は
、
同
じ
く
海
に
生
息
す
る
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う

。

（
図
Ｄ
）

以
上
の
こ
と
か
ら

「
海
狗

「
海
獺
」
も
、
上
下
一
対
と
し
て
対
照
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
掲
出
語
が
対
語
に
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

、

」

図
像
も
ま
た
、
対
の
形
式
と
し
上
下
で
対
応
し
て
い
る

「
海
狗

「
海
獺
」
の
図
像
は
、
上
下
一
対
の
獣
と
し
て
、
身
体
全
体
が
同
じ
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
。

。

」

（
二
）
部
首
一
致

紙
幅
の
都
合
上
、
巻
十
五
「
虫
介
」
の
「
蠼
螋

蚰
蜒

「
蛅
蟖

蚇
蠖

、
巻
十
七
「
菜
蔬
」
の
「
蕪
菁

萊
菔
」
の
三
例
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る

こ
こ
で
は
、

-
-

-

」

」

こ
と
と
す
る
。

④
「
蠼
螋

「
蚰
蜒

（
図
Ｅ
）

」

」

上
下
一
対
の
二
字
掲
出
語
「
蠼
螋

「
蚰
蜒
」
は
、
と
も
に
虫
偏
で
あ
る
。

」

第
一
に

「
蠼
螋
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

俗
云
、
は
さ
み
む
し
。
蛷

螋
、
捜

夾
並
同
。

＿

＿

き

う

し

う

し

う

け

う

「
蠼
螋
」
の
本
文
は
、
俗
称
「
は
さ
み
む
し
」
を
あ
げ

「
蛷
螋

「
捜
夾
」
と
同
じ
と
注
す
る
。

、

」

第
二
に

「
蚰
蜒
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

俗
云
、
げ
じ
げ
じ
。
螾

、
蛉

蛩
、
入

＿

＿

＿

俗
云
、
げ
じ
げ
じ
。
螾

、
蛉

蛩
、
入

耳
、
草
鞋
虫
並
同
。

い

ん

ゑ

ん

れ

い

け

う

じ

う

じ

さ
う
か
い
ち
う

「
蚰
蜒
」
の
本
文
は
、
俗
称
「
げ
じ
げ
じ
」
を
あ
げ

「
蛉
蛩

「
入
耳

、

」

」

」

「
蚰
蜒
」
の
本
文
は
、
俗
称
「
げ
じ
げ
じ
」
を
あ
げ

「
螾

「
蚰
蜒
」
の
本
文
は
、
俗
称
「
げ
じ
げ
じ
」
を
あ
げ

「
蛉
蛩

「
入
耳

「
草
鞋
虫
」
と
同
じ
と

注
す
る
。
ま
ず

「
俗
云
～
」
と
し
、
そ
の
後
に
「
～
並
同
」
と
い
う
記
述
の
順
序
も
共
通
す
る
。

、

図
像
「
蠼
螋

「
蚰
蜒
」
は
、
と
も
に
左
側
に
直
線
で
地
面
を
表
し
、
そ
の
右
に
虫
を
描
く

「
蠼
螋
」
は
三
匹

「
蚰
蜒
」
は
二
匹
で
あ
る
。
ま
た

「
蠼
螋
」
は
小

」

。

、

、

さ
く

「
蚰
蜒
」
は
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
図
像
で
実
際
の
大
き
さ
を
表
現
し
て
い
る
。

、

図

巻
十
五
・
十
四
オ
）

Ｅ
・
④
「
蠼
螋

「
蚰
蜒

（

」

」



- 227 -

こ
の
よ
う
に

「
蠼
螋

「
蚰
蜒
」
は
、
上
下
一
対
と
し
て
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
図
像
全
体
は
、
と
も
に
版
面
の
左
側
に
寄

、

」

せ
ら
れ
て
い
る
。

⑤
「
蛅
蟖

「
蚇
蠖

（
図
Ｆ
）

」

」

上
下
一
対
の
二
字
掲
出
語
「
蛅
蟖

「
蚇
蠖
」
も
、
と
も
に
虫
偏
を
有
す
る
。

」

第
一
に

「
蛅
蟖
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

＿

い
ら
む
し
、
一
名
蟔
。
〇
髯
虫
、
か
は
む
し
、
一
名
烏
毛
虫
。
〇
蛓
虫
、
虫
＋
巵

虫
、
蓋
毛
蠧
之
通

ぼ
く

せ
ん
ち
う

う

ま

う

ち

う

し

ち

う

し

ち
う

ま

う

と

称
也
。

「
蛅
蟖
」
の
本
文
は
、
和
名
「
い
ら
む
し

、
別
名
「
蟔
」
を
あ
げ
る
。
ま
た
、
同
類
の
「
髯
虫
」
を
「
か

」

は
む
し
」
と
し
、
別
名
「
烏
毛
虫
」
を
注
す
る
。
ま
た

「
蛓
虫

「
虫
＋

虫
」
を
「
毛
蠧
」
の
通
称
と
す

、

」

巵

る
。第

二
に

「
蚇
蠖
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

お
き
む
し
。
俗
云
、
し
ゃ
く
と
り
。
尺

蠖
也
。
蝍

虫
＋
就
同
。
〇
似

尺

蠖

而
青

、
小

者

為

螟

蛉

、
あ
を
む
し
。

＿

＿

＿

テ

ニ

ク

ナ
ル

ヲ

ト

二

二

一

一

し
ゃ
く
く
わ
く

そ
く

し

ゃ

く

め

い

れ

い

（
お
き
む
し
。
俗
云
、
し
ゃ
く
と
り
。
尺
蠖
な
り
。
蝍

虫
＋
就
に
同
じ
。
尺
蠖
に
似
て
青
く
、
小
な
る
者
を
螟
蛉
と
為
す
。
あ
を
む
し

）。

「
蚇
蠖
」
の
本
文
は
、
和
名
「
お
き
む
し

、
俗
称
「
し
ゃ
く
と
り

、
別
名
「
尺
蠖
」
を
あ
げ

「
蝍

虫
＋
就
」
と
同
じ
と
注
す
る
。
ま
た

「
尺
蠖
」
に
似
る
が
、

」

」

、

、

青
く
て
小
さ
い
も
の
を
「
螟
蛉
」
と
し
、
さ
ら
に
、
和
名
「
あ
を
む
し
」
を
あ
げ
る

「
蛅
蟖

「
蚇
蠖
」
の
本
文
は
、
先
に
和
名
、
別
名
等
を
あ
げ
、
そ
の
後
に
同
類

。

」

の
虫
を
あ
げ
、
そ
の
和
名
、
解
説
を
加
え
る
と
い
う
記
述
に
順
序
が
共
通
す
る
。

図
像
か
ら
見
れ
ば

「
蛅
蟖

「
蚇
蠖
」
は
と
も
に
植
物
の
枝
の
う
え
に
お
り
、
構
図
も
類
似
す
る

「
蛅
蟖
」
は
、
身
体
に
刺
毛
が
あ
り

「
蚇
蠖
」
は

字
型
に
な

、

」

。

、

U

っ
て
動
く
姿
を
描
く
。

以
上
の
こ
と
か
ら

「
蛅
蟖

「
蚇
蠖
」
は
上
下
一
対
と
し
て
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

、

」

Ｆ
・
⑤
「
蛅
蟖

「
蚇
蠖

（

）

図

巻
十
五
・
十
七
オ

」

」
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⑥
「
蕪
菁

「
萊
菔

（
図
Ｇ
）

」

」

上
下
一
対
の
二
字
掲
出
語
「
蕪
菁

「
萊
菔
」
は
、
と
も
に
草
冠
を
有
し
て
い
る
。

」

第
一
に

「
蕪
菁
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

あ
を
な
、
今
云
、
な
。
蔓
菁
同
。
〇
蕪
根
、
か
ぶ
ら
。
菘
菜
、
た
か
な
、
今
按
、
葉

高

根

_

ク

ま
ん
せ
い

ぶ

こ

ん

す
う
さ
い

小

者
也
。

ナ
ル

「
蕪
菁
」
の
本
文
は
、
和
名
「
あ
を
な
」
を
あ
げ

「
今
云
」
と
し
て
「
な
」
と
す
る
。
ま
た

「
蔓
菁
」

、

、

と
同
じ
と
注
す
る
。
ま
た
、
同
類
の
「
蕪
根
」
を
「
か
ぶ
ら
」
と
し

「
菘
菜
」
を
「
た
か
な
」
と
し
、
葉
が

、

高
く
、
根
が
小
さ
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
す
る
。

第
二
に

「
萊
菔
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

お
ほ
ね
、
言

大

根
也
。
蘆

菔
、
蘿

菔
、
蘿

蔔
、
温

菘
、
土

酥
並

同
。

ハ

＿

＿

＿

＿

＿

＿

_

ろ

ふ

く

ら

ふ

く

ら

ふ

く

う

ん

す

う

と

そ

「

」

、

「

」
、

「

」

。

、「

」「

」
「

」

萊
菔

の
本
文
は

和
名

お
ほ
ね

別
名

大
根

を
あ
げ
る

ま
た

蘆
菔

蘿
菔

蘿
蔔

「
温
菘

「
土
酥
」
と
同
じ
と
注
す
る
。

」「

」「

」

、

。「

」

、

。「

」

、

。「

」「

」

、

図
像

蕪
菁

萊
菔

は

い
ず
れ
も
二
個
ず
つ
描
か
れ
て
い
る

蕪
菁

は
根
が
丸
く

細
い

萊
菔

も
根
が
丸
く

細
い

蕪
菁

萊
菔

の
対
応
は

形
状
が
類
似
す
る
同
種
の
菜
蔬
で
あ
る
点
に
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら

「
蕪
菁

「
萊
菔
」
は
上
下
一
対
と
し
て
掲
出
語
・
図
像
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

、

」

初
版
本
「
凡
例
」
に
「
属
対
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
初
版
本
の
掲
出
語
は
対
語
で
構
成
さ
れ
、
本
文
は
対
応
し
て
お
り
、
図
像
も
上
下
一
対
の
対
照
的
な
絵
柄
を
配

し
て
い
る

『
訓
蒙
図
彙
』
の
版
面
に
お
い
て
は
、
上
下
一
対
の
二
つ
の
図
像
の
対
照
が
明
ら
か
に
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

。三

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
「
属
対
」
の
意
義

、

そ
も
そ
も
、
対
語
・
対
句
を
重
ん
じ
る
伝
統
は
、
古
く
六
朝
の
啓
蒙
書
・
手
習
い
書
、
梁
・
周
興
嗣
撰
『
千
字
文
』
一
巻
に
始
ま
る

『
千
字
文
』
は
、
四
言
韻
文
二

。

五
〇
句
か
ら
な
り
、
対
語
と
対
句
を
多
数
用
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
唐
・
天
宝
五
年
（
七
四
六
）
頃
の
李
瀚
撰
『
蒙
求
』
三
巻
は
、
四
言
韻
文
の
「
標
題
」
に
注
を
つ

け
た
幼
学
書
で
あ
る
。
そ
の
「
標
題
」
は
、
著
名
な
人
物
名
二
字
と
そ
の
事
跡
二
字
で
四
言
一
句
を
作
り
、
事
柄
の
類
似
す
る
二
句
を
一
対
と
し
、
八
句
換
韻
に
し
て

Ｇ
・
⑥
「
蕪
菁

「
萊
菔

（

ウ
）

図

巻
十
七
・
七

」

」
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い
る

。
こ
れ
も
対
句
を
用
い
る
。
標
題
を
文
芸
的
現
象
と
捉
え
る
視
点
は
、
夙
に
相
田
満
氏
に
よ
り
提
示
さ
れ
て
い
る

。

（6

（7

）

）

ま
た
、
韓
艶
玲
氏
は
、
唐
・
開
元
十
六
年
（
七
二
八
）
に
成
立
し
た
、
徐
堅
等
撰
『
初
学
記
』
三
〇
巻
に
お
け
る
「
事
対
」
に
着
目
し
、
対
を
な
す
掲
出
語
を
二
つ

挙
げ
、
出
典
を
そ
れ
ぞ
れ
割
り
注
の
形
で
提
示
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

。

（8

）

つ
ま
り

『
千
字
文

『
蒙
求

『
初
学
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
幼
学
書
・
類
書
は
、
覚
え
や
す
い
よ
う
に
対
句
や
対
語
を
用
い
、
固
定
し
た
字
数
を
有
す
る
四
字
句
や

、

』

』

二
字
漢
語
を
掲
出
語
と
す
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
掲
出
語
が
対
語
の
形
式
で
構
成
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
幼
学
書
の
伝
統
を
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
む
す
び

以
上

『
訓
蒙
図
彙
』
の
「
属
対
」
に
つ
い
て
、
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
の
三
つ
の
要
素
か
ら
検
討
を
加
え
た
。

、

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
掲
出
語
は
、
対
語
の
性
格
を
有
し
て
お
り
、
一
字
の
一
致
、
部
首
の
一
致
と
い
う
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
上
下
一
対
の
二
項

目
の
対
語
の
形
式
は
、
版
面
上
下
に
配
さ
れ
た
掲
出
語
の
み
な
ら
ず
、
本
文
の
構
成
と
図
像
に
も
及
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
編
纂
上
の
工
夫
に
よ
っ
て

『
訓
蒙
図
彙
』

、

の
版
面
は
、
上
下
一
対
の
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
が
、
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
も
つ
絵
入
り
百
科
事
典
と
い
う
性
格
は
、
掲
出
語
・
本
文
の
対
語
的
構
成
の
み
な
ら
ず
、
図
像
に
も
反
映
さ
れ
、
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

注（
１
）
杉
本
つ
と
む
「
解
説

（

訓
蒙
図
彙
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
五
年
七
月

。

」
『

）

（
２
）
た
だ
し
、
巻
五
「
身
体
」
の
う
ち
の
二
六
項
目
は
、
上
下
二
段
に
二
項
目
を
配
す
る
版
面
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
以
外
の
項
目
を
対
象
と
す
る
。

（
３
）
拙
稿
「
幼
学
書
・
手
習
い
書
と
『
訓
蒙
図
彙
』
―
寛
文
版
本
の
四
字
句
・
上
下
一
対
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て
―

（

水
門
―
言
葉
と
歴
史
―
』
第
二
九
号
、
勉
誠

」
『

出
版
、
二
〇
一
九
年
十
二
月

。）

（
４
）
注
（
３
）
に
同
じ
。
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（
５
）
注
（
３
）
に
同
じ
。

（
６
）
早
川
光
三
郎
『
新
釈
漢
文
大
系

第
五
八
巻

蒙
求
（
上

（
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
八
月

。

）
』

）

（
７
）
相
田
満
編
『
標
題
文
芸
（
参

（
和
漢
古
典
籍
に
お
け
る
「
標
題
文
芸
」
の
基
礎
的
研
究
、
第
三
年
度
研
究
報
告
、
二
〇
〇
五
年
三
月

。

）
』

）

（
８
）
韓
艶
玲
「
類
書
と
詩
―
『
初
学
記

「
事
対
」
を
中
心
に
―
（

中
国
学
志
』
隨
号
（
第
十
七
号

、
大
阪
市
立
大
学
中
国
学
会
、
二
〇
〇
二
年

。

』

『

）

）
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第
二
節

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
お
け
る
四
字
句
の
構
成

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
対
語
形
式
の
「
属
対
」
を
重
視
し
、
版
面
の
半
丁
に
上
下
一
対
の
項
目
を
配
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
掲
出
語
と
本
文
・
図

前
節
で
は
、

像
が
そ
れ
ぞ
れ
対
の
形
式
と
し
て
番
え
ら
れ
て
お
り
、
図
像
に
は
掲
出
語
と
本
文
の
対
語
的
な
構
成
が
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

以
下
、
初
版
本
の
掲
出
語
が
四
字
句
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
四
字
句
構
成
が
「
幼
学
四
部
書
」
の
う
ち

『
千
字
文

『
蒙
求
』
の
対
語
形
式
を
継
承
し
て
い
る

、

』

こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

中
村
惕
斎
「
叙
」
は

『
訓
蒙
図
彙
』
編
纂
の
経
緯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

、

吾

家

有

児
女

、
皆
方

垂

髫
焉
。
内

無

姆

可

従

、
外

無

傅

可

就

。
乃
倣

対

照

之
制

、
連

綴

四

言
千

字

、
副

以

_

ニ

ニ

ニ

ク

ノ

キ

フ

ニ

ノ

キ

ク

テ

ノ

ニ

シ

ヲ

ル
ニ

二

二

一
レ

二

一
レ

二

一

二

一

一

＿

＿

＿

＿

＿

国

字

、
傍

以

画

象

而
授

之

矣
。
児
女
盡

日

翫

覧

不

釋

焉
。
自

後
、
稍
睹

物

呼

名

、
聞

名

辯

物

、
以
至

シ

ヲ

ル
ニ

シ
テ

ヲ

ヲ

ス

シ
テ

テ

ヨ
リ

テ

ヲ

ヒ

ヲ

テ

ヲ

シ
テ

ヲ

二

一

二

一

レ

レ

レ

レ

レ

レ

＿

＿

＿

_
_

マ
マ

略
識

字

様

。

三

二

一

ニ

ヲ

＿

（
吾
が
家
に
児
女
有
り
、
皆
方
に
垂
髫
た
り
。
内
に
姆
の
従
ふ
べ
き
無
く
、
外
に
傅
の
就
く
べ
き
無
し
。
乃
ち
対
照
の
制
に
倣
ひ
て
、
四
言
千
字
を
連
綴
し
、
副

ふ
る
に
国
字
を
以
て
し
、
傍
る
に
画
象
を
以
て
し
て
之
を
授
く
。
児
女
盡
日
翫
覧
し
て
釋
て
ず
。
自
後
、
稍
物
を
睹
て
名
を
呼
び
、
名
を
聞
き
て
物
を
辯
し
て
、

た
だ

以
て
略
字
様
を
識
る
に
至
る

）。

対
照
の
制
に
倣
ひ
て
」
と
は
、
版
面
の
上
下
一
対
の
項
目
を
対
照
的
に
配
す
る
こ
と
を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
掲
出
語
の
対
語
形
式
「
属
対
」
と
対

「
応
す
る
。
す
な
わ
ち

『
訓
蒙
図
彙
』
の
版
面
は
、
上
下
一
対
の
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
が
、
三
位
一
体
と
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

、

こ
こ
で
は

「
四
言
千
字
を
連
綴
し
」
に
注
目
し
た
い

「
四
言
千
字
を
連
綴
し
」
と
は
、
初
版
本
の
版
面
に
大
き
く
掲
げ
た
掲
出
語
四
言
千
字
の
こ
と
を
さ
す
。
初

、

。

版
本
の
掲
出
語
を
四
字
毎
に
切
り
離
し
て
、
順
序
ど
お
り
に
並
べ
る
と
、

の
よ
う
に
き
れ
い
に
揃
う
。
こ
れ
ら
四
字
の

附
表
五

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
四
字
句
群

ま
と
ま
り
を
仮
に
私
に
「
四
字
句
群
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

初
版
本
に
は
、
一
字
掲
出
語
と
二
字
掲
出
語
が
あ
る
。
四
字
句
群
に
は
、
一
字
掲
出
語
を
四
語
並
べ
る
も
の
と
、
二
字
掲
出
語
を
二
語
並
べ
る
も
の
の
二
種
類
が
あ

る
。
前
者
を
Ⅰ
型
、
後
者
を
Ⅱ
型
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
字
句
群

Ⅰ
型
：
一
字
掲
出
語
を
四
語
並
べ
る
も
の

（
一
）
四
字
句
の
対
応
群
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（
二
）
成
獣
・
幼
獣
の
対
応
群

（
三
）
部
首
の
対
応
群

Ⅱ
型
：
二
字
掲
出
語
を
二
語
並
べ
る
も
の

こ
こ
で
は
、
Ⅰ
型
の
（
一
）
～
（
三
）
を
対
象
と
し
て
考
察
を
進
め
る
。

一
、
四
字
句
の
対
応
群

-
-

-
-

-
-

-
-

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
お
い
て
、
最
も
目
に
付
く
の
は
「
日

月

星

斗

「
晦

朔

弦

望

「
豺

狼

」

」

虎

豹
」
と
い
う
四
字
句
の
三
群
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
版
面
の
見
開
き
に
四
項
目
が
配
さ
れ
て
い
る
。

-①
「
日

「
月

「
星

「
斗

（
図
１
）

」

」

」

」

図
１

ま
ず

『
訓
蒙
図
彙
』
巻
之
一
の
巻
頭
に

、

は
「
日

「
月

「
星

「
斗
」
の
四
項
目
が
配
さ
れ
る
（

」

」

」

参
照

。）
第
一
に

「
日
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

ひ
。
日

光

曰

景

。
ひ
か
げ
。
晷
同
。

＿

ヲ

ト

レ
け
い

き

（
ひ
。
日
光
を
景
と
曰
ふ
。
ひ
か
げ
。
晷
に
同
じ

）。

「
日
」
本
文
は

「
日
光
」
を
「
景
」
と
し

「
ひ
か
げ

「
晷
」
と
同
じ
と
注
す
る
。

、

、

」

第
二
に

「
月
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

。

つ
き
。
○
月
受

日
之
光

。
日

所

不

照

、
謂

之

魄

ク

ヲ

ノ

ル

サ

ヲ

ト

二

レ

レ

二

一

ば
く

）

（
つ
き
。
○
月
、
日
の
光
を
受
く
。
日
の
照
さ
ざ
る
所
、
之
を
魄
と
謂
ふ
。

「
月
」
本
文
は
、
月
が
日
の
光
を
受
け
て
輝
く
こ
と
、
日
が
照
ら
さ
ず
、
月
が
欠
け
た
部
分
を
「
魄
」

と
注
す
る
。
こ
れ
ら
は
日
月
で
一
組
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
光
に
関
わ
る
意
味
で
対
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に

図
像
は

「
日
」
に
は
日
中
の
三
足
烏

「
月
」
に
は
月
中
の
兎
が
描
か
れ
る
（

。

、

、

）

図
１

1

① 巻一天文 二ウ・三オ）「日 「月 「星 「斗 （」 」 」 」
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こ
の
よ
う
に

「
日

「
月
」
は
上
下
一
対
と
し
て
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。

、

」

同
様
に

「
星

「
斗
」
も
上
下
一
対
の
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
掲
出
語
「
星

「
斗

・
本
文
・
図
像
が
対
に
な
っ
て
い
る
。

、

」

」

」

第
一
に

「
星
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

ほ
し
。
総
名
也
。
〇
星
光

曰

芒

。
流
星
、
よ
ば
ひ
ぼ
し
。
〇
日
月
星

為

三

光

。

ヲ

ト

ヲ

ト

レ

二

一

＿

ば
う

り
う
せ
い

さ
ん
く
わ
う

（
ほ
し
。
総
名
な
り
。
〇
星
光
を
芒
と
曰
ふ
。
流
星
、
よ
ば
ひ
ぼ
し
。
〇
日
・
月
・
星
を
三
光
と
為
す

）。

「

」

、「

」

「

」

、「

」

「

」

。

、「

」「

」「

」

「

」

。「

」「

」

「

」

星

本
文
は

星
光

を

芒

と
し

流
星

を

よ
ば
ひ
ぼ
し

と
す
る

ま
た

日

月

星

を

三
光

と
す
る

日

月

の
次
に

星

を
配
し
た
の
は

「
日
月
星
を
三
光
と
為
す
」
た
め
で
あ
ろ
う

「
日

「
月
」
に
続
い
て
「
星
」
を
配
し
た
意
図
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

、

。

」

「
斗
」
の
本
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

第
二
に
、

北

斗
也
。
有

七
星

。
一
二
三
四

為

魁

、
五
六
七

為

杓

。
揺

光
、
破
軍
星
也
。
〇
輔
星

そ
へ
ぼ
し
。

＿

二

一

レ

レ

ヲ

ト

ヲ

ト

ハ

ほ

く

と

く
わ
い

へ
う

え
う
く
わ
う

は
ぐ
ん
し
ょ
う

ほ

せ

い

（
北
斗
な
り
。
七
星
有
り
。
一
二
三
四
を
魁
と
為
し
、
五
六
七
を
杓
と
為
す
。
揺
光
、
破
軍
星
な
り
。
輔
星
は
そ
へ
ぼ
し
な
り

）。

斗

本
文
は

異
名

北
斗

を
あ
げ

斗

北
斗

に
は
七
星
が
あ
り

一
二
三
四
星
を

魁

五
六
七
星
を

杓

と
す
る
こ
と
を
注
す
る

ま
た

揺

「

」

、

「

」

、「

」「

」

、

「

」
、

「

」

。

、「

光
」
は
破
軍
星
で
あ
り

「
輔
星
」
を
「
そ
へ
ぼ
し
」
と
訓
む
と
す
る
。
図
像
に
は
「
斗
」
の
七
星
の
名
称
が
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

「
魁
」
の
四
星
「
枢
（
一
星

」

、

、

）

「
璇
（
二
星

「
璣
（
三
星

「
権
（
四
星

「
杓
」
の
三
星
「
玉
衝
（
五
星

「
開
陽
（
六
星

「
揺
光
（
七
星

」
と
「
輔
星
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
像
の
注

）
」

）
」

）
」
、

）
」

）
」

）

記
が
、
本
文
の
説
明
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（

。

図
１
）

「
星

「
斗
」
の
周
囲
に
は
、
と
も
に
雲
形
を
飛
ば
す
（

「
星
」
が
「
三
光

、
す
な
わ
ち
「
日

「
月

「
星
」
を
描
く
の
に
対
し

」

）
。

」

」

」

図
１

「
星

「
斗
」
の
対
応
は

」

、

て

「
斗
」
は
北
斗
七
星
と
輔
星
の
八
つ
の
星
を
描
く
点
で
あ
ろ
う
。

、以
上
の
こ
と
か
ら

「
日

「
月

「
星

「
斗
」
は
そ
れ
ぞ
れ
上
下
一
対
と
し
て
対
照
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う

『
訓
蒙
図
彙
』
は
、
類
書
・

、

」

」
、

」

。

古
辞
書
の
巻
頭
に
配
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
日

「
月

「
星

「
斗
」
を
巻
頭
に
配
し
、
対
語
形
式
を
と
っ
て
上
下
一
対
二
組
の
版
面
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

」

」

」

②
「
晦

「
朔

「
弦

「
望

（
図
２
）

」

」

」

」

は
「
晦

「
朔

「
弦

「
望
」
の
四
項
目
か
ら
成
る
。

図
２

」

」

」

第
一
に

「
晦
」
の
本
文
に
は
、
和
名
「
つ
も
ご
り
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

、
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第
二
に

「
朔
」
の
本
文
に
も
、
和
名
「
つ
い
た
ち
」
と
あ
る
。

、
「

」「

」

、

。「

」

「

」

、

図
像

晦

朔

は

と
も
に
円
形
の
中
に
雲
形
を
配
し
て
い
る

晦

は
上
部
に

日

を
描
き

そ
の
上
に
月
を
黒
く
描
き
、
地
上
か
ら

「
朔
」
は
右
部
に

月
の
姿
が
全
く
見
え
な
い
こ
と
を
示
す
。
一
方
、

月
の
姿
が
わ

「
日
」
を
描
き
、
そ
の
右
上
に
月
を
わ
ず
か
な
部
分
以
外
は
黒
く
塗
り
つ
ぶ
し
、
地
上
か
ら

ず
か
に
し
か
見
え
な
い
こ
と
を
示
す
。
い
ず
れ
も
本
文
で
は
説
明
せ
ず
、
図
像
で
説
明
す
る
方
法
を
採
っ
て

い
る
。

、「

」「

」

。

こ
の
よ
う
に

晦

朔

は
上
下
一
対
と
し
て
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る

同
様
に

「
弦

「
望
」
も
上
下
一
対
の
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
掲
出
語
「
弦

「
望
」
と
本
文
・
図
像
が

、

」

」

対
に
な
っ
て
い
る
。

「
弦
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
三
に
、

ゆ
み
は
り
。
弦

月
也
。
上

弦

初

七

八
。
下

弦

廿

二

三
。

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

ハ

ハ

け

ん

げ

つ

（
ゆ
み
は
り
。
弦
月
な
り
。
上
弦
は
初
七
八
な
り
。
下
弦
は
廿
二
三
な
り

）。

」

、

、

「

」

、

「

」
、

「

」

。

、
「

弦

本
文
は

和
名

ゆ
み
は
り

異
名

弦
月

を
あ
げ
る

ま
た

上
弦

は
初
七

八
日

「
下
弦
」
は
廿
二
、
廿
三
日
で
あ
る
こ
と
を
注
す
る
。

第
四
に

も
ち
づ
き

、

名
「
望
月
」
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。

、

」

「
望
」
の
本
文
は
、
和
名
「

別

も
ち
づ
き
。
望
月
也
。

ば
う
げ
つ

「
弦

「
望
」
も
、
同
じ
く
円
形
の
中
に
雲
形
を
配
す
る

「
弦
」
は
右
側
に
「
上
弦
」
を
描
き
、
そ
の

」

。

「

」

、

「

」

。

「

」

下
に

日
入

を
記
し
て

上
弦

の
月
が
見
え
る
こ
と
を
示
す

左
側
に

下
弦

日
の
入
り
の
時
に

、

「

」

、

「

」

。「

」

を
描
き

そ
の
下
に

日
出

を
記
し
て

下
弦

の
月
が
見
え
る
こ
と
を
示
す

望

日
の
出
の
時
に

。

は
下
に
「
日

、
上
に
白
い
月
を
描
い
て
、
満
月
を
示
す
（

」

）

図
２

以
上
の
こ
と
か
ら

「
晦

「
朔

「
弦

「
望
」
は
そ
れ
ぞ
れ
上
下
一
対
と
し
て
対
照
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う

『
訓
蒙
図
彙
』
は
、
月
相
を

、

」

」
、

」

。

表
わ
す
「
晦

「
朔

「
弦

「
望
」
を
見
開
き
一
面
に
配
し
、
図
像
の
構
成
を
揃
え
、
対
語
形
式
を
と
っ
て
上
下
一
対
二
組
の
版
面
を
構
成
し
た
の
で
あ
る
。

」

」

」

2

② 巻一天文 三ウ・四オ）「晦 「朔 「弦 「望 （」 」 」 」
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③
「
豺

「
狼

「
虎

「
豹

（
図
３
）

」

」

」

」

同
様
に

版
面

を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

、「
豺

「
狼

「
虎

「
豹
」
の
四
項
目
か
ら
成
る

」

」

」

図
３

第
一
に

「
豺
」
の
本
文
は
、
和
名
「
や
ま
い
ぬ
」
を
あ
げ

「

」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
注
す
る
。

、

、

犲

や
ま
い
ぬ
。
犲
同
。

さ
い

第
二
に

お
ほ
か
み

貛
」
が
牡
の
狼

「
獥
」
が
狼
の
子
で
あ

、

、

「
狼
」
本
文
に
は
、
和
名
「

」
を
あ
げ

「
、

る
こ
と
を
注
す
る
。

お
ほ
か
み
。

貛

牡

狼
也
。
獥

狼
子
也
。

〇

ハ

ハ

＿

く
わ
ん

け
う

（
お
ほ
か
み
。

貛
は
牡
狼
な
り
。
獥
は
狼
子
な
り

）

〇

。

「

」「

」

「

」

、「

」

。「

」「

」

図
像

は
と
も
に
左
向
き
で
あ
り

豺

狼

豺

が
走
る
姿

狼

が
立
ち
姿
で
あ
る

豺

狼

、

は
上
下
一
対
と
し
て
、
同
種
の
獣
の
姿
が
類
似
す
る
点
で
対
応
し
て
い
る
（

。

図
３
）

同
様
に

「
虎

「
豹
」
も
上
下
一
対
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

、

」

烏
䖘

「
於
菟
」
と
同
じ
と
注
す
る
。

第
三
に

「
虎
」
の
本
文
は
、
和
名
「
と
ら
」
を
あ
げ

「

、

、

」

と
ら
。
烏

䖘
、
於

菟
、
並
同
。

＿

＿

を

と

を

と

（
と
ら
。
烏
䖘
、
於
菟
、
並
び
に
同
じ

）。な
か
づ
か
み
」
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。

第
四
に

「
豹
」
の
本
文
に
は
、
和
名
「

、
「

」「

」

「

」

図
像

は
と
も
に
右
向
き
に
描
か
れ

ポ
ー
ズ
が
若
干
異
な
る
が

同
種
の
獣
で
あ
る

虎

豹

虎

、

、

。

「
豹
」
の
対
応
も
、
同
種
の
獣
の
姿
が
類
似
す
る
点
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
（

。

図
３
）

以
上
の
こ
と
か
ら

「
豺

「
狼

「
虎

「
豹
」
は
そ
れ
ぞ
れ
上
下
一
対
と
し
て
対
照
的
に
配
置
さ
れ
て

、

」

」
、

」

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う

『
訓
蒙
図
彙
』
は
、
猛
獣
「
豺

「
狼

「
虎

「
豹
」
を
見
開
き
一
面
に
配

。

」

」

」

し
、
対
語
形
式
を
と
っ
て
上
下
一
対
二
組
の
版
面
を
構
成
し
た
。
ま
た
、
見
開
き
一
面
の
左
半
丁
と
右
半

丁
の
獣
が
、
互
い
に
向
き
合
う
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
。

3
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二
、
成
獣
・
幼
獣
の
対
応
群

馬

駒

牛

犢

「
豕

豚

鹿

麑
」
の
二
例
は
、
成
獣
と
幼
獣
の
対
照

初
版
本
巻
十
二
「
畜
獣
」
の
う
ち

「
、

-
-

-
-

-
-

」

。

か
ら
な
っ
て
い
る

④

馬

「
駒

「
牛

「
犢

（
図
４
）

「

」

」

」

」

は

馬

「
駒

「
牛

「
犢
」
の
四
項
目
か
ら
な
る
。

図
４

、

」

」

」

「
馬
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
に

「、。

、

、

、

。

、

、

、

。

、

。

、

む
ま

牡
馬

を
ま

騭
馬

䭸
馬
並
同

牝
馬

め
ま

騇
馬

騍
馬
並
同

駿
馬

と
き
む
ま

駑
馬

ぼ

ば

し

つ

ば

ふ

ば

ひ

ん

ば

し

ゃ

ば

く

わ

ば

し
ゅ
ん
ば

ど

ば

お
そ
き
む
ま
、
駘
同
。
駻
馬
、
は
ね
む
ま
。

か

ん

ば

馬

の
本
文
は

和
名

む
ま

を
あ
げ
る

ま
た

牡
獣

牡
馬

を

を
ま

と
し

騭
馬

䭸

「

」

、

「

」

。

、

「

」

「

」

、「

」「

「

」「

」

。

、

馬

と
同
じ
と
注
す
る

牝

牝
馬

を

め
ま

と
し

」

。

」

「

」

、「

獣

騇
馬

騍
馬

と
同
じ
と
注
す
る

ま
た

「

」

「

」

、「

」

「

」

、「

」

。

、

駿
馬

を

と
き
む
ま

と
し

駑
馬

を

お
そ
き
む
ま

と
し

駘

と
同
じ
と
注
す
る

ま
た

「
駻
馬
」
を
「
は
ね
む
ま
」
と
す
る
。

「
駒
」
の
本
文
は
、
和
名
「
こ
ま
」
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。

第
二
に
、

、

「

」

「

」

、

、「

」

、「

」

図
４
に
は

成
獣

馬

と
幼
獣

駒

は

体
全
体
が
と
も
に
左
向
き
で
あ
り

馬

が
大
き
く

駒

が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る

馬

「
駒
」
は
、
成
獣
と
幼
獣
の
対
照
で
、
上
下
一
対
に
な
っ
て
い
る
。

。

」

「

「
牛

「
犢
」
も
上
下
一
対
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

同
様
に
、

」

第
三
に

「
牛
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

う
し
。
大
牢
也
。
特
牛
、
こ
と
ひ
、
を
う
じ
、
牯
牛
、
犅
牛
並
同
。
牝
牛
、
め
う
じ
、
牸
牛
、
㸺
牛
並

た
い
ら
う

と
く
ぎ
う

こ

ぎ

う

か
う
ぎ
う

ひ
ん
ぎ
う

し

ぎ

う

さ

ぎ

う

同
。
黄
牛
、
あ
め
う
じ
。
犂
牛
、
ほ
し
ま
だ
ら
う
じ
。

か
う
ぎ
う

り

ぎ

う

」

「

」
「

」

、「

」「

」

。

「

」

、

「

」
、

「

」

。

、

「

牛

の
本
文
は

和
名

う
し

別
名

を
あ
げ
る

ま
た

牡
獣

大
牢

特
牛

を

こ
と
ひ

を
う
じ

と
し

牯
牛

犅
牛

と
同
じ
と
注
す
る

、

「

」

「

」

、「

」「

」

。

、「

」

「

」
、「

」

「

」

。

ま
た

牝
獣

牝
牛

を

め
う
じ

と
し

牸
牛

㸺
牛

と
同
じ
と
注
す
る

ま
た

黄
牛

を

あ
め
う
じ

犂
牛

を

ほ
し
ま
だ
ら
う
じ

と
す
る

4
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「
犢
」
の
本
文
は
、
和
名
「
こ
う
じ
」
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。

第
四
に
、

に
は
、
成
獣
「
牛
」
と
幼
獣
「
犢
」
は
、
体
全
体
が
と
も
に
右
向
き
で
あ
り

「
牛
」
が
大
き
く

「
犢
」
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る

「
牛

「
犢
」
も
、
成
獣

図
４

、

、

。

」

と
幼
獣
の
対
照
で
、
上
下
一
対
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
見
開
き
一
面
の
左
右
対
称
も
確
認
さ
れ
る
。

牡
獣
、
牝
獣
の
和
名
・
別
名
を
注
し
、
さ
ら
に

本
文
か
ら
見
れ
ば
、
上
段
の
成
獣
は
、
右
の
「
馬
」
も
、
左
の
「
牛
」
の
本
文
も
、
先
に
和
名
を
あ
げ
、
そ
の
後
に

「

」

「

」

。

、

「

」

、

「

」

、

諸
種
の

牛

も
し
く
は

馬

の
名
称
を
注
す
る

下
段
の
幼
獣
は

右
の

駒

も

左
の

犢

も

和
名
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。

図
像
か
ら
見
れ
ば
、
上
段
の
成
獣

馬

「
牛
」
は
、
と
も
に
大
き
く
描
く
。
下
段
の
幼
獣
「
駒

「
犢
」

「

」

」

は
、
と
も
に
小
さ
く
描
く
。

馬

「
牛

「
駒

「
犢
」
は
左
右
対
称
に
な
っ
て
お
り
、
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
が
対

こ
の
よ
う
に

「
、

」

」
、

」

に
な
っ
て
い
る
。

、

」「

」
、「

」「

」

、

」「

」
、「

」「

」

以
上
の
こ
と
か
ら

馬

駒

牛

犢

は
そ
れ
ぞ
れ
上
下
一
対
と
し
て

馬

牛

駒

犢

「

「

、

。『

』

、

は
そ
れ
ぞ
れ
左
右
対
称
と
し
て

対
照
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う

訓
蒙
図
彙

は

馬

「
駒

「
牛

「
犢
」
を
見
開
き
一
面
に
配
し
、
対
語
形
式
を
と
っ
て
上
下
一
対
二
組
の
版
面
を
構
成

「

」

」

」

す
る
の
み
な
ら
ず
、
左
右
対
称
の
工
夫
も
凝
ら
し
て
い
る
。

⑤
「
豕

「
豚

「
鹿

「
麑

（
図
５
）

」

」

」

」

同
様
に
「
豕

「
豚

「
鹿

「
麑
」
の
四
項
目
か
ら
な
る
版
面

を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

」

」

」

図
５

第
一
に

「
豕
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

ゐ
。
俗
云
ぶ
た
。
猪
、
豬
、
豨
、
剛
鬣
並
同
。
豭
、
を
ゐ
。
豝
、
め
ゐ
、
彘
、
䝏
並
同
。

ち
ょ

ち
ょ

き

か
う
れ
う

か

は

て
い

ろ

ゐ

豬

「
豨

「
剛
鬣
」
と
同
じ
と
注

「
豕
」
の
本
文
は
、
和
名
「

、
俗
称
「
ぶ
た
」
を
あ
げ

「
猪

「

」

、

」

」

」

す
る
。
ま
た

豭
」
を
「
を
ゐ
」
と
し
、
牝
獣
「
豝
」
を
「
め
ゐ
」
と
し

「
彘

「
䝏
」
と
同
じ
と

、
牡
獣
「

、

」

注
す
る
。

5
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第
二
に

「
豚
」
の
本
文
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

、

ゐ
の
こ
。
㹠
、
穀
並
同
。

と
ん

こ
く

ゐ
の
こ

㹠

「
穀
」
と
同
じ
と
注
す
る
。

「
豚
」
の
本
文
は
、
和
名
「

」
を
あ
げ

「、

」

に
は
、
成
獣
「
豕
」
と
幼
獣
「
豚
」
は
、
体
全
体
が
と
も
に
左
向
き
で
あ
り

「
豕
」
が
大
き
く

「
豚
」
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る

「
豕
」
と
「
豚
」
は
、
成

図
５

、

、

。

獣
と
幼
獣
の
対
照
で
、
上
下
一
対
に
な
っ
て
い
る
。

「
鹿

「
麑
」
も
上
下
一
対
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

同
様
に
、

」

「
鹿
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

か
。
し
か
。

、
さ
を
し
か
、
麚
同
。
麀
、
め
か
。

䴥か

か

い
う

、「

」

、

「

」「

」

、

「

」

「

」

、「

」

。

「

」

「

」

。

第
三
に

鹿

の
本
文
は

和
名

か

し
か

を
あ
げ

牡
獣

䴥

を

さ
を
し
か

と
し

麚

と
同
じ
と
注
す
る

牝
獣

麀

を

め
か

と
す
る

「
麑
」
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
四
に
、

か
の
こ
。
か
こ
。
麛
同
。

べ
い

「
麑
」
の
本
文
は
、
和
名
「
か
の
こ

「
か
こ
」
を
あ
げ

「

」
と
同
じ
と
注
す
る
。

」

、

麛

に
は
、
成
獣
「
鹿
」
と
幼
獣
「
麑
」
は
、
体
全
体
が
と
も
に
右
向
き
で
あ
り

「
鹿
」
が
大
き
く

「
麑
」
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る

「
鹿

「
麑
」
は
、
成
獣

図
５

、

、

。

」

と
幼
獣
の
対
照
で
、
上
下
一
対
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
見
開
き
一
面
の
左
右
対
称
も
確
認
さ
れ
る
。

本
文
か
ら
見
れ
ば
、
上
段
の
成
獣
は
、
右
の
「
豕
」
も
、
左
の
「
鹿
」
の
本
文
も
、
先
に
和
名
を
あ
げ
、
そ
の
後
に

す
る
。
下
段

牡
獣
、
牝
獣
の
和
名
・
別
名
を
注

の
幼
獣
は
、
右
の
「
豚
」
も
、
左
の
「
麑
」
も
、
先
に
和
名
、
そ
の
後
に
別
名
を
あ
げ
る
。

図
像
か
ら
見
れ
ば
、
上
段
の
成
獣

豕

「
鹿
」
は
、
と
も
に
大
き
く
描
く
。
下
段
の
幼
獣
「
豚

「
麑
」
は
、
と
も
に
小
さ
く
描
く
。

「

」

」

「
豕

「
鹿

「
豚

「
麑
」
は
左
右
対
称
に
な
っ
て
お
り
、
本
文
・
図
像
が
対
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

」

」
、

」

以
上
の
こ
と
か
ら

「
豕

「
豚

「
鹿

「
麑
」
は
そ
れ
ぞ
れ
上
下
一
対
と
し
て

「
豕

「
鹿

「
豚

「
麑
」
は
そ
れ
ぞ
れ
左
右
対
称
と
し
て
、
対
照
的
に
配
置
さ

、

」

」
、

」

、

」

」
、

」

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う

『
訓
蒙
図
彙
』
は

「
豕

「
豚

「
鹿

「
麑
」
を
見
開
き
一
面
に
配
し
、
対
語
形
式
を
と
っ
て
上
下
一
対
二
組
の
版
面
を
構
成
す
る

。

、

」

」

」

の
み
ら
な
ず
、
左
右
対
称
の
工
夫
も
凝
ら
し
て
い
る
。
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三
、
部
首
対
応
群

『
訓
蒙
図
彙
』
の
掲
出
語
に
は
、
漢
字
の
部
首
が
共
通
す
る
も
の
を
集
め
て
、
四
字
句
群
を
作
る
例
が
複
数
確
認
さ
れ
る
。
一
字
掲
出
語
の
う
ち
、
部
首
が
対
応
す
る

四
字
句
群
は
次
の
四
八
群
確
認
さ
れ
る
。

木
偏
：
桁

榱

枅

枓
（
巻
三
居
処
）

櫌

杈

杷

朳
（
巻
十
器
用
三
）

-
-

-
-

-
-

柚

柑

枳

橘

榧

榛

椎

柹
（
巻
十
八
果
蓏
）

-
-

-
-

-
-

松

杉

樟

檜

楝

桐

櫻

㯃

槐

檉

楊

柳

栴

檀

椶

櫚
（
巻
十
九
樹
竹
）

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

偏
：
鬚

髭

鬢

髪
（
巻
五
身
体
）

髟

-
-

-

衣
偏
：
襟

裾

袊

袖
（
巻
六
衣
服
）

-
-

-

石
偏
：
磁

砒

砥

礪
（
巻
七
宝
貨
）

-
-

-

糸
偏
：
綾

綃

緞

絹
（
巻
七
宝
貨
）

-
-

-

金
偏
：
钁

鍤

鎛

鏟
（
巻
十
器
用
三
）

-
-

-

箕

篩

筲

籃
（
巻
十
一
器
用
四
）

筍

籜

筒

篾
（
巻
十
九
樹
竹
）

竹
冠
：

-
-

-
-

-
-

驪

騮

驄

駁
（
巻
十
二
畜
獣
）

馬
偏
：

-
-

-

麞

麋

麝
（
巻
十
二
畜
獣
）

鹿
冠
：

-
-

-麢

鼯

鼲

鼹

鼷
（
巻
十
二
畜
獣
）

鼠
偏
：

-
-

-

鳥
偏
：
鷸

鶉

鶇

鵙
（
巻
十
三
禽
鳥
）

-
-

-

鯨

鱣

鮫

鰐

鯛

鮏

鯉

鯽

鯔

鱸

鰣

鮅

鯖

鰺

鮸

鰈

鯧

鰩

鱝

鱵

鰷

鰶

魚
偏
：

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

鯼

䲍

鰻

鱓

鮧

鰮

鰌

鰕

鰝

鰭

鱗

鰓

鰾
（
巻
十
四
龍
魚
）

-
-

-
-

-
-

-
-

-

䱱

蟳

螺

蛤

蚶

蚌

蜆

蟒

蛇

蝮

蛭

蛙

蛾

蝶

蟢

蟫

螻

蟻
（
巻
十
五
虫
介
）

虫
偏
：

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

䘋

蛳

蜗

菽

荅

萁

莢
（
巻
十
六
米
穀
）

草
冠
：

-
-

-

葱

蒜

韮

薤

薑

芥

芹

薺

苣

薊

藜

莧

芋

蒪

蕗

蕨
（
巻
十
七
菜
蔬
）

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

蘭

葵

蒿

菊

葒

藍

蓼

艾

荏

蘇

苧

萱

葛

藤

茜

薢

莠

藺

藎

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

莣
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茅

葦

菰

薛

菖

蒲

蓮

芡

萍

莕

苔

藻

苗

薹

茎

蔓

苞

葩

蕋

萼
（
巻
二
〇
花
草
）

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

驪

騮

驄

駁

、

「
麞

麋

麝
」
の
二
例
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
ら
も
、
版
面
の
見
開

紙
幅
の
都
合
上
、
巻
十
二
「
畜
獣
」
の
馬
偏
「

鹿
冠

-
-

-
-

-
-

」

麢

き
に
四
項
目
が
配
さ
れ
て
い
る
。

⑥

驪

「
騮

「
驄

「
駁

（
図
６
）

「

」

」

」

」

は

驪

「
騮

「
驄

「
駁
」
の
四
項
目
か
ら
な
る
。

図
６

、

」

」

」

「

第
一
に

「
驪
」
の
本
文
は
、
和
名
「
く
ろ
む
ま

、
別
名
「
驪
馬
」
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。

、

」

く
ろ
む
ま
。
驪
馬
也
。

り

ば

第
二
に

「
騮
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

か
げ
の
む
ま
。
騮
馬
也
。
駵
同
。
〇
紫
馬
、
く
り
げ
の
む
ま
。

り

う

ば

り
う

し

ば

「

」

、

「

」
、

「

」

、「

」

。

、

騮

の
本
文
は

和
名

か
げ
の
む
ま

別
名

騮
馬

を
あ
げ

駵

と
同
じ
と
注
す
る

ま
た

そ
の
一
種
「
紫
馬
」
を
「
く
り
げ
の
む
ま
」
と
す
る
。

図
像

驪

「
騮
」
は
、
体
全
体
が
と
も
に
左
向
き
で
あ
る

驪
」
が
全
身
黒
で
、
走
る
姿
で
あ
る
が
、

「

「

」

。

「
騮
」
が
立
ち
姿
で
あ
る

驪

「
騮
」
は
上
下
一
対
と
し
て
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し

。

」

「

て
い
る
。

同
様
に

「
驄

「
駁
」
も
上
下
一
対
の
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
掲
出
語
「
驄

「
駁

・
本
文
・
図
像
が
対

、

」

」

」

に
な
っ
て
い
る
。

第
三
に

「
驄
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

あ
し
げ
の
む
ま
。
驄
馬
也
。
騘
同
。
〇
連
銭
騘
。
れ
ん
ぜ
ん
あ
し
げ
。

そ

う

ば

そ
う

れ
ん
ぜ
ん
そ
う

「
驄
」
の
本
文
は
、
和
名
「
あ
し
げ
の
む
ま

、
別
名
「
驄
馬
」
を
あ
げ

「
騘
」
と
同
じ
と
注
す
る
。
ま

」

、

た
、
そ
の
一
種
「
連
銭
騘
」
を
「
れ
ん
ぜ
ん
あ
し
げ
」
と
す
る
。

駁
」
の
本
文
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

第
四
に

「、

ぶ
ち
む
ま
。
駁
馬
也
。
駮
同
。

は

く

ば

は
く

6

「 巻十二畜獣 六ウ・七オ）⑥ 驪 「騮 「驄 「駁 （」 」 」 」
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「

ぶ
ち
む
ま

駁
馬
」
を
あ
げ

「
駮
」
と
同
じ
と
注
す
る
。

駁
」
の
本
文
は
、
和
名
「

、
別
名
「

」

、

図
像
「
驄

「
駁
」
の
体
全
体
が
と
も
に
右
向
き
で
あ
る

「
驄
」
は
後
ろ
に
顧
み
る
姿
で
あ
る
が

「
駁
」
が
全
身
斑
に
し
て
地
面
に
伏
せ
て
い
る
。

」

。

、

こ
の
四
項
目
に
当
た
る
も
の
が

『
和
名
類
聚
抄
』
の
牛
馬
部
「
牛
馬
毛
」
に
確
認
さ
れ
る
。
掲
出
語
を
一
覧
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

驪

騮

驄

駁

『
訓
蒙
図
彙

：』

驪
馬

騮
馬

騘
馬

駁
馬

『
和
名
抄
』
廿
巻
本
：

(
1
)

『
和
名
抄
』
十
巻
本
：

駮

驪
馬

騮
馬
〈
紫
馬
附
〉

驄
馬

つ
ま
り

驪

「
騮

「
驄

「
駁
」
の
四
項
目
は
、
い
ず
れ
も
毛
色
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
馬
で
あ
る
。

、

」

」

」

「

以
上
の
こ
と
か
ら

驪

「
騮

「
驄

「
駁
」
は
そ
れ
ぞ
れ
上
下
一
対
と
し
て
対
照
的
に
配
置
さ
れ
て

、

」

」
、

」

「

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う

『
訓
蒙
図
彙
』
は

驪

「
騮

「
驄

「
駁
」
を
見
開
き
一
面
に
配
し
、
対

。

、

」

」

」

「

語
形
式
を
と
っ
て
上
下
一
対
二
組
の
版
面
を
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
見
開
き
一
面
の
左
半
丁
と
右
半

丁
の
獣
が
向
き
合
う
よ
う
に
配
し
て
い
る
。
ま
た
、
図
像
に
お
い
て
、
敢
え
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ポ
ー
ズ
に

す
る
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

⑦
「
麞

「
麋

「
麢

「
麝

（
図
７
）

」

」

」

」

は

「
麞

「
麋

「
麢

「
麝
」
の
四
項
目
か
ら
な
る
。

図
７

、

」

」

」

第
一
に

「
麞
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

、
こ
び
と
。

く
じ
か
。
獐
、
麕
、
麏
並
同
。
〇
小

者

為

麂

、
或
云
、
獐
皮
、
俗
云

ナ
ル

ヲ

ト

レ

し
ゃ
う

き
ん

き
ん

き

し
ゃ
う
ひ

（
く
じ
か
。
獐
、
麕
、
麏
並
び
に
同
じ
。
〇
小
な
る
者
を
麂
と
為
し
、
或
い
は
云
く
、
獐
皮
、
俗
に
云

ふ
、
こ
び
と

）。

「
麞
」
の
本
文
は
、
和
名
「
く
じ
か
」
を
あ
げ

「
獐

「
麕

「
麏
」
と
同
じ
と
注
す
る
。
ま
た
、
そ
の

、

」

」

麂

獐
皮
」
を
注
し
、
さ
ら
に
俗
称
「
こ
び
と
」
を
あ
げ

小
な
る
も
の
を
「

」
と
し

「
或
云
」
と
し
て
別
名
「

、

る
。

「
麋
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
に
、

7
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お
ほ
じ
か
。
似

鹿

而
大

毛
不

班

。
以

冬

至

解

角

者
也
。
牡

曰

麔

、
牝

曰

麎

、
其
子

曰

䴠
。

テ

ニ

ニ

ナ
ラ

ヲ

ス

ヲ

ヲ

ト

ヲ

ト

ヲ

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

＿

き
う

ひ
ん

し
ん

え
う

（
お
ほ
じ
か
。
鹿
に
似
て
大
に
毛
班
な
ら
ず
。
冬
至
を
以
て
角
を
解
す
者
な
り
。
牡
を
麔
と
曰
ひ
、
牝
を
麎
と
曰
ひ
、
其
の
子
を
䴠
と
曰
ふ

）。

鹿

に
似
る
が

鹿
よ
り
大
き
く

鹿

と
異
な
っ
て

毛

が
斑
で
は
な
い

冬

「

」

、

「

」

。

、「

」

「

麋

の
本
文
は

和
名

お
ほ
じ
か

を
あ
げ
る

ま
た

麋

の
形
は

」

、

、「

」

「

」

。「

ま
た
、
牡
獣
を
「

、
牝
獣
を
「

、
幼
獣
を
「

」
と
す
る
。

至
」
の
時
に

「
角
」
を
「
解
」
す
と
注
す
る
。

麔

麎

䴠

、

」

」

図
像
「
麞

「
麋
」
の
体
全
体
が
と
も
に
左
向
き
で
あ
る

「
麞
」
が
や
や
小
さ
く
描
か
れ
、
後
ろ
に
顧
み
る
姿
で
あ
り

「
麋
」
が
や
や
大
き
く
描
か
れ
、
歩
く
姿
で

」

。

、

あ
る
。
大
き
さ
に
関
す
る
本
文
の
記
述
は
、
図
像
に
反
映
さ
れ
、
実
物
の
大
き
さ
を
表
現
す
る
工
夫
が
見
ら
れ
る

「
麞

「
麋
」
は
、
上
下
一
対
と
し
て
、
掲
出
語
・

。

」

図
像
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。

同
様
に

「
麢

「
麝
」
も
上
下
一
対
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

、

」

「
麢
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
三
に
、

か
ま
じ
し
。
俗
云
か
も
じ
し
、
に
く
。
麢
羊
也
。

、
羚
並
同
。
此
間

人
多

以

其
皮

為

褥

。
故
亦
以
名

之

ノ

ク

ヲ

ト

ク

ニ

二

一

レ

レ

か
ま
じ
し
。
俗
云
か
も
じ
し
、
に
く
。
麢
羊
也
。

、
羚
並
同
。
此
間

人
多

以

其
皮

為

褥

。
故
亦
以
名

之

。

れ
い
や
う

れ
い

れ
い

に
く

（
か
ま
じ
し
。
俗
云
か
も
じ
し
、
に
く
。
麢
羊
な
り
。

、
羚
並
び
に
同
じ
。
此
の
間
の
人
多
く
其
の
皮
を
以
て
褥
と
為
す
。
故
に
亦
た
以
て
之
に
名
づ
く
。

（
か
ま
じ
し
。
俗
云
か
も
じ
し
、
に
く
。
麢
羊
な
り
。

、
羚
並
び
に
同
じ
。
此
の
間
の
人
多
く
其
の
皮
を
以
て
褥
と
為
す
。
故
に
亦
た
以
て
之
に
名
づ
く

）

「
麢
」
の
本
文
は
、
和
名
「
か
ま
じ
し

、
俗
称
「
か
も
じ
し

「
に
く

、
別
名
「

」
を
あ
げ

」

」

」

、

麢
羊

「
麢
」
の
本
文
は
、
和
名
「
か
ま
じ
し

、
俗
称
「
か
も
じ
し

「
に
く

、
別
名
「

」
を
あ
げ

「

」

麢
羊

「
羚
」
と
同
じ
と
注
す
る
。
ま
た
、
名
称
の
由
来
に
つ
い

て

「
此
の
間
の
人
」
が
「
多
く
其
の
皮
」
を
「
褥
」
と
す
る
た
め
と
注
す
る
。

、第
四
に

「
麝
」
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

、

一
名
香

麞
。
麞
属
也
。
其
臍

有

香
、
謂

之

麝
香

。
俗
云
、
じ
ゃ
か
う
。

ニ

ヲ

ト

レ

二

一

か
う
し
ゃ
う

し
ゃ
か
う

（
一
名
香
麞
。
麞
属
な
り
。
其
の
臍
に
香
有
り
、
之
を
麝
香
と
謂
ふ
。
俗
に
云
ふ
、
じ
ゃ
か
う

）。

香
麞
」
を
あ
げ

「
麞
属
な
り
」
と
注
す
る
。
ま
た
、
そ
の
臍
に
あ
る
香
を
「
麝
香
」
と
し
、
そ
の
俗
称
を
「
じ
ゃ
か
う
」
と
す
る
。

「
麝
」
の
本
文
は
、
別
名
「

、

「
麢
」
は
そ
の
「
皮

「
麝
」
は
そ
の
「
香
」
を
記
述
し
、
い
ず
れ
も
人
に
役
立
つ
も
の
に
関
す
る
意
味
で
対
応
し
て
い
る
。

」
、

図
像
「
麢

「
麝
」
は
、
と
も
に
右
向
き
の
立
ち
姿
で
あ
る

「
麢
」
が
大
き
く

「
麝
」
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
図
像
で
実
物
の
大
き
さ
を
表
現
し
て
い

」

。

、

る
。以

上
の
こ
と
か
ら

「
麞

「
麋

「
麢

「
麝
」
は
そ
れ
ぞ
れ
上
下
一
対
と
し
て
、
対
照
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う

『
訓
蒙
図
彙
』
は

「
麞
」

、

」

」
、

」

。

、

「
麋

「
麢

「
麝
」
を
見
開
き
一
面
に
配
し
、
対
語
形
式
を
と
っ
て
上
下
一
対
二
組
の
版
面
を
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
図
像
で
実
物
の
大
き
さ
を
表
現
す
る
工
夫
が
看

」

」

取
さ
れ
る
。
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四
、
む
す
び

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
掲
出
語
は
、
四
字
の
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
四
字
句
、
成
獣
と
幼
獣
、
部
首
等
の
配
列
の
工
夫
が
あ
っ
た
。
四
字
句
群
の
項

こ
の
よ
う
に
、

目
は
、
意
味
的
に
緊
密
な
繋
が
り
を
有
す
る
の
み
な
が
ら
ず
、
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
・
版
面
を
対
照
的
に
配
置
す
る
も
の
が
多
い
。

注（
１

『
和
名
抄
』
廿
巻
本
は
、
次
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
た
。
中
田
祝
夫
編
『
和
名
類
聚
抄
』
元
和
三
年
古
活
字
版
二
十
巻
本
（
勉
誠
社
、
一
九
七
八
年
三
月

『
和
名

）

）
。

』

、

『

。

『

』（

、

抄

十
巻
本
は

次
の
テ
キ
ス
ト
の

箋
注

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編

諸
本
集
成

倭
名
類
聚
抄

臨
川
書
店

倭
名
類
聚
抄

に
拠
っ
た

』

一
九
六
八
年
七
月

。）
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終
章

幼
学
書
か
ら
江
戸
の
絵
入
り
百
科
事
典
へ

第
一
節

「
附
」
項
目

長
男
清
平
（
数
え
年
九
歳
）
の
た
め
に
、
名
義
と
事
物
を
対
応
さ
せ
た
童
蒙
書
を
編
ん
で
い
た
。
そ
れ
が
刊
行
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
、

当
初
、
中
村
惕
斎
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

中
村
惕
斎
は

「
叙
」
に
お
い
て
、

、
二

一

レ

レ

レ

レ

二

一

レ

二

一
レ

レ

二

一
レ

夫
比

隣
有

書

肆

、
一
閲

欲

梓

之

。
初
以

非

所

嘗

期

辞

之

。
然

以

屢

請

不

已

、
故
不

得

固

拒

＿

＿

シ
テ

ニ
セ
ン
ト

ヲ

ル
ヲ

ニ

テ

ス
ル

ス

ヲ

ド
モ

テ

ル
ヲ

マ

ク

コ
ト
ヲ

_
_

之

。
於

是

、
重

修
有

日
而
成
焉
。

ヲ

ニ

テ

レ

レ

＿

（

、

。

。

、

夫
れ
比
隣
に
書
肆
有
り

一
閲
し
て
之
を
梓
に
せ
ん
と
欲
す

初
は
嘗
て
期
す
る
所
に
非
ら
ざ
る
を
以
て
之
を
辞
す

然
れ
ど
も
屢
請
ひ
て
已
ま
ざ
る
を
以
て

故
に
固
く
之
を
拒
む
こ
と
を
得
ず
。
是
に
於
て
、
重
修
し
て
日
有
り
て
成
る
な
り

）。

つ
ま
り
、
家
の
隣
の
書
肆
の
人
は
こ
れ
を
一
閲
し
て
、
上
梓
し
た
が
っ
た
。
中
村
惕
斎
は
、
初
め
刊
行
を
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
辞
退
し
た
。
し
か

自
分
の
児
女
の
た
め
の
私
的
な
読
み

し
、
し
ば
し
ば
請
い
求
め
ら
れ
た
の
で
、
固
く
拒
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
つ
い
に
、
刊
行
す
る
こ
と
に
い
た
る
。
し
か
し
、

編
修
し
、
時
間
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。

物
は
、
刊
行
と
い
う
こ
と
に
い
た
る
と
、
さ
ら
な
る
増
補
改
訂
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
中
村
惕
斎
は
、
改
め
て

続
い
て
、
中
村
惕
斎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

列

図

凡

一

千
、
其

間
有

複

名

者

、
而
該

字

一

千
一

百
有
六

十

而
相

避

同

文

矣
。
附

者
又
四

百
餘

図
、
通

編

ヌ
ル
コ
ト

ヲ

テ

テ

ノ

ル
コ
ト

ニ
シ
テ

ク

ヲ

ス
ル

レ

二

一

レ

二

一

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

_
_

ヲ

分

為

十

七
類
二

十

巻

、
簽

曰

訓

蒙

図

彙

。

テ

ト

二

一

二

一

＿

＿

＿

＿

＿

＿

ト

シ
テ

（
図
を
列
ぬ
る
こ
と
凡
て
一
千
、
其
の
間
に
複
名
の
者
有
り
て
、
字
を
該
る
こ
と
一
千
一
百
有
六
十
に
し
て
同
文
を
相
避
く
。
附
す
る
者
又
四
百
餘
図
、
通
編
分

ち
て
十
七
類
二
十
巻
と
為
し
、
簽
し
て
訓
蒙
図
彙
と
曰
ふ

）。
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す
な
わ
ち

『
訓
蒙
図
彙
』
は

の
図
像
を
列
挙
す
る
。
掲
出
語
に
は
複
名
（
二
字
漢
語
）
が
あ
り
、

字
を
含
み
、
重
複
す
る
文
字
の
使
用
を
避
け
た
。
さ
ら
に
、

、

1000

1160

余
り
の
図
を
附
し
、

類

巻
と
し
て
構
成
し
た
と
い
う
。

400

17

20

中
野
節
子
氏
は
、
中
村
惕
斎
原
撰
『
訓
蒙
図
彙
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

名
称
に
用
い
た
漢
字
は
『
千
字
文
』
を
意
識
し
て
お
り
、
重
複
す
る
な
ど
の
漢
字
を
持
つ
も
の
は
、

「
附
」
と
し
て
末
尾
に
集
め
た
と
い
わ
れ
る

。

（1

）

こ
こ
で
は
、
項
目
数
、
項
目
の
掲
出
語
に
焦
点
を
絞
り
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
す
る
。

第
一
に
、

の
図
を
列
挙
す
る

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
一
項
目
に
一
図
を
付
し
て
い
る
。
一
千

。

1000

の
図
は
、

の
項
目
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

1000

第
二
に
、
こ
の

の
項
目
の
掲
出
語
で
あ
る
。
複
名
と
は
、
二
字
漢
語
を
さ
す

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版

。

1000

本
は
、
一
字
掲
出
語
も
あ
り
、
漢
字
二
字
か
ら
な
る
二
字
掲
出
語
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ

「
同
文
を

、

相
避
く
」
と
い
う
原
則
に
沿
っ
て
、
重
複
す
る
文
字
の
使
用
を
避
け
た
。

第
三
に
、
さ
ら
に
、

餘
り
の
図
を
付
し
た
。

餘
り
の
図
は
、

餘
り
の
項
目
が
存
在
す
る
こ
と
を

400

400

400

意
味
す
る
。
実
際
に
版
本
を
確
認
し
た
結
果

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
は
、

項
目
か
ら
な
り
、
惕
斎

、

1484

が
「
叙
」
で
記
し
た
こ
と
と
符
合
す
る
。

「
叙
」
に
説
く
と
お
り
、

各
巻
の
後
半
部
分
に
は

「
附
」
字
が
付
さ
れ
て
い
る
（

。
便
宜
上
、
こ
の
よ
う
に
「
附
」
を
付
し
た
項
目
を
「
附
」

初
版
本

参
照

、

図
Ａ

）

項
目
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
巻
十
八
「
果
蓏
」
に
は
「
附
」
字
が
な
い
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
巻
十
八
「
果
蓏
」
の
す
べ
て
の
項
目
を
本
文
と
し
て

数
え
る
な
ら
ば
、
全
巻
の
掲
出
語
、
す
な
わ
ち
項
目
名
の
文
字
数
は

文
字
を
超
え
る
の
み
な
ら
ず
、
重
複
す
る
文
字
も
含
む
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
で
は

「
叙
」
の
編

、

1160

纂
方
針
と
の
間
に
ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
杉
本
つ
と
む
氏
の
「

訓
蒙
図
彙
』
内
容
一
覧
」
は
、
巻
十
八
「
果
蓏
」
の
附
録
項
目
の
数
を

、
全
巻
の
本
文
項
目
を

と
数
え
て
い
る

「
金
柑
」
以

『

。

(
2
)

20

1000

降
の

項
目
を
「
附
」
項
目
と
み
な
せ
ば
、
本
文
の
掲
出
語
の
文
字
数
は

文
字
で
あ
り
、
重
複
す
る
文
字
も
な
く

「
叙
」
に
述
べ
る
と
こ
ろ
と
一
致
す
る
。
し
た
が

、

20

1160

っ
て
、
杉
本
氏
の
理
解
は
妥
当
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。

こ
こ
で
は
、
杉
本
氏
の
説
に
し
た
が
っ
て

「
附
」
項
目
を
数
え
る
こ
と
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

に
示
し
た
よ
う
に
、

本
文
の
項
目
数
は

、
掲
出

、

附
表
五

初
版
本
の

1000

語
に
は
重
複
す
る
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い

「
附
」
を
付
す
「
附
」
項
目
は

項
目
あ
り
、
各
巻
末
に
付
さ
れ
て
い
る
。

。

484

図

巻
一
・
九
ウ
）

Ａ
・

日
蝕

「
月
蝕

（

「

」

」
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表
１
は
、
こ
れ
ら

項
目
を
巻
ご
と
に
一
覧
す
る
も
の
で
あ
る
。

484

表
１
・

訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
「
附
」
項
目

『
巻
一
「
天
文

：
日
蝕

月
蝕

牽
牛

織
女

」

-
-

巻
二
「
地
理

：
封
疆

水
柵

獨
梁

浮
橋

」
-

-

巻
三
「
居
処

：
斎

閨

窯

窖

輪
蔵

牢
獄

槫
風

藻
井

護
朽

鋪
首

」

-
-

-
-

-
-

巻
四
「
人
物

：
弓
人

矢
人

函
人

玉
人

画
工

染
匠

石
工

皮
匠

筆
工

硯
工

銀
工

漆
匠

蠶
婦

機
女

牙
婆

販
婦

傘
工

褙
匠

膳
夫

屠
者

」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

渉
人

舟
子

牧
童

釣
叟

乞
児

瞽
者

兎
唇

駝
背

琉
球

呂
宋

安
南

天
竺

暹
羅

占
城

東
番

崑
崙

長
臂

長
脚

小
人

長
人

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

巻
五
「
身
体

：
膀
胱

包
絡

臓
腑

胞
胎

」

-
-

巻
六
「
衣
服

：
烏
帽

魚
袋

布
衣

奴
袴

毛
裘

革
帯

深
衣

幅
巾

夾
衣

浴
衣

蔽
膝

裹
脚

雨
衣

涎
衣

絡
子

座
具

」

-
-

-
-

-
-

-
-

巻
七
「
宝
貨

：
金
薄

鐵
線

水
銀

雲
母

水
精

火
精

緑
青

白
粉

石
灰

石
膽

海
鹽

浮
石

」

-
-

-
-

-
-

巻
八
「
器
用
一

：
硯
屏

水
滴

書
鎭

筆
架

界
方

壓
尺

眼
鏡

爪
杖

燭
臺

燭
奴

燈
籠

燈
擎

方
燈

提
燈

油
瓶

燭
剪

香
爐

香
案

筋
瓶

香
盒

」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

薫
籠

香
餅

佩
香

線
香

銅
鑼

銅
鉢

羯
鼓

腰
鼓

風
鐸

雲
版

嗩

喇
叭

象
棊

毬
杖

投
壺

拍
板

烟
火

爆
竹

紙
鳶

竹
馬

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

呐

風
車

木
偶

空
鐘

陀
螺

-
-

巻
九
「
器
用
二

：
長
劒

鋼
叉

鐵
杷

鐵
鞭

火
箭

飄
石

発
貢

鹿
砦

野
航

番
舶

棧
車

籃
輿

」

-
-

-
-

-
-

巻
十
「
器
用
三

：
轆
轤

桔
槹

石
籠

瓦
竇

筒
車

水
筧

翻
車

戽
斗

蠶
連

蠶
簿

繰
車

車

績
桶

紡
錘

攪
車

紡
車

布
機

綿
弓

撥
柎

搗
砧

」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

繀

塘
網

撒
網

趕
網

攩
網

魚
梁

魚
簄

雀
竿

鷹
架

水
平

木
梃

楨
榦

榰
柱

絞
車

繩
車

旋
盤

牽
鑽

銀
剪

石
鏨

削
刀

裁
刀

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

巻
十
一
「
器
用
四

：
胡
床

交
椅

草
薦

竹
席

鏡
台

粉
匣

唾
壷

湯
婆

温
壷

耳
壷

觶

觚

彛

洗

尊

罍

簠

簋

鍑

鐺

樏

笥

湯
鑵

水
罐

風
爐

」

雪
洞

銅
銚

銅
提

提
爐

提
盒

炬
火

燎
火

吹
筒

唧
筒

麪
杖

薑
擦

砧
板

割
刀

擂
盆

漏
斗

絹
篩

糊
刷

天
平

法
馬

-
-

-
-

-
-

-
-

-

渾
儀

磁
針

石
燈

石
碑

佛
龕

佛
座

花
鬘

寶
蓋

木
魚

鈴
杵

寶
螺

錫
杖

手
爐

数
珠

-
-

-
-

-
-

-

巻
十
二
「
畜
獣

：

犬

獒
犬

野
豬

山
豬

水
牛

綿
羊

霊
猫

蝟
鼠

海
狗

海
獺

猩
猩

狒
狒

」

㺜

-
-

-
-

-
-

巻
十
三
「
禽
鳥

：
鶤
雞

矮
雞

錦
雞

綬
雞

山
雞

火
雞

竹
雞

秧
雞

青
鳩

鳲
鳩

角
鴟

怪
鴟

皂
鵰

紅
鶴

白
鷴

烏
鳳

雲
雀

翠
雀

画
眉

蠟
嘴

」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

山
鵲

練
鵲

鵁
鶄

鸜
鵒

-
-
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巻
十
四
「
龍
魚

：
江
鮏

海
鰻

鮪
魚

鱭
魚

黃
穡

烏
頰

尨
魚

馬
鮫

金
魚

梭
魚

蝦
姑

杜
父

海
牛

海
馬

醬
蝦

條

」

-
-

-
-

-
-

-
-

麫

巻
十
五
「
虫
介

：
毛
龜

玉
珧

辛
螺

淡
菜

海
燕

海
膽

寄
蟲

郞
君

両
頭

岐
首

烏
蛇

銀
蛇

馬
蜂

斑
蝥

叩
頭

齧
髪

絡
線

螇
蚸

金
鐘

竈
馬

」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

氣
蠜

滑
蟲

金
龜

蓑
蟲

壁
錢

蠅
虎

水
馬

土
蠱

水
蚤

木
虱

螵
蛸

雀
甕

-
-

-
-

-
-

巻
十
六
「
米
穀

：
罌
粟

玉
黍

胡
麻

蜀
黍

刀
豆

黎
豆

蠶
豆

燕
麥

饅
頭

索
麪

餢
飳

環
餅

」

-
-

-
-

-
-

巻
十
七
「
菜
蔬

：
蒲
英

鶏
膓

牛
蒡

馬
莧

胡
葱

山
葵

天
蓼

胡
蔔

冬
瓜

醤
瓜

胡
瓜

絲
瓜

燕
窩

鹿
角

石
花

海
帯

水
松

苔
菜

木
耳

石
耳

」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

巻
十
八
「
果
蓏

：
金
柑

銀
杏

枇
杷

枳
椇

楊
梅

棗

木
瓜

松
子

榲
桲

龍
眼

鴉
瓜

燕
覆

甘
蔗

沙
糖

胡
桃

胡
椒

甜
瓜

苦
瓜

白
柹

烏
柹

」
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

梬

巻
十
九
「
樹
竹

：
山
茶

海
棠

粉
團

紫
陽

瑞
香

木
樨

紫
薇

紫
荆

角
楸

圓
栢

梧
桐

蜀
漆

合
歓

接
骨

木
蘭

木
槵

仙
栢

」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

巻
十
九
「
樹
竹

：
山
茶

海
棠

粉
團

紫
陽

瑞
香

木
樨

紫
薇

紫
荆

角
楸

圓
栢

梧
桐

楊
櫨

石

巻
十
九
「
樹
竹

：
山
茶

海
棠

粉
團

紫
陽

瑞
香

木
樨

紫
薇

紫
荆

角
楸

圓
栢

梧
桐

蜀
漆

合
歓

接
骨

木
蘭

木
槵

仙
栢

女
楨

黄
楊

木

楡
木

鐵
蕉

石
楠

冬
青

枸
骨

衛
矛

南
燭

寄
生

薛
茘

蘆
竹

椶
竹

扶
竹

-
-

-
-

-
-

-
-

黄
楊

皂
莢

黄
楊

木

楡
木

鐵
蕉

石
楠

冬
青

枸
骨

衛
矛

南
燭

寄
生

薛
茘

蘆
竹

椶
竹

扶
竹

紫
竹

巻
二
〇
「
花
草

：
鶏
冠

龍
膽

馬
藺

鴟
尾

山
丹

巻
丹

百
合

丈
菊

鳳
仙

水
仙

秋
葵

春
菊

金
錢

金
盞

牽
牛

鼓
子

剪
羅

様
錦

玉
簪

石
竹

」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

金
燈

石
蒜

菫
菜

酢
漿

萍
蓬

茵
蔯

龍
芮

麴

門
冬

車
前

防
風

愼
火

天
茄

山
蔥

羊
蹄

南
星

積
雪

蛇
床

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

鼠

金
燈

石
蒜

菫
菜

酢
漿

萍
蓬

茵
蔯

龍
芮

麴

門
冬

車
前

防
風

愼
火

天
茄

山
蔥

羊
蹄

牛

金
燈

石
蒜

菫
菜

酢
漿

萍
蓬

茵
蔯

龍
芮

麴

門
冬

車
前

防
風

愼
火

天
茄

山
蔥

羊
蹄

南
星

積
雪

蛇
床

虎
杖

杜

蘹
香

蒼
朮

苦
參

山
薑

番
椒

紅
花

紫
草

蒼
耳

薟

蓖
麻

蒴
藋

水
茛

烏
頭

莽

防
巳

絡
石

巻
栢

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

杜

蘹
香

蒼
朮

苦
參

山
薑

番
椒

紅
花

紫
草

蒼
耳

薟

蓖
麻

蒴
藋

水
茛

澤

鼠

杜

蘹
香

蒼
朮

苦
參

山
薑

番
椒

紅
花

紫
草

蒼
耳

薟

蓖
麻

蒴
藋

水
茛

烏
頭

莽

防
巳

絡
石

巻
栢

石
荷

風
蘭

玉
栢

石
韋

木
賊

石
帆

石
斛

螺
厴

馬
勃

-
-

-
-

表
１
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に
、
す
べ
て
の
巻
に
「
附
」
項
目
が
存
在
す
る
。

項
目
の
「
附
」
項
目
の
う
ち
、
次
の

項
目
を
除
き
、
す
べ
て
二
字
掲
出
語
で
あ
る
。

第
二
に
、
484

16

巻
三
「
居
処

：

「
斎

「
閨

「
窯

「
窖
」

（

項
目
）

」

」

」

」

4

巻
十
一
「
器
用
四

：

觶

「
觚

「
彛

「
洗

「
尊

「
罍

「
簠

「
簋

「
鍑

「
鐺

「
樏

「
笥

（

項
目
）

」
「

」

」

」

」

」

」

」

」

」

」

」

」

12

の
本
文
項
目
は
、
一
字
掲
出
語
は
、

項
目
、
二
字
掲
出
語
は

項
目
が
確
認
さ
れ
る
。
要
す
る
に

「
附
」
項
目
の
掲
出
語
は
、
ほ
と
ん
ど
二

一
方
、
初
版
本
の

、

1000

840

160

字
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
文
項
目
の
掲
出
語
は
、
ほ
と
ん
ど
一
字
で
あ
る
。

本
文
項
目
は
掲
出
語
に
重
複
す
る
文
字
を
用
い
な
い
よ
う
に
周
到
に
配
慮
し
て
い
る
。
漢
字
一
字
を
掲
出
語
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
複
す
る
文
字

初
版
本
は
、

を
避
け
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
中
村
惕
斎
は
、
本
文
項
目
の
掲
出
語
を
、
ほ
と
ん
ど
一
字
掲
出
語
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

「
附
」
項

、

目
は
こ
の
原
則
に
拘
ら
な
い
た
め
、
漢
字
二
字
を
掲
出
語
に
し
て
も
、
問
題
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
中
村
惕
斎
は

「
附
」
項
目
の
掲
出
語
を
、
ほ
と
ん
ど
二
字
掲
出

、
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語
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
に

「
附
」
項
目
の
掲
出
語
の
う
ち
、
本
文
項
目
の
掲
出
語
と
一
字
一
致
す
る
文
字
が
あ
る
。
ま
た

「
附
」
項
目
同
士
に
も
重
複
す
る
文
字
を
用
い
る
こ
と
が

、

、

初
版
本
の
二
字
掲
出
語
の
二
字
一
対

対
の
う
ち
、
一
字
一
致
の

例
を
精
査
し
た
。
こ
れ
ら
一
字
一
致
の

例
は
、
す
べ
て
「
附
」

多
い
。
第
五
章
第
一
節
で
は
、

314

66

66

「
附
」
項
目
は
、
文
字
を
重
複
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
一
字
一
致
」
の
対
語
形
式
を
構
成
し
て
い
る
。

項
目
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

、

私
的
編
纂
物
を
編
ん
で
い

第
五
章
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
中
村
惕
斎
は
、
当
初
自
分
の
長
男
の
た
め
に

「
対
照
の
制
に
倣
ひ
て
、
四
言
千
字
を
連
綴
し
」
て
、

、

四
言
千
字
」
を
重
視
し

『
千
字
文
』
に
倣
っ
て
い

た
。
本
文
項
目
数
を

に
し
、
し
か
も
本
文
項
目
の
掲
出
語
に
重
複
す
る
文
字
を
避
け
る
よ
う
に
し
た
こ
と
は

「
、

、

1000

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

編
が
必
要
と
な
る
と
、
中
村
惕
斎
が
判
断
し
て
、
各
巻
末
に

の
「
附
」
項
目
を
増
補
し
、
内
容
を
よ
り
充
実
し

し
か
し
、
い
ざ
刊
行
す
る
こ
と
に
い
た
る
と
、
改

484

た
も
の
に
し
た
の
で
あ
ろ
う

「
附
」
項
目
数
は
、
本
文
項
目
数
の
半
分
近
く
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
大
量
に
増
補
す
る
と
、
重
複
す
る
文
字
を
用
い
な
い
と
い
う

。

原
則
を
守
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
う
し
て

『
千
字
文
』
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
も
、
重
複
す
る
文
字
を
避
け
る
と
い
う
原
則
を
徹
底
し
な

、

か
っ
た
。
ま
た

「
対
照
の
制

、
す
な
わ
ち
対
語
形
式
を
重
視
す
る
た
め

「
附
」
項
目
の
中
で
避
け
ら
れ
な
い
重
複
す
る
文
字
を
駆
使
し
て

「
一
字
一
致
」
の
対
語

、

」

、

、

形
式
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
理
想
的
な
構
成
に
な
れ
な
い
に
し
て
も
、
で
き
る
だ
け
整
合
性
の
高
い
構
成
に
近
づ
こ
う
と
す
る
志
向
が
見
て
取
れ
よ
う
。

注（
１
）
中
野
節
子
「
解
題

（

江
戸
時
代
女
性
文
庫

、
大
空
社
、
一
九
九
五
年
五
月

。

」
『

』

）

27

（
１
）
杉
本
つ
と
む
「
解
説

（

訓
蒙
図
彙
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
五
年
七
月

。

」
『

）
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第
二
節

『
千
字
文

『
蒙
求
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

』

相
田
満
氏
は
『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本
の
書
名
が
伝
統
的
幼
学
書
『
蒙
求
』
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
り

『
蒙
求

「
蒙
求
序
」
の
次
の
一
文
に
「
訓
蒙
」
の
語

、

』

の
出
典
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

。

(1
)

周

易

曰
、
有

童

蒙
求

我

之
義

、
李
公
子
以

其

文

砕

、
不

敢

軽

伝

達

識

者

、
所

務

而
已
、
故

以

蒙

求

為

名

＿

＿

＿

＿

ニ

ル

ニ

ノ

ノ

ナ
ル
ヲ

テ

シ
ク

ヘ

ノ

ニ

ハ

ム
ル

ニ

ニ

ヲ

シ
テ

二

レ

一

二

一

三

二

一

レ

二

一

レ

訓

蒙
レ

題

其

首

。

ト

ス

ノ

ニ

二

一

（

周
易
』
に
曰
く
、
童
蒙
、
我
に
求
む
る
の
義
有
り
、
李
公
子
其
の
文
の
砕
な
る
を
以
て
、
敢
へ
て
軽
し
く
達
識
の
者
に
伝
へ
ず
。
務
む
る
所
は
、
蒙
に
訓
ゆ
る

『
の
み
。
故
に
『
蒙
求
』
を
以
て
名
と
為
し
て
其
の
首
に
題
す

）。

ま
た
、
相
田
氏
は
『
蒙
求
』
が
『
千
字
文
』
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
版
本
の
内
容
も
ま
た

『
蒙
求
』
と
同
じ
く
『
千
字
文
』
の
意
匠

、

、

を
倣
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

。
(
2
)

ま
た
、
木
村
陽
二
郎
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

惕
斎
は
自
ら
千
字
文
を
つ
く
っ
て
、
教
育
に
必
要
な
天
・
地
・
人
の
三
才
、
動
植
物
を
そ
れ
に
よ
っ
て
教
え
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
周
興
が
千
字
文
を
完
成
す

マ

マ

、

、

『

』

、

。

る
と
同
時
に

黒
髪
は
た
ち
ま
ち
白
髪
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
か
ら

惕
斎
も

訓
蒙
図
彙

の
完
成
に
は

ず
い
ぶ
ん
と
精
力
を
費
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う(

3
)

こ
の

蒙
求

千
字
文

か
ら

訓
蒙
図
彙

へ
の
影
響
と
い
う
観
点
に
立
ち

こ
こ
で
は

項
目
数

押
韻
の
有
無

点
か
ら

訓

『

』『

』

『

』

、

、

、

、

、
『

習
書
・
素
読
の
教
材
と
い
う

『
千
字
文

『
蒙
求
』
と
比
較
検
討
し
て
お
き
た
い
。

蒙
図
彙
』
初
版
本
に
お
け
る
『
千
字
文
』
的
な
要
素
を
確
認
し
、

』

「
四
言
千
字
を
連
綴
し

「
同
文
を
相
避
く
」
と
い
う
特
質
は

『
千
字
文
』
に
通
じ
る
と
み
て
よ
い
。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
本
文
に
収
録
す
る
項
目
数
は
一
千
、

」

、

『

』

、

、

。『

』

、

千
字
文

は
日
中
両
国
に
お
い
て

幼
学
書
・
手
習
い
の
書
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ

奈
良
時
代
の
習
書
木
簡
の
出
土
例
も
あ
る

千
字
文

に
は
諸
本
あ
る
が

最
も
流
布
し
て
い
る
の
は
、
南
朝
梁
・
周
興
嗣
（

）
が
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
周
興
嗣
の
『
千
字
文
』
一
巻
は
、
重
複
し
な
い
千
字
を
四
言
古
詩

四
七
〇
～
五
二
一

二
五
〇
句
に
作
っ
た
も
の
で

「
天
地
玄
黄
、
宇
宙
洪
荒
」
に
始
ま
り

「
謂
語
助
者
、
焉
哉
乎
也
」
に
終
わ
る
。

、

、

『

』

。

、『

』

、

。

、

千
字
文

は

韻
を
踏
む
こ
と
が
特
徴
で
あ
る

し
か
し

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
四
字
句
群
は

韻
を
踏
ま
な
い

は

調
子
の
良
い
四
言
韻
文
か
ら
な
り
、

表
１

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
四
字
句
群
と
『
千
字
文
』
本
文
の
内
容
を
簡
略
に
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
１
・

千
字
文
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本

『
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書
名

形
態

形
式

重
複
す
る
文
字
の
有
無

押
韻
す
る
か
否
か

『
千
字
文
』

本
文

四
言
一
句

無

押
韻
す
る

『
訓
蒙
図
彙
』

本
文
項
目

無

初
版
本

掲
出
語

四
字
句
群

押
韻
し
な
い

「
附
」
項
目

有

『
訓
蒙
図
彙
』
が
習
書
・
素
読
の
教
材
を
意
図
し
て
、
幼
学
書
・
手
習
い
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
、
初
版
本
か
ら
は
時
期
は
や
や
下
る
が
、
寛
政
元
年
（
一

七
八
九
）
刊
『
訓
蒙
図
彙
』
寛
政
版
本
の
「
序

「
凡
例

、
巻
末
広
告
に
記
載
さ
れ
る
『
三
才
千
字
文
』
な
る
版
本
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」

」

、

、

「

」
、

「

」
、「

」

。

、「

」

第
一
に

寛
政
版
本
に
は

越
前
力
丸
光
に
よ
る

序

中
村
惕
斎
の

叙

三
才
千
字
文
序

が
付
さ
れ
て
い
る

こ
の
う
ち

天
明
元
辛
丑
之
夏
謙
翁
序

「

」

、

「

」

「

」

、

、

と
し
て
掲
げ
ら
れ
た

三
才
千
字
文
序

は

寛
政
版
本
に
の
み
独
自
に
付
さ
れ
た

謙
翁

な
る
者
の
記
し
た

序

で
あ
り

初
版
本
の
流
布
状
況
を
踏
ま
え
て

寛
政
版
本
『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
大
成
』
の
出
版
事
情
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る

「
謙
翁
序
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

。

先
人
の
智
あ
る
は
自
然
也
。
見
聞
す
る
所
を
心
に
記
し
て
事
物
の
理
を
弁
ふ
る
に
賢
愚
の
別
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
馴
る
に
随
ひ
て
、
其
端
を
覚
ら
ざ
る
者
な
し
。

学
問
の
優
劣
他
な
し
。
只
識
と
不
識
と
に
あ
り
。
近
世
惕
斎
先
生
訓
蒙
図
彙
を
著
て
、
童
蒙
に
便
す
。
則
人
を
し
て
品
物
の
名
象
を
識
し
め
ん
と
す
る
而
已
。
吾

家
の
児
女
輩
、
此
書
を
玩
で
、
先
生
の
餘

蒙
る
事
少
か
ら
ず
。
故
に
能
書
生

剞
劂
に
附
し
て
世
に
伝
へ
、
童

澤
を

某
に
属
し
、
書
中
の
四
言
千
文
を
筆
を
し
め
、

子
を
し
て
是
を
玩
し
め
、
傍
書
学
に
便
を
ん
と
す
。
就
中
本
書
に
考
へ
て
図
画
・
訳
文
を
見
時
は
、
童
稚
の
識
を
博
く
す
る
の
一
助
な
ら
ず
や
。

天
明
元
辛
丑
之
夏
謙
翁
序

「
謙
翁
」
は
、

「
三
才
千
字
文
序
」
を
「
謙
翁
」

す
な
わ
ち

中
村
惕
斎
撰
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
中
の
「
四
言
千
文
」
を

「
能
書
生
某
」
に
揮
毫
さ
せ
た
。
こ
の

、

、

が
記
し
た
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
は
、
寛
政
版
本
の
刊
行
に
先
立
つ
こ
と
八
年
で
あ
る
。

第
二
に
、
寛
政
版
本
の
「
増
補
訓
蒙
図
彙
凡
例
」
は
、
若
干
の
文
字
の
異
同
が
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
初
版
本
の
「
凡
例
」
を
踏
襲
し
て
お
り
、
漢
字
に
振
り
仮
名
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を
付
け
る
。
寛
政
版
本
が
独
自
に
増
補
し
た
部
分
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

今
以

目

次
之

数

、
別
為

大

字
冊

子

、
呼
曰

三

才
千

字

文

、
無

他
。

便

于
戯

筆

也
。

二

一

二

一

二

一

レ

二

一

＿

＿

＿

＿

＿

＿

＿

い
ま
も
つ
て

も

く

し

す
か
を(

ﾏ
ﾏ)

べ
つ
に
な
し

た

い

じ

の

さ

く

し

と

よ
ん
で
い
ふ

さ

ん

さ

い

せ

ん

じ

も

ん

と

な
し

た

た
よ
り
す
と
な
り

き

ひ
つ
に

（
今
、
目
次
の
数
を
以
て
、
別
に
大
字
の
冊
子
と
為
し
、
呼
ん
で
『
三
才
千
字
文
』
と
曰
ふ
。
他
無
し
。
戯
筆
に
便
す
な
り

）。

す
な
わ
ち

『
三
才
千
字
文
』
と
は

『
訓
蒙
図
彙
』
の
目
次
に
あ
げ
た
掲
出
語
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
大
字
の
冊
子
」
と
し
て
別
に
刊
行
さ
れ
た

、

、

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
手
習
い
あ
る
い
は
素
読
等
に
供
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

第
三
に

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
政
版
本
の
刊
記
の
後
に
は
、
書
肆
の
広
告
が
掲
載
さ
れ

「
三
才
千
字
文
」
の
下
に
割
り
注
の
か
た
ち
で
「
訓
蒙
図
彙
の
目
録
を
幼
童
の

、

、

素
読
に
な
し
て
文
字
を
覚
ゆ
る
に
便
あ
ら
し
む
」
と
記
し
て
い
る
。

三
才
千
字
文
読
に
な
し
て
文
字
を
覚
ゆ
る
に
便
あ
ら
し
む

訓
蒙
図
彙
の
目
録
を
幼
童
の
素

す
な
わ
ち

『
三
才
千
字
文
』
は

『
訓
蒙
図
彙
』
の
目
録
を
抜
粋
し
て
、
音
読
す
る
こ
と
で
文
字
を
覚
え
さ
せ
る
た
め
に
、
幼
童
の
素
読
の
た
め
の
教
材
に
供
し
た

、

、

も
の
で
あ
っ
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
掲
出
語
（
項
目
名
）
は
四
字
句
で
切
れ
目
が
よ
く
、
リ
ズ
ム
も
よ
い
た
め
、
天
明
年
間
に
は
、
素
読
に
益
す
る
効
果
を
評
価

。

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
三
才
千
字
文
』
の
「
三
才
」
と
は

『
訓
蒙
図
彙
』
が
天
・
地
・
人
の
「
三
才
」
を
含
む
森
羅
万
象
の
事
物
を
掲
出
語
（
項
目
名
）
と
し
て
収
録
し
て
い
た
か
ら
で

、

あ
ろ
う
。

こ
の
『
三
才
千
字
文
』
に
つ
い
て
、
小
林
祥
次
郎
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
本
は
『
国
書
総
目
録
』
に
は
記
し
て
い
な
い
が
、
広
告
が
あ
る
か
ら
に
は
刊
行
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

。

（4

）

、

、『

』

。

『

』

、

、

、

た
だ
し

現
在
の
と
こ
ろ

三
才
千
字
文

の
所
在
は
確
認
さ
れ
な
い

こ
の

三
才
千
字
文

が

実
際
に
刊
行
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
は
あ
る
が

今
後

調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

太
田
晶
二
郎
氏
は
「
日
本
で
、
蒙
求
の
本
文
―
四
言
の
韻
文
は
、
昔
は
音
読
さ
れ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た

。

啓
蒙
書
の
素
読
・
音
読
は
、
古
来
行
わ
れ
て
お
り
、

（5

）

唐
・
天
宝
五
年
（
七
四
六
）
頃
、
李
瀚
が
撰
述
し
た
『
蒙
求
』
三
巻
は
、
四
言
韻
文
の
「
標
題
」
に
注
を
つ
け
た
童
蒙
書
で
あ
る
。
そ
の
「
標
題
」
は
五
九
六
句
か
ら

な
り
、
南
北
朝
ま
で
の
有
名
な
人
物
名
二
字
と
、
そ
の
事
跡
二
字
で
四
言
一
句
を
作
り
、
事
柄
の
類
似
す
る
二
句
を
一
対
と
し
、
八
句
換
韻
と
す
る

「
標
題
」
の
後
に

。

は
、
注
と
し
て
そ
の
事
跡
を
詳
細
に
記
載
す
る
。

相
田
氏
に
よ
れ
ば

『
蒙
求
』
は
、
四
庫
分
類
で
は
子
部
類
書
類
に
あ
り
な
が
ら

「
標
題
」
の
韻
文
は
『
全
唐
詩
』
に
も
加
え
ら
れ
、
優
れ
た
詩
と
し
て
の
性
質
を

、

、

持
っ
て
い
る

。

（6

）
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四
言
韻
文
は
、
幼
学
書
『
蒙
求

『
千
字
文
』
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。
一
方

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
掲
出
語
が
四
字
句
に
な
っ
て
い
る

「
四
言
」
と
い
う

』

、

。

特
徴
を
項
目
の
配
列
に
残
し
て
は
い
る
が
、
韻
文
に
は
な
っ
て
い
な
い

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

「
四
字
句
」
を
重
視
す
る
こ
と
が
、
四
言
韻
文
の
本
文
を
持
つ
幼

。

、

学
書
『
千
字
文

『
蒙
求
』
の
伝
統
を
踏
襲
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
初
版
本
の
目
次
を
収
録
し
た
『
三
才
千
字
文
』
が
、
手
習
い
の
書
、
幼
童
の
素
読
書
と
し
て
刊
行
さ

』

れ
た
可
能
性
は
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
押
韻
と
い
っ
た
理
想
的
な
構
成
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
本
文
の
項
目
の
掲
出
語
は
、
重
複
す
る
文
字
を
使
わ
な
い
よ
う
に
周
到
に
配
慮
す
る
も
の
の

「
附
」
項
目
の
掲
出
語
に
ま
で
は
徹

ま
た
、

、

底
し
な
か
っ
た
。
重
複
す
る
文
字
を
避
け
る
と
い
う
志
向
は

『
千
字
文
』
に
倣
っ
て
い
た
が
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
原
則
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

、

そ
れ
に
し
て
も
、
対
語
形
式
を
重
視
す
る
方
針
が
変
わ
ら
な
い
。
そ
こ
で

「
附
」
項
目
の
中
で
避
け
ら
れ
な
い
重
複
す
る
文
字
を
駆
使
し
て

「
一
字
一
致
」
の
対
語

、

、

形
式
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
理
想
的
な
構
成
に
な
れ
な
い
に
し
て
も
、
で
き
る
だ
け
整
合
性
の
高
い
構
成
に
近
づ
こ
う
と
す
る
志
向
が
見
て
取
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
逆
に
言
え
ば
、
中
村
惕
斎
は
、
幼
学
書
だ
け
で
な
く
、
内
容
の
充
実
し
た
絵
入
り
百
科
事
典
も
目
指
し
た
か
ら
、
押
韻
や
重
複
す
る
文
字
を
避

け
る
こ
と
を
徹
底
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
幼
学
書
と
絵
入
り
百
科
事
典
の
二
つ
の
特
質
を
一
身
に
兼
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。

。

注（
１
）
相
田
満

研
究
発
表
「

訓
蒙
図
彙
』
の
意
匠
と
変
容
―
幼
学
・
啓
蒙
書
か
ら
百
科
全
書
へ
の
変
容
を
位
置
づ
け
る

（
広
領
域
連
携
型
基
幹
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『

」

異
分
野
融
合
に
よ
る
「
総
合
書
物
学
」
の
構
築
：
文
化
・
情
報
の
結
節
点
と
し
て
の
図
像

絵
入
り
百
科
事
典
研
究
会
、
二
〇
一
九
年
八
月
七
日､

於
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー

。
以
下
の
「
蒙
求
序
」
の
引
用
は

『
標
題
徐
状
元
補
注
蒙
求
』
上
之
本
［
随
心
院
蔵
慶
長
木
活
字
乙
本
］
相
田
氏
の
翻
刻
に
拠
る
。

）

、

（
２
）
注
（
１
）
に
同
じ
。

自
然
』
一
九
七
二
年
九
月
号
、
中
央
公
論
社

。

（
３
）
木
村
陽
二
郎
「
日
本
最
初
の
植
物
図
鑑

『」

）

（
４
）
小
林
祥
次
郎
『
江
戸
の
イ
ラ
ス
ト
辞
典

訓
蒙
図
彙

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
十
月

。

』

）

（

）

「

」（

、

、

）（
『

』

、

、

）
。

５

太
田
晶
二
郎

四
部
の
読
書
考

歴
史
教
育

第
七
巻
第
七
号

一
九
五
九
年
七
月

太
田
晶
二
郎
著
作
集
一

所
収

吉
川
弘
文
館

一
九
九
一
年
八
月

（
６
）
相
田
満
「
日
本
に
お
け
る
幼
学
書
の
享
受
の
視
点
か
ら
見
た
『
蒙
求
』
―
故
事
の
受
容
基
準
を
め
ぐ
る
考
察
―

『
東
洋
研
究
』
第
一
九
五
号
、
二
〇
一
五
年
一

」

月

。）
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第
三
節

『
訓
蒙
図
彙
』
の
刊
行
の
意
義

朱
子
学
者
・
中
村
惕
斎
撰
『
訓
蒙
図
彙
』
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
惕
斎
の
存
命
中
お
よ
び
惕
斎
の
没
後
に
、
増
補
改
訂
版
が
何
回
も
刊
行
さ
れ
て
い
た

「
訓
蒙
図
彙
」

。

の
名
を
冠
し
た
追
随
作
、
パ
ロ
デ
ィ
作
が
続
出
す
る
。
大
空
社
刊
『
訓
蒙
図
彙
集
成
』
全
二
五
巻
（
一
九
九
八
～
二
〇
〇
二
年
）
は

『
訓
蒙
図
彙
』
と
こ
れ
に
類
す
る

、

絵
入
り
百
科
事
典
を

種
収
録
し
た

『
訓
蒙
図
彙
集
成
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
刊

『
増
補
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻
を
加
え
て
、
一
覧
す

。

、

30

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）

惕
斎
が
生
ま
れ
る
。

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊

中
村
惕
斎

①

惕
斎
が
数
え
年
三
八
歳
。

『
訓
蒙
図
彙
』

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
刊

②

惕
斎
が
数
え
年
四
〇
歳
。

『
増
補
訓
蒙
図
彙
』

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
刊

湯
浅
得
之

『
武
具
訓
蒙
図
彙
』

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
刊

永
井
如
瓶
撰
・
菱
川
師
宣
画
『
難
字
訓
蒙
図
彙
』

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊

吉
田
半
兵
衛
撰
・
画
『
好
色
訓
蒙
図
彙
』

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊

奥
田
松
柏
軒
撰
・
吉
田
半
兵
衛
画
『
女
用
訓
蒙
図
彙
』

著
者
不
明

『
能
之
訓
蒙
図
彙
』

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
刊

蒔
絵
師
源
三
郎
画
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』

土
佐
秀
信
画
『
仏
像
図
彙
』

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
刊

中
村
甚
之
丞
『
増
補
画
引
和
玉
篇
図
彙
』

惕
斎
が
数
え
年
六
七
歳
。

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
』

刊

著
者
不
明

③

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
刊

著
者
不
明

『
立
花
訓
蒙
図
彙
』

元
禄
十
五
（
一
七
〇
二
）

惕
斎
が
没
す
。

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
刊

平
住
専
庵
撰
・
橘
守
国
画
『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇)

刊

多
賀
谷
環
中
仙
撰
・
川
枝
豊
信
画
『
璣
訓
蒙
鏡
草
』
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享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
刊

中
村
三
近
子
撰
・
橘
守
国
画
『
謡
曲
画
誌
』

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
刊

西
笠

『
歳
旦
訓
蒙
図
彙
』

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
刊

百
草
舎
芝
立
撰
・
東
鶏
等
画
『
暗
夜
訓
蒙
図
彙
』

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
刊

伊
良
子
光
顕
『
外
科
訓
蒙
図
彙
』

天
明
九
年
（
一
七
八
九
）
刊

山
東
京
伝
『
新
造
図
彙
』

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
刊

下
河
辺
拾
水
画

④

惕
斎
が
没
後
八
七
年
。

『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
大
成
』

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊

細
川
半
蔵
『
機
巧
図
彙
』

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
刊

松
好
斎
半
平
衛
画
『
劇
場
楽
屋
図
彙
』

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
刊

松
好
斎
半
平
衛
画
『
楽
屋
図
会
拾
遺
』

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
刊

式
亭
三
馬
撰
・
勝
川
春
英
等
画
『
戯
場
訓
蒙
図
彙
』

山
東
京
伝
『
奇
妙
図
彙
』

曲
亭
馬
琴
撰
・
歌
川
豊
広
画
『
阴
兼
阳
珍
紋
図
彙
』

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
刊

北
尾
重
政
画
『
花
鳥
写
真
図
彙
』

新
井
白
石
日
記

正
徳
元
年

一
七
一
一

新
井
白
石
が
正
徳
度
朝
鮮
通
信
使
に

訓
蒙
図
彙

を
贈
呈
し
た

こ
の
こ
と
か
ら

訓

ま
た

に
よ
れ
ば

、
『

』

、

（

）
、

、
『

』

。

、『

（

）

1

蒙
図
彙
』
は
、
単
な
る
啓
蒙
書
で
な
く
、
国
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

、『

』

、

『

』（

〈

〉

、

）

。

、

ま
た

訓
蒙
図
彙

の
図
は

寺
島
良
安
撰

和
漢
三
才
図
会

正
徳
二
年

一
七
一
二

自
序

同
三
年
林
鳳
岡
ほ
か
序

に
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る

ま
た

ド
イ
ツ
の
博
物
学
者
ケ
ム
ペ
ル
著
『
日
本
誌
』
が

『
訓
蒙
図
彙
』
の
図
像
を
数
多
く
採
用
し
た
こ
と
が
、
す
で
に
先
学
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
白
井
光
太
郎
氏
は
「
元

、

禄
来
朝
の
独
逸
人
ケ
ム
ペ
ル
此
書
を
得
て
之
を
珍
と
し
其
著
書
に
引
用
せ
り
」
と
し

、
日
本
学
士
院
編
『
明
治
前
日
本
生
物
学
史
』
は
、
ド
イ
ツ
人
ケ
ム
プ
ア
ー

（2

）

（
ケ
ン
ペ
ル
）
が

『
訓
蒙
図
彙
』
の
第
二
版
を
得
て
珍
重
し

『
日
本
誌
』
第
一
巻
に
は

『
訓
蒙
図
彙
』
か
ら
採
っ
た
と
見
ら
れ
る
図
が
七
五
に
及
び
、
そ
の
中
に
は

、

、

、

動
物
の
図
が
四
〇
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

。

（3

）

こ
の
よ
う
に
、
中
村
惕
斎
撰
『
訓
蒙
図
彙
』
は
、
日
本
最
初
の
絵
入
り
百
科
事
典
と
し
て
、
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
、
後
世
の
絵
入
り
百
科
事
典
的
に
多
大
な
影

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
～
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）

響
を
与
え
た
。
そ
の
影
響
が
日
本
だ
け
で
な
く
、
海
外
に
ま
で
及
ぼ
し
て
い
た

『
日
本
誌
』
は
、
ケ
ン
ペ
ル
が

。
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ま
で
、
日
本
に
滞
在
す
る
間
に､

集
め
た
資
料
、
長
崎
か
ら
江
戸
へ
参
府
旅
行
し
た
時
の
見
聞
等
に
基
づ
い
て
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ケ
ン
ペ
ル
の
原
稿
が
ド
イ
ツ

語
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
語
版
よ
り
も
前
に
、
英
語
版
が
出
版
さ
れ
た

『
日
本
誌
』
は
オ
ラ
ン
ダ
語､

フ
ラ
ン
ス
語
に
も
訳
さ
れ
、
出
版
さ
れ
て
い
た｡

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

。

『
訓
蒙
図
彙
』
の
図
像
を
数
多
く
採
用
し
た

『
訓
蒙
図
彙
』
は
、
当
時
の
社
会
・

の
人
々
は

『
日
本
誌
』
を
通
し
て
、
日
本
の
情
報
を
得
て
い
た
。
絵
入
り
百
科
事
典

、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
享
受
さ
れ
て
い
た
。

文
化
を
う
か
が
う
貴
重
な
歴
史
民
俗
史
料
と
し
て

『
日
本
誌
』
を
通
し
て
、
間
接
的
に

、

序
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
四
種
の
書
誌
、
項
目
・
本
文
・
図
像
・
版
面
構
成
の
増
補
改
訂
の
具
体
相
が
十
分
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

、

項
目
の
検
討
に
止
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

『
訓
蒙
図
彙
』
の
版
面
構
成
と
項
目
の
配
列
に
関
す
る
研
究
は
ほ

た

『
訓
蒙
図
彙
』
の
出
典
に
つ
い
て
、
個
別
な
事
象
や

、

、

と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
論
文
は

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
の
書
誌
学
的
研
究
と
出
典
論
的
研
究
を
行
い

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
の
増
補
改
訂
の
実
態

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
主
要

、

、

、

な
出
典
『
三
才
図
会

『
本
草
綱
目
』
の
受
容

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
独
自
の
版
面
構
成
と
項
目
の
配
列
を
解
明
す
る
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
に
考
察
を
進
め
た
。

』

、

第
一
章
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
四
種
の
書
誌
・
成
立
背
景
等
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
の
編
纂
意
図
・
編
纂
方
針
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

、

「

」「

」

、

、

、『

』『

』

、

第
一
節

撰
者
中
村
惕
斎
の

叙

凡
例

を
解
読
し

①
初
版
本
の
編
纂
意
図
・
編
纂
方
針
が

童
蒙
の
啓
発
を
主
眼
と
し

蒙
求

千
字
文

に
倣
い

で
は
、

名
称
と
事
物
の
対
応
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

出
版
費
用
の
削
減
を
図
っ
て
、
二
年
後
に
刊
行
し
た
縮
刷
版
で

第
二
節
で
は
、
書
誌
調
査
を
通
し
て
、
②
寛
文
八
年
版
本
は
、
①
初
版
本
を
刊
行
し
た
山
形
屋
は
、

②
寛
文
八
年
版
本
は
、
項
目
・
本
文
の
内
容
・
図
像
の
図
柄
が
ほ
ぼ
①
初
版
本
を
踏
襲
し
つ
つ
、
半
丁
に
四
項
目
を
配
し
、
図
像
を

あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

縮
小
し
、
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
の
組
み
合
わ
せ
方
を
変
え
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
一
部
分
の
図
像
が
色
で
塗
ら
れ
た
版
本
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
三
節
で
は
、
書
誌
、
出
版
状
況
の
調
査
を
通
し
て

書
肆
の
人
が
高
い
販
売
数
を
狙
っ
て
、
原
撰
者
の
中
村
惕
斎

、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
③
元
禄
八
年
版
は
、

の
許
可
を
得
ず
、
無
断
に
刊
行
し
た
増
補
改
訂
版
で
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

第
四
節
で
は
、
④
寛
政
元
年
版
本
に
つ
い
て
、
書
誌
調
査
を
行
い
、
新
た
に
増
補
さ
れ
た
越
前
力
丸
光
撰
「
増
補
訓
蒙
図
彙
序

、
謙
翁
撰
「
三
才
千
字
文
序

、
春

」

」

荘
端
隆
撰
「
跋
」

童
蒙
な
い
し
学
者
に
有
益
な
書
物
と
し
て
高
く
評

を
解
読
し
、
次
の
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
第
一
に
、
①
初
版
本
が
刊
行
の
百
何
十
年
後
も
、

価
さ
れ
た
。
第
二
に
、

書
肆
の
人
は

『
訓
蒙
図
彙
』
を
狙

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊
、
秋
里
籬
島
撰
・
竹
原
春
朝
斎
画
『
都
名
所
図
会
』
六
巻
が
流
行
し
た
な
か
、

、

い
目
と
し
て
い
た
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九

、
額
田
氏
主
人
が
絵
師
下
河
邊
拾
水
に
依
頼
し
、
①
初
版
本
に
倣
っ
て
絵
図
を
描
き
直
さ
せ
、
再
び
版
木
を
彫
り
直
し
、

）
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増
補
改
訂
版
を
刊
行
し
た
。

初
版
本
か
ら
元
禄
版
本
へ
、
元
禄
版
本
か
ら
寛
政
版
本
へ
の
増
補
改
訂
の
実
態
を
考
察
し
た
。

第
二
章
で
は
、

元
禄
版
本

本
文
が
行
草
書
体
の
漢
字
平
仮
名
交
じ
り

第
一
節
で
は
、
比
較
検
討
を
通
し
て
、
③

の
増
補
改
訂
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
あ
き
ら
か
に
し
た
。
第
一
に
、

。
第
二
に
、
朱
子
学
者
た
る
惕
斎
が
①
初
版
本
で
は
積
極
的
に
採
ら
な
か
っ
た
仏
教
の
守
護
神
・
諸
祖
師
、
空
想
上
の
動
物
を
増
補
し
た
。

文
の
頭
書
に
な
っ
て
い
る

第
三
に
、
版
面
を
縮
小
し
て
出
版
経
費
の
節
減
を
図
っ
た
た
め
に
、
項
目
を

こ
の
こ
と
は
、
中
村
惕
斎
が
元
禄
版
本
の
編
纂
に
関
与
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

細
分
化
し
た
。
③
元
禄
版
本
の
細
分
化
の
背
後
に
は
、
庶
民
の
歓
心
を
買
お
う
と
す
る
商
業
的
な
大
衆
化
の
意
図
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

第
二
節
で
は
、

④
寛
政
版
本

④
寛
政
版
本
は
、
③
元
禄
版
本
が
細
分
化

比
較
検
討
を
通
し
て
、

の
増
補
改
訂
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
あ
き
ら
か
に
し
た
。
第
一
に
、

し
た
項
目
を
統
合
し
、
増
補
し
た
た
め
に
重
複
が
生
じ
た
項
目
を
削
除
し
た
。
第
二
に
、
空
想
上
の
動
物
を
削
除
し
た
。
第
三
に
、
版
面
構
成
が
大
き
く
変
容
し
た
。

④
寛
政
版
本
は

「
序

「
跋
」
で
は
、
③
元
禄
版
本
を
言
及
せ
ず
、
中
村
惕
斎
の
原
著
①
初
版
本
を
大
い
に
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
④
寛
政
版
本
が
③
元
禄
版

、

」

本
を
黙
殺
し
、
①
初
版
本
へ
回
帰
し
よ
う
と

し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
こ
と
を
論
じ
た
。

志
向

第
三
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
を
対
象
と
し
て
考
察
し
た
。

、

第
三
章
で
は

訓
蒙
図
彙

初
版
本
と
出
典
『
三
才
図
会
』
の
部
立
・
分
類
・
項
目
を
比
較
検
討
し
、
図
像
を
悉
皆
調
査
し

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
『
三
才
図

、

、

『

』

『

』

会
』
の
図
像
の
引
用
手
法
を
検
討
し
た
。

第
一
節
で
は
、
部
立
・
項
目
の
面
か
ら
『
三
才
図
会
』
が
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
三
才
図
会
』
で
は
一
致

。

す
る
項
目
が
五
四
〇
項
目
あ
り

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
総
項
目
数
の

％
に
お
よ
び
、
す
べ
て
の
巻
に
分
布
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

、

36

第
二
節
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
一
四
八
四
の
図
像
の
う
ち

『
三
才
図
会
』
の
図
像
六
一
二
五
図
と
類
似
性
が
高
い
三
二
項
目
の
図
像
を
抽
出
し
、
検
討
を

、

、

加
え
た
。

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
最
も
多
く
採
用
し
た
の
は

「
器
用
」
部
で
あ
る
。

、

、

、

、『

』

『

』「

」

、

『

』「

」

第
二
に

従
来

訓
蒙
図
彙

初
版
本
は

三
才
図
会

儀
制

等
の
人
事
に
関
す
る
部
立
を
採
用
し
な
い
と
さ
れ
て
き
た
が

初
版
本
は

三
才
図
会

儀
制

部
の
図
像
「
唾
壷

「
水
罐

「
香
爐

「
香
盒

「
纛
」
を
摂
取
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

」

」

」

」

第
三
節
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
引
用
手
法
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

、
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（
一

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
統
合
す
る
：
五
項
目

）

（
二

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
採
用
し
、
さ
ら
に
同
類
の
図
像
を
増
加
す
る
：
九
項
目

）

（
三

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
細
分
化
す
る
：
七
項
目

）

（
四

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
向
き
を
改
変
す
る
：
十
二
項
目

）

（
五

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
す
る
：
六
項
目

）

『

』

、

、

、

、

訓
蒙
図
彙

初
版
本
で
は

一
項
目
の
内
部
に
下
位
分
類
が
存
在
し

し
か
も
そ
れ
が
図
像
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

こ
の
よ
う
な
下
位
分
類
の
図
像
化
が

（
一

（
二
）
の
引
用
手
法
を
生
み
だ
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。

）

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
掲
出
語
の
文
字
数
が
一
字
、
あ
る
い
は
二
字
で
あ
り
、
三
字
以
上
の
掲
出
語
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
初
版
本

第
四
節
で
は
、

の
規
則
性
が
（
三

『
三
才
図
会
』
の
図
像
を
細
分
化
す
る
引
用
手
法
を
生
み
出
し
た
可
能
性
を
論
じ
た
。

）

第
五
節
で
は
、
図
像
の
向
き
の
改
変
と
構
図
の
改
変
に
つ
い
て
検
討
し
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
版
面
の
視
覚
的
効
果
を
重
視
し
、
版
面
の
見
開
き
に
配
す
る

。

項
目
の
図
像
を
左
右
対
称
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
に

（
四

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
向
き
を
改
変
す
る
引
用
手
法
が
生
じ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
、
初
版

、

）

本
は
、
図
像
の
枠
の
形
を
優
先
し
、
ま
た
は
物
事
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に

（
五

『
三
才
図
会
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。

、

）

訓
蒙
図
彙

初
版
本
と
出
典
『
本
草
綱
目
』
の
項
目
を
比
較
検
討
し

『
本
草
綱
目
』
の
和
刻
本
の
図
像
の
系
統

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
『
本
草

第
四
章
で
は

『

』

『

』

、

、

、

綱
目
』
の
本
文
・
図
像
の
引
用
手
法
を
考
察
し
た
。

第
一
節
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
に
一
致
す
る
項
目
が
四
九
九
項
目
あ
り

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
総
項
目
数
の

％
に
お
よ
ぶ
こ
と
、
特

、

、

34

に
巻
七
「
宝
貨

・
巻
十
二
「
畜
獣
」
～
巻
二
十
「
花
草
」
の
動
植
物
の
部
に
集
中
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目
が
『
本

」

、

草
綱
目
』
か
ら
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

ま
ず

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
刊
行
前
後
に
成
立
し
た
『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
四
種
を
調
査
し
、
図
像
に
二
系
統
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

第
二
節
で
は
、

、

「
江
西
本
」
系
統
の
図
像
を
採
用
：
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七

『
本
草
綱
目
』
版
本

）

「
武
林
錢
衙
本
」
の
図
像
を
採
用
：
承
応

二
年
（
一
六
五
三

『
本
草
綱
目
』
版
本

）

万
治

二
年
（
一
六
五
九

『
本
草
綱
目
』
版
本

）

寛
文

九
年
（
一
六
六
九

『
本
草
綱
目
』
版
本

）
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次
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
一
四
八
四
の
図
像
か
ら

『
本
草
綱
目
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
十
九
項
目
の
図
像
を
抽
出
し

『
本
草
綱
目
』
の
和
刻
本
三
種
と
比
較
し
た

、

、

、

結
果

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
『
本
草
綱
目
』
承
応
・
万
治
系
統
版
本
の
図
像
を
参
看
し
、
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

、
第
三
節
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
の
図
像
を
悉
皆
調
査
し

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
引
用
手
法
を
次
の
よ
う
に
分

、

、

類
し
た
。

（
一

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
を
採
用
し
、
さ
ら
に
同
類
の
図
像
を
増
加
す
る
：
二
項
目

）

（
二

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
向
き
を
改
変
す
る
：
八
項
目

）

（
三

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
す
る
：
四
項
目

）

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、

同
類
で
か
た
ち
が
異
な
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
図
で
描
く

。
ま
た
、
撰
者
中
村
惕
斎
は
、
読
者
が
掲
出
語

一
項
目
の
図
像
に
、

傾
向
が
あ
る

と
異
な
る
事
物
と
混
同
し
な
い
よ
う
に
、
本
文
に
も
図
像
に
も
丁
寧
に
わ
き
ま
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
初
版
本
の
編
纂
方
針
が

（
一
）
の
引
用
手
法
を
生
み
出
し
た

、

『

』

、

。

、（

）

こ
と
を
論
じ
た

ま
た

。

、

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の
動
植
物
の
部
で
は

版
面
の
見
開
き
に
配
す
る
項
目
の
図
像
を
左
右
対
称
に
す
る
こ
と
が
多
い

そ
の
た
め
に

二

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
向
き
を
改
変
す
る
引
用
手
法
が
生
じ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
図
像
化
の
枠
の
か
た
ち
に
合
わ
せ
て

『
本
草
綱

、

、

』

。

、

、

、

、（

）

目

の
図
像
の
構
図
を
改
変
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

ま
た

初
版
本
は

図
像
の
枠
の
形
を
優
先
し

ま
た
は
物
事
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に

三

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
の
構
図
を
改
変
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。

第
四
節
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
巻
十
二
「
畜
獣
」
と
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
を
比
較
検
討
し
、
類
似
す
る
記
述
を
も
つ
他
の
類
書
を
視
野
に
入
れ
つ
つ

『
訓

、

、

蒙
図
彙
』
初
版
本
の
本
文
の
典
拠
を
考
察
し
た
。
特
に
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
と
類
似
性
が
高
い
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
「
猴

「
貒

「
麢
」
の
本
文
と
そ
の
典
拠
を

」

」

検
討
し

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
本
文
が
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
を
忠
実
に
引
用
し
た
可
能
性
を
論
じ
る
と
と
も
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
が
次
の
よ
う
に
『
本
草

、

、

綱
目
』
を
引
用
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

（
一

『
本
草
綱
目
』
の
あ
げ
た
梵
名
・
異
名
を
積
極
的
に
採
用
す
る
。

）

（
二
）
諸
の
類
書
と
も
共
通
す
る
内
容
で
あ
っ
て
も

『
本
草
綱
目
』
の
本
文
と
特
に
一
致

近
似
し
て
お
り

『
本
草
綱
目
』
を
参
照
し
て
い
る
と
考

、

、

、
な
い
し
は

え
ら
れ
る
。

（
三

『
本
草
綱
目
』
の
本
文
を
引
用
す
る
。

）

第
五
節
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
に
お
け
る
「
狒
狒
」
の
異
名
を
比
較
検
討
し
、
初
版
本
「
狒
狒
」
の
本
文
は

『
本
草
綱
目
』
の
本
文
の
み

、

、

な
ら
ず
、
こ
れ
ら
を
駆
使
し
て
考
証
を
加
え
た
李
時
珍
の
説
を
き
わ
め
て
厳
密
に
踏
襲
し
、
尊
重
す
る
姿
勢
を
も
つ
こ
と
を
論
じ
た
。
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、『

』

「

」

、『

』「

」

、『

』

「

」

第
六
節
で
は

訓
蒙
図
彙

初
版
本

狒
狒

の
図
像
は

本
草
綱
目

狒
狒

の
図
像
の
向
き
を
左
右
反
対
に
し

本
草
綱
目

の
本
文
に
述
べ
る

狒
狒

の
表
情
・
ポ
ー
ズ
を

『
本
草
綱
目
』
以
上
に
忠
実
に
図
像
化
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

、

『
訓
蒙
図
彙
』
は

「
凡
例
」
に
「
諸
家
の
本
草
の
図
説
」
と
し
て
不
特
定
の
本
草
書
を
あ
げ
る
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し

「
本
草
の
図
説
」
の
な
か
で
、
最
も
重
要

、

、

な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
は
、
李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

明
（
一
三
六
八
～
一
六
四
四
年
）
が
滅
び
た
二
二
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
部
立
・
分
類
は
明
代
の
類
書
『
三
才
図
会
』
か
ら
大
き
な
影
響

を
受
け
、
図
像
は
『
三
才
図
会

、
本
草
書
『
本
草
綱
目
』
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
ま
さ
に
、
明
代
の
書
物
・
文
化
を

』

、

吸
収
し
て
、
さ
ら
に
独
自
の
版
面
構
成
と
項
目
の
配
列
を
工
夫
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
五
章
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
版
面
構
成
と
項
目
の
配
列
を
検
討
し
た
。

、

第
一
節
で
は

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
版
面
が
、
上
下
一
対
の
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

、

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
掲
出
語
は
対
語
の
性
格
を
有
し
て
お
り
、
一
字
一
致
、
部
首
一
致
の
対
応
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
初
版
本
の
版
面
に
は
、
半
丁
に

、

二
つ
の
項
目
が
上
下
に
配
さ
れ
る
。
上
下
一
対
の
掲
出
語
は
、
文
字
数
が
す
べ
て
一
致
し
、
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

第
二
に
、
対
語
の
形
式
は
、
版
面
上
下
に
配
さ
れ
た
掲
出
語
の
み
な
ら
ず
、
本
文
の
構
成
、
図
像
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

第
二
節
で
は
、
ま
ず

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
掲
出
語
は
四
字
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
配
列
に
つ
い
て
は
、
四
字
句
、
成
獣
と
幼
獣
、
部
首
等
の
分
類
に
よ
っ
て
工

、

四
字
の
ま
と
ま

夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
次
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
掲
出
語
を
四
字
毎
に
切
り
離
し
て
、
配
列
順
に
並
べ
る
と
、
き
れ
い
に
揃
う

、

初
版
本
の
「
四
字
句
群
」
に
は
、
一
字
掲
出
語
を
四
語
並
べ
る
項
目
と
、

り
に
な
る
。
こ
れ
ら
四
字
の
ま
と
ま
り
を
「
四
字
句
群
」
と
称
し
て
考
証
を
加
え
た
結
果
、

二
字
掲
出
語
を
二
語
並
べ
る
項
目
の
二
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
意
味
的
に
緊
密
な
繋
が
り
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
・
版
面
を
対
照
的
に
配

ま
た

「
四
字
句
群
」
の
う
ち
、
一
字
掲
出
語
を
四
語
並
べ
る
項
目
は
、
版
面
の
見
開
き
に
四
項
目
が
配
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

置
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
論
じ
た
。

、

こ
の
こ
と
か
ら
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
対
語
形
式
を
と
っ
て
上
下
一
対
二
組
の
版
面
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

終
章
で
は
、
本
研
究
の
結
論
を
総
括
す
る
。

第
一
に

『
訓
蒙
図
彙
』
は
、
初
版
の
際
に
好
評
を
博
す
の
み
な
ら
ず
、
数
回
に
わ
た
り
改
版
が
重
ね
ら
れ
、
刊
行
の
百
何
十
年
後
も
、
童
蒙
な
い
し
学
者
に
有
益
な

、

書
物
と
し
て
高
評
さ
れ
、
大
き
な
変
容
を
遂
げ
つ
つ
、
幅
広
く
享
受
さ
れ
て
い
た
。



- 260 -

第
二
に
、
明
（
一
三
六
八
～
一
六
四
四
年
）
が
滅
び
た
二
二
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
部
立
・
分
類
は
明
代
の
類
書
『
三
才
図
会
』
か
ら
大

き
な
影
響
を
受
け
、
図
像
は
『
三
才
図
会

、
李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
ま
た

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は

『
本
草
綱
目
』
に
載
せ
ら
れ

』

、

、

て
い
る
異
名
・
本
文
等
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
李
時
珍
の
考
証
を
厳
格
に
踏
襲
し
て
い
た
。

第
三
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
単
に
『
三
才
図
会

『
本
草
綱
目
』
の
図
像
を
踏
襲
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
版
面
の
上
下
一
対
の
項
目
の
対
照
性
、
版
面
の
見

、

』

開
き
に
配
す
る
項
目
の
図
像
を
左
右
対
称
性
、
四
字
句
の
構
成
、
本
文
と
図
像
の
対
応
性
を
重
視
し
、
図
像
の
統
合
、
同
類
の
事
物
の
図
像
の
増
加
、
細
分
化
、
構
図

の
改
変
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
引
用
手
法
を
と
っ
て
い
た
。

第
四
に

『
訓
蒙
図
彙
』
は

「
凡
例
」
に
「
諸
家
の
本
草
の
図
説
」
と
し
て
不
特
定
の
本
草
書
を
あ
げ
る
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し

「
本
草
の
図
説
」
の
な
か
で
、
最

、

、

、

も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
は
、
李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
で
あ
っ
た
。

第
五
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
、
半
丁
に
上
下
一
対
の
二
項
目
を
配
し
、
掲
出
語
・
本
文
・
図
像
が
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
「
属
対
」
の
対
語
形
式
に
な
っ
て
い

、

。

、

。『

』

「

」

、

、

る

ま
た

掲
出
語
が
四
字
句
構
成
に
な
っ
て
い
る

訓
蒙
図
彙

初
版
本
の

属
対

・
四
字
句
と
い
う
版
面
構
成
に
つ
い
て

相
田
満
氏
の
説
を
踏
ま
え
な
が
ら

幼
学
書
『
千
字
文

『
蒙
求
』
の
対
語
形
式
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

』

第
四
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
四
字
句
の
構
成
は
、
幼
童
の
文
字
の
習
得
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
た
。
初
版
本
の
目
次
（
掲
出
語
の
列
挙
）
を
収
録
し
た
『
三
才

、

千
字
文
』
な
る
書
物
が
、
手
習
い
の
書
・
幼
童
の
素
読
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
は
明
代
の
書
物
・
文
化
を
吸
収
し
つ
つ
、
さ
ら
に
独
自
の
版
面
構
成
と
項
目
の
配
列
を
工
夫
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

、

日
本
最
初
の
絵
入
り
百
科
事
典
『
訓
蒙
図
彙
』
は
、
幼
学
書
と
い
う
特
質
を
兼
ね
備
え
て
、
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
、
後
世
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ

の
影
響
が
日
本
だ
け
で
な
く
、
海
外
に
ま
で
及
ぼ
し
て
い
た
。

注（
１

『
新
井
白
石
日
記

下

（

大
日
本
古
記
録

、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
一
九
五
三
年
三
月

。

）

』
『

』

）

（
２
）
白
井
光
太
郎
「
支
那
及
日
本
本
草
学
の
沿
革
及
本
草
学
家
の
伝
記

（

岩
波
講
座
生
物
学
』
第
三
回
配
本
、
一
九
三
〇
年
四
月

。
同
氏

『
本
草
学
論
攷
』
第

」
『

）

、

一
冊
（
春
陽
堂
、
一
九
三
三
年
七
月

。）

（
３
）
日
本
学
士
院
編
『
明
治
前
日
本
生
物
学
史
』
第
一
巻
（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
〇
年

。）
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。
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り
ま
し
た
。

指
導
教
授
で
あ
る
藏
中
し
の
ぶ
先
生
に
は
、
大
変
親
切
な
御
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ
も
あ
た
た
か
い
御
助
言
を
く
だ
さ
り
、
研
究
へ
の
道
を
開
い
て
く
だ

さ
っ
た
藏
中
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
中
国
・
広
東
外
語
外
貿
大
学
の
韋
立
新
先
生
の
御
紹
介
で
、
国
費
留
学
生
と
し
て
大
東
文
化
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
重
な
機
会
を
い
た

だ
い
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
相
田
満
先
生
か
ら
大
変
御
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
親
切
な
研
究
指
導
の
み
な
ら
ず
、
研
究
発
表
、

の
機
会
を
紹
介
し

研
究
調
査

て
く
だ
さ
っ
た
相
田
先
生
に
は
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
群
馬
県
立
女
子
大
学
の
安
保
博
史
先
生
に
は
、
懇
切
丁
寧
な
御
指
導
、
あ
た
た
か
い
お

。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ま
た
、
日
本
女
子
大
学
の
三
田
明
弘
先
生
、

大
東
文
化
大

駒
澤
大
学
の
萩
原
義
雄
先
生
、
愛
知
県
立
大
学
の
洲
脇
武
志
先
生
、
関
東
学
院
大
学
の
河
内
春
人
先
生
、

保
子
先
生
、

田
口
悦
男
先
生
、
大
東
文
化
大
学
の
非
常
勤
の
笹
生
美
貴
子
先
生
、
飯
島
奨
先
生
、
オ
レ
グ
・
プ
レ
ミ
ア
ー
ニ
先
生
、
鈴
木

学
の
佐
竹

大
東
文
化
大
学
の

拓
也
先
生
、

口
頭
発
表
や
博
士
論
文

中
国
・
華
中
師
範
大
学
の
尹
仙
花
先
生
、
中
国
・
河
南
工
業
大
学
の
郭
崇
先
生
、
中
国
・
広
東
技
術
師
範
大
学
の
楊
亜
麗
先
生
、

の
執
筆
に
際
し
て
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
も
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
多
大
な
学
恩
を
い
た
だ
い
て
き
た
藏
中
研
究
室
を
は
じ
め
、
水
門
の
会
、
無
窮

会
、
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
な
ど
諸
会
の
方
々
、
そ
し
て
、
御
世
話
に
な
り
な
が
ら
こ
こ
に
御
名
前
を
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
も
、
本
当
に
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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初
出
一
覧

第
ニ
章第

一
節
「

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
初
版
本
か
ら
元
禄
版
本
へ
―
大
衆
化
の
位
相
を
め
ぐ
っ
て
―

『
文
化
・
情
報
の
結
節
点
と
し
て
の
図
像
論
文
集
（
仮

』
晃
洋

『

」

）

書
房
、
二
〇
二
一
年
三
月
刊
行
予
定
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
。

第
二
節
「

訓
蒙
図
彙
』
寛
政
版
本
の
増
補
改
訂
―
寛
文
六
年
初
版
本
へ
の
回
帰
―

『
外
国
語
学
研
究
』
第
二
二
号
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
刊
行
予
定
、
大
東
文

『

」

化
大
学
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
。

第
三
章第

二
節
「

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
版
本
と
『
三
才
図
会
』
の
図
像
―
『
三
才
図
会

「
儀
制
」
部
の
図
像
の
影
響
を
中
心
に
―

『
外
国
語
学
会
誌
』
第
四
九
号
、
二
〇

『

』

」

二
〇
年
三
月
十
日
、
大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
会
。

第
三
節
「

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
六
年
初
版
本
の
下
位
分
類
の
図
像
化
―
『
三
才
図
会
』
の
引
用
手
法
を
め
ぐ
っ
て
―

『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
研
究
』
第
十
九
号
、

『

」

二
〇
二
〇
年
七
月
、
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
日
本
支
部
。

第
四
章第

二
節
「

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
承
応
・
万
治
系
統
版
本
―
図
像
の
分
析
か
ら
―

『
語
学
教
育
研
究
論
叢
』
第
三
六
号
、
二
〇
一
九
年
三
月

『

」

一
日
、
大
東
文
化
大
学
語
学
教
育
研
究
所
。

第
四
節
「

訓
蒙
図
彙
』
と
『
本
草
綱
目
』
―
寛
文
版
本
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―

『
外
国
語
学
会
誌
』
第
四
八
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
十
五
日
、
大
東
文
化
大
学

『

」

外
国
語
学
会
。

第
六
節
「

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
―
「
狒
狒
」
を
め
ぐ
っ
て
―

『
外
国
語
学
研
究
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
九
年
七
月
三
一
日
、
大
東
文
化
大

『

」

学
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
。

第
五
章
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第
一
節
「

訓
蒙
図
彙
』
寛
文
版
本
の
「
属
対

『
語
学
教
育
研
究
論
叢
』
第
三
七
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
日
、
大
東
文
化
大
学
語
学
教
育
研
究
所
。

『

」
」

第
二
節
「
幼
学
書
・
手
習
い
書
と
『
訓
蒙
図
彙
』
―
寛
文
版
本
の
四
字
句
・
上
下
一
対
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て
―

『
水
門
―
言
葉
と
歴
史
―
』
第
二
九
号
、
二
〇
一

」

九
年
十
二
月
三
〇
日
、
勉
誠
出
版
。
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附
表
一

現
存
『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
書
目
集
覧

凡
例

一
、
令
和
二
年
一
月
ま
で
に
調
査
し
た
現
存
『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
種
本
の
調
査
目
録
で
あ
る
。

、

、『

』『

』「

」

、

。

二

排
列
は
刊
行
年
と
刊
記
に
し
た
が
い

国
書
総
目
録

古
典
籍
総
合
目
録

日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス

を
参
照
の
う
え

わ
た
し
に
版
本
番
号
・
略
称
を
付
し
た

三
、
下
段
に
、
刊
記
或
は
出
版
事
項
を
記
し
て
、
先
学
の
論
及
あ
る
も
の
は
こ
れ
を
引
用
し
て
お
い
た
。

刊
年

西
暦

所

蔵

冊
数
（
残
欠
）

形
態

刊
記
或
は
出
版
事
項

（

）

oN
寛
文

国
会

七

中
村
惕
斎
撰
、
二
〇
巻

(
)

1

6
1666

内
閣

一
〇

静
嘉

一
四

東
洋

一
四

「
叙
」
は
楷
書

岩
崎

宮
書

一
五

行

字

×

6

12

京
大

七

「
凡
例
」
は
楷
書
、

京
大

一
二
（
巻
一
～
三
・
一
二
・
一
三
欠
）

行

字

×

8

16

早
大

一
四

「
目
録
」
は
行
書
、

東
北
大

八

行

語

狩
野

×

5

2

竜
谷

八

京
都
府

一
一

山
口

七
冊
（
巻
二
欠
）

岩
瀬

一
四

杏
雨

一
五

杏
雨

一
二

無
窮

一
四

平
沼

村
野

七

陽
明

六

旧
彰
考

四
（
有
欠
）
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［
補
遺
］

東
大

八

史
料

武
蔵
野
美
大

六
（
巻
一
〜
三
・
一
二
〜
二
〇
存
）

服
部

28
cm

横
浜
市
大
鮎
澤

一
（
巻
四
存
）

27
cm

〈

〉

。

「

」

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

一
〇

半

出
版
事
項
：
額
田
正
三
郎

京
都

寛
文
６

内
題

頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙

佐
藤

に
「
か
し
ら
が
き
ぞ
う
ほ
き
ん
も
う
ず
ゐ
」
の
読
み
仮
名
あ
り
。
二
一
巻
。

尾
道
図

一
（
一
存
）

橋
本

23
cm

医
療
創
生
大

一
四

寛
文

京
大

八

＊
小
林
祥
次
郎
『
江
戸
の
イ
ラ
ス
ト
辞
典

訓
蒙
図
彙
』

（

）

2

8
1668

本
文
の
説
明
は
寛
文
六
年
版
の
も
の
と
同
文
で
あ
り
、
図
も
寛
文
六
年
版
の

京
大

六

そ
れ
を
縮
小
し
縦
長
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
縮
印
廉
価
版
と
し
て
刊
行
し
た

27.3
cm

も
の
で
あ
ろ
う
。

芸
大

八

美
術

東
大

四

東
北
大

七

狩
野

大
森

三

高
知

八

岩
瀬

八

大
橋

五

杏
雨

四

楂
艹
＋
考

一
二

東
大

四

国
語
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武
蔵
野
美
大

八

出
版
事
項
：
山
形
屋

寛
文
８

服
部

27
cm

仏
教
大

六
（
目
録
欠
）

出
版
事
項
：
山
形
屋

寛
文
８

27
cm

〈

〉

。〈

〉

〈

〉（

）「

」
。

版

序
・
凡
例
は
手
書
き
後
補

形

帙
入

伝

印
記

悟
陰
文
庫

加
大
ロ
ス
古
典
籍

一
（
巻
一
八
〜
二
〇
存
）

刊
記
「
寛
文
戊
申
季
冬

書
肆

山
形
屋
重
梓

。

×

」

26.0
18.9
cm

寛
文

香
雨

3
貞
享

八
戸
図

一

出
版
事
項
：
永
田
長
兵
衛
他

貞
享
１
〈
伝
〉
弘
観
舎
印

（

）

×

4

1
1684

27.3
18.5
cm

国
会

八

国
会

元
禄

国
会

八

（

）

白
井

5

8
1695

静
嘉

八

宮
書

八

九
大

八

京
大

八

京
大

二
（
零
本
）

教
大

二
（
巻
三
欠
）

慶
大

七

東
大

八

東
北
大

四

狩
野

乙

開

竜
谷

八

亥

版

大
阪
府

二

于
時
元
禄

孟
春
穀
旦

書
肆

大
森

八

鶴
舞

二

蓬
左

八

大
橋

二

杏
雨

八
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香
雨

八

楂
艹
＋
考

八

村
野

八

仙
台
伊
達
家

八

［
補
遺
］

岡
山
大

八

池
田

上
田
花
月

五

茶
図
武
藤

四

青
森
県
図

三

工
藤

宮
城
県
図

八

伊
達

23
cm

酒
田
光
丘

四

半

出
版
事
項
：
額
田
氏
伊
勢
屋

正
三
郎
〈
京
〉
元
禄
８
。

東
洋

八

藤
井

家
政
学
院
大
江

七
（
巻
之
一
二
～
一
四
欠
）

三
康
図

八

×

東
海
大
桃
園

七

22
15.7
cm

横
浜
市
大
鮎
澤

二

出
版
事
項
：
伊
勢
屋

額
田
氏
正
三
郎

〈
京
都
〉
元
禄
８
。

23
cm

〈
版
〉
後
印

『
鎖
国
時
代
日
本
人
の
海
外
知
識
』
３
４
５
頁
参
照
。

。

加
賀
図
聖
藩

七
（
巻
一
～
三
欠
）

半

金
沢
図

八

蒼
龍

23
cm

石
川
県

一
（
巻
一
九
〜
二
一
存
）

歴
博
大
鋸
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小
浜
図
酒
井

一

大

内
藤
く
す
り

一
（
巻
之
一
九
～
二
一
存
）

大
同

刈
谷
図

八

村
上

京
大

八

半

大
惣
本

龍
谷
大

八

大
宮
図

龍
谷
大

八

写
字
台

島
根
大

八
（
目
録
・
一
〜
七
）

桑
原

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

八

特
殊

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

八

特
殊

秋
月
博

七
（
巻
八
・
九
欠
）

大

名
古
屋
市
博

八

名
古
屋
市
博

三

対
馬
歴
史
宗
家

六
（
巻
十
五
～
十
八
欠
）

半×

新
村
出
記
念
重
山

八

22
16.5
cm

矢
口
丹
波
記
念
文
庫

四

ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
和
書

八

半
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寛
政

国
会

三

内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ

（

）

6

1
1789

国
会

一
〇

半

国
会

三

白
井

内
閣

三

内
閣

一
〇

宮
書

二

宮
書

九
（
欠
本
）

宮
書

一
〇

東
博

一
〇

九
大

一
〇

九
大

五

京
大

五

22
cm
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×

京
大

四

22.0
15.8
cm

京
大

一
〇

潁
原

教
大

一
〇

慶
大

一
〇

斯
道

芸
大

一
〇

美
術

国
学
院

一
〇

早
大

一
〇

東
大

二

東
大

一
〇

東
大

一
〇

東
大

一
〇

史
料

東
北
大

一
〇

狩
野

広
島
大

一
〇

北
大

一
〇

竜
谷

一
〇

秋
田

一
〇

大
阪
府

一
○

刊
記

日
比
谷

一
〇

加
賀

福
井

一
〇

寛
政
元
年
己
酉
三
月
吉
辰

出
来

松
平

山
口

五

皇
都
書
林

九
皐
堂

寿
梓

浅
野

一
〇

岩
瀬

一
〇

村
上
勘
兵
衛

金
沢
市

五

出
雲
寺
文
治
郎

氏
家

蓬
左

七

今
井
七
郎
兵
衛

米
沢

一
〇

額
田
正
三
郎

興
譲

井
本

五

勝
村
治
右
衛
門

香
雨

一
〇

泉

太
兵
衛

尊
経

一
〇

小
川
太
左
衛
門

竹
清

一
〇

小
川
源
兵
衛
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東
書

一
〇

谷
口
勘
三
郎

丸
山

九

無
窮

一
（
巻
一
三
～
二
一
）

神
習

無
窮

一
〇

平
沼

延
岡
内
藤
家

一
〇

江
戸
川
乱
歩

一
〇

［
補
遺
］

岡
山
大
池
田

一
〇

関
大

一
○

慶
大

三

東
京
家
政
学
院
大

一
○

足
利

五

穂
久
邇

九

国
文
研

一
○

半

出
版
事
項
：
津
逮
堂
／
吉
野
屋
／
仁
兵
衛
〈
京
都
〉

国
文
研

一
○

出
版
事
項
：
村
上
勘
兵
衛
〈
京
〉
出
雲
寺
／
文
治
郎
〈
京

、
今
井
七
郎
兵
衛

三
井

×

〉

22.6
15.8
cm

〈
京

、
額
田
正
三
郎
〈
京

、
勝
村
治
右
衛
門
〈
京

、
泉
太
兵
衛
〈
京

、

〉

〉

〉

〉

小
川
太
左
衛
門
〈
京

、
小
川
源
兵
衛
〈
京

、
谷
口
勘
三
郎
〈
京

。

〉

〉

〉

北
大

一
○

23
cm

×

八
戸
図

一
○

南
部

22.6
15.8
cm

×

八
戸
図

二

南
部

22.6
15.8
cm

弘
前
市
弘
前

一
○

半

弘
前
市
弘
前

一
○

半
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盛
岡
公
民

四

酒
田
光
丘

一
○

半

東
洋

一
〇

藤
井

東
洋

三

藤
井

お
茶
大
図

二

23
cm

玉
川
大
教
育
学
情
図

八

23
cm

〈

〉
、

〈

〉
、

〈

〉
、

藝
大
貴
重
書

一
○

須
原
屋
茂
兵
衛

江
戸

須
原
屋
伊
八

江
戸

山
城
屋
佐
兵
衛

江
戸

×22
15.5
cm

岡
田
屋
嘉
七
〈
江
戸

、
和
泉
屋
金
右
衛
門
〈
江
戸

、
須
原
屋
新
兵
衛
〈
江

〉

〉

戸

、
河
内
屋
喜
兵
衛
〈
大
坂

、
秋
田
屋
太
右
衛
門
〈
大
坂

、
加
賀
屋
善
藏

〉

〉

〉

〈
大
坂

、
村
上
勘
兵
衛
〈
京
都

。

〉

〉

海
洋
大
図

一
○

九
皐
堂
〈
皇
都
〉

×22.8
16.2
cm

東
大

一
○

国
語

東
大

一
○

国
語

国
立
天
文
台

一
○

国
立
天
文
台

一
○

×

東
洋
大

五

哲
学
堂

23
16
cm

武
蔵
野
美
大

一
○

服
部

23
cm

立
教
大

一
○

乱
歩

早
大

一
○

中

服
部
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横
浜
市
大
鮎
澤

四

２
１
冊
本
を
４
冊
に
合
綴
。

23
cm

新
潟
大

一
○

佐
野

（

）

石
川
県
図

九

巻
之
一
〜
三
・
五
〜
二
一
・
目
録
存

饒
石

23
cm

石
川
県
図

一
○

川
口

23
cm

金
沢
図

一
○

村
松

23
cm

金
沢
図

一
○
（
目
録
・
一
・
四
・
五
・
九
・
一

富
田

22.5
cm

二
・
一
四
・
一
七

・
二
〇
・
二

一
存
）

石
川
県

四
（
巻
一
〜
三
・
一
七
〜
二
一
存
）

歴
博
大
鋸

内
藤
く
す
り

七

22
cm

内
藤
く
す
り

七

内
藤
く
す
り

九
（

）

内
藤
く
す
り

七

目
録
・
巻
四
・
九
～
一
九
・
二
一
存

大
同

豊
田
市
図

九
（
巻
一
二
・
一
三
欠
）

半

和
装
本

龍
谷
大

一
○

写
字
台

堺
図

一
○

堺
図

一
○
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大
阪
府
大

一
○

半

椿
亭

阪
大
図

一
○

×

広
島
市
図
浅
野

一
○

23
16
cm

秋
月
博

一
○

大

佐
賀
県
図

八

鍋
島

23
cm

竹
田
図

一
（
巻
一
七
〜
二
一
存
）

由
学
館

岡
山
大

五

中

大
原
農
書

滝
学
園

一
○

半

津
市
図
橋
本

一
○

23
cm

バ
ー
ク
レ
ー
東
亜
図

七

22
cm

バ
ー
ク
レ
ー
東
亜
図

七

22
cm

×

パ
リ
東
洋
語
図

五

22.0
15.5
cm

ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
和
書

五

半

日
文
研
宗
田

五

23
cm

南
方
熊
楠
顕
彰
会

九
（
巻
一
欠
）
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姫
路
文
学

一
○

金
井

×
西
宮
郷
資

一
（
巻
九
～
十
一
存
）

22.1
15.3
cm

ベ
ル
リ
ン
国
図

五

半

小
泉
吉
永

九
（
巻
四
、
巻
十
三
の
第
二
～
四
丁
欠
）

22.4
cm

嘉
永

青
森

八
（
巻
一
七
・
一
八
欠
）

出
版
事
項
：
弘
簡
堂
〈
京
都
〉

嘉
永
２

（

）

工
藤

7

2
1849

23
cm

青
森

五

出
版
事
項
：

升
屋
勘
兵
衛

皇
都

書
林
〉

工
藤

〈

大
阪
府
大
学
情
セ

四

半

出
版
事
項
：
升
屋
勘
兵
衛
〈
皇
都
〉

弘
簡
堂
蔵
版

嘉
永
２

慶
応

宮
書

八

＊
佐
藤
茂
「

訓
蒙

と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
っ
て

―

語
彙
に
つ
い
て
の
一

（

）

<
>

8

3
1867

宮
書

四

つ
の
考
え
方
と
し
て
―
」

京
大

一
○

慶
応
３
年
版
は
、
内
題
は
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
で
、
題
簽
と
見
返
し
と
の
書

名
は
更
に
大
成
が
つ
く
。

東
女
大
近
世
芸
文

一
○

半

出
版
事
項
：
蓍
屋
嘉
助
等
１
０

慶
応
３
。

。

「

」

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

一

半

出
版
事
項
に
神
先
向
松
堂

慶
応
３
と
あ
る

見
返
し
に

慶
応
三
卯
歳
補
刻

佐
藤

と
あ
る
。
零
本
。

刊
年
不
明

国
会

一
四

寛
文
６
年
序

9
「

」

訓
蒙
図
彙

横
山
重

五

＊
小
林
祥
次
郎
『
江
戸
の
イ
ラ
ス
ト
辞
典

訓
蒙
図
彙
』

横
山
重
氏
蔵
本
は
捺
し
た
文
様
の
あ
る
朱
色
表
紙
を
施
し
た
美
本
で
あ
り
、

題
簽
も
存
し
な
い
が
、
剥
落
し
た
跡
も
見
え
な
い
。
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×

国
文
研

二

26.7
16.9
cm

×
芸
大
貴
重
書

八

27.5
19.5
cm

刊
年
不
明

酒
田
光
丘

四

酒
田
光
丘

10
「
頭
書
増
補

訓
蒙
図
彙
」

法
大

七

出
版
事
項
：
元
禄
八
乙
亥
孟
春
穀
旦
書
肆
開
版

正
岡
子
規
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富
山
市
図

二

元
禄
８
刊
の
後
印
。
外
題
な
し

（
自
序

「
寛
文
丙
午
秋
七
月
暢
齋
識
」

山
田
孝
雄

。

）

（
刊
記

「
干
時
元
祿
八
乙
亥

孟
春
穀
且

書
肆
開
版

（
印
記

「
浅
井
氏

）

」

）

所
蔵

「
神
田
旅
篭
町
壱
丁
目
拾
番
地
／
三
河
屋
幸
三
郎
」

」

刊
年
不
明

国
文
研

一
○

半

出
版
事
項
：
京
都
書
林

津
逮
堂

吉
野
屋

仁
兵
衛

11
「
増
補
頭
書

大
成
」

酒
田
光
丘

一
○

出
版
事
項
：
積
玉
圃
／
河
内
屋
／
喜
兵
衞
〈
浪
華

、
積
文
堂
／
大
文
字
屋
／

〉

與
三
兵
衞
〈
皇
都
〉

家
政
学
院

五

刊
記
：
津
逮
堂

吉
野
屋

仁
兵
衛

〈
京
都

〔
寛
政
１
年
〕
後
印
本
。

大
江

×

〉

22
15.5
cm

家
政
学
院

一
○

美
濃

出
版
事
項
：
弘
簡
堂

須
磨

勘
兵
衛
〈
皇
都

。

大
江

〉

刊
記
：
寛
政
元
年
己
酉
三
月
吉
辰
出
來

皇
都
書
林

九
皐
堂
壽
梓

谷
口

勘
三
郎
〔
等
〕
九
軒
。
後
刷
本
。

立
教
大

一
○

出
版
事
項
：
弘
簡
堂
／
須
磨
／
勘
兵
衞
〈
皇
都

。

乱
歩

〉

〈
版
〉
寛
政
元
年
九
皐
堂
版
の
後
刷
。

三
康
図

七

〈
版
〉
寛
政
１
刊
の
後
印
。

三
康
図

五

〈
版
〉
寛
政
１
刊
の
後
印
。

静
岡
県
図

一

葵
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愛
知
教
大
図

一
○

小
平
図

一
○

半

後
印
。
寛
政
１
年
４
月
跋
。
出
版
事
項
：
丁
字
屋

庄
兵
衛
〈
京

。

久
下

〉

加
大
ロ
ス
古
典
籍

一
○

〈
版
〉
寛
政
元
年
版
後
印

〈
刊

（
刊
記

「
寛
政
元
年
己
酉
三
月
吉
辰

出

×

。

〉

）

22.0
15.8
cm

来
／
皇
都
書
林

九
皐
堂
寿
梓
／
村
上
勘
兵
衛
／
出
雲
寺
文
治
郎
／
今
井
七

良
兵
衛
／
額
田
正
三
郎
／
勝
村
治
右
衛
門
／
泉
太
兵
衛
／
小
川
太
左
衛
門
／

小
川
源
兵
衛
／
谷
口
勘
三
郎

。」

刊
年
不
明

静
嘉

二
二

12

岡
山
大

八

池
田

早
大

二
（
有
欠
）

東
大

一

東
大

三

東
大

四

東
大

七

東
北
大

（
巻
四
～
七
）

狩
野

東
洋
大

五

哲
学
堂
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刈
谷

八

蓬
左

二
○
（
有
欠
）

井
本

一
（
巻
一
）

祐
徳

六

礫
川

一

延
岡
内
藤
家

一
四

［
補
遺
］

上
田

四

花
月

大
阪
府
大
学
情
セ

一
（
巻
一
四
、
一
五
、
一
六
～
一
九
存
）

青
森
県
図

一

工
藤

弘
前
市
弘
前
図

一
○

半

出
版
事
項
：
須
磨
／
勘
兵
衛
〈
京
都

、

寛
政
１

〉

宮
城
県
図

一
（
巻
二
〇
存
）

22.5
cm

お
茶
大
図

一
○

26
cm

順
天
大

八
（
増
補
存
）

標
目
書
名
「
訓
蒙
図
彙
」

山
崎

28
cm

家
政
学
院

一
（
巻
九
・
一
〇
存
）

美
濃
判
竪
本

〔
題
簽
〕
元
簽
欠

〔
丁
数
〕
２
６
丁

大
江

家
政
学
院

一
（
巻
一
四
～
一
六
存
）

半
紙
判
竪
本

〔
題
簽
〕
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
大
成

〔
丁
数
〕
巻
之
十
四

１
３
丁

巻

大
江

之
十
五

１
４
丁

巻
之
十
六

５
丁

芸
大
図

八

芸
大
図

一
○

須
原
屋
／
茂
兵
衛
〈
江
戸

、
須
原
屋
／
伊
八
〈
江
戸

、
山
城
屋
／
佐
兵
衛

〉

〉
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〈
江
戸

、
岡
田
屋
／
嘉
七
〈
江
戸

、
和
泉
屋
／
金
右
衛
門
〈
江
戸

、
須
原

〉

〉

〉

屋
／
新
兵
衛
〈
江
戸

、
河
内
屋
／
喜
兵
衛
〈
大
坂

、
秋
田
屋
／
太
右
衛
門

〉

〉

〈
大
坂

、
加
賀
屋
／
善
藏
〈
大
坂

、
村
上
／
勘
兵
衛
〈
京
都
〉

〉

〉

法
大

七

半

（
刊
記

「
元
禄
八
乙
亥
孟
春
穀
旦

書
肆
開
版

（
書
肆
名
な
し

（
１
）

正
岡
子
規

）

」

）
、

一
巻
天
文
・
二
巻
地
理
・
三
巻
居
処
（
２
）
四
巻
人
物
・
五
巻
身
体
・
六
巻

衣
服
・
七
巻
宝
貨
（
３
）
八
巻
器
用
・
九
巻
器
用
（
４
）
一
〇
巻
器
用
・
一

一
巻
器
用
（
５
）
一
二
巻
畜
獣
・
一
三
巻
禽
鳥
・
一
四
巻
龍
魚
（
６
）
一
五

巻
虫
介
・
一
六
巻
米
穀
・
一
七
巻
菜
蔬
・
一
八
巻
果
蓏
（
７
）
一
九
巻
樹
竹

・
二
〇
巻
花
草
。

法
大

一
（
残
欠
あ
り
）

中

〈
注
〉
中
村
惕
斎
編
元
禄
８
年
増
補
訓
蒙
図
彙
か

奥
付
部
分
欠
落
／
事
典

正
岡
子
規

／
草
花
の
巻

挿
絵
４
６
面
／
子
規
が
科
学
に
分
類
し
た
の
は
草
花
の
巻
と

し
て
で
あ
る
／
外
題
な
し

武
蔵
野
美
大

三
（
巻
一
・
四
～
六
・
八
～
一
一
存
）

標
目
書
名
：
増
補
訓
蒙
図
彙

（
１
）
巻
一
目
録
３
６
丁
（
２
）
巻
四
人
物
巻

服
部

。

28
cm

五
身
体
巻
六
衣
服
巻
七
宝
貨
３
１
丁
（
３
）
巻
八
～
一
一
器
用
４
６
丁
。

三
康
図

八

〈
序
〉
寛
文
６
序

〈
形
〉
薄
葉
摺
。

。

東
海
大

一
○

刊
記
：
京
都
書
林

三
條
通
富
小
路
東
江
入
町

須
磨
勘
兵
衞
。

桃
園

×22.1
15.6
cm

横
浜
市
大

三

〈
序
〉
寛
文
６
序
。

三
枝

横
浜
市
大

一
（
巻
四
～
一
〇
存
）

合
１
冊

〈
序
〉
寛
文
６
自
序
。

鮎
澤

。

28
cm

高
岡
図

四

金
沢
市

一
（
巻
一
〇
存
）

（
２
５
丁
）

標
目
書
名
「
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
」

村
松

22
cm
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金
沢
市

二
（
目
録
下
・
巻
一
一
存
）

標
目
書
名
「
訓
蒙
図
彙
」

村
松

27
cm

石
川
県
歴
博

二
（
巻
一
五
・
一
六
・
二
〇
存
）

標
目
書
名
「
訓
蒙
図
彙

。
記
載
書
名
「

頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
大
成
。
出
版

大
鋸

」

事
項
「
山
形
屋

。」

石
川
県
歴
博

二
五

一
冊

複
本

大
鋸

×21.5
15.0
cm

一
五
冊

×27.5
19.5
cm

九
冊

×22.5
16.0
cm

〈

〉

。〈

〉（

）「

」（

（

）
）
。

小
浜
図

三
（
巻
八
～
一
〇
・
一
六
～
二
〇
首
目
２

序

寛
文
６
序

伝

印
記

順
造
館
蔵
書

小
浜
藩
校

小
浜

酒
井

巻
存
）

上
田
図

四

花
月

豊
科
郷
土
博

一

標
目
書
名
「
訓
蒙
図
彙
」

桂
谷

内
藤
く
す
り

一
（
巻
之
九
～
一
一
存
）

標
目
書
名
：

頭
書
増
補
）
訓
蒙
図
彙
大
成

（

内
藤
く
す
り

四
（
巻
一
～
六
・
八
～
一
一
・
一
九
～
二

〇
存
）

内
藤
く
す
り

一
（
巻
一
～
三
存
）

内
藤
く
す
り

一
（
巻
之
一
二
～
一
五
存
）

標
目
書
名
「
訓
蒙
図
彙
」

内
藤
く
す
り

二
（
巻
之
九
～
一
一
・
二
〇
存
）

標
目
書
名
：

頭
書
増
補
）
訓
蒙
図
彙

（

龍
谷
大

八

〈
序
〉
寛
文
６
序
。

写
字
台
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龍
谷
大

八

禿
氏

大
阪
府
大
学
情
セ

一
（
巻
十
四
・
十
五
・
十
六
～
十
九
存
）

半

神
戸
大
小
林

三

〈
序
〉
寛
文
６
序
。

27
cm

島
根
大

四
（
巻
五
～
八
存
）

標
目
書
名
「
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
大
成
」

桑
原

津
山
郷
土
館

四
（
巻
五
～
八
・
一
四
・
一
五
・
一
七
～

〈
序
〉
天
明
８
力
丸
之
光
序
。

愛
山

一
九

・
目
録
存
）

岩
国
徴
古

七

記
載
書
名
「
訓
蒙
図
彙
」

序
首
・
序
中
・
凡
・
目
・
外
・
柱

鎌
田
共
済
郷
博

一
（
巻
一
六
～
一
八
存
）

久
留
米
図

五

大

標
目
書
名
「
増
補
訓
蒙
図
彙
」

久
留
米
図

一
（
巻
十
三
存
）

大

竹
田
図

一
（
巻
一
〜
九
存
）

半

由
学
館

宮
教
大
図

三
（
巻
八
・
九
、
巻
一
○
・
一
一
、
巻
一

〈
版
〉
天
保
８
年
版
か

〈
般
〉
合
せ
本

〈
形
〉
簽
欠
。

×

。

。

23.0
16.5
cm

○
・
一
一
（
別
本
）
存
）

民
博

一

半
（
２
０
丁
）

〈
版
〉
後
印

〈
序
〉
寛
政
１
年
４
月
跋
。

篠
田

。

厳
原
町
教
委

八

半

〈
序
〉
寛
文
６
年
序
。

標
目
書
名
「
増
補
訓
蒙
図
彙
」

厳
原
町
教
委

八

半

標
目
書
名
「
訓
蒙
図
彙
大
成
」



- 283 -

津
市
図

三
（
巻
一
二
～
一
四
存
）

（
２
１
丁
）

〈
般
〉
合
綴
図
説
／
１

巻
一
二

畜
獸
・
２

巻
一
三

禽
鳥
・
３

巻

稲
垣

22
cm

一
四

龍
魚
。

バ
ー
ク
レ
ー
東
亜
図

七

〈
序
〉
寛
文
６
序
。

27
cm

ル
ー
ル
大
ボ
ー
フ
ム

八

記
載
書
名
「
訓
蒙
図
彙
」

益
田
家

四

益
田
家

一
（
巻
一
七
〜
一
九
存
）

ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
和
書

一
四

大

〈
序
〉
寛
文
６
年
序
。
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附
表
二

『
三
才
図
会
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目
名
対
照
一
覧

凡
例

『
三
才
図
会
』
の
掲
出
語
に
つ
い
て
、
図
像
、
本
文
、
目
次
に
掲
載
し
た
見
出
し
語
が
異
な
る
場
合
場
合
あ
る
た
め
、
次
の
原
則
で
掲
出
語
を
規
定
す
る
。

一
、
基
本
的
に
は
、
図
像
と
本
文
の
前
の
見
出
し
語
を
掲
出
語
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
見
出
し
語
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
場
合
、
目
次
に
掲
載
し
た
見
出
し
語
を
参
照

し
て
、
掲
出
語
を
定
め
る
。
例
え
ば

『
三
才
図
会
』
草
木
巻
十
二
花
卉
類
に
、
図
像
、
本
文
の
前
の
掲
出
語
は
と
も
に
「
辛
夷
即
木
筆
」
と
あ
る
が
、
目
次
に

、

掲
載
し
た
「
辛
夷
」

を
掲
出
語
と
す
る
。

二
、
本
文
の
前
に
見
出
し
語
が
な
い
場
合
、
図
像
の
見
出
し
語
と
本
文
に
出
る
用
語
を
参
照
し
て
、
見
出
し
語
を
定
め
る
。

三
、
本
文
の
前
に
見
出
し
語
が
な
く
、
図
像
の
見
出
し
語
も
判
定
し
に
く
い
時
、
目
次
に
掲
載
し
た
掲
出
語
を
参
照
し
て
、
掲
出
語
を
定
め
る
。
例
え
ば

『
三
才
図

、

会
』
人
物
巻
七
「
人
相
類
」
に

「
眉
図
二
十
四
」
が
あ
り
、
二
四
の
図
像
を
並
べ
る
場
合
、
掲
出
語
を
「
眉
」
と
す
る
。

、

巻
一
「
天
文
」

会

図

図

図

図

図

図

図

図才

晦

朔

弦

弦

望

蝕

蝕

三

日

月

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

月

月

上

上

月

＊

彙図

宿

空

漢

庚

白

蝕

蝕

儀

政

辰

蒙

七

北

列

日

月

星

斗

晦

朔

弦

望

虚

天

長

太

参

昴

彗

孛

虹

暈

雷

電

雲

煙

霧

露

風

雨

氷

雪

日

月

両

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34
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会図才

×
×

三彙図

牛

女

蒙

牽

織

訓

35

36

巻
二
「
地
理
」

会

図

図

図

田

田

才

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

三

圃

×
×

×
×

×

区

彙図蒙

山

峰

巓

谷

岬

坂

桟

巌

洞

崖

岸

磐

石

砂

礫

牧

野

田

園

場

圃

畔

畷

林

丘

墓

塚

海

島

波

渦

濱

麓

洲

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34
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会

図

図

図

才

閘

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

三

×
×

水

井

＊

彙図

疆

柵

梁

橋

蒙

瀑

泉

池

塘

堤

堰

閘

韓

塹

閭

関

津

衢

道

封

水

独

浮

川

澤

橋

井

溝

城

村

市

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

巻
三
「
居
処
」

会図才

廬

驛

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

三

宮

廊

坊

亭

厨

厠

厩

庭

殿

台

楼

田

宅

邸

寺

塔

倉

×
×

×

彙図蒙

宮

廊

廡

台

階

櫓

坊

店

廬

宅

驛

亭

寺

塔

倉

厨

厠

厩

窓

櫺

蔀

槅

廳

庭

門

戸

扉

枢

扃

楗

棟

檐

殿

楼

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34
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会図才

首

三

牆

欄

斎

閨

窯

窖

鋪

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

彙図

房

杆

表

藏

風

井

朽

首

室

＊

獄

蒙

楹

桁

榱

枅

枓

砌

磚

屋

瓦

牆

壁

籬

柵

臥

欄

華

斎

閨

窯

窖

輪

槫

藻

護

鋪

礎

浴

牢

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

巻
四
「
人
物
」

会

牟

図

図

迦

仏

才

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

三

釈

尼

彙

官

婦

優

儒

家

者

夫

父

師

人

図

公

卿

士

女

嬰

童

翁

婆

兵

農

工

商

醫

卜

鍛

治

巫

祝

僧

尼

鬼

仙

佛

薩

樂

娼

俳

侏

陶

圬

樵

漁

猟

蜑

蒙訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34
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会

国

国

図

麗

奴

真

才

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

三

高

匈

女

×

＊

彙

夷

蠻

古

慎

人

人

人

工

匠

工

匠

工

工

工

匠

婦

女

婆

婦

工

匠

夫

者

人

子

童

叟

児

者

唇

背

図

国

鮮

人

東

南

蒙

肅

矢

函

玉

染

石

皮

筆

硯

銀

漆

蠶

機

牙

販

傘

褙

膳

屠

渉

舟

牧

釣

乞

瞽

兎

駝

蒙

中

朝

弓

画

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

国

国

会

球

球

国

国

国

人

国

国

国

図

琉

琉

竺

羅

城

臂

脚

人

人

才

大

小

天

暹

占

長

長

小

長

三

×
×

×
×

彙

球

宋

南

竺

羅

城

番

崙

臂

脚

人

人

図

琉

呂

安

天

暹

占

東

崑

長

長

小

長

蒙訓

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

巻
五
「
身
体
」
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会

図

図

図

図才

腸

腸

胱

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

三

口

眼

脾

腎

肝

膽

膀

眉

耳

鼻

心

肺

大

小

胃

＊

彙

絡

図

胱

鬚

包

蒙

頭

口

眉

目

耳

鼻

歯

舌

髭

鬢

髪

筋

毛

顱

骨

腹

背

手

脚

拳

指

肋

乳

心

肺

脾

腎

肝

膽

腸

胃

膀

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

状

会

形

図

府

図

才

×

三

藏

之

彙

腑

胎

図

臓

胞

蒙訓

35

36

巻
六
「
衣
服
」
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服

会

巾

図

冠

才

褥

臂

朝

頭

坡

巾

子

帯

三

冠

幞

帽

裳

衫

屐

被

帨

半

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
国

東

方

大

履

×

彙図

臂

蒙

冕

纓

冠

幞

巾

帽

靴

笏

袞

裳

袍

衫

袴

裙

珮

帯

襟

袊

袖

韈

鞋

履

屐

被

褥

帨

帕

幄

帳

幔

幕

半

裾

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

袷

？

会

掩

図

図

衣

巾

膝

才

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

三

×

深

図

幅

蔽

彙

＊

袋

帯

衣

巾

衣

膝

脚

衣

衣

子

具

図

掖

裟

掇

帽

衣

袴

裘

衣

革

深

幅

夾

蔽

裏

涎

絡

座

蒙

缺

袈

直

烏

魚

布

奴

毛

浴

雨

訓

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

巻
七
「
宝
貨
」
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会図

玕

銅

上

下

黄

才

鐵

硫

瑚

琅

金

銀

然

図

図

石

石

石

霜

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

三

礬

消

磁

砒

珊

生

生

鉛

生

自

錢

錢

玉

石

青

×
×

×
×

彙図

瓈

瑙

磲

璃

瑚

珀

玕

瑁

蒙

鐵

銅

錢

珠

玉

礬

硃

硫

硝

磁

砒

砥

礪

玻

瑪

硨

瑠

珊

琥

琅

玳

繡

紗

縠

綾

綃

緞

絹

線

條

金

銀

鉛

錦

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

会図

銀

母

膽

才

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

三

雲

石

×

水

彙

＊

線

銀

母

精

精

青

粉

灰

膽

鹽

石

図

薄

水

海

浮

蒙

絲

綿

絨

氊

皮

革

金

鐵

雲

水

火

緑

白
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×

鶏

龍

山

百
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＊

彙

春

冠

膽

藺

尾

丹

丹

合

菊

図

薇

棠

覆

漿

梗

干

跖

蕉

苡

蔚

蓄

枯

膚

苕

葜

冬

及

苗

鶏

龍

馬

鴟

山

巻

百

丈

蒙

薔

棣

麗

旋

酸

桔

射

鴨

芭

薏

茺

萹

夏

地

陵

菝

忍

玄

薹

茎

蔓

苞

葩

蕋

萼

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

会

花

子

羅

花

花

草

芮

冬

冬

子

星

草

子

図才

凰

仙

葵

牛

花

春

簪

燈

漿

蔯

龍

門

門

前

風

膝

南

掌

雪

牀

金

水

秋

牽

旋

剪

玉

金

酢

茵

石

天

麦

車

防

牛

天

虎

積

蛇

杜

三

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

彙図

仙

仙

葵

菊

錢

盞

牛

子

羅

錦

簪

竹

燈

蒜

菜

漿

蓬

蔯

芮

麴

冬

前

風

火

茄

蔥

蹄

膝

星

雪

牀

杖

凰

水

秋

金

金

牽

鼓

剪

様

玉

石

金

石

菫

酢

萍

茵

龍

鼠

門

車

防

愼

天

山

羊

牛

南

積

蛇

虎

杜

蒙

春

訓

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

会

子

子

図

香

參

薑

蓝

草

耳

薟

麻

子

巳

石

栢

韋

斛

才三

蘹

苦

山

蓖

附

防

絡

巻

石

石

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

蘹

苦

山

紅

紫

蒼

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

彙
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図

香

朮

參

薑

椒

花

草

耳

薟

麻

藋

茛

香

朮

參

薑

椒

花

草

耳

薟

麻

藋

茛

頭

莽

巳

石

栢

荷

蘭

栢

韋

賊

帆

斛

厴

勃

蒙

蘹

蒼

苦

山

番

紅

紫

蒼

蘹

蒼

苦

山

番

紅

紫

蒼

蓖

蒴

水

澤

烏

鼠

防

絡

巻

石

風

玉

石

木

石

石

螺

馬

訓

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128
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表
三

『
本
草
綱
目
』
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
項
目
対
照
一
覧

附凡
例

一

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
一
致
す
る
項
目
が
な
い
巻
を
こ
こ
で
は
あ
げ
な
い
。

、
二
、
巻
八
～
十
一
「
器
用
」
で
は
、
一
致
す
る
十
五
項
目
の
み
を
あ
げ
る
。

三
、
算
用
数
字
は
、
順
位
を
表
す
。

巻
五
「
身
体
」

』目

鬚

骨

綱

歯

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

草

×
×

×

牙

髭

人

本『』彙

絡

図

胱

鬚

包

蒙

頭

口

眉

目

耳

鼻

歯

舌

髭

鬢

髪

筋

毛

顱

骨

腹

背

手

脚

拳

指

肋

乳

心

肺

脾

腎

肝

膽

腸

胃

膀

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

『
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』目

胞

綱

×
人

草本『』彙

腑

胎

図

臓

胞

蒙訓

35

36

『巻
六
「
衣
服
」

繩

』

鼻

目

頭

巾

鞾

帯

屜

綱

衫

鞋

鞋

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

草

幞

屐

頭

皮

汗

衣

草

麻

×
×

×
×

本
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『』彙図

臂

掖

蒙

冕

纓

冠

幞

巾

帽

靴

笏

袞

裳

袍

衫

袴

裙

珮

帯

襟

袊

袖

韈

鞋

履

屐

被

褥

帨

帕

幄

帳

幔

幕

半

缺

裾

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

『』

布

目

脚

綱

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

草

×
×

繳

本『』彙

袋

帯

衣

巾

衣

膝

脚

衣

衣

子

具

図

裟

掇

帽

衣

袴

裘

衣

革

深

幅

夾

蔽

裏

涎

絡

座

蒙

袈

直

烏

魚

布

奴

毛

浴

雨

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

＊

『
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巻
七
「
宝
貨
」

』目

玕

錢

黄

綱

硫

砥

瓈

脳

璃

瑚

琅

銅

文

石

石

石

石

×
×

×
×

×
×

×
×

×

草

鐵

礬

硝

砒

越

玻

珊

金

銀

鉛

赤

古

玉

石

慈

馬

琉

青

×
×

×
×

×
×

×

本『』彙図

瓈

瑙

磲

璃

瑚

珀

玕

瑁

蒙

鐵

銅

錢

珠

玉

礬

硃

硫

硝

磁

砒

砥

礪

玻

瑪

硨

瑠

珊

琥

琅

玳

繡

紗

縠

綾

綃

緞

絹

線

條

金

銀

鉛

錦

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

『』目

銀

母

精

青

霜

灰

膽

鹽

石

綱

水

鉛

食

浮

草

雲

水

緑

石

石

×
×

×
×

×
×

×
×

×
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本『』彙

線

銀

母

精

精

青

粉

灰

膽

鹽

石

図

薄

水

海

浮

蒙

絲

綿

絨

氊

皮

革

金

鐵

雲

水

火

緑

白

石

石

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

＊

『巻
八
～
十
一
「
器
用
」

』目

鏃

鏃

及

及

弦

弦

綱

笴

笴

網

席

帚

籃

草

鞘

弩

弩

鞭

杷

弓

弓

馬

竹

蒲

甑

筋

杓

弊

竹

本

紙

刀

箭

箭

魚

『』彙図
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弓

席

甑

杓

帚

籃

蒙

紙

鞘

矢

鏃

弩

鞭

杷

網

筋

訓『巻
十
二
「
畜
獣
」

』目綱草

羊

本

獅

犀

象

熊

貘

豺

狼

虎

豹

馬

牛

豕

鹿

麞

麋

麢

麝

狗

羊

貓

鼠

驢

駝

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

『』彙図

麟

豸

虞

子

蒙

麒

獬

騶

獅

犀

象

熊

貘

豺

狼

虎

豹

馬

駒

牛

犢

豕

豚

鹿

麑

驪

騮

驄

駁

麞

麋

麢

麝

犬

羊

猫

鼠

驢

駝

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

『

獺

』
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目

水

綱

獸

草

猴

獺

鼠

鼠

鼠

鼠

鼠

豬

豬

貓

肭

獺

猩

狒

本

狨

獼

狐

狸

貉

貒

兎

山

貂

鼬

黃

鼹

鼷

野

豪

靈

猬

膃

海

猩

狒

×
×

×
×

×
×

×
×

×

『』彙図

犬

犬

豬

豬

牛

羊

貓

䑕

狗

獺

猩

狒

蒙

猿

猴

狐

狸

貉

貒

兎

獺

貂

鼬

鼯

鼲

鼹

鼷

蹄

騣

牙

角

㺜

獒

野

山

水

綿

靈

蝟

海

海

猩

狒

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

『巻
十
三
「
禽
鳥
」

』

鳥

鳥

目

凰

雀

䳇

婦

翼

鷄

鵂

鳥

綱

鵑

木

鷀

鴦

鷉

鴉

鳳

孔

鸚

巧

伏

鶴

雕

鴟

鴟

鵠

烏

慈

草

杜

啄

鸕

鶬

鴛

鸊

鸛

鷹

鵞

鴈

鷗

鳬

鷺

鶩

鸎

燕

鵲

×
×

×
×

×

本『
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』彙図

鵑

木

蝠

鷀

鴰

鴦

鷉

凰

翠

鵡

鴒

鷯

鳳

孔

鸚

鶺

鷦

梟

鵠

烏

蒙

杜

啄

蝙

鸕

鶬

鴛

鸊

鶴

鸛

鷹

鷲

鳶

鷂

隼

鴻

鵞

鴈

鷗

鳬

鷺

鶩

鸎

燕

鵯

鵲

鴉

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

『』目

労

雀

狗

雉

雉

鳥

鶏

鶏

䳡

鳩

鵂

鷴

綱

鳩

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

草

鴿

鷸

鶉

鶚

雞

雉

斑

伯

雀

蒿

魚

鷩

鸐

駝

竹

秧

青

鳲

鴟

白

×

本『』彙

雞

雞

雞

雞

雞

雞

雞

雞

鳩

鳩

鴟

鴟

鵰

鶴

鷴

鳳

図

雀

羽

翼

嘴

尾

鶤

矮

錦

綬

山

火

竹

秧

青

鳲

角

怪

皂

紅

白

烏

蒙

鳩

鴿

鷸

鶉

鶇

鵙

鵐

鴗

鶚

雞

雉

卵

雛

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

『



- 320 -

』目

鳸

鵲

鵲

鶄

鵒

綱

桑

山

練

鵁

鸜

草

×
×

×

本『』彙

雀

雀

眉

嘴

鵲

鵲

鶄

鵒

図

雲

翠

畫

蠟

山

練

鵁

鸜

蒙訓

69

70

71

72

73

74

75

76

『巻
十
四
「
龍
魚
」

』

魚

魚

魚

魚

魚

目

龍

鯉

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

首

目

魚

魚

魚

鱺

魚

魚

魚

魚

綱

鰩

鰩

草

蛟

鯽

鯔

鱸

鰣

鯧

鱵

鰷

鰻

鱓

鮧

䱱

鰌

龍

鯪

鱣

鮫

鯉

鱒

石

比

文

海

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

本『



- 321 -

』彙図蒙

蛟

鰐

鯛

鮏

鯉

鯽

鯔

鱸

鰣

鮅

鯖

鰺

鯼

鮸

鰈

鯧

鰩

鱝

䲍

鱵

鰷

鰶

鰻

鱓

鮧

䱱

鰮

鰌

龍

螭

鯪

鯨

鱣

鮫

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

『』

魚

魚

魚

鱺

魚

魚

目

顙

魚

賊

豚

豚

䖳

鰻

魚

魚

馬

殘

綱

鰕

魚

父

海

黄

章

烏

海

河

海

海

鱘

鱭

海

鱠

草

鰕

金

杜

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

本『』彙

肉

鮏

鰻

魚

魚

穡

頰

魚

鮫

魚

牛

馬

蝦

條

図

魚

鱨

擧

鰂

豬

㹠

母

魚

姑

父

江

海

鮪

鱭

黃

烏

尨

馬

梭

海

海

醬

麫

蒙

鰕

鰝

鰭

鱗

鰓

鰾

年

黄

章

鰞

江

河

水

土

金

蝦

杜

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

『
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巻
十
五
「
虫
介
」

蝱

亀

蠃

蜊

』

秦

田

蛤

明

蜚

目

魚

蠃

蛤

子

決

牛

蝶

火

魚

蛄

蟬

蜂

綱

蠣

蛭

亀

蟹

蠃

蝸

魁

貝

石

牡

水

蛺

蠅

衣

蟻

蚱

蜜

草

鼈

鱟

蛤

蚌

蜆

蟶

蜗

蛙

蝱

螢

蛬

螻

×
×

×
×

×
×

×

水

海

文

木

本『』彙図蒙

亀

鼈

鱟

蟳

䘋

螺

蛳

蛤

蚶

蚌

蜆

貝

蟶

鰒

蠣

蟒

蛇

蝮

蛭

蜗

蛙

蛾

蝶

蠅

蝱

螢

蛬

蟢

蟫

螻

蟻

蟬

蜂

蟹

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

『

蛸

』

蟲

螵

目綱

蠧

虱

蚓

蝓

蚣

螉

蛉

螽

蛛

蟷

螬

蠱

蜍

蟇

斗

陸

桑

螂

婦

草

蠶

人

蚯

蛞

蜈

蠮

蜻

蜘

螲

蠐

木

蟾

蝦

蝌

馬

螂

蜣

鼠

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

草

蠶

人

蚯

蛞

蜈

蠮

蜻

蜘

螲

蠐

豉

螳

本
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『』彙図

蜍

蟆

蚪

蚓

螈

蜴

蜓

蝓

蚣

足

螋

蜒

螉

蛉

蠜

卒

螽

図

蜍

蟆

蚪

蚓

螈

蜴

蜓

蝓

蚣

足

螋

蜒

螉

蛉

蠜

卒

螽

蛛

蟷

蜋

蜣

蟖

蠖

螬

蝛

孓

蠱

蒙

蠶

蠧

蚊

蚋

蚤

虱

蟾

蝦

蝌

蚯

蠑

蜥

蝘

蛞

蜈

百

蠼

蚰

蠮

蜻

紺

赤

蒙

蠶

蠧

蚊

蚋

蚤

虱

蟾

蝦

蝌

蚯

蠑

蜥

蝘

蛞

蜈

百

蠼

蚰

蠮

蜻

紺

赤

蝽

蜘

螲

螳

蛣

蛅

蚇

蠐

蛜

孑

豉

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

『

蜂

』

竹

目

龜

蟲

子

綱

虫

蟻

毛

月

蠃

菜

燕

居

君

蜂

蝥

牛

馬

夜

蠊

錢

草

蛻

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

本

蚘

蛆

飛

蛇

緑

海

蓼

淡

海

寄

郞

土

斑

天

竈

行

蜚

壁

『』彙

龜

珧

螺

菜

燕

膽

蟲

君

頭

首

蛇

蛇

蜂

蝥

頭

髪

線

蚸

鐘

馬

蠜

蟲

龜

蟲

錢

虎

図

毛

玉

辛

淡

海

海

寄

郞

両

岐

烏

銀

馬

斑

叩

齧

絡

螇

金

竈

氣

滑

金

蓑

壁

蠅

蒙

蛆

蚘

蠓

螱

殻

甲

蛻

繭

訓

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

『
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蛸

』

螵

目

黽

桑

甕

綱

水

螂

雀

草

×
×

×
螳

本『』彙

馬

蠱

蚤

虱

蛸

甕

図

水

土

水

木

螵

雀

蒙訓

103

104

105

106

107

108

『巻
十
六
「
米
穀
」

餅

』

蒸

黍

目

粟

麻

豆

豆

豆

豆

子

蜀

麻

黍

豆

豆

豆

麥

綱

麥

麥

豆

糖

×
×

×
×

×
×

×
×

草

粳

稷

粟

稗

蕎

豇

豌

藊

飯

糉

罌

玉

大

小

稲

大

緑

糕

飴

胡

蜀

刀

黎

蠶

雀

×
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本『』彙

麻

黍

豆

豆

豆

麥

頭

麪

図

粟

黍

胡

蜀

刀

黎

蠶

燕

饅

索

蒙

粳

糯

稷

粟

稗

麻

蕎

麥

稲

藁

穂

穀

菽

荅

萁

莢

豇

豌

菉

藊

飯

餅

糖

糉

罌

玉

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

『』目

具

綱

寒

草

×

本『』彙

飳

餅

図

餢

環

蒙訓

35

36
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『巻
十
七
「
菜
蔬
」

苣

』

莴

目綱

薑

蕈

菁

菔

薐

蔞

蕷

斳

蘆

瓜

菜

×
×

×
×

×
×

×
×

×

草

蒜

薤

芥

薺

苣

藜

莧

蕨

芝

茄

蕪

萊

菠

蘩

薯

葱

韭

生

苦

芋

香

壺

越

恭

白

本『』彙図

菁

菔

薐

薘

荷

活

蔞

蕷

図

菁

菔

薐

薘

荷

活

蔞

蕷

蒻

蒙

葱

蒜

韮

薤

薑

芥

芹

薺

苣

薊

藜

莧

芋

蒪

蕗

蕨

芝

蕈

瓢

瓠

瓜

茄

瓣

瓤

蕪

萊

菠

莙

蘘

獨

蘩

薯

蔏

蒟

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

『』

草

莧

蔔

菜

菜

目

英公

膓

歯

葱

羅

瓜

瓜

瓜

角

耳

耳

綱

菜

花
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鶏

馬

胡

胡

冬

胡

絲

鹿

木

石

草

紫

蒲

石

×
×

×
×

×
×

×
×

×
本『』彙

膓

蒡

莧

葱

葵

蔔

瓜

瓜

瓜

瓜

窩

角

帯

松

菜

耳

耳

図

菜

布

英

蓼

花

鶏

牛

馬

胡

山

胡

冬

醤

胡

絲

燕

鹿

水

苔

木

石

蒙

紫

昆

蒲

天

石

海

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

『巻
十
八
「
果
蓏
」

』目

榴

実

栗

實

石

檎

芋

橘

杏

綱

椒

萄

櫞

枝

姑

桃

梨

鉤

芰

秦

茗

安

林

烏

金

銀

草

杏

梅

李

柰

棗

栗

柚

柑

橘

榧

榛

柹

葡

枸

茘

慈

×
×

×
×

×
×

×

本『』彙
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柑

杏

図

榴

禽

萄

頽

櫞

支

臍

姑

金

銀

蒙

杏

梅

桃

李

梨

柰

棗

栗

柚

柑

枳

橘

榧

榛

椎

柹

莓

菱

椒

茶

蔕

莍

核

仁

楉

來

葡

胡

香

茘

葧

慈

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

『』目

子

子

綱

瓜

松

桲

蔗

桃

椒

瓜

杷

椇

梅

遷

眼

餹

×
×

×
×

×

草

木

榲

甘

沙

胡

甜

枇

枳

楊

君

海

龍

胡

本『』彙図

棗

瓜

子

桲

瓜

覆

蔗

糖

桃

椒

瓜

瓜

柹

柹

杷

椇

梅

眼

蒙

梬

木

松

榲

鴉

燕

甘

沙

胡

甜

苦

白

烏

枇

枳

楊

龍

胡

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

『巻
十
九
「
樹
竹
」
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楊

』

白

目綱

槿

棘

檀

櫚

柳

木

子

蘖

巵

木

白

竹

棕

草

松

杉

樟

楝

桐

漆

槐

檉

楊

柳

楮

桑

栴

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

水

本『』彙図

檀

櫚

蒙

松

杉

樟

檜

楝

桐

櫻

㯃

槐

檉

楊

柳

檗

梔

櫟

槲

楮

桑

槿

棘

柴

薪

炭

柿

竹

蒙

松

杉

樟

檜

楝

桐

櫻

㯃

槐

檉

楊

柳

檗

梔

櫟

槲

楮

桑

槿

棘

柴

薪

炭

柿

篁

篠

蒙

松

杉

樟

檜

楝

桐

櫻

㯃

槐

檉

楊

柳

檗

梔

櫟

槲

楮

桑

槿

棘

柴

薪

炭

柿

筍

籜

筒

篾

栴

椶

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

『

皮

』

骨

木

子

目綱

夷

朴

蓉

加

貞

地

茶

荆

桐

櫨

歓

骨

蘭

患

山

桂

紫

梧

楊

合

接

木

無

女

草

辛

厚

芙

五

杞

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

本

枸

『』
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彙図

荑

朴

蓉

躅

加

杞

茶

棠

團

陽

香

樨

薇

荆

楸

栢

桐

櫨

茶

棠

團

陽

香

樨

薇

荆

楸

栢

桐

櫨

漆

歓

骨

蘭

槵

栢

楨

芽

山

海

粉

紫

瑞

木

紫

紫

角

圓

梧

楊

石

蜀

合

接

木

木

仙

女

蒙

辛

厚

芙

躑

五

枸

幹

枝

梢

葉

根

株

蘗

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

『

羅

』

松

目

木

綱

楊

莢

南

青

骨

矛

燭

生

草

×
×

×
×

×
×

×

本

黄

皂

楡

石

冬

枸

衛

南

寄上

『

桑

』彙

楊

莢

木

木

蕉

楠

青

骨

矛

燭

生

茘

竹

竹

竹

竹

図蒙

黄

皂

黄

皂

楡

鐵

石

冬

枸

衛

南

寄

薛

蘆

椶

扶

紫

訓

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

『
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巻
二
〇
「
花
草
」

子

衣

藻

』

附

垣

海

目綱

蒿

藤

茅

蒲

蒲

萍

丹

薬

草

麻

草

草

草

香

菜

草

葵

菊

葒

藍

蓼

艾

荏

蘇

苧

萱

葛

茜

莠

芒

藎

菰

菖

莕

牡

芍

蘭

青

紫

白

草

香

水

衣

遊

藻

×
×

×
×

×

莎

地

屋

水

本『』彙図

丹

薬

蒙

葵

蒿

菊

葒

藍

蓼

艾

荏

蘇

苧

萱

葛

藤

茜

薢

莠

莣

藺

藎

茅

葦

菰

薛

菖

蒲

蓮

芡

萍

莕

苔

藻

牡

芍

蘭

訓

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

『』

草

花

草

草

子

目

春

味

冠

膽

蘭

綱

覆

漿

梗

干

跖

蕉

蔚

蓄

枯

膚

葜

冬

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

草

麗

旋

酸

桔

射

鴨

茺

萹

夏

地

菝

忍

甘

五

鶏

龍

馬

本『
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』彙

春

冠

膽

藺

尾

丹

丹

合

菊

図

薇

棠

覆

漿

梗

干

跖

蕉

苡

蔚

蓄

枯

膚

苕

葜

冬

及

苗

鶏

龍

馬

鴟

山

巻

百

丈

蒙

薔

棣

麗

旋

酸

桔

射

鴨

芭

薏

茺

萹

夏

地

陵

菝

忍

玄

薹

茎

蔓

苞

葩

蕋

萼

訓

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

『』目

葵

草

子

羅

姑

草

草

芮

草

冬

草

草

綱

蒿

草

仙

仙

蜀

盞

牛

花

春

簪

慈

蒜

漿

蓬

蔯

龍

麴

門

前

風

甲

葵

蹄

膝

掌

雪

牀

杖

×
×

×
×

×
×

×

本

凰

水

黄

金

牽

旋

剪

玉

山

石

酢

萍

茵

石

䑕

麦

車

防

佛

龍

羊

牛

虎

積

蛇

虎

杜

『』彙図

仙

仙

葵

菊

錢

盞

牛

子

羅

錦

簪

竹

燈

蒜

菜

漿

蓬

蔯

芮

麴

冬

前

風

火

茄

蔥

蹄

膝

星

雪

牀

杖

仙

仙

葵

菊

錢

盞

牛

子

羅

錦

簪

竹

燈

蒜

菜

漿

蓬

蔯

芮

麴

冬

前

風

火

茄

蔥

蹄

膝

星

雪

牀

杖

香

凰

水

秋

金

金

牽

鼓

剪

様

玉

石

金

石

菫

酢

萍

茵

龍

䑕

門

車

防

愼

天

山

羊

牛

南

積

蛇

虎

杜

蘹

蒙

春

訓

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

『
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』

花

草

草

目

參

薑

藍

草

麻

藋

茛

漆

頭

巳

石

柏

耳

柏

韋

斛

厴

勃

綱

苦

山

紅

紫

蓖

蒴

毛

澤

烏

防

絡

巻

虎

玉

石

石

螺

馬

草

×
×

×
×

×
×

×
×

本『』彙

朮

參

薑

椒

花

草

耳

薟

麻

藋

茛

漆

頭

莽

巳

石

栢

荷

蘭

栢

韋

賊

帆

斛

厴

勃

図蒙

蒼

苦

山

番

紅

紫

蒼

蒼

苦

山

番

紅

紫

蒼

蓖

蒴

水

澤

烏

䑕

防

絡

巻

石

風

玉

石

木

石

石

螺

馬

訓

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

『
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附
表
四

『
本
草
綱
目

「
獣
」
類
と
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
巻
十
二
「
畜
獣
」
の
本
文
対
照

』

表
①
「
獅
子
」

本
草
綱
目

獅

【
釋
名
】

音
酸
倪

『
爾
雅
』
作
狻
麑

、
虓
〈
許
交
切

。

『

』

。

〉

〉

狻
猊

〈。

時
珍
曰

「
獅
為
百
獣
長
、
故
謂
之
獅
。
虓
、
象
其
聲
也

『
梵
書
』
謂
之
僧
伽
彼

『
説
文
』
云

『
一
名
白
澤

。
今
考
『
瑞
應
図

、
白
澤
能
言
語
、
非
獅

、

。

。

、

』

』

也

。」

訓
蒙
図
彙

獅
子

、
同
。

『

』

狻
猊

表
②
「
犀
」

本
草
綱
目

犀

【
釋
名
】

〈
時
珍
曰

「
犀
字
、
篆
文
象
形
。

『

』

。

、

兕

其
牸
名

、
亦
曰
沙
犀

『
爾
雅
翼
』
云

『
兕
與
牸
字
音
相
近
、
猶
羖
之
為
牯
也

。
大
抵
犀
、
兕
是
一
物
、
古
人
多
言
兕
、
後
人
多
言
犀
。
北
音
多
言
兕
、

兕

。

、

』

南
音
多
言
犀
、
為
不
同
耳
。
詳
下
文

『
梵
書
』
謂
犀
曰
朅
伽

。

。

」
〉

【
集
解

『
別
錄
』
曰

「
犀
出
永
昌
山
谷
及
益
州
。
永
昌
、
即
今
滇
南
也

。
弘
景
曰

「
今
出
武
陵
、
交
州
、
寧
州
諸
遠
山
。
犀
有
二
角
、
以
額
上
者
為
勝
。

】

、

」

、

又
有
通
天
犀
角
、
上
有
一
白
縷
、
直
上
至
端
、
夜
露
不
濡
、
入
藥
至
神
驗
。
或
云
此
是
水
犀
角
、
出
水
中

（
後
略

（
後
略
）
頌
曰

「
犀
角
、
今
以
南
海
者

。

）
」

、

、

、

。

、

、

、

。

、

。

。

、

。

、

。

、

為
上

黔

蜀
者
次
之

犀
似
水
牛

猪
首

大
腹

卑
脚

脚
似
象

有
三
蹄

黑
色

舌
上
有
刺

好
食
棘
刺

皮
上
每
一
孔
生
三
毛

如
豕

有
一
角

、

」
。『

』

、「

、

」
。

、「

、

、

。

、

、

、

、

。

二
角

三
角
者

爾
雅

云

似
牛

犀
似
豕

郭
璞
注
云

一
角

色
青

重
千
斤

犀
似
水
牛

三
角

一
在
頂
上

一
在
額
上

一
在
鼻
上

兕

兕

鼻
上
者
食
角
也
、
又
名
奴
角
、
小
而
不
堕
。
亦
有
一
角
者

。
劉
恂
『
嶺
表
錄
異
』
云

「
犀
有
二
角
、
一
角
額
上
為
兕
犀
、
一
在
鼻
上
為
胡
帽
犀
。
牯
犀
亦
有

」

、

二
角
、
皆
胡
之
毛
犀
、
而
今
人
多
傳
一
角
之
説
（
後
略

。
）
」

（
中
略
）
或
云

乃

之
雌
者
、
亦
似
水
牛
而
青
色
、
皮
堅
厚
可
以
為
鎧
、
未
知
的
否
？

（
後
略
）

兕

犀

訓
蒙
図
彙

犀

牝

曰

。

『

』

犀

兕

表
③
「
熊
」

本
草
綱
目

熊

【
釋
名
】
時
珍
曰

「
熊
者
雄
也
。
熊
字
篆
文
象
形
。
俗
呼
熊
為
豬
熊
、
羆
為
人
熊
、
馬
熊
、
各
因
形
似
以
為
別
也

（
後
略
）

『

』

、

」
。
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【
集
解

（
前
略
）
頌
曰

「
今
雍
、
洛
、
河
東
及
懷
慶
、
衛
山
中
皆
有
之
。
形
類
大
豕
、
而
性
軽
捷
、
好
攀
緣
、
上
高
木
、
見
人
則
顛
倒
自
投
於
地
。
冬
蟄
入

】

、

穴
、
春
月
乃
出
。
其
足
名

、
為
八
珍
之
一
、
古
人
重
之
、
然
胹
之
難
熟

。
熊
性
惡
塩
、
食
之
即
死
（
出
『
淮
南
子

。

蹯

」

』）

（
後
略
）
時
珍
曰

「
熊
如
大
豕
而
竪
目
、
人
足
黑
色

（
中
略
）
冬
月
蟄
時
不
食
、
飢
則
舐
其
掌
、
故
其
美
在
掌
、
謂
之

（
後
略

」

、

。

。

）

熊
蹯

【
附
錄
】
羆
魋
〈
音
頹
〉

時
珍
曰
、
熊
、
羆
、
魋
二
十
種
十
一
類
也
。
如
豕
色
黒
者
、
熊
也
。

色

者
、

也
。
小
而
色
黄
赤
者
魋
也
。
建
平
人
呼
魋
為
赤
熊
、
陸
機
謂
羆
為
黄
熊
是
矣

（
後
略

」

大
而

黃
白

羆

。

）

脂
【
釋
名
】

。

熊
白

弘
景
曰

「
脂
即

、
乃
背
上
肪
、
色
白
如
玉
、
味
甚
美
、
寒
月
則
有
、
夏
月
則
無
。
其
腹
中
肪
及
身
中
脂
、
煎
錬
過
亦
可
作
藥
、
而

、

熊
白

不
中
啖

。」

訓
蒙
図
彙

熊

く
ま
。

為

。
し
ぐ
ま
、

、
俗
云
、
つ
き
の
わ
。

、
く
ま
の
た
な
ご
こ
ろ
。

『

』

大
而

黄
白

羆

熊
白

熊
蹯

表
④
「
獏
」

本
草
綱
目

貘

【
釋
名
】
時
珍
曰

「
按
陸
佃
云

『
皮
為
坐
毯
臥
褥
、
能
消
膜
外
之
気
、
故
字
從
膜
省
文

。

『

』

、

、

』
」

【
集
解
】
頌
曰

「
郭
璞
云

『
似
熊
而
頭
小
脚
卑
、
黑
白
駁
文
、
毛
浅
有
光
澤
。
能
舔
食
銅
鐵
及
竹
骨
蛇
虺
。
其
骨
節
強
直
、
中
実
少
髓

。
或
云
與
『
爾
雅
』

、

、

」

「

、

」

。

。

。

、

。

（

、

）

、

。

、

貘

白
豹

同
名

唐
世
多
画
貘
作
屏

白
楽
天
有
贊
序
之

今
黔

蜀
及
峨
眉
山
中
時
有
貘

象
鼻
尾

執
筆
者
注

犀

目

牛
尾
虎
足

土
人
鼎
釜

マ
マ

多
為
所
食
、
頗
為
山
居
之
患
、
亦
捕
以
為
藥
。
其
歯
骨
極
堅
、
以
刀
斧
、
惟
（
執
筆
者
注
、
椎

、
鍛
鐵
皆
碎
、
落
火
亦
不
能
焼
。
人
得
之
詐
充
佛
牙
、
佛
骨
、

）

マ
マ

以
誑
俚
俗

。」

時
珍
曰

「
世
傳
羚
羊
角
能
碎
金
剛
石
者
即
此
物
。
相
畏
耳
。
按

『
説
文
』
云

『
貘
似
熊
、
黄
白
色
、
出
蜀
中

『
南
中
志
』
云

『
貘
大
如
驢
、
状
似
熊
、

、

、

、

』
。

、

蒼
白
色
、
多
力
、
舐
鐵
消
千
斤
。
其
皮
温
暖

『
埤
雅
』
云

『
貘
似
熊
、
獅
首
豺
髲
、

卑
脚
、
糞
可
為
兵
、
切
玉
、
尿
能
消
鐵
為
水

。
又
有
囓
鐵

［
豸

』
。

、

』

、

鋭
鬐

＋
于

、
昆
吾
兎
皆
能
食
銅
鐵
、
亦
貘
類
也
。
並
附
之

。

］

」

訓
蒙
図
彙

獏

一
名

。

『

』

鋭
鬐

表
⑤
「
狼
」

本
草
綱
目

狼

【
釋
名
】
毛
狗

〈
時
珍
曰

「

禽
書
』
云

『
狼
逐
食
、
能
倒
立
、
先
卜
所
向
、
獣
之
良
者
也
。
故
字
從
良

〉

『

』

。

、
『

、

』
。
」

『
爾
雅
』
云

『

曰

、
牝
曰

、
其

曰

。
音
呌

。

、

』
」
〉

牡

貛

狼

子

獥
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【
集
解
】
藏
器
曰

「
狼
大
如
狗
、
蒼
色
、
鳴
聲
則
諸
孔
皆
沸

。
時
珍
曰

「
狼
、
犲
属
也
、
處
處
有
之
、
北
方
尤
多
、
喜
食
之
、
南
人
呼
為
毛
狗
是
矣
。
其
居

、

」

、

有
穴
。
其
形
大
如
犬
、
而
鋭
頭
尖
喙
、
白
頰
駢
脇
、
高
前
廣
後
、
脚
不
甚
高
。
能
食
雞
鴨
鼠
物
。
其
色
雑
黃
黑
、
亦
有
蒼
灰
色
者
。
其
聲
能
大
能
小
、
能
作
兒

啼
以
魅
人
、
野
俚
尤
惡
其
冬
鳴
。
其
腸
直
、
故
鳴
則
後
竅
皆
沸
、
而
糞
為
烽
煙
、
直
上
不
斜
。
其
性
善
顧
而
食
戾
踐
藉

（
後
略

」

。

）

訓
蒙
図
彙

狼

お
ほ
か
み
。

、

也
。

也
。

『

』

貛

牡

狼

獥
、
狼
子

表
⑥
「
虎
」

本
草
綱
目

虎

【
釋
名
】

〈
音
徒

『
左
傳
』
作

『
漢
書
』
作
烏
檡

、
大
蟲
〈

肘
後

、
李
耳

（
後
略
）

『

』

。

、

〉

『

』
〉

。

烏

於
菟

䖘

訓
蒙
図
彙

虎

と
ら
。

、

並
同
。

『

』

烏

於
菟

䖘

表
⑦
「
馬
」

本
草
綱
目

馬

【
釋
名
】
時
珍
曰

「
按
許
慎
云

『
馬
、
武
也
。
其
字
象
頭
、
髦
、
尾
、
足
之
形

。

『

』

、

、

』

曰

音
質
、
曰
兒
。

曰

、
曰
課
（
執
筆
者
注
、

、
曰
草
。
去
勢
曰
騸
。
一
歲
曰
［
馬
＋
十

、
音
注
、
一
（
執
筆
者

牡
馬

騭

牝
馬

騇

騍
）

］

マ
マ

マ
マ

注
、
二
）
歲
曰
駒
、
三
歲
曰
騑
、
四
歳
曰
駣
、
音
桃
、
名
色
甚
多
。
詳
見
『
爾
雅
』
及
『
説
文

『
梵
書
』
謂
馬
為
阿
湿
婆

。

』
。

」

訓
蒙
図
彙

馬

む
ま
。

、
を
ま
、

馬
、
䭸
馬
並
同
。

、
め
ま
、

馬
、

馬
並
同
。
駿
馬
、
と
き
む
ま
。
駑
馬
、
お
そ
き
む
ま
、
駘
同
。
駻
馬
、
は
ね
む
ま
。

『

』

牡
馬

騭

牝
馬

騇

騍

表
⑧
「
牛
」

本
草
綱
目

牛

【
釋
名
】
時
珍
曰

「
按
許
慎
云

『
牛
、
件
也
。
牛
為
大
牲
、
可
以
件
事
分
理
也

。
其
文
象
角
頭
三
、
封
及
尾
之
形

。

『

』

、

、

』

」

周
禮

謂
之

牢
乃
豢
畜
之
室

牛
牢
大

羊
牢
小

故
皆
得
牢
名

内
則
謂
之
一
元
大
武

元

頭
也

武

足
跡
也

牛
肥
則
跡
大

後
略

梵

『

』

、

、

、

、

。

。

、

。

、

。

。（

）『

大
牢

書
』
謂
之
瞿
摩
帝
。
○
牛
之
牡
者
曰

曰

、

曰

曰
㹍
。

者
曰

曰

牯

特

犅

牝

㸺

牸

書
』
謂
之
瞿
摩
帝
。
○
牛
之
牡
者
曰

曰

、

曰

曰
㹍
。

者
曰

曰

。
南
牛
曰

書
』
謂
之
瞿
摩
帝
。
○
牛
之
牡
者
曰

曰

、

曰

曰
㹍
。

者
曰

曰

、
北
牛
曰

書
』
謂
之
瞿
摩
帝
。
○
牛
之
牡
者
曰

曰

、

曰

曰
㹍
。

者
曰

曰

。

純
色
曰
犧
、
黑
曰
揄
、
白
曰
㹊
、
赤
曰

、
駁
曰

。
去
勢
曰
犍
、
又
曰
犗
。
無
角
曰
牛
。
子
曰
犢
。
生
二
歲
曰
㸽
（
後
略

犁

）

純
色
曰
犧
、
黑
曰
揄
、
白
曰
㹊
、
赤
曰

、
駁
曰

。
去
勢
曰
犍
、
又
曰
犗
。
無
角
曰
牛
。
子
曰
犢
。
生
二
歲
曰
㸽
（
後
略

。

マ
マ
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訓
蒙
図
彙

牛

う
し
。

也
。

牛
、
こ
と
ひ
、
を
う
じ
、

牛
、

牛
並
同
。

牛
、
め
う
じ
、

牛
、

牛
並
同
。
黄
牛
、
あ
め
う
じ
。

『

』

大
牢

特

牯

犅

牝

牸

㸺

牛
、
ほ
し
ま
だ
ら
う
じ
。

犂

表
⑨
「
豕
」

本
草
綱
目

豕

【
釋
名
】

〈

本
経

、
豚
〈
同
上

、

〈
音
加

、

〈
音
滯

、
豶
〈
音
墳

。

『

』

『

』
〉

〉

〉

〉

〉

豬

豭

彘

〈
時
珍
曰

「
按
許
氏
『
説
文
』
云

『
豕
字
象
毛
足
而
後
有
尾
形

。
林
氏
『
小
説
』
云

『
豕
食
不
潔
、
故
謂
之
豕
。
坎
為
豕
、
水
畜
而
性
趨
下
喜
穢
也
。

、

、

』

、

牡
曰

曰
牙
。

牝
曰

曰

、
音
巴
、

曰

、
音
婁
。
牡
去
勢
曰
豶
。
四
蹄
白
曰
豥
。
豬
高
五

豭

彘

豝

䝏

尺
曰
䝈
、
音
厄
。
豕
之
子
、
曰
豬
、
曰
豚
、
曰
穀
、
音
斛

（
後
略

」

。

）

頌
曰

「
按
揚
雄
『
方
言
』
云

『
燕
朝
鮮
之
間
謂
豬
為
豭
、
關
東
西
謂
之
彘
、
或
曰
豕
、

、

、

南
楚
曰

、
吳
揚
曰
豬
、
其
実
一
種
也

。

豨

』

『
禮
記
』
謂
之

、
崔
豹
『
古
今
注
』
謂
之
參
軍

。

剛
鬣

〉

訓
蒙
図
彙

豕

ゐ
。
俗
云
ぶ
た
。
猪
、

、

、

並
同
。

豭
、
を
ゐ
。

、
め
ゐ
、

、

並
同
。

『

』

豬

豨

剛
鬣

豝

彘

䝏

表
⑩
「
鹿
」

本
草
綱
目

鹿

【
釋
名
】
斑
龍
〈
時
珍
曰

「
鹿
字
篆
文
、
象
其
頭
、
角
、
身
、
足
之
形

『
爾
雅
』
云

『
鹿
、
牡
曰

、
音
加
。

牝
曰

、
音
攸
。
其
子
曰
麛
、
音

『

』

、

。

、

䴥

麀

迷
。
絶
有
力
、
曰

、
音
堅

。
斑
龍
名
出
『
澹
寮
方

（
後
略

』

』

）
」〉

迷
。
絶
有
力
、
曰

、
音
堅

。
斑
龍
名
出
『
澹
寮
方

（
後
略

。

【
集
解
】
時
珍
曰

「
鹿
、
處
處
山
林
中
有
之
。
馬
身
羊
尾
、
頭
側
而
長
、
高
脚
而
行
速
。
牡
者
有
角
、
夏
至
則
解
。
大
如
小
馬
、
黃
質
白
斑
、
俗
称
馬
鹿
。
牝

、

者
無
角
、
小
而
無
斑
、
毛
雑
黃
白
色
、
俗
称
麀
鹿
、
孕
六
月
而
生
子
。
鹿
性
淫
、
一
牡
常
交
数
牝
、
謂
之
聚
麀
。
性
喜
食
亀
。
能
別
良
草
、
食
則
相
呼
、
行
則

同
旅
、
居
則
環
角
外
向
、
以
防
害
。
臥
則
口
朝
尾
閭
、
以
通
督
脈

（
後
略
）

」。

訓
蒙
図
彙

鹿

か
。
し
か
。

、
さ
を
し
か
、
麚
同
。

、
め
か
。

『

』

䴥

麀い
う

表
⑪
「
麞
」
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『

』

【

】

〈

、

。

、「

、

、

。

、

。

、『

、

。

、

本
草
綱
目

麞

釋
名

音
君

亦
作

時
珍
曰

獵
人
舞
采

則
麞

麋
注
視

麞
喜
文
章

故
字
從
章

陸
氏
曰

麞
性
驚
慞

故
謂
之
麞

又
善
聚
散

麕

麏

故
又
名
麕
。
囷
圓
倉
也

『
爾
雅
』
云

『
麕
、
牡
曰
麌
、
音
語
。
牝
曰
麜
、
音
栗
。
其
子
曰
麆
、
音
助
。
大
者
曰
麃
、
音
庖

（
後
略

。

。

、

』

）」
〉

【
集
解
】
頌
曰

「
麞
、
今
陂
澤
浅
草
中
多
有
之
。
其
類
甚
多
、
麕
乃
總
名
也
。
有
有
牙
者
、
有
無
牙
者
、
其
牙
不
能
噬
噛

。

、

」

時
珍
曰

「
麞
、
秋
冬
居
山
、
春
夏
居
澤
。
似
鹿
而
小
、
無
角
、
黃
黑
色
、
大
者
不
過
二
三
十
斤
。
雄
者
有
牙
出
口
外
、
俗
称
牙
麞
。
其
皮
細
軟
、
勝
於
鹿
皮
、

、

夏
月
毛
毨
而
皮
厚
、
冬
月
毛
多
而
皮
薄
也
（
後
略

。
）」

麂

【
釋
名
】

〈
即
古
麂
字
。
時
珍
曰

「
麂
味
甘
旨
、
故
從
旨
。
又
『
字
説
』
云

『
山
中
有
虎
、
麂
必
鳴
以
告
、
其
聲
几
几
然
、
故
曰
麂
。
大
者
曰
麖

、

、

」
〉

麂

【
釋
名
】

〈
即
古
麂
字
。
時
珍
曰

「
麂
味
甘
旨
、
故
從
旨
。
又
『
字
説
』
云

『
山
中
有
虎
、
麂
必
鳴
以
告
、
其
聲
几
几
然
、
故
曰
麂
。
大
者
曰
麖

。

【
集
解
】
馬
志
曰

「
麂
生
東
南
山
谷

。
頌
曰

「
今
有
山
林
處
皆
有
之
、
而
均
、
房
、
湘
、
漢
間
尤
多
、
乃
麞
類
也
。
按

『
爾
雅
』
云

『
麂
、
大
麕
、
旄
尾

、

」

、

、

、

狗
足

。
謂
毛
長
也

（
後
略
）
又
有
一
種
類
麂
而
大
者
名
麖
、
不
堪
藥
用

『
山
海
経
』
云

『
女
几
之
山
多
麖
麂

。
即
此

。

』

。

。

、

』

」

、「

、

。

、

。

、

、

。

。

、

」
。

宗
奭
曰

麞
属
而

於
麞

其
口
両
邊
有
長
牙

好
闘

其
皮
為
第
一

無
出
其
右
者

但
皮
多
牙
傷
痕

其
聲
如
擊
破
鈸

四
方
皆
有

山
深
處
頗
多

麂

小

時
珍
曰

「

居
大
山
中
、
似

而

、
牡
者
有
短
角
、
黧
色
豹
脚
、
脚
矮
而
力
勁
、
善
跳
越
。
其
行
草
莽
、
但
循

、

麂

麞

小

一
徑
。
皮
極
細
膩
、
鞾
、
襪
珍
之
。
或
云
亦
好
食
蛇
（
後
略

。
）
」

訓
蒙
図
彙

麞

く
じ
か
。
獐
、
麕
、

並
同
。

者
為

。

或
云
、
獐
皮
、
俗
云
、
こ
び
と
。

『

』

麏

小

麂

表
⑫
「
麋
」

本
草
綱
目

麋

【
釋
名
】
時
珍
曰

「
陸
佃
云

『
麋
喜
音
聲

。
班
固
云

『
麋
性
淫
迷

。
則
麋
之
名
義
取
乎
此
。

『

』

、

、

』

、

』

『
爾
雅
』
云

『

麔
、
音
咎
。

麎
、
音
辰
。

、

音
夭

。｣

、

』

牡
曰

牝
曰

其
子
曰
䴠

【
集
解

『
別
錄
』
曰

「
麋
生
南
山
山
谷
及
淮
海
邊
。
十
月
取
之

。
弘
景
曰

「
今
海
陵
間
最
多
。
千
百
為
群
、
多
牝
少
牡

。
時
珍
曰

「
麋
、
鹿
属
也
。
牡

】

、

」

、

」

、

。

、

。

、

。

、

、

、

。

『

』

者
有
角

鹿
喜
山
而
属
陽

故
夏
至
解
角

麋
喜
澤
而
属
陰

故

麋

而
色
青
黑

大
如
小
牛

肉
蹄

目
下
有
二
竅
為
夜
目

故

淮
南
子

冬
至
解
角

似
鹿

、『

』
。『

』

、『

、

、

、

、

。

、

、

。

云

孕
女
見
麋
而
子
四
目
也

博
物
志

云

南
方
麋

千
百
為
群

食
澤
草

践
處
成
泥

名
曰
麋
畯

人
因
耕
薐
之

其
鹿
所
息
處

謂
之
鹿
場
也

今
獵
人
多
不
分
別
、
往
往
以
麋
為
鹿
、
牡
者
猶
可
以
角
退
為
辨
、
牝
者
通
目
為

鹿
矣

」

麀

』
。

訓
蒙
図
彙

麋

お
ほ
じ
か
。

而
大
毛
不
班
。

『

』

似
鹿

以

者
也
。

、

、

。

冬
至
解
角

牡
曰
麔

牝
曰
麎

其
子
曰
䴠

表
⑬
「
麢
」
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本
草
綱
目

麢
羊

【
釋
名
】

羊
〈
俗

、
麙
羊
〈
音
鈐

、
九
尾
羊

〈
時
珍
曰

「
按
王
安
石
『
字
説
』
云

『
鹿
則
比
類
而

『

』

〉

〉

。

、

、

羚

環
角
外
向
以
自
防
。
麢
則
獨
栖
、
懸
角
木
上
以
遠
害
、
可
謂
靈
也
。
故
字
從
鹿
、
從
靈
省
文
。
後
人
作
羚

。
許
慎
『
説
文
』
云

『
麙
、
山
羊
也
、
大
而
細

』

、

角

『
山
海
経
』
作
羬
、
云

『
状
如
羊
而
馬
尾

。
費
信
『
星
槎
勝
覧
』
云
、
阿
丹
国
羚
羊
自
胸
中
至
尾
、
垂
九
塊
、
名
九
尾
羊

。

』
。

、

』

』
」〉

【
集
解

『
別
錄
』
曰

「
羚
羊
角
出
石
城
山
川
谷
及
華
陰
山
。
采
無
時

。
弘
景
曰

「
今
出
建
平
、
宜
都
諸
蠻
山
中
及
西
域
。
多
両
角
、
一
角
者
為
勝
。
角

】

、

」

、

多
節
、
蹙
蹙
圓
繞
。
別
有
山
羊
角
極
長
、
惟
一
邊
有
節
、
節
亦
疎
大
、
不
入
藥
用
。
乃
『
爾
雅
』
名
羱
羊
者
、
羌
夷
以
為
羚
羊
、
能
陟
峻
岅

。」

恭
曰

「
羚
羊
、
南
山
、
商
、
洛
間
大
有
、
今
出
梁
州
、
真
州
、
洋
州
亦
貢
。
其
角
細
如
人
指
、
長
四
五
寸
而
文
蹙
細
。
山
羊
或
名
野
羊
。
大
者
如
牛
。
角
可

、

爲
鞍
橋

（
後
略
）
藏
器
曰

「
山
羊
、
山
驢
、
羚
羊
、
三
種
相
似
、
而
羚
羊
有
神
、
夜
宿
防
患
、
以
角
掛
樹
不
着
地
。
但
角
彎
中
深
鋭
緊
小
、
有
掛
痕
者
為

。

、

、

、

。

、

。

」
。

、「

、

、

、

、

、

、

真

如
此
分
別

其
疎
慢
無
痕
者
非
也

真
角

耳
邊
聽
之
集
集
鳴
者
良

陶
言
一
角
者
謬
也

頌
曰

今
秦

隴

龍

蜀

金

商
州
山
中
皆
有
之

戎
人
多
捕
得
來
貨
。
其
形
似
羊
、
青
色
而
大
。
其
角
長
一
二
尺
、
有
節
如
人
手
指
握
痕
、
又
最
堅
勁
。
郭
璞
注
『
爾
雅
』
云

『
麢
似
羊
而
大
、
其
角
細
而
圓

、

鋭
、
好
在
山
崖
間
、
羱
似
吴
羊
、
其
角
大
而
橢
、
出
西
方

。
本
草
諸
注
各
異
。
観
今
所
市
者
、
與
『
爾
雅
』
之

羊
、
陶
注
之
山
羊
、
蘇
注
之
山
驢
、
大
都

』

羚

。

、

。

、

。

、

、

、

、

、

相
似

今
人
相
承
用
之

以
為
羱
羊

細
角
長
四
五
寸
者

往
往
彎
有
磨
角
成
痕
處

詳
諸
説

此
乃
真
羱
羊
角

而
世
多
不
用

何
也
？
又
閩

廣
山
中

出
一
種
野
羊
、
彼
人
亦
謂
之
羚
羊
也
。
陳
氏
謂
耳
邊
聽
之
鳴
者
良
。
今
牛
羊
諸
角
、
但
殺
之
者
、
聽
之
皆
有
聲
、
不
獨
羚
角
也
。
自
死
角
則
無
聲
矣

。
宗
奭

」

曰

「
諸
角
附
耳
皆
集
集
有
聲
、
不
如
有
掛
痕
一
説
為
盡
之
。
然
有
偽
作
者
、
宜
察
焉

。

、

」

時
珍
曰

「
羚
羊
似
羊
、
而
青
色
毛
粗
、
両
角
短
小
。
羱
羊
似
吳
羊
、
両
角
長
大
。
山
驢
、
驢
之
身
而
羚
之
角
、
但
稍
大
而
節
疏
慢
耳
。
陶
氏
言
羚
羊
有
一
角

、

者
、
而
陳
氏
非
之
。

按
『
寰
宇
志
』
云

『
安
南
高
石
山
出
羚
羊
、
一
角
極
堅
、
能
碎
金
剛
石

。
則
羚
固
有
一
角
者
矣
。
金
剛
石
出
西
域
、
状
如
紫
石
英
、
百
鍊
不
消
、
物
莫
能

、

』

擊
。
惟
羚
羊
角
扣
之
、
則
自
然
水
（
執
筆
者
注
、
氷
）
泮
也
。
又
貘
骨
偽
充
佛
牙
、
物
亦
不
能
破
、
用
此
角
擊
之
即
碎
、
皆
相
畏
耳
。

マ
マ

羚
羊

、
西
人
以
作
座

。

皮

褥
」

『

』

訓
蒙
図
彙

、

、
並
同
。
此
間

人
多

以

其

為

。
故
亦
以
名

之

訓
蒙
図
彙

麢

か
ま
じ
し
。
俗
云
か
も
じ
し
。
に
く
。
麢
羊
也
。

羚

皮

褥

ノ

ク

ヲ

ト

ク

ニ

二

一

レ

レ

訓
蒙
図
彙

、

、
並
同
。
此
間

人
多

以

其

為

。
故
亦
以
名

之

。

表
⑭
「
麝
」

本
草
綱
目

麝

【
釋
名
】
射
父
〈

爾
雅

、

〈
時
珍
曰

「
麝
之
香
気
遠
射
、
故
謂
之
麝
。
或
云
麝
父
之
香
來
射
、
故
名
、
亦
通
。

『

』

『

』〉

。

、

香
麞

其
形
似
麞
、
故
俗
呼

。

『
梵
書
』
謂

曰
莫
訶
婆
伽

。

香
麞

麝
香

」
〉

【
集
解

『
別
錄
』
曰

「
麝
生
中
台
山
谷
、
及
益
州
、
雍
州
山
中
。
春
分
取
香
、
生
者
益
良

。
弘
景
曰

「
麝
形
似
麞
而
小
、
黑
色
、
常
食
柏
葉
、
又
噉
蛇
。

】

、

」

、

其
香
正
在
陰
莖
前
皮
內
、
別
有
膜
袋
裹
之
。
五
月
得
香
、
往
往
有
蛇
皮
骨
。
今
人
以
蛇
蛻
皮
裹
香
、
云
弥
香
、
是
相
使
也
。
麝
夏
月
食
蛇
、
蟲
多
、
至
寒
則
香
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滿
、
入
春
臍
內
急
痛
、
自
以
爪
剔
出
、
着
屎
溺
中
覆
之
、
常
在
一
處
不
移
。
曾
有
遇
得
乃
至
一
斗
五
升
者
、
此
香
絶
勝
殺
取
者
。
昔
人
云
是
精
、
溺
凝
作
、
殊

不
爾
也
。
今
出
羌
夷
者
多
真
好
、
出
隨
郡
、
義
陽
、
晋
溪
諸
蠻
中
者
亞
之
。
出
益
州
者
形
扁
、
仍
以
皮
膜
裹
之
、
多
偽
。
凡
真
香
一
子
分
作
三
四
子
、
刮
取
血

膜

雑
以
餘
物

裹
以
四
足
膝
皮
而
貨
之

貨
者
又
復
偽
之

彼
人
言
但
破
看
一
片

毛
共
在
聚
中
者
為
勝

今
惟
得
活
者
看
取

必
當
全
真
耳

頌
曰

今

、

、

、

。

、

。

、

」
。

、「

陝
西
、
益
州
、
河
東
諸
路
山
中
皆
有
、
而
秦
州
、
文
州
諸
蠻
中
尤
多
。
蘄
州
、
光
州
或
時
亦
有
、
其
香
絶
小
、
一
子
纔
若
彈
丸
、
往
往
是
真
、
蓋
彼
人
不
甚
作

偽
爾
。
其
香
有
三
等
。
第
一
生
香
、
名
遺
香
、
乃
麝
自
剔
出
者
、
然
極
難
得
、
價
同
明
珠
。
其
香
聚
處
、
遠
近
草
木
不
生
或
焦
黃
也
。
今
人
帶
香
過
園
林
、
則

瓜
果
皆
不
実
、
是
其
驗
也
。

其
次

、
乃
捕
得
殺
取
之
。
其
三
心
結
香
、
乃
麝
見
大
獣
捕
逐
、
驚
畏
失
心
、
狂
走
墜
死
。
人
有
得
之
、
破

臍
香

、

、

。

（

、

）
、

、

、

、

、

。

心
見
血
流
出
脾
上

作
乾
血
塊
者

不
堪
入
藥

又
有
一
種
水
射

執
筆
者
注

麝

其
香
更
奇

臍
中
皆
水

瀝
一
滴
於
斗
水
中

用
洒
衣
物

其
香
不
歇

マ
マ

唐
天
寶
中
、
虞
人
曾
一
獻
之
、
養
於
囿
中
、
每
以
針
刺
其
臍
、
捻
以
真
雄
黃
、
則
臍
複
合
、
其
香
倍
於
肉
麝
。
此
説
載
在
『
酉
陽
雑
俎

、
近
不
復
聞
有
之
、
或

』

有
之
而
人
不
識
矣

（
後
略
）
時
珍
曰

「
麝
居
山
、

居
澤
、
以
此
為
別
。
麝
出
西
北
者
香
結
実
。
出
東
南
者
謂
之
土
麝
、
亦
可
用
、
而
力
次
之
。
南
中
靈
貓

」
。

、

麞

囊
、
其
気
如
麝
、
人
以
雑
之
。
見
本
條

。」

【
修
治
】
斅
曰

「
凡
使
麝
香
、
用
當
門
子
尤
妙
。
以
子
日
開
之
、
微
研
用
、
不
必
苦
細
也

。

麝
臍
香

、

」

訓
蒙
図
彙

麝

一
名

。
麞
属
也
。
其

有

謂
之

。
俗
云
、
じ
ゃ
か
う
。

『

』

香
麞

臍

香

麝
香

表
⑮
「
羊
」

『

』

【

】

〈

〉
、

〈

〉
、

。

、「
『

』

、『

』
。

、『

、

』
。

、『

本
草
綱
目

羊

釋
名

音
低

羯

時
珍
曰

説
文

云

羊
字
象
頭
角
足
尾
之
形

孔
子
曰

牛
羊
之
字

以
形
似
也

董
子
云

羊

羖

羝

本
草
綱
目

羊

釋
名

亦
作

『

』

【

】

〈

〉
、

〈

〉
、

。

、「
『

』

、『

』
。

、『

、

』
。

、『

、

祥
也
。
故
吉
礼
用
之

。

羊

。

羊
曰
［
羊
＋
孚

、
曰
牂
、
音
蔵
。
白
曰
羒
。
黒
曰
羭
。
多
毛
曰
羖
䍽
。
胡

』

］

牡

曰
羖
曰
羝

牝

羊
曰
䍲
羺
。
無
角
曰

曰
䍫
。
去
勢
曰
羯
。

羊
子
曰
羔

羊
曰
䍲
羺
。
無
角
曰

曰
䍫
。
去
勢
曰
羯
。

羊

。
五
月
曰
羜
、
音
寧
。
六
月
曰

羊
曰
䍲
羺
。
無
角
曰

曰
䍫
。
去
勢
曰
羯
。

羊

、
音
務
。
七
月

曰
羍
、
音
達
。
未
卒
歲
曰
䍮
、
音
兆
。

『
内
則
』
謂
之

。
又
曰
少
牢

『
古
今
注
』
謂
之
長
髯
、
主
簿
云

。

柔
毛

。

」

『

』

訓
蒙
図
彙

羊

ひ
つ
じ
、
俗
云
、
や
ん
ぎ
う
。
羊
牛
之
唐
音
也
。

羊
曰

、

、

、

其

柔
毛

牡

曰
羖
曰
羝

牝

子
曰
羔

訓
蒙
図
彙

羊

ひ
つ
じ
、
俗
云
、
や
ん
ぎ
う
。
羊
牛
之
唐
音
也
。

羊
曰

、

、

曰

訓
蒙
図
彙

羊

ひ
つ
じ
、
俗
云
、
や
ん
ぎ
う
。
羊
牛
之
唐
音
也
。

羊
曰

、

、

、

其

、
ひ
つ
じ
の
こ
。

表
⑯
「
鼠
」

本
草
綱
目

鼠

【
釋
名
】

（
前
略
）

〈

綱
目

、
首
鼠
〈

史
記

、
家
鹿
〈
時
珍
曰

「
此
即
人

常

也
（
後
略

。

『

』

『

』
〉

『

』
〉

、

）
」
〉

老
鼠

家

鼠

【
集
解
】
弘
景
曰

「
入
藥
用

、
即

也
。
其
膽
才
死
便
消
、
不
易
得
也

。
時
珍
曰

「
鼠
形
似
兔
而
小
、
青
黑
色
。
有
四
歯
而
無
牙
、
長
鬚
露
眼
。
前

、

」

、

牡
鼠

父
鼠

爪
四
、
後
爪
五
。
尾
文
如
織
而
無
毛
、
長
與
身
等
。
五
臟
俱
全
、
肝
有
七
葉
、
膽
在
肝
之
短
葉
間
、
大
如
黃
豆
、
正
白
色
、
貼
而
不
垂

（
後
略
）

」
。
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訓
蒙
図
彙

鼠

ね
づ
み
、

為

、

為

。
を
ね
ず
み
。

『

』

家
鼠

老
鼠

牡
鼠

父
鼠

表
⑰
「
駝
」

本
草
綱
目

駝

【
釋
名
】

〈

漢
書

、

〈
時
珍
曰

「
駝
能
負
囊
橐
、
故
名
。
方
音
訛
為

也

。

『

』

『

』
〉

、

」
〉

橐
駝

駱
駝

駱
駝

【
集
解

『
馬
志
』
曰

「
野
駝
、
家
駝
生
塞
北
、
河
西
。
其
脂
在
両
峰
內
、
入
藥
俱
可

。
頌
曰

「
野
駝
、
今
惟
西
北
番
界
有
之
。
家
駝
、
則
此
中
人
家
蓄
養

】

、

」

、

生
息
者
、
入
藥
不
及
野
駝

。
時
珍
曰

「
駝
状
如
馬
、
其
頭
似
羊
、
長
項
垂
耳
、
脚
有
三
節
、
背
有
両
肉
峰
如
鞍
形
、
有
蒼
、
褐
、
黃
、
紫
数
色

（
後
略

。

」

、

、

）
」

訓
蒙
図
彙

駝

ら
く
だ
の
む
ま
。

也
。
俗
云
、
ろ
と
う
。
唐
音
之
誤
也
。

、

『

』

駱
駝

駱
駝

、
並
同
。

槖
駝

表
⑱
「
猿
」

本
草
綱
目

狨

【
附
錄
】

｡

時
珍
曰
、｢

善
援
引
、
故
謂
之
猨
、
俗
作
猿
。
產
川
、
廣
深
山
中
。
似
猴
而
長
大
、
其
臂
甚
長
、
能
引
気
、
故

『

』

猨

。

、

。

、

。

、

、

、

、

。

、

。

、

、

多
壽

或
言
其
通
臂
者

誤
矣

臂
骨
作
笛

甚
清
亮

其
色
有
青

白

玄

黃

緋
数
種

其
性
靜
而
仁
慈

好
食
果
実

其
居
多
在
林
木

能
越
数
丈

著
地
即
泄
瀉
死
、
惟
附
子
汁
飲
之
可
免
。
其
行
多
群
。
其
鳴(

執
筆
者
注
、
雄)

善
啼
、
一
鳴
三
聲
、
淒
切､

入
人
肝
脾

（
後
略
）

」
。

マ
マ

『

』

訓
蒙
図
彙

猿

さ
る
、
俗
云
、
ゑ
ん
こ
う
。
合
呼
猿
猴
也
。
猨

訓
蒙
図
彙

猿

さ
る
、
俗
云
、
ゑ
ん
こ
う
。
合
呼
猿
猴
也
。

、

訓
蒙
図
彙

猿

さ
る
、
俗
云
、
ゑ
ん
こ
う
。
合
呼
猿
猴
也
。

、
並
同
。

表
⑲
「
猴
」

本
草
綱
目

獼
猴

【
釋
名
】
沐
猴
〈

史
記

、
為
猴
〈

説
文

、

〈

格
古
論

、
王
孫
〈

柳
文

、
馬
留
『
倦
遊
録

、

〈
時
珍
曰

「
按
班
固
『
白
虎
通
』
云
、

『

』

『

』
〉

『

』
〉

『

』
〉

『

』
〉

』

。

、

胡
孫

狙

『
猴
、
候
也
。
見
人
設
食
伏
機
、
則
憑
高
四
望
、
善
於
候
者
也

。
猴
好
拭
面
如
沐
、
故
謂
之
沐
、
而
後
人
訛
沐
為
母
、
又
訛
母
為
獼
、
愈
訛
愈
失
矣
。

』

『
説
文
』
云

『
為
字
象
母
猴
之
形
。
即
沐
猴
也
、
非
牝
也
。
猴
形
似
胡
人
、
故
曰
胡
孫

『
莊
子
』
謂
之
狙
。
養
馬
者
廄
中
畜
之
、
能
辟
馬
病
、
胡
俗
称
馬

、

』
。

留
云
。

書
謂
之

咤

。

梵

摩
斯

」
〉

【
集
解
】
慎
微
曰

「
獼
猴
有
数
種
、
總
名
禺
属
。
取
色
黃
、
面
赤
、
尾
長
者
用
。
人
家
養
者
不
主
病
、
為
其
食
雑
物
、
違
本
性
也
。
按
『
抱
朴
子
』
云
、
猴

、
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八
百
歲
変
為
猨
、
猨
五
百
歲
変
為
玃
、
玃
千
歲
変
為
蟾
蜍

。
時
珍
曰

「
猴
、
處
處
深
山
有
之
。
状
似
人
、
眼
如
愁
胡
、
而
頰
陷
有
嗛
嗛
、
音
歉
、
藏
食
處

」

、

也
。
腹
無
脾
以
行
消
食
、
尻
無
毛
而
尾
短
。
手
足
如
人
、
亦
能
竪
行
。
聲
嗝
嗝
若
咳
。
孕
五
月
而
生
子
、
生
子
多
浴
于
澗
。
其
性
躁
動
害
物
、
畜
之
者
使
坐

マ
マ

杙
上
、
鞭
掊
旬
月
乃
馴
也
。
其
類
有
数
種
、
小
而
尾
短
者
、
猴
也
。
似
猴
而
多
髯
者
、
豦
也
。

者
、

也
。
大
而
尾
長
赤
目
者
、
禺
也
。
小
而
尾

似
猴
而
大

玃

長
仰
鼻
者

狖
也

似
狖
而
大
者

果
然
也

似
狖
而
小
者

蒙
頌
也

似
狖
而
善
躍
越
者

也

似
猴
而
長
臂
者

猨
也

似
猨
而
金
尾
者

狨
也

、

。

、

。

、

。

、

。

、

。

、

長
仰
鼻
者

狖
也

似
狖
而
大
者

果
然
也

似
狖
而
小
者

蒙
頌
也

似
狖
而
善
躍
越
者

獑

、

。

、

。

、

。

、

。

、

。

、

。

似
猨
而
大
、
能
食
猨
、
猴
者
、
獨
也
。
不
主
病
者
、
並
各
以
類
附
之

。」

【
附
録
】
玃

〈
音
却
〉

時
珍
曰

「
玃
、
老
猴
也
。
生
蜀
西
徼
外
山
中
。

、
色
蒼
黑
、
能
人
行
。

。

、

似
猴
而
大

玃

、
又
善
顧
盼
、
故
謂
之
玃
。
純
牡
無
牝
、
故
又
名
玃
父
、
亦
曰
猳
玃
。
善
攝
人
婦
女
為
偶
生
子

（
後
略

」

善

持

人
物

。

）

訓
蒙
図
彙

猴

さ
る
。

也
。

、
猢
猻
、

、
並
同
。

『

』

獼
猴

胡
孫

狙

テ

ニ

ニ

梵

摩
斯

玃

似

猴

而
大

名

吒
、
俗
云
、
ま
し
ら
。

○

、
や
ま
こ
、

く
わ
く

-
-

者
也
。

善

攫

持

人

物

ク

ス
ル

ヲ

二

一

表
⑳
「
狸
」

『

』

。

、

、

』
。

、

本
草
綱
目

貍

【
釋
名
】
野
貓

〈
時
珍
曰

「
按
『
埤
雅
』
云

『
獣
之
在
里
者
、
故
從
里
、
穴
居
薶
伏
之
獣
也

『
爾
雅
』
云

『

、
音
曳
。
其
足
蹯
、
其
跡[

夙

貍
子
曰

-

歹

ㄙ]

、
音
鈕
、
指
頭
處
也

。

+

〉

『

』

訓
蒙
図
彙

狸

た
ぬ
き
。
貍
、
同
。

貍
子
曰

訓
蒙
図
彙

狸

た
ぬ
き
。
貍
、
同
。

。

表
㉑
「
貉
」

『

』

【

】

、「

『

』

、『

、

』
。『

』

、

。『

』
、『

、

。

、

』
。

本
草
綱
目

貉

釋
名

時
珍
曰

按

字
説

云

貉
與
獾
同
穴
各
處

故
字
從
各

説
文

作

亦
作

爾
雅

音
陌

其
子
曰
貓

音
惱

貈

狢

貈
子
曰
貊

原
本
以
貊
作

者
訛
矣

。

貆

」

【
集
解
】
宗
奭
曰

「
貉
形
如
小
狐
、
毛
黃
褐
色

。
時
珍
曰

「
貉
生
山
野
間
。
状
如
狸
、
頭
鋭
鼻
尖
、
斑
色
。
其
毛
深
厚
、
溫
滑
、
可
為
裘
服
。
與
獾
同
穴
而

、

」

、

異
處
、
日
伏
夜
出
、
捕
食
蟲
物
。
出
則
獾
隨
之
。
其
性
好
睡
、
人
或
蓄
之
、
以
竹
叩
醒
、
已
而
複
寐
、
故
人
好
睡
者
謂
之
貉
睡
。
俗
作
渴
睡
、
謬
矣
。
俚
人
又

言
其
非
好
睡
、
乃
耳
聾
也
、
故
見
人
乃
知
趨
走

（
後
略
）

」
。

訓
蒙
図
彙

貉

む
じ
な
。

、

、
並
同
。

貉

、

『

』

狢

貈

子
曰
貊
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曰

。
貆

表
㉒
「
貒
」

本
草
綱
目

貒

【
釋
名
】

〈

蔵
器

、

｡

〈
時
珍
曰､

｢

貒､

團
也｡

其
状
團
肥
也｡

『
爾
雅
』
云､

『

。
其
足
蹯
、
其
跡[

夙

歹

ㄙ]

。
蹯
足

『

』

『

』
〉

』

獾

獾

貗

㹠

豬

貒
子
曰

-
+

掌
也
。[

夙

歹

ㄙ]

指
頭
跡
也

。

-
+

」〉

【
集
解
】
頌
曰

「
貒
似
犬
而
矮
、
尖
喙
、
黑
足
、
褐
色
。
與
獾
貉
三
種
大
抵
相
類
而
頭
足
小
别
。
郭
璞
註
『
爾
雅
』
云

『
貒
、
一
名
獾

。
以
為
一
物
。
然
方

、

、

』

書
説
其
形
状
差
别
也

。
宗
奭
曰

「
貒
、
肥
矮
、
毛
微
灰
色
、
頭
連
脊
毛
一
道
黑
。
短
尾
尖
嘴
而
黑
。
蒸
食
極
美

。

」

、

」

時
珍
曰

「
貒
即
今

也
。
處
處
山
野
間
有
之
。
穴
居
。
状
似
小
豬
㹠
、
形
體
肥
而
行
鈍
、
其
耳
聾
見
人
乃
走
。
短
足
短
尾
、
尖
喙

、

豬
獾

褐
毛
、
能
孔
地
、
食
蟲
蟻
瓜
果
。
其
肉
帶
土
気
、
皮
毛
不
如
狗
獾

。
蘇
頌
所
註
、
乃
狗
獾
、
非
貒
也
。
郭
璞
謂
獾
即
貒
、
亦
誤
也

。

」

」

訓
蒙
図
彙

貒

み
。
今
按
、
み
た
ぬ
き
。

、

、
並
同
。

○

。

『

』

獾

獾

貗

㹠

猪

貒
子

曰
ヲ

ト

レ

く
わ
ん
と
ん

ち
ょ
く
わ
ん

表
㉓
「
兎
」

本
草
綱
目

兎

【
釋
名
】

〈
時
珍
曰

「
按
魏
子
才
『
六
書
精
蘊
』
云

『
兔
字
篆
文
象
形

。
一
云
、
吐
而
生
子
、
故
曰
兔
。

『

』

。

、

、

』

明
眎

『
禮
記
』
謂
之

、
言
其
目
不
瞬
而
瞭
然
也

『
説
文

『

、
音
萬
。
狡
兔
曰
㕙
、
音
俊
、
曰
毚
、
音
讒

『
梵
書
』
謂
兔
為
舍
迦
。

明
眎

兔
子
曰
娩

。

』
、

』。

【
集
解
】
頌
曰

「
兔
處
處
有
之
、
為
食
品
之
上
味

。
時
珍
曰

「
按

『
事
類
合
璧
』
云

『
兔
大
如
貍
而
毛
褐
、
形
如
鼠
而
尾
短
、
耳
大
而
鋭
。
上
唇
缺
而
無

、

」

、

、

、

脾
、
長
鬚
而
前
足
短
。
尻
有
九
孔
、
趺
居
、
趫
捷
善
走
。
舐
雄
豪
而
孕
、
五
月
而
吐
子

（
後
略

（
後
略

」

。

）
』

）

訓
蒙
図
彙

兎

う
さ
ぎ
。
本
作
兔
。
一
名

。

。

『

』

明
視

兎
子
曰
娩

表
㉔
「
獺
」

『

』

【

】

。

、「

『

』

、『

、

、

、

。

、

、

本
草
綱
目

釋
名

時
珍
曰

王
氏

字
説

云

正
月

十
月
獺
両
祭
魚

知
報
本
反
始

獣
之
多
賴
者

其
形
似
狗

故
字
從
犬

水
獺

水
狗

從
賴
。
大
者
曰

獱
、
音
賔
。
曰
猵
、
音
編

。
又
桓
譚
『
塩
鐵
論
』
以
獨
為
猵
、
群
為
獺
、
如
猨
之
與
獨
也

。

』

」

【
集
解
】
弘
景
曰

「
獺
多
出
溪
岸
邊
。
有
両
種
、
入
藥
惟
取
以
魚
祭
天
者
。
一
種
獱
獺
、
形
大
而
頸
如
馬
、
身
似
蝙
蝠
、
不
入
藥
用

。
頌
曰

「
江
湖
多
有

、

」

、
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之
。
四
足
俱
短
、
頭
與
身
尾
皆
褊
、
毛
色
若
故
紫
帛
。
大
者
身
與
尾
長
三
尺
餘
。
食
魚
、
居
水
中
、
亦
休
木
上
。
嘗
縻
置
大
水
瓮
中
、
在
內
旋
轉
如
風
、
水

皆
成
旋
渦
。
西
戎
以
其
皮
飾
毳
服
領
袖
、
云
垢
不
着
染
。
如
風
霾
翳
目
、
但
就
拭
之
即
去
也

。」

時
珍
曰

其
状
似
青
狐
而
小

毛
色
青
黑

似
狗

膚
如
伏
翼

長
尾
四
足

水
居
食
魚

能
知
水
信
為
穴

鄉
人
以
占
潦
旱

如
鵲
巢
知
風
也

古
有

能

、「

、

、

、

、

、

。

、

、

。

『

（
執
筆
者
注
：
熊
）
食
塩
而
死
、
獺
飲
酒
而
斃
』
之
語
、
物
之
性
也
。

今
川
、
沔
漁
舟
、
往
往
馴
畜
、
使
之
捕
魚
甚
捷
。
亦
有
白
色
者
。
或
云
獱
獺
無
雌
、
以
猨
為
雌
、
故
云
猨
鳴
而
獺
候

。」

【
集
解
】

時
珍
曰

「
山
獺
出
廣
之
宜
州
嵠
峒
及
南
丹
州
。
土
人
號
為
揷
翹
。
其
性
淫
毒
。
山
中
有
此
物
。
凡
牝
獣
皆
避
去
。
獺
無

山
獺

、

偶
則
抱
木
而
枯

（
後
略

」

。

）

訓
蒙
図
彙

獺

を
そ
。
か
は
を
そ
、

也
、

同
。

○

、
や
ま
を
そ
。

『

』

水
獺

水
狗

山
獺

表
㉕
「
貂
」

本
草
綱
目

【
釋
名
】

〈

爾
雅
翼

、
松
狗
〈
時
珍
曰

「
貂
亦
作

。
羅
願
云

「
此
鼠
好
食
栗
及
松
皮
。
夷
人
呼
為
栗
鼠
、
松
狗

。

『

』

『

』
〉

、

、

」
〉

貂
鼠

栗
鼠

鼦

【
集
解
】
時
珍
曰

「
按
許
慎
『
説
文
』
云

『
貂
鼠
属
大
而
黄
黑
色
。
出
丁
零
国

。
今
遼
東
高
麗
及
女
直
韃
靼
諸
胡
皆
有
之
。
其
鼠
大
如
獺
而
尾
粗
。
其
毛

、

、

』

深
寸
許
紫
黒
色
。
蔚
而
不
耀
。
用
皮
為
裘
㡌
風
領
。
寒
月
服
之
得
風
更
暖
、
着
水
不
濡
、
得
雪
即
消
、
拂
面
如
熖
、
拭
眯
即
出
。
亦
竒
物
也
。
惟
近
火
則
毛

易
脱
。
漢
制
侍
中
冠
金
璫
飾
首
、
前
揷
貂
尾
、
加
以
附
蟬
、
取
其
内
勁
而
外
温
。
毛
帶
黄
色
者
為
黄
貂
。
白
色
者
為
銀
貂

。」

『

』

訓
蒙
図
彙

貂

也
。
謂
之

。

栗
鼠

貂
鼠

鼦

訓
蒙
図
彙

貂

也
。
謂
之

。

鼠
、

訓
蒙
図
彙

貂

也
。
謂
之

。

、

訓
蒙
図
彙

貂

也
。
謂
之

。

、
並
同
。

表
㉖
「
鼬
」

『

』

『

』
〉

〉

、

〉

。

、

』
、

本
草
綱
目

【
釋
名
】

黃

〈

綱
目

、

〈
音
生
去
聲

〈
音
谷

、
地
猴

〈
時
珍
曰

「
按
『
廣
雅

鼬
鼠

鼠
狼

鼪
鼠

鼠

本
草
綱
目

【
釋
名
】

黃

〈

綱
目

、

〈
音
生
去
聲

、

本
草
綱
目

【
釋
名
】

黃

〈

綱
目

、

〈
音
生
去
聲

〈
音
谷

、
地
猴

〈
時
珍
曰

「
按
『
廣
雅

『
鼠
狼
即
鼬
也
。

江
東
呼
為

。
其
色
黃
赤
如
柚
、
故
名

。
此
物
健
於
捕
鼠
及
禽
畜
、
又
能
製
蛇
虺

『
莊
子
』
所
謂
騏
驥
捕
鼠
、
不
如
貍

鼪

』

。

鼪
者
、
即
此

。
」
〉

【
集
解
】
時
珍
曰

「
鼬
、
處
處
有
之
。
状
似
鼠
而
身
長
尾
大
、
黃
色
帶
赤
、
其
気
極
臊
臭
。
許
慎
所
謂
似
貂
而
大
、
色
黃
而
赤
者
、
是
也
。
其
毫
與
尾
可
作

、

筆
、
嚴
冬
用
之
不
折
、
世
所
謂
鼠
鬚
、
栗
尾
者
、
是
也

。」
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『

』

訓
蒙
図
彙

鼬

い
た
ち
。

也
。

、

鼬
鼠

鼠
狼

鼪
鼠

鼠

訓
蒙
図
彙

鼬

い
た
ち
。

也
。

、

、

訓
蒙
図
彙

鼬

い
た
ち
。

也
。

、

並
同
。

表
㉗
「
鼲
」

本
草
綱
目

黃
鼠

【
釋
名
】

〈

韓
文

、
拱
鼠
〈
同
上

、

〈
音
渾

、
貔
貍

〈
時
珍
曰

「

、
晴
暖
則
出
坐
穴
口
、
見
人
則
交
其
前
足
、
拱
而
如
揖
、
乃
竄
入

『

』

『

』
〉

〉

〉

。

、

禮
鼠

鼲
鼠

黃
鼠

穴
。
即
詩
所
謂
相
鼠
有
體
、
人
而
無
禮

『
韓
文
』
所
謂
禮
鼠
拱
而
立
者
也
。
古
文
謂
之
鼲
鼠
。
遼
人
呼
為
貔
狸
、
或
以
貔
狸
為
竹
飀
、
貍
貛
者
、
非
。
胡
人

。

亦
名
令
邦

。
」
〉

【
集
解
】
時
珍
曰

「
黃
鼠
出
太
原
、
大
同
、
延
綏
及
沙
漠
諸
地
皆
有
之
、
遼
人
尤
為
珍
貴
。
状
類
大
鼠
、
黃
色
、
而
足
短
善
走
、
極
肥
。
穴
居
有
土
窖
如
床

、

榻
之
状
者
、
則
牝
牡
所
居
之
處
。
秋
時
畜
豆
、
粟
、
草
木
之
実
以
禦
冬
、
各
為
小
窖
、
別
而
貯
之
。
村
民
以
水
灌
穴
而
捕
之
。
味
極
肥
美
、
如
豚
子
而
脆
。

。

、

、

、

、

、

。

。

、

。

、

皮
可
為
裘
領

遼

金

元
時
以
羊
乳
飼
之

用
供
上
膳

以
為
珍
饌

千
里
贈
遺

今
亦
不
甚
重
之
矣

最
畏
鼠
狼

能
入
穴
銜
出
也

北
胡
又
有
青
鼠

皮
亦
可
用
。
銀
鼠
、
白
色
如
銀
、
古
名
鼠
＋
頁
、
音
吸

（
後
略

」

。

）

訓
蒙
図
彙

鼲

今
按
俗
云
て
ん
。
用
猠
字
非
是
所
図
。

蓋

也
。

『

』

黄
鼠

謂
之

。

鼲
鼠

一
名

。

禮
鼠

表
㉘
「
鼹
」

本
草
綱
目

鼹
鼠

【
釋
名
】

〈

禮
記

、

〈
音
憤

、
隠
鼠
。

『

』

『

』
〉

〉

田
鼠

鼢
鼠

〈
時
珍
曰

「

偃
行
地
中
、
能
壅
土
成
坌
、
故
得
諸
名

。

、

」

田
鼠

【
集
解

『
別
錄
』
曰

「
鼴
鼠
在
土
中
行
。
五
月
取
令
乾
、
燔
之

。

】

、

」

、「

、

。

、

、

、

、

。

、

」
。

弘
景
曰

此
即

也

一
名
隠
鼠

形
如
鼠
而
大

無
尾
黑
色

尖
鼻
甚
強

常
穿
地
中
行

討
掘
即
得

今
山
林
中
別
有
大
如
水
牛
者

一
名
隠
鼠

鼢
鼠

藏
器
曰

「
隠
鼠
、
陰
穿
地
中
而
行
、
見
日
月
光
則
死
、
于
（
執
筆
者
注
、
於
）
深
山
林
木
下
土
中
有
之
。
其
大
如
牛
者
、
名
同
物
異
耳

。

、

」

マ
マ

頌
曰

「
處
處
田
壟
間
多
有
之

『
月
令
』
田
鼠
化
為
鴽
者
即
此
。
其
形
類
鼠
而
肥
、
多
膏
。
旱
歲
為
田
害

。

、

。

」

宗
奭
曰

「
鼴
脚
絶
短
、
僅
能
行
。
尾
長
寸
許
、
目
極
小
、
項
尤
短
。
最
易
取
、
或
安
竹
弓
射
取
飼
鷹
。
陶
引
如
水
牛
者
釋
之
、
誤
矣

。

、

」

時
珍
曰

「
許
慎
言
鼢
乃
伯
勞
所
化

『
月
令
』
季
春
田
鼠
化
為
鴽

『
夏
小
正
』
八
月
鴽
為
鼠
、
是
二
物
交
化
、
如
鷹
、
鳩
然
也
。
鴽
乃
鶉
類
。
隆
慶
辛
未
夏

、

。

、

秋
大
水
、
蘄
、
黃
頻
（
執
筆
者
注
：
瀕
）
江
之
地
、
鼢
鼠
遍
野
、
皆
櫛
魚
所
化
。
蘆
稼
之
根
、
噛
食
殆
盡
、
則
鼢
之
化
、
不
獨
一
種
也

。」
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訓
蒙
図
彙

鼹

う
ご
ろ
も
ち
。
む
ぐ
ろ
も
ち
。

也
。

、

『

』

鼹
鼠

鼢
鼠

、
並
同
。

田
鼠

表
㉙
「
鼷
」

本
草
綱
目

【
釋
名
】

〈
時
珍
曰

「
鼷
乃
鼠
之
最
小
者
、
喫
人
不
痛
、
故
曰
甘
口
。
今
處
處
有
之

。

『

』

。

、

」
〉

鼷
鼠

甘
口
鼠

【
集
解
】
藏
器
曰
、

「

極
細
、
卒
不
可
見
。
食
人
及
牛
、
馬
等
皮
膚
成
瘡
、
至
死
不
覚

『
爾
雅
』
云

「
有
螫
毒

『
左
傳
』
云

「
食
郊

鼷
鼠

」
。

、

」
。

、

牛
角
者
、
皆
此
物
也

『
博
物
志
』
云

「
食
人
死
膚
、
令
人
患
惡
瘡

『
醫
書
』
云

「
正
月
食
鼠
殘
、
多
為
鼠
瘻
、
小
孔
下
血
者
、
皆
此
病
也
。
治
之
之

」
。

、

」
。

、

法
、
以
豬
膏
摩
之
、
及
食
貍
肉
為
妙
。
鼷
無
功
用
、
而
為
人
害
、
故
著
之

。」

鼠

【
附
録

〈
音
離
艾
〉
孫
愐
云

「

也
、

。
李
時
珍
云

】

。

、

」

、

鼠

【
附
録

（
前
略
）

小

鼠

相

銜

而
行

鼠

【
附
録

〈
音
離
艾
〉
孫
愐
云

「

也
、

。
李
時
珍
云

「
按
『
秦
記
』

及
『
草
木
子
』
皆
載
群
鼠
数
萬
、

、
以
為
鼠
妖
者
、
即
此
也

（
後
略
）

相

銜

而
行

」
。

『

』

訓
蒙
図
彙

鼷

甘-

口-

鼠
也
。
謂

之

つ
ら
に
こ
、

-
二

一

－

ヲ

ト

テ

鼷
鼠

小

鼠

相

銜

而
行

訓
蒙
図
彙

鼷

甘-

口-

鼠
也
。
謂

之

。

○

-

訓
蒙
図
彙

鼷

甘-

口-

鼠
也
。
謂

之

つ
ら
に
こ
、

-

也
。

か

ん

こ

う

そ

り

あ
い

表
㉚
「
山
豬
」

『

』

『

』
〉

『

』
〉

〉

〉

。

、
『

、

本
草
綱
目

豬

【
釋
名
】
蒿
豬
〈

唐
本

、

〈

通
志

〈
音
原
俞

豬
〈
音
丸

、
鸞
豬

〈
時
珍
曰

「

説
文
』
云

豪

山
豬

本
草
綱
目

豬

【
釋
名
】
蒿
豬
〈

唐
本

、

〈

通
志

、
豲

本
草
綱
目

豬

【
釋
名
】
蒿
豬
〈

唐
本

、

〈

通
志

〈
音
原
俞

、

本
草
綱
目

豬

【
釋
名
】
蒿
豬
〈

唐
本

、

〈

通
志

〈
音
原
俞

豬
〈
音
丸

、
鸞
豬

〈
時
珍
曰

「

説
文
』
云

『
豪
豕
、
鬛
如
筆
管
者
、
能
激
毫

射
人
故
也

。
郭
璞
曰

『
呉
楚
呼
為
鸞
豬

『
星
禽
』
云

、
豪
豬
也

』

、

』
。

、

』
。
」

射
人
故
也

。
郭
璞
曰

『
呉
楚
呼
為
鸞
豬

『
星
禽
』
云

『
璧
水

射
人
故
也

。
郭
璞
曰

『
呉
楚
呼
為
鸞
豬

『
星
禽
』
云

、
豪
豬
也

〉

【
集
解
】

頌
曰

「
豪
豬
、
陝
、
洛
、
江
東
諸
山
中
並
有
之
。
髦
間
有
豪
如
箭
、
能
射
人

。

、

」

時
珍
曰
、

「
豪
豬
處
處
深
山
中
有
之
、
多
者
成
群
害
稼
。
状
如
豬
、
而
項
脊
有
棘
鬣
、
長
近
尺
許
、
粗
如
筋
。
其
状
似
笄
及
帽
刺
、
白
本
而
黑
端
。

怒
則
激
去
、
如
矢
射
人
。
羌
人
以
其
皮
為
鞾
。
郭
璞
云

豬
自
為
牝
牡
而
孕
也

。
張
師
正
『
倦
游
錄
』
云

、

』

、

怒
則
激
去
、
如
矢
射
人
。
羌
人
以
其
皮
為
鞾
。
郭
璞
云

『

怒
則
激
去
、
如
矢
射
人
。
羌
人
以
其
皮
為
鞾
。
郭
璞
云

豬
自
為
牝
牡
而
孕
也

。
張
師
正
『
倦
游
錄
』
云

『
南
海
有
泡
魚
、
大
如
斗
、
身
有
棘
刺
、
能

化
為
豪
豬
』
巽
為
魚
、
坎
為
豕
、
豈
巽
変
坎
乎
？｣

訓
蒙
図
彙

俗
云
、
や
ま
ぶ
た
。

猪
也
。

『

』
山
豬

豪

表
㉛
「
綿
羊
」
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『

』

【

】

〈

〉
、

〈

〉、

。

、「
『

』

、『

』
。

、『

、

』
。

、『

本
草
綱
目

羊

釋
名

羖

羝

音
低

羯

時
珍
曰

説
文

云

羊
字
象
頭
角
足
尾
之
形

孔
子
曰

牛
羊
之
字

以
形
似
也

董
子
云

羊

本
草
綱
目

羊

釋
名

羖

亦
作

『

』

【

】

〈

〉
、

〈

〉、

。

、「
『

』

、『

』
。

、『

、

』
。

、『

、

祥
也
。
故
吉
礼
用
之

。
牡
羊
曰
羖
曰
羝
。
牝
羊
曰
［
羊
＋
孚

、
曰
牂
、
音
蔵
。
白
曰
羒
。
黒
曰
羭
。

』

］

多
毛
曰

。
胡
羊
曰
䍲
羺
。

羖
䍽

無
角

多
毛
曰

。
胡
羊
曰
䍲
羺
。

曰

多
毛
曰

。
胡
羊
曰
䍲
羺
。

曰
䍫
。
去
勢
曰
羯
。
羊
子
曰
羔
。
五
月
曰
羜
、
音
寧
。
六
月
曰

多
毛
曰

。
胡
羊
曰
䍲
羺
。

、
音
務
。
七
月
曰
羍
、
音
達
。
未
卒
歲

曰
䍮
、
音
兆

『
内
則
』
謂
之
柔
毛
。
又
曰
少
牢

『
古
今
注
』
謂
之
長
髯
主
簿
云

。

。

。

」

【
集
解

『
別
錄
』
曰

「
羖
羊
生
河
西

。
弘
景
曰

「
羊
有
三
四
種
。
入
藥
以
青
色
羖
羊
為
勝
、
次
則
烏
羊
。
其
䍲
羺
羊
及
虜
中
無
角
羊
止
可
啖
食
。
為
藥

】

、

」

、

不
及
都
下
者
。
然
其
乳
、
髓
則
肥
好
也

。
頌
曰

「
羊
之
種
類
甚
多
、
而
羖
羊
亦
有
褐
色
、
黑
色
、
白
色
者
。
毛
長
尺
餘
、

」

、

亦
謂
之

羊

北
人
引
大
羊
以
此
為
羊
首

又
謂
之
羊
頭

詵
曰

河
西
羊
最
佳

河
東
羊
亦
好

若
驅
至
南
方

則
筋
力
自
勞
損

安
能
補
益
人
？

羖
䍽

。

、

」
。

、「

、

。

、

、

今
南
方
羊
多
食
野
草
、
毒
草
、
故
江
浙
羊
少
味
而
発
疾
。
南
人
食
之
、
即
不
憂
也
。
惟
淮
南
州
郡
或
有
佳
者
、
可
亞
北
羊
。
北
羊
至
南
方
一
二
年
、
亦
不
中

食
、
何
況
於
南
羊
。
蓋
土
地
使
然
也

。」

宗
奭
曰

「

羊
出
陝
西
、
河
東
、
尤
狠
健
、
毛
最
長
而
厚
、
入
藥
最
佳
。
如
供
食
、
則
不
如
林
地
無
角
白
大
羊
也
。
又
同
、
華
之
間
有
小
羊
、
供
饌
在
諸

、

羖
䍽

羊
之
上

。」

時
珍
曰

「
生
江
南
者
為
吳
羊
、
頭
身
相
等
而
毛
短
。
生
秦
晋
者
為

、
頭
小
身
大
而
毛
長
。
土
人
二
歲
而
剪
其
毛
、
以
為
氊
物
、
謂
之

。
廣
南
英
州

、

夏
羊

綿
羊

一
種
乳
羊
、
食
仙
茅
、
極
肥
、
無
復
血
肉
之
分
、
食
之
甚
補
人
。
諸
羊
皆
孕
四
月
而
生
。
其
目
無
神
、
其
腸
薄
而
縈
曲
。
在
畜
属
火
、
故
易
繁
而
性
熱
也
。

在
卦
属
兌
、
故
外
柔
而
內
剛
也
。
其
性
惡
湿
喜
燥
、
食
鈎
吻
而
肥
、
食
仙
茅
而
肪
、
食
仙
靈
脾
而
淫
、
食
躑
躅
而
死
。
物
理
之
宜
忌
、
不
可
測
也
。
契
丹
以

其
骨
占
灼
、
謂
之
羊
卜
、
亦
有
一
靈
耶
？
其
皮
極
薄
、
南
番
以
書
字
、
吳
人
以
画
采
為
燈

。」

訓
蒙
図
彙

綿
羊

今
按
、
む
く
ひ
つ
じ
、

、
胡
羊
、

『

』

夏
羊

羖

無
角

䍽
、
蓋
皆
同
。
又
有

、
蓋
皆
同
。
又
有

羊
名

、
蓋
皆
同
。
又
有

。

表
㉜
「
霊
猫
」

本
草
綱
目

霊
猫

【
釋
名
】
靈
狸
〈
作
蛉
者
非

、

〈

雑
俎

、
神
狸
〈

離
騷
注

、
類

〈
時
珍
曰

「
自
為
牝
牡
、
又
有
香
気
、
可
謂
靈
而
神
矣

。

『

』

〉

『

』
〉

『

』〉

。

、

」〉

香
貍

【
集
解
】
藏
器
曰

「
靈
貓
生
南
海
山
谷
。
壮
（
執
筆
者
注
、
状
）
如
狸
、
自
為
牝
牡
。
其
陰
如
麝
、
功
亦
相
似
。
按

『
異
物
志
』
云

『
靈
狸
一
體
自
為
陰

、

、

、

マ
マ

陽
。
刳
其
水
道
連
囊
、
以
酒
洒
陰
乾
、
其
気
如
麝
。

若
雑
入

中
、
罕
能
分
別
、
用
之
亦
如
麝
焉

〉

麝
香

』
。
」

頌
曰

「
香
貍
出
南
方
、
人
以
作
膾
生
、
如
北
地
狐
生
法
、
其
気
甚
香
、
微
有
麝
気

。

、

」

時
珍
曰

「
按
段
成
式
言

『
香
貍
有
四
外
腎
』
則
自
能
牝
牡
者
、
或
由
此
也
。
劉
郁
『
西
域
記
』
云

『
黑
契
丹
出
香
貍
、
文
似
土
豹
、
其
肉
可
食
、

、

、

、

溺
皆

如
麝
気

楊
慎

丹
鉛
錄

云

予
在
大
理
府
見
香
貓
如
貍

其
文
如
金
錢
豹

此
即

楚

糞

香

』
。

『

』

、『

、

。

『

』

「

」、

。『

』

「

、

、

、

、

」
。

辭

所
謂

乘
赤
豹
兮
載
文
貍

王
逸
注
為
神
貍
者
也

南
山
経

所
謂

亶
爰
之
山
有
獣
焉

状
如
狸
而
有
髦

其
名
曰
類

自
為
牝
牡

食
者
不
妬
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『
列
子
』
亦
云

「
亶
爰
之
獣
、
自
孕
而
生
、
曰
類

。
疑
即
此
物
也
。
又
『
星
禽
真
形
図
』
心
月
狐｢

有
牝
牡
両
體
、
其
神
狸
乎
？

』
珍
按

『
劉
、
楊
二
説

、

」

」

、

與
『
異
物
志
』
所
説
相
合
、
則
類
即
靈
狸
無
疑
矣
、
類
、
貍
字
音
亦
相
近
也

」
』
。

訓
蒙
図
彙

霊
猫

俗
云
、
じ
や
か
う
ね
こ
。
香
猫
、

、
並
同
。
其

中
有

、
今
用
代

。

『

』

香
貍

糞

香

麝
香

表
㉝
「
蝟
鼠
」

本
草
綱
目

【
校
正
】
舊
在
蟲
魚
部
、
今
據
『
爾
雅
』
移
入
獣
部
。

『

』
猬

【
釋
名
】
彚
〈
古

字
、
俗
作
蝟

、
毛
刺
〈

爾
雅

、

〈
時
珍
曰

「
按
『
説
文

『
彚
字
、
篆
文
象
形
、
頭
足
似
鼠
、
故
有
鼠
名

」

猬

蝟
鼠

〉

『

』
〉

、

』
、

』
。

宗
奭
曰

「
蝟
皮
治
胃
逆
、
開
胃
気
有
功
、
其
字
從
蟲
從
胃
、
深
有
理
焉

。

、

」
〉

【
集
解

『
別
錄
』
曰

「

生
楚
山
川
谷
田
野
。
取
無
時
、
勿
使
中
湿

。
弘
景
曰

「
處
處
野
中
時
有
此
獣
。
人
犯
之
、
便
藏
頭
足
、
毛
刺
人
、
不
可
得
。

】

、

」

、

猬

能
跳
入
虎
耳
中
、
而
見
鵲
便
自
仰
腹
受
啄
、
物
相
制
如
此
。
其
脂
烊
鐵
、
中
入
少
水
銀
則
柔
如
鉛
錫

『
蜀
図
経
』
曰

「
状
如
貒
㹠
。
大
者
如
㹠
、
小
者
如

」
。

、

。

。

、

。

。

。

、

。

、

、

。

、

瓜

脚
短

尾
長
寸
余

蒼
白
色

脚
似
豬
蹄
者
佳

鼠
脚
者
次
之

去
肉

取
皮
火
乾

又
有
山
枳
鼠

皮
正
相
似

但
尾
端
有
両
歧
為
別

又
有
虎
鼠

皮
亦
相
類
、
但
以
味
酸
為
別
。
又
有
山
㹠
、
頗
相
似
、
而
皮
類
兔
皮
、
其
色
褐
、
味
甚
苦
、
俱
不
堪
用

。」

時
珍
曰

「
猬
之
頭
、
嘴
似
鼠
、
刺
毛
似
豪
豬
、
蜷
縮
則
形
如
芡
房
及
栗
房
、
攢
毛
外
刺
、
尿
之
即
開

『
炙
轂
子
』
云

『
刺
端
分
両
頭
者
為
猬
、
如
棘
針
者

、

。

、

為
䖶

。
與
蜀
説
不
同

『
廣
韵
』
云

『
似
猬
而
赤
尾
者
、
名
暨
居

。
宗
奭
曰

「
乾

並
刺
作
刷
。
治
紕
帛
絶
佳
。
甚
有
養
者
去
而
復
來

。

』

。

、

』
」

、

」

猬
皮

訓
蒙
図
彙

く
さ
ふ
、

、
同
。

其
皮
曰

。
俗
云
、
い
い
。

『

』
蝟
鼠

猬

猬
皮

表
㉞
「
海
狗
」

本
草
綱
目

【
釋
名
】

〈

説
文
』
作
貀
、
與
肭
同

、
海
狗

〈
時
珍
曰
、｢

『
唐
韻
』､

『
膃
肭
、
肥
貌

。
或
作
骨
貀
、
訛
為
骨
訥
、
皆
番
言
也

。

『

』

『

〉

。

』

」
〉

腽
肭
獣

骨
豽

【
集
解
】
藏
器
曰
、｢

骨
肭
獣
生
西
番
突
厥
国｡

胡
人
呼
為
阿
慈
勃
他
你
。
其
状
似
狐
而
大
、
長
尾
。
臍
似
麝
香
、
黃
赤
色
、
如
爛
骨

。」

甄
権
曰
、｢

、
是
新
羅
国
海
內
狗
外

也
、
連
而
取
之

。
李
珣
曰
、｢

按
『
臨
海
志
』
云

『
出
東
海
水
中
、
状
若
鹿

膃
肭
臍

腎

」

、

形
、
頭
似
狗
、
長
尾
。
每
日
出
即
浮
在
水
面
。
崑
崙
家
以
弓
矢
射
之
、
取
其
外
腎
陰
乾
百
日
、
味
甘
香
美
也

。
頌
曰

「
今
東
海
旁
亦
有
之
。
舊
説
似
狐

」

、

長
尾
。
今
滄
州
所
図
、
乃
是
魚
類
、
而
豕
首
両
足
。
其
臍
紅
紫
色
、
上
有
紫
斑
點
、
全
不
相
類
、
醫
家
多
用
之

『
異
魚
図
』
云

『
試
其
臍
於
臘
月
衝
風

。

、

處
、
置
盂
水
浸
之
、
不
凍
者
為
真
也

。｣

斅
曰

「
膃
肭
臍
多
偽
者
。
海
中
有
獣
、
號
曰
水
烏
龍
。
海
人
取
其
腎
、
以
充
膃
肭
臍
、
其
物
自
別
。
真
者
有
一

』

、

對
則
両
重
薄
皮
裹
丸
核
、
其
皮
上
自
有
肉
黃
毛
、
一
穴
三
莖
、
收
之
器
中
、
年
年
湿
潤
如
新
、
或
置
睡
犬
頭
上
、
其
犬
忽
驚
跳
若
狂
者
、
為
真
也

。
宗
奭

」
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曰

「
今
出
登
、
萊
州
。
其
状
非
狗
非
獣
、
亦
非
魚
也
。
但
前
脚
似
獣
而
尾
即
魚
。
身
有
短
密
淡
青
白
毛
、
毛
上
有
罙
青
黑
點
、
久
則
亦
淡
。
腹
脇
下
全
白

、
色
。
皮
厚
靭
如
牛
皮
、
邊
将
多
取
以
飾
鞍
韉
。
其
臍
治
腹
臍
積
冷
衰
、
脾
腎
勞
極
有
功
、
不
待
別
試
也
。
似
狐
長
尾
之
説
、
今
人
多
不
識
之

。
時
珍
曰
、

」

「
按
『
唐
書
』
云

『
骨
貀
獣
出
遼
西
、
營
州
及
結
骨
国

『
一
統
志
』
云

『
膃
肭
臍
出
女
直
及
三
佛
齊
国
。
獣
似
狐
、
脚
高
如
犬
、
走
如
飛
。
取
其
腎

、

』
。

、

』
。

、

。

、

、

、

、

、

。

、

漬
油
名
膃
肭
臍

観
此

則
似
狐
之
説
非
無
也

盖
似
狐
似
鹿
者

其
毛
色
爾

似
狗
者

其
足
形
也

似
魚
者

其
尾
形
也

入
藥
用
外
腎
而
曰
臍
者

連
臍
取
之
也
。
又
『
異
物
志

『

獣
出
朝
鮮
、
似
貍
、
蒼
黑
色
、
無
前
両
足
、
能
捕
鼠

。
郭
璞
云

『
晋
時
召
陵
、
扶
夷
縣
獲
一
獣
、
似
狗
豹
文
、
有

』
、

』

、

豽

角
両
脚

。
據
此
則

有
水
陸
二
種
、
而
藏
器
所
謂
似
狐
長
尾
者
、
其
此
類
與
？

』

豽

一
名
、
海
狗

。

膃
肭
臍

腎

【
修
治
】
斅
曰

「
用
酒
浸
一
日
、
紙
裹
炙
香
剉
搗
、
或
於
銀
器
中
以
酒
煎
熟
合
薬

。
時
珍
曰

「
以
漢
椒
、
樟
腦
同
收
、
則
不
壞

。

、

」

、

」

【
気
味
】
鹹
、
大
熱
、
無
毒
。
李
珣
曰

「
味
甘
香
美
、
大
温

。

、

」

【

】

、

、

、

、

、

、

〈

〉
。

、

、

、

主
治

鬼
気
尸
疰

夢
與
鬼
交

鬼
魅
狐
魅

心
腹
痛

中
惡
邪
気

宿
血
結
塊

痃
癖
羸
瘦

藏
器

治
男
子
宿
癥
気
塊

積
冷
勞
気

腎
精
衰
損

、

〈
『

』
〉
。

、

、

、

、

〈
『

』
〉。

、

、

、

、

多
色
成
勞

瘦
悴

藥
性

補
中
益
腎
気

暖
腰
膝

助
陽
気

破
癥
結

療
驚
狂
癇
疾

日
華

五
勞
七
傷

陰
痿
少
力

腎
虛

背
膊
勞
悶

面
黑
精
冷
、
最
良
〈

海
藥

。

『

』
〉

【

】

、「
『

』

、

。

、

。

、

。

発
明

時
珍
曰

和
劑
局
方

治
諸
虛
損

有
膃
肭
臍
丸

今
之
滋
補
丸
藥
中
多
用
之

精
不
足
者
補
之
以
味
也

大
抵
與
蓯
蓉

瑣
陽
之
功
相
近

亦
可
同
糯
米
、
法
麪
釀
酒
服
。

訓
蒙
図
彙

海
狗

也
。

同
。
○

曰

。

『

』

腽-

肭-

獣

骨-
其
腎

-

肭-

臍

豽

腽

ヲ

二

ト
一

を
つ

と
つ

じ
う

こ
つ

と
つ

を
つ

と
つ

せ
い

表
㉟
「
海
獺
」

本
草
綱
目

海
獺

【
集
解
】
藏
器
曰

「
海
獺
生
海
中
。
似
獺
而
大
如
犬
、
脚
下
有
皮
如
胼
拇
、
毛
着
水
不
濡
。
人
亦
食
其
肉
。
海
中
又
有
海
牛
、
海
馬
、
海
驢
等
、
皮
毛
在
陸

『

』

、

海

地

皆
候
風
潮

猶
能
毛
起

説
出

博
物
志

時
珍
曰

大
獱
小
獺

此
亦
獺
也

今
人
以
其
皮
為
風
領

云
亞
於
貂
焉

如
淳
注

博
物
志

云

、

、

。

『

』
。

、「

、

。

、

。

『

』

、『

頭
如
馬
、
自
腰
以
下
似
蝙
蝠
、
其
毛
似
獺
、
大
者
五
六
十
斤
、
亦
可
烹
食

」

獱

』
。

水
獺

【
釋
名
】
水
狗
。
時
珍
曰

「
王
氏
『
字
説
』
云

『
正
月
、
十
月
獺
両
祭
魚
、
知
報
本
反
始
、
獣
之
多
賴
者
。
其
形
似
狗
、
故
字
從
犬
、
從
賴
。

、

、

大
者
曰

、
音
賔
、
曰

、
音
編
。
又
桓
譚
『
塩
鐵
論
』
以
獨
為
猵
、
群
為
獺
、
如
猨
之
與
獨
也

。

獱

猵

」

訓
蒙
図
彙

海
獺

う
み
を
そ
。
今
按
、
あ
し
か
。
一
名

。

又
作

。

『

』

海
獱

獱

猵
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表
㊱
「
猩
猩
」

本
草
綱
目

猩
猩

本
作

、
音
生
○
『
綱
目
』

『

』

狌

【
釋
名
】
時
珍
曰
、｢

猩
猩
能
言
而
知
來
、
猶
惺
惺
也

。」

【
集
解
】
時
珍
曰
、｢

猩
猩
自
『
爾
雅

『
逸
周
書
』
以
下
数
十
説
、
今
參
集
之
云
、
出
哀
牢
夷
及
交
趾
封
溪
縣
山
谷
中
。
状
如
狗
及
獼
猴
、
黃
毛
如
猨
、
白

』

、

、

、

。

、

。

。

、

、

、

耳
如
豕

人
面
人
足

長
髪

頭
顏
端
正

聲
如
兒
啼

亦
如
犬
吠

成
群
伏
行

阮
汧
云

封
溪
俚
人
以
酒
及
草
屐
置
道
側

猩
猩
見
即
呼
人
祖
先
姓
名

罵
之
而
去
。
頃
復
相
與
嘗
酒
著
屐
、
因
而
被
擒
、
檻
而
養
之
。
将
烹
則
推
其
肥
者
、
泣
而
遣
之
。
西
胡
取
其
血
染
毛
罽
不
黯
、
刺
血
必
箠
而
問
其
数
、
至
一

斗
乃
已
。
又
按
『
禮
記
』
亦
云

『
猩
猩
能
言

、
而
郭
義
恭
『
廣
志
』
云

『
猩
猩
不
能
言

『
山
海
経
』
云

『
猩
猩
能
知
人
言

、
三
説
不
同
。
大
抵
猩
猩

、

』

、

』
、

、

』

、

。

、

、

。

『

』

、『

、

、

、

。

略
似
人
形

如
猨
猴
類
耳

縱
使
能
言

當
若
鸚
䳇
之
属

亦
不
必
盡
如
阮
氏
所
説
也

又
羅
願

爾
雅
翼

云

古
之
説
猩
猩
者

如
豕

如
狗

如
猴

今
之
説
猩
猩
者
、
與
狒
狒
不
相
遠
。
云
如
婦
人
被
髮
袒
足
、
無
膝
群
行
、
遇
人
則
手
掩
其
形
、
謂
之
野
人

。
據
羅
説
則
似
乎
後
世
所
謂
野
女
、
野
婆
者
也
、

』

豈
即
一
物
耶
？
」

【
附
録
】
野
女
。
唐
蒙
『
博
物
志
』
云

「
日
南
有
野
女
、
群
行
不
見
夫
。
其
状
白
色
、
偏
軆
無
衣
襦

。
周
密
『
齊
東
野
語
』
云

「
野
婆
出
南
丹
州
、
黃
髮

、

」

、

椎
髻
、
裸
形
跣
足
、
儼
然
若
一
媼
也
。
群
雌
無
牡
。
上
下
山
谷
如
飛
猱
。
自
腰
已
下
有
皮
盖
膝
。
每
遇
男
子
必
負
去
求
合
。
嘗
為
健
夫
所
殺
、
死
以
手
護
腰

間
。
剖
之
得
印
方
寸
、
瑩
若
蒼
玉
、
有
文
類
符
篆
也

。
時
珍
曰

「
合
此
二
説
與
前
阮
氏
、
羅
氏
之
説
観
之
、
則
野
女
似
即
猩
猩
矣
。
又
雄
鼠
卯
（
発
表
者

」

、

マ
マ

注
、
印
）
有
文
如
符
篆
、
治
鳥
腋
下
有
鏡
印
、
則
野
婆
之
印
篆
非
異
也
。
亦
當
有
功
用
、
但
人
未
知
耳

。」

【

】

、

、

、

。【

】

、

（

、

）
、

、

〈

。

『

』『

』

肉

気
味

甘

鹹

温

無
毒

主
治

食
之
不
昧
不
飢

令
人
善
足

執
筆
者
注

走

窮
年
無
厭

可
以
辟
穀

時
珍

○
出

逸
書

山
海
経

マ
マ

『
水
経

〉』

【
発
明
】
時
珍
曰

「

逸
書
』
言

『
猩
猩
肉
、
食
之
令
人
不
昧

、
其
猩
猩
可
知
矣
。
古
人
以
為
珍
味
。
故
『
荀
子
』
言

『
猩
猩
能
言
笑
、
二
足
無
毛
、
而

、
『

、

』

、

人
啜
其
羹
、
食
其
肉

『
呂
氏
春
秋
』
云

『
肉
之
美
者
、
猩
猩
之
唇
、
獾
獾
之
炙
、
是
矣

。

』
。

、

』」

訓
蒙
図
彙

猩
猩

又
作

。

『

』

二

一

狌
狌

ニ

表
㊲
「
狒
狒
」

本
草
綱
目

狒
狒

音
費

○
『
拾
遺
』

『

』

【

、〈

、

〉、

〈
『

』
〉
、

〈
『

』
〉
、

。〈

、「
『

』

。『

』

、

、

釋
名

與
狒
同

山
海
経

野
人

方
輿
志

人
熊

時
珍
曰

爾
雅

作
狒

説
文

從
昌

從
囟

【

】

釋
名

與
狒
同

亦
作

梟
羊

釋
名

與
狒
同

山
海
経

野
人

方
輿
志

人
熊

時
珍
曰

爾
雅

作
狒

説
文

作

【

、〈

、

〉、

〈
『

』
〉
、

〈
『

』
〉
、

。〈

、「
『

』

。『

』

、

、

、

從
禸
、
象
形
。
許
慎
云

『
北
人
呼
為
土
螻
。
今
人
呼
為
人
熊

。
按
郭
璞
謂

即
狒
狒
、
稍
似
差
別
、
抑
名
同
物
異
與
？
」

、

』

山
都

【
集
解
】
藏
器
曰

「
狒
狒
出
西
南
夷

『
爾
雅
』
云

『
狒
狒
如
人
被
髮
、
迅
走
食
人

『
山
海
経
』
云

『
梟
羊
、
人
面
、
長
唇
、
黑
身
、
有
毛
、
反
踵
。

、

」
。

、

』
。

、

見
人
則
笑
、
笑
則
上
唇
掩
目

。
郭
璞
云

『
交
廣
及
南
康
郡
山
中
、
亦
有
此
物
。
大
者
長
丈
餘
、
俗
呼
為
山
都

。
宋
建
武
中
、
獠
人
進
雌
雄
二
頭
。
帝
問
土

』

、

』
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人
丁
鑾
、
鑾
曰

『
其
面
似
人
、
紅
赤
色
、
毛
似
獼
猴
、
有
尾
。
能
人
言
、
如
鳥
聲
。
善
知
生
死
、
力
負
千
鈞
。
反
踵
無
膝
、
睡
則
倚
物
。
獲
人
則
先
笑
而
後

、

食
之
。
獵
人
因
以
竹
筒
貫
臂
誘
之
、
俟
其
笑
時
、
抽
手
以
錐
釘
其
唇
著
額
、
候
死
而
取
之
。
髪
極
長
、
可
為
頭
髪
。
血
堪
染
靴
及
緋
、
飲
之
使
人
見
鬼
也

。』

帝
乃
命
工
図
之

。」

、「

『

』

、『

、

、

。

、

。

、

、

、

時
珍
曰

按

方
輿
志

云

狒
狒

西
蜀
及
處
州
山
中
亦
有
之

呼
為
人
熊

人
亦
食
其
掌

剝
其
皮

閩
中
沙
縣
幼
山
有
之

長
丈
餘

逢
人
則
笑

、

』
。

『

』

、『

、

、

。

、

。

、

呼
為
山
大
人

或
曰
野
人
及
山
魈
也

又
鄧
顯
明

南
康
記

云

山
都

形
如
崑
崙
人

通
身
生
毛

見
人
輒
閉
目

開
口
如
笑

好
在
深
澗
中
翻
石

覔
蟹
食
之
。
珍
按

『
述
異
記
』
之
山
都

『
永
嘉
記
』
之
山
鬼

『
玄
中
記
』
之
山
精

、

、

、

、

、

、

覔
蟹
食
之
。
珍
按

『
鄧
氏
所
説
、
與
『
北
山
経
』
之
山

覔
蟹
食
之
。
珍
按

『
述
異
記
』
之
山
都

『
永
嘉
記
』
之
山
鬼

『
神
異
経
』
之
山

覔
蟹
食
之
。
珍
按

『
述
異
記
』
之
山
都

『
永
嘉
記
』
之
山
鬼

『
玄
中
記
』
之
山
精

『
海

錄
襍
事
』
之
山
丈

『
文
字
指
歸
』
之
旱
魃

『
搜
神
記
』
之
治
鳥
、
俱
相
類
、
乃
山
怪
也
。
今
並
附
之
以
備
考
證

」

、

、

』
。

【
附
録
】
山
都
。
時
珍
曰

「
任
昉
『
述
異
記
』
云

『
南
康
有
神
曰
山
都
。
形
如
人
、
長
二
丈
餘
、
黑
色
、
赤
目
、
黃
髮
。
深
山
樹
中
作
窠
、
状
如
鳥
卵
、

、

、

高
三
尺
餘
、
內
甚
光
采
、
體
質
軽
虚
、
以
鳥
毛
為
褥
、
二
枚
相
連
、
上
雄
下
雌
。
能
変
化
隠
形
、
罕
覩
其
状
、
若
木
客
、
山

之
類
也
」

高
三
尺
餘
、
內
甚
光
采
、
體
質
軽
虚
、
以
鳥
毛
為
褥
、
二
枚
相
連
、
上
雄
下
雌
。
能
変
化
隠
形
、
罕
覩
其
状
、
若
木
客
、
山

之
類
也

。

山

。
時
珍
曰

「

状
如
犬
而
人
面
、
善
投
、
見
人
則
笑
。
其
行
如
風
、
見
則
天
下
大
風

、
『

」

山

。
時
珍
曰

「

北
山
経
』
云
、
山

山

。
時
珍
曰

「

状
如
犬
而
人
面
、
善
投
、
見
人
則
笑
。
其
行
如
風
、
見
則
天
下
大
風

。

。

、「
『

』

、『

。

、

。

、

。

、

』
。

木
客

又
曰

幽
明
録

云

生
南
方
山
中

頭
面
語
言
不
全
異
人

但
手
脚
爪
如
鈎
利

居
絶
岩
間

死
亦
殯
殮

能
與
人
交
易

而
不
見
其
形
也

今
南
方
有
鬼
市
、
亦
類
此
。
又
有
木
客
鳥
、
見
禽
部

。」

山

。
又
曰

「
東
方
朔
『
神
異
経
』
云

、

、

山

。
又
曰

「
東
方
朔
『
神
異
経
』
云

『
西
方
深
山
有
人
、
長
丈
餘
、
袒
身
、
捕
蝦
、
蟹
、
就
人
火
炙
食
之
、
名
曰
山

山

。
又
曰

「
東
方
朔
『
神
異
経
』
云

、
其
名
自
呼
。
人
犯
之
則
発
寒

熱
。
盖
鬼
魅
耳
、
所
在
亦
有
之
、
惟
畏
爆
竹
煏

聲

。
劉
義
慶
『
幽
明
錄
』
云

』

、

熱
。
盖
鬼
魅
耳
、
所
在
亦
有
之
、
惟
畏
爆
竹
煏

聲

。
劉
義
慶
『
幽
明
錄
』
云

『
東
昌
縣
山
岩
間
有
物
如
人
、
長
四
五
尺
、
裸
身
被
髮
、
髪
長
五
六
寸
、

能
作
呼
嘯
聲
、
不
見
其
形
。
每
從
澗
中
発
石
取
蝦
、
蟹
、
就
火
炙
食

『
永
嘉
記
』
云

『
安
国
縣
有
山
鬼
、
形
如
人
而
一
脚
、
僅
長
一
尺
許
。
好
盜
伐
木
人

』
。

、

、

。

、

』
。『

』

、『

、

、

。

、

。

』
。

塩

炙
石
蟹
食

人
不
敢
犯
之

能
令
人
病
及
焚
居
也

玄
中
記

云

山
精
如
人

一
足

長
三
四
尺

食
山
蟹

夜
出
昼
伏

千
歲
蟾
蜍
能
食
之

『

』

、『

、

。

、

、

』
。『

』

、『

、

、

、

、

抱
朴
子

云

山
精
形
如
小
兒

獨
足
向
後

夜
喜
犯
人

其
名
曰
魃

呼
其
名
則
不
能
犯
人

白
澤
図

云

山
之
精

状
如
鼓

色
赤

一
足

名
曰
夔

文

呼
之
可
使
取
虎
豹

海
錄
襍
事

云

嶺
南
有
物

一
足
反
踵

手
足
皆
三
指

雄
曰
山
丈

雌
曰
山
姑

能
夜
叩
人
門
求
物
也

、

、

』
。『

』

、『

、

、

。

、

、

名
曰
夔

亦
曰

、

、

』
。『

』

、『

、

、

。

、

、

』
。

『
神
異
記
』
云

『
南
方
有
魃
、
一
名
旱
母
。
長
二
三
尺
、
裸
形
、
目
在
頂
上
、
行
走
如
風
。
見
則
大
旱
。
遇
者
得
之
投
溷
中
、
則
旱
除

『
文
字
指
歸
』

、

』
。

云

『
旱
魃
、
山
鬼
也
。
所
居
之
處
天
不
雨
。
女
魃
入
人
家
、
能
竊
物
以
出
、
男
魃
入
人
家
、
能
竊
物
以
歸

。
時
珍
謹
按

『
諸
説
雖
少
有
參
差
、
大
抵
俱
是

、

』

、

怪
類
、
今
俗
所
謂
獨
脚
鬼
者
是
也
。
邇
來
處
處
有
之
、
能
隠
形
入
人
家
媛
乱
、
致
人
成
疾
、
放
火
、
竊
物
、
大
為
家
害
。
法
術
不
能
驅
、
醫
藥
不
能
治
、
呼

、

、

。

、

。

、

、

、

為
五
通

七
郎
諸
神
而
祀
之

盖
未
知
其
原
如
此

故
備
載
之

非
但
愽
聞
而
已

其
曰
呼
其
名
則
無
害

千
歲
蟾
蜍
能
食
之
者

非
治
法
歟
？
引
申
觸
類

必
有
能
制
之
者
。
又
有
治
鳥
、
亦
此
類
、
見
禽
部
精
怪
之
属
甚
夥
、
皆
為
人
害
。
惟
『
白
澤
図

『
玄
中
記

『
抱
朴
子

『
酉
陽
雑
俎
』
諸
書
載
之
、
頗

』
、

』
、

』
、

悉
、
起
居
者
亦
不
可
不
知
。
然
正
人
、
君
子
、
則
德
可
勝
妖
、
自
不
敢
近
也

。」

肉
【
気
味
】
無
毒

【
主
治
】
作
脯
、
連
脂
薄
割
炙
熱
、
貼
人
癬
疥
、
能
引
蟲
出
、
頻
易
取
瘥

〈
藏
器
〉

。

。

『

』

訓
蒙
図
彙

狒
狒

又
作

。

或
曰

二

一

-

䲷

ニ

一
名

-

羊

山-

都

訓
蒙
図
彙

狒
狒

又
作

。

或
曰

亦
同
。

ひ

ひ

け
う

や
う

さ
ん

と
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附
表
五

『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
本
の
四
字
句
群

巻
一
「
天
文
」

両
儀

七
政

北
辰

列
宿

日

月

星

斗

晦

朔

弦

望

虚
空

天
漢

長
庚

太
白

参

昴

彗

孛

虹

暈

雷

電

雲

煙

霧

露

風

雨

氷

雪

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

「
附
」

日
蝕

月
蝕

牽
牛

織
女

-
-

巻
二
「
地
理
」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

山

麓

峰

巓

谷

岬

坂

桟

巌

洞

崖

岸

磐

石

砂

礫

牧

野

田

園

場

圃

畔

畷

林

丘

墓

塚

海

島

波

渦

洲

濱

川

澤

瀑

泉

池

塘

堤

橋

堰

閘

井

韓

溝

塹

城

村

市

閭

関

津

衢

道

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

「
附
」

封
疆

水
柵

獨
梁

浮
橋

-
-

巻
三
「
居
処
」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

宮

殿

廊

廡

台

階

樓

櫓

坊

店

廬

宅

驛

亭

寺

塔

倉

厨

厠

厩

窓

櫺

蔀

槅

廳

庭

門

戸

扉

枢

扃

楗

棟

檐

楹

礎

桁

榱

枅

枓

砌

磚

屋

瓦

牆

壁

籬

柵

臥
房

浴
室

欄
杆

華
表

-
-

-
-

-
-

「
附
」

斎

閨

窯

窖

輪
蔵

牢
獄

槫
風

藻
井

護
朽

鋪
首

-
-

-
-

-
-

巻
四
「
人
物
」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

公

卿

士

女

嬰

童

翁

婆

兵

農

工

商

医

卜

鍛

冶

巫

祝

僧

尼

鬼

仙

佛

薩

楽
官

娼
婦

俳
優

侏
儒

陶
家

圬
者

樵
夫

漁
父

猟
師

蜑
人

東
夷

南
蛮

中
国

朝
鮮

蒙
古

粛
慎

-
-

-

「
附
」
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弓
人

矢
人

函
人

玉
人

画
工

染
匠

石
工

皮
匠

筆
工

硯
工

銀
工

漆
匠

蠶
婦

機
女

牙
婆

販
婦

傘
工

褙
匠

膳
夫

屠
者

渉
人

舟
子

牧
童

釣
叟

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

乞
児

瞽
者

兎
唇

駝
背

琉
球

呂
宋

安
南

天
竺

暹
羅

占
城

東
番

崑
崙

長
臂

長
脚

小
人

長
人

-
-

-
-

-
-

-
-

巻
五
「
身
体
」

頭

口

眉

目

耳

鼻

歯

舌

鬚

髭

鬢

髪

筋

毛

顱

骨

腹

背

手

脚

拳

指

肋

乳

心

肺

脾

腎

肝

膽

腸

胃

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

「
附
」

膀
胱

包
絡

臓
腑

胞
胎

-
-

巻
六
「
衣
服
」

冕

纓

冠

幞

巾

帽

靴

笏

袞

裳

袍

衫

袴

裙

珮

帯

襟

裾

袊

袖

韈

鞋

履

屐

被

褥

帨

帕

幄

帳

幔

幕

半
臂

缺
掖

袈
裟

直
掇

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

「
附
」

烏
帽

魚
袋

布
衣

奴
袴

毛
裘

革
帯

深
衣

幅
巾

夾
衣

浴
衣

蔽
膝

裹
脚

雨
衣

涎
衣

絡
子

座
具

-
-

-
-

-
-

-
-

巻
七
「
宝
貨
」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

金

銀

鉛

鉄

銅

錢

珠

玉

礬

硃

硫

硝

磁

砒

砥

礪

玻
瓈

瑪
瑙

硨
磲

瑠
璃

珊
瑚

琥
珀

琅
玕

玳
瑁

錦

繍

紗

縠

綾

綃

緞

絹

線

條

絲

綿

絨

氊

皮

革

-
-

-

「
附
」

金
薄

鐵
線

水
銀

雲
母

水
精

火
精

緑
青

白
粉

石
灰

石
膽

海
鹽

浮
石

-
-

-
-

-
-

巻
八
「
器
用
一
」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

紙

筆

墨

硯

書

画

裱

帙

印

符

簿

暦

扇

翳

筭

尺

几

案

燈

燭

拂
塵

如
意

鐘

磬

鈴

鐸

鈸

鉦

笛

律

簫

笙

塤

籥

鼗

鼓

柷

敔

琴

瑟

箏

阮

琵
琶

篳
篥

軫

柱

抱

撥

繋
爪

仮
面

棊

枰

骰

鞠

三
絃

六
采

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

「
附
」
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硯
屏

水
滴

書
鎭

筆
架

界
方

壓
尺

眼
鏡

爪
杖

燭
臺

燭
奴

燈
籠

燈
擎

方
燈

提
燈

油
瓶

燭
剪

香
爐

香
案

筋
瓶

香
盒

薫
籠

香
餅

佩
香

線
香

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

銅
鑼

銅
鉢

羯
鼓

腰
鼓

風
鐸

雲
版

嗩

喇
叭

象
棊

毬
杖

投
壺

拍
板

烟
火

爆
竹

紙
鳶

竹
馬

風
車

木
偶

空
鐘

陀
螺

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

呐

巻
九
「
器
用
二
」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

幢

幡

旗

纛

鉾

楯

鎧

胄

刀

鎗

鈇

鉞

戈

戟

柄

剱

鐔

鞘

欛

矢

鏃

靫

箙

弓

弩

砲

銃

韘

韝

的

鞍

鐙

鞦

銜

鑣

韁

鞭

障
泥

䂎

垛

䪊

屧
脊

鉗

枷

笞

棒

舟

舶

艜

艇

車

輦

兜

輿

筏

篷

棹

帆

檣

碇

柁

輪

輞

轂

輻

軸

轅

軛

桊

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

㯭

「
附
」

長
劒

鋼
叉

鐵
杷

鐵
鞭

火
箭

飄
石

発
貢

鹿
砦

野
航

番
舶

棧
車

籃
輿

-
-

-
-

-
-

巻
十
「
器
用
三
」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

犂

耙

鑱

鐴

钁

鍤

鎛

鏟

櫌

杈

杷

朳

鐮

蓑

笠

畚

籠

蓧

簣

礱

磨

碓

榨

機

杼

筬

綜

篗

針

熨

網

罾

羅

笯

囮

弶

矟

籞

連
耞

擔

筟

釣
鉤

績
纏

絡
柅

規

矩

準

繩

鐇

斧

釿

鐁

鉋

鋸

槌

鑿

鑽

錐

鏝

鞴

堝

鑢

鏨

砧

鑕

鋏

鎚

楔

釘

索

橛

鉸
具

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

釣
鉤

績
纏

絡
柅

規

矩

準

繩

鐇

斧

釿

鐁

鉋

鋸

槌

鑿

鑽

錐

鏝

鞴

堝

鑢

鏨

砧

鑕

鋏

鎚

楔

釘

索

橛

鉸
具

箍
束

「
附
」

轆
轤

桔
槹

石
籠

瓦
竇

筒
車

水
筧

翻
車

戽
斗

蠶
連

蠶
簿

繰
車

車

績
桶

紡
錘

攪
車

紡
車

布
機

綿
弓

撥
柎

搗
砧

塘
網

撒
網

趕
網

攩
網

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

繀

魚
梁

魚
簄

雀
竿

鷹
架

水
平

木
梃

楨
榦

榰
柱

絞
車

繩
車

旋
盤

牽
鑽

銀
剪

石
鏨

削
刀

裁
刀

-
-

-
-

-
-

-
-

巻
十
一
「
器
用
四
」

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

簾

屏

枕

席

椅

床

杌

墩

匜

盥

鏡

剪

鑷

笄

髲

櫛

壷

瓶

樽

櫑

盃

盞

巵

爵

鼎

鍋

釜

甑

竈

爐

燧

火

匙

筯

碗

碟

托

盤

盒

鉢

盆

甕

桶

槽

缶

杓

筅

帚

杵

臼

碾

箕

篩

筲

籃

檯

橱

箱

櫃

嚢

橐

鎻

鑰

傘

蓋

柺

杖

椸

竿

梯

凳

升

合

秤

錘

標
榜

署
扁

棺

輀

俎

-
-

-
-

-
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